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Ⅰ 高等専門学校の現況及び特徴 

 

１ 現況 

（１）高等専門学校名 八戸工業高等専門学校 

（２）所在地 青森県八戸市 

（３）学科等の構成，学生数及び教員数 

（平成23年５月１日現在） 

学科 1学年 2学年 3学年 4学年 5学年 合計

機械工学科 43 47 46 46 41 223

電気情報工学科 43 48 42 45 45 223

物質工学科 39 41 44 39 48 211

建設環境工学科 45 44 45 45 38 217

計 170 180 177 175 172 874

1学年 2学年 合計

13 12 25

8 11 19

7 4 11

28 27 55

教員数

区分 教授 准教授 講師 助教 助手 合計

総合科学科 8 11 0 1 0 20

機械工学科 5 3 1 1 0 10

電気情報工学科 6 3 1 1 0 11

物質工学科 5 5 0 2 0 12

建設環境工学科 5 4 0 0 1 10

計 29 26 2 5 1 63

機械・電気システム工学専攻

専攻科課程

物質工学専攻

建設環境工学専攻

計

 

 

２ 特徴 

 八戸工業高等専門学校は，学校教育法の改正によって

産業の発展と科学技術教育の一層の振興を図るために，

技術者教育を行う高等教育機関として，昭和38年度に設

置された。当初は３学科(機械工学科，電気工学科，工業

化学科)で発足し，昭和43年度には土木工学科を増設し，

現在の４学科体制となった。平成３年度に工業化学科が

物質工学科に，平成７年度には土木工学科が建設環境工

学科に，また平成17年度には電気工学科が電気情報工学

科に改組された。平成14年度には，準学士課程卒業生に

対して更に２年間の高度な専門教育を実施する専攻科が

設置された。 

昭和 56 年度には，地域的課題の教育研究施設として廃

棄物エネルギー利用教育研究センターが竣工された。同

センターは，平成３年には総合技術教育研究センター，

さらに平成 15 年度からは地域テクノセンターと改称し，

研究を通して地域貢献をする産学官連携の窓口として積

極的な活動をしている。また，これらの活動は，平成５

年に設立された産業技術振興会により，地元の企業や商

工会議所，行政から支援，援助がなされている。 

本校は，昭和 43 年の十勝沖地震，平成６年の三陸はる

か沖地震の２度の甚大な地震災害を受けている。現在の

校舎は，三陸はるか沖地震の罹災後，「連峰型教育」を

コンセプトに，平成８年度から校舎の整備が進められ，

建設環境工学科の改修工事をもって完成し，「平成 12 年

度文部省文教施設部長賞」を，また平成 14 年には「第

14 回八戸市まちの景観賞」を受賞している。平成 16 年

度には専攻科棟が建設されている。 

教育面では，創立当初から『誠実・進取・協調』の校

訓を掲げ，専門知識だけでなく豊かな人間性の涵養も重

要な学習・教育目標としている。このため，準学士課程

の１年生では学科の垣根を設けない混合学級の編成を行

っている。また，人間性涵養教育の一環として，学業だ

けでなく課外活動等も重視している。ロボコン・プロコ

ンを始め，体育系，文化系部活動も活発である。さらに，

低学年男子１，２年生を対象とした全寮制をはじめとし

て寮生活指導にも力を入れている。教育寮としての学寮

は全人格形成に大きな教育効果を生み出しており，２時

間半の学習時間の設定，さらには指導寮生，室長による

低学年生への指導など，社会人としてあるべき人格を陶

冶する徳育の場としても機能している。 

本校では，工学基礎分野と他の専門分野の裾野を拡げ

る「連峰型教育」を特徴として，工学理論を実用に生か

す能力を育成することを教育の重要な柱とし，『実践的

な技術』の学修を重視している。そのために，実験・実

習系科目の時間を多くし，創造性を涵養する教育を建学

以来重視している。これまで『実践的な技術』を修得し

た多数の卒業生を産業界等に送り出してきており，創立

以来就職希望者の就職率は 100％である。また，専攻科

が創設されてからは進学希望者も増加し，専攻科進学，

大学編入学の数も全体の４割近くになっている。また，

平成 16 年度に日本技術者教育認定機構（ＪＡＢＥＥ）の

認定を受けたことにより，専攻科修了生は，工学(融合複

合・新領域）関連分野の「産業システム工学プログラ

ム」修了生として，国際的な技術者教育を受けたことが

証明される「修習技術者」の資格と技術士１次試験免除

等の特典を受けることになった。 



八戸工業高等専門学校 

- 2 - 

Ⅱ 目的 

１．八戸工業高等専門学校の使命及び教育理念・目的，技術者像 

（１）教育理念・目的 

「豊かな教養の基盤の上に高度の専門性をもった科学技術を体得せしめ，個人の自由と責任を自覚して規律を遵守

し，人類福祉の増進と社会の進展に積極的に貢献する技術者を養成する」ことを教育理念とし，準学士課程５年の一

貫教育に加え，専攻科課程でのより高度な研究開発能力を享受できる教育を実践し，「創造力と開発能力を兼ね備え

た実践的技術者を育成する」ことを目的としている。 

（２）使命 

創立以来の校訓「誠実・進取・協調」に則り，自立的な人材の育成に主眼をおきながら，ものづくり・システムづ

くりに長けた専門技術教育を推進すること，また地域に密着した工学系高等教育機関として教育研究活動の高度化・

個性化を図りながら，人材育成と研究開発の両面で北東北のみならず日本の発展に寄与貢献することを使命としてい

る。 

（３）養成しようとする技術者像 

多角的視野を持ちつつ，実験・測定技術，数理的手法及び情報処理技術を基盤に，得意とする専門技術分野の基本

的素養を持った，ものづくりやシステムづくりに強い実践的な技術者の育成を目指している。準学士課程において養

成しようとする人材は「技術と技能の両面を有する人材」，「企画から設計・生産までの実務に携わる人材」，「問

題解決型に留まらず問題発見ができる人材」である。専攻科課程で養成しようとする人材は「理論を基礎とした高度

な技術と技能を有する人材」，「技術開発から設計・生産までの実務のみならず創造的な仕事ができる人材」，「問

題解決型に留まらず問題発見型及び提案型の人材」である。 

２．教育研究活動の基本的な方針，学習・教育目標等 

（１）教育研究活動の基本的な方針 

くさび型に配置された教養教育と専門教育の相互協力により，準学士課程，専攻科課程それぞれの教育段階におい

て，社会が要求するレベルに応じた教育の実施と改善を図る。一般教養の教育については，後期中等教育の完成と高

等教養教育段階の推進を図り，効率的な指導により，社会で要求される基本的な知識を修得させるとともに，生涯学

習等を通して継続的に幅広い知識を得る力と意欲を教育する。また，専門教育においては，多角的視野を持ちつつ，

実験・測定技術，数理的手法及び情報処理技術を基盤に，得意とする専門技術分野の基本的素養を持った実践的な技

術者の育成を目指している。 

また，地域に密着した工学系高等教育機関として教育研究活動の個性化を図るために，正規課程の学生以外に対し

て次のとおりの教育サービスを実施することを目的としている。 

① 研究生，聴講生等の受入れについての規定を定め，さらには公開講座などを開催し，正規課程の学生以外の者

に本校において学習する機会を提供する。 

② 地域中学校の理科教員を対象とした研修及び小中学校での出前授業の実施等，地域への教育サービス提供に努

める。 

④ 「学術的研究成果」の公開や「ものづくりの楽しさ」の体験を通じて，地域住民とのふれあいに努める。 

⑤  図書館，体育館等の校内施設の開放を通じて，正規課程の学生以外の者が学習する機会を提供する。 

⑥ 地域の公的な各種委員会の委員を通して地域貢献に努める。 

さらには，地域との共生，教育研究活動の高度化・個性化を図るために，以下の研究の目的を掲げている。 

① 地域社会に密着し，産業界に貢献できる工学系高等教育機関としての研究を進める。 

② 産学官連携共同研究の成果等を専門教育に反映する。 
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（２）学習・教育目標 

本校の教育目的と技術者像を実現するために，以下の６項目の具体的な学習・教育目標（(Ａ)～(Ｄ)）を掲げ，授

業を中心とする教育活動の中でその達成を図っている。 

Ａ．豊かな人間性の涵養 

(A) 国際的視野に立ち，地球環境や人類社会に及ぼす技術の影響を理解し，またその責任を自覚できる，誠実で健

全な心身を養う。 

Ｂ．工学知識・技術の修得 

(B-1) 数学，自然科学の基礎知識と実験・測定技術及び情報処理技術を修得し応用できる。 

(B-2) 得意とする専門分野の知識と技術を修得し，「連峰型教育」を活かした複合的専門基礎知識も身につける。 

Ｃ．地域社会への貢献 

(C-1) 協調性を発揮し，技術を創造・開発またはシステム化できるデザイン能力とものづくり能力を修得する。 

(C-2) 北東北の重点課題であるエネルギー，環境の問題に関心を持ち，それらの課題に積極的に取り組む進取の姿

勢を身につける。 

Ｄ．コミュニケーション能力の習得 

(D) 意思を明晰に相互伝達する日本語力と，国際社会に対応できる英語基礎力を身につける。 

 

（学科・専攻科ごとの目的） 

機械工学科  あらゆるものづくりの基盤となっている機械技術を通じて社会を活力あるものとするため，幅広い

視野と豊かな人間性をそなえ，機械工学とその応用分野に関する知識と技術を身につけ，創造力にあふれた，ものづ

くりに強い実践的技術者を育成する。 

電気情報工学科  あらゆる産業や生活の基盤である電気・電子，情報系の技術を通じて，社会のニーズに応える

ため，幅広い視野と豊かな人間性をそなえ，電気・電子ならびに情報工学とその応用分野に関する知識と技術を身に

つけ，創造力にあふれた，ものづくりに強い実践的技術者を育成する。 

物質工学科  エネルギー・資源・環境間題を考え，経済性や安全性を十分考慮した循環型社会を担うため，幅広

い視野と豊かな人間性をそなえ，生物工学を含む化学とその応用分野に関する知識と技術を身につけ，創造力にあふ

れた，ものづくりに強い実践的技術者を育成する。 

建設環境工学科  環境の保全と再生および安全・安心で持続的発展が可能な社会を実現するため，幅広い視野と

豊かな人間性をそなえ，環境工学を含む社会基盤整備の工学とその応用分野に関する知識と技術を身につけ，創造力

にあふれた，ものづくりに強い実践的技術者を育成する。 

 機械・電気システム工学専攻  人類の福祉への貢献，社会的ニーズに対応できるものづくりやシステム作りを目

指して，幅広い視野と豊かな人間性をそなえ，機械工学及び電気情報工学とその応用分野に関する高度な知識と技術

を身につけ，創造力にあふれた，ものづくりに強い実践的技術者を育成する。 

 物質工学専攻  ナノテクノロジーやバイオテクノロジーなどによりますます発展している化学技術では，エネル

ギー・資源・環境問題を考え，経済性や安全性を十分考慮する必要があることから，幅広い視野と豊かな人間性をそ

なえ，生物工学を含む化学とその応用分野に関する高度な知識と技術を身につけ，創造力にあふれた，ものづくりに

強い実践的技術者を育成する。 

 建設環境工学専攻  自然との調和を保ちながら快適に生活できる国土建設を目的とした力学系科目･環境･防災･

情報を考慮した建設環境工学（土木工学）を教授し，開発と環境保全を総合的に解決できる能力を持ち，創造力溢れ

る総合建設技術者や開発型の実践的技術者の人材を養成する。 
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Ⅲ 基準ごとの自己評価 

 

基準１ 高等専門学校の目的 

（１）観点ごとの分析 

観点１－１－①： 高等専門学校の目的が，それぞれの学校の個性や特色に応じて明確に定められ，

その内容が，学校教育法第115条に規定された，高等専門学校一般に求められる

目的に適合するものであるか。また，学科及び専攻科ごとの目的も明確に定めら

れているか。 

（観点に係る状況） 

 本校の『教育理念』は，豊かな教養を基盤として，高等の専門科学技術を体得せしめ，個人の自由

と責任を自覚して規律を遵守し，人類福祉の増進と社会の進展に積極的に貢献する技術者を養成する

ことである（資料１－１－①－１）。本校では創設当初から「誠実・進取・協調」の校訓を掲げてい

る（資料１－１－①－１）。平成 6年の三陸はるか沖地震で壊滅した校舎の建て替えの理念を，工学

基礎教育と学科横断教育を重視する「連峰型教育」とした。平成 16 年度の JABEE 審査を契機に，校

訓と連峰型教育の考え方を取り入れた学習・教育目標を新たに設定した（資料１-１-①-2）。その成

果の達成状況の検証については，審議対象科目（資料 6－1－①-5）やコア科目（資料 6－1－①-6）

に合格していることや，学習教育目標と関連付けた科目の学習・教育目標別関与割合（資料 6－1－

①-11，12）などにより検証可能にしている。 

本校の『教育目的』において，本科の工学基礎教育の上に専攻科の工学教育を通して，創造力と

開発能力を兼ね備えた実践的技術者を養成することとし（資料１－１－①－１），専攻科課程を準学

士課程の上に位置づけている。専攻科課程の目的は，本校学則第１章総則第 41 条において，定めて

いる。（資料１－１－①－3）。また，専攻科課程の目的を本科課程と区別して中学生などの学外者

にわかりやすくするために，学校案内等における表記については，本校専攻科は，５年一貫の高専教

育の特徴を生かしながら，さらに２年間の高度な専門教育を行うことにより，人間性と創造性が豊か

で研究開発能力を兼ね備え，これからの｢ものづくり｣｢システムづくり｣を先導できる実践的技術者の

養成を行うとしている（資料１－１－①－4）。 

これらの目的を達成するために，開校以来の校訓である「誠実・進取・協調」にのっとり，自立

的な人材の育成に主眼をおきながら，ものづくり・システムづくりの専門技術教育を推進することを

『基本方針』としている（資料１－１－①－１）。 

『養成しようとする人材像』は，多角的視野を持ちつつ，実験・測定技術，数理的手法及び情報

処理技術を基盤に，得意とする専門技術分野の基本的素養を持った｢ものづくり｣｢システムづくり｣に

強い実践的な技術者である（資料１－１－①－１）。準学士課程で養成しようとする人材は，技術と

技能の両面を有する人材，企画から設計・生産までの実務に携わる人材，問題解決型に留まらず問題

発見ができる人材，専攻科課程で養成しようとする人材は，２年間の高度な専門教育を行うことによ

り，人間性と創造性が豊かで研究開発能力を兼ね備え，これからの｢ものづくり｣｢システムづくり｣を

先導できる人材である（資料１－１－①－5）。 

本校では，上述した教育理念，教育目的，教育方針に基づき，実践的な技術者を養成するために

『学習・教育目標』を設定している（資料１－１－①－2）。 

上述の八戸高専の教育目的，学習・教育目標に基づき，準学士課程（一般科目並びに４学科）及

び専攻科課程（一般科目・専攻共通科目並びに３専攻）において各々，独自の教育目的及び学習・教
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育目標を設定し，シラバスに記載している（資料１－１－①－6～14）。 

また，本校学則第１章総則第１条において，『本校は，教育基本法の精神にのっとり，及び学校教

育法に基づき，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育成することを目的とする』と本校の

目的を明確に定めている（資料１－１－①－15）。 

このように，上述の本校の目的及びこれを実現するために設定した学習・教育目標は，学校教育法

第115条に定められた目的，すなわち『高等専門学校は，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能

力を育成することを目的とする』から外れるものではない。両者の対応関係はおおむね次のとおりで

ある。 

設置基準（深く専門の学芸を教授） 設置基準（職業に必要な能力） 

本校の目的のうち 

「深く専門の学芸を教授」し・・ 

本校の目的のうち 

「職業に必要な能力を育成」する・・ 

専攻科課程の目的のうち 

「精深な程度において工学に関する高度な専

門知識と技術を教授研究」し・・・ 

専攻科課程の目的のうち 

「広く産業の発展に寄与する人材を育成」・・ 

準学士課程の養成すべき人材のうち 

・ 問題解決型に留まらず問題発見ができる人材 

 

準学士課程の養成すべき人材のうち 

・ 技術と技能の両面を有する人材 

・ 企画から設計・生産までの実務に携わる人材 

専攻科課程の養成すべき人材のうち 

・ 問題解決型に留まらず問題発見型及び提案型の

人材 

 

専攻科課程の養成すべき人材のうち 

・ 理論を基礎とした高度な技術と技能を有する人材 

・ 技術開発から設計・生産までの実務のみならず創

造的な仕事ができる人材 

学習・教育目標のうち 

 B．工学知識・技術の修得 

 C．地域社会への貢献 

学習・教育目標のうち 

A．豊かな人間性の涵養 

D．コミュニケーション能力の習得 
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資料１－１－①－１ 

｢本校の教育方針｣ （抜粋） 

 

２．本校の教育方針とアドミッションポリシー 

 本校は，社会の多様な要請に応えるため，独自の教育目的を掲げ，創造力と開発能力を有する実践的

技術者の育成に努めています。この実現のため｢産業システム工学｣と名付けた教育プログラムにより，

具体的な学習・教育目標を設定して教育活動を展開し，自己点検し，教育改善を進めています。 

○教育目的 

 豊かな教養を基盤として，高等の専門技術科学を体得せしめ，個人の自由と責任を自覚して規律を遵

守し，人類福祉の増進と社会の進展に積極的に貢献する技術者を養成することを教育理念としていま

す。 

 本科の工学基礎教育の上に専攻科の工学教育を通して，創造力と開発能力を兼ね備えた実践的技術者

を育成します。この目的を達成するために，｢誠実・進取・協調｣の校訓にのっとり，自立的な人材の育

成に主眼をおきながら，ものづくり・システムづくりの専門技術教育を推進します。 

○養成しようとする技術者像 

 本校が，養成しようと考えている技術者像は，｢多角的視野を持ちつつ，実験・測定技術，数理的手

法及び情報処理技術を基盤に，得意とする専門技術分野の基本的素養を持った，『ものづくり』や『シ

ステムづくり』に強い実践的な技術者｣です。 

（出典 平成 23 年度学生便覧 p.4） 

 

以下の資料にも同様な内容の記述があるが，省略する。 

｢本校の教育方針｣（シラバス 平成 23年度（準学士課程）p.1） 

｢本校の教育方針｣（シラバス 平成 23年度（専攻科課程）p.1） 

｢入学案内，教育方針等｣（入学者募集要項 平成 23年度 p.1，p.8～9） 

｢入学案内，教育方針等｣（編入学者募集要項 平成 23年度 p.1，p.7～8） 

｢入学案内，教育方針｣（専攻科募集要項 平成 23 年度 p.1,p.11～12） 

｢シラバス，JABEE への取組み｣ 

（Web サイト http://www.hachinohe-ct.ac.jp/~syllabus/syllabus.htm（八戸高専ホー

ムページ）） 
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資料１－１－①－２  

｢学習・教育目標｣ （抜粋） 

 

○学習・教育目標 

本校では，次の 6 つの学習・教育目標を設定していますが，これらは｢豊かな人間性の涵養｣，｢工学知識・技術の

修得｣，｢地域社会への貢献｣，｢コミュニケーション能力の修得｣，の４つの骨格からなり，これらを有機的に結びつ

けているのが本校の伝統と成っている校訓｢誠実・進取・協調｣であり，精神的支柱の役割も果たしています。６つの

学習・教育目標は，講義，演習，実験実習，卒業研究・特別研究，校外実習・学外研修などカリキュラムを基礎とす

る教育活動で十分な達成を図ります。そのため各学習・教育目標には具体的な行動目標もそれぞれ設定して取り組む

際のめあてにしております。 

Ａ．豊かな人間性の涵養 

 国際的視野に立ち，地球環境や人類社会に及ぼす技術の影響を理解し，またその責任を自覚できる誠実で健全な心

身を養う。 

Ｂ．工学知識・技術の修得 

（Ｂ－１）数学，自然科学の基礎知識と実験・測定技術および情報処理技術を修得し応用できる。 

（Ｂ－２）得意とする専門分野の知識と技術を修得し，｢連峰型教育｣を活かした複合的専門基礎知識も身に付ける。 

Ｃ．地域社会への貢献 

（Ｃ－１）協調性を発揮し，技術を創造・開発またはシステム化できるデザイン能力とものづくり能力を修得する。 

（Ｃ－２）北東北の重点課題であるエネルギー・環境の問題に関心を持ち，それらの課題に積極的に取り組む，進取

の姿勢を見につける。 

Ｄ．コミュニケーション能力の習得 

意志を明晰に相互伝達する日本語力と，国際社会に対応できる英語基礎力を身につける。 

｢以下略｣ 

（出典  シラバス 平成 23 年度授業計画 p.1） 

 

以下の資料にも同様な内容の記述があるが，省略する。 

｢学習・教育目標｣（平成 23年度学生便覧 p.4～p.5） 

｢学習・教育目標｣（平成 23年度シラバス（専攻科課程）p.1） 

｢本校の学習・教育目標｣（入学者募集要項 平成 23年度 p.8） 

｢本校の学習・教育目標｣（編入学者募集要項 平成 23年度 p.7） 

｢本校の学習・教育目標｣（専攻科募集要項 平成 23年度 p.11） 

｢学習・教育目標｣（学校要覧 2010 p.8）   

｢シラバス，JABEEへの取組み｣ 

（ Web サイト http://www.hachinohe-ct.ac.jp/~syllabus/syllabus.htm（八戸高専ホームペー

ジ）） 
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資料１－１－①－５ 

｢準学士課程｣ （抜粋） 

 （前文） 

前略 

本科及び専攻科において育成しようとする具体的な技術者像は，以下のとおりである。 

本科での人材育成 

・ 技術と技能の両面を有する人材 

・ 企画から設計・生産までの実務に携わる人材 

・ 問題解決型に留まらず問題発見ができる人材 

 専攻科での人材育成 

・ 理論を基礎とした高度な技術と技能を有する人材 

・ 技術開発から設計・生産までの実務のみならず創造的な仕事ができる人材 

・ 問題解決型に留まらず問題発見型及び提案型の人材 

 ｢以下略｣ 

（出典 八戸工業高等専門学校中期計画 p.１） 

 

 

 

 

資料１－１－①－３  

専攻科課程の目的 

第 1 章 総則 

（目的） 

第 41 条 専攻科は，高等専門学校における教育の基礎の上に，精深な程度において工学に関する高度な専門知識と

技術を教授研究し，もって広く産業の発展に寄与する人材を育成することを目的とする 

出典：平成 23 年度学生便覧ｐ.72 

資料１－１－①－４ 

｢専攻科課程の目的｣ （抜粋） 

 

 目的：専攻科は，５年一貫の高専教育の特徴を生かしながら，さらに２年間の高度な専門教育を行うことにより，

人間性と創造性が豊かで研究開発能力を兼ね備え，これからの｢ものづくり｣｢システムづくり｣を先導できる実践的技術

者の養成を行います。 

（出典 学校案内 2011 p.21） 
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資料１－１－①－６ 

｢準学士課程，一般科目の学習教育目標と教育課程｣ 

〇教育目的 

一般科目においては 15 歳から 20 歳という人間の発達過程のたいへん変化に富む時期に，健全で豊かな人間形成

を行い，生涯の発達の基礎的な力を形成することが目的である。その具体的内容は次の学習・教育目標に示されて

いる。 

〇一般科目の学習・教育目標 

下の表が学習・教育目標の内容を表しており，線の連結で右側の八戸高専の学習・教育目標とのつな

がりを示している。 

ⅰ．日本語で正しく読み書きおよび話す力，英語による基

礎的コミュニケーション能力。 

 
本校の学習教育目標 

ⅱ．論理的に表現し，発表および討論する能力。 

 

 

 

Ａ．豊かな人間性の涵養 

 

 

ⅲ．代数，幾何や微分積分など数学の基礎的な概念を理解

し，計算，応用できる能力。 

ⅳ．物理，化学，生物など自然の観察や実験から得られた

知識・法則を理解し，応用できる能力。 

 

 

 

Ｂ．工学知識・技術の 

修得 

 

 

ⅴ．社会の基礎的な仕組みや民主主義の原理を理解し，社

会人としての責任感や倫理の基礎を身につける 

ⅵ．技術の背景や自然・社会への影響についての認識し，

技術者の社会的責任 理解する。 

Ｃ．地域社会への貢献 ⅶ． 身体的成長に見合った身体能力の向上を図り，楽し

むことができる。 

ⅷ．学んだ知識や技能を生かし創作・デザイン能力をつけ

る。 

Ｄ．コミュニケーション

能力の習得 

ⅸ．課題を発見し，計画的に取組み，まとめる能力。 

ⅹ．生涯を通じて自主的，継続的に学習できる能力。 

  （生涯学習力） 

 

（出典 準学士課程 シラバス 平成 23 年度授業計画 p.G1） 
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資料１－１－①－７ 

｢機械工学科の学習・教育目標と教育課程｣ 

○教育目的 

あらゆるものづくりの基盤となっている機械技術を通じて社会を活力あるものとするため，幅広い視野と豊かな人

間性をそなえ，機械工学とその応用分野に関する知識と技術を身につけ，創造力にあふれた，ものづくりに強い実践

的技術者を育成する。 

○学習・教育目標 

  機械工学科 学習・教育目標  
本校の 

学習教育目標 

 Ⅰ 
人や社会との相互関係を理解し，地域社会から国際社会にお

ける人類の発展・福祉について幅広く考えることができる。  
Ａ 

豊かな人間性の 

涵養  Ⅱ 
自然や地球全体あるいは社会に及ぼす 術の影響を理解し，技

術者としての責任を自覚できる。  

 Ⅲ 
普段から自主的に学習し，将来にわたって自己のレベルを継

続的に向上することができる。  
Ｂ 

工学知識・技術の修

得  Ⅳ 

応用数学， 用物理，情報処理，工学基礎に関する知識を身に

つけ，それらを問題解決に応用できる。  

 Ⅴ 
材料力学，熱力学，流体工学 工作法，制御工学などの分野の

専門知識を学び，それらを問題解決に利用できる。 
 

Ｃ 
地域社会への 

貢献  Ⅵ 

機械工学とそれを利用したシステム制御，エネルギー変換，

ロボット工学等に関する専門知識を，経済性，信頼性，社会

及び環境への影響を考慮しながら問題解決に利用できる。 

 

 Ⅶ 

与えられた課題に対し，与えられた制約のもとに計画的に実

験，研究などの仕事を進め，期限までに報告書としてまとめ

ることができる。 

 
Ｄ 

コミュニケーション

能力の習得 
 Ⅷ 

機械技術に関する実験・測定技術を修得する。実験遂行のた

めの自分の責 と義務を理解し，他者と協調して作業ができ

る。 

 

 Ⅸ 
論理的な記述力，討議・発表力，英語によるコミュニケーシ

ョン基礎能力を有する。 
  

 

（出典 シラバス 平成 23 年度授業計画 準学士課程 p.M1） 
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資料１－１－①－８ 

｢準学士課程，電気情報工学科の学習・教育目標と教育課程｣ 

〇教育目的 

あらゆる産業や生活の基盤である電気・電子，情報系の技術を通じて，社会のニーズに応えるため，幅広い視野

と豊かな人間性を備え，電気・電子ならびに情報工学とその応用分野に関する知識と技術を身につけ，創造力にあ

ふれた，ものづくりに強い実践的技術者を育成する。 

〇学習・教育目標： 

電気情報工学科 学習・教育目標  本校 

学習・教育目標 

（本シラバス p1

～2 ） 

Ａ 

 

豊かな人間性の

涵養 

Ｂ 

 

工学知識・技術

の修得 

Ｃ 

 

地域社会への 

貢献 

Ｄ 

 

コミュニケーシ

ョン能力の習得 

Ⅰ 
人類の福祉，社会的ニーズ，地球環境への配慮，地域の課題

等に多角的視 を持ち，豊かな教養を有 る。 

Ⅱ 技術者倫理を学生自身の中に育む。              

Ⅲ 数理的手法，情報処理技術を十分身に付ける 

Ⅳ 

専門工学につながる基礎知識である自然科学の基礎（物理・

化学・生命科 ）と基礎工学（設計・システム系，情報・論理

系，材料・バイオ系，力学系及び社会技 系）の基礎知識を有

する。 

Ⅴ 

電気・電子工学や情報通信工学の基礎となる数

学，物理および専門基礎に関する知識を身につけ

る。 

 

 

得意とす

る電気情

報工学を

技術的課

題に利用

できる。 

 

 

エネルギー，エレクトロニクス，情報・通信の３

分野に関する専門知識と技術を問題解決に利用で

きる。 

電気・電子技術や情報通信技術に関する基礎的実

験・測定技術を保有・駆使できる。 

エネルギー，環境，資源，経済性および安全性を

考慮できる。 

Ⅵ 
与えられた課題に対して計画的に仕事ができ，期限までに報

告書としてまとめることができる。 

Ⅶ 
他の技術者と協調しながら，自ら創意工夫してものづくりや

システムづくりができる。 

Ⅷ 
論理的な記述力，討議発表力，英語力を有し，自主的・継続

的に自己を伸ばせる。 

 

（出典 シラバス 平成 23年度授業計画 準学士課程 p.E1） 
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資料１－１－①－９  

｢準学士課程，物質工学科の学習・教育目標と教育課程｣ 

〇教育目的 

エネルギー・資源・環境間題を考え，経済性や安全性を十分考慮した循環型社会を担うため，幅広い

視野と豊かな人間性をそなえ，生物工学を含む化学とその応用分野に関する知識と技術を身につけ，創

造力にあふれた，ものづくりに強い実践的技術者を育成する。 

〇学習・教育目標 

物質工学科 学習・教育目標  

本校 

学習・教育目標 

Ａ 

 

豊かな人間性の

涵養 

 

Ｂ 

 

工学知識・技術

の修得 

 

Ｃ 

 

地域社会への 

貢献 

 

Ｄ 

 

コミュニケーシ

ョン能力の習得 

 

Ⅰ 
人類の福祉，社会的ニーズ，地球環境への配慮，地域の課題

等に多角的視野を持ち，豊かな教養を有する。 

Ⅱ 
技術者倫理を学生自身の中に育める。 

 

Ⅲ 
数理的手法，情報処理技術を十分身に付ける。 

 

Ⅳ 

専門工学につながる基礎知識である自然科学の基礎（物理・

化学・生命科学）と基礎工学（設計・システム系，情報・論

理系，材料・バイオ系，力学系及び社会技術系）の基礎知識

を有する。 

Ⅴ 

有機化学，無機化学，物理化学，分析化学，生物

化学，化学工学等の基礎科学及びそれらの工学的 

用分野に関する専門知識と技術を問題解決に利用

できる。 得意とす

る物質工

学を技術

的課題に

利用でき

る。 

化学工学量論，熱力学，熱・物質・運動量の移動

現象とそれを利用した分離工学・反応工学に関す

る専門知識と技術を問題解決 利用できる。 

化学技術に関する基礎的実験・測定技術を保有・

駆使できる。 

化学技術とエネルギー，環境，資源，経済性，安

全性との関係を考慮できる。 

Ⅵ 
与えられた課題に対して計画的に仕事ができ，期限までに報

告書としてまとめることができる。 

Ⅶ 
他の技術者と協調しながら，自ら創意工夫してものづくりや

システムづくりができる。 

Ⅷ 
論理的な記述力，討議発表力，英語力を有し，自主的・継続

的に自己を伸ばせる。 

 

（出典 シラバス 平成 23年度授業計画 準学士課程 p.C1） 
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資料１－１－①－１０ 
 

｢準学士課程，建設環境工学科の学習・教育目標と教育課程｣ 
 

〇教育目的 

環境の保全と再生および安全・安心で持続的発展が可能な社会を実現するため，幅広い視野と豊かな人間性をそ

なえ，環境工学を含む社会基盤整備の工学とその応用分野に関する知識と技術を身につけ，創造力にあふれた，も

のづくりに強い実践的技術者を育成する。 

 

〇学習・教育目標 

建設環境工学科 学習・教育目標  
本校 

学習・教育目標 

（ 本 シ ラ バ ス

p.1～2 ） 

Ａ 

 

豊かな人間性の

涵養 

Ｂ 

 

工学知識・技術

の修得 

Ｃ 

 

地域社会への 

貢献 

Ｄ 

 

コミュニケーシ

ョン能力の習得 

Ⅰ 
人類の福祉，社会的ニーズ，地球環境への配慮，地域の課題

等に多角 視野を持ち，豊かな教養を有する。 

Ⅱ 
技術者倫理を学生自身の中に育める。              

 

Ⅲ 
数理的手法，情報処理技術を十分身に付ける。 

 

Ⅳ 

専門工学につながる基礎知識である自然科学の基礎（物理・

化学・生命科学）と基礎工学（設計・システム系，情報・論

理系，材料・バイオ系， 学系及び社会技術系）の基礎知識を

有する。 

Ⅴ 

建設材料学，構造力学，地盤工学，測量学・同実

習，コンクリート構造学 およびそれらの応用分野

に関する専門知識と技術を問題解決に利用でき

る。 

 

 

得意とす

る建設環

境工学を

技術的課

題に利用

できる。 

 

 

 

 

 

水理学，河川工学，海岸工学，数値流体力学等お

よびそれらの応用分野に関する専門知識と技術を

問題解決に利用できる。 

水環境工学，環境工学，環境衛生工学，防災工

学，計画学，地域計画，都市計画等の基本的な知

識と応用分野の専門知識と技術を身に付け，経済

性， 頼性，社会および環境への影響を考慮し問題

解決に利用できる。 

建設環境工学の技術に関する基礎的実験・測量技

術およびコンピュータによる製図技術を保有・駆

使できる。 

Ⅵ 
与えられた課題に対して計画的に仕事ができ，期限までに報

告書としてまとめることができる。 

Ⅶ 
他の技術者と協調しながら，自ら創意工夫してものづくりや

システムづくりができる。 

Ⅷ 
論理的な記述力，討議発表力，英語力を有し，自主的・継続

的に自己を伸ばせる。 

 

 
 

（出典 シラバス 平成 23年度授業計画 準学士課程 p.Z1） 
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資料１－１－①－１１ 

｢専攻科，一般科目・専攻共通科目の学習・教育目標と教育課程｣ 

〇教育目的 

 健全で豊かな人間形成を行い，生涯の発達の基礎的な力を形成することが一般科目の教育の目的である。また，

専門教科において学習を推進していくための専門基礎学力を形成し，生涯学習社会において必要とされる学習能力

や，問題解決能力の基礎を形成する。 

 

〇一般科目・専攻共通科目学習・教育目標 

  下の表が学習・教育目標の内容を表しており，線の連結で右側の八戸高専の学習・教育目標とのつながりを示

している。 

ⅰ． 境や福祉，文化への理解と未来への創造的な態度を

身に付ける。 

 

本校の，学習・教育目標 

ⅱ．技術の背景や自然・社会への影響についての認識を

高め，技術者の社会的責任を理解する。（技術者倫

理） 

 

 

Ａ．豊かな人間性の涵養 

 

 
ⅲ．数学と自然科学の基礎（物理・化学・生命科学）に

関する知識と応用力を身に付ける。 

ⅳ．基礎工学（設計・システム系，情報・論理系，材料

・バイオ系，力学系及び社会技術系）の知識と技術

を身に付ける。 

 

 

Ｂ．工学知識・技術の修得 

 

 ⅴ．学んだ知識や技能を生かした創作・デザイン能力を

身に付ける。  

 

Ｃ．地域社会への貢献 

 

 

ⅵ．課題を発見し，計画的に取り組み，まとめる能力を

身に付ける。 

ⅶ．日本語によるコミュニケーションスキル，プレゼン

テ ョン 力，英語による基礎コミュニケーション能力

を身に付ける。  

 

Ｄ．コミュニケーション能力の習得 

 

ⅷ．生涯を通じて自主的，継続的に学習できる能力を身

に付ける。 

  （生涯学習力） 

 

 

（出典 シラバス 平成 23年度授業計画 専攻科 p.27） 
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資料１－１－①－12 

｢専攻科，機械・電気システム工学専攻の学習・教育目標と教育課程｣ 

〇教育目標 

  人類の福祉への貢献，社会的ニーズに対応できるものづくりやシステム作りを目指して，幅広い視野と豊かな人

間性をそなえ，機械工学及び電気情報工学とその応用分野に関する高度な知識と技術を身につけ，創造力にあふれ

た，ものづくりに強い実践的技術者を育成する。 

 

〇学習・教育目標 

機械・電気システム工学専攻 学習・教育目標  本校 

学習・教育目標 

（ 本 シ ラ バ ス

p.1～2 ） 

Ａ 

 

豊かな人間性の

涵養 

Ｂ 

 

工学知識・技術

の修得 

Ｃ 

 

地域社会への 

貢献 

Ｄ 

 

コミュニケーシ

ョン能力の習得 

Ⅰ 
人類の福祉，社会的ニーズ，地球環境への配慮，地域の課題
等に多角 視野を持ち，豊かな教養を有する。 

Ⅱ 
技術者倫理を学生自身の中に育める。              
 

Ⅲ 
数理的手法，情報処理技術を十分身に付ける。 
 

Ⅳ 

専門工学につながる基礎知識である自然科学の基礎（物理・
化学・生命科学）と基礎工学（設計・システム系，情報・論
理系，材料・バイオ系， 学系及び社会技術系）の知識を有す
る。 

Ⅴ 

機械工学とそれを利用した材料強度学，トライボ
ロジー，流体力学，熱工学， 動工学，機能性材料
及びそれらの応用分野に関する専門知識を問題解
決に応用できる。 

 
 
得意とす
る機械・
電気シス
テム工学
を技術的
課題に応
用 で き
る。 
 
 

電気工学とそれを利用したロボット工学，知能シ
ステム工学，集積回路設計，シミュレーション技
法のデザインに関する専門知識を身に け，経済
性，信頼性，社会及び環境への影響を考慮しなが
ら問題解決に応用できる。 

機械電気技術に関する必要な実験・測定技術を習
得する。 

関連する周辺分野の基礎的知識・技術を理解でき
る。 

Ⅵ 
与えられた課題に対して計画的に仕事ができ，期限までに報
告書としてまとめることができる。 

Ⅶ 
他の技術者と協調しながら，自ら創意工夫して新しいものづ
くりやシステムづくりができる。 

Ⅷ 
論理的な記述力，討議発表力，英語力を有し，自主的継続的
に自己を伸ばせる。 

 

 

 

（出典 シラバス 平成 23年度 専攻科 p.51） 
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資料１－１－①－13 

｢専攻科，物質工学専攻の学習・教育目標と教育課程｣ 

 

〇教育目的 

ナノテクノロジーやバイオテクノロジーなどによりますます発展している化学技術では，エネルギー・資源・環境問題を考え，経

済性や安全性を十分考慮する必要があることから，幅広い視野と豊かな人間性をそなえ，生物工学を含む化学とその応用分

野に関する高度な知識と技術を身につけ，創造力にあふれた，ものづくりに強い実践的技術者を育成する。 

 

〇学習・教育目標 

物質工学専攻 学習・教育目標  本校 

学習・教育目標 

（ 本 シ ラ バ ス

p.1～2 ） 

Ａ 

 

豊かな人間性の

涵養 

Ｂ 

 

工学知識・技術

の修得 

Ｃ 

 

地域社会への 

貢献 

Ｄ 

 

コミュニケーシ

ョン能力の習得 

Ⅰ 
人類の福祉，社会的ニーズ，地球環境への配慮，地域の課題

等に多角的視野を持ち，豊かな教養を有する。 

Ⅱ 技術者倫理を学生自身の中に育める。  

Ⅲ 数理的手法，情報処理技術を十分身に付ける。 

Ⅳ 

専門工学につながる基礎知識である自然科学の基礎（物理・

化学・生命科学）と基礎工学（設計・シ テム系，情報・論理

系，材料・バイオ系，力学系及び社会技術系）の知識を有す

る。 

Ⅴ 

有機化学，無機化学，物理化学，分析化学，高分

子化学，生物化学，生物学等の基礎科学及びそれ

らの工学的応用分野に関する専門知識と技術を問

題解決に応用できる。 

 

 

得意とす

る物質工

学を技術

的課題に

応用でき

る。 

 

 

 

 

エネルギー・資源・環境，経済性，安全性との関

係を考慮しつつ，化学工学量論，熱力学，熱・物

質・運動量の移動現象とそれを利用した分離工学

・反応工学，プロセスのデザインに関する専門知

識と技術を問題解決に応用できる。 

化学技術に関する基礎的実験・測定技術を保有・

駆使できる。 

関連する周辺分野の基礎的知識・技術を理解でき

る。 

Ⅵ 
与えられた課題に対して計画的に仕事ができ，期限までに報

告書としてまとめることができる。 

Ⅶ 
他の技術者と協調しながら，自ら創意工夫して新しいものづ

くりやシステムづくりができる。 

Ⅷ 
論理的な記述力，討議発表力，英語力を有し，自主的継続的

に自己を伸ばせる。 

 

 

 

（出典 シラバス 平成 23年度 専攻科 p.80） 
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資料１－１－①－14 

｢専攻科，建設環境工学専攻の学習・教育目標と教育課程｣ 

 

○教育目標 

  自然との調和を保ちながら快適に生活できる国土建設を目的とした力学系科目･環境･防災･情報を考慮した建設

環境工学（土木工学）を教授し，開発と環境保全を総合的に解決できる能力を持ち，創造力溢れる総合建設技術者

や開発型の実践的技術者の人材養成することを目的としています。 

 

○学習・教育目標 

建設環境工学専攻 学習・教育目標  本校 

学習・教育目標 

（ 本 シ ラ バ ス

p.1～2 ） 

Ａ 

 

豊かな人間性の

涵養 

Ｂ 

 

工学知識・技術

の修得 

Ｃ 

 

地域社会への 

貢献 

Ｄ 

 

コミュニケーシ

ョン能力の習得 

Ⅰ 
人類の福祉，社会的ニーズ，地球環境への配慮，地域の課題

等に多角的視野を持ち，豊かな教養を有する。 

Ⅱ 技術者倫理を学生自身の中に育める。  

Ⅲ 数理的手法，情報処理技術を十分身に付ける。 

Ⅳ 

専門工学につながる基礎知識である自然科学の基礎（物 ・化

学・生命科学）と基礎工学（設計・システム系，情報・論理

系，材料・バイオ系，力学系及び社会技術系）の知識を有す

る。 

Ⅴ 

建設材料，構造工学，構造解析，地盤工学，水理

学，海岸工学等の基礎科学及びそれらの工学的応

用分野に関する専門知識と技術を問 解決に応用で

きる。 

得意とす

る建設環

境 工 学

（土木工

学）を技

術的課題

に応用で

きる。 

エネルギー，環境，経済性，安全性との関係を考

慮しつつ，水環境工学，地域計画等及びそれら応

用分野に関する専門知識と技術を問題解決に応用

できる。 

建設環境（土木）技術に関する基礎的実験・測定

技術を保有・駆使できる。 

関連する周辺分野の基礎的知識・技術を理解でき

る。 

Ⅵ 
与えられた課題に対して計画的に仕事ができ，期限までに報

告書としてまとめることができる。 

Ⅶ 
他の技術者と協調しながら，自ら創意工夫して新しいものづ

くりやシステムづくりができる。 

Ⅷ 
論理的な記述力，討議発表力，英語力を有し，自主的継続的

に自己を伸ばせる。 

 

 

（出典 シラバス 平成 23年度 専攻科 p.97） 
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資料１－１－①－15 

｢八戸工業高等専門学校学則｣ （抜粋） 

第 1 章 総則 

（目的） 

第 1 条 本校は，教育基本法の精神にのっとり，及び学校教育法に基づき，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な

能力を育成することを目的とする。 

（出典 平成 23年度学生便覧 p.64） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校の目的として，教育目的，養成しようとする人材像，学習・教育目標を明確に定めている。その

成果の達成状況の検証については，学習教育目標と関連付けた科目の学習・教育目標別関与割合など

により検証可能にしている。また，これに対応した形で，準学士課程（４学科）及び専攻科課程（３

専攻）の教育目的，学習・教育目標を具体的に定めている。以上のことから，本校は目的を明確に定

めており，本校の目的及びそれを実現するために設定した学習・教育目標は，学校教育法第115条に

定められた目的からはずれるものではないと判断される。 

 

観点１－２－①： 目的が，学校の構成員（教職員及び学生）に周知されているか。 

（観点に係る状況）  

 本校の目的を記載した学生便覧，シラバス(準学士課程)，シラバス（専攻科課程），学校要覧は，

毎年更新し，教職員に配布している。また，必要に応じて，中学校訪問時に持参する資料（学校要覧，

学校案内等）について教員を対象とした説明会を実施している。新任教員に対しては，４月に研修会

を実施し本校の教育目的等に関してガイダンスを行っている（資料１－２－①－１）。全学生に対し

ては，始業式当日に学生便覧，各クラスにはシラバス集を配布している。更に，４学年生に対しては

進級式（資料１－２－①－２）を，専攻科生（１，２年生）に対しては専攻科ガイダンス（資料１－

２－①－３～４）を各々実施し，本校の学習教育目標等の説明を行っている。新入生に対しては，入

学者研修会を実施し，資料の配布とガイダンスを行っている（資料１－２－①－５）。また，本校

Web サイト（トップ→受号内容（シラバス）→本校の教育方針）に掲載されていて，教職員及び学生

は常時，アクセスが可能である（資料１－２－①－６）。 

平成 23 年 4 月に，教職員（非常勤講師を含む），準学士課程及び専攻科課程の学生に対して，目

的の周知状況についてアンケート調査（資料１－2－①－7～９）を実施したところ，教職員の約９割，

また，準学士課程と専攻科課程の学生の約８割が「知っている」と回答していることから，おおむね

周知されていると判断される。 
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資料１－２－①－１  

平成２３年度新任教職員研修会実施要項（抜粋） 

１．研修の目的 

      新任の教職員に対し，高専の教職員としての職務遂行に必要な基礎的知識を授け，教育関係法規等を理解さ

せ，もって高専教職員としての資質の向上を図ることを目的とする。 

２．研修日時 

      平成２３年４月５日（火）１３：１０～１５：００ 

３．研修会場 

      本校中会議室 

４．研修内容，講師及び日程 

                                   （司会：総務課長） 

  時間 

月 日 
13:10 13:15～13:30 13:30～14:00 14:00～14:30 14:30～15:00  

４月５日 

開 

講 

式 

高専教職員に 

望まれるもの 

 

（校 長） 

学生の教育 

について 

 

（教務主事） 

学生の厚生補 

導について 

 

（学生主事） 

学寮での指 

導について 

 

（寮務主事） 

閉 

講 

式 

５．研修受講対象者 

 

 

 

資料１－２－①－２ 

｢平成 22 年度第 4 学年進級式実施要項｣ （抜粋） 

 

日    時：  平成 22 年 4 月５日（月）始業式(対面式)終了後 10：50～11：20 

場    所：  合  併  教  室 

出席教員：  校長，教務主事，産業システム工学プログラム計画委員長，専攻科長， 

５学科長，第４学年学級担任，３教務主事補，学生課長 

対象学生：  本科第４学年生全員（留年学生を含む。） 

    次  第            進行  教務主事補 

１）開 式 

２）校長講話 

３）産業システム工学プログラム計画委員長説明 

― 本校の学習・教育目標と産業システム工学プログラム 

及び JABEE 等について ― 

４）閉 式 

 

 



八戸工業高等専門学校 基準１ 

- 20 - 

 

 

資料１－２－①－３ 

｢平成 22 年度 専攻科新入生ガイダンス実施要項｣（抜粋） 

○日  時： 平成 22 年 4 月２日（金）13：00 ～ 16：00 

○場  所： 合併教室 

○受付時間： 12：40 ～ 12：55 合併教室前(廊下) 

・受付時「TOEIC スコアに関するプライバシーポリシー同意書」について説明。 

・学生への配付資料 

学生証，在学証明書，学生便覧，単位修得確認簿，学習等達成度記録簿， 

大学評価・学位授与機構「新しい学士への途」， 

産業システム工学プログラム履修確約書 

前期専攻科授業時間割表(使用教室割振表) 

○出 席 者： 校長，専攻科長，産業システム工学プログラム計画委員長，教務主事， 

副専攻科長，専攻主任（副主任），専攻科委員，学生課長 

次  第 進行 学生課長 

1）校長挨拶 

2）専攻科長挨拶および専攻科説明 

3）副専攻科長，各専攻主任及びＡＳ専攻副主任，専攻科委員，プログラム計画委員長の紹介 

4）産業システム工学プログラム計画委員長概要説明 

―本校の学習・教育目標と産業システム工学プログラム等について― 

5）副専攻科長による専攻科についての概要説明    ｢以下略｣ 
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資料１－２－①－４ 

｢平成 22 年度 専攻科２年生ガイダンス実施要項｣ （抜粋） 

 

○日 時：平成 22 年４月５日（月）13:30～16:00 

○場 所：機械工学科棟 4 階 Ｍフレックス 

○受 付：13:20～13:30 

受付時に下記の資料配付 

学生便覧，単位修得確認簿，学習等達成度記録簿 

大学評価・学位授与機構「新しい学士への途」及び「学位授与申請書類」 

 

○全体ガイダンス（13:30 ～14:20 頃） 

出席者：校長，専攻科長，教務主事，副専攻科長，専攻主任（副主任）， 

専攻科委員，学生課長 

 

☆次 第  進行:学生課長 

１） 校長挨拶 

２） 専攻科長挨拶及び専攻科説明 

３） 副専攻科長，各専攻主任（副主任），専攻科委員の紹介 

（校長退席） 

４） 副専攻科長概要説明 

- 本校の学習・教育目標と産業システム工学プログラム修了及び学位の取得等について- 

５） 事務連絡など 

                            ｢以下略｣ 
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資料１－２－①－５ 

｢平成 22 年度入学者研修会実施要項｣ （抜粋） 

1.日  時   平成 22 年 4 月 5 日(月) 12：50 ～ 16：00 

2.対  象   第 1 学年生１７７名 

3.日  程 

★ ホームルーム（集合 12：50） 

時    間 事      項 担 当 者 場   所 

12:50 ～ 12:55 05 分 

入学者研修会の日程等説明 

※研修会には，学生便覧・シラバスファイル

(入学式当日ＨＲ教室で配付済）文房具を持

参する。 

学 級 担 任 
１階 

ＨＲ教室 

★ クラス写真撮影（第二体育館に移動） 

時   間 事    項 撮 影 種 別 場  所 

13：00 ～13：40 混合学級クラス写真撮影 学級担任 同席 第二体育館 

★ オリエンテーション  (司会:入試・教務係長) 

時  間 事    項 担 当 者 場  所 

13：50 ～ 14：10 20 分 教務全般について  教務主事 
３階 

合併教室 
14：20 ～ 14：40 20 分 厚生補導全般について  学生主事 

14：50 ～ 15：10 20 分 相談室について  相談室長 

★ 図書館ガイダンス 

時    間 事    項 担当者 場  所 

15：10 ～15：40 30 分 図書館の利用について 学術情報係 
３階 

合併教室 

 

｢以下略｣ 
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資料１－２－①－６ 

「教育方針」（抜粋） 
 

 

○教育方針 

豊かな教養を基盤として，高等の専門技術科学を体得せしめ，個人の自由と責任を自覚して規律を遵守し，人類福

士の増進と社会の進展に積極的に貢献する技術者を養成することを教育理念としています。 

本科の工学基礎教育の上に専攻科の工学教育を通して，創造力と開発能力を兼ね備えた実践的技術者を育成しま

す。 

 この目的を達成するため，「誠実・進取・協調」の校訓にのっとり，自立的な人材の育成に主眼をおきながら，も

のづくり・システムづくりの専門技術教育を推進します。 

 

○養成しようとする技術者像 

 本校が，養成しようと考えている技術者像は，「多角的視野を持ちつつ，実験・測定技術，数理的手法および情報

処理技術を基盤に，得意とする専門技術分野の基本的素養を持った，『ものづくり』や『システムづくり』に強い実

践的な技術者」です。 

 

○学習・教育目標 

 本校では，次の６つの学習・教育目標を設定していますが，これらは「豊かな人間性の涵養」，「工学知識・技術

の修得」，「地域社会への貢献」，「コミュニケーション能力の習得」の４つの骨格からなり，これらを有機的に結

びつけているのが本校の伝統となっている校訓「誠実・進取・協調であり，精神的支柱の役割も果たしています。６

つの学習・教育目標は，講義，演習，実験・実習，卒業研究・特別研究，校外実習・学外研修などカリキュラムを基

礎とする教育活動で十分な達成が図られます。学習・教育目標の達成を可能にするために目標ごとに具体的な行動基

準をそれぞれ設定しており，学習に取り組む際のめあてにしております。 

Ａ．豊かな人間性の涵養 

  国際的な視野に立ち，地球環境や人類社会に及ぼす技術の影響を理解し，またその責任を自覚できる，誠実で健

全な心身を養う。 

Ｂ．工学知識・技術の修得 

（Ｂ－１） 数学，自然科学の基礎知識と実験・測定技術および情報処理技術を修得し応用できる。 

（Ｂ－２） 得意とする専門分野の知識と技術を修得し，「連峰型教育」を活かした複合的専門基礎知識も身につ

ける。 

Ｃ．地域社会への貢献 

（Ｃ－１） 協調性を発揮し，技術を創造・開発またはシステム化できるデザイン能力とものづくり能力を習得す

る。 

（Ｃ－２） 北東北の重点課題であるエネルギー，環境の問題に関心を持ち，それらの課題に積極的に取り組む，

進取の姿勢を身につける。 

Ｄ．コミュニケーション能力の習得 

  意思を明晰に相互伝達する日本語力と，国際社会に対応できる英語基礎力を身につける。 

 

○産業システム工学プログラムの履修 

本校では，4，5 年生および専攻科 1，2 年生を対象とし，4 学科 3 専攻を一体とした複合的工学教育プリグラムで

ある産業システム工学プログラムを設定しています。このプログラムの学習・教育目標は前頁示した学習・教育目標

と同一です。 

本校本科からの専攻科入学者は，4・5 年における学習・教育目標別達成度がすべての目標に対して 60％以上を達

成しておく必要があり，これによって本教育プログラムの最終的履修者として登録されます。また，他の教育機関か

ら本校専攻科に入学した者も同様に本プログラムの履修者として扱われます。本校が設定する教育プログラムの履修

者となることを了解のうえ応募してください。 

 なお，本教育プログラムは平成 16 年に「日本技術者教育認定機構（ＪＡＢＥＥ）」の審査を受けました。その結

果，同機構の基準を満たし，国際的水準にあるとの評価を受け平成 17 年 5 月に認定されました。入学後は，ＪＡＢ

ＥＥ認定の教育プログラム履修者としての誇りを持って学習に励んでください。 

(出展 平成２３年度入学者募集要項 ｐ.1,p.8,p9) 

同様な記述が以下の資料にあるが，省略する。 

「平成２３年度編入学者募集要項」，「平成２３年度専攻科募集要項」 
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資料１－2－①－7 

教職員（非常勤講師を含む）に対するアンケート結果 

 

 

1. 本校の『校訓』は「誠実・進取・協調」であることを知っていますか？ 

（１）よく知っている。 （２）ある程度知っている。 （３）なんとなく知っている 

（４）あまり知らない。 （５）全く知らない。 

 

2. 本校の『学習・教育目標』の骨格は「A,豊かな人間性の涵養，B,工学知識・技術の修得，C,地

域社会への貢献，D,コミュニケーション能力の習得」であることを知っていますか？ 

（１）よく知っている。 （２）ある程度知っている。 （３）なんとなく知っている 

（４）あまり知らない。 （５）全く知らない。 

 

3. 本校の『養成しようとする技術者像』は「多角的視野を持ちつつ，実験・測定技術，数理的手

法および情報処理技術を基盤に，得意とする専門技術分野の基本的素養を持った，ものづくりやシ

ステムづくりに強い実践的技術者」であることを知っていますか？ 

（１）よく知っている。 （２）ある程度知っている。 （３）なんとなく知っている 

（４）あまり知らない。 （５）全く知らない。 

 

 校訓 学習・教育目標 養成すべき人材像 

1.よく知っている 67(67) 61(61) 45(45) 

2.ある程度知っている 23(23) 24(24) 26(26) 

3.なんとなく知っている 4( 4) 10(10) 20(20) 

4.あまり知らない 4( 4) 5( 5) 8( 8) 

5.全く知らない 2( 2) 0( 0) 1( 1) 

（数値は人数（割合%）を示す） 

（出典 認証評価対応委員会作成資料） 
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資料１－2－①－8    

準学士課程の学生に対するアンケート結果 

 

 

1. 本校の『校訓』は「誠実・進取・協調」であることを知っていますか？ 

（１）よく知っている。 （２）ある程度知っている。 （３）なんとなく知っている 

（４）あまり知らない。 （５）全く知らない。 

 

2. 本校の『学習・教育目標』の骨格は「A,豊かな人間性の涵養，B,工学知識・技術の修得，C,地域

社会への貢献，D,コミュニケーション能力の習得」であることを知っていますか？ 

（１）よく知っている。 （２）ある程度知っている。 （３）なんとなく知っている 

（４）あまり知らない。 （５）全く知らない。 

 

3. 本校の『養成しようとする技術者像』は「多角的視野を持ちつつ，実験・測定技術，数理的手法

および情報処理技術を基盤に，得意とする専門技術分野の基本的素養を持った，ものづくりやシス

テムづくりに強い実践的技術者」であることを知っていますか？ 

（１）よく知っている。 （２）ある程度知っている。 （３）なんとなく知っている 

（４）あまり知らない。 （５）全く知らない。 

 

 校訓 学習・教育目標 養成すべき人材像 

1.よく知っている 167（20） 102（12） 58( 7) 

2.ある程度知っている 275（33） 263（31） 179(21) 

3.なんとなく知っている 266（32） 318（38） 303(36) 

4.あまり知らない 79（ 9） 105（13） 202(24) 

5.全く知らない 53（ 6） 52（ 6） 98(12) 

（数値は人数（割合%）を示す） 

（出典：認証評価対応委員会作成資料） 
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資料１－2－①－9   

専攻科課程の学生に対するアンケート結果 

 

 

1. 本校の『校訓』は「誠実・進取・協調」であることを知っていますか？ 

（１）よく知っている。 （２）ある程度知っている。 （３）なんとなく知っている 

（４）あまり知らない。 （５）全く知らない。 

 

2. 本校の『学習・教育目標』の骨格は「A,豊かな人間性の涵養，B,工学知識・技術の修得，C,地域

社会への貢献，D,コミュニケーション能力の習得」であることを知っていますか？ 

（１）よく知っている。 （２）ある程度知っている。 （３）なんとなく知っている 

（４）あまり知らない。 （５）全く知らない。 

 

3. 本校の『養成しようとする技術者像』は「多角的視野を持ちつつ，実験・測定技術，数理的手法

および情報処理技術を基盤に，得意とする専門技術分野の基本的素養を持った，ものづくりやシス

テムづくりに強い実践的技術者」であることを知っていますか？ 

（１）よく知っている。 （２）ある程度知っている。 （３）なんとなく知っている 

（４）あまり知らない。 （５）全く知らない。 

 

 校訓 学習・教育目標 養成すべき人材像 

1.よく知っている 20(40) 15(30) 11(22) 

2.ある程度知っている 19(38) 24(48) 16(32) 

3.なんとなく知っている 9(18) 11(22) 17(34) 

4.あまり知らない 2( 4) 0( 0) 5(10) 

5.全く知らない 0( 0) 0( 0) 1( 2) 

（数値は人数（割合%）を示す） 

（出典：認証評価対応委員会作成資料） 

 

 （分析結果とその根拠理由）  

 本校の目的を記載した印刷物を学校構成員（教職員・学生）に配布し周知している。また，Webサ

イトにも掲載しており，目的を学校の構成員（教職員及び学生）に周知している。構成員を対象とす

るアンケートからも，おおむね周知されていると判断される。 

 

 

観点１－２－②： 目的が，社会に広く公表されているか。 

（観点に係る状況）  

本校の目的を記載した学生便覧，シラバス，学校要覧等は，他高専，関係する大学，県内図書館，県

内教育委員会，県内商工会議所等に毎年配布し公表している。また，学校要覧は，前年度卒業生が就
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職した企業，求人に来校した企業等にも配布している（資料１－２－②－１）。毎年行っている中学

校訪問や工業高校訪問では，学校要覧，学校案内，学校案内パンフレット，募集要項（抜粋）を持参

・配布・説明している。（資料１－２－②－２）（資料１－２－②－３）。青森県内及び岩手県内で

実施する入学者選抜懇談会で，中学校進路指導教員に資料を配布・説明し，公表している（資料１－

２－②－４）。体験入学では，中学生，中学教員，保護者に対して資料を配布し，学校説明を行い公

表している（資料１－２－②－５）。本校の目的は，入学者募集要項，編入学者募集要項，専攻科募

集要項にも記載し，受験生に対しても公表している（資料１－２－①－６）。 

本校の目的は Web サイトに掲載されていて，常時，アクセス可能である（資料１－２－①－６）。 

 

 

資料１－２－②－１ 

 ｢配布先リスト（他大学・他高専等への配布先一覧）｣（抜粋） 

  配布先 学校要覧 学生便覧 ｾﾝﾀｰ報 シラバス 

 国会図書館 ５  ５  

 科学技術振興事業団 １  １  

 文科省大臣官房総務課 ３ ２５ ３  

 国立高専機構 ５ １ １ １ 

 北海道大学 １  １  

 以下略     

 高専（59 高専） ５９ ６   

 県内教育委員会 １０  ８  

 県内図書館 ９  ９  

 以下略     

      

 合 計 １３００ ３２ ３００ １ 
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資料 1－2－②-2 

「中学校訪問・配布先（説明）資料一覧（中学校訪問資料）」（抜粋） 

   資料名 中学校への配布 備考 

1 平成 22 年度学生募集ポスター 1枚  

2 2010 学校案内 3学年学級×2+3  

3 2010 パンフレット 3年生生徒+教員  

4 2011 入学者募集要項 1部  

5 平成 22 年度入試問題・解答 3年学級数  

6 以下 略   

 

訪問地区表 

地区 地域名 対象学校数 

 

 

 

青森県 

三八 八戸市 26 

三八 三戸郡 14 

上北 十和田市，三沢市，上北町 31 

下北 むつ市，下北郡 13 

東青 青森市，東津軽郡 28 

西北 五所川原市，西・北津軽郡 19 

中南 弘前市，黒石市，中・南津軽郡 27 

 

 

岩手県 

内陸 二戸市，二戸郡，岩手郡 16 

沿岸 久慈市，九戸郡，下閉伊郡 26 

県央 盛岡市，岩手郡，紫波郡 16 

計  215 

 

 

 

資料１－２－②－３ 

｢平成 22 年度工業高校訪問・配布資料一覧 

 訪問高校名 訪問者 訪問時期 持参資料 

1 青森工業 大久保 恵  

 

 

6月中旬～ 

編入学募集要項２部 

学校紹介 1部 

学校要覧 1部 

学校案内 1部 

編入学試験問題 1 式，

ＭＥＺパンフ 各 1 部 

他 

２ 弘前工業 松橋 信明 

３ 五所川原工業 鳴海 哲雄 

４ むつ工業 赤垣 友治 

５ 十和田皇后 平川 武彦 

６ 久慈工業 工藤 隆男 

 計８校 以下 略    
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資料１－２－②－４ 

｢平成 22 年度入学者選抜懇談会実施要項｣ （抜粋） 

 

1. 会場・期日 

地区 実施期日 会場 

青森 6月 29 日（火） 青森市文化会館 

むつ 6月 30 日（水） むつ来さまい館 

八戸 7月 8日（木） 本校 

弘前 7月 15 日（木） 弘前市総合学習センター 

2. 日程 

受付 12：00～12：20  

校長挨拶 12：20～12：30  

昼食 12：35～13：15 DVD 上映・学校案内等懇談 

各学科説明 13：15～14：00  

質疑応答 14：10～15：10  

 

3.配布資料 

：説明資料冊子，学校紹介パンフレット，学校案内，Ｍ・Ｚパンフ，専攻科パンフ 

         最近のニュース（新聞記事），学校要覧 

｢以下略｣ 

 

 

資料１－２－②－５ 

｢平成 22 年度中学生一日体験入学実施要項｣ （抜粋） 

 

１．期日・会場：平成 22 年 8 月 6（金）・7 日（土） 八戸工業高等専門学校 

２．配布資料 

  体験入学会場案内図，体験入学実施要項，留意事項，学科体験学習テーマ・実施場所一覧 

  アンケート用紙，八戸高専入試早わかり，入学者募集概要，八戸高専の入試理念，キャンパス 

ガイド 

 

３．日程 

9:30～10:00 受 付 第１体育館 

10:00～10:25 ＤＶＤ上映 第２体育館 

10:30～10:35 校長挨拶 第２体育館 

10:45～12:00 学科説明，施設見学 第１希望学科（学科説明：学科長） 

12:00～13:00 昼食 質問コーナー，学寮見学 

13:10～14:00 学科説明，施設見学 第２希望学科（学科説明：学科長） 

14:00～15:50 学科体験学習 自由体験学習又は自由見学（テーマ：別紙の通り） 

｢以下略｣ 
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（分析結果とその根拠理由）  

 本校の目的を記載した複数の資料を中学校訪問，工業高校訪問，中学生１日体験入学，入学者

選抜懇談会等で配布し，公表している。また Web サイトに掲載しており，目的を社会に広く公表して

いると判断される。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

校訓と連峰型教育の概念を取り入れ平成15年度に設定した学習・教育目標の達成度を科目ごとの関

与割合などから評価可能としている。青森県内及び岩手県内での入学者選抜懇談会，中学生一日体験

入学，中学校訪問，工業高校訪問，保護者懇談会等を実施し，本校の目的を積極的に社会に公表して

いる。 

 

（改善を要する点）  

特になし。 

 

（３）基準１の自己評価の概要 

 本校の目的として，教育目的，養成しようとする人材像，学習・教育目標が定められている。また，

準学士課程（４学科）及び専攻科課程（３専攻）における教育目的，学習・教育目標が独自に定めら

れている。その成果の達成状況の検証については，学習教育目標と関連付けた科目の学習・教育目標

別関与割合などにより検証可能となっている。これらの内容は，学校教育法第115条の２に規定され

た高等専門学校一般に求められる目的からはずれるものではない。 

 本校の目的は，学校要覧，学生便覧，シラバス（準学士課程，専攻科課程）等に記載され，それら

を全教職員に，学生便覧並びにシラバスは全学生に配布され周知への取組みが行われている。これら

の目的がWebサイトに掲載され，また入学者募集要項，編入学者募集要項，専攻科募集要項にも記載

され広く公表されている。中学校訪問や工業高校訪問が積極的に実施され，学校PRが行われている。

その際，学校要覧，学校案内等が青森県内及び岩手県北の全ての中学校及び工業高校等に持参・配布

されている。特にキャンパスガイドは中学校教員及び中学３学年生徒全員に配布されこれが公表され

ている。また，中学校進路指導教員に対する入学者選抜懇談会等も実施され，社会に広く公表されて

いる。 
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基準２ 教育組織（実施体制） 

（１）観点ごとの分析 

観点２－１－①： 学科の構成が，教育の目的を達成する上で適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況）  

本校準学士課程の学科は学則に定められており，機械工学科，電気情報工学科，物質工学科，建設

環境工学科の４学科で構成されており，設置基準を満たしている（資料２－１－①－１）。 

 

 

機械工学科は，本校創設時から設置されており，「あらゆるものづくりの基盤となっている機械技

術を通じて社会を活力あるものとするため，幅広い視野と豊かな人間性をそなえ，機械工学とその応

用分野に関する知識と技術を身につけ，創造力にあふれた，ものづくりに強い実践的技術者を育成す

る」ことを目的としている。この目的は，本校の教育の目的に適合している（資料１－１－①－7）。 

電気情報工学科は，平成 17 年に，ハードウェアに強い情報技術者を育成することを目的とし電気

工学科から改組され，５年間の修学期間の中で，低学年においては電気電子系の基礎科目と情報技術

の基礎科目を学習し，高学年では，電気電子工学コースと情報工学コースに分かれて，それぞれ独立

したカリキュラムで，より専門的な事項を学ぶようになっている。電気情報工学科は，「あらゆる産

業や生活の基盤である電気・電子，情報系の技術を通じて，社会のニーズに応えるため，幅広い視野

と豊かな人間性を備え，電気・電子工学ならびに情報工学とその応用分野に関する知識と技術を身に

つけ，創造力にあふれた，ものづくりに強い実践的技術者を育成する」ことを目的としている。この

目的は，本校の教育の目的に適合している（資料１－１－①－８）。 

物質工学科は，平成３年に工業化学科から改組され，今後の化学系技術が材料化学，精密化学，環

境科学，バイオテクノロジーを基盤として進展するとの考えから，これらの関連科目を主として第４

学年より物質コース（材料化学，精密化学）と生物コース（生物工学）に分かれて学ぶようになって

いる。また，両方の要素の入った共通の科目を設けることにより履修内容に柔軟性をもたせている。

このような教育により，「エネルギー・資源・環境間題を考え，経済性や安全性を十分考慮した循環

型社会を担うため，幅広い視野と豊かな人間性をそなえ，生物工学を含む化学とその応用分野に関す

る知識と技術を身につけ，創造力にあふれた，ものづくりに強い実践的技術者を育成する。」ことを

目的としている。この目的は，本校の教育の目的に適合している（資料１－１－①－９）。 

資料２－１－①－１ 

｢八戸工業高等専門学校学則｣（抜粋） 

  

（学科，学級数及び入学定員） 

第７条 学科，学級数及び入学定員は，次のとおりとする。 

学    科 学級数 入学定員 

機械工学科 １ ４０人 

電気情報工学科 １ ４０人 

物質工学科 １ ４０人 

建設環境工学科 １ ４０人 
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建設環境工学科は，平成７年に土木工学科から改組され，従来の土木工学の分野に，より広範囲で

ソフト的な分野である環境の保全，快適環境の創造，社会資本の整備という社会のニーズを取り入れ

たものとして整備された。また，建築分野を学びたいという地域の要請にこたえて，平成 20 年度入

学生より２級建築士の資格要件を満たすカリキュラム構成としている（資料２－１－①－２）。建設

環境工学科では，従来からの土木工学分野のほか，自然環境・社会環境・計画・情報・建築に関する

分野を学習することにより，「自然との調和を保ちながら快適に生活できる国土建設を目的とした力

学系科目･環境･防災･情報を考慮した建設環境工学（土木工学）を教授し，開発と環境保全を総合的

に解決できる能力を持ち，創造力溢れる総合建設技術者や開発型の実践的技術者の人材養成する」こ

とを目的としている。この目的は，本校の教育の目的に適合している（資料１－１－①－10）。 

これらの４学科は工学の基盤ともいえる最もオーソドックスな分野であり，準学士を育てる学科と

しての構成は，学士レベルにつながる工学基礎を身につけさせるとともに社会に役立つ技術者すなわ

ち実践的技術者教育を目指す本校の技術者教育の目的を達成する上で適切な構成となっている。 

なお，専門学科とは別に一般科目は総合科学科が担当し，本校の教育目的にかなう教育を行ってい

る。 
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（分析結果とその根拠理由） 

本校の準学士課程の学科は，社会的要請（エネルギー問題や地球環境問題など）に基づき現在の学

科に編成されており，工学の進展に合わせたものとなっている。 

また，それぞれの学科の目的は本校の教育目的に沿っており，教育の目的を達成する上で適切なも

のとなっている。 

準学士課程の学科構成は工学の基礎学科ともいえる機械工学科，電気情報工学科，物質工学科，建

設環境工学科の４学科で構成されており，本校の教育目的に基づいて実践的な技術者教育がなされて

いると判断される。 

 

資料２－１－①－２ 

｢カリキュラム変更に関する審議｣（建設環境工学科議事録より抜粋） 

 

中略 
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観点２－１－②： 専攻科を設置している場合には，専攻科の構成が，教育の目的を達成する上で

適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況）  

専攻科は，準学士課程を基に創造性と開発力を具備した実践的技術者を育成するため，準学士課程

からの継続性を保ちつつ専門分野の複合化も考慮して，機械・電気システム工学専攻（８名），物質

工学専攻（４名）建設環境工学専攻（４名）の３専攻で構成している（資料２－１－②－１）。 

 

資料２－１－②－１ 

「八戸工業高等専門学校学則」（抜粋） 

 

第８章  専攻科 

  （設置） 

第４０条  本校に専攻科を置く。 

  （目的） 

第４１条  専攻科は，高等専門学校における教育の基礎の上に，精深な程度において工学に関す

る高度な専門知識と技術を教授研究し，もって広く産業の発展に寄与する人材を育成すること

を目的とする。 

  （修業年限及び在学期間） 

第４２条  専攻科の修業年限は，２年とする。ただし，４年を超えて在学することはできない。 

  （専攻及び入学定員） 

第４３条  専攻科の専攻及び入学定員は，次のとおりとする。 

専     攻 入学定員 

機械・電気システム工学専攻 ８人 

物質工学専攻 ４人 

建設環境工学専攻 ４人 

・ 

             ・「中略」 

・ 

 第８章の２ 産業システム工学プログラム 

 （産業システム工学プログラム） 

第５０条の２ 本校に，産業システム工学プログラムを置く。 

２ 産業システム工学プログラムについては，別に定める。 

   

 

 

機械・電気システム工学専攻は，機械工学と電気工学の２学科を基礎として，機械設計，加工，制

御，電気電子機器，材料及びデバイス，情報・通信技術などの理論とその応用について深く学習し，

「人類の福祉への貢献，社会的ニーズに対応できるものづくりやシステム作りを目指して，幅広い視
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野と豊かな人間性をそなえ，機械工学及び電気情報工学とその応用分野に関する高度な知識と技術を

身につけ，創造力にあふれた，ものづくりに強い実践的技術者を育成する。」ことを目的としている

（資料１－１－①－12）。 

物質工学専攻は，生物機能を物質生産に応用する生物工学を含み，新しい材料の開発と生産に関す

る化学とその応用領域において深く学習し，「ナノテクノロジーやバイオテクノロジーなどによりま

すます発展している化学技術では，エネルギー・資源・環境問題を考え，経済性や安全性を十分考慮

する必要があることから，幅広い視野と豊かな人間性をそなえ，生物工学を含む化学とその応用分野

に関する高度な知識と技術を身につけ，創造力にあふれた，ものづくりに強い実践的技術者を育成す

る。」ことを目的としている（資料１－１－①－13）。 

建設環境工学専攻は，建設環境工学科の授業科目を基礎とし，広範囲にわたる力学系科目を中心と

した環境・防災・情報を考慮した科目を学習し，「自然との調和を保ちながら快適に生活できる国土

建設を目的とした力学系科目･環境･防災･情報を考慮した建設環境工学（土木工学）を教授し，開発

と環境保全を総合的に解決できる能力を持ち，創造力溢れる総合建設技術者や開発型の実践的技術者

などの人材を養成する。」ことを目的としている（資料１－１－①－14）。 

これらの３専攻は準学士課程４・５年の基礎の上に位置し，学士レベルの教育を行っており，学校

教育法の規定に適合している。また，準学士課程と専攻科課程の計４年間で実施されている複合的教

育プログラム「産業システム工学」プログラムは，創造力と技術開発力を有する人材を育成するため

に「高さ」としての専門性と「幅広さ」としての異分野の知識技術にも対応できる複合性を兼ね備え

た教育「連峰型創造性涵養教育」を推進しており，本校の教育の目的に合致している。 

なお，専門学科とは別に一般科目と一部の専攻共通科目は総合科学科が担当し，本校の教育目的に

かなう教育を行っている。 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

各専攻では，専攻科の教育目的である「より高度の学問と技術を教授し，人間性と創造性が豊かで

研究開発能力を兼ね備え，ものづくり，システムづくりを先導できる実践的専門技術者の養成」を基

に専攻ごとの教育目的を設定して教育しており，その構成は教育目的を達成する上で適切なものにな

っている。 

準学士課程を基に創造性と開発力を具備した実践的技術者を育成するため，準学士課程からの継続

性を保ちつつ専門分野の複合化も考慮して，機械・電気システム工学専攻（８名），物質工学専攻

（４名），建設環境工学専攻（４名）の３専攻で構成している。また準学士課程４・５年と専攻科１

・２年の４年間については４学科３専攻を一体化した複合的教育プログラム「産業システム工学」プ

ログラムを設定し，「連峰型創造性涵養教育」を推進している。 

以上のことから，専攻科の構成が教育の目的を達成する上で適切なものとなっていると判断される。 

 

観点２－１－③： 全学的なセンター等を設置している場合には，それらが教育の目的を達成する

上で適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況）  

本校には，全学的なセンター等として八戸工業高等専門学校組織運営規則に，地域テクノセンター，

総合情報センター，教育研究支援センター，地域文化研究センター等が設置されている（資料２－１
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－③－１）。 

地域テクノセンター（資料２－１－③－２－１）は，九つの系からなる教育研究部を設け，地域社

会の要請に応じたニーズ対応型の研究テーマの推進に務めながら，産学官連携共同研究の成果等を専

門教育に反映することを目的の一つとしている（資料２－１－③－２－２）。 

総合情報センター（資料２－１－③－３－１）は，図書館運営やネットワーク管理だけではなく，

本校の情報処理教育及びマルチメディア教育，語学訓練教育を計画的かつ円滑に行うことを目的とし

て設置されている。特に，英語教育に関しては，e-learning システム(アルク・ネットアカデミー)

導入により学生の自学自習を積極的に推進している（資料２－１－③－３－２）。 

 教育研究支援センター（資料２－１－③－４－１）は，教育研究実験支援グループと教育実習支援

グループ（実習工場）の２グループからなり，学生の実践力の育成に不可欠な実験・実習の教育支援

に加えて，卒研（学生）・研究（教職員）の装置作製などの支援を行っている（資料２－１－③－４

－２）。 

地域文化研究センター（資料２－１－③－５－１）は，地域に根ざした文化及び産業に関する総合

的研究を行い，人文，社会，自然科学及び工学の壁を越えた学際的な組織として設置され，地域づく

りや地域文化の創造，情報化や活性化へ寄与等を行うとともに，八戸市街地の活性化・街中カフェや

野田村の震災復旧ボランティア活動などの具体的活動を学生とともに行っている（資料２－１－③－

５－２）。 

平成 20 年度より，学生相談室を相談室（資料２－１－③－６－１）と改名し，学生のみならず教

職員を含めたこころのケアを行える体制とした（資料２－１－③－６－２）。また，実習工場は，学

生の実習及び課外活動に加え，公開講座，中学生の体験学習等でも毎日活用されている。 

 

資料２－１－③－１ 

「八戸工業高等専門学校組織運営規則」（抜粋） 

 

第２章 内部組織 

（内部組織） 

第４条 本校に，次の施設を置く。 

一  地域テクノセンター 

二  総合情報センター 

三 教育研究支援センター 

四  地域文化研究センター 

五  相談室 

六  廃水処理施設 

２ 前項の施設に関し，必要な事項は別に定める。 
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資料２－１－③－２－１ 

「地域テクノセンター」（抜粋） 

制  定 平成 ３年 ３月２２日 

最終改正 平成２０年１２月 １日 

（設置） 

第１条 八戸工業高等専門学校（以下「本校」という。）に，学内共同教育研究及び地域との技術交流等を行

うための施設として，八戸工業高等専門学校地域テクノセンター（以下「センター」という。）を置く。 

（業務） 

第２条 センターにおいては，次の業務を行う。 

 一 産・学・官交流に関すること。 

 二 地域企業に対する技術指導に関すること。  

 三 共同研究，受託研究，受託試験の受入れ及び実施に関すること。 

 四 公開講座の実施に関すること。 

 ・・・・ 

 七 学内共同教育研究等に関すること。 

 ・・・・ 

 

｢函八連携での教育活動｣                    資料２－１－③－２－２  

 

出典：地域テクノセンター報（第 19 号）p.24 
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資料２－１－③－３－１ 

「総合情報センター」（抜粋） 

制  定 平成１１年 ４月 １日 

最終改正 平成２０年 ４月 １日 

（設置） 

第１条 八戸工業高等専門学校（以下「本校」という。）に，情報処理教育及びマルチメディア教育の計画的

運営並びに本校に設置のネットワークを利用したグループウェアの円滑な管理運営を図るため，八戸工業高

等専門学校総合情報センター（以下「情報センター」という。）を置く。 

（業務） 

第２条 文化センターは，次の業務を行う。 

 一 図書館に関すること。 

 二 第１パソコン室及び第２パソコン室の管理運営に関すること。  

 三 情報処理教育に関すること。 

 四 マルチメディア教育に関すること。 

 五 語学訓練教育に関すること。 

 六 ・・・  

 

 

「教育研究支援センター」（抜粋）     資料２－１－③－４－１  

制  定 平成２０年１１月 ５日 

最終改正 平成２２年 ４月 １日 

 （設置） 

第１条 独立行政法人国立高等専門学校機構の本部事務局の組織等に関する規則第１２条第１項及び八戸工業高等

専門学校組織運営規則第４条第１項第３号の規定に基づき、八戸工業高等専門学校教育研究支援センター（以下

「教育研究支援センター」という。）を置く。 

２ 教育研究支援センターの組織運営についてはこの規則の定めるところによる。 

 （目的） 

第２条 教育研究支援センターは、八戸工業高等専門学校（以下「本校」という。）の教育研究支援体制を充実

し、もって、技術に関する専門的業務を円滑かつ効率的に処理するとともに教育研究支援センター職員の能力の

向上及び資質向上を図ることを目的とする。 

 （組織） 

第３条 教育研究支援センターは、教育研究支援センター長（以下「センター長」という。）、技術長、技術専門

｢パソコン室の利用状況｣（平成 23 年度前期時間割より抜粋）    資料２－１－③－３－２  

 

（月） （火） （水） （木） （金）
1-2ｈ　情報リテラシー（Ｌ4） 1-2h プログラミングⅡ(E3) 1-2ｈ　日本語コミュニケーション（ＭE4） 1-2ｈ　情報リテラシー（Ｌ2） 1-2ｈ　情報リテラシー（Ｌ3）

第１ﾊﾟｿｺﾝ室 3-4h 制御工学(E5) 3-4ｈ　日本語コミュニケーション（CZ4） 3-4h プログラミングⅠ(E2)
 7-8ｈ　プログラミングⅢ（Ｚ5） 5-6ｈ　情報リテラシー（Ｌ1）
（50名） 7-8ｈ　ＣＡＡＤ（Ｚ3）

1-2ｈ　英語演習Ⅰ（Ｍ4) 1-2ｈ　英語演習Ⅰ（E4) 1-2ｈ　安全工学（C4) 1-2ｈ　生命科学（C5)
第２ﾊﾟｿｺﾝ室 3-4ｈ　英語演習Ⅰ（Ｃ4） 3-4ｈ　分子生物学（Ｃ4）　　　

5-6ｈ　英語演習Ⅰ（Z4）
（50名）  
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員、支援グループ長、技術専門職員及び技術職員をもって組織する。 

２ 教育研究支援センターに、次のグループを置く。 

 一 教育研究・実験支援グループ 

 二 教育実習支援グループ 

 （業務） 

第４条 教育研究支援センターは、次の各号に掲げる業務を行う。 

 一 学生の実験・実習及び卒業研究・特別研究等における技術支援に関すること 

 二 教員の教育研究活動に伴う技術支援に関すること 

 三 実習工場への技術支援に関すること 

 四 総合情報センターへの技術支援に関すること 

五 地域テクノセンターへの技術支援に関すること 

 六 地域企業等に対する技術支援に関すること 

 七 公開講座、講演会、体験入学等の学校行事に係る技術支援に関すること 

 八 技術の伝承及び保存に関すること 

九 技術の向上を図るための技術研修に関すること 

十 実習工場、実験室等の共通機器等の保守・管理及び災害事故防止に関すること 

 十一 その他教育研究支援センターの目的達成のための必要な業務に関すること 

 ・・・ 

 

 

資料２－１－③－４－２ 

｢教育研究支援センターの活動｣ 

 

 

出典：地域テクノセンター報（第 19 号）p.36 
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資料２－１－③－５－１ 

「地域文化研究センター」（抜粋） 

制  定 平成 ４年 ８月３１日 

最終改正 平成１６年 ４月 １日 

（設置） 

第１条 八戸工業高等専門学校（以下「本校」という。）に，地域に根ざした人間環境及び文化に関する総合研

究を行うため，八戸工業高等専門学校地域文化研究センター（以下「文化センター」という。）を置く。 

（業務） 

第２条 文化センターは，次の業務を行う。 

 一 地域文化に関する共同研究及び個別研究を行うこと。 

 二 地域文化に関する研究発表の場を設けること。  

 三 文化センターに係る公開講座の実施に関すること。 

 四 地域文化研究の発行に関すること。 

 五 その他文化センターの研究活動に関すること。 

 

 

 

 

 

 

資料２－１－③－５－２ 

｢地域文化研究センターの活動｣ 

 

１．共同研究体制の活用 

 ・「ｈｐｍ市民ソフト事業の開発・研究」（河村） 

    teco LLC および 八戸工業大学大学院生との協働 

 ・「webGIS を活用した参加型まちづくり支援ツールの開発」（河村） 

  八戸市中心市街地活性化市民ワークショップ・電気情報工学科細川研究室との協働 

２．共同研究テーマの推進  

   八戸のまちづくり（特に，中心市街地活性化基本計画に関わる市民活動の活性化支援） 

３．行事計画の実行  

（ア）サイエンス・カフェの実施 

 平成２１年１１月１１日 「ＳＴＳカフェ：村上敦氏環境講演会」（校内および八戸市内）実施 

４．『地域文化研究』の平成２１年版の発刊 

    

                        出典 平成 22 年度懸案事項（抜粋） 



八戸工業高等専門学校 基準2 

- 41 - 

 

資料２－１－③－６－１  

「相談室規則」（抜粋） 

制  定 昭和５６年 ９月 １日 

最終改正 平成２０年 ３月１７日 

（設置） 

第１条 八戸工業高等専門学校（以下「本校」という。）に，学生及び教職員の一身上の相談に応じ，適切な助

言，援助を行うことを目的として相談室を置く。 

（業務） 

第２条 相談室においては，次に掲げる業務を行う。 

 一 学生及び教職員の精神衛生上必要な相談及び援助に関すること。 

 二 学生の修学，その他個人的な相談に関すること。  

 三 前各号の業務の実施に必要な資料の作成及び研究に関すること。 

 四 その他相談室に必要な業務の実施に関すること。 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

本校の全学的なセンターである地域テクノセンター，総合情報センター，教育研究支援センター，

地域文化研究センター等は，それぞれの目的に沿った活動を行うことにより「創造力と開発能力を兼

ね備えた実践的技術者を養成する。」という本校の教育目的を達成するために重要な役割を果たして

おり，教育の目的を達成する上で適切なものとなっていると判断される。 

 

 

 

資料２－１－３－６－２  

｢相談室来室者数の推移｣ 

 

出典：相談室報（第 28 号）p.39 
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観点２－２－①： 教育活動を有効に展開するための検討・運営体制が整備され，教育活動等に係

る重要事項を審議する等の必要な活動が行われているか。 

（観点に係る状況）  

準学士課程の教育活動に関しては，教務関連の事項は教務委員会(資料２－２－①－１）が審議，

専攻科課程に関しては専攻科委員会（資料２－２－①－２）が常設委員会として整備されている。 

また，学生の課外教育や生活全般については厚生補導委員会があたり，寮生活に関する指導は寮務

委員会があたっている。これらの教育活動全体を調整する体制として企画室会議（資料２－２－①－

３），運営委員会（資料２－２－①－４）があり，重要事項の審議，決定がなされている。 

各委員会の関連は，資料に示すとおりで，教育活動等に関わる重要事項の審議が行われている（資

料２－２－①－５）。 

 

 

 

 

 

 

資料２－２－①－１ 

「教務委員会規則」(抜粋）         

 

八戸工業高等専門学校教務委員会規則 

制  定 昭和３８年１１月１日 

最終改正 平成１６年８月２４日 

 

（趣旨） 

第１条  この規則は，八戸工業高等専門学校組織運営規則第６条第２項に基づき，    

  教務委員会（以下「委員会」という。）に関し，必要な事項を定める。 

（審議事項） 

第２条  委員会は，校長の諮問に応じ，次の事項を審議する。 

一  教育課程の編成及び授業時間割に関する事項 

二  学校行事に関する事項 

三  学生の履修に関する事項 

四  入学・退学・転学及び転科の許可に関する事項 

五  その他教務に関する事項 

・ 

・ 

・ 
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資料２－２－①－２ 

「専攻科委員会規則」(抜粋） 

 

八戸工業高等専門学校専攻科委員会規則 

制  定 平成１４年４月 １日 

最終改正 平成１７年１月１７日 

（趣旨） 

第１条  この規則は，八戸工業高等専門学校組織運営規則第６条第２項に基づき，専攻科委員会（以下「委員

会」という。）に関し，必要な事項を定める。 

（審議事項） 

第２条  委員会は，校長の諮問に応じ，次の事項を審議する。 

一  教育課程の編成に関すること。 

二  教育計画及び授業時間の編成に関すること。 

三  入学，退学，転学，休学，復学及び修了に関すること。 

四  試験及び学業成績に関すること。 

五  その他専攻科の運営に関すること。 

・ 

・ 

・ 

「企画室会議規則」(抜粋）      資料２－２－①－３  

 

      制  定 平成１６年８月２４日 

最終改正 平成２０年４月 １日 

 （設置） 

第１条 八戸工業高等専門学校における校長補佐体制を整備し，校務の円滑な推進及び運営委員会の効率的な

運営に寄与するため，八戸工業高等専門学校組織運営規則第６条第１項の規定に基づき，企画室会議（以下

「会議」という。）を置く。 

 （審議事項） 

第２条 会議は，校長の諮問に応じ，次の各号に掲げる事項について審議及び協議する。 

一 会議及び運営委員会の構成員並びに各種委員会等の長から検討を要請された案件に関すること。 

二 運営委員会の議案整理及びその取扱いに関すること。 

三 その他，校長及び構成員が校務運営上必要と認めた事項に関すること。 

 

・ 

・ 

・ 
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資料２－２－①－４ 

「運営委員会規則」(抜粋） 

制  定 昭和４４年３月 ７日 

最終改正 平成２０年３月１７日 

  （趣旨） 

第１条  この規則は，八戸工業高等専門学校組織運営規則第６条第２項に基づき，運営委員会（以下「委員

会」という。）に関し，必要な事項を定める。 

（審議事項） 

第２条  委員会は，校長の諮問に応じ，次の事項を審議する。 

一  学則その他重要な規則の制定改廃に関する事項 

二  予算の方針に関する事項 

三  施設、整備計画に関する重要事項 

四  教育研究等の効率的、かつ、円滑な遂行に関する事項 

五  地域社会における本校の役割に関する事項 

六  組織、管理運営の改善に関する事項 

七  教育研究活動等の点検及び評価に関する事項 

八 教育活動等の将来構想・計画に関する事項 

九  各種委員会において審議すべき重要事項 

十  各学科間の連絡調整に関する事項 

十一 共同研究、受託研究及び奨学寄附金の受入に関する事項 

十二 教員の資質向上を図るためのファカルテｲ・デｲベロップメントの計画・実施に関する事項 

十三  その他学校運営に関する重要事項 
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「各種委員会等の関連図」        資料２－２－①－５  

 

総合情報センター委員会

地域テクノセンター委員会

教務委員会

厚生補導委員会

寮務委員会

専攻科委員会  図書館委員会

 情報処理教育専門委員会

 メディア教育専門委員会

 グループウエア専門委員会地域文化研究センター委員会

施設整備計画委員会

環境マネジメント委員会

入学者選抜委員会

校長 運営委員会

 学科会議等

 産業システム工学プログラ
ム計画委員会

 産業システム工学プログラ
ム点検評価・改善委員会

 産業システム工学プログラ
ム修了認定委員会

 認証評価対応委員会

相談室運営委員会

 防災対策専門委員会

ハラスメント専門委員会

評議員会

 安全衛生専門委員会

進路支援等委員会

教育点検評価・改善委員会

国際交流委員会

知的財産委員会

ロボコン委員会

危機管理関係委員会等

広報委員会

紀要編集委員会

リスク管理室

教員会議

 各教員

企画室会議

 産業システム工学プログラム
委員会

廃水処理施設管理運営委員会
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（分析結果とその根拠理由）  

 教育活動を展開する上で重要な事項を審議する組織として，準学士課程については教務委員会が，

専攻科課程については専攻科委員会がある。これらの委員会は各学科から選出された委員で構成され

ており，審議だけでなく，教育課程の編成及びシラバス作成や学生による授業アンケート，授業公開

などの企画，実行もしている。教育活動全体を企画調整する役割は企画室会議，運営委員会が果たし

ており，教務委員会，専攻科委員会の審議結果は企画室会議，運営委員会に報告され，承認された上

で実行される。 

以上のように，教育活動を有効に展開するための検討・運営体制が整備されており，重要事項の審

議など必要な活動が的確にかつ恒常的になされていると判断される。 

 

 

観点２－２－②： 一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携が，機能的に行われているか。 

（観点に係る状況） 

個々の科目で見れば，機械工学科と電気情報工学科では応用物理を，物質工学科では一般科目の化

学と生物の授業を行い，一般科目と専門科目の間で連携して教育が行われている。 

一方，平成21年度より，教員全体をカバーする８つの系（空間構造デザイン，ロボティックス，機

能創生材料，エネルギー，ナノテクノロジー，環境・バイオテクノロジー，数理情報，産業教育）を

設け（資料２-２-②-１参照），一般科目を担当する教員と専門科目を担当する教員が，各系に混在

し，共同で工学基礎Ａ（１年生，資料２-２-②-２-１参照），工学基礎Ｂ（２年生，資料２-２-②-

２-２参照））の科目を担当，授業を実施するという，教育活動での連携を行っている。この系とい

う考えは，いろいろな観点（高専の高度化・再編方針など）から導入を決めたものである。 

 

 

また，観点９－２でも述べられるが，ＦＤ委員会及び地域テクノセンターが主催して，本校の共通

的教育テーマに関する講演会や報告会をほぼ毎月開催している。講演テーマの一例を資料２－２－②

－３に示す。これらの報告と質疑応答は本校の教員間連携を円滑にしている。 

｢平成２３年度校務分担表｣（抜粋）     資料２－２－②－１  

 

（出典 平成 23年度学生便覧 p.189） 
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工学基礎Ａのカリキュラム検討ＷＧの議事録（抜粋）   資料２－２－②－２－１   
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エネルギー系の工学基礎Ｂ授業内容検討メール会議（抜粋）   資料２－２－②－２－２  

 

差出人：  南 將人 2010/9/13（月） 14:19  

宛先：7人） 濱田栄作 浦西和夫 鎌田長幸 古谷一幸 沢村利洋 土屋幸男 吉田雅昭   

1)日程 

 WGより，後期分の日程が届きました。開始は10/18（月)C2となります。 

先頭に特別講義がありますので先週の見込みより2週間程ずれています。 

担当される先生，日程の確認をお願いします。 

2)検討事項 

 9/11までの連絡用を削除しました。新たに，このメールを立ち上げましたのでこれまでの基礎Bに関する情報を

「検討H220913.txt」に保存しました。 

なお，PPTに関してはファイルが大きいので，適宜南に連絡して下さい。USBで持参します。なお，浦西先生には

全てコピー済みです。 

3)9/27（月）3～4hr，先日の検討結果を踏まえた第2回目の検討会がM科1F流体実験室で行われます。なるべく多く

の先生の参加をお願い致します。 

 

11：南 將人 2010年9月2日（木） 8時36分 

基礎Bのテキスト（PPT)原案を載せます。作成中ですので，どんどん追加等の修正をお願いします。当初，「累

積電力量」を測定する事を考えていたのですが，測定器が高価であきらめました。そこで，「最大電圧」と「風車

前後の風速から効率を求める」事を考えました。勿論，これ以外の材料でもOKです。キーワードは「効率」です。 

以前示しました風車発電模型の取り付け部をどうするか，試作中です。ペットボトルのキャップにコルクを貼り付

けて，模型に取り付ける事を考えています。コルクに竹ぐし（＝羽根の枚数）を挿して，羽根を作成させようと思

っています。皆さん，アイディアを！！ 

エネルギー変換効率H22.ppt 

 

[中略] 

 

22：土屋 幸男 2010年9月6日（月） 9時07分 

例えば赤色のLEDが点灯するためには 理論的には ０．８V 以上必要です。なお，フォロー１５が実現するため

には，さらに０．８V必要で，最低でも １．８ｖ 必要なわけです。いずれにしても，2ボルト以上は欲しいとこ

ろです。フォロー２１の内容では，相当の高速回転 とあります。これは今回の実験で計画した風源が得られるも

のでしょうか。扇風機では多分不足とみています。 

専用の風洞が必要かもしれません。風車の固定も問題になるでしょう。 

 

23：浦西 和夫 2010年9月9日（木） 11時47分 

ベッツの限界を説明するPPT作成してみました。検討お願いします。 

エネルギー変換効率20100909.ppt 
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「プロジェクト研究成果発表会（平成２２年度）の例」    資料２－２－②－３ 

  Ｂ 教育方法の改善等を主たる目的とする研究  

ＦＤの一環として研究成果を発表する 

１． 日時： 平成２２年７月１４日（水） 

２． 会場： 大会議室 

３． 発表者・発表課題 

 発表者 課題 

１ 物質工学科 

助教 本間哲雄  

専門学級づくりにおけるショートホ

ームルームでの実践研究 

２ 総合科学科 

教授 鳴海哲雄 

「多変量解析」講義のための内容の

検討と資料収集 

３ 総合科学科 

准教授 戸田山みどり 

授業と図書館の連携による学生の読

書活動の動機付け 
 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携事例として，機械工学科と電気情報工学科では応用

物理を，物質工学科では一般科目の化学と生物の授業を担当している例が挙げられる。さらに，教員

全体をカバーする一般教員・専門教員が混在する８つの系という教育グループ制度を新設し，共同し

て一つの科目（工学基礎Ａ，Ｂ）を担当・実施することにより，教員間の連携がとられている。 

また，ＦＤ活動の一環として実施している校内教育研究プロジェクト採択課題に関する研究報告と

質疑応答は，本校の教員間連携を円滑にしている。 

 以上のように，教育課程全体を企画調整するための体制及び教育課程を有効に展開するための体制

が十分整備され，かつ活発な活動を行って成果を上げていると判断される。 

 

 

観点２－２－③： 教員の教育活動を円滑に実施するための支援体制が機能しているか。 

（観点に係る状況）  

準学士課程では，各学級に学級担任・学年主任が配置されており，学生の成績や生活に関する状況

を把握している。また，専攻科においては，学級担任に相当する専攻主任が配置されている（資料２

－２－③－１）。平成２３年度の分担を資料２－２－③－２に示す。 

学級担任をサポートするシステムとして，教務委員会，学年主任が中心となって開催する学年会議

（特に，1 年生では朝のショートホームルーム前，学年主任を中心に face to face による意見交

換），さらには学科会議（資料２－２－③－３），校長と学級担任との懇談会（資料２－２－③－

４）があり，専攻科においては専攻科委員会が支援組織として機能している。 

事務部の組織においては，学生課を主体とする教育支援が行われている。授業及び定期試験，教育

課程，学業成績，入学者選抜，大学編入学等については入試教務係を，課外活動，生活指導，保健管

理等については学生係をそれぞれ配置するとともに，教員による学生指導や学生生活全般を支援して
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いる（資料２－２－③－５）。 

また，教務システムの電算化により，成績管理，出欠管理の合理化を図り，教育活動を円滑に推進

している（資料２－２－③－６）。 

課外活動は，全教員が顧問・副顧問として登録（資料２－２－③－７）し，平成21年度より，教員

の時間的サポート（過重労働の緩和策のひとつ）として，クラブ活動についてはクラブコーチに加え

て，休日の引率を代行するシステムとして「クラブ活動臨時指導教員（資料２－２－③－８）」を導

入した。引率業務のある全クラブでの採用には至っていないが，時間的支援として有効に機能してい

る（資料２－２－③－９）。 

 

  

 

 

 

 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「八戸工業高等専門学校組織運営規則」（抜粋）   資料２－２－③－１  

制 定 平成 ７年 ３月３日 

最終改正 平成２０年１２月１日  

 

（専攻主任）  

第１１条   本校に、機械・電気システム工学専攻主任、物質工学専攻主任及び建

設環境工学専攻主任 (以下「専攻主任」という。 )を置き、当該専攻の教授又は

准教授をもって充てる。  

２ 専攻主任は、当該専攻の運営及び所属学生の修学指導を担当する。  

３ 専攻主任の任期は２年とし、校長が命ずる。ただし、再任を妨げない。  

（専攻副主任）  

第１２条  機械・電気システム工学専攻に専攻副主任を置き、当該専攻の講師以

上の専任教員をもって充てる。  

２ 専攻副主任は、専攻主任を補佐する。  

３ 専攻副主任の任期は２年とし、校長が命ずる。ただし、再任を妨げない。  

（主事補）  

第１３条  学則第９条に規定する主事を補佐するため、教務主事補、学生主事補

及び寮務主事補若干名を置き、講師以上の専任教員をもって充てる。  

２ 主事補の任期は２年とし、校長が命ずる。ただし、再任を妨げない。  

(学級担任 ) 

第１４条  学級ごとに学級担任を置き、講師以上の専任教員をもって充てる。  

２ 学級担任は、学級の運営及び学習指導並びに生活指導に当たる。  

３ 学級担任の任期は１年とし、校長が命ずる。ただし、再任を妨げない。  

(学年主任 ) 

第１５条  学年ごとに学年主任を置き、講師以上の専任教員をもって充てる。  

２  学年主任は、主事及び学科長等と連絡調整のうえ、学年の運営に関すること

を掌理するとともに、担当する学年の学級担任の連絡調整に当たる。  

３ 学年主任は、学級担任を兼ねることができるものとする。  

４ 学年主任の任期は１年とし、校長が命ずる。ただし、再任を妨げない。   
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「平成23年度校務分担表」（抜粋）             資料２－２－③－２  

 

                        

 

（出典 平成23年度学生便覧 p.189） 
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「機械工学科会議」                       資料２－２－③－３  

 

                             （出典 機械工学科資料） 
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資料２－２－③－４ 

「校長と学級担任との懇談会」                  

 

校長と第１～３学年学級担任・学年主任との懇談会 会議録 

 

日 時 平成２２年６月２５日（金）１６：００～１７：１０ 

場 所 中会議室 

出席者 別紙のとおり 

 

井口校長 １年生→２年生→３年生の順序で発言ねがいます。 

Ｌ２濱田 初めての担任である。元気が良い。良すぎるときがあるので締めるときは締めたい。

成績不振者に対しては、メンター制度の利用を勧めるなどしたい。クラスそのものに

問題はない。 

Ｌ３森沢 まずは友人を作ることを進めている。その他、勉強の仕方などを話している。成績が

よく、そのことが却って心配になる。問題はないが手間のかかりそうなクラスという

印象。 

Ｌ４細越 同学年では群を抜いて元気がよく、むしろうるさい。Ｌ２（鳴海哲教員）の数学の授

業を見学したが、比べてみると歴然であった。■■■■■■■は当初いじめに遭うな

どしていたようだが、今は落ち着いている。■■■■■■■は成績上位でクラスメイ

トとも仲良くやっている。 

     成績会議席上で話題になった■■■■■は自己の成績を目の当たりにしてから目の色

を変えて取り組むようになったので、今は心配していない。むしろ■■■■が心配。

ダントツにできない。テストも書けない。保護者との懇談を希望している。 

 

井口校長 朝、クラスの学生に声をかけている。挨拶すると返ってくる。体育大会にも参加し、

満足した様子が窺えた。 

 

Ｅ３髙橋 １年生全クラスを見て驚いたのが、まったく勉強しないことである。屈託がないとい

うか、無邪気で、学寮の学習時間にトランプをしていてもまったく自覚がない。基本

的な学習の姿勢等がなってないのだろう。いわば中学生気分のままである。 

井口校長 全体的に幼稚化しているようだ。素直ではあるが。 

Ｍ３末永 Ｍ１の製図の授業で教科書をまったく持ってこない学生が１０名ほどいた。厳しく指

導しているがそれでも３名ほどは改善が見られない。 

Ｌ２濱田 そういう学生には授業を受けさせないという態度の必要ではないか。基本的にロッカ

ーの中に教科書を放り込んでいる。自宅学習だけでなく授業にすら教科書を持ってこ

ないのはそのせいもあるのか。  

（出典 学生課教務係資料） 
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資料２－２－③－５  

「事務組織とその概要」（抜粋）               

(4) 事務組織とその概要 

  学校運営に必要な事務を処理するため，事務部長のもとに総務課，学生課の２課，３課長補佐，９

係及び教育研究支援センターが置かれている。各係等の業務内容の概要は，次のとおりです。 

  ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 

●学生課 

  この課は，1名の課長補佐と３係で構成されており，主に学生を中心にしたサービス業務を行って

いる。 

 （課長補佐） 

  入学者選抜，学生支援に関する企画，学生課事務総括及び連絡調整等に関すること。 

 （入試・教務係） 

  入学者選抜，外国人留学生及び大学編入学，大学院進学，教育課程，授業，定期試験，入学，退

学，休学，復学，転学科，修了及び卒業，学業成績・在学・修了・卒業等各種証明，教科書及び教材

購入，学生指導要録整理保管，工場見学，校外実習に関すること。  

 （学生係） 

  課外活動，生活指導，表彰及び懲戒，授業料等の減免，奨学金関係，施設使用等許可，就職，保健

管理，相談室，学生相談，学割証，福利厚生，その他厚生補導に関すること。 

 （寮務係） 

  学寮の管理運営，入寮及び退寮，寮生の給食及び保健管理，寄宿料免除，寮生会関係，寮生の集会

等諸許可及び福利厚生，その他寮務に関すること。 

                      （出典 平成23年度学生便覧 p.193） 

 



八戸工業高等専門学校 基準2 

- 55 - 

 

 

「教務事務システムによる成績処理の方法」          資料２－２－③－６  

 

留意事項
①教務事務システムへの入力後、システムにより
　成績表のプリントアウトを行う。
②成績表は、必ず成績原簿との照合を行った後、
　教務係に提出する。
③休学、復学等に留意すること。
（５年生の場合、前期終了科目についても再入力
する。）

*教務係では、集計結果と提出されたプリントを
照合する。疑義がある場合は科目担当教員に照会
を行う。

④資料受領後、直ちに確認を行うこと。
（学生にも成績や欠課時数を確認させる。）

⑤教務事務システムへの入力後、システムにより
　成績表のプリントアウトを行う。
⑥成績表は、必ず成績原簿との照合を行った後、
　教務係に提出する。

⑦資料受領後、直ちに確認を行うこと。
⑧確認の結果、誤りを発見した場合は、事前に
　教務係へ連絡すること。

⑨資料受領後、直ちに確認を行うこと。
⑩確認の結果、誤りを発見した場合は、事前に
　教務係へ連絡すること。

成績処理の流れ図（第５学年・専攻科２学年）

成績・欠課時数
提出〆切

後期末試験等

成績・欠課時数
システム入力期間

卒研(特研)成績・欠課時
数提出〆切

卒業（修了）判定会議

教務係ﾁｪｯｸ
（*）

担任・専攻主任
へ配布

判定資料印刷

修正資料
印刷

卒業判定資料打
出

（除卒研・特研）

担任・専攻主任
へ配布

（必要に応じ）

判定資料印刷

 各教員事前配布

 

（出典 教務委員会資料） 
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「H23年度クラブ顧問一覧表」               資料２－２－③－７  

 

（出典 平成23年度学生便覧 p.191） 
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「クラブ活動支援非常勤教員」（抜粋）                資料２－２－③－８  

 

八戸工業高等専門学校クラブ活動臨時指導教員 指導・引率要領 

平成２２年４月２６日 

校 長 裁 定 

（目的） 

１ この要領は，学生の活気あるクラブ活動を積極的に支援するために，地域に潜在する有能な人

材をクラブ活動の臨時指導教員（以下，「臨時教員」という。）として発掘・登用し，八戸工業

高等専門学校のクラブ活動顧問・副顧問教員（以下，「顧問教員等」という。）との連携の下

に，臨時教員が行う指導・引率及び発生した事故への対応に関する要領を定めることを目的とす

る。 

（臨時教員の任務） 

２ 臨時教員の任務は，次の各号に定めるとおりとする。 

（１） 指導するクラブ活動に必要かつ適切な技術指導を行うこと。 

（２） 校長が認めた対外競技会・発表会等へ参加するために引率を行うこと。 

（３） 安全に配慮して指導・引率を行うこと。 

（事故に対する備え） 

３ 臨時教員は，クラブ活動中の事故に備え，次の各号に定める事項を実施する。 

（１） 活動開始前の学生の健康状態を確認し，安全面に配慮して指導・引率を行うこと。 

（２） 救命救急に関する知識及び技術（ＡＥＤの使用方法を含む。）を修得・維持するため

に，定期的に救命救急講習を受けること。 

（事故が発生した場合の対応） 

４ 臨時教員は，クラブ活動中・引率中に事故が発生した場合には，必要な応急処置を施すととも

に，次の各号に定める区分に従い，直ちに関係者に連絡する。 

（１） 平日については顧問教員等及び学生課学生係 

（２） 土曜・日曜等の休日については顧問教員等 

（責任） 

５ クラブ活動中・引率中の事故等によって，損害賠償責任が発生した場合，その責任は本校が負

担し，臨時教員には求償しない。 

（業務内容の記録） 

６ 臨時教員は，その業務内容を別紙「業務内容確認表」に記載する。 

（顧問教員等への報告書） 

７ 臨時教員は，常に，クラブ活動中・引率中の活動状況を把握し，身体面又は精神面で注意を要

すると思われる者があれば，その状況を顧問教員等に報告する。 

 

附 則 

この要領は，平成２２年４月２６日から施行する。 
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（分析結果とその根拠理由）  

学級担任・専攻主任や課外活動の指導教員（顧問）が行う教育活動を円滑に実施するための物的な

らびに人的支援体制として，学内においては，学年会議，担任懇談会，学科会議が整備され，地域社

会との連携においては，クラブ活動臨時指導教員およびコーチの委嘱を行い，支援体制は改善されて

いる。また，教務事務の電算化が図られるなど，教員の教育活動が円滑に支援されていると判断され

る。 

 

 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

準学士課程の低学年においては基礎学力を身につけ，４年生以降の高学年においては４学科３専

攻を一体とした基礎工学や専門共通分野を横断的に学ぶことのできる専門技術に関する７年間一貫教

育をするための教育組織が十分機能している。 

工学基礎Ａ，Ｂの科目新設などに見られるように，一般科目担当と専門科目担当の教員間連携が機

能している。また，学級担任等への支援や教務事務の電算化など教員の教育活動の支援がなされてい

る。さらに，ＦＤ活動が組織的になされており，恒常的に教育の質の向上を図るシステムが機能して

いる。 

 

 

（改善を要する点）  

特になし。 

 

 

（３）基準２の自己評価の概要 

準学士課程の学科構成は，工学の基礎学科ともいえる機械工学科，電気情報工学科，物質工学科，

建設環境工学科の４学科で構成されており，また，専攻科課程では，電気と機械を融合した機械・電

気システム工学専攻，物質工学専攻，建設環境工学専攻で構成されている。これらの課程を通して専

クラブ活動臨時指導教員・クラブコーチ採用者数の推移        資料２－２－③－９  

  

 平成 22 年度 平成 23 年度 

 クラブ活動臨時指導教員 ５ ７ 

クラブコーチ １４ １４ 
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門基礎技術に関する5年間一貫教育，あるいは専門技術に関する７年間一貫教育が教育目標との関連

をとり実現できている。加えてＪＡＢＥＥ認定の４学科３専攻を一体とした「産業システム工学」プ

ログラムは基礎工学や専門共通分野を横断的に連携させるのに十分機能している。 

学科とは別に，図書館も含めた情報関連の教育・研究を支援する総合情報センターと，大型の共同

利用施設を擁し，地域との研究に貢献するため産学官連携を進める地域テクノセンター，さらには地

域文化研究センター，ものづくりを支援する実習工場を含む教育研究支援センターや相談室が設置さ

れており，準学士課程，専攻科課程の教育目的を達成するために適切に整備されていると評価できる。 

教育課程全体を有効に展開するための検討・運営体制としては，準学士課程の教育活動に関しては

教務委員会が，専攻科課程に関しては専攻科委員会がそれぞれ常設委員会として整備されている。ま

た教育活動全体を調整する体制として，企画室会議，運営委員会があり，重要事項の審議，決定がな

されている。 

一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携が，個々の科目や系という体制を通じて行われて

いる。 

教育活動を円滑に実施するための支援体制として，教員間においては学年会議，担任懇談会，学科

会議，相談室，事務部の組織においては，学生課を主体とする教育支援が行われている。授業及び定

期試験，教育課程，学業成績，入学者選抜，大学編入学等については入試・教務係を，課外活動，生

活指導，保健管理等については学生係をそれぞれ配置するとともに，学生生活全般を支援する体制が

整備されている。 

 課外活動については，全教員が参加しており，その支援体制として，外部人材を登用するクラブコ

ーチ制度，クラブ活動臨時指導教員制度が整えられている。 
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基準３ 教員及び教育支援者等 

（１）観点ごとの分析 

観点３－１－①： 教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員が適切に配置されている

か。 

（観点に係る状況）  

一般科目は，本校の学習・教育目標である豊かな人間性の涵養，工学知識・技術の修得，コミュニ

ケーション能力の習得を達成するために重要な役割を果たしている。 

本校で教育する一般科目では，専門科目教員配置状況表に示す総合科学科の教員を配置しており，

その数は専任教員20人，非常勤講師22人の合計42人である（資料３－１－①－１）。高等専門学校設

置基準に定められている18人を越える20人の一般科目を担当する専任教員を，学習・教育目標を達成

するために必要な一般科目に対して，各教員の専門分野を考慮して適任の教員を配置している（資料

３－１－①－２）。しかしながら，教員の定員の関係から，全ての科目に対して教員を配置すること

は困難である。そのため，本校の教員の中に一般科目の一部について適任者がいない場合又は必要と

する教員数が不足している場合には，「八戸工業高等専門学校における非常勤講師の選考について」

に基づき，適任の非常勤講師を採用し配置している（資料３－１－①－３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３－１－①－１ 

総合科学科教員の数 

職名 数学 英語
第二外国語

国語
物理
化学

社会
歴史

体育 芸術 選択科目 合計

教授 1 2 1 1 2 1 8

准教授 4 2 1 2 1 1 11

講師 0

助教 1 1

助手 0

計 5 4 2 4 3 2 0 0 20

非常勤講師 2 6 2 2 2 8 22

合計 7 10 4 6 3 2 2 8 42

選択科目：医工･福祉、品質･生産管理、原子力工学概論

芸術　　：音楽、美術、書道

 

（出展 平成 23年度八戸工業高等専門学校学生便覧 p.194～195） 
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資料３－１－①－２ 

総合科学科教員の専門分野と担当授業科目 

職名 氏名 学位 専門分野 担当授業科目

教授 鳴海　　寛 教育学士
測定評価、運動生理学、

バイオメカニクス
保健体育、保健体育特論、医工･福祉

教授 平川　武彦 教育学修士
教育学(教育哲学、

人間科学、比較教育)
現代社会、産業と経営、科学技術社会論、人間科学、技術者倫理

教授 太田　　徹 教育学修士
哲学(西洋論理思想史)、

論述法の指導
日本語コミュニケーション、社会システム工学

教授 鳴海　哲雄 理学修士 微分幾何学 基礎数学ⅡA、線形代数Ⅰ･Ⅱ、応用数学Ⅰ･Ⅱ

教授 舘野　安夫 博士(工学) 材料工学 応用数学Ⅲ･Ⅳ、応用物理Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ･Ⅳ･Ⅴ、材料物性学

教授 河村　信治 博士(都市科学)
都市科学、環境教育、

地理学
地理、科学技術社会論、環境論

教授 戸田山みどり 博士(学術)
文化研究、英語圏児童文

学、科学技術社会論
英語ⅡA、英語Ⅲ、英語コミュニケーションⅠA

教授 阿部　　恵 Ph.D. 第二言語教育、外国語教育 英語ⅠA、英語演習Ⅰ、英語コミュニケーションⅠA･Ⅱ

准教授 高橋　　要 文学修士 言語哲学、論理学 英語Ⅲ、英語演習Ⅰ、英語コミュニケーションⅠA

准教授 細越　淳一 準学士(工学) 情報学
基礎数学ⅡA･ⅡB、情報ﾘﾃﾗｼｰ、応用数学Ⅱ、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞⅠ･Ⅱ、電
気情報基礎Ⅱ

准教授 蝦名　謙一 体育学士
測定評価、体育方法、

ゴルフの教育学
保健体育、保健体育特論、医工･福祉

准教授 馬渕　雅生 理学修士 数学教育 基礎数学ⅡA･ⅡB、微分積分学ⅠA･ⅠB

准教授 馬場　秋雄 博士(理学) 偏微分方程式論 微分積分学ⅠA･ⅠB、線形代数Ⅰ･Ⅱ

准教授 齋　　麻子 修士(日本文学) 日本文学、日本美術史学 国語、文学、日本語

准教授 菊池　秋夫 修士(文学) イギリス中世文学 英語ⅠA･ⅠB、英語演習Ⅰ･Ⅱ

准教授 濱田　栄作 博士(理学) 放射線物理 物理Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ、数理演習B、原子力工学概論、応用物理Ⅲ

准教授 佐藤　　純 博士(文学) イギリス帝国経済史 歴史、産業と経営、工業経営工学

准教授 栗原　博之 博士(理学) 幾何学 微分積分学ⅡA･ⅡB、数理演習A、応用数学Ⅰ

准教授 村上　能規 博士(工学)
物理化学、反応工学、

光化学
化学Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ

助教 丹羽　隆裕 博士(理学) 電波赤外線天文学 物理Ⅰ･Ⅱ、応用物理Ⅰ

非常勤講師 今住　英子 Ph.D. 有機化学、有機合成 化学Ⅰ･Ⅱ

非常勤講師 Matthew Thomas 経営学士 英語 英語コミュニケーションⅠA･ⅠB

非常勤講師 Michael Morris 文学士 英語、フランス語 英語コミュニケーションⅡ、英語演習Ⅱ、フランス語

非常勤講師 ｼﾞｬｸｿﾝ(齊藤)博子 準学士 英語 英語コミュニケーションⅢ

非常勤講師 齋藤　育夫 教育学士 英語 英語ⅡA･ⅡB

非常勤講師 田中　義一 理学修士 数学 線形代数医Ⅰ･Ⅱ

非常勤講師 陳　　文蘭 経済学士 中国語 中国語

非常勤講師 田端　　健 理学士 物理 物理Ⅱ･Ⅲ

非常勤講師 蒔苗　博子 教育学士 数学 基礎数学ⅠA･ⅠB

非常勤講師 海野かおり 文学士 国語 書道、国語、日本語コミュニケーション

非常勤講師 野里　紀子 文学士 国語 書道、国語、日本語コミュニケーション

非常勤講師 田村　祥子 教育学士 美術 美術

非常勤講師 坂本利枝子 芸術学士 音楽 音楽

非常勤講師 小林　徳子 文学士 英語、ドイツ語 英語演習

非常勤講師 小野　修一 博士(医学) 放射線科 医工･福祉  

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 23年度国立八戸工業高等専門学校学生便覧ｐ.194～195） 

非常勤講師 野沢　義則 保健衛生学士 臨床工学 医工･福祉

非常勤講師 増山　道康 修士(国際学) 国際学 医工･福祉

非常勤講師 高岸　聖彦 農学博士 農学 品質･生産管理

非常勤講師 正木　耕一 工学博士 システム開発工学 品質･生産管理

非常勤講師 古川　榮一 工学士 機械工学 原子力工学概論

非常勤講師 大森　勝良 工学士 原子力工学 原子力工学概論

非常勤講師 中村　裕二 博士(理学) 理学 原子力工学概論  
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資料３－１－①－３ 

非常勤講師の選考 

 

八戸工業高等専門学校における非常勤講師の選考について 
 
                                                         平成１４年９月１０日 

                                                        校   長   裁  定 
                                                                                        
  八戸工業高等専門学校における非常勤講師の選考（採用）は、下記によるものとする。 
  なお、八戸工業高等専門学校非常勤講師の選考について（平成８年３月１日校長裁定）は廃止する。 
記 
 （選考基準） 
１． 八戸工業高等専門学校非常勤講師の資格を有する者は、次の各号の一つに該当し、かつ、採用予定の
年度末の年齢が６３歳以下である者とする。ただし、担当科目の関係から他に適任者を求めることが極めて困
難な場合は、年度末の年齢が６５歳までの者とすることができる。        

（１） 博士の学位又は修士の学位（いずれも外国において授与されたこれらに相当する学位を含む。）を有する
者        

（２） 大学（短期大学を含む。以下同じ。）又は高等専門学校において教授、助教授又は専任の講師の経歴
（外国におけるこれらに相当する教員としての経歴を含む。）のある者 

（３） 学士の学位（外国において授与されたこれに相当する学位を含む。以下同じ。）を有する者で、大学又は
高等専門学校において１年以上助手又はこれに準ずる職員としての経歴（外国におけるこれに相当する職
員としての経歴を含む。）のある者 

（４） 準学士の称号（外国におけるこれに相当する称号を含む。以下同じ。）を有する者で、高等専門学校にお
いて４年以上助手の経歴のある者    

（５） 高等学校において教諭の経歴のある者で、かつ、高等専門学校における教育を担当するにふさわしい教
育上の能力を有すると認められる者 

（６） 学士の学位を有する者は５年以上、準学士の称号を有する者は８年以上学校、研究所、試験所及び調査
所等に在職し、教育若しくは研究に関する実績を有する者、又は工場その他の事業所に在職し、技術に関
する業務についての実績を有する者    

（７） 特定の分野について、特に優れた知識及び経験を有すると認められる者 
  
（選考手続） 
２． 非常勤講師の選考は、次の手続きによるものとする。 
（１） 当該学科長（総合科学科長を含む。）及び専攻科長（以下「科長」という。）は、採用予定年度の前年度

９月末日までに別に定める「非常勤講師任用に係る授業計画書」（以下「授業計画書」という。）を作成し、
教務主事を経て校長に提出し承認を得るものとする。 

（２） 校長は、当該科長から提出された「授業計画書」内容等について、必要によっては関係者とヒアリング
し、１０月中旬までに「授業計画書」を承認し、当該科長に連絡するものとする。 

（３） 当該科長は、承認された「授業計画書」に基づき、「非常勤講師任用推薦（候補）者名簿一覧表」を作
成し、１１月中旬までに教務主事を経て校長に提出し承認を得るものとする。 

（４） 校長は、当該科長から提出された「非常勤講師任用推薦（候補）者名簿一覧表」の内容等について、
必要によっては関係者とヒアリングし、１２月中旬までに選考し、当該科長に連絡するものとする。   

 
（選考書類） 

３． 当該科長は、候補者を推薦するに当たり候補者の「履歴書」及び「教員（非常勤講師）選考個人調書」（別
紙様式）を「非常勤講師任用推薦（候補）者名簿一覧表」に添付し、教務主事を経て校長に提出しなければ
ならない。 

   ただし、過去に選考された経歴のある者については、「教員（非常勤講師）選考個人調書」の提出を要しな
い。 

 
（選考結果の報告） 
４． 校長は、運営委員会において非常勤講師の選考結果を報告するものとする。 

 

（出典 総務課資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

本校の一般科目では，各教員の専門分野に基づいた適任の専任教員と非常勤講師を，教育課程の授

業科目構成と比較してバランス良く配置し，技術者として必要な基礎科目（人文・社会・自然・保健

体育・外国語）を修得させることにより，技術者としての豊かな人間性の涵養等の学習・教育目標に

沿った教育を行っている。本校は４学科（１学年４学級）で編成されているため，高等専門学校設置

基準に定められている一般科目の専任の教員は18人であるが，20人の専任教員を配置し，高等専門学

校設置基準を満たしている。 

以上のことから，教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員を適切に配置していると判

断される。 

 

観点３－１－②： 教育の目的を達成するために必要な各学科の専門科目担当教員が適切に配置さ

れているか。 

（観点に係る状況）  

専門科目担当教員については，本校の学習・教育目標を達成し，多角的視野を持ちつつ，実験・測

定技術，数理的手法及び情報処理技術を基盤に得意とする専門技術分野の基本的素養を持った，もの

づくりやシステムづくりに強い実践的な技術者を育成できるスタッフの充実に努めている。 

本校の専門科目の担当教員については，専門科目教員配置状況表のとおり配置しており（資料３－

１－②－１），また，各専門学科の各教員の専門分野は専門分野一覧表のとおりである（資料３－１

－②－２～５）。 

本校では，高等専門学校設置基準に定められている29人を越える42人の専門科目担当の教員（助手

を除く。）を，教育の目的を達成するために必要な各学科の専門科目に対して，専門分野を考慮し適

任の教員を配置している。なお，専門科目を担当する専任の教授及び准教授の数は36人であり, 高等

専門学校設置基準に定められている24人以上を満たしている。しかしながら，教員の定員の関係から，

全ての科目に対して教員を配置することは困難である。そのため，専門科目の一部について，本校の

教員の中に適任者がいない場合には，「八戸工業高等専門学校における非常勤講師の選考について」

に基づき採用した適任の非常勤講師を配置している（資料３－１－①－３）。 

本校の学習・教育目標である「Ｂ．工学知識・技術の修得」及び「Ｃ．地域社会への貢献」に対し

て，深い専門知識を教授するにふさわしい教員として修士または博士の学位を取得した教員を中心に

配置し，また地域社会への貢献を推進するべく企業経験のある教員を各学科に複数名配置している

（資料３－１－②－６）。 

 そして，科学技術の高度化等に対応して学科の在り方を見直し，平成３年に工業化学科を物質工学

科に，平成７年度に土木工学科を建設環境工学科に，平成１７年度に電気工学科を電気情報工学科に

改組した。また，学科横断的な８つの系（空間構造デザイン系・ロボティクス系・機能創成材料系・

エネルギー系・ナノテクノロジー系・環境･バイオテクノロジー系・数理情報系・産業教育系）によ

る新組織を新設した（資料３－１－②－７）。 
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資料３－１－②－１ 

専門科目担当教員の数 

職名 機械工学科 電気情報工学科 物質工学科 建設環境工学科 合計

教授 5 6 5 5 21

准教授 3 3 5 4 15

講師 1 1 2

助教 1 1 2 4

助手 1 1

計 10 11 12 10 43

非常勤講師 6 13 8 7 34

合計 16 24 20 17 77  

（出典 平成 23年度国立八戸工業高等専門学校学生便覧ｐ.196～199） 

資料３－１－②－２ 

専門科目担当教員の専門分野と担当授業科目（機械工学科） 

職名 氏名 学位 専門分野 担当授業科目 実務経験の状況

教授 赤垣　友治 博士(工学)
設計工学・機械要素、

トライボロジー
機械工作法、機械材料学Ⅰ・Ⅱ、材料演習、工学材料、
トライボロジー

教授 浦西　和夫 工学博士 流体工学、流体機械
機械設計製図Ⅲ、CAD、流体力学、エネルギ変換機械、
品質・生産管理

電業社機械製作所25年勤務

教授 鎌田　長幸 博士(工学) 熱工学
機械設計製図Ⅱ、熱力学、熱流体演習、エネルギ変換機
械

教授 武尾　文雄 博士(工学) 材料力学、非破壊検査 材料力学Ⅰ、３次元設計製図、原子力基盤技術概論

教授 沢村　利洋 博士(工学) 流体工学
基礎力学、CAD、水力学、熱流体演習、工作実習Ⅰ、創
造設計製図、知的財産権

准教授 村山　和裕 工学士 メカトロニクス
機械設計法Ⅰ・Ⅱ、機構学、３次元設計製図、メカトロ
ニクス、創造工作実習

日産自動車(株)3年勤務

准教授 古谷　一幸 博士(工学) 材料工学 在外研究員 原子力研究開発機構12年勤務

准教授 森　　大祐 博士(工学) 流体力学，生体力学
機械設計製図Ⅰ、材料力学Ⅱ、材料演習、医工・福祉、
工作実習Ⅱ

講師 黒沢　忠輝 修士(工学) 機械力学
応用物理Ⅰ、情報処理Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、機械力学、機力制御
演習

助教 郭　　福会 博士(工学) 制御工学、計測工学 計測工学、機力制御演習、CAD、３次元設計製図

 

（出典 平成 23年度国立八戸工業高等専門学校学生便覧ｐ.196） 

資料３－１－②－３ 

専門科目担当教員の専門分野と担当授業科目（電気情報工学科） 

職名 氏名 学位 専門分野 担当授業科目 実務経験の状況

教授 土屋　幸男 博士(工学) 電力システム工学
電気回路Ⅰ、パワーエレクトロニクス、電気法規･電気
施設管理、電力システム工学Ⅰ、電気電子工学実験Ⅰ

富士電機製造(株)6年勤務

教授 久慈　憲夫 博士(工学)
情報通信工学、
集積回路工学

電気情報基礎Ⅳ、電磁気学Ⅰ、計測情報処理、知能ディ
ジタル回路・設計、実験実習Ⅲ

ＮＴＴ研究所28年勤務

教授 工藤　隆男 博士(情報科学) 情報科学、教育工学
電気情報基礎Ⅰ・Ⅴ、ディジタル回路Ⅰ・Ⅱ、実験実習
Ⅰ

教授 工藤　憲昌 博士(工学)
デジタル信号処理、

通信工学

電子回路設計Ⅰ・Ⅱ、ディジタル信号処理、通信工学、
計算機アーキテクチャ、電気電子工学実験Ⅱ、情報工学
実験Ⅱ

(株)東芝11年勤務

教授 松橋　信明 博士(工学)
電子工学、液晶、

ﾊﾞｲｵｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ
電子工学Ⅰ・Ⅱ、電気電子材料、実験実習Ⅱ シャープ(株)4年勤務

教授 釜谷　博行 博士(工学) 情報工学、ロボット工学
コンピュータグラフィックス、ソフトウェア設計法、工
学演習、電気回路Ⅲ、制御工学、情報工学実験Ⅰ

准教授 中村　嘉孝 博士(工学)
電子デバイス、

超電導工学、固体電子物性
電子物性基礎、工学材料、電磁気学Ⅲ、実験実習Ⅲ

准教授 野中　　崇 博士(工学) 磁気応用工学 プログラミングⅠ、電気回路Ⅱ、電磁気学Ⅱ、電気応用

准教授 吉田　雅昭 博士(工学) 磁気応用工学
電気情報基礎Ⅲ、エネルギー変換工学、電気工学、電気
工学概論、実験実習Ⅲ、電気電子工学実験Ⅰ

工業高校教員16年勤務

講師 細川　　靖 修士(工学)
情報工学、計算機工学、

並列ｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ

プログラミングⅠ・Ⅱ、ロボットエレクトロニクス、コ
ンピュータグラフィックス、計算機アーキテクチャ、電
気電子工学実験Ⅰ、情報工学実験Ⅰ

助教 鎌田　貴晴 博士(工学) プラズマ工学、高電圧工学
設計・製図Ⅰ､高電界工学、実験実習Ⅱ、電気電子工学
実験Ⅰ･Ⅱ、情報工学実験Ⅰ･Ⅱ  

（出典 平成 23年度国立八戸工業高等専門学校学生便覧ｐ.197） 
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資料３－１－②－４ 

専門科目担当教員の専門分野と担当授業科目（物質工学科） 

職名 氏名 学位 専門分野 担当授業科目 実務経験の状況

教授 大久保　惠 理学博士
生物物理化学、

生体機能化学、分離工学
物理化学Ⅰ、物理化学Ⅱ、量子化学、分析化学実験、物
理化学実験

大日精化工業(株)2年勤務

教授 佐々木　有 理学博士 毒性学
分子生物学、生物工学、安全工学、生命科学、生物工学
実験Ⅰ

ファイザー製薬(株)12年勤務

教授 杉山　和夫 工学博士 材料プロセス工学
化学工学、環境工学概論、計測制御工学、物質工学実験
Ⅱ、生物工学実験Ⅱ

教授 中村　重人 理学博士
無機分離化学、
無機分析化学

分析化学Ⅰ、分析化学Ⅱ、無機材料化学、機器分析、分
析化学実験、物理化学実験

教授 松本　克才 博士(工学) 材料化学工学
情報処理Ⅰ、熱・物質移動論、反応工学、物質工学実験
Ⅱ、生物工学実験Ⅱ

准教授 菊地　康昭 博士(工学) 有機化学、生物有機化学
有機化学Ⅰ、有機化学Ⅱ、有機合成化学、無機・有機化
学実験、物質工学実験Ⅰ

准教授 長谷川　章 博士(工学) 触媒化学、無機材料化学
無機化学Ⅰ、無機化学Ⅱ、触媒化学、無機材料化学、無
機･有機化学実験、物質工学実験Ⅰ

准教授 齊藤　貴之 博士(工学) 生物物理化学、化学工学
基礎化学Ⅰ、工業物理化学、分析化学実験、物理化学実
験

准教授 佐藤久美子 博士(工学) 高分子化学
有機化学Ⅲ、有機工業化学、高分子化学、無機・有機化
学実験、物質工学実験Ⅰ

三井東圧化学(株)1年勤務

准教授 本間　哲雄 博士(工学) 化学工学、超臨界流体工学
化学製図、情報処理Ⅲ、分離工学、物質工学実験Ⅱ、生
物工学実験Ⅱ

助教 山本　　歩 博士(生命科学) 分子生物学、逆遺伝学
生物化学、微生物学、生物工学、物質工学実験Ⅰ、生物
工学実験Ⅰ、工学材料

プライフーズ(株)1年勤務

助教 川口　恵未 修士(食品栄養科学) 食品化学
基礎化学Ⅱ、精密合成化学、無機・有機化学実験、物質
工学実験Ⅰ

富士バイオメディックス㈱2年勤務
スギ生物科学研究所㈱1年勤務  

（出典 平成 23年度国立八戸工業高等専門学校学生便覧ｐ.198） 

資料３－１－②－５ 

専門科目担当教員の専門分野と担当授業科目（建設環境工学科） 

職名 氏名 学位 専門分野 担当授業科目 実務経験の状況

教授 菅原　　隆 博士(工学)
土木材料、

コンクリート工学
測量学・同実習Ⅰ、建設材料学Ⅰ、建設材料学Ⅱ、コン
クリ－ト構造学、建設環境工学実験Ⅰ、工学材料

教授 今野　惠喜 工学士 土木計画学
測量学・同実習Ⅱ､測量学・同実習Ⅲ、測量学・同実習
Ⅳ、計画数理、道路工学

教授 矢口　淳一 工学博士 水処理工学、水環境工学
プログラミングⅠ、建設環境工学実験Ⅰ、建設環境工学
実験Ⅲ、水環境工学、環境工学、環境衛生工学

(株)西原環境衛生研究所16年勤務

教授 南　　將人 博士(工学) 水工学、海岸工学
水理学Ⅰ、建設環境工学実験Ⅱ、海岸工学、防災工学、
数値流体力学

(株)テトラ8年勤務

教授 藤原　広和 博士(工学) 環境水理学
測量学・同実習Ⅰ、水理学Ⅱ、水理学Ⅲ、建設環境工学
実験Ⅱ、河川工学

准教授 杉田　尚男 博士(工学)
環境構造学、構造工学、

計算工学
構造力学Ⅲ、構造力学Ⅳ、建設環境工学実験Ⅱ、鋼構造
学、鋼構造設計製図、プログラミングⅢ

准教授 丸岡　　晃 博士(工学)
構造力学、耐風･風工学、

数値流体力学
構造力学Ⅰ、構造力学Ⅱ、コンクリート構造学Ⅱ、建設
環境工学実験Ⅲ、ＲＣ構造設計製図

准教授 清原　雄康 博士(工学) 地盤工学、水環境工学
測量学・同実習Ⅰ、地盤工学Ⅰ、地盤工学Ⅱ、地盤工学
Ⅲ、建設環境工学実験Ⅰ、耐震工学

(株)熊谷組4年勤務

准教授 馬渡　　龍 博士(工学)
建築デザイン、建築計画、

景観デザイン
築基礎製図Ⅰ、建築基礎製図Ⅱ、CAAD、建設環境工学実
験Ⅰ、景観工学

㈱鈴木弘人設計事務所4年勤務
住友不動産㈱2年勤務

助手 金子仲一郎 工学士 環境科学
測量学・同実習Ⅱ、建設環境工学実験Ⅰ、建設環境工学
実験Ⅱ、建設環境工学実験Ⅲ  

（出典 平成 23年度国立八戸工業高等専門学校学生便覧ｐ.199） 

資料３－１－②－６ 

各学科の学位取得者及び企業経験者の配置状況 

   

修士 博士

機械工学科 １ ８ ３ １０

電気情報工学科 １ １０ ５ １１

物質工学科 １ １１ ５ １２

建設環境工学科 ０ ８ ４ １０

学科名
学位取得者数

実務経験者数 全教員数

 

（出典 学生課資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

本校の専門科目では，各教員の専門分野に基づいた適任の専任教員と非常勤講師を，教育課程の授

業科目構成と比較してバランス良く配置し，学習・教育目標に沿った教育を行っている。本校は４学

科（１学年４学級）で編成されているため，高等専門学校設置基準に定める専門科目担当の専任の教

員は29人であるが，42人の専任教員（助手を除く。）を配置し，また専門科目を担当する専任の教授

及び准教授の数は36人であり, 高等専門学校設置基準に定められている24人以上を満たしている。そ

して，本校の学習・教育目標である「Ｂ．工学知識・技術の修得」及び「Ｃ．地域社会への貢献」を

達成するべく，学位取得教員や企業経験教員を各学科に複数名配置している。  

以上のことから，教育の目的を達成するために必要な専門科目教員を適切に配置していると判断さ

れる。 

 

資料３－１－②－７ 

学科横断的な８つの系による新組織の新設 

 

学科横断的な８つの系について（４副校長会議まとめ抜粋） 
 

                                                      2008/09/17   
 

系の設置； 系の内容と運営方法について 
１） 方針 

 学科組織に対する横断的な教育クラスターとして、複数の系を設け、全教員はいずれかの系に
所属する。 系は学科横断的な教育（当面は工学基礎教育）を为体的に担うものとする。さらに、
系に関連する教科目について系から学科を超えて教員を派遣できるものとする。 

 各系には代表者である系長を置く。系長には、第 3 期中期計画に参画できる教員（H20 年現在
で 53 歳まで）の中から当てる。 系に関わる問題については所属系員で合議する。 

また、将来系の改善ができるよう、系の名称変更や教員の所属の移動等に柔軟性を持たせる。 
２） 系の分類 

 次の 8 つの系とする。［ ］はおおよその定員である。 
a) 空間構造デザイン系（力学・構造）［7］ 
b) ロボティックス系（情報・制御）[9] 
c) 機能創成材料系  [9] 
d) エネルギー系 [7] 
e) ナノテクノロジー系 [9] 
f) 環境・バイオテクノロジー系 [9] 
g) 数理情報系 [8] 
h) 産業教育系 [8] 
３） 各系への教員の配属 

   希望調査（第 2 希望まで）を実施し、調整を行って校長が決定する。 
４）担当科目の運営 

各系は、「工学基礎 A」（1 年 2 単位）および「工学基礎 B」（2 年 2 単位）の授業を为体的に
行う。実施委員会で策定された共通の方針にもとづき担当部分のテーマ設定、シラバス作成、授
業実施、評価、改善などに当たる。最初の準備段階では一定の資金的な支援を考えている。 ま
た、系に関連する教科目について系から学科を超えて担当できる。 特別研究・卒業研究で学生
が所属の専門学科・専攻の対応を超えて展開する場合、系の横断的専門分野としての特徴を活か
して研究支援などの対応を行うことができる。 

  ５）運営委員会への参画 
副校長、学科長が所属していない系からはその系の代表者（系長）を運営委員会の委員として

加えることができる。 
 

（出典 ４副校長会議資料） 
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観点３－１－③： 専攻科を設置している場合には，教育の目的を達成するために必要な専攻科の

授業科目担当教員が適切に配置されているか。 

（観点に係る状況）  

本校では，機械・電気システム工学専攻，物質工学専攻，建設環境工学専攻の３専攻を設置してい

る。専攻科の授業科目担当教員については，総合科学科及び専門学科に所属する教員のうち専攻科の

授業科目に適任の教員を配置している。 

一般科目では，本科で教授した基礎知識をより深く教授するにふさわしい教員として修士または博

士の学位を取得している教員を中心に，それぞれの専門分野に適合した各授業科目に配置している。

特に，国際的に通用する表現力や数理的解析力を強化するために，英語と数学を必修化する等，総合

科学科の教員が担当する授業科目においてもその重要性を考慮し，適任の教員を配置している（資料

３－１－③－１）。 

専門科目では，本校の学習・教育目標である「Ｂ．工学知識・技術の修得」及び「Ｃ．地域社会へ

の貢献」に対して，本科で教授した専門知識を一層深く教授するにふさわしい教員として博士の学位

を取得した教員を中心に配置し，また地域のニーズを踏まえ，地域社会への貢献を推進するべく企業

経験のある教員を各学科に複数名配置している（資料３－１－③－２～４）。なお，本校教員の専門

分野以外の授業科目については，準学士課程に準じて行っている。 

また，特別研究を指導するため，専攻科生一人に対して，専攻分野の博士の学位や十分な研究実績

を持つ教員を指導教員として配置し，さらに専門科目担当教員及び一般科目担当教員を各１名ずつ副

指導教員及びサポート教員（２年生のみ）として配置している（資料５－７－①－１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３－１－③－１ 

専攻科の一般科目担当教員の専門分野と担当授業科目（総合科学科） 

職名 氏名 学位 専門分野 担当授業科目

教授 平川　武彦 教育学修士
教育学(教育哲学、

人間科学、比較教育)
技術者倫理

教授 鳴海　哲雄 理学修士 微分幾何学 応用数学Ｂ、応用数学演習

教授 舘野　安夫 博士(工学) 材料工学 化学要論、物性物理学

教授 河村　信治 博士(都市科学)
都市科学、環境教育、

地理学
人文社会科学要論、社会技術システム工学

教授 阿部　　恵 Ph.D. 第二言語教育、外国語教育 総合英語Ａ・Ｂ・Ｃ

准教授 高橋　　要 文学修士 言語哲学、論理学 人文社会科学要論

准教授 馬場　秋雄 博士(理学) 偏微分方程式論 応用数学A

准教授 齋　　麻子 修士(日本文学) 日本文学、日本美術史学 表現論

准教授 濱田　栄作 博士(理学) 放射線物理 物理学要論、原子力安全工学

准教授 佐藤　　純 博士(文学) イギリス帝国経済史 工業経営学

非常勤講師 熊谷　浩二 博士(工学) 土木工学 技術者倫理

 

（出典 平成 23年度国立八戸工業高等専門学校専攻科シラバスｐ.29） 
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資料３－１－③－２ 

専攻科の専門科目担当教員の専門分野と担当授業科目（機械・電気システム工学専攻） 

教員所属：(Ｍ)機械工学科・(Ｅ)電気情報工学科 

職名 氏名 学位 専門分野 担当授業科目 実務経験の状況

(Ｍ)教授 赤垣　友治 博士(工学)
設計工学・機械要素、

トライボロジー
機械・電気システム工学専攻実験、同工学研修、
特別研究、トライボロジー特論

(Ｍ)教授 浦西　和夫 工学博士 流体工学、流体機械
機械・電気工学システム専攻実験、同工学演習Ⅱ、
同工学研修、特別研究、流体力学特論

電業社機械製作所25年勤務

(Ｍ)教授 鎌田　長幸 博士(工学) 熱工学
機械・電気工学システム専攻実験、同工学演習Ⅱ、
同工学研修、特別研究、熱工学特論

(Ｍ)教授 武尾　文雄 博士(工学) 材料力学、非破壊検査
機械・電気システム工学専攻実験、同工学研修、
特別研究、材料強度学

(Ｍ)教授 沢村　利洋 博士(工学) 流体工学
機械・電気システム工学専攻実験、同工学研修、
特別研究

(Ｍ)准教授 村山　和裕 工学士 メカトロニクス
機械・電気システム工学専攻実験、同工学研修、
特別研究、社会技術システム工学

日産自動車(株)3年勤務

(Ｍ)准教授 古谷　一幸 博士(工学) 材料工学 在外研究員 原子力研究開発機構12年勤務

(Ｍ)准教授 森　　大祐 博士(工学) 流体力学，生体力学
機械・電気システム工学専攻実験、同工学研修、
特別研究、学外研修、振動工学

(Ｍ)講師 黒沢　忠輝 修士(工学) 機械力学
機械・電気システム工学専攻実験、同工学研修、
特別研究

(Ｍ)助教 郭　　福会 博士(工学) 制御工学、計測工学
機械・電気システム工学専攻実験、同工学研修、
特別研究、最適化法

(Ｅ)教授 土屋　幸男 博士(工学) 電力システム工学
機械・電気システム工学専攻実験、同工学研修、
特別研究、学外研修、エネルギー工学特論、
パワーエレクトロニクス特論、環境エネルギー工学

富士電機製造(株)6年勤務

(Ｅ)教授 久慈　憲夫 博士(工学)
情報通信工学、
集積回路工学

機械・電気システム工学研修、同工学演習Ⅱ、
特別研究、電気磁気学特論、集積回路設計、情報工学

ＮＴＴ研究所28年勤務

(Ｅ)教授 工藤　隆男 博士(情報科学) 情報科学、教育工学 機械・電気システム工学研修、特別研究

(Ｅ)教授 工藤　憲昌 博士(工学)
デジタル信号処理、

通信工学
機械・電気システム工学専攻実験、同工学研修、
特別研究、信号処理

(株)東芝11年勤務

(Ｅ)教授 松橋　信明 博士(工学)
電子工学、液晶、

ﾊﾞｲｵｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ
機械・電気システム工学専攻実験、同工学研修、
同工学演習Ⅰ、特別研究、回路工学

シャープ(株)4年勤務

(Ｅ)教授 釜谷　博行 博士(工学) 情報工学、ロボット工学
機械・電気システム工学専攻実験、同工学研修、
特別研究、知能システム工学

(Ｅ)准教授 中村　嘉孝 博士(工学)
電子デバイス、

超電導工学、固体電子物性
機械・電気システム工学専攻実験、同工学研修、
同工学演習Ⅱ、特別研究、電子物性

(Ｅ)准教授 野中　　崇 博士(工学) 磁気応用工学
機械・電気システム工学専攻実験、同工学研修、
特別研究、社会技術システム工学

(Ｅ)准教授 吉田　雅昭 博士(工学) 磁気応用工学 機械・電気システム工学研修、特別研究 工業高校教員16年勤務

(Ｅ)講師 細川　　靖 修士(工学)
情報工学、計算機工学、

並列ｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ
機械・電気システム工学研修、同工学演習Ⅰ、特別研究

(Ｅ)助教 鎌田　貴晴 博士(工学) プラズマ工学、高電圧工学
機械・電気システム工学専攻実験、同工学研修、
特別研究  

（出典 平成 23年度国立八戸工業高等専門学校専攻科シラバスｐ.53） 
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（分析結果とその根拠理由）  

本校の専攻科授業担当教員は，一般科目，専門科目ともに，本科で教授した専門知識を一層深く教

授するにふさわしい教員として博士学位取得者や企業経験のある教員を中心に配置し，また特別研究

においては専攻科生一人に対し，指導教員として専攻分野の博士の学位や十分な研究実績を持つ教員

を，さらに副指導教員として専門科目担当教員と一般科目担当教員を１名ずつ配置しているなど，教

育の目的を達成するために必要な専攻科の授業科目担当教員を適切に配置していると判断される。 

 

資料３－１－③－３ 

専攻科の専門科目担当教員の専門分野と担当授業科目（物質工学専攻） 

職名 氏名 学位 専門分野 担当授業科目 実務経験の状況

教授 大久保　惠 理学博士
生物物理化学、

生体機能化学、分離工学
物質工学専攻実験、同工学研修、特別研究、
物理化学特論

大日精化工業(株)2年勤務

教授 佐々木　有 理学博士 毒性学
物質工学専攻実験、同工学研修、特別研究、
生物学概論、技術者倫理

ファイザー製薬(株)12年勤務

教授 杉山　和夫 工学博士 材料プロセス工学 物質工学研修、同工学演習、特別研究、化学工学特論

教授 中村　重人 理学博士
無機分離化学、
無機分析化学

物質工学専攻実験、同工学研修、特別研究、
応用分析化学

教授 松本　克才 博士(工学) 材料化学工学 物質工学専攻実験、同工学研修、特別研究、化学工業論

准教授 菊地　康昭 博士(工学) 有機化学、生物有機化学
物質工学専攻実験、同工学研修、同工学演習、
特別研究、有機反応論

准教授 長谷川　章 博士(工学) 触媒化学、無機材料化学
物質工学専攻実験、同工学研修、同工学演習、
特別研究、材料化学

准教授 齊藤　貴之 博士(工学) 生物物理化学、化学工学 物質工学研修、特別研究

准教授 佐藤久美子 博士(工学) 高分子化学 物質工学専攻実験、同工学研修、特別研究 三井東圧化学(株)1年勤務

准教授 本間　哲雄 博士(工学) 化学工学、超臨界流体工学 物質工学専攻実験、物質工学研修、特別研究

助教 山本　　歩 博士(生命科学) 分子生物学、逆遺伝学
同工学研修、同工学演習、特別研究、生化学、
社会技術システム工学、学外研修

プライフーズ(株)1年勤務

助教 川口　恵未 修士(食品栄養科学) 食品化学 材料化学
富士バイオメディックス㈱2年勤務
スギ生物科学研究所㈱1年勤務  

（出典 平成 23年度国立八戸工業高等専門学校専攻科シラバスｐ.82） 

資料３－１－③－４ 

専攻科の専門科目担当教員の専門分野と担当授業科目（建設環境工学専攻） 

職名 氏名 学位 専門分野 担当授業科目 実務経験の状況

教授 菅原　　隆 博士(工学)
土木材料、

コンクリート工学
建設環境工学専攻実験、同工学研修、特別研究、
建設材料学特論

教授 今野　惠喜 工学士 土木計画学
建設環境工学専攻実験、同工学研修、特別研究、
地域計画学特論

教授 矢口　淳一 工学博士 水処理工学、水環境工学
建設環境工学専攻実験、同工学研修、特別研究、
環境エネルギー工学

(株)西原環境衛生研究所16年勤務

教授 南　　將人 博士(工学) 水工学、海岸工学
建設環境工学専攻実験、同工学研修、特別研究、
海岸港湾工学

(株)テトラ8年勤務

教授 藤原　広和 博士(工学) 環境水理学
建設環境工学専攻実験、同工学研修、特別研究、
水理学特論

准教授 杉田　尚男 博士(工学)
環境構造学、構造工学、

計算工学
建設環境工学専攻実験、同工学研修、特別研究、
構造解析学特論

准教授 丸岡　　晃 博士(工学)
構造力学、耐風･風工学、

数値流体力学
建設環境工学専攻実験、同工学研修、同工学演習Ⅰ、
特別研究、社会技術システム工学

准教授 清原　雄康 博士(工学) 地盤工学、水環境工学
建設環境工学専攻実験、同工学研修、特別研究、
地盤工学特論

(株)熊谷組4年勤務

准教授 馬渡　　龍 博士(工学)
建築デザイン、建築計画、

景観デザイン
建設環境工学専攻実験、同工学研修、同工学演習Ⅱ、
特別研究、学外研修

㈱鈴木弘人設計事務所4年勤務
住友不動産㈱2年勤務

助手 金子仲一郎 工学士 環境科学 建設環境工学専攻実験

 

（出典 平成 23年度国立八戸工業高等専門学校専攻科シラバスｐ.99） 
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観点３－１－④： 学校の目的に応じて，教員組織の活動をより活発化するための適切な措置が講

じられているか。 

（観点に係る状況）  

教員組織の活動をより活発化するために，高等専門学校設置基準の規定にしたがい，均衡ある年齢

構成を配慮し，女性教員を積極的に採用している（資料３－１－④－１）。また，以下のような多様

な経験等を配慮し，教員を採用している。 

・教育経歴や実務経験の配慮（資料３－１－④－１） 

・学位取得の支援による学位取得実績（資料３－１－④－２，３） 

・公募制の導入による優秀な人材の採用（資料３－１－④－１） 

・本校の学習・教育目標の一つである国際的なコミュニケーション能力の習得を実現するための外国

人教員の積極的採用 

 そして，教員のポテンシャルを高め，教育研究水準の維持向上及び教育研究の活性化を図るため，

以下のような組織改革や改善を行っている 

・国立高等専門学校教員顕彰（資料３－１－④－４）や学内教員顕彰（資料３－１－④－５）による

優秀教員評価制度の導入（資料３－１－④－６） 

・学生アンケートによる授業評価の実施（資料３－１－④－７）と優秀教員評価制度の導入（資料３

－１－④－８） 

・活発なＦＤ活動の実施（本校教員参加の外部研修会等報告会，八戸高専教育研究プロジェクト研究

成果発表会，外部講師による特別講演会（資料３－１－④－９） 

・各種教員研究集会への参加（資料３－１－④－１０） 

・函八連携企業研修の実施（資料３－１－④－１１） 

・教員相互による授業参観（資料３－１－④－１２）及び優秀教員による公開授業（資料３－１－④

－１３） 

・学科横断的な８つの系（空間構造デザイン系・ロボティクス系・機能創成材料系・エネルギー系・

ナノテクノロジー系・環境･バイオテクノロジー系・数理情報系・産業教育系）による新組織の新

設（資料３－１－②－７） 
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資料３－１－④－１ 

教員公募要領 

 

八戸工業高等専門学校 教員公募要領 
 
１．職名及び人員   助教 1 名 
２．専門分野     有機化学関連分野 
３．担当予定科目   一般科目 化学Ⅰ及び化学Ⅱ(本科 1 年)、化学Ⅲ(本科２年) 

専門科目 有機化学Ⅰ(本科２年)、学生実験(本科)、卒業研究(本科) 
４．応募について 

①高等専門学校の教育・研究と学生指導に理解と熱意がある方。 
②博士の学位を有するかあるいは取得見込みの方。 
③５年間以上の勤務が可能な方。 
④女性の方。 
※本校では女性教員が男性教員と比較して相当程度尐ないため、均等法第８条の規程に基づ

き、女性のみを対象として募集しています。 
５．採用予定日 平成 22 年 4 月 1 日 
６．提出書類 

①履歴書(写真貼り付、E-mai1 アドレス記載のこと) 
②「高専での教育・研究と学生指導に対する抱負」(1,500 字程度、任意様式) 
③教育経験歴(会社での教育歴等も含む) 
④研究及び教育実践の業績(学術論文、学会口頭発表論文、著書、特許、その他に分類し 

発表年月目順に記載すること) 
・著書・論文等一覧(第 2 号様式: http://www.hachinohe-ct.ac.jp/の本校教員公募情報を 
ご覧ください。) 

・著書・論文等の概要(第 3 号様式: http://www.hachinohe-ct.ac.jp/の本校教員公募情報を 
ご覧ください。):5 編以内各 1,000 字程度 

⑤为要な著書・論文の別刷り又はコピー:5 編以内 
⑥今後の研究計画 
⑦推薦書 
⑧照会先(業績・人物に関して推薦書を書くことができる方 2 名以上の氏名と連絡先) 
※①及び④の詳細は、記入要項をご覧ください。 
(記入要項は、http://www.hachinohe-ct.ac.jp/の本校教員公募情報にあります。) 

７．応募期限  平成 21 年 10 月 30 日(金)必着 
８．選考方法 

(1)第一次選考：書類審査 
(2)第二次選考：面接及び模擬授業(平成 21 年 12 月予定) 

面接の際の旅費は自己負担 
９．書類の提出先  八戸工業高等専門学校総務課職員係 

〒039-1192 八戸市大字田面木字上野平 16-1 
TEL O178-27-7224(直通)   FAX O178-27-9379 
Email jinji-o@hachinohe-ct.ac.jp 
※提出書類は、「簡易書留」とし、封筒の表に「有機化学関連分野教員応募書
類在中」と朱書きすること。なお、応募書類は返却しません。 

１０．問い合わせ先  八戸工業高等専門学校 
物質工学科 教授 杉山和夫 
TEL O178-27-7293   FAX O178-27-9379(代表) 
E-mail  sugiyama-c@hachinohe-ct.ac.jp 

 
 

（出典 総務課資料） 
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資料３－１－④－２ 

学位取得の積極的支援 

 

平成 22 年 10 月 26 日 

教職員 各位 

 

                                     総 務 課 長 

 

 

教育研究助成金（産業技術振興会寄附金）の補助申請について 

 

 八戸高専産業技術振興会の寄附金を原資とした教育研究助成金の補助申請については、 

下記のとおり申し込みを受け付けますので、遺漏のないよう、よろしくお願いいたします。 

 

記 

 

１．申込み補助金の種類と限度額 

区   分 限 度 額 

教育研究 

助成金 

(1) 国際会議参加経費の補助  

①国際会議（発表等を行うものに限る）の参加旅費の補助 300,000 円／件 

②国内開催の国際会議（発表等を行うものに限る）の参加 

登録料の補助 
特に定めなし 

(2) 教育研究経費の補助  

 ①産学連携に繋がる研究費及び旅費の補助 特に定めなし 

 ②学位取得に係る研究費及び旅費の補助［2 年を限度］ 特に定めなし 

  ※国際会議の参加旅費補助申請の留意事項 

①「在勤地から日本国出発空港間の国内旅費は対象としない」ので旅行者の自己責任で確保す 

ること。 

 

２．提出期限 

  平成 22 年 11 月 5 日（金） 

 

３．書式・添付書類、提出先 

  書式・添付書類の問い合わせ及び提出は、地域連携係へお願いします。 

 

以上 

 

（出典 総務課資料） 
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H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

３名 １名 １名 ２名 ０名 ３名 １名 １名

博士号学位取得状況

計１２　名
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３－１－④－３ 

学位取得の積極的支援による博士号取得状況 

博士号学位取得状況(H15～H22) 

   

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

３名 １名 １名 ２名 ０名 ３名 １名 １名
 

計１２名 

 

（出典 職員係資料） 

資料３－１－④－４ 

国立高等専門学校教員顕彰実施要項 
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（出典 職員係資料） 
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資料３－１－④－５ 

八戸工業高等専門学校教員特別顕彰実施要項 

 

八戸工業高等専門学校教員特別顕彰実施要領 
 

平成１５年１月２４日                              
校  長  裁  定 

 
１．趣旨 
  学生教育や管理運営にかかる業績を適正に評価し、この分野において顕著な業績を上げている教
員を顕彰することによって、八戸工業高等専門学校における教育の充実・向上を目指すものであ
る。 

 
２．顕彰の基準及び対象者 

高等専門学校における教育活動、学生生活指導、地域社会への貢献等において顕著な功績があった
と認められ、各年度の国立高等専門学校教員顕彰の候補者として推薦された者 
ただし、国立高等専門学校教員顕彰の各賞を受賞した者は対象としない。 
 

３．賞の名称 
賞の名称は、「八戸工業高等専門学校教育業績賞」とする。 
 

４．表彰状の授与 
表彰は、校長が別記様式による表彰状を授与することにより行う。 
なお、別途副賞として教育研究費３０万円を支給する（平成２０年度までは５０万円） 
 

  ５．実施時期 
この要領は、平成１５年１月２４日から実施する。 

 
 

附則（平成２１年１１月９日一部改正） 
この要領は、平成２１年１１月９日から実施する。 

 

（出典 職員係資料） 

資料３－１－④－６ 

教員顕彰実施結果一覧 

 

 個人情報保護のため削除 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 職員係資料） 
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資料３－１－④－７ 

学生による授業アンケート実施要項 

 

平成２２年度 学生による授業等についてのアンケ－ト実施要項 

 
１．アンケート実施内容 

  ①学生の勉学状況等についてのアンケート        （別紙様式１） 

  ②学生による授業についてのアンケート（授業評価）   （別紙様式２～４） 

 

２．実施目的 

 ・授業の改善 

 ・外部評価への対応 

 ・教育研究内容について自己点検 

 ・自己評価の義務化と公表の一環 

 ・教育内容の改善の為の組織的な取り組みの一環（ＦＤ活動）  

 

３．授業評価実施対象科目等 

 （１）学生の勉学状況等についてのアンケート 

   ・対象学生：本科全学生（全クラス） 

 （２）授業評価アンケート 

   ・対象学生：本科及び専攻科 全学生 

   ・対象科目： 

    ○前期調査：前期のみ開講の授業科目（非常勤講師担当科目含む。） 

ただし、文献講読・セミナ－は除く。なお、通年科目で前期のみ担当する教員の場合

はアンケート対象とする。 

    ○後期調査：後期及び通年開講の授業科目（非常勤講師担当科目含む。） 

ただし、文献講読・セミナ－・卒業研究・特別研究及び通年開講科目で前期のみ担当

する教員の場合は除く。 

      （注）非常勤講師への趣旨説明・実施方法等については担当責任者がそれぞれ対応す

る。 

 （３）アンケート用紙の配布 

  科目毎封筒に入れ、担当教員の総務課メールボックスに配付する。 

 

４．実施時期 

 ○前期調査： 平成２２年 ７月１２日（月） ～ ７月２３日（金） 

 ○後期調査： 平成２３年 １月２５日（火） ～ ２月 ８日（火） 

（注）：アンケート調査終了科目は、調査実施当日速やかに回収したアンケート用紙を入試・教務

係に提出する。 

 

５．調査実施者とデ－タ集計 

 ・授業評価アンケート調査は、教科担当教員が自教科の授業時間中に実施する。 

 ・勉学状況等についてのアンケート調査は、学級担任がＳＨＲ又は自教科の授業時間中に実施す

る。 

 ・データの集計は外部に委託する。 

 

６．集計データの分析と活用について 

 （１）集計データの分析 

   ・集計データ（外部委託）に基づき、授業科目ごとに当該教科担当教員が分析する。ただし、

非常勤講師担当の授業科目の分析等は、所属学科に一任する。 

   ・総括分析は、教務委員会が担当する。 

   ・各科目の分析データは報告書で開示する。 
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 （２）集計結果の活用 

   ・集計データ(質問項目Ｂ)を数値化し、当該教員の総担当科目の評価総平均の高得点者上位者

１０名を公表する。 

   ・学生による授業評価の優秀教員賞は、担当授業数・受講人数を考慮し、評価の高い教員の中

から校長が決定（専門学科から３名、理系基礎科目担当教員から１名、文系基礎科目担当教

員から１名）し表彰する。なお、３年連続表彰をうけた教員は特別表彰し、以後３年間は表

彰の対象から除外する。 

   ・表彰された教員による公開授業の計画 

   ・集計結果の活用事項は、常勤教員のみを対象とする。 

 

７．授業評価報告書 

  各教科担当教員から提出された分析データ等に基づき、教務委員会が授業評価報告書の作成・編

集を担当する。 

 

８．アンケート項目について 

 （１）学生の勉学状況等についてのアンケート項目等 

   ・設問数：３問  ※詳細は、別添アンケート用紙を参照 

 

 （２）学生による授業についてのアンケートの種類及び項目等 

   ・種 類：座学系用、実験実習系用、体育実技用 

   ・設問数：共通 

     Ａ 学生自身の授業への取り組み   ５項目 

     Ｂ 教員の授業内容・方法について １０項目 

   ・評価項目：５段階（配列５．４．３．２．１．） 

   ・学生氏名記入欄： 氏名記入欄は空欄とする。 

    ※詳細は、別添アンケート用紙を参照 

 

９．アンケ－ト用紙の配付・回収・集計・分析及び授業評価報告書の印刷・発行までの流れ 

・アンケ－ト実施科目及び教科担当教員調べ 

 入試・教務係において、シラバスを参考にしてアンケート実施科目・担当教員を調査する。 

・アンケート用紙の配付 

 アンケート用紙は入試・教務係で印刷し、科目毎に封筒に入れて総務課前メールボックスに配付す

る。 

・アンケ－ト用紙の回収 

 担当教員は、アンケート実施当日、必要事項を記入のうえ配付された封筒に入れて速やかに入試・

教務係に提出する。 

・アンケ－ト結果の集計・分析 

 外部業者での集計処理終了後、各科目の「集計データ」と「アンケ－ト用紙」は教科担当教員に返

却する。教科担当教員は、返却された自教科の集計データに基づき、科目ごとに分析し、分析結果

（実施報告書原稿）を入試・教務係にＵＳＢメモリ等の媒体を利用して提出する。ただし、非常勤講

師担当の授業科目の分析等は、所属学科に一任する。 

・授業評価報告書の印刷 

 担当教員から提出された分析結果と、教務委員会の総括分析等を、入試・教務係で取りまとめ外部

業者に印刷依頼する。 

・授業評価報告書の発行 

 平成２３年  月発行予定 

 

（出典 入試・教務係資料） 



八戸工業高等専門学校 基準３ 

- 78 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３－１－④－８ 

学生による授業アンケート実施要項 

 

八戸工業高等専門学校授業評価優秀教員賞授与式進行要領 

 

日 時 平成２２年１２月１５日（水）１６：１０ 

式 場 八戸工業高等専門学校大会議室      

司 会 総務課長                

 

式次第 司会者 備考 

開式の辞 

 

「ただ今から、授業評価優秀教員特別賞及び 

平成２１年度授業評価優秀教員賞の授与式を行

い 

ます。」 

（校長は自席の前に進み出る） 

※表彰状の作成、被表彰者への

連絡は入試・教務係担当 

・入試・教務係にて表彰状入り

の黒蓋を準備する。 

・開式の辞により、校長は、正

面（自席の机の前）に進む。 

表彰状授与 

 

「表彰状授与」 

 

「授業評価優秀教員特別賞」 

「総合科学科  准教授 濱田
は ま だ

 栄作
えいさく

 殿」 

 

「平成 21 年度授業評価優秀教員賞」 

「物質工学科  准教授 菊地
き く ち

 康
やす

昭
あき

 殿」 

「総合科学科  准教授 馬場
ば ば

 秋
あき

雄
お

 殿」 

「物質工学科  准教授 佐藤
さ と う

久美子
く み こ

 殿」 

「総合科学科  教授  鳴海
な る み

 寛
ひろし

  殿」 

「機械工学科  教授  武
たけ

尾
お

 文
ふみ

雄
お

 殿」 

・被表彰者は、氏名を読み上げ

られたら｢はい｣と返事をして

正面へ進む。（校長と対面位

置に） 

・校長は表彰状を読み上げ、授

与する。（各最初のみ全文読

み上げ、２人目以降は同文省

略：一人ずつ行う。） 

 

・入試・教務係長は校長を適宜

補助する。 

閉式の辞 

「これをもちまして、授業評価優秀教員特別賞

及び平成２１年度授業評価優秀教員賞の授与式

を終わります。」 

 

 

（出典 入試・教務係資料） 
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資料３－１－④－９ 

活発なＦＤ活動の実施 

平成２２年度 ＦＤ実施一覧 

発表日 テーマ 発表者 

H22. 5.14 創薬への貢献が期待される国家基幹技術の現況と展望 
東北大学 客員教授 

西島 和三 

Ｈ22．6．1 

 

八戸高専プロジェクト研究成果報告会（調査・研究） 

１．地域の保健体育・医療機関との連携による医療支援機

器の開発 

２．水中高速水噴流による流動状態のＰＩＶ計測 

３．超小型燃焼器の高負荷化と完全燃焼性に関する研究 

４．マイクロ混合・加熱デバイスを用いた医薬品中間原料

の製造研究 

５. 八戸高専産の酒酵母を用いた八戸高専ブランド酒の開

発 

６. 複素空間型内の実超曲面と等質空間の幾何学の研究 

７. Mathieu 方程式による磁気応用機器の安定性に関する研

究 

８. 地域空間ストックの有効活用の為の基礎的研究 

 

 

 

Ｅ科教 授 久慈 憲夫 

 

Ｍ科准教授 沢村 利洋 

Ｍ科准教授 末永 陽介 

Ｃ科助 教 本間 哲雄 

 

Ｃ科助 教 山本  歩 

 

Ｇ科准教授 栗原 博之 

Ｅ科助 教 吉田 雅昭 

 

Ｚ科准教授 馬渡  龍 

Ｈ22．6．7 ＪＳＴ事業平成２２年度「Ａ－ＳＴＥＰ」にかかる説明会 
JST ｲﾉﾍﾞ-ｼｮﾝｻﾃﾗｲﾄ岩手 

 貫洞ｺｰﾃﾞィﾈｰﾀｰ 

H22. 6.16 相談室関連研修会の報告 Ｇ科教 授 平川 武彦 

Ｈ22. 7.14 

 

八戸高専プロジェクト研究成果報告会（教育方法改善） 

１．専門学級づくりにおけるショートホームルームでの実践 

研究 

２．「多変量解析」講義のための内容の検討と資料収集 

３．授業と図書館の連携による学生の読書活動の動機づけ 

 

 

 

Ｃ科助 教 本間 哲雄 

 

Ｇ科教 授 鳴海 哲雄 

Ｇ科准教授 戸田山みどり 

Ｈ22. 9. 6 

知的財産関係説明会 

１． 地域企業の知財戦略―なぜ特許が必要か 

２． 日本企業の中国ビジネスの問題点と対応策 

 

倉成特許事務所 

弁理士 佐藤 辰彦 

中国弁護士 千  春生 

Ｈ22.10.13 科学研究費補助金申請関係説明会 
岩手大学大学院工学研究科 

教 授 吉澤 正人 

Ｈ22.11.17 
高等専門学校教員研修（クラス経営・生活指導研修会）報告 

高等専門学校教員研修（管理職研修）報告 

Ｍ科准教授 末永 陽介 

Ｅ科教 授 松橋 信明 

H23. 1.19 

１． 平成２２年度学習メンター制度現状報告 

２． 平成２３年度実施高専機関別認証評価について 

３． 東北地区高専教員研究集会報告 

Ｇ科准教授 戸田山みどり 

Ｅ科教 授 工藤 隆男 

Ｚ科准教授 杉田 尚男 

H23. 1.28 
知的財産関係説明会 

 高専における営業秘密（秘密情報）管理と、知財契約の基礎 

東北地区知財本部、仙台高

専地域ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ 

知財ＣＤ 佐々木 伸一 

H23. 3. 3 ＪＳＴ事業「Ａ－ＳＴＥＰ」にかかる説明会 
JST ｲﾉﾍﾞ-ｼｮﾝｻﾃﾗｲﾄ岩手 

 貫洞ｺｰﾃﾞィﾈｰﾀｰ 

※ Ｇ科；総合科学科、Ｍ科；機械工学科、Ｅ科：電気情報工学科、Ｃ科；物質工学科、Ｚ科；建設環境工学科 

 

（出典 地域連携係資料） 
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資料３－１－④－１０ 

各種教員研究集会への参加 

 

平成２２年度教員研究集会等の参加者一覧 

 

 

１.平成２２年度全国高専教育フォーラム・プロジェクト研究集会 

  期日：平成２２年８月２６日（木），２７日（金） 

担当校：福島工業高等専門学校 

プロジェクト委員：校長 井口 泰孝 

     電気情報工学科 教授 工藤 隆男 

           物質工学科 准教授 齊藤 貴之 

 

 

２.平成２２年度全国高専教育フォーラム・教育教員研究集会 

  期日：平成２２年８月２７日（金），２８日（土） 

担当校：長岡工業高等専門学校 

発表者：物質工学科 准教授 齊藤 貴之 

発表論文：「地域連携型授業「田面木塾」の実践 

-卒業生および地域人材を活用したＣＯＯＰ教育-」 

  聴講審査委員： 電気情報工学科 教授 松橋 信明 

           建設環境工学科 教授 菅原 隆 

 

 

３.平成２２年度全国高専教育フォーラム・第 30 回高等専門学校情報処理教育研究発表会 

  期日：平成２２年８月２７日（金），２８日（土） 

担当校：沼津工業高等専門学校 

発表者：総合科学科 准教授 細越 淳一 

発表論文：「簡易マークシートリーダの開発」 

   

 

４.平成２２年度東北地区高等専門学校教員研究集会 

  期日：平成２２年１１月１８日（木），１９日（金） 

担当校：秋田工業高等専門学校 

発表者：建設環境工学科 准教授 杉田 尚男 

発表論文：「エンジニアリングデザイン教育の実践と産学連携」 

 

（出典 地域連携係資料） 
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資料３－１－④－１１ 

函八連携教職員企業研修 

平成２２年度 函八連携企業研修 
 
①受入企業 ： 株式会社ニコン 
 
②参加人員 ： 函館１名，八戸２名，合計３名 
 
③参 加 者 ： ◎函館高専 田畑 緩己  先生（◎は緊急連絡等の為のリーダーです。） 
         八戸高専 河村 信治  先生 
     小屋畑 勝太  
 
④日  時 ： 平成 22 年 8 月 18 日（水）  9：00（開始時刻） 
                  8 月 20 日（金） 17：00（終了時刻）   
 
⑤場  所 ： ①ニコン研修センター（大井製作所） 

http://www.nikon.co.jp/profile/corporate/info/ohi/index.htm 
 
②熊谷製作所 
http://www.nikon.co.jp/profile/corporate/info/kumagaya/index.htm 

 
⑥住  所 ： ①東京都品川区西大井 1-6-3 
         ・JR 横須賀線・湘南新宿ライン 西大井駅から徒歩 4 分 
        ・JR 京浜東北線 

東京臨海高速鉄道りんかい線 
東急大井町線                大井町駅から徒歩 12 分 

        ・東急大井町線         下神明駅から徒歩 10 分 
②埼玉県熊谷市御稜威ケ原 201-9 
 ・ＪＲ上越・長野新幹線，高崎線 熊谷駅タクシー 25 分 
 ・ＪＲ高崎線 籠原駅タクシー 10 分 
 ・車→関越自動車道 花園 I.C より 20 分  

 
⑦旅費申請 ： 函八連携予算（旅行命令書、旅行報告書とも下川が作成） 
 
⑧JR、宿泊等 ： 各自手配をお願いします。 
 
⑨ホ テ ル ： A ヴィアイン東京大井町   
             http://oimachi.viainn.com/ 
             電話 03-5718-5489 
 
         B 東横イン大井町駅中央口西    

http://www.toyoko-inn.com/hotel/00146/index.html 
電話 03-3771-1045   

 
※ 上記のホテルのうち A につきましては，ニコンの契約ホテルとのことで，希望するとニコンか

ら割引チケットを送付していただけます。B については最寄りのビジネスホテルとしてご紹介
頂きました。 

※ 研修の詳細についてはまだ来ておりませんが，１日目の終わりに懇親会（任意）の予定，２日
目は熊谷製作所ですが，集合は遅めということで，３日間とも大井製作所付近のホテルを予約
するのが良いとのことです。 

 

（出典 地域連携係資料） 
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資料３－１－④－１２ 

教員相互による授業参観 

平成２２年度 前・後期 オープン授業推進週間 実施要領 
 
目  的：平常の授業を「見る」「見せる」ことにより授業の質の向上を図る。 
時  期：平成２３年１月１１日（火）～１月２１日（金） 
実施方法：推進週間内に、必ず１回以上全教員が授業参観を行うこと。 
     なお、非常勤講師による授業は原則として対象から除くものとする。ただし、事前に了解

が得られた場合はこの限りでない。 
参観メモ：授業参観後「オープン授業参観メモ」に記入しその写しを １月２８日（金）までに所属

学科の教務委員に提出すること。 
（注）書式はガルーンのファイル管理→入試・教務→オープン授業に登録済み。 

実施報告：各科の教務委員は、提出された上記参観メモに基づき「オープン授業推進週間実施報告
書」を作成し、教務委員会に提出すること。 

 
◇留意事項 
 １．授業を参観する際は、原則として当該授業担当教員の了解を要しないものとする。 
   また授業途中の入退室は自由とする。ただし、事前に参観者の申し出を必要とする場合、およ

び授業途中での入退室を望まない場合は、 １月７日（金）までにその旨を入試・教務係まで連
絡すること。（連絡を受けた入試・教務係は速やかにその内容を社内メールにて全教員に周知す
るものとする） 

 
 ２．授業参観後、授業担当者と意見交換を持つことが望ましい。 
 
☆参観のポイント 
 ①学習の動機付け、②授業の組み立て、③授業の運び方、④授業の方法、⑤学生の掌握の仕方、⑥その他 

（出典 入試・教務係資料） 

資料３－１－④－１３ 

優秀教員による公開授業 

平成 22年度 優秀教員による公開の授業について 
 
 （１）後期オープン授業推進週間 １月１１日（火）～１月２１日（金） 
 （２）保護者授業参観 １月１７日（月）～１月２１日（金） 
 （３）学生による授業評価優秀教員授業日程 
   ＊学生による授業評価結果一覧（被表彰者）【別紙２のとおり】 

教員氏名 クラス 授業科目 日時 
記入例 Ｚ５ 構造力学概論Ａ １月１２日（水）１－２時限目 

濱田栄作 
Ｌ１ 物理Ⅰ １月２１日（金）１時限目 
Ｌ２ 物理Ⅰ １月２１日（金）２時限目 

菊地康昭 
Ｃ２ 有機化学Ⅰ １月１７日（月） 
Ｃ３ 有機化学Ⅱ １月２１日（金） 

馬場秋雄 
C2 線形代数Ⅱ １月１１日（火）１時限目 
E2 微分積分学ⅠB １月１１日（火）５時限目 

佐藤久美子 
C3 有機化学Ⅲ 

１月１１日（火）５－６時限目 
１月１８日（火）５－６時限目 

C4 有機工業化学 １月１７日（月）３－４時限目 

鳴海 寛 
   
   

武尾文雄 
ASE1 専攻実験 １月１２日（水）５－７時限目 
M4 工学実験Ⅰ １月１３日（木）５－８時限目 

 ＊該当教員への聞き取り結果 

（出典 入試・教務係資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

高等専門学校設置基準の規定にしたがい，均衡ある年齢構成の配慮や女性教員の積極的採用を行な

い, 教育経歴や実務経験，学位取得の積極的支援，公募制の導入，外国人教員の積極的採用といった

多様な経験等を配慮して教員を採用している。また，優秀教員評価制度の導入，活発なＦＤ活動，教

育改善教員間連絡ネットワーク，学科横断的な８つの系による新組織の構築を行ない，教員組織の活

動をより活発化するための適切な措置が講じられていると判断される。 

 

観点３－２－①： 全教員の教育活動に対して，学校による定期的な評価が行われているか。また，

その結果把握された事項に対して教員組織の見直し等，適切な取組がなされてい

るか。 

（観点に係る状況）  

本校の全教員の教育活動に対する定期的な評価を行う体制は，「八戸工業高等専門学校点検・評価

規則」に規定されており（資料９－１－③－１），自己点検・評価及び学外者による評価（外部評価，

第三者評価）を実施している（資料３－２－①－１）。外部評価として，平成17年度から評議員会を

開催し，平成22年度末までに計10回開催している（資料３－２－①－２）。また第三者評価として，

平成16年度に日本技術者教育認定機構（ＪＡＢＥＥ）による本審査を受審し，３年の認定を受け，そ

して平成18年に中間審査を受審して認定され，さらに平成21年度に継続審査を受審して６年の認定を

受けている（資料３－２－①－３～５）。そして，平成17年度に高等専門学校機関別認証評価を受審

し，全基準において指摘事項がなく，基準を満たしている（資料３－２－①－６）。 

上記のように，学校による定期的な評価として自己点検・評価及び学外者による評価（外部評価と

して評議員会，第三者評価として日本技術者教育認定機構（ＪＡＢＥＥ）審査及び高等専門学校機関

別認証評価）を実施し，その結果に基づき検証を行い，改善すべき事項に対して校長が運営委員会及

び関連する各種委員会に改善の実施を要請したり，実施目標・計画の見直しを行うとともに次期目標

・計画の策定に反映させて，教員組織の見直し等の適切な取組を行っている。 

 また，平成12年度から全科目について「学生による授業アンケート」を実施しており，担当教員は

評価結果を分析して改善点をまとめ，「学生による授業アンケート実施報告書」を刊行し，次年度の

授業に活かしている（資料３－２－①－７）。そして，「学生による授業アンケート」結果に基づき，

授業評価優秀教員賞として表彰している（資料３－１－④－８）。なお，評価の悪かった教員に対し

ては，運営委員会で検討し，指導している（現地閲覧資料）。「学生による授業アンケート」以外の

授業評価として，オープン授業推進週間を年２回設定し，校長・教員相互・教育点検評価委員・保護

者による授業参観や「学生による授業アンケート」優秀教員による公開授業を実施している。 

そして，これらの定期的な評価を踏まえて，平成14年度から「国立高等専門学校教員顕彰実施要

項」に基づき，毎年秋，定期的に，教員による自己点検評価，教員による相互評価，学生による授業

評価を行い，総合評価の優れている教員を教育業績賞として表彰し，また，顕彰対象者として国立高

等専門学校機構に推薦している（資料３－１－④－５，６）。 

 

 

 

 

 



八戸工業高等専門学校 基準３ 

- 84 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３－２－①－１ 

自己点検・評価及び学外者による評価 

実施評価 評価実施年度 報告書

自己点検・評価 H6，H9，H12，H15 八戸高専の現状と課題－八戸高専自己点検・評価報告書－

JABEE H16，H18，H21 JABEE自己点検書

機関別認証評価 H17 機関別認証評価自己評価書

外部評価 H12，H15 外部評価報告書

教育懇談会 H16（2回），H17 教育懇談会報告書

評議員会
H17，H18
H19～(教育懇談会と統
合して毎年2回)

評議員会報告書

実施評価一覧

 

（出典 地域連携係資料） 
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資料３－２－①－２ 

評議員会懇談テーマ一覧 

 

評議員会懇談テーマ 

（）は担当者 

 
 

○第１回（平成１７年度） 
・「高度産業社会における高等教育機関としての八戸高専の存在意義について」 
（大久保惠） 
・「八戸高専の知名度アップの諸方策について」（佐藤義夫） 

 
   ○第２回（平成１８年度） 

  ・「八戸高専の国際化への対応状況と課題」（佐藤勝俊） 
 ・「八戸高専と地域産業界との連携―ものづくり教育と環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ教育の効果的実施及び

地域との連携方策―」（大久保惠） 
 

 ○第３回（平成１９年度 第１回） 
    ・「高専運営と危機管理について」（佐藤勝俊） 

・「八戸高専の果たすべき役割と育成すべき人材について」（大久保惠） 
 

○第４回（平成１９年度 第２回） 
  ・「学生支援ＧＰ「地域資源と学寮を活用した人間力の育成」について」（菅原 隆） 

・「地域と共生する学校運営」第２期中期計画に向けて（大久保惠） 
 

○第５回（平成２０年度 第１回） 
    ・「地域との連携により高専がめざすべき人材育成とは」（久慈憲夫） 
    ・「学習意欲向上のための課外活動支援について」（浦西和夫） 
 

 ○第６回（平成２０年度 第２回） 
・「現在の教育研究資源を活かしたカリキュラムの抜本的改善と系の編成」（工藤隆男） 
・「「地元に人材を集める、留める」という観点からみた地域共同活動・学生支援活動」

（浦西和夫） 
 
   ○第７回（平成２１年度第１回） 
    ・「専攻科充実の方策について」（佐藤勝俊） 
    ・「インターンシップについて」（大久保恵） 
 

○第８回（平成２１年度第２回） 
    ・「国際交流及び教育・研究の充実を目指す学寮」（菅原 隆） 
    ・「職場におけるコミュニケーションの向上策－メール社会における教職員間の情報や交流

の活性化で「あずましい」職場を実現するための方策－」（平川武彦） 
 
   ○第９回（平成２２年度第 1 回） 
    ・「専攻科のエンジニアリングデザイン教育の方針について」（大久保惠） 

・「高専におけるキャリア教育について」（佐藤勝俊） 
 
   ○第１０回（平成２２年度第２回） 

  ・学生支援―厚生補導委員会の役割と課題―」（鳴海哲雄） 
     ・八戸高専のプレゼンス―国際的視野を持つエネルギー・環境人材の育成拠点を目指す―」 
      （赤垣友治） 
  

（出典 地域連携係資料）      
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資料３－２－①－３ 

平成１６年度ＪＡＢＥＥ本審査認定証 

  

（出典 地域連携係資料） 
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資料３－２－①－４ 

平成１８年度ＪＡＢＥＥ中間審査結果 

 

  

（出典 地域連携係資料） 
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資料３－２－①－５ 

平成２１年度ＪＡＢＥＥ継続審査結果 

 

 

（出典 地域連携係資料） 
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資料３－２－①－６ 

平成１７年度高等専門学校機関別認証評価認定証 

   

（出典 地域連携係資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 

資料３－２－①－７ 

平成２１年度学生による授業評価報告書表紙 

 
（出典 入試・教務係資料） 

 

 

 

 

 

 



八戸工業高等専門学校 基準３ 

- 91 - 

 

（分析結果とその根拠理由） 

全教員の教育活動に対して，学校による定期的な評価として，「八戸工業高等専門学校点検・評価

規則」の規定にしたがって自己点検・評価及び学外者による評価（外部評価として評議員会，第三者

評価として日本技術者教育認定機構（ＪＡＢＥＥ）審査及び高等専門学校機関別認証評価）を実施し

ている。その結果に基づき検証し，改善すべき事項に対して校長が運営委員会及び関連する各種委員

会に改善の実施を要請したり，実施目標・計画の見直しを行うとともに次期目標・計画の策定に反映

させて，教員組織の見直し等の適切な取組を行っている。 

また，「学生による授業アンケート」や「国立高等専門学校教員顕彰」を定期的に実施して教育活

動評価を行い，評価の高い教員に対して授業評価優秀教員賞や教育業績賞を授与している。 

以上のことから，教育活動に関する定期的な評価が行われ，その結果把握された事項に対して適切

な取組がなされていると判断される。 

 

観点３－２－②： 教員の採用や昇格等に関する基準や規定が明確に定められ，適切に運用がなさ

れているか。 

（観点に係る状況）  

教員の人事における採用基準は，「高等専門学校設置基準」（資料３－２－②－１）及び「八戸工

業高等専門学校教員選考規則」に基づき（資料３－２－②－２），「八戸工業高等専門学校教員公募

要領」にしたがって行っている（資料３－１－④－１）。また，教員の昇格についても，同様に行っ

ている。非常勤講師の採用については，「八戸工業高等専門学校における非常勤講師の選考につい

て」に基づき，教員選考が適切に運用されている（資料３－１－①－３）。 

最初に，公募条件を運営委員で構成される教員選考委員会で審議決定し，公募する。応募者の中か

ら書類審査により候補者を選考し，その後，運営委員参加のもと模擬授業と面接を行って評価し，教

員選考委員会で適正を判断することにより採用者を決定している。なお，応募書類は，履歴書のほか，

研究及び教育実践の業績一覧，为要著書・論文等の概要及び別刷，小論文，推薦状等を求めており，

適切に採用及び昇格が運用されている。 
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資料３－２－②－１ 

関連法令 

 

高等専門学校設置基準 第三章 教員の資格 

 
（第十一条）  教授となることのできる者は、次の各号のいずれかに該当し、かつ、高等専門学校に

おける教育を担当するにふさわしい教育上の能力を有すると認められる者とする。  
一  博士の学位（外国において授与されたこれに相当する学位を含む。）を有する者  
二  学位規則 （昭和二十八年文部省令第九号）第五条の二 に規定する専門職学位（外国におい

て授与されたこれに相当する学位を含む。）を有し、当該専門職学位の専攻分野に関する業
務についての実績を有する者  

三  大学（短期大学を含む。以下同じ。）又は高等専門学校において教授、准教授又は専任の講
師の経歴（外国におけるこれらに相当する教員としての経歴を含む。）のある者  

四  学校、研究所、試験所、調査所等に在職し、教育若しくは研究に関する実績を有する者又は
工場その他の事業所に在職し、技術に関する業務についての実績を有する者  

五  特定の分野について、特に優れた知識及び経験を有すると認められる者  
六  前各号に掲げる者と同等以上の能力を有すると文部科学大臣が認めた者  

（第十二条）  准教授となることのできる者は、次の各号のいずれかに該当し、かつ、高等専門学校
における教育を担当するにふさわしい教育上の能力を有すると認められる者とする。  

一  前条各号のいずれかに該当する者  
二  大学又は高等専門学校において助教又はこれに準ずる職員としての経歴（外国におけるこれ
らに相当する職員としての経歴を含む。）のある者  

三  修士の学位又は学位規則第五条の二 に規定する専門職学位（外国において授与されたこれ
らに相当する学位を含む。）を有する者  

四  特定の分野について、優れた知識及び経験を有すると認められる者  
五  前各号に掲げる者と同等以上の能力を有すると文部科学大臣が認めた者   

（第十三条）  講師となることのできる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。  
一  第十一条又は前条に規定する教授又は准教授となることのできる者  
二  高等学校（中等教育学校の後期課程を含む。）において教諭の経歴のある者で、かつ、高等
専門学校における教育を担当するにふさわしい教育上の能力を有すると認められる者  

三  前各号に掲げる者と同等以上の能力を有すると文部科学大臣が認めた者   
（第十三条の二）  助教となることのできる者は、次の各号のいずれかに該当し、かつ、高等専門学

校における教育を担当するにふさわしい教育上の能力を有すると認められる者とする。  
一  第十一条各号又は第十二条各号のいずれかに該当する者  
二  修士の学位（医学を履修する課程、歯学を履修する課程、薬学を履修する課程のうち臨床に
係る実践的な能力を培うことを为たる目的とするもの又は獣医学を履修する課程を修了した者
については、学士の学位）又は学位規則第五条の二 に規定する専門職学位（外国において授与
されたこれらに相当する学位を含む。）を有する者  

三  特定の分野について、知識及び経験を有すると認められる者  
（第十四条）  助手となることのできる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。  

一  学士若しくは短期大学士の学位（外国において授与されたこれらに相当する学位を含む。）
又は準学士の称号（外国におけるこれに相当する称号を含む。）を有する者  

二  前号に掲げる者と同等以上の能力を有すると文部科学大臣が認めた者 
 

（出典 総務省法令データ資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

教員の採用や昇格等については，「八戸工業高等専門学校の採用候補者選考に関する申し合わせ」

に基準や規定が明確に定められている。そして，選考に際しては，「高等専門学校設置基準」及び同

申し合わせに基づき，運営委員による模擬授業評価と面接を行うことによって，教員選考が適切に運

用されている。非常勤講師の採用については，「八戸工業高等専門学校における非常勤講師の選考に

資料３－２－②－２ 

八戸工業高等専門学校教員選考規則 

八戸工業高等専門学校教員選考規則 
 

制  定 平成１８年９月２５日  
最終改正 平成２０年４月 １日 

 
（趣旨） 
第１条 この規則は、独立行政法人国立高等専門学校機構就業規則（平成１６年機構規則第６号）及
びその他の法令の規定に基づき、八戸工業高等専門学校（以下「本校」という。）の教授、准教
授、講師、助教、助手（以下「教員」という。）の選考について定めるものとする。 

（教員の資格） 
第２条 本校の教員となる資格を有するものは、高等専門学校設置基準（昭和３６年文部省令第２３
号）の規定に該当するものとする。 

（教員選考委員会） 
第３条 校長は、本校における教員の定員・現員及び定年退職予定、定員削減計画等により策定した
教員採用計画に基づき教員を選考する事由が生じた場合には、教員選考委員会（以下「委員会」と
いう。）を設置するものとする。 

２ 委員会は、校長、教務为事、学生为事、寮務为事、専攻科長、地域テクノセンター長、各学科長
をもって組織する。 

３ 委員会に委員長を置き、校長をもって充てる。 
４ 校長が必要と認めたときは、委員会に委員以外の者を加えることができる。 
（選考の手続き） 
第４条 委員会は、教員を選考する事由が生じた場合、募集する教員の要件等を検討し、原則として
公募により募集するものとする。 

２ 委員会は、公募により寄せられた書類を審査し、原則として複数名の第２次選考候補者を決定す
るものとする。 

３ 委員会は、第２次選考を行い、その結果を校長に報告するものとする。 
４ 教員の選考は、委員会の議に基づき、校長が決定する。 
（庶務） 
第 5 条 委員会の庶務は、総務課において処理する。 
（その他） 
第 6 条 本規則に定めるもののほか、教員の選考に関し必要な事項は、別に定める。 
 
 附 則 
１ この規則は、平成１８年９月２５日から施行する。 
２ 八戸工業高等専門学校教員の採用候補者選考に関する申し合わせ（平成１３年６月１９日）は、
廃止する。 

 
 附 則 
この規則は、平成１９年４月１日から施行する。 
 
附 則 

この規則は、平成２０年４月１日から施行する。 

（出典 職員係資料） 
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ついて」に基づき，教員選考が適切に運用されていると判断される。 

 

観点３－３－①： 学校における教育活動を展開するに必要な事務職員，技術職員等の教育支援者

等が適切に配置されているか。 

（観点に係る状況）  

本校の事務職員及び技術職員の教育支援者は，事務職員及び技術職員配置一覧のとおり配置されて

おり，教育活動を展開するに必要な事務職員，技術職員等の教育支援者等が適切に配置されている

（資料３－３－①－１）。その業務は，学校教育法の規定にしたがい，事務職員は，学生課を中心と

して，カリキュラムの編成，試験等の支援，校外実習等の支援等の事務的な支援を行っており，また，

技術職員については，教育活動を支援する組織として教育研究支援センターを設置し，高等専門学校

設置基準の規定にしたがい，実験や実習の技術的な支援を行っている（資料３－３－①－２）。 

本校の技術職員の教育研究に対する姿勢は非常に積極的であり，中には博士の学位を取得した職員

もいる。また，平成14年度からは技術研究会を発足し，教育研究支援センター発表会を開催するなど，

技術職員の資質の向上に努めている（資料３－３－①－３）。 

また，助手については，建設環境工学科に所属する教員が１名おり，実験や実習の指導に当たって

いる（資料３－１－②－５）。 
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資料３－３－①－１ 

事務職員・技術職員の配置 

事務職員・技術職員組織図 

   

教育研究・実験支援

グループ長

技術専門職員2名

技術職員5名

教育研究支援センター長 技術長

教育実習支援

グループ長

技術専門職員2名

技術職員4名

事務職員組織図

教育研究支援センター組織図

総務係

地域連携係

職員係

学術情報係

財務係

調達・施設係

専門職員（施設）

入試・教務係

学生係

寮務係

課長補佐
（総務担当）

課長補佐

（財務担当）

課長補佐

（職員担当）

総務課長

課長補佐学生課長

事務部長

 

（出典 地域連携係資料） 
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資料３－３－①－２ 

関連法令 

学校教育法 
（第 37 条）14 事務職員は、事務に従事する。 
（第 60 条）６ 技術職員は、技術に従事する。 

高等専門学校設置基準 
（第七条）  高等専門学校は、演習、実験、実習又は実技を伴う授業科目については、なるべく助手

に補助させるものとする。  
（第十条）  高等専門学校には、その運営のために必要な相当数の事務職員その他の職員を置かなけ

ればならない。  
（第二十五条）  

２  図書館には、その機能を十分に発揮させるために必要な専門的職員その他の専任の職員を置く
とともに、適当な規模の閲覧室、レフアレンス・ルーム、整理室、書庫等を備えるものとする。  

 

（出典 総務省法令データ資料） 

資料３－３－①－３ 

教育研究支援センター 

 
第 3回 八戸工業高等専門学校 教育研究支援センター発表会の開催について 

 
 第 3 回教育研究支援センター発表会を開催致しますので、下記のようにご案内申し上げます。本発
表会は、本校技術職員の活動成果を紹介する機会として、年一回開催しております。今年度は、「分
子認識」の研究者である菊地准教授（物質工学科）による基調講演、他高専の技術職員による発表な
どを加え、多彩な発表を予定しています。是非ご参加下さいますよう、お願い申し上げます。 
 
１：期 日  平成 22 年 12 月 6 日（月） 13:00～16:00 
２：会 場  八戸工業高等専門学校 中会議室 
３：日 程 

13:00 受付 
13:30 挨拶  校長   井口 泰孝 
13:40 挨拶と講師紹介  教育研究支援センター長   佐藤 勝俊 
13:50 基調講演 

演題：「分子認識能を有する機能性化合物とその応用」 
講師：八戸工業高等専門学校 准教授（物質工学科） 菊地 康昭 

《 休憩 》 
14:40  技術発表及び研修会報告（前半の部） 

① 「中小企業人材育成事業への取り組み」 
実習工場担当 技術専門職員 赤坂 徹 

② 「工作実習への射出成型機導入」 
一関工業高等専門学校 技術室 技術職員 高橋 龍也 

③ 「組み込みマイコンを用いた実験の評価」 
電気情報工学科担当 技術専門職員 遠田 達也 

④ 「CAD・ワークステーション環境改善事例の紹介」 
機械工学科担当 技術職員 小笠原 英俊 

⑤ 「CMS・BLOG の情報公開・資料整理への利用 - 今後の展開 -」 
ネットワーク管理室担当 技術専門職員 伊藤 光博 

15:55 謝辞  技術長  川守田 和雄 
 
17:45 懇親会の部   会場：きざん八戸（17:20 に、本部玄関前からバスが出発します。） 
                     会費：5,000 円 

（出典 地域連携係資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

教育活動を展開するために必要な事務職員，技術職員の教育支援者が適切に配置されている。特に，

技術職員については，教育研究支援センター発表会を積極的に開催するなど，資質の向上に努め，博

士の学位を取得した者がいる。また，建設環境工学科に助手が１名おり，実験や実習の指導にあたっ

ている。 

以上，事務職員，技術職員の教育支援者が適切に配置されていると判断される。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

 教育の目的を達成するために，高等専門学校設置基準を超える20名の一般科目専任教員と42名の専

門科目専任教員を，各教員の専門分野に基づき教育課程の授業科目構成と比較してバランス良く配置

している。また，専攻科においては，博士学位取得者や企業経験のある教員を中心に，教育の目的を

達成するために必要な授業科目担当教員を適切に配置している。そして，学校の目的に応じて，多様

な経験等を配慮して教員採用や教員組織の活動をより活発化するための適切な措置が講じられている。 

全教員の教育活動に対して，自己点検・評価及び学外者による評価，「学生による授業アンケー

ト」や「国立高等専門学校教員顕彰」を定期的に実施して評価を行い，その結果把握された事項に対

して教員組織の見直し等，適切な取組がなされている。教員の採用や昇格等の基準や規定が明確に定

められ，教員選考が適切に運用されていると判断される。 

 

（改善を要する点）  

 特になし 

 

（３）基準３の自己評価の概要 

 

本校の一般科目では，教育の目的を達成するために必要な高等専門学校設置基準を超える20人の専

任教員が，各教員の専門分野に基づき教育課程の授業科目構成と比較してバランス良く配置されてい

る。本校の専門科目では，教育の目的を達成するために必要な高等専門学校設置基準を超える42人の

専任教員（そのうち教授及び准教授は36人）が，各教員の専門分野に基づき教育課程の授業科目構成

と比較してバランス良く配置されている。本校の専攻科では，本科で教授した専門知識を一層深く教

授するにふさわしい教員として博士学位取得者や企業経験のある教員が中心に配置され，教育の目的

を達成するために必要な専攻科の授業科目担当教員が適切に配置されている。 

年齢構成，女性教員， 教育経歴，実務経験，学位取得，公募制，外国人教員など多様な経験等を

配慮した教員の採用が行われ，優秀教員評価制度，活発なＦＤ活動，学科横断的な８つの系の構築な

どが行なわれ，学校の目的に応じて，教員組織の活動をより活発化するための適切な措置が講じられ

ていると判断される。 

定期的に自己点検・評価及び学外者による評価（外部評価として評議員会，第三者評価として日本

技術者教育認定機構（ＪＡＢＥＥ）審査及び高等専門学校機関別認証評価）が行われ，改善すべき事

項に対して教員組織の見直し等の対応や，「学生による授業アンケート」や「国立高等専門学校教員
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顕彰」に沿った教育活動評価が定期的に行われ，評価の高い教員に対して授業評価優秀教員賞や教育

業績賞を授与するなど，教育活動に関する定期的な評価が行われ，その結果把握された事項に対して

適切な取組がなされている。教員の採用や昇格等の基準や規定が明確に定められ，書類選考，運営委

員による模擬授業評価と面接を行うことによって，教員選考が適切に運用されていると判断される。 

教育活動を展開するために必要な事務職員，技術職員（教育研究支援センター所属）の教育支援者

が適切に配置されていると判断される。 



八戸工業高等専門学校 基準4 

- 99 - 

 

基準４ 学生の受入 

（１）観点ごとの分析 

観点４－１－①： 教育の目的に沿って，求める学生像及び入学者選抜の基本方針等の入学者受入

方針（アドミッション・ポリシー）が明確に定められ，学校の教職員に周知され

ているか。また，将来の学生を含め社会に理解されやすい形で公表されているか。 

（観点に係る状況）  

養成しようとする人材像に沿って，準学士課程（第１学年入学生及び第４学年編入学生）及び専攻

科課程のアドミッション・ポリシーを明確に定めている（資料４－１－①－１，２，３）。教職員に

は，各アドミッション・ポリシーを掲載した学生募集要項・学生便覧等の配付，ホームページへの掲

載，中学校訪問をする教職員に対する説明会等により周知している（資料４－１－①－４，５）。 

教職員への周知状況については，アンケート調査を実施している。調査結果では，80％の教職員が

「よく知っている」，「ある程度知っている」と回答しており，概ね周知されていると判断される

（資料４－１－①－６）。 

 また，アドミッション・ポリシー及び入学者選抜方針は，要点を箇条書きにし，かつ，平易な表現

にし，中学生にも理解しやすくしている。将来の学生を含めた社会には，入学者選抜委員会と入試・

教務係の連携により，青森県と岩手県の中学校への学生募集要項の配付（資料４－１－①－７），教

員による中学校・工業高校への直接訪問での説明（資料４－１－①－８），県南地区中学校との情報

交換会及び八戸・青森・弘前・むつ地区での入学者選抜懇談会での説明（資料４－１－①－９），学

習塾との情報交換会での説明（資料４－１－①－１０），ホームページへの掲載など理解されやすい

形で広く公表している。 
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準学士課程（第 1 学年入学）アドミッション・ポリシー      資料４－１－①－１ 

 

（出典 平成 23年度 学生便覧 p.6） 

準学士課程（第 4 学年編入学）アドミッション・ポリシー      資料４－１－①－２ 

 

（出典 平成 23年度 学生便覧 p.7） 

専攻科課程 アドミッション・ポリシー              資料４－１－①－３ 

 

（出典 平成 23年度 学生便覧 p.7） 
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八戸工業高等専門学校 入試情報 ホームページ         資料４－１－①－４ 

 

（出典 八戸高専ホームページ 抜粋） 
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中学校訪問説明会 配付資料                    資料４－１－①－５ 

 
（出典 平成 22年度 中学校訪問説明会 配付資料 抜粋） 
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平成２３年度 アドミッション・ポリシー周知アンケート結果     資料４－１－①－６ 

 

（出典 平成２３年度 認証評価対応委員会 資料 抜粋） 
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平成２２年度 募集要項送付先一覧 抜粋               資料４－１－①－７ 

 

個人情報保護のため削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 入試・教務係 資料 抜粋） 
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平成２２年度 中学校訪問実施状況                 資料４－１－①－８ 

 

（出典 平成２２年度 入学者選抜委員会（第１０回）資料 抜粋） 
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中学生等に対する広報活動                    資料４－１－①－９ 

 
（出典 平成２２年度 入学者選抜委員会（第１０回）資料 抜粋） 

平成２２年度 学習塾との情報交換会日程    資料４－１－①－１０  

 

（出典 平成２２年度 学習塾との情報交換会 配付資料 抜粋） 
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（分析結果とその根拠理由）  

養成しようとする人材像に沿って，準学士課程及び専攻科課程のアドミッション・ポリシーを明確

に定め，教職員には，各アドミッション・ポリシーを掲載した学生募集要項の配付などにより周知し

ている。また，教職員へのアンケート調査より，アドミッション・ポリシーは概ね周知されているこ

とを確認している。 

アドミッション・ポリシー及び入学者選抜方針は，要点を箇条書きにし，かつ，平易な表現にし，

中学生にも理解しやすくしている。また，中学校への学生募集要項の配付などを通じて，将来の学生

を含めた社会に理解されやすい形で広く公表している。 

以上のことから，教育の目的に沿ってアドミッション・ポリシーを明確に定め，本校の教職員に周

知している。また，将来の学生を含めた社会に理解されやすい形で広く公表している。 

 

 

 

観点４－２－①： 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿って適切な学生の受入方法

が採用されており，実際の入学者選抜が適切に実施されているか。 

（観点に係る状況）  

入学者選抜では，準学士課程１年次への入学者選抜，準学士課程４年次への編入学者選抜及び専攻

科課程への入学者選抜を学力選抜と推薦選抜で行っている。全ての入学者選抜は，入学者選抜委員会

と入試・教務係が中心となって実施している。いずれの選抜方法においてもアドミッション・ポリシ

ーと入学者選抜方法を関連付けて，以下に示すように入学者選抜を実施している。 

 

準学士課程１年次の入学者選抜 

準学士課程１年次では，表４－２－①－１に基づいて推薦選抜と学力選抜を行っている。入学者選

抜では，各項目の結果を入学者選抜（推薦・学力）検査成績一覧表に取りまとめているが，実際の資

料は，訪問時の確認資料とする。 

 

表４－２－①－１ 各選抜に用いる項目及び算出方法 

推薦選抜 学力選抜

内申点 調査書の必修教科の学習の記録（9科目） ○ ○

推薦点 調査書の特別活動等の記録 ○ ○

面接点
推薦面接検査における留意事項及び質問事
項例と，アドミッション・ポリシーに基づいた面
接

○

学力点 国立高等専門学校の共通試験（5科目） ○

項目 算出方法
入学者選抜方法
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＜推薦選抜＞ 

推薦選抜は，推薦書，調査書及び面接により，アドミッション・ポリシーに沿った学生を選抜して

いる（資料４－２－①－１，２）。アドミッション・ポリシーに基づいた入学者選抜基準は，表４－

２－①－２に示している。面接点，推薦点及び内申点を合算した総合点の結果から，入学者選抜委員

会に諮り，校長が合否を決定している。 

 

＜学力選抜＞ 

学力選抜は，国立高等専門学校の共通試験と調査書から，アドミッション・ポリシーに沿った学生

を選抜している（資料４－２－①－３）。アドミッション・ポリシーに基づいた入学者選抜基準は，

表４－２－①－２に示している。学力選抜では，学科毎に学力点上位30％を合格候補者とし，その他

は，学力点・内申点・推薦点を合算した総合点の結果から，入学者選抜委員会に諮り，校長が合否を

決定している。 

 

 

表４－２－①－２ アドミッション・ポリシーと入学者選抜方法の対応表（準学士課程１年次） 

推薦選抜 学力選抜

○数学・理科や英語が好きで，
学習意欲のある人

内申点の算出において数学，
理科及び英語に傾斜配点

内申点の算出において数学，
理科及び英語に傾斜配点

○他人への思いやりができ，
責任ある行動が取れる人

推薦書，調査書の特別活動等
の記録及び面接により確認

調査書の特別活動等の記録
及び面接により確認

○「ものづくり」に興味を持って
いる人

推薦書，調査書の特別活動等
の記録及び面接により確認

調査書の特別活動等の記録
及び面接により確認

○技術を通して社会に貢献す
る夢がある人

推薦書，調査書の特別活動等
の記録及び面接により確認

調査書の特別活動等の記録
及び面接により確認

○他の人々と積極的に対話し
ようとする人

推薦書，調査書の特別活動等
の記録及び面接により確認

調査書の特別活動等の記録
及び面接により確認

アドミッション・ポリシー
入学者選抜方法
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平成２３年度 入学者募集要項 抜粋               資料４－２－①－１ 

 

（出典 平成２３年度 入学者募集要項 p.2） 
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平成２３年度 入学者募集要項 抜粋               資料４－２－①－２ 

 

（出典 平成２３年度 入学者募集要項 p.3） 
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平成２３年度 入学者募集要項 抜粋               資料４－２－①－３ 

 

（出典 平成２３年度 入学者募集要項 p.5） 
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準学士課程４年次の入学者選抜 

 準学士課程４年次の入学者選抜は，高等学校を卒業した者（卒業見込みを含む）を対象とした編入

学者選抜（学力選抜）と技術分野の業務に２年以上従事している者を対象とした社会人編入学者選抜

（推薦選抜）を行っている。編入学者選抜は，推薦書・調査書に基づいた面接と，学力試験により行

っている（資料４－２－①－４）。社会人編入学者選抜は，推薦書・調査書に基づいた面接と，小論

文試験により行っている（資料４－２－①－５）。 

アドミッション・ポリシーに基づいた入学者選抜基準は，表４－２－①－３に示している。これら

の結果から，入学者選抜委員会に諮り，校長が合否を決定している。 

実際の編入学者選抜では，結果を編入学者選抜検査成績一覧表に取りまとめているが，実際の資料

は，訪問時の確認資料とする。 

 

表４－２－①－３ アドミッション・ポリシーと入学者選抜方法の対応表（準学士課程４年次） 

編入学者選抜 社会人編入学者選抜

○高等学校において，工業の
基礎を修得した人

英語・数学・専門の学力試験
により確認

小論文と面接により確認

○他人への思いやりができ，
誠実で責任ある行動が取れる
人

調査書・作文・面接により確認 小論文と面接により確認

○本校の教育目標を理解し，
その目標に向かって努力する
人

調査書・作文・面接により確認 小論文と面接により確認

○技術を通して社会に貢献す
る熱意がある人

調査書・作文・面接により確認 小論文と面接により確認

○自ら対話しようと心がける人 調査書・作文・面接により確認 小論文と面接により確認

アドミッション・ポリシー
入学者選抜方法
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平成２３年度 編入学者募集要項 抜粋              資料４－２－①－４ 

 

 

（出典 平成２３年度 編入学者募集要項 p.4） 
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平成２３年度 社会人編入学者募集要項 抜粋         資料４－２－①－５ 

 

（出典 平成２３年度 社会人編入学者募集要項 p.3） 
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専攻科課程の入学者選抜 

専攻科入学者選抜では，推薦選抜，学力選抜及び社会人特別選抜を行っている。推薦選抜は，面接，

出身学校長から提出された推薦書及び調査書の総合判定に基づいて合否を決定している（資料４－２

－①－６）。学力選抜は，学力検査，調査書，TOEIC公開テストまたはIPテストのスコア及び面接の

総合判定に基づいて合否を決定している（資料４－２－①－７）。社会人特別選抜は面接，調査書及

び自己申告書の内容等の総合判定に基づいて合否を決定している（資料４－２－①－８）。 

アドミッション・ポリシーに基づいた入学者選抜基準は，表４－２－①－４に示している。これら

の結果から，入学者選抜委員会に諮り，校長が合否を決定している。 

実際の編入学者選抜では，結果を専攻科入学者選抜検査成績一覧表に取りまとめているが，実際の

資料は，訪問時の確認資料とする。 

 

表４－２－①－４ アドミッション・ポリシーと入学者選抜方法の対応表（専攻科課程） 

推薦選抜 学力選抜
社会人特別選抜
（推薦選抜）

○技術の社会に及ぼす
影響を理解し、その問
題に関心を持つ人

推薦書・調査書及び面
接により確認

学力検査，調査書及び
面接により確認

調査書・自己申告書及
び面接により確認

○専門分野のみなら
ず、他分野の基礎的知
識をも習得して多角的
視野を持とうとする人

推薦書・調査書及び面
接により確認

学力検査，調査書及び
面接により確認

調査書・自己申告書及
び面接により確認

○ものづくりに関心を持
ち、創造力と開発能力
を身につけようとする人

推薦書・調査書及び面
接により確認

学力検査，調査書及び
面接により確認

調査書・自己申告書及
び面接により確認

○地域の諸課題に関心
を持ち、それに取り組む
意欲のある人

推薦書・調査書及び面
接により確認

学力検査，調査書及び
面接により確認

調査書・自己申告書及
び面接により確認

○国際社会に対応でき
る基礎的な言語能力を
身につける意欲のある
人

推薦書・調査書及び面
接により確認

学力検査，調査書及び
面接により確認

調査書・自己申告書及
び面接により確認

アドミッション・ポリシー

入学者選抜方法
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専攻科学生募集要項 抜粋                    資料４－２－①－６ 

 

（出典 平成２４年度 専攻科学生募集要項 p.5） 
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専攻科学生募集要項 抜粋                     資料４－２－①－７ 

 

（出典 平成２４年度 専攻科学生募集要項 p.7） 
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専攻科学生募集要項 抜粋                     資料４－２－①－８ 

 

（出典 平成２４年度 専攻科学生募集要項 p.9） 
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（分析結果とその根拠理由）  

入学者選抜は，入学者選抜委員会・各学科及び入試・教務係が中心となって，準学士課程，専攻科

ともに，アドミッション・ポリシーに沿った学生を受け入れるために，次の通りに入学者選抜を行っ

ている。準学士課程 1 年次では，内申点の算出において英語・数学・理科に傾斜配点を行い，面接時

にアドミッション・ポリシーに適合した学生であることを確認している。準学士課程４年次では，数

学・英語の学力試験と作文（小論文）及び面接時にアドミッション・ポリシーに適合した学生である

ことを確認している。専攻科課程では，専門科目の学力検査（面接時の口頭試問を含む）と面接時に

アドミッション・ポリシーに適合した学生であることを確認している。 

以上のことから，アドミッション・ポリシーに沿って適切な学生の受入方法を採用しており，実際

の入学者選抜も適切に実施していると判断される。 

 

 

 

観点４－２－②： 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿った学生の受入が実際に行

われているかどうかを検証するための取組が行われており，その結果を入学者選

抜の改善に役立てているか。 

（観点に係る状況） 

入学者選抜委員会では，準学士課程及び専攻科課程について，入学者選抜方法の検証・改善を継続

的に進め，学生の受入がアドミッション・ポリシーに沿って行われているかどうかを検証している。 

 

準学士課程の入学者選抜 

入学者選抜委員会では，アドミッション・ポリシーに沿った学生の受け入れが行われているか検証

するため，平成19年度から懸案事項として入学者選抜方法の見直しを継続して取り組んでいる。推薦

選抜の志願者は，面接などの確認でアドミッション・ポリシーの浸透が確認できていることから，平

成19年度に推薦選抜の定員枠拡大の検討を行った。平成16～18年度の入学者の第１学年末成績を調査

した結果，入学者選抜時の傾斜配点を行った内申点の順位と第１学年末の成績は相関が高くないこと

から，平成20年度の入学者選抜より，定員枠は40％を維持するが応募者の状況により柔軟に対応する

こととしている。一方で，推薦選抜の面接結果から，アドミッション・ポリシーを理解して入学した

学生は，第２志望学科への入学であっても，入学後の成績が良いことがわかったため，平成20年度の

入学者選抜から第４志望学科までの受け入れをすることにしている（資料４－２－②－１）。 

さらに，中学校長から提出される調査書の特別活動等の記録の記載項目について，アドミッション

・ポリシーに沿わない項目も増えたことがわかった。平成２３年度の入学者選抜から新しい基準を適

用し（資料４－２－②－２），さらに平成24年度の入学者選抜からは，本校のアドミッション・ポリ

シーにあわせるため，資格・特技の「書道」は「理科検定」に変更することを予定している。 

準学士課程入学者選抜の検証・改善に関わる実際の資料は，訪問時の確認資料とする。 
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本科入学者選抜方法について                    資料４－２－②－１ 

 

（出典 平成２０年度 入学者選抜委員会（第３回）資料 抜粋） 
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調査票の変更（案）                       資料４－２－②－２ 

 

（出典 平成２２年度 入学者選抜委員会（第１７回）資料 抜粋） 
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専攻科課程の入学者選抜 

入学者選抜委員会及び専攻科委員会では，アドミッション・ポリシーに沿った学生の受け入れが行

われているか検証と改善を継続して取り組んでいる。特に「国際社会に対応できる基礎的な言語能力

を身につける意欲のある人」について，専攻科修了要件ではTOEIC400点以上を取り入れているが，入

学者選抜（学力）では英語への配点の重みが十分ではなかった。平成24年度の入学者選抜から英語の

学力試験に変えて，TOEICのスコアを選抜に取り入れ，かつ，重みを高めている（資料４－２－①－

７）。 

専攻科入学者選抜の検証・改善に関わる実際の資料は，訪問時の確認資料とする。 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

準学士課程では，入学者選抜委員会が受入学生の入学者選抜時の成績及び入学後の成績等を分析し，

アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入が実際に行われているかどうかを検証している。検証

結果から，推薦選抜の定員枠の取り扱い・第４志望学科への受入・推薦点の見直しなど，入学者選抜

の改善を行っている。 

 専攻科課程では，「国際社会に対応できる基礎的な言語能力を身につける意欲のある人」を受け入

れるため，入学者選抜において英語の試験に変えてTOEICのスコアを選抜に取り入れている。 

 以上のことから，アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入が実際に行われているかどうかを

検証するための取組が行われており，その結果を入学者選抜の改善に役立てていると判断される。 

 

 

 

 

観点４－３－①： 実入学者数が，入学定員を大幅に超える，又は大幅に下回る状況になっていな

いか。また，その場合には，これを改善するための取組が行われる等，入学定員

と実入学者数との関係の適正化が図られているか。 

（観点に係る状況）  

準学士課程では，過去５年間に実入学者数が定員の１．１倍となった年度があるが，大幅に超えた

ことはなく，定員を下回ったことはない（資料４－３－①－１）。入学者選抜委員会では，入学者選

抜試験実施後，受験者数と倍率などを集計し，入学定員と合格者数などの分析を継続的に行っている。

平成22年度以前の入学者選抜では，各学科で入学定員４０名を満たすよう努めていたが，平成23年度

から，全体の実入学者数が160名を満たすよう，適正化を図っている。専攻科課程では，過去５年間

で平成23年度に実入学者数が定員の1.75倍となった年度があるが，定員を下回ったことはない（資料

４－３－①－２）。専攻科課程の入学希望者数は増加傾向にあるため，入学者選抜委員会では，平成

20年度から定員の1.5倍程度を上限とするよう努めている。 

入学者選抜の定員の検証・改善に関わる実際の資料は，訪問時の確認資料とする。 
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過去５年間の入学者選抜検査状況（準学士課程）           資料４－３－①－１ 

 

（出典 平成２２年度 入学者選抜委員会（第１３回）資料 抜粋） 

平成２３年度 専攻科入学者選抜検査状況及び入学者名簿 抜粋    資料４－３－①－２ 

 

（出典 平成２２年度 入学者選抜委員会（第１７回）資料 抜粋） 
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（分析結果とその根拠理由）  

準学士課程，専攻科課程どちらも実入学者数が，入学定員を大幅に超える，又は大幅に下回る状況

にはなっていない。準学士課程では，過去５年間に実入学者数が定員の1.1倍となった年度があるが，

大幅に超えたことはなく，定員を下回ったことはない。また，専攻科課程では，過去５年間に実入学

者数が定員の1.75倍となった年度があるが，定員を下回ったことはない。入学者選抜委員会では，準

学士課程については実入学者数の適正化，専攻科課程では入学定員の上限の議論を行い，入学定員と

実入学者数との関係の適正化を図っている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

教育の目的に沿って，準学士課程及び専攻科課程について，アドミッション・ポリシーが明確に定

められ，学校の教職員に周知されている。また，アドミッション・ポリシーは，平易な表現にまとめ，

将来の学生を含め社会に理解されやすい形で広く公表されている。 

入学者選抜委員会を中心に，アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入が実際に行われている

かどうかを検証するため，追跡調査を実施し志望学科枠を拡大するなど，検証結果を入学者選抜の改

善に役立てている。 

 

（改善を要する点）  

特になし。 

 

（３）基準４の自己評価の概要 

養成しようとする人材像に沿って，準学士課程及び専攻科課程のアドミッション・ポリシーが明確

に定められ，教職員には，各アドミッション・ポリシーを掲載した学生募集要項の配付などにより周

知されている。また，教職員へのアンケート調査より，アドミッション・ポリシーは概ね周知されて

いることが確認されている。さらに，中学校への学生募集要項の配付などを通じて，将来の学生を含

めた社会に理解されやすい形で広く公表されている。 

アドミッション・ポリシーに沿った適切な学生の受入方法が採用されており，実際の入学者選抜も

適切に実施されている。準学士課程 1 年次の入学者選抜では，内申点の算出において英語・数学・理

科に傾斜配点を行い，面接においてアドミッション・ポリシーに適合した学生であることが確認され

ている。準学士課程４年次の入学者選抜では，数学・英語の学力試験と作文（小論文）及び面接にお

いてアドミッション・ポリシーに適合した学生であることが確認されている。専攻科課程では，専門

科目の学力検査（面接時の口頭試問を含む）と面接においてアドミッション・ポリシーに適合した学

生であることが確認されている。 

入学者選抜委員会では，準学士課程及び専攻科課程について，アドミッション・ポリシーに沿った

学生の受入が実際に行われているかどうかの検証が行われ，その結果が入学者選抜の改善に役立てら

れている。準学士課程では，受入学生の入学者選抜時の成績及び入学後の成績等を分析し，検証結果

から推薦選抜の定員枠の取り扱い・第４志望学科への受入・推薦点の見直しなど，入学者選抜の改善

が行われている。専攻科課程では，「国際社会に対応できる基礎的な言語能力を身につける意欲のあ

る人」を受け入れるため，入学者選抜において英語の試験に変えて TOEICのスコアが選抜に取り入れ

られている。 
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 準学士課程，専攻科課程どちらも実入学者数が，入学定員を大幅に超える，又は大幅に下回る状況

にはなっていない。準学士課程では，過去５年間に実入学者数が定員の1.1倍となった年度があるが，

大幅に超えたことはなく，定員を下回ったことはない。また，専攻科課程では，過去５年間に実入学

者数が定員の1.75倍となった年度があるが，定員を下回ったことはない。入学者選抜委員会では，準

学士課程については実入学者数の適正化，専攻科課程では入学定員の上限の議論が行われ，入学定員

と実入学者数との関係の適正化が図られている。 
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基準５ 教育内容及び方法 

 

（１）観点ごとの分析 

 

＜準学士課程＞ 

 

観点５－１－①： 教育の目的に照らして，授業科目が学年ごとに適切に配置され，教育課程が体

系的に編成されているか。また，授業の内容が，全体として教育課程の編成の趣

旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものとなっているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校は「創造力」と「開発能力」を兼ね備えた実践的技術者の育成を教育目的とし，工業を支え

る主要な分野である「機械工学」「電気情報工学」「物質工学」「建設環境工学」の４学科（定員各

40名）により構成されている。 

本校の教育目的に沿って各学科の教育目的を設定し，これを達成できるように授業科目が体系的

に編成されている（資料１－１－①－6～10）。 

（１）授業科目の配置： 「くさび型」のカリキュラム体系と「連峰型教育」体系を目指した「学科

横断的教育」の組み合わせにより，「ものづくり」を担う実践的技術者育成に相応しい教育が実施さ

れている。それを実現している学習教育目標と各学科の授業科目の関連を科目の流れ図として示す

（資料５－１－①－１～５）。本校の教育目標の一つである「連峰型教育」の実践の一つとして，全

１学年と全２学年に「工学基礎Ａ」および「工学基礎Ｂ」が開講されている（資料５－１－①－６）。

工学とは幅広い基礎知識の上に成り立っていることと，工学が社会でどのように役立っているかを理

解することを目的としている。「連峰型教育」のもう一つの実践として，第５学年で他学科の専門基

礎について学ぶ「概論」等の科目が設定されている（資料５－１－①－７～９）。 

（２）教育課程の編成： 各学科における教育課程の編成は，一般科目は低学年に多く，専門科目は

高学年に多く配置されており，工学を学ぶ上で理想的な「くさび型」の配置となっている（資料５－

１－①－１０～１４）。一般科目のカリキュラムでは，どの学科も工学共通の基礎科目や教養科目が

共通に配置されている。専門科目は，各学科とも年次の進行に伴って基礎的な科目から専門的な科目

へと段階的に配置され，同時に実験・実習科目が適切に配置されている。平成21年度のカリキュラム

改定で，くさび型一貫教育の良さを活かしつつ，基礎学力の重視，英語力の強化，他分野の概論の導

入等を図り，上述の連峰型教育の面を打ち出している。また，開設卖位数を卒業要件卖位数と同じ

167卖位に絞り込んで，学生の知識能力を保証するシステムが強化されている。 

（３）学校行事日程および授業時間数の設定： 高等専門学校設置基準によれば，１年間の授業を行

う期間は，定期試験等の期間を含め35週にわたることを原則としている（資料５－１－①－１５）。

1年間に39週開校されているが，祝日や学校行事の影響による曜日ごとの授業日数のアンバランス解

消のため，授業曜日変更により授業日数を平坦化している（資料５－１－①－１６～１８）。定期試

験を実施する科目は半期14週，定期試験を実施しない科目は半期15週の授業時間数を確保し，また学

修卖位科目は半期16週の授業時間数を確保している。学修卖位科目の授業時間数確保のため，時間割

上で配慮している（資料５－１－①－１９～２０）。なお，年間授業時間が不足する場合，調整のた

めに補講期間が設定されている。  
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 「科目の流れ図」（一般科目および共通専門科目）          資料５－１－①－１ 

一般科目および共通専門科目

本科１年 本科２年 本科３年 本科４年 本科５年 専攻科１年 専攻科２年

英語ＩＡ （○） 英語IＩＡ （○） 英語IＩI （○） 英語演習I （○） 英語演習II(A) （○） 総合英語Ａ （○） 総合英語C （○）
英語ＩB （○） 英語IＩB （○） 英語演習II(B) （○） 総合英語B （○）

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝＩＡ （○）
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝＩB （○） 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝIＩ （○） 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝIIＩ （○）

数理演習B （○）

物理I （○） 物理II （○）
物理III （○）

国語 （◎） 国語 （◎） 国語 （◎）

地理 （◎） 歴史 （◎） 現代社会 （◎） 産業と経営 （◎） 工業経営学 （○）
科学技術社会論 （◎） 技術者倫理 （◎）

保健体育 （◎） 保健体育 （◎） 保健体育 （◎） 体育 （◎）

音楽 （◎） フランス語[共選] （○）
美術 （◎） 中国語[共選] （○）
書道 （◎） 文学[共選] （◎）

人間科学[共選] （◎）
環境論[共選] （◎）

世界経済史[共選] （◎）
知的財産権[共選] （◎）

保健体育特論[自選] （◎）
特別講義[自選] （◎）

日本語[留学生対象] （○） 日本語[留学生対象] （○）

基礎数学IA （◎） 微分積分学IA （◎） 微分積分学IIA （◎） 応用数学Ⅰ （◎） 応用数学A （◎） 応用数学B （◎）
基礎数学IB （◎） 微分積分学IB （◎） 微分積分学IIB （◎） 応用数学Ⅱ （◎） 応用数学演習 （◎）
基礎数学IIA （◎） 線形代数I （◎） 数理演習A （◎） 応用数学Ⅲ （◎）
基礎数学IIB （◎） 線形代数II （◎） 数理演習B （◎） 応用数学Ⅳ （◎）

情報リタラシー （◎）
応用物理Ⅱ （◎）

物理I （◎） 物理II （◎） 応用物理Ⅰ （◎） 応用物理Ⅲ （◎） 物理学要論 （○） 物性物理学 （○）
物理III （◎） 応用物理Ⅳ （◎）

応用物理Ⅴ （◎）
化学I （◎） 化学III （◎） 化学要論 （◎） 材料化学 （◎）
化学II （◎） 化学III(有機化学分野) （◎）

化学III(化学演習分野) （◎）

生物 （◎） 生物学概論 （◎）

人文社会学要論 （◎）

知的財産権[共選] （○） 情報工学 （○）

化学I （○） 化学III （○） 化学要論 （○）
化学II （○）

応用物理Ⅱ （○）
応用物理Ⅰ （○） 応用物理Ⅲ （○） 物理学要論 （◎） 物性物理学 （◎）

応用物理Ⅳ （○）
応用物理Ⅴ （○） 生物学概論 （○）

社会技術システム工学 （◎） 最適化手法 （◎）
情報工学 （◎）

音楽 （○）
美術 （○）
書道 （○）

表現法 （○）

工業経営学 （○）

特別講義[自選] （◎）

歴史 （○） 産業と経営 （○） 社会技術システム工学 （○） 環境エネルギー工学 （◎）
最適化手法 （○）

環境論[共選] （○）
世界経済史[共選] （○）

特別講義[自選] （◎） 学外研修Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ （◎）

英語ＩＡ （◎） 英語IＩＡ （◎） 英語IＩI （◎） 英語演習I （◎） 英語演習II(A) （◎） 総合英語Ａ （◎） 総合英語C （◎）
英語ＩB （◎） 英語IＩB （◎） 英語演習II(B) （◎） 総合英語B （◎）

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝＩＡ （◎）
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝＩB （◎） 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝIＩ （◎） 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝIIＩ （◎）

国語 （○） 国語 （○） 国語 （○） 日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ （◎） 日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ （◎） 表現法 （◎）

地理 （○） 人文社会学要論 （○）

日本語[留学生対象] （◎） 日本語[留学生対象] （◎）
日本事情[留学生対象] （◎）

フランス語[共選] （◎）
中国語[共選] （◎）
文学[共選] （○）

人間科学[共選] （○）
環境論[共選] （○）

特別講義[自選] （○） 学外研修Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ （○）

Ａ．豊かな人間性の涵養：国際的視野に立ち，地球環境や人類社会に及ぼす技術の影響を理解し，またその責任を自覚できる，誠実で健全な心身を養う。
Ｂ．工学知識・技術の修得
    （Ｂ－１）数学，自然科学の基礎知識と実験・測定技術および情報処理技術を修得し応用できる。
    （Ｂ－２）得意とする専門分野の知識と技術を修得し，「連峰型教育」を活かした複合的専門基礎知識も身につける。
Ｃ．地域社会への貢献
    （Ｃ－１）協調性を発揮し，技術を創造・開発またはシステム化できるデザイン能力とものづくり能力を修得する。
    （Ｃ－２）北東北の重点課題であるエネルギー，環境の問題に関心を持ち，それらの課題に積極的に取り組む，進取の姿勢を身につける。
Ｄ．コミュニケーション能力の習得：意思を明晰に相互伝達する日本語力と，国際社会に対応できる英語基礎力を身につける。

D

(C-1)

(C-2)

C

本科（１～５学年） 平成23年度開講科目の流れ図 専攻科（１～2学年） 平成23年度開講科目の流れ図

A

(B-1)

B

(B-2)

 

（出典 教務委員会作成資料） 
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「科目の流れ図」（機械工学科）                   資料５－１－①－２ 

機械工学科

本科１年 本科２年 本科３年 本科４年 本科５年 専攻科１年 専攻科２年

工学基礎A （○） 工学基礎B （○） 知的財産権（◎）
機械設計法Ⅰ（○） 医工・福祉（○）

防災・安全（○）
原子力工学概論（○） 原子力基盤技術概論（○）
特別講義（◎）

卒業研究 （○） 特別研究 （○） 特別研究 （○）

応用数学Ⅰ （◎）
応用数学Ⅱ （◎）
応用数学Ⅲ （◎）
応用数学Ⅳ （◎）

基礎力学（○） 応用物理Ⅰ（◎） 応用物理Ⅲ （○）
応用物理Ⅳ （◎）

情報処理Ⅰ（◎） 情報処理Ⅱ（◎） 情報処理Ⅲ （◎）

機械材料学Ⅰ（○） 機械材料学Ⅱ（○） 機能性材料（○）

水力学 （○） 流体力学 （○） 流体力学特論（○）

電気工学（○） 電子工学（◎） 計測力学（◎）

CAD (◎） 品質・生産管理（○）
原子力工学概論（○） 原子力基盤技術概論（○）

工作実習Ⅰ（○） 工学実験Ⅰ （◎） 工学実験Ⅱ （○） 専攻実験 （○）
工学セミナー（○） 卒業研究 （○） 特別研究 （○） 特別研究 （○）

基礎力学（◎） 応用物理Ⅲ （◎）
応用物理Ⅳ （○）

材料力学Ⅰ（◎） 材料力学Ⅱ（◎） 材料強度学（◎） 機能性材料（◎）
機械材料学Ⅰ（◎） 機械材料学Ⅱ（◎） トライボロジー（◎） トライボロジー特論（◎）

材料演習（◎） 工学演習Ⅰ （◎）

電気工学（◎） 電子工学（○） 機械力学（◎） 振動工学（◎）
機構学（◎） 制御工学（◎）

機力制御演習（◎） 工学演習Ⅱ （◎）
メカトロニクス（◎）

水力学 （◎） 流体力学 （◎） 流体力学特論（◎）
熱力学 （◎） 伝熱工学 （◎） 熱工学特論（○）
熱流体演習（◎） エネルギー変換機械（○）

機械設計製図Ⅱ （◎） 機械設計製図Ⅲ（◎） ３次元設計製図（◎）
機械設計法Ⅰ（◎） 機械設計法Ⅱ（◎） 自動車工学（◎）
機械工作法Ⅰ（◎） 機械加工学（◎）

工学材料 （◎）
知的財産権（○）

工学基礎A （◎） 工学基礎B （◎） 品質・生産管理（○）
医工・福祉（○）

原子力工学概論（○） 原子力基盤技術概論（○）

工作実習Ⅰ（○） 工学実験Ⅰ （○） 工学実験Ⅱ （○） 専攻実験 （○）
工学セミナー （○） 卒業研究 （○） 特別研究 （○） 特別研究 （○）

工学研修 （○）

機械材料学Ⅰ（○） 機械材料学Ⅱ（○） トライボロジー（○）
流体力学特論（○）

機械加工学（○）
機械設計製図Ⅰ （◎） 機械設計製図Ⅱ （○） 機械設計製図Ⅲ（○） 創造設計製図 （◎） ３次元設計製図（○）

品質・生産管理（◎）
特別講義（◎） 医工・福祉（○）
原子力工学概論（○） 原子力基盤技術概論（○）

工作実習Ⅰ（◎） 工作実習Ⅱ（◎） 工学実験Ⅰ （○） 工学実験Ⅱ （◎） 専攻実験 （◎）
工学セミナー（◎） 卒業研究 （◎） 特別研究 （◎） 特別研究 （◎）

エネルギー変換機械（◎） 熱工学特論（◎）
自動車工学（○）

トライボロジー特論（◎）
工学材料 （○）
医工・福祉（◎）

特別講義（◎） 防災・安全（○）
原子力工学概論（◎） 原子力基盤技術概論（◎）

工学実験Ⅰ （○） 工学実験Ⅱ （○）
卒業研究 （◎） 特別研究 （◎） 特別研究 （◎）

工学演習Ⅰ （○）
工学基礎A  （○） 工学基礎B  （○） 特別講義（○）

工作実習Ⅱ（○） 工学実験Ⅰ （○） 工学実験Ⅱ （○） 専攻実験 （○）
工学セミナー （○） 卒業研究 （○） 特別研究 （○） 特別研究 (○）

工学研修 （◎）

Ａ．豊かな人間性の涵養：国際的視野に立ち，地球環境や人類社会に及ぼす技術の影響を理解し，またその責任を自覚できる，誠実で健全な心身を養う。
Ｂ．工学知識・技術の修得
    （Ｂ－１）数学，自然科学の基礎知識と実験・測定技術および情報処理技術を修得し応用できる。
    （Ｂ－２）得意とする専門分野の知識と技術を修得し，「連峰型教育」を活かした複合的専門基礎知識も身につける。
Ｃ．地域社会への貢献
    （Ｃ－１）協調性を発揮し，技術を創造・開発またはシステム化できるデザイン能力とものづくり能力を修得する。
    （Ｃ－２）北東北の重点課題であるエネルギー，環境の問題に関心を持ち，それらの課題に積極的に取り組む，進取の姿勢を身につける。
Ｄ．コミュニケーション能力の習得：意思を明晰に相互伝達する日本語力と，国際社会に対応できる英語基礎力を身につける。

(B-2)

専攻科（１～2学年） 平成23年度開講科目の流れ図

B

A

(B-1)

D

(C-1)

C

(C-2)

本科（１～５学年） 平成23年度開講科目の流れ図

 

（出典 教務委員会作成資料） 
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 「科目の流れ図」（電気情報工学科）               資料５－１－①－３ 

電気情報工学科

本科１年 本科２年 本科３年 本科４年 本科５年 専攻科１年 専攻科２年

工学基礎A （○） 工学基礎B （○） 医工・福祉（○）
防災・安全（○）

原子力工学概論  （〇） 原子力基盤技術概論（○）

卒業研究  （○） 特別研究 （○） 特別研究 （○）

原子力工学概論（○） 原子力基盤技術概論（○）
品質・生産管理（○）

応用数学Ⅰ  （◎） 電気化学概論  （◎）
応用数学Ⅱ  （◎）
応用数学Ⅲ  （◎）
応用数学Ⅳ  （◎）

応用物理Ⅰ  （○） 応用物理Ⅱ  （○）
応用物理Ⅴ  （○）

プログラミングⅠ  （◎） プログラミングⅡ  （◎） 情報ネットワーク論  （○） 通信工学  （○）
ソフトウェア設計法  （◎） ディジタル信号処理  （○） 信号処理  （○）

デジタル回路Ⅰ  （◎） 計算機アーキテクチャ  （○）

工学演習  （○） 制御工学  （○）
電気情報基礎Ⅰ  （○） 電気情報基礎Ⅳ  （◎） 電磁気学Ⅰ  （○） 電気磁気学特論  （○）
電気情報基礎Ⅱ  （◎） 電気情報基礎Ⅴ  （○） 工学演習Ⅱ  （○）

電子工学Ⅰ  （◎） 電子工学Ⅱ  （○） 電気電子材料  （○）

電気回路Ⅰ  （○） 回路工学  （○）
工学演習Ⅰ  （○）

ロボットエレクトロニクス  （◎） 計測情報処理  （◎）
コンピュータグラフィックス  （◎）

電気応用  （○） 高電界工学  （○）
ｴﾈﾙｷﾞｰ変換ｼｽﾃﾑ  （○） 電気法規・電気施設管理  （○）

実験実習Ⅰ  （◎） 実験実習Ⅱ  （◎） 実験実習Ⅲ  （◎） 電気電子工学実験Ⅰ  （◎） 専攻実験  （○）
情報工学実験Ⅰ  （◎）

卒業研究  （○） 特別研究 （○） 特別研究 （○）
工学セミナーＢ  （○）

機械工学概論Ⅰ  （◎） 機械工学概論Ⅱ  （◎）
原子力工学概論（○） 原子力基盤技術概論（○）

品質・生産管理（○）
工学基礎A （◎） 工学基礎B （◎） 医工・福祉（○）

電気化学概論  （○）
応用物理Ⅰ  （◎） 応用物理Ⅱ  （◎） 工学材料 （◎）

応用物理Ⅴ  （◎）
通信工学  （◎）

プログラミングⅡ  （○） 情報ネットワーク論  （◎） システム情報工学（◎） 知能システム工学 （◎）
ディジタル信号処理（◎） 信号処理  （◎）

デジタル回路Ⅰ  （○） ディジタル回路Ⅱ  （◎） 計算機アーキテクチャ（◎）
知能ディジタル回路・設計（◎）

工学演習  （◎） 制御工学  （◎）

電気情報基礎Ⅰ  （◎） 電気情報基礎Ⅲ  （◎） 電磁気学Ⅰ  （◎） 電磁気学Ⅱ  （◎） 電磁気学Ⅲ （◎） 電気磁気学特論  （◎）
電気情報基礎Ⅱ  （○） 電気情報基礎Ⅳ  （○） 工学演習Ⅱ  （◎）

電気情報基礎Ⅴ  （◎） 電子工学Ⅰ  （○） 電子工学Ⅱ  （◎） 電子デバイス  （◎）
電子物性基礎  （◎） 電子物性 （◎）

電子回路設計Ⅰ  （◎） 電気電子材料  （◎）
電子回路設計Ⅱ  （◎）

電気回路Ⅰ  （◎） 電気回路Ⅱ  （◎） 電気回路Ⅲ （◎） 回路工学  （◎）
工学演習Ⅰ  （◎）

ロボットエレクトロニクス  （○） 計測情報処理  （○）
設計・製図Ⅰ  （◎） コンピュータグラフィックス  （○）

ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ  （◎） 高電界工学  （◎）
エネルギー変換工学  （◎） ｴﾈﾙｷﾞｰ変換ｼｽﾃﾑ  （◎） 電力ｼｽﾃﾑ工学Ⅰ  （○） パワーエレクトロニクス特論（◎）

電気応用  （◎） 電力ｼｽﾃﾑ工学Ⅱ  （◎）
電気法規・電気施設管理（◎）

実験実習Ⅱ  （○） 実験実習Ⅲ  （○） 電気電子工学実験Ⅰ  （○） 電気電子工学実験Ⅱ  （○） 専攻実験  （○）
情報工学実験Ⅰ  （○） 情報工学実験Ⅱ  （○）

卒業研究  （○） 特別研究 （○） 特別研究 （○）
工学セミナーＡ  （○） 工学研修  （○）
工学セミナーＢ  （○）

原子力工学概論（○） 原子力基盤技術概論（○）
品質・生産管理（◎）
医工・福祉（○）

実験実習Ⅰ  （○） 電気電子工学実験Ⅰ  （○） 電気電子工学実験Ⅱ  （◎） 専攻実験 （◎）
情報工学実験Ⅰ  （○） 情報工学実験Ⅱ  （◎）

ロボットエレクトロニクス  （○） 創成実験  （◎） 卒業研究  （◎） 特別研究 （◎） 特別研究 （◎）
工学セミナーＡ  （○）
工学セミナーＢ （◎）

原子力工学概論（◎） 原子力基盤技術概論（◎）
医工・福祉（◎）
防災・安全（◎）
工学材料 （○）

電気電子工学実験Ⅰ  （○） 電力ｼｽﾃﾑ工学Ⅰ  （◎）
情報工学実験Ⅰ  （○）

卒業研究  （◎） 特別研究 （◎） 特別研究 （◎）
工学セミナーＡ  （○）
工学セミナーＢ  （○）

工学基礎A  （○） 工学基礎B  （○） 電気電子工学実験Ⅰ  （○） 専攻実験 （○）
情報工学実験Ⅰ  （○）

創成実験  （○） 卒業研究 （○） 特別研究 （○） 特別研究 (○）
工学セミナーＡ （◎） 工学研修 （◎）
工学セミナーＢ  （○）

C

(C-1)

(C-2)

D

本科（１～５学年） 平成23年度開講科目の流れ図 専攻科（１～2学年） 平成23年度開講科目の流れ図

A

B

(B-1)

(B-2)

 

（出典 教務委員会作成資料） 
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 「科目の流れ図」（物質工学科）                  資料５－１－①－４ 

物質工学科

本科１年 本科２年 本科３年 本科４年 本科５年 専攻科１年 専攻科２年

安全工学（○） 防災・安全（○）
原子力工学概論（○） 医工・福祉（○）

工学基礎A （○） 工学基礎B （○） 原子力基盤技術概論（○）

生物工学実験Ⅰ（生物コース）（○） 卒業研究（○） 特別研究(○) 特別研究(○)

応用数学Ⅰ（◎）
応用数学Ⅱ（◎） 品質・生産管理（○）
応用数学Ⅲ（◎）

原子力工学概論（○） 原子力基盤技術概論（○）

応用物理Ⅰ（○） 応用物理Ⅲ（○） 機械工学概論（○）
材料物性学（○）

物理化学Ⅱ（◎） 工業物理化学（○） 物理化学特論(○) 応用分析化学（○）

熱・物質移動論（◎） 反応工学（○） 化学工学特論（○） 化学工業論（○）
環境工学概論（○） 分離工学（○）

計測制御工学(○）

情報処理Ⅰ（◎） 情報処理Ⅲ（○）
基礎化学Ⅰ(◎） 分析化学Ⅰ（◎） 分析化学Ⅱ（◎） 物理化学実験（◎） 物質工学実験Ⅱ（化学工学）（○） 物質工学専攻実験（○）
基礎化学Ⅱ(◎） 分析化学実験（◎） 無機・有機化学実験（◎） 物質工学実験Ⅰ（◎） 高分子化学（○）
化学製図（○） 生物化学（◎） 無機材料化学（○） 生物工学実験Ⅱ（化学工学）（○）

物質工学序論（◎） 生物工学実験Ⅰ（生物コース）（◎） 生命科学（◎）

創成化学（○） 卒業研究（○） 特別研究(○) 特別研究(○)
物質工学研修（○）
物質工学演習Ⅰ(○)
物質工学演習Ⅱ(○)

無機化学Ⅰ （◎） 無機化学Ⅱ （◎） 無機材料化学（◎） 触媒工学（◎）

基礎化学Ⅱ(○） 有機化学Ⅰ（◎） 有機化学Ⅱ（◎） 有機合成化学（◎） 高分子化学（◎） 有機反応論（◎）
有機化学Ⅲ（◎） 有機工業化学（○） 精密合成化学（◎）

分析化学（○） 分析化学Ⅱ（○） 機器分析（◎）
物理化学Ⅰ（◎） 物理化学実験（○） 量子化学（◎） 物理化学特論(◎) 応用分析化学（◎）

工業物理化学（◎）

情報処理Ⅲ（◎） 反応工学（◎）
化学工学Ⅰ（◎） 熱・物質移動論（○） 分離工学（◎） 化学工学特論（◎） 化学工業論（◎）

環境工学概論（◎） 計測制御工学（◎）
品質・生産管理（○）

物質工学演習Ⅰ(◎)
無機・有機化学実験（○） 物質工学実験Ⅰ（○） 物質工学実験Ⅱ（化学工学）（○） 物質工学演習Ⅱ(◎)

物質工学専攻実験（○）

生物化学（○） 分子生物学（◎） 生物工学実験Ⅱ（化学工学）（○） 生化学（◎）
生物工学（◎）
微生物学（○）
生物工学実験Ⅰ（生物コース）（○）

応用物理Ⅰ（◎） 応用物理Ⅲ（◎） 機械工学概論（◎）
材料物性学（◎） 工学材料（◎）
電気工学概論（◎）

医工・福祉（○）
原子力工学概論（○） 原子力基盤技術概論（○）

物質工学序論(○） 文献講読（○） 物質工学研修（○）
工学基礎A （◎） 工学基礎B （◎） 創成化学（○） 物質工学セミナーⅡ（○） 特別研究(○) 特別研究(○)

卒業研究（○）

創製化学（◎） 卒業研究（○） 特別研究(○) 特別研究(○)
物質工学セミナーⅠ（○） 物質工学セミナーⅡ（◎）

文献講読（○）

微生物学（◎） 物質工学実験Ⅱ（化学工学）（◎） 物質工学専攻実験（◎）
化学製図（◎） 分析化学実験（○） 生物工学実験Ⅱ（化学工学）（○）

有機工業化学（◎） 精密構成化学（○） 有機反応論（○）
有機合成化学（○） 反応工学（○）

情報処理Ⅰ（○） 情報処理Ⅲ（○）

品質・生産管理（◎）
原子力工学概論（○） 原子力基盤技術概論（○）

医工・福祉（○）

安全工学（◎） 防災・安全（◎）
原子力工学概論（◎） 工学材料（○）

医工・福祉（◎）
原子力基盤技術概論（◎）

微生物学（○） 生化学（○）

有機工業化学（○） 卒業研究（◎） 特別研究(◎) 特別研究(○)
工業物理化学（○） 物質工学専攻実験（○）

卒業研究（○） 物質工学研修（◎）
工学基礎A  （○） 工学基礎B  （○） 情報処理Ⅰ（○） 物質工学セミナーⅠ（◎） 物質工学実験Ⅱ（化学工学）（○） 特別研究(○) 特別研究(○)

分析化学実験（○） 物理化学実験（○） 生物工学実験Ⅱ（化学工学）（○） 物質工学専攻実験（○）
文献講読（◎）
物質工学セミナーⅡ（○）

(C-1)

C

(C-2)

D

本科（１～５学年） 平成23年度開講科目の流れ図 専攻科（１～2学年） 平成23年度開講科目の流れ図

A

(B-1)

B

(B-2)

 

（出典 教務委員会作成資料） 
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 「科目の流れ図」（建設環境工学科）               資料５－１－①－５ 

建設環境工学科

本科１年 本科２年 本科３年 本科４年 本科５年 専攻科１年 専攻科２年

環境工学 （○）

工学基礎A （○） 工学基礎B （○） 景観工学 （○）

医工・福祉（○）
防災・安全（○）
原子力基盤技術概論（○）

原子力工学概論（○） 卒業研究 （○） 特別研究 （○） 特別研究 （○）

応用数学Ⅰ （◎） 品質・生産管理（○）
応用数学Ⅱ （◎） 原子力基盤技術概論（○）
応用数学Ⅲ （◎）

応用物理Ⅰ （○） 応用物理Ⅲ （◎）
応用物理Ⅳ （◎）

プログラミングⅠ （◎） プログラミングⅢ （◎）

測量学･同実習Ⅰ （◎） 測量学･同実習Ⅱ （◎） 測量学･同実習Ⅲ （◎） 測量学･同実習Ⅳ （◎） 工学演習Ⅰ （○）

計画数理 （◎） 数値流体力学 （◎）

CAAD (○） RC構造設計製図 （○） 河川工学 （○）

建設環境工学実験Ⅱ （○） 建設環境工学実験Ⅲ （◎） 専攻実験 （○）

原子力工学概論（○） 卒業研究 （○） 特別研究 （○） 特別研究 （○）

構造力学Ⅰ （◎） 構造力学Ⅱ （◎） 構造力学Ⅲ （◎）
建設材料学Ⅰ （◎） コンクリート構造学 （◎） 構造力学Ⅳ （◎） 耐震工学 （◎） 構造解析学特論 （◎）

建設材料学Ⅱ （◎） 鋼構造学 （◎） 工学材料 （◎）
コンクリート構造学Ⅱ （◎） 建設材料学特論 （◎）

建設環境施工法 （◎）
地盤工学Ⅰ （◎） 地盤工学Ⅱ （◎）

地盤工学Ⅲ （◎） 地盤工学特論 （◎）
道路工学 （◎）
都市・地域計画 （◎） 地域計画学特論 （◎）

建築基礎製図Ⅰ （○） 建築基礎製図Ⅱ （○） CAAD (◎） RC構造設計製図 （◎）

水理学Ⅰ （◎） 水理学Ⅱ （◎） 海岸工学 （◎） 水理学特論 （◎） 海岸港湾工学 （◎）
水理学Ⅲ （◎） 河川工学 （◎）

水環境工学 （◎） 環境衛生工学 （○） 工学演習Ⅰ （◎）

工学基礎A （◎） 工学基礎B （◎） 工学セミナー （○） 工学研修 （○）

建設環境工学実験Ⅲ （○） 専攻実験 （○）
応用物理Ⅰ （◎） 応用物理Ⅲ （○）

応用物理Ⅳ （○） 景観工学 （◎）

品質・生産管理（○）
医工・福祉（○）
原子力基盤技術概論（○）

原子力工学概論（○） 卒業研究 （○） 特別研究 （○） 特別研究 （○）

建設環境工学実験Ⅰ （◎） 建設環境工学実験Ⅱ （◎） 専攻実験 （◎）

RC構造設計製図 （○） 鋼構造設計製図 （◎） 地盤工学特論 （○）

都市・地域計画 （○） 地域計画学特論 （○）
建築基礎製図Ⅰ （◎） 建築基礎製図Ⅱ （◎）

創造工学演習 （◎） 防災工学 （◎） 工学演習Ⅱ （◎）

品質・生産管理（◎）
医工・福祉（○）
原子力基盤技術概論（○）

原子力工学概論（○） 卒業研究 （◎） 特別研究 （◎） 特別研究 （◎）

環境工学 （◎）
水環境工学 （○） 環境衛生工学 （◎）

エネルギー工学 （◎）

原子力工学概論（◎） 工学材料 （○） 専攻実験 （○）

医工・福祉（◎）
防災・安全（○）
原子力基盤技術概論（◎）

卒業研究 （◎） 特別研究 （◎） 特別研究 （◎）

工学演習Ⅱ （◎）

建設環境工学実験Ⅱ （○） 専攻実験 （○）

工学基礎A  （○） 工学基礎B  （○） 工学セミナー （◎） 工学研修 （◎）

卒業研究 （○） 特別研究 （○） 特別研究 (○）

Ａ．豊かな人間性の涵養：国際的視野に立ち，地球環境や人類社会に及ぼす技術の影響を理解し，またその責任を自覚できる，誠実で健全な心身を養う。
Ｂ．工学知識・技術の修得
    （Ｂ－１）数学，自然科学の基礎知識と実験・測定技術および情報処理技術を修得し応用できる。
    （Ｂ－２）得意とする専門分野の知識と技術を修得し，「連峰型教育」を活かした複合的専門基礎知識も身につける。
Ｃ．地域社会への貢献
    （Ｃ－１）協調性を発揮し，技術を創造・開発またはシステム化できるデザイン能力とものづくり能力を修得する。
    （Ｃ－２）北東北の重点課題であるエネルギー，環境の問題に関心を持ち，それらの課題に積極的に取り組む，進取の姿勢を身につける。
Ｄ．コミュニケーション能力の習得：意思を明晰に相互伝達する日本語力と，国際社会に対応できる英語基礎力を身につける。

専攻科（１～2学年） 平成23年度開講科目の流れ図

A

(B-1)

B

D

(B-2)

(C-1)

C

(C-2)

本科（１～５学年） 平成23年度開講科目の流れ図

 

（出典 教務委員会作成資料） 
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 「工学基礎Ａ・Ｂ シラバス」                   資料５－１－①－６ 

 

（出典 平成23年度シラバス Ｇ62，Ｇ63） 

 

 

 「他学科の概論科目」                       資料５－１－①－７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成23年度学生便覧・教育課程表より抽出 p.83～p.104） 

 

 

機械工学科  ； 電気工学、電子工学、原子力工学概論、原子力基盤技術概論 

 

電気情報工学科； 機械工学概論Ⅰ、機械工学概論Ⅱ、電気化学概論、原子力工学概論、 

原子力基盤技術概論 

 

物質工学科  ； 機械工学概論、電気工学概論、環境工学概論、原子力工学概論、 

原子力基盤技術概論 

 

建設環境工学科； 原子力工学概論、原子力基盤技術概論 
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「機械工学概論・電気工学概論 シラバス」             資料５－１－①－８ 

 

 

（出典 平成23年度シラバス Ｃ30，Ｃ46） 
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 「電気化学概論・環境工学概論 シラバス」            資料５－１－①－９ 

 

 

 

（出典 平成23年度シラバス Ｅ51，Ｃ34） 
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 「一般科目教育課程表（平成20年度・平成21年度以降入学者）」   資料５－１－①－１０ 

 

１．一般科目（機械工学科・電気情報工学科・建設環境工学科） （平成21年度以降入学者） １．一般科目（機械工学科・電気情報工学科・建設環境工学科） （平成20年度以降入学者）

開設履修 3年 開設履修 1年 3年

5 1 5 2 1

3 1 再編 3 1

1

2

2 2

2 2

2

2 2 2

1

2 新設

2 2 新設

1 新設

1 新設

情報 1 1 専門科目から移行

2 2 2

2 2 2

2 2

1 1

2

1

1 1

2 2

2 2

2 2

2 2 2 2

1 1 数理演習Ａに分割 2 2

1 1 1

2 2

1 1

1 1

1 2 2

2 2 2

2 1

1 1

1 1

1 1 1 1 1

6 6 2 ２単位減 8 8 2 2

1 1 新設

2 2

2 2

2 2

2

2

2 基礎英語ⅠＡから名称変更

2 基礎英語ⅠＢから名称変更

2 基礎英語ⅡＡから名称変更

2 基礎英語ⅡＢから名称変更

2 2 新設

1

1

2

2 2

2 6 1 2

2 2

2 2 2 2

2 2 2 2

2 2 2 2

文 学 4 4

哲 学 4 4

人 間 科 学 4 4

法 学 4 4

経 済 学 4 4

環 境 論 4 4

中 国 語 4 2 2

ド イ ツ 語 4 2 2

フ ラ ン ス 語 4 2 2

15 25 16

15 25 16

30単位 30単位 30単位 30単位

時間 時間 時間 時間

開設履修 3年

2 2

2 2

0

1 1

1 1

1 1

2 2

2 2

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

0 1 6共通選択 履修可能合計 7 0 0

(専) 防災･安全

(専) 原子力関連技術

(専) 品質･生産管理

(専) 医工･福祉

共通
選択B

6 6

（一）バイオメカニクス

(一) 特別講義

共通
選択
Ａ

1 1

(専)原子力工学概論

(専) エネルギ工学Ⅰ

(専) エネルギ工学Ⅱ

工学
基礎

4 0

(専) 工学基礎Ａ

工学基礎合計

(専) 工学基礎Ｂ

必修
選択
の別

授業科目
単位数 学年別配当

2年 4年 5年1年

人 文 科 学 概 論

2年
備　　考

必修
選択
の別

授業科目
単位数 学年別配当

備　　考
4年 5年

2

必
　
　
　
　
　
　
修
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目

人
文

国 語

8日本語コミュニケーション

地 理

微 分 積 分 学 Ⅰ Ａ

物 理 Ⅲ

生 物

新設

2

日本語コミュニケーション 1

必
　
　
　
　
　
　
修
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目

人
文

国 語

自
然

数
学

92

1

1

倫 理 ・ 社 会

政 治 ・ 経 済

歴 史 Ⅱ 2

2

歴 史 Ⅰ

11
1社 会 科 学 概 論

基 礎 数 学 Ⅰ Ａ

17

微 分 積 分 学 Ⅰ Ｂ

基 礎 数 学 Ⅰ Ｂ 基 礎 数 学 Ⅰ Ｂ

基 礎 数 学 演 習

線 形 代 数 Ⅱ 2

線 形 代 数 Ⅰ 1

線 形 代 数 Ⅱ 2

線 形 代 数 Ⅰ 1

微 分 積 分 学 Ⅰ Ｂ

18

基 礎 数 学 Ⅰ Ａ

基 礎 数 学 Ⅱ

微 分 積 分 学 Ⅰ Ａ 2 2

微 分 積 分 学 Ⅱ Ｂ

微 分 積 分 学 Ⅱ Ａ

2

微 分 積 分 学 Ⅱ Ｂ

微 分 積 分 学 Ⅱ Ａ

2

物 理 Ⅲ

物
理

物 理 Ⅰ

4
物
理

物 理 Ⅱ 2 物 理 Ⅱ 2

物 理 Ⅰ

物 理 Ⅳ

5
1 1

化
学

化 学 Ⅰ

5化 学 Ⅱ 再編2
化
学

化 学 Ⅰ

化 学 Ⅲ 2 化 学 Ⅲ 1

5化 学 Ⅱ

生 物

保 健 体 育 2

自
然

数
学

英 語 Ⅱ Ｂ

2

2
外
国
語

英
語

20

英 語 演 習 Ⅱ

英 語 Ⅰ Ａ

英 語 Ⅰ Ｂ

英 語 Ⅱ Ａ

基 礎 英 語 Ⅰ Ｂ

18

基 礎 英 語 Ⅱ

英 語 演 習 Ⅰ 1

基 礎 英 語 Ⅱ Ａ

2

2

基 礎 英 語 Ⅱ Ｂ

英 語 演 習 Ⅰ 2

外
国
語

英
語

基 礎 英 語 Ⅰ Ａ

2

選
択
必
修
科
目

音 楽

2

音 楽

2英 語 演 習 Ⅱ

書 道

2 2 Ａ欄の中から１科目を選択する美 術 美 術

書 道

B

2
Ｂ人文欄の中から１科目を選択す

る。

人
文

2

2

外
国
語

社
会

2

選
択
必
修
科
目

A

Ｂ社会欄の中から１科目を選択す

る。

2 2 Ｃ欄の中から１科目を選択する

１科目を選択する

4

7 2

27

一般科目と専門科目の履修単位数合計は
別表２に示す。

開 設 単 位 数 117
合計

C

12

8

31
合計

開 設 単 位 数 79 2431

27

一般科目と専門科目の履修単位
数合計は別表２に示す。履 修 可 能 単 位 数 75 24 7 2 履 修 可 能 単 位 数 85 9

33

特 別 活 動
90単位 30単位

特 別 活 動
90単位 30単位

時間 時間 時間 時間

社
会

歴 史

現 代 社 会

産 業 と 経 営

科 学 技 術 社 会 論

地 理

2

2

1

1

情 報 リ テ ラ シ ー

8

基礎数学Ⅱと基礎数学演習を再編

社
会

数 理 演 習 Ａ

数 理 演 習 Ｂ

基 礎 数 学 Ⅱ Ａ

基 礎 数 学 Ⅱ Ｂ

体 育 1

数理

演習

2

英 語 Ⅲ

英語コミュニケーションⅠ
B

英語コミュニケーションⅡ

英語コミュニケーションⅢ

英語コミュニケーションⅠ
A

2

2

2

2

1

1

2

2

1

1

1

1

1

2 保 健 体 育 2 1 1

2

2

2年 4年 5年

(一) 人文社会科学(2)

必修
選択
の別

授業科目
単位数 学年別配当

備　　考
1年

(一) 人文社会科学(3)

(一) 人文社会科学4)

(一) 知的財産権

(一) 第２外国語(1)

(一) 第２外国語(2)

(一) 人文社会科学(1)

2 2

2

2

0

英語演習Ⅰを再編

 

 

（出典 入試・教務係資料） 
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 「機械工学科 平成20年度・平成21年度以降入学者」        資料５－１－①－１１ 

 

必修 必修
選択 選択
の別 の別

削除(工学基礎Aに吸収) 創 造 科 学 1

削除(一般科目へ移動) 情報リテラシー 1

削除(工学基礎Bに吸収) 創 造 工 学 1

応 用 数 学 Ⅰ 1 1 応 用 数 学 Ⅰ 1 1

応 用 数 学 Ⅱ 1 1 応 用 数 学 Ⅱ 1 1

応 用 数 学 Ⅲ 1 1 応 用 数 学 Ⅲ 1 1

応 用 数 学 Ⅳ 1 1 応 用 数 学 Ⅳ 1 1

基 礎 力 学 1 1 基 礎 力 学 1 1

応 用 物 理 Ⅰ 2 2 応 用 物 理 Ⅰ 2 2

応 用 物 理 Ⅲ 1 1 応 用 物 理 Ⅲ 1 1

応 用 物 理 Ⅳ 1 1 応 用 物 理 Ⅳ 1 1
削除(情報リテラシーに吸収) 情 報 処 理 Ⅰ 1 1

情 報 処 理 Ⅰ 1 1 名称変更，学年移動，1単位減 情 報 処 理 Ⅱ 2 2

情 報 処 理 Ⅱ 2 2 名称変更，学年移動，1単位増 情 報 処 理 Ⅲ 1 1

機 械 材 料 学 Ⅰ 2 2 名称変更，1単位増 材 料 学 Ⅰ 1 1

機 械 材 料 学 Ⅱ 1 1 名称変更，1単位減，学修単位 材 料 学 Ⅱ 2 2 学修単位

材 料 力 学 Ⅰ 2 2 材 料 力 学 Ⅰ 2 2

材 料 力 学 Ⅱ 2 2 学修単位 材 料 力 学 Ⅱ 2 2 学修単位

水 力 学 2 学修単位 水 力 学 2 学修単位

流 体 力 学 1 流 体 力 学 1

熱 力 学 2 学修単位 熱 力 学 2 学修単位

伝 熱 工 学 1 伝 熱 工 学 1

エネルギー変換機械 1 新設

機 構 学 1 機 構 学 1

計 測 工 学 1 計 測 工 学 1

機 械 力 学 2 学修単位 機 械 力 学 2 学修単位

制 御 工 学 2 学修単位 制 御 工 学 2 学修単位

メ カ ト ロ ニ ク ス 1 必修科目に移動

電 気 工 学 1 電 気 工 学 1

電 子 工 学 2 電 子 工 学 2

機 械 工 作 法 Ⅰ 2 名称変更 機 械 工 作 法 2

機 械 工 作 法 Ⅱ 1 (選)機械加工学から名称変更

ト ラ イ ボ ロ ジ ー 1 必修科目に移動

自 動 車 工 学 1 (選)生産管理から名称変更

機 械 設 計 法 Ⅰ 1 1 機 械 設 計 法 Ⅰ 1 1

機 械 設 計 法 Ⅱ 1 1 機 械 設 計 法 Ⅱ 1 1

Ｃ Ａ Ｄ 1 Ｃ Ａ Ｄ 1

機 械 設 計 製 図 Ⅰ 1 1 1単位減 機械設計製図Ⅰ 2 2

機 械 設 計 製 図 Ⅱ 3 3 1単位増 機械設計製図Ⅱ 2 2

機 械 設 計 製 図 Ⅲ 2 2 1単位減 機械設計製図Ⅲ 3 3

創 造 設 計 製 図 3 創 造 設 計 製 図 3

3 次 元 設 計 製 図 3 3次 元 設 計 製図 3

削除 工 学 演 習 1

削除 材 料 演 習 1 学修単位(演習)

削除 熱 流 体 演 習 1 学修単位(演習)

削除 機 力 制 御 演 習 1 学修単位(演習)

工 作 実 習 Ⅰ 3 3 工 作 実 習 Ⅰ 3 3

工 作 実 習 Ⅱ 3 3 工 作 実 習 Ⅱ 3 3

創 造 工 作 実 習 3 創 造 工 作 実 習 3

工 学 実 験 Ⅰ 3 3 1単位減 工 学 実 験 Ⅰ 4 4

工 学 実 験 Ⅱ 2 2 工 学 実 験 Ⅱ 2 2

工 学 セ ミ ナ ー 1 工 学 セ ミ ナ ー 1

卒 業 研 究 8 卒 業 研 究 8

物 質 工 学 概 論 1 新設

環 境 工 学 概 論 1 新設

削除 工 学 材 料 1

削除 材 料 力 学 Ⅲ 1

必修科目に移動 トライボロジー 1

必修科目に移動 メカトロニクス 1

自動車工学(必修)に変更 生 産 管 理 1

機械工作法Ⅱ(必修)に変更 機 械 加 工 学 1

開 設 単 位 数 4 7 18 26 26 -9 開 設 単 位 数 90 7 8 18 29 28

履修可能単位数 4 7 18 26 26 -9 履修可能単位数 90 7 8 18 29 28

必
　

　
　

　
　
修

　
　

　
　
　

科
　

　
　
　

　
目

1

2

2

8

1

1

4

1

3

3

2

1

1

2

1

2

2

1

1

1

1

合計

1

1

2

5

4

3

1

2年 3年 4年
単位数

5年

機械工学科

授  業  科  目

（平成21年度以降入学者） （平成19年度以降入学者）

1年
備考

学年別配当

5年2年 3年

2

4

3

1

単位数

1

学年別配当

1年
授  業  科  目備考

4

2

機械工学科

4

5

4年

必
　
　

　
　

　
修
　

　
　

　
　
科

　
　

　
　
　

目

2

2

2

1

1

81

81

1

1

6

5

1

1

3

1

6

選

択
科
目

合計

7

1

1

3

3

3

3

2

6

1

1

8

1

6

2

1

1

1

1

1

 
 

（出典 入試・教務係資料） 
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 「電気工学科 平成20年度・平成21年度以降入学者」       資料５－１－①－１２ 

 

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

創造科学 工学基礎Ａに吸収 創造科学 1
情報リテラシー 一般科目に移動 情報リテラシー 1
工学基礎Ａ 2 新設
工学基礎Ｂ 2 新設
応用数学Ⅰ 1 1 微分方程式 応用数学Ⅰ 1 1 微分方程式
応用数学Ⅱ 1 1 確率･統計 応用数学Ⅱ 1 1 確率･統計
応用数学Ⅲ 1 1 ﾗﾌﾟﾗｽ変換･ﾌｰﾘｴ級数 応用数学Ⅲ 1 1 ﾗﾌﾟﾗｽ変換･ﾌｰﾘｴ級数

応用数学Ⅳ 1 1 ベクトル解析 応用数学Ⅳ 1 1 ベクトル解析
応用物理Ⅰ 2 2 力学 応用物理Ⅰ 2 2 力学
応用物理Ⅱ 1 1 熱力学･波動論 応用物理Ⅱ 1 1 熱力学･波動論
応用物理Ⅴ 1 1 学修1単位,原子物理,量子と統計 応用物理Ⅴ 2 2 学修単位,原子物理,量子と統計

プログラミングⅠ 2 2 2年に移動 プログラミングⅠ 1 1
プログラミングⅡ 1 1 3年に移動 プログラミングⅡ 2 2
ロボットエレクトロニクス基礎 工学基礎Ａに吸収 ロボットエレクトロニクス基礎 1

電気情報基礎Ⅰ 1 1 直流回路 電気情報基礎Ⅰ 1 1 直流回路
電気情報基礎Ⅱ 1 1 静電気,1年に移動 電気情報基礎Ⅱ 1 1 静電気
電気情報基礎Ⅲ 1 1 磁気 電気情報基礎Ⅲ 1 1 磁気
電気情報基礎Ⅳ 1 1 電気計測･ｼｰｹﾝｽ制御 電気情報基礎Ⅳ 1 1 電気計測･ｼｰｹﾝｽ制御

電気情報基礎Ⅴ 1 1 交流回路 電気情報基礎Ⅴ 1 1 交流回路
電磁気学Ⅰ 1 1 電磁気学Ⅰ 1 1
電磁気学Ⅱ 1 1 学修1単位 電磁気学Ⅱ 2 2 学修単位

電磁気学Ⅲ 1 1 学修1単位,4年に移動 電磁気学Ⅲ 2 2 学修単位

電気回路Ⅰ 2 2 電気回路Ⅰ 2 2
電気回路Ⅱ 1 1 学修1単位 電気回路Ⅱ 2 2 学修単位

電気電子材料 1
電子工学Ⅰ 2 2 電子工学Ⅰ 2 2
電子工学Ⅱ 1 1 電子工学Ⅱ 1 1
ディジタル回路Ⅰ 2 2 ディジタル回路Ⅰ 2 2
ディジタル回路Ⅱ 1 1 学修単位→高専1単位 ディジタル回路Ⅱ 2 2 学修単位
電子回路設計Ⅰ 1 1 学修1単位 電子回路設計Ⅰ 2 2 学修単位
電子回路設計Ⅱ 1 1 学修1単位 電子回路設計Ⅱ 2 2 学修単位

エネルギー変換工学 2 新設(Ⅰ+Ⅱ) エネルギー変換工学 2 新設(Ⅰ+Ⅱ)

パワーエレクトロニクス 1 パワーエレクトロニクス 1
ロボットエレクトロニクス 1 名称変更 コンピュータ計測制御 1
計測情報処理 1 計測情報処理 1

制御工学 学修単位 制御工学 2 学修単位

制御工学Ⅰ 1 1 新設,学修1単位

制御工学Ⅱ 1 1 新設,学修1単位

設計・製図Ⅰ 1 1 設計・製図Ⅰ 1 1
設計・製図Ⅱ 1 1 4年に移動 設計・製図Ⅱ 1 1
コンピュータグラフィックス 1 コンピュータグラフィックス 1
電気電子材料 1 選択→必修
通信工学 1 選択→必修
電気回路Ⅲ 1 選択→必修
電子デバイス 1 選択→必修
電子物性基礎 1 選択→必修
機械工学概論Ⅰ 1 1 機械工学概論Ⅰ 1 1
機械工学概論Ⅱ 1 1 機械工学概論Ⅱ 1 1
物質工学概論 1 名称変更 電気化学概論 1
建設環境工学概論 1 新設
創成実験 2 1単位増 創成実験 1

工学演習 1 新設

工学演習Ａ 新設 工学演習Ａ 1 新設
工学演習Ｂ 新設 工学演習Ｂ 1 新設
工学セミナー 工学セミナー 1
工学セミナーＡ 1 新設,旧文献購読
工学セミナーＢ 1 新設,卒研強化
実験実習Ⅰ 1 1 実験実習Ⅰ 1 1
実験実習Ⅱ 2 2 実験実習Ⅱ 2 2
実験実習Ⅲ 3 3 実験実習Ⅲ 3 3
卒業研究 8 卒業研究 8
電気応用 1 電気応用 1
エネルギー変換システム 1 エネルギー変換システム 1
高電界工学 1 高電界工学 1
電力システム工学Ⅰ 1 電力システム工学Ⅰ 1
電力システム工学Ⅱ 1 電子物性基礎と交換 電子物性基礎 1
電気法規・電気施設管理 1 電気法規・電気施設管理 1
電気電子工学実験Ⅰ 4 4 電気電子工学実験Ⅰ 4 4
電気電子工学実験Ⅱ 3 3 1単位増 電気電子工学実験Ⅱ 2 2
ソフトウェア設計法 1 ソフトウェア設計法 1
システム情報工学 1 システム情報工学 1
計算機アーキテクチャ 1 計算機アーキテクチャ 1
知能ディジタル回路・設計 1 知能ディジタル回路・設計 1
情報ネットワーク論 1 情報ネットワーク論 1
ディジタル信号処理 1 ディジタル信号処理 1
情報工学実験Ⅰ 4 4 情報工学実験Ⅰ 4 4
情報工学実験Ⅱ 3 3 1単位増 情報工学実験Ⅱ 2 2
工学材料 各科概論に吸収 工学材料 1
電気電子材料 必修→選択
通信工学 通信工学 1
画像工学 削減 画像工学 1
電気回路Ⅲ 電気回路Ⅲ 1
電子デバイス 電子デバイス 1
ディスプレイ工学 削減 ディスプレイ工学 1
電力システム工学Ⅱ サマースクール 電力システム工学Ⅱ 1 サマースクール

1 6 新設

6 9 18 26 26 7 8 18 29 29
27 24 15 7 2 26 26 16 8 9
33 33 33 34 34 33 34 34 37 38

2
2

1
1
1

2

1
1

2

1

8
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気
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ー

ス

1
1
1
1

1

一般科目合計 75

合計 167

共通選択科目 7

1

7

合
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専門科目合計 85
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両

コ
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共
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1
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報
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1
1
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1
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1

1
1

7

2

1
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1

3

3

3

1
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必
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目

両
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ー

　
ス
　
共
　
通

4

4

3

5

3

電気情報工学科 （平成21年度以降入学者）

必修

選択

の別

授　業　科　目 単位数
学年別配当

備　　考

176

91

（平成19年度以降入学者）電気情報工学科

授　業　科　目

両
　
コ
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1
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1
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5

1

1

4
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単位数
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 「物質工学科 平成20年度・平成21年度以降入学者」        資料５－１－①－１３ 

 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

1 1 工学基礎に吸収
1 1 一般科目へ移動
1 1 1 1
1 1 1 1
1 1 1 1
2 2 2 2
1 1 1 1
2 2 廃止
1 1 1 1 １年　→　３年
1 1 1 1 ３年　→　４年
1 1 1 1 4年　→　5年
2 2 1 1 －1単位

1 1 新設　＋1単位
1 1 新設　＋1単位

1 1 1 1 物質工学概論から名称変更
1 1 1 1
1 1 1 1

1 1 新設　＋1単位
2 2 2 2
1 1 1 1
1 1 廃止
2 2 1 1 －1単位
2 2 2 2
1 1 1 1
2 2 2 2
2 2 1 1 －1単位
1 1 1 1
1 1 2 2 +１単位
2 2 2 2
2 2 2 2
1 1 1 1
1 1 1 1 5年　→　4年
1 1 廃止
2 2 2 2
2 2 2 2 熱・物質移動論から名称変更
1 1 建設環境工学概論へ
2 2 2 2
1 1 1 1 5年→4年
1 1 1 1
1 1 1 1 5年→4年　計測制御工学から名称変更

2 2 1 1 －1単位
1 1 1 1 微生物学から名称変更

1 1 ５年→４年　必修科目へ
1 1 新設　＋1単位

1 1 共通選択科目へ移動
3 3 3 3
4 4 4 4
3 3 3 3
1 1 1 1
1 1 1 1
1 1 1 1
2 2 2 2
8 8 8 8

1 1 新設　＋1単位
2 2 1 1 ４年→５年　－1単位
2 2 1 1 －1単位　有機合成化学Ⅰ・Ⅱへ分割

1 1 新設　＋1単位
3 3 3 3
3 3 3 3
2 2 2 2 4年　→　5年
2 2 2 2 生物工学から名称変更
3 3 3 3
3 3 3 3
1 1 他科概論へ統合
1 1 廃止
1 1 ５年→４年　必修科目へ
90 6 9 18 29 28 81 4 7 18 26 26
90 6 9 18 29 28 81 4 7 18 26 26
85 27 25 16 8 9 75 27 24 15 7 2

4 2 2 新設
1 6 新設

175 33 34 34 37 37 167 33 33 33 34 34

物質工学科　カリキュラム新旧対応表

H21以降　新カリキュラム
必修

選択

の別
授     業     科     目 単位数

学年別配当
単位数

学年別配当

応 用 数 学 Ⅱ
応 用 数 学 Ⅲ
応 用 物 理 Ⅰ
応 用 物 理 Ⅲ

H20カリキュラム

材 料 物 性 学
情 報 処 理 Ⅰ
情 報 処 理 Ⅱ
情 報 処 理 Ⅲ

備考

必

 

 

 

 

 

 

 

修

 

 

 

 

 

 

 

科

 

 

 

 

 

 

 

目

両

 

 

 

コ

 

 
ー

 

 

ス

 

 

 

共

 

 

 

通

創 造 科 学
情 報 リ テ ラ シ －
応 用 数 学 Ⅰ

機 械 工 学 概 論

無 機 化 学 Ⅰ
無 機 化 学 Ⅱ
基 礎 化 学 演 習

化 学 製 図
基 礎 化 学 Ⅰ

物 質 工 学 序 論
電 気 工 学 概 論

高 分 子 化 学
分 析 化 学 Ⅰ
分 析 化 学 Ⅱ
物 理 化 学 Ⅰ

有 機 化 学 Ⅰ
有 機 化 学 Ⅱ
有 機 化 学 Ⅲ
* 有 機 工 業 化 学

安 全 工 学

化 学 工 学
移 動 現 象 論
環 境 工 学 概 論
* 反 応 工 学

物 理 化 学 Ⅱ
* 工 業 物 理 化 学
機 器 分 析
量 子 化 学

物 質 工 学 実 験 Ⅰ
物 質 工 学 実 験 Ⅱ

分 析 化 学 実 験
無 機 ・ 有 機 化 学 実 験

触 媒 化 学
分 離 工 学
環 境 プ ロ セ ス 工 学
生 物 化 学

生 命 科 学
発 酵 工 学

共通選択科目

* 細 胞 工 学
生 物 工 学 実 験 Ⅰ
生 物 工 学 実 験 Ⅱ

物 質 工 学 セ ミナ ー Ⅱ
卒 業 研 究

* 有 機 合 成 化 学 Ⅱ

物

質

* 無 機 工 業 化 学

* 有 機 合 成 化 学 Ⅰ

選

択

科

目

工 学 材 料
精 密 合 成 化 学
生 命 科 学

履 修 可 能 単 位 数 合 計

合

計

両 コ － ス 開 設 単 位 数
両コ－ス履修可能単位数

一 般 科 目 履 修 可 能 単 位 数
工学基礎A・B

生

物

* 分 子 生 物 学

基 礎 化 学 Ⅱ

建 設 環 境 工 学 概 論

* 環 境 生 態 学

* 無 機 材 料 化 学

物 理 化 学 実 験
創 成 化 学
文 献 講 読
物 質 工 学 セ ミナ ー Ⅰ
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 「建設環境工学科 平成20年度・平成21年度以降入学者」      資料５－１－①－１４ 

 

1年 2年 3年 4年 5年 1年 2年 3年 4年 5年

1 1 工学基礎へ

1 1 一般科目へ

1 1 1 1

1 1 1 1

1 1 1 1

2 2 2 2

1 1 1 1

1 1 1 1

1 1 1 1 プログラミング全体1単位減

1 1 1 1

1 1 廃止

1 1 廃止、建築基礎製図

1 1 建築含む

1 1 建築系、新設

1 1 廃止

3 3 3 3

3 3 3 3

1 1 1 1

1 1 1 1

1 1 建築系、新設

1 1 廃止、CAADへ

2 2 建設材料Ⅰ、Ⅱへ

1 1 名称変更

1 1 名称変更

2 2 2 2

2 2 2 2

2 2 1 1 １減、高専単位へ

2 2 1 1 １減、高専単位へ

2 2 名称変更、コンクリート構造学

1 1 名称変更、ＲＣ構造学、1単位減

1 1 名称変更

1 1 名称変更

2 2 2 2

2 2 1 1 １減、高専単位

2 2 1 1 １減、高専単位

2 2 2 2

2 2 1 1 １減、高専単位

2 2 1 1 １減、高専単位

2 2 2 2

2 2 計画数理Ⅰ、Ⅱへ

1 1 名称変更

1 1 名称変更

2 2 2増、新設、景観含む

2 2 2増、新設、学修単位

2 2 1増、新設、学修単位

1 1 １増、新設

1 1 １増、新設、建築系

3 3 3 3

3 3 3 3

2 2 2 2

2 2 1 1 1減、高専単位へ

2 2 1 1 １減

1 1 1 1

2 2 1 1 1減

1 1 1 1

1 1 廃止

1 1 1 1 （他学科も？）

1 1 1 1

1 1 共通科目へ

1 1 廃止、道路、地盤、地域都市計画へ

1 1 廃止、建築デザイン製図、鋼構造学へ

2 2 2 2 (学）、建築系

1 1 廃止、建築デザイン製図

1 1 1 1

8 8 8 8

1 1 新設

1 1 新設

1 1 新設

1 1 廃止

1 1 共通科目へ

1 1 1 1

1 1 1 1

開 設 単 位 数 90 7 8 18 29 28 81 4 7 18 26 26 81

一 般 科 目 履 修 可 能 単 位 数 85 25 27 16 8 9 75 27 24 15 7 2 75

共 通 科 目 11 2 2 0 1 6 11

履 修 可 能 単 位 数 合 計 175 32 35 34 37 37 167 33 33 33 34 34 0

修 了 認 定 必 要 単 位 数 27 59
93

(58) 130 167 167(75,82)

専門目標単位　(共通除く） 81 4 7 18 26 26 81

　　建　設　環　境　工　学　科　　　授　業　科　目　実　施　一　覧  平成21年度入学者

20年度入学者

単位
数

21年度入学者（案）

工 学 材 料

単位
数

河 川 工 学

計 画 数 理 Ⅰ

環 境 工 学
環 境 衛 生 工 学

都 市 ・ 地 域 計 画 *

エ ネ ル ギ ー 工 学

創 造 科 学

プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅲ
基 礎 製 図

Ｃ Ａ Ｄ

コ ン ク リ ー ト 構 造 学 Ⅰ
コ ン ク リ ー ト 構 造 学 Ⅱ

建 設 環 境 工 学 概 論

建 設 材 料 学

計 画 数 理

景 観 工 学

Ｍ 概 論

Ｃ 概 論

Ｒ Ｃ 構 造 設 計 製 図

海 岸 工 学
数 値 流 体 力 学

防 災 工 学
道 路 工 学

Ｅ 概 論

応 用 物 理 Ⅲ
応 用 物 理 Ⅳ

コ ン ク リ ー ト 構 造 学

構 造 力 学 Ⅰ
建 設 材 料 学 Ⅱ

Ｃ Ａ Ａ Ｄ

構 造 力 学 Ⅱ
構 造 力 学 Ⅲ
構 造 力 学 Ⅳ

水 理 学 Ⅲ

計 画 数 理 Ⅱ

卒 業 研 究

水 理 学 Ⅱ

専
門
基
礎
科
目

建 築 計 画 *

水 環 境 工 学

水 理 学 Ⅰ

建 築 デ ザ イ ン 製 図

測 量 学 ・ 同 実 習 Ⅱ

建 設 環 境 施 工 法

鋼 構 造 設 計 製 図

Ｒ Ｃ 構 造 学
地 盤 工 学 Ⅰ

建 設 環 境 工 学 実 験 Ⅱ

建 設 環 境 工 学 実 験 Ⅲ

建 設 環 境 工 学 実 験 Ⅰ
建 築 法 規

建 築 環 境 工 学 *

建 築 設 備

必修
選択

の別

工
学
基
礎
科
目

応 用 数 学 Ⅱ

応 用 物 理 Ⅰ

プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅱ

授　　業　　科　　目

応 用 数 学 Ⅲ

情 報 リ テ ラ シ ー

地 盤 工 学 Ⅱ

専 門 科 目 計

創 造 工 学 演 習

応
用
基
礎
科
目

建 設 環 境 工 学 セ ミ ナ ー

鋼 構 造 学

耐 震 工 学

地 盤 工 学 Ⅲ

測 量 学 ・ 同 実 習 Ⅳ

建 設 材 料 学 Ⅰ

応 用 数 学 Ⅰ

建 築 基 礎 製 図 Ⅰ

プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅰ

建 築 基 礎 製 図 Ⅱ

測 量 学 ・ 同 実 習 Ⅲ

測 量 学 ・ 同 実 習 Ⅰ

 

 

（出典 入試・教務係資料） 
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 「高等専門学校設置基準」（抜粋）                資料５－１－①－１５ 

 

高等専門学校設置基準        （昭和三十六年八月三十日文部省令第二十三号） 

最終改正：平成二二年六月一五日文部科学省令第一五号 

第四章 教育課程  

（一年間の授業期間）  

第十五条  一年間の授業を行う期間は、定期試験等の期間を含め、三十五週にわたることを原則

とする。  

（授業科目）  

第十六条  高等専門学校の授業科目は、その内容により、各学科に共通する一般科目及び学科ご

との専門科目に分ける。 

（教育課程の編成）  

第十七条  高等専門学校は、当該高等専門学校及び学科の教育上の目的を達成するために必要な

授業科目を自ら開設し、体系的に教育課程を編成するものとする。  

２  教育課程は、各授業科目を各学年に配当して編成するものとする。  

３  各授業科目の卖位数は、三十卖位時間（一卖位時間は、標準五十分とする。第七項において

同じ。）の履修を一卖位として計算するものとする。  

４  前項の規定にかかわらず、高等専門学校が定める授業科目については、一卖位の授業科目を

四十五時間の学修を必要とする内容をもつて構成することを標準とし、授業の方法に応じ、当該

授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、次の基準により卖位数を計算する

ことができる。  

一  講義及び演習については、十五時間から三十時間までの範囲で高等専門学校が定める時間の

授業をもつて一卖位とする。  

二  実験、実習及び実技については、三十時間から四十五時間までの範囲で高等専門学校が定め

る時間の授業をもつて一卖位とする。  

三  一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により

行う場合については、その組み合わせに応じ、前二号に規定する基準を考慮して高等専門学校が

定める時間の授業をもつて一卖位とする。  

（出典 文部科学省ホームページより抜粋） 
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 「行事予定表」（平成23年度）                  資料５－１－①－１６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 教員会議資料より抜粋） 
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式

再
判

定
会

議

ア ン ケ ー

ト 期 間

学 年 末 休 業

去
就

報
告

春
分

の
日

金
曜

日
の

授
業

校
内

体
育

大
会

勤
労

感
謝

の
日

秋
分

の
日

学
生

臨
休

全 国 高 専 体 育 大 会

（ 関 東 信 越 地 区 ）
天

皇
誕

生
日

(予
)本

科
推

薦

選
抜

面
接

検
査

ロ
ボ

コ
ン

全
国

大
会

オ ー プ ン 授 業 推 進 週 間

保 護 者 授 業 参 観 日

保
護

者
懇

談
会

（
１

・
２

・
３

学
年

）

み
ど

り
の

日

こ
ど

も
の

日

学
生

臨
休

憲
法

記
念

日

月
曜

日
の

授
業

入
試

採
点

全 国 高 専

体 育 大 会

学
生

臨
休

短
縮

授
業

　
学

生
会

総
会

（
5
校

時
）

第
１

学
年

午
後

学
年

交
流

会

 短
縮

授
業

金
曜

日
の

授
業

高
専

大
会

壮
行

会
（
9
校

時
）

後
援

会
総

会
・
保

護
者

交
流

会
（
4
/
2
3
）

短
縮

授
業

授
業

参
観

木
曜

日
の

授
業

消
費

者
講

座
講

演
会

（
３

学
年

）

昭
和

の
日

授
業

開
始

保
護

者
懇

談
会

 （
第

５
学

年
）

５
月

２
８

日
（
土

）
振

替

学
生

臨
休

オ ー プ ン 授 業 推 進 週 間

前
期

中
間

試
験

特 別 指 導 期 間 （ 放 課 後 等 ）

補
講

日

一
日

体
験

入
学

一
日

体
験

入
学

寮
生

帰
寮

日

高 校 総 体

海
の

日

全
学

年
保

護
者

懇
談

会
（
青

森
市

）

前
期

中
間

試
験

(予
)入

学
手

続
き

日

再
試

験
日

（
Ａ

）
仙

台
高

専
名

取

（
Ｂ

）
一

関
高

専
校

長
講

話
・

消
防

訓
練

1
-
2
時

限
目

・
3
-
4
時

限
目

夏    季    休     業

補
講

日
後

期
末

試
験

2
/
1
4
-
1
5
　

５
学

年
一

般
・
共

通
選

択
科

目

建
国

記
念

の
日

後
期

末
試

験

（
本

科
1
～

4
学

年
）

オ ー プ ン 授 業

推 進 週 間
第

３
学

年

学
習

到
達

度
試

験

成
人

の
日

寮
生

帰
寮

日

授
業

開
始

成
績

判
定

会
議

（
1
～

5
年

生
,専

攻
科

2
年

生
）

冬 　 季 　 休 　 業

(予
)入

学
意

思
確

認

後
期

中
間

試
験

（
１

～
4
学

年
）

後
期

中
間

試
験

（
１

～
4
学

年
）

元
日

仕
事

始
め

授
業

開
始

文
化

の
日

木
曜

日
の

授
業

学 生 臨 休

本
科

 入
学

者
選

抜

学
力

検
査

第 4 学 年 見 学 旅 行

特 別 指 導 期 間 （ 放 課 後 等 ）
全 国 高 専

体 育 大 会

前
期

末
試

験

（
本

科
）

ロ
ボ

コ
ン

東
北

地
区

大
会

（
福

島
高

専
）

校
内

球
技

大
会

（
開

校
記

念
日

）

体
育

の
日

月
曜

日
の

授
業

短
縮

授
業

前 期 授 業 ア ン ケ ー ト 調 査 期 間

高 専 祭

敬
老

の
日

月
曜

日
の

授
業

午
後

休
講

前
期

末
試

験

（
本

科
）
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 「年間授業時間数調」（学校行事・曜日の振替）          資料５－１－①－１７ 

 

土 日 月 火 水 木 金 計 土 日 月 火 水 木 金 計 合計

前半（中間試験含む） 8 7 6 7 7 35 1 1 9 10 8 8 9 46 81

後半 1 10 12 13 13 12 61 12 12 13 13 12 62 123

（Ａ）小計 1 0 18 19 19 20 19 96 1 1 21 22 21 21 21 108 204

-1 -1 -2 -2

学寮閉鎖（9/26） -1 -1 -1

高専大会（7/1） -1 -1 -1

0 0

0 -1 -1 -2 -2

0 -3 -2 -2 -3 -3 -13 -13

-1 -1 -1

-1 -1 -1

0 0 -3 0 -1 0 -2 -6 0 0 -4 -3 -2 -3 -3 -15 -21

1 0 15 19 18 20 17 90 1 1 17 19 19 18 18 93 183

-1 -1 0 -1

-1 -1 0 -1

-1 -1 0 -1

-1 -2 -1 -1 -5 0 -5

-1 -1 -2 0 -2

0 0 0

0 -1 -1 -1

後期校長講話（10/3） 0 -0.25 -0.25 -0.25

消防訓練（10/3） 0 -0.25 -0.25 -0.25

高専祭前日（10/21） 0 -0.5 -0.5 -0.5

高専祭（10/22-10/24） 0 -1 -1 -1 -3 -3

0 -1 -1 -1 -1 -1 -5 -5

0 -1 -1 -1 -3 -3

0 0 0 -2 -3 -3 -2 -10 -1 -1 -3.5 -2 -2 -2 -1.5 -13 -23

1 0 15 17 15 17 15 80 0 0 13.5 17 17 16 16.5 80 160

-1 -1

1 1

-1 -1

1 1

-1 -1

1 1

-1 -1

1 1

-0.5 -0.5

0.5 0.5

-1 -1

1 1

-1 -1

1 1

-1 -1

1 1

-1 -1

1 1

-1 -1

1 1

-1 -1

1 1

-1 0 1 -1 0 -1 2 0 0 0 2.5 0 -2 0 -0.5 0 0

0 0 16 16 15 16 17 80 0 0 16 17 15 16 16 80 160

校内体育大会（5/26）

高専大会の振替（7/4）

4/26（火）の授業

木曜日の授業に振替（5/28）
前期

金曜日の授業に振替（6/30）

前期

（B2）

振替

休日

（C）＝（A）-（B）　学生の出校日

前期

始業式・対面式・入学者研修会（4/8）

前期末試験（9/14-9/21）

平成23年度  行事予定  年間授業日数調

前　期 後　期

（B1）

学生

臨休

学寮閉鎖（5/2・5/6）

学年末臨時休業（3/1～3/19）

前期

（Ａ）出校日数

（土日・臨時休業含む）

後期

5/28（土）の授業

入試採点（2/20-21）

（B）小計

（D）小計

補講期間（8/31，9/13）

校内球技大会（10/13）

(

D

)

学

校

行

事

土曜参観日の振替（6/15）

後期末試験（2/9-2/15）

月曜日の授業に振替（10/21）

後期

11/2（水）の授業

木曜日の授業に振替（11/2）

2/23（木）の授業

火曜日に振替（2/24）

2/8（水）の授業

計(F)

10//11（火）の授業

（

F
）

曜

日

の

振

替

後期

入学式（4/7）

特別指導期間

補講期間（2/27-29）

（E）＝ （C）－(D)　授業日数

月曜日の授業に振替（9/29）

6/30（木）の授業

（E） 授業日数　　※曜日の振替

月曜日に振替（2/23）

2/24（金）の授業

金曜日の授業に振替（12/22）

金曜日の授業に振替（4/26）

9/29（木）の授業

10/21（金）の授業

月曜日の授業に振替（10/11）

木曜日に振替（2/8）

12/22（木）の授業

 

 

（出典 入試・教務係資料より抜粋） 
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 「年間授業時間数調」（授業時間数）               資料５－１－①－１８ 

 

0 0 16 16 15 16 17 80 0 0 16 17 15 16 16 80 160

5／13

学生総会

短縮授業

10/3

校長講話

1-2H休講

 5／21

寮祭

短縮授業

10/3

消防訓練

3-4H休講

6/30

壮行会

短縮授業

10/21

高専祭

午後休講

１年行事
１年午後

交流会

２年行事
２年

交流会

学習到達

度試験

スキー

４年行事

５年行事

１年 0 0 0 0 -0.5 -0.5 0 0 0 0 0 0 -1

２年 0 0 0 0 0 0 0 -1 0 0 0 -1 -1

３年 0 0 0 0 0 0 0 -1 0 -0.5 0 -2 -2

４年 0 0 0 0 0 0 0 -1 -1 -1 -1 -4 -4

５年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

１年 16 16 15 16 16.5 79.5 16 17 15 16 16 80 159.5

２年 16 16 15 16 17 80 16 16 15 16 16 79 159

３年 16 16 15 16 17 80 16 16 15 15.5 16 78.5 158.5

４年 16 16 15 16 17 80 16 16 14 15 15 76 156

５年 16 16 15 16 17 80 16 17 15 16 16 80 160

１年 16 16 15 16 16.5 79.5 16 17 15 16 16 80 159.5

２年 16 16 15 16 17 80 16 16 15 16 16 79 159

３年 16 16 15 16 17 80 16 16 15 15.5 16 78.5 158.5

４年 16 16 15 16 17 80 16 16 14 15 15 76 156

１年 15 15 15 15 15.5 75.5 15 16 15 15 15 76 151.5

２年 15 15 15 15 16 76 15 15 15 15 15 75 151

３年 15 15 15 15 16 76 15 15 15 14.5 15 74.5 150.5

４年 15 15 15 15 16 76 15 15 14 14 14 72 148

５年 16 16 15 16 17 80 16 17 15 16 16 80 160

保

障

授

業

時

間

数

中間試験

実施科目

（授業日数に換算）

全学年共通行事

中間試験

不実施科目

（中間試験を除く為

５年生以外は▲１）

（H）＝（E）－（G）計

（E） 授業日数　　※曜日の振替

３年行事

（G）特記事項

（学年別行事）

見学旅行

 

 

（出典 入試・教務係資料より抜粋） 

 

 

 「学修卖位科目を考慮した時間割」               資料５－１－①－１９ 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8

英語演習Ⅱ 英語演習Ⅱ

〈菊池〉 〈Morris〉

英語演習Ⅱ 英語演習Ⅱ

〈Morris〉 〈菊池〉

英語演習Ⅱ 英語演習Ⅱ

〈Morris〉 〈髙橋〉

英語演習Ⅱ 英語演習Ⅱ

〈髙橋〉 〈Morris〉

学修単位

科目

Ⅳ

Ｃ
4

Ｚ
4

Ｅ
5

Ⅴ

Ｍ
5

Ｚ
5

金月 水 木

土屋

Ｃ
5

 火
区　　分

中村(重)

鎌田(長)

Ｍ
4

森

Ｅ
4

馬渡

齊藤(貴)

産業と経営

細川

清原

〈舘野〉

測量学・同実習Ⅳ

材料物性学

〈佐藤(純)〉

電磁気学Ⅱ

機械材料学Ⅱ

〈赤垣〉〈戸田山〉

〈細川・鎌田(貴)〉〈野中〉

英語演習Ⅰ

〈今野〉

英語演習Ⅰ

〈戸田山〉

応用数学Ⅳ

〈舘野〉

電気電子・情報工学実験Ⅰ

熱・物質移動論

〈松本〉

〈Z科教員〉

創造工学演習

物理化学Ⅱ

〈大久保〉

英語演習Ⅰ

〈菊池〉

体育

〈蝦名〉

応用物理Ⅲ

〈濱田〉

応用数学Ⅰ

〈栗原〉

創造設計製図

〈沢村〉

電気応用

英語演習Ⅰ

〈菊池〉

応用数学Ⅰ

〈栗原〉

応用数学Ⅳ

〈舘野〉

電気工学概論

〈吉田〉

産業と経営

〈佐藤(純)〉

応用数学Ⅲ

〈舘野〉

計画数理

〈今野〉

物理化学実験

〈大久保・中村〈重〉・齊藤(貴)〉

学修単位

科目

水理学Ⅱ

〈藤原〉

〈野中〉

ソフトウェア設計法

〈釜谷〉

〈太田〉

原子力工学概論

〈中村(重)・濱田 〉

〈中村(重)・濱田 〉

原子力工学概論

創成実験

〈太田・海野〉

〈中村(重)・濱田 〉

日本語コミュニケーション

〈太田・海野〉

体育

〈蝦名〉

日本語コミュニケーション

〈太田・海野〉〈丸岡〉

日本語コミュニケーション

日本語コミュニケーション

〈太田・海野〉

安全工学

〈佐々木・安宅〉

ｺﾝｸﾘｰﾄ構造学Ⅱ

〈E教員〉

学修単位

科目

〈中村(重)・濱田 〉 科目

原子力工学概論

【留】日本語

【留】日本語

〈太田〉

学修単位

原子力工学概論

材料演習 工学実験Ⅰ

〈釜谷・野中〉

機械設計法Ⅱ

〈村山〉 〈赤垣・森〉

〈久慈〉 科目

体育

体育

〈蝦名〉

ディジタル回路Ⅱ

〈工藤(隆)〉

学修単位

〈佐藤(久)〉

応用数学Ⅰ

〈栗原〉

有機工業化学

計測情報処理

微生物学

〈山本〉

建設環境工学実験Ⅱ

〈南・杉田・藤原・金子〉

〈蝦名〉

〈平川〉

応用物理Ⅲ

〈濱田〉

産業と経営

〈佐藤(純)〉

応用物理Ⅱ

材料力学Ⅱ

〈森〉

情報処理Ⅱ

〈黒沢〉

産業と経営

電子工学Ⅱ

物理化学実験

〈松橋〉 科目

電子回路設計Ⅰ

有機合成化学

〈菊地〉

(工藤(憲))

学修単位

〈舘野〉

〈舘野〉

応用数学Ⅲ

分子生物学

〈佐々木〉

応用数学Ⅰ

〈栗原〉

構造力学Ⅲ

〈杉田〉

〈大久保・中村(重)・齊藤(貴)〉

学修単位

科目

地盤工学Ⅱ

〈清原〉

卒業研究流体力学
機械力学/情報処理

Ⅲ/卒業研究

〈黒沢/黒沢/Ｍ教員〉

機力制御演習 情報処理Ⅲ3次元設計製図

(松本)

卒業研究

(E教員)

〈黒沢・郭〉

電気化学概論

卒業研究

(M教員)

システム情報工学 工学セミナーA

〈武尾・村山・郭〉

(羽生・澤本・猪股)

精密合成化学 卒業研究

（E教員)

文献講読物質工学セミナーⅡ

〈C教員〉 〈C教員〉〈C教員〉

都市・地域計画

〈後村・福本〉〈南〉

〈川口〉

景観工学

〈馬渡〉

海岸工学 プログラミングⅢ

〈杉田〉

電気法規・電気施設管理

〈杉山・松本・本間〉

〈黒沢〉

計測制御工学

〈浦西〉

制御工学

〈土屋〉

〈杉山〉 〈齊藤(貴)/大久保・大友〉

電気電子・情報工学実験Ⅱ

〈釜谷〉 〈工藤(憲)・鎌田(貴)〉

工業物理化学/量子化学 物質・生物工学実験Ⅱ

鋼構造設計製図

〈杉田〉

環境工学

〈矢口〉

【共通選択科目B】 【共通選択科目B】 【共通選択科目B】

文学 原子力基盤技術概論 人間科学

道路工学

〈今野〉

〈M教員〉

フランス語(E/C) 中国語

【合併教室】 【合併教室】 【第２ゼミ室】

環境論

【中講義室】 【中講義室】 【第３ゼミ室】

〈河村〉 〈陳〉〈Morris〉

世界経済史

〈佐藤(純)〉

(齋) 〈菅原・武尾・中村(重)・濱田・土屋〉〉

〈馬渡・鳴海(寛)・蝦名・小野・野沢〉

(陳)

品質・生産管理

〈浦西〉

〈平川〉

【C５教室】

【共通選択科目B】

【Ｅ５教室】 【合併教室】
〈井口・森・久慈・松橋・大久保・山本〉

医工・福祉

フランス語（M/Z）

【第２ゼミ室】

〈工藤(憲)〉

機械力学

〈黒沢〉

通信工学

高分子化学

〈佐藤(久)〉

卒業研究

【第４ゼミ室】

〈小林〉

反応工学

〈松本〉

中国語

〈久慈〉

工学実験Ⅱ

〈Ｍ教員〉

卒業研究
〈Ｅ教員〉

電力システム工学Ⅰ

流体力学/機力制御
演習/卒業研究

〈浦西/郭･黒沢/Ｍ教員〉

生命科学

〈鈴木・野田・土屋〉

3次元設計製図

〈武尾・村山・郭〉

電磁気学Ⅲ

物質・生物工学実験Ⅱ

卒業研究

知能ディジタル回路・設計

〈久慈・高際〉

建設環境施工法

〈佐々木・非常勤〉

〈E教員〉

〈杉山・松本・本間〉

卒業研究

〈C教員〉

卒業研究

(M教員)

〈長田〉

〈Z教員〉 〈福地〉

建設環境工学実験Ⅲ

〈矢口・丸岡・金子〉〈Z教員〉

河川工学

(藤原)

電子工学

〈野中〉

電子デバイス 工学セミナーB

 

（出典 入試・教務係資料より抜粋） 
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 「学修卖位科目リスト」                     資料５－１－①－２０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成23年度学生便覧教育課程より抜粋 p.108） 

 

 

 

 

 

【学修卖位科目】 

授業形態 ○Ａ： 15 時間の授業と 30 時間の自学自習。 

授業形態 ○Ｂ： 22.5～25 時間の授業と 22.5～25時間の自学自習 

 

学科名  授業科目 
授業 

形態 

卖位 

数 

配当 

学年 

一般科目  
英語演習Ⅱ ○Ｂ  ２ ５ 

計  ２  

機械工学科  

機械材料学Ⅱ 

材料力学Ⅱ 

水力学 

熱力学 

機械力学 

制御工学 

○Ｂ  １ ４ 

○Ｂ  ２ ４ 

○Ｂ  ２ ４ 

○Ｂ  ２ ４ 

○Ｂ  ２ ５ 

○Ｂ  ２ ５ 

計  １１  

電気情報工学科  

応用物理Ⅴ 

電磁気学Ⅱ 

電磁気学Ⅲ 

電気回路Ⅱ 

電子回路設計Ⅰ 

電子回路設計Ⅱ 

○Ｂ  １ ４ 

○Ｂ  １ ４ 

○Ｂ  １ ４ 

○Ｂ  １ ４ 

○Ｂ  １ ４ 

○Ｂ  １ ４ 

制御工学Ⅰ ○Ｂ  １ ４ 

制御工学Ⅱ ○Ｂ  １ ５ 

計  ８  

物質工学科 

 

有機工業化学 

工業物理化学 

環境生態学 

反応工学 

○Ｂ  ２ ４ 

○Ｂ  １ ５ 

○Ｂ  １ ５ 

○Ｂ  ２ ５ 

物質コース 

無機工業化学 

無機材料化学 

有機合成化学Ⅰ 

有機合成化学Ⅱ 

○Ｂ  １ ４ 

○Ｂ  １ ５ 

○Ｂ  １ ４ 

○Ｂ  １ ５ 

生物コース 
細胞工学 

分子生物学 

○Ｂ  ２ ４ 

○Ｂ  ２ ５ 

 計  １４  

建設環境工学科  

建築環境工学 

建築計画 

都市・地域計画 

○Ａ  ２ ５ 

○Ａ  ２ ４ 

○Ａ  ２ ５ 

計  ６  
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（分析結果とその根拠理由）  

 

（１）教育目的・目標の達成： 教育目標の一つである「連峰型教育」を目指し，組織的・体系的な

教育課程の編成がなされるなど，教育目的・目標を達成するための仕組みが考慮されている。 

（２）体系的なカリキュラムの編成： 一般科目と専門科目の「くさび型」の学年配置を縦糸とし，

「連峰型教育」を目指した学科横断的な科目配置を横糸として，体系的なカリキュラムが編成されて

いる。 

（３）学校行事日程および授業時間数の設定： 考慮された行事日程とカリキュラムにより，本校の

教育目的である「豊かな人間性の涵養」と「工学知識・技術の修得」の両立が図られている。 

このように，教育の目的である「創造力」「開発能力」を兼ね備えた実践的技術者の育成，目標で

ある「豊かな人間性の涵養」「工学知識・技術の修得」「地域社会への貢献」「コミュニケーション

能力の習得」が達成される適切なカリキュラム編成などの教育課程が整備されている。 

以上のことから，教育目的に照らして，授業科目が学年ごとに適切に配置され，教育課程が体系的

に編成されていると判断される。また，授業内容が全体として教育課程の編成の趣旨に沿って，教育

目的を達成するために適切なものとなっていると判断される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



八戸工業高等専門学校 基準５ 

146 

 

観点５－１－②： 教育課程の編成又は授業科目の内容において，学生の多様なニーズ，学術の発

展の動向，社会からの要請等に配慮しているか。 

 

（観点に係る状況） 

 (１) 社会からの要請：  

従来，高専が社会に送り出す人材の資質として「専門性」が重視されて来たが，近年の社会状況を

考慮すると「多様性」や「順応性」も同様に重視して，それを社会的要請と位置付けている。教育の

目標の一つとしている「連峰型教育」体系を目指した「学科横断的教育」は，学生がこの「多様性」

と「順応性」を身につけることを目的としている。前項で触れた「工学基礎Ａ」と「工学基礎Ｂ」は，

この「学科横断的教育」の代表である（資料５－１－①－６）。全１学年と全２学年の共通科目であ

る「工学基礎Ａ」「工学基礎Ｂ」を運営するために，「系」と呼ばれる学科の枠を越えた教員の集団

が組織され，複合的な授業が行われている（資料５－１－②－１）。また，「工学基礎Ａ」「工学基

礎Ｂ」はキャリア教育の側面を持っている。特別テーマとして実社会での出来事をリアルに描いた視

聴覚教材を利用し，社会を意識する機会を提供している（資料５－１－②－２）。「学科横断的教

育」のもう一つの実践として，５学年で他学科の専門基礎について学ぶ「概論」等の科目が設定され

ている（資料５－１－①－７～９）。また，学生が所属学科以外の専門科目を履修できるように規則

改正を行い，平成17年度より施行している（資料５－１－②－３）。現在，技術者は海外でも活躍す

る必要があるため，平成21年度のカリキュラム改正で英語の総卖位数を増やし，教育方法でも工夫が

見られる。低学年では三沢ベースの高校生との交流等で英語に対するモチベーションアップを図り，

コミュニケーション力を含むしっかりした英語の基礎力の養成に努めている。英語の時間割をほぼ毎

日組む工夫もみられる。４，５年では科学技術やTOEICに繋がる実用的な英語の授業を実施し，低学

年からの継続性にも配慮している（資料５－１－②－４）。また，青森県には原子力発電関連産業が

多く散在し，地域社会的要請を受け，原子力関連科目の整備が進められている（資料５－１－②－

５）。 

（２） 学生の多様なニーズ：  

各科目において補習を要する学生がある場合，適宜補充的な教育を行っている。数学での学力不足

の学生や，もっと勉強したい学生に対する補充教育として，数学系教員が組織的に「数学寺子屋」と

呼ぶグループ学習を年４回の定期試験期間前に実施している（資料５－１－②－６）。尐人数教育の

一環として，きめ細かな指導が行われている。また，平成20年度より，「メンター制度」と呼ばれる

高学年学生が低学年学生を指導する体制が確立されている（資料５－１－②－７～８）。学業に多尐

の困難を感じている低学年学生に，高学年学生が手を差し伸べる制度である。また，建設環境工学科

では就職先に公務員を希望する学生が多いという事情から，公務員試験対策勉強会と模擬試験を行っ

ている（資料５－１－②－９）。キャリア教育の一環となるが，４年５年の学生が様々な分野の社会

人の経験に耳を傾ける機会として，「田面木塾」と呼ばれる講演会形式の授業が設定されている（資

料５－１－②－１０～１２）。また平成19年度より，他大学等との卖位互換の協定が制度化され，希

望により他大学等で開講されている授業も利用できる状況が整い，卖位の認定も行われている（資料

５－１－②－１３～１４）。 

(３)  学術の発展の動向： 

 準学士課程の学生にとって「学術」とは実社会で役に立っている工学技術を意味し，学生が実社会

に触れる機会が，その発展動向を知る機会となる。第４学年に設定されている「見学旅行」および
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「校外実習（インターンシップ）」がこれに相当する。これらについては，観点５－２－③で説明を

行う。また，前記の「田面木塾」もこれに該当すると考えられる（資料５－１－②－１０～１２）。 

さらに，社会からの要請や学術の発展の動向に基づき，卒業研究や特別研究が実施されている。 

 

 「系の組織と配属教員」                      資料５－１－②－１ 

 

2011.4.1

系

　
空間構造
デザイン

　
ロボティックス

　
機能創成材料

　
エネルギー

　
ナノテクノロジー

　
環境・バイオ
テクノロジー

　
数理情報

　
産業教育

系　長 今  野 釜  谷 舘　野 南 杉　山 佐々木 鳴海（哲） 戸田山

河  村 細  越 村　上 濱  田 赤  垣 蝦  名 鳴海（寛） 平  川
武　尾 村  山 松　橋 浦  西 森 大久保 馬  渕 太　田
藤  原 黒  沢 野　中 鎌田（長） 中村（嘉） 齊藤（貴） 馬  場 阿  部
杉  田 郭 鎌田（貴） 沢  村 菊地（康） 山　本 栗　原 髙橋（要）
清　原 久  慈 中村（重） 古　谷 長谷川 川　口 丹　羽 齋
馬　渡 工藤（隆） 佐藤（久） 土  屋 松　本 矢  口 丸  岡 菊池（秋）

工藤（憲） 菅  原 吉　 田 本　間 金  子 佐藤（純）
細  川

教　員

総合科学科　　　　　機械工学科　　　　　電気情報工学科　　　　　物質工学科　　　　　建設環境工学科

系の配属教員一覧　(平成２３年度）

 

 

（出典 「工学基礎」概要説明資料より抜粋） 
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 「視聴覚教材を利用したキャリア教育」              資料５－１－②－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 「工学基礎」概要説明資料より抜粋） 

 

 

 

 

 
技術と社会（1） 

NHK プロジェクトX  

「世界を驚かせた一台の車」 ～名社長と闘った若手社員たち～ 

技術と社会（2） 

NHK プロジェクトX  

「執念が生んだ新幹線」 ～老友９０歳・飛行機が姿を変えた～ 

技術と社会（3） 

NHK プロジェクトX  

「友の死を越えて」 ～青函トンネル・２４年の大工事～ 

技術と社会（4） 

NHK プロジェクトX  

「復活の日」 ～ロボット犬にかける～ 

技術と社会（5） 

NHK プロジェクトX  

「突破せよ 最強特許網」 ～新コピー機 誕生～ 
 

 
職業と人生（1） 

NHK プロフェッショナル 

「校長 荒瀬克己の仕事」 ～背伸びが、人を育てる～ 

職業と人生（2） 

NHK プロフェッショナル 

「農家 木村秋則の仕事」 ～リンゴは愛で育てる～ 

職業と人生（3） 

NHK プロフェッショナル 

「公務員 木村俊昭の仕事」 ～“ばかもの”が、うねりを起こす～ 

職業と人生（4） 

NHK プロフェッショナル 

「漫画家 井上雄彦の仕事」 ～闘いの螺旋、いまだ終わらず～ 

職業と人生（5） 

NHK プロフェッショナル 

「高校教師 大瀧雅良の仕事」 ～勝つことよりも大事なことがある～ 

職業と人生（6） 

NHK プロフェッショナル 

「英語講師 竹岡広信の仕事」 ～なにくそ！ 負けたらあかん～  
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 「他学科開設科目卖位修得に関する規則」（学生便覧より抜粋）    資料５－１－②－３ 

 

（６） 八戸工業高等専門学校他学科開設授業科目修得卖位の認定等に関する取扱要項 

（趣旨） 

１．この取扱要項は、八戸工業高等専門学校学業成績評価及び学年の課程修了並びに卒業認定に

関する規則（以下「学業成績評価規則」という。）第１１条の３に基づき、他学科開設授業科目

（以下「授業科目」という。）を履修し修得した卖位の認定等に関して、必要な事項を定めるも

のである。 

（対象） 

２．この取扱要項の対象となる者は、本科第4学年及び第5学年の学生とする。 

（申請手続）) 

３．授業科目を履修し、修得した卖位を課程修了又は卒業の要件として認定を受けようとする者

は、次の申請手続きを行うものとする。 

（1）学期開始前に別記様式第３号による「他学科開設授業科目履修届」に必要事項を記入し、あ

らかじめ科目担当教員並びに学級担任の許可を得た上で学生課教務係に提出するものとする。 

（2）卖位を修得した者は別記様式第４号による「他学科開設授業科目修得卖位認定願」に必要事

項を記入し、科目担当教員から学業成績評価と欠課時数など卖位修得に係る事項を記入願いその

承認印を受けて、所定の期日までに学級担任を経て学生課教務係に提出するものとする。 

（履修科目の取り消し） 

４．省略。 

（学業成績の評価及び卖位修得の認定） 

５．学業成績の評価及び卖位修得の認定は、学業成績評価規則第６条及び第１１条に基づいて行

い、卖位修得の認定は、当該学生所属学級の学業成績一覧表への記載は行わず特別学修並びに課

題研究に準じて別に行うものとする。 

（欠課時数の取扱い） 

６．省略。 

（席次の取扱い） 

７．省略。 

（認定する卖位数） 

８．この取扱要項により認定する卖位数は、特別学修並びに課題研究卖位認定細則で修得した卖

位数とあわせて１５卖位を超えないものとする。 

附則 

この取扱要項は、平成１７年４月１日から施行する。 

 

（出典 平成23年度学生便覧 p.128～p.129） 

 

 

 

 



八戸工業高等専門学校 基準５ 

150 

 

 「英語関係の科目設定」                      資料５－１－②－４ 

 

英語ＩＡ （◎） 英語IＩＡ （◎） 英語IＩI （◎） 英語演習I （◎） 英語演習II(A) （◎） 総合英語Ａ （◎） 総合英語C （◎）
英語ＩB （◎） 英語IＩB （◎） 英語演習II(B) （◎） 総合英語B （◎）

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝＩＡ （◎）
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝＩB （◎） 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝIＩ （◎） 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝIIＩ （◎）

国語 （○） 国語 （○） 国語 （○） 日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ （◎） 日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ （◎） 表現法 （◎）

地理 （○） 人文社会学要論 （○）

日本語[留学生対象] （◎） 日本語[留学生対象] （◎）
日本事情[留学生対象] （◎）

フランス語[共選] （◎）
中国語[共選] （◎）
文学[共選] （○）

人間科学[共選] （○）
環境論[共選] （○）

特別講義[自選] （○）

Ａ．豊かな人間性の涵養：国際的視野に立ち，地球環境や人類社会に及ぼす技術の影響を理解し，またその責任を自覚できる，誠実で健全な心身を養う。
Ｂ．工学知識・技術の修得
    （Ｂ－１）数学，自然科学の基礎知識と実験・測定技術および情報処理技術を修得し応用できる。
    （Ｂ－２）得意とする専門分野の知識と技術を修得し，「連峰型教育」を活かした複合的専門基礎知識も身につける。
Ｃ．地域社会への貢献
    （Ｃ－１）協調性を発揮し，技術を創造・開発またはシステム化できるデザイン能力とものづくり能力を修得する。
    （Ｃ－２）北東北の重点課題であるエネルギー，環境の問題に関心を持ち，それらの課題に積極的に取り組む，進取の姿勢を身につける。
Ｄ．コミュニケーション能力の習得：意思を明晰に相互伝達する日本語力と，国際社会に対応できる英語基礎力を身につける。

D

 

 

（出典 資料５－１－①－１６ より抜粋） 

 

 

 「原子力工学概論・原子力基盤技術概論シラバス」          資料５－１－②－５ 

 

（出典 平成23年度 シラバス Ｇ65，Ｇ77 抜粋） 
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 「数学寺子屋の実施」（平成22年度，定期試験前実施日）       資料５－１－②－６ 

 

時間 担当者 受講学生数

前期中間 ５月２１日（金）～２５日（火） 16：00～17：00 鳴海・馬渕・馬場・栗原 約２０名

前期期末 ９月６日（月）～８日（水） 16：00～17：00 鳴海・馬渕・馬場・栗原 約２０名

後期中間 １１月２６日（金）～３０日（火） 16：00～17：00 鳴海・馬渕・馬場・栗原 約２０名

後期期末 ２月３日（木）～７日（月） 16：00～17：00 鳴海・馬渕・馬場・栗原 約２０名

期日

 

（出典 数学科資料） 

 

 

 

 

 

 「メンター制度」 （平成23年度説明資料）             資料５－１－②－７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成23年度メンター制度連絡書より抜粋） 

 

教員各位： 

 

今年度第一回めの学習メンター制度名簿を添付します。 

現在は 2.3 年生の再試験受験予定者の指導を開始しています。 

早い場合、明日の合同再試験で再試験が予定されていますが、科目によっては

再試験の日程が未定のものもあります。 

指導計画の作成の参考にいたしますので、2,3年の再試験科目の試験日が決まり

ましたら、戸田山にもご連絡いただけますとありがたいです。 

また、メンターは指導上のアドバイスをいただきにあがることもあります。ど

うぞよろしくお願い申し上げます。 

授業や部活動等でメンティ、メンターを接する機会の多い先生方には、激励の

ほどお願い申し上げます。 

 

今年度の授業科目についての指導に関しては、中間試験の結果を見てご相談し

たいと存じます。しかし、小テストなどの結果によって、中間試験そのものが

すでに心配な学生に関しては、はやめにご連絡をくださいますようお願い申し

上げます。 

 

また、今年度のメンターは原則として今月中に志願者を受付けて登録をすませ

たいと思います。近日中に高学年向けの案内を掲示いたしますので、どうぞよ

ろしくお願い申し上げます。 

 

 

学習メンター制度担当 

戸田山  
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 「メンター制度」 （平成23年度説明資料）             資料５－１－②－８ 

 

 個人情報保護のため削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成23年度メンター制度連絡書より抜粋） 
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 「建設環境工学科の学生のための試験対策勉強会」         資料５－１－②－９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 建設環境工学科学生への掲示資料） 
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 「特別講義シラバス」                     資料５－１－②－１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成23年度 シラバス Ｇ64 抜粋） 
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 「田面木塾・プログラム概要」                 資料５－１－②－１１ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成22年度プログラム案内パンフレットより抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八戸工業高等専門学校『企業技術者等活用プログラム 田面木塾』 

 

プログラムの概要（平成２２年度） 

 

八戸工業高等専門学校では、既に6,000人を超える卒業生を社会に送り出しています。企業

技術者等活用プログラムは、産官学協同教育の一環として、最先端技術、地元企業、マネ

ージメント、行政などの分野で「その道のプロ」となった卒業生や地域の各界のリーダー

の講演により、本科4年の学生と一般市民や地域産業界の技術者を対象に幅広い技術やノウ

ハウの伝承、地域グラウンドデザインの学習などを目的とします。 

本プログラムは、平成20年度からスタートし、本年度は10月から15回の開催を予定してお

り、講師陣には、企業等の第一線で活躍する卒業生、地域のリーダーを迎え、培われた知

識、技術、経験を組織的・系統的に後進の若い学生や企業技術者に伝えるため、講義形式

を主とした授業を実施します。 

より専門的な講義や人生の教訓となるような体験談、世界に発信する企業の現状、地域の

動向や課題など、興味深いカリキュラムになっています。学生は卖位取得のため全部の受

講が必要ですが、一般社会人・企業技術者の方は興味ある講義のみの受講が可能となって

おりますので、お気軽にご参加下さい。 
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 「田面木塾・講師リスト」                    資料５－１－②－１２ 

 

先端技術系 工業化学科 １回生 対馬 勇禧 薬を創る・・・錠剤技術最先端 

工業化学科 4 回生 平井  彰 Flat Display の最先端 

機械工学科 35 回生 大池 大知 バネって何？ 意外と知らないバネの話 

地元企業系 八戸市民病院 

救命救急センター 
今  明秀 助かる命を助ける。ドクターヘリ奮闘中 

前県境再生対策室長 鎌田 啓一 青森県境不法投棄事件の語るもの 

八戸酒造㈱ 駒井 秀介 酒造りを継ぐ 

機械工学科 7 回生 赤坂 光広 新幹線新青森駅開業に向けた取組み 

行政、マネー

ジメント系 

彫刻家 向井 勝實 世界各国どこでもこい！原木  挑む 

あおぞら組組長 島  康子 大間からの発信、どこでも元気 

土木工学科 14 回生 北山 一衛 黒石市の財政再建に挑む 

防衛省自衛隊 

青森地方協力本部長 
竹本 三保 

日本を取り巻く安全保障環境と自衛隊の

取組み 

工業化学科 5 回生 福士 英実 八戸高専から世界へのステップアップ 

八戸聖ウルスラ学院

演劇部担当 
柾谷 伸夫 八戸のことば、歴史 

八戸市議会議員 坂本 美洋 社会福祉制度と年金・医療 

八戸市教育委員会 

縄文学習館長 
小林 和彦 古代文化・日本人のルーツ、縄文人の心 

工業化学科 １回生 榎本 善光 鳥の目、虫の目 

  

（出典 平成22年度プログラム案内パンフレットより抜粋） 
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 「他大学等開設科目卖位修得に関する規則」（学生便覧より抜粋）  資料５－１－②－１３ 

 

（７） 他の大学等において修得した授業科目の卖位認定に関する規則 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は，八戸工業高等専門学校学則第１３条の２第２項及び第１３条の３第３項の

規定に基づき，他の大学，短期大学及び高等専門学校（以下，「他大学等」という。）において

修得した卖位等の認定に関し，必要な事項を定めるものとする。 

（認定の対象） 

第２条 この規定において卖位が認定される対象は，他大学等によって卖位が認定された授業科

目であり，各学科又は各専攻が確認し，校長が認めたものとする。 

（履修の申請） 

第３条 他大学等において授業科目を履修しようとするときは，あらかじめ別記様式第１号「大

学等受講届」を専攻主任又は学級担任を経て校長に提出しなければならない。 

（認定する卖位数） 

第４条 認定できる卖位は，本科学生は「特別学修並びに課題研究卖位認定細則」及び「他学科

開設授業科目修得卖位の認定に関する取り扱い要項」により修得した卖位数と合わせて１５卖

位，また，専攻科学生は１２卖位を超えないものとする。 

（卖位認定申請） 

第５条 省略。 

（卖位の認定） 

第６条 前条で申請した卖位のうち適当と認められるものは，次の各号により，これを本校の卒

業・終了要件として認定することができる。 

（1）卖位を認定される授業科目は，その内容により，一般科目，専門科目，専攻共通科目又は専

攻専門科目の選択科目とする。 

（2）認定授業科目名及び卖位数は，受け入れ他大学等での授業科目名及び卖位数とする。 

（3）卖位の認定は，本科学生は教務委員会，専攻科学生は専攻科委員会が，受け入れ他大学等か

らの成績報告及び授業内容等を基に評価し，校長が行う。 

（4）前号による評価は，席次決定の要因としないものとする。 

（記録） 

第７条 省略。 

（その他） 

第８条 省略。 

 

附則 

この規則は、平成１９年６月１１日から施行し，平成１９年４月１日から適用する。 

 

（出典 平成23年度学生便覧 p.130～p.131） 
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 「卖位互換協定締結校・実績」                  資料５－１－②－１４ 

 

  個人情報保護のため削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 入試・教務係資料より抜粋） 

 

 

 

 

 

 



八戸工業高等専門学校 基準５ 

159 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 

(１) 社会からの要請： 社会の急激な変化にも対応できる実践的技術者の育成を社会的な要請と位

置付け，本校が教育目標の一つとしている「連峰型教育」を目指した「学科横断的教育」を具体化し

ている。英語によるコミュニケーション能力の向上も重要な社会的要請と位置付け，基礎力の養成に

重点をおき，学年の継続性にも配慮されたカリキュラムが編成されている。また，校外実習やインタ

ーンシップにより，学生は現実の社会を意識することができるようになる。このように，高専に対す

る社会からの要請に応えられるような教育課程が整えられている。 

(２) 学生の多様なニーズ： 学生の学習達成度に応じた尐人数教育や，進路志望に応じた尐人数教

育など，学生のニーズをくみ取りそれに応える仕組みが整っている。また，田面木塾など講演会形式

の授業により，学生が多様な社会人の実例に触れる機会を設け，学生が社会に目を向ける機会を提供

している。 

(３) 学術の発展動向： 校外実習やインターンシップにより，学生が実社会に触れ，工学の現代社

会における役割を理解できるように配慮されている。また，学術の動向に基づき，卒業研究，特別研

究が実施されている。 

以上より，教育課程の編成または授業科目の内容において，社会からの要請，学生の多様なニーズ，

学術の発展動向等に充分に配慮していると判断される。 

 

 

 

観点５－２－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適

切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている

か。 

  

（観点に係る状況）  

 

「創造力」「開発能力」を兼ね備えた実践的技術者の養成を教育目的として，適切な授業形態のバ

ランスと学習指導方法が考慮されている。 

(１) 授業形態のバランス： 講義・演習科目と実験・実習科目は，「くさび型」の配置の大枠の中

で，量的面からも習熟度の面からもバランス良く配置されており，また講義で学ぶ理論についても実

体験を通じて修得できるようになっている（資料５―１－①―１０～１４）。専門科目における各授

業形態別の卖位数の配分は，講義科目とともに演習，実験・実習にも十分な量を確保している（資料

５－２－①－１～４）。なお，一般科目，専門科目を問わず教育内容に応じて，講義科目であっても

科目内容によっては演習を多く取り入れるなど学生の学力が向上するような学習指導を行っている。 

(２) 学習指導法： 教育内容に応じて，様々な学習指導方法の工夫を行っている。教材の工夫につ

いては，情報機器を用いたコンピュータグラフィックスが広く用いられており，各学科で特色のある

用い方がなされている（資料５－２－①－５）。また，英語教育においても情報機器を取り入れた教

育が行われ，コミュニケーション能力の向上が図られている（資料５－２－①－６）。ＤＶＤやＶＴ

Ｒソフトを用いた視聴覚教育も行われており，実際の社会でのできごとを，臨場感を持って学ぶこと

ができている（資料５－１－②－２）。尐人数教育については，前項で説明したように学習の到達度
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における個人差を補うことを目的とした「メンター制度」が平成21年度より発足した（資料５－１－

②－７～８）。また，「数学寺子屋」のような取り組みも継続されている（資料５－１－②－６）。

セミナー科目や卒業研究でも尐人数教育が取り入れられており，一人の教員が３～４人程度の学生を

受け持って授業を行っている（資料５－２－①－７～８）。卒業研究では学生と教員との対話や討論

が頻繁に行われており，卒業研究遂行のための学習指導の一環とされている。一般科目，専門科目を

問わず教育内容に応じて，いろいろな手法を取り入れるなど，学生の学力が向上するような学習指導

がなされている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「機械工学科 講義・演習・実験専門科目卖位数」         資料５－２－①－１ 

（平成21年度以降入学生） 

 

 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 

講義 ０ １ １１ １７ １３ 

演習 ０ ０ １ ２ ０ 

実験・実習 ４ ６ ６ ７ １３ 

計 ４ ７ １８ ２６ ２６ 

  

（出典 平成23年度学生便覧・教育課程表より抽出 p.85～p.88） 
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 「電気情報工学科 講義・演習・実験専門科目卖位数」       資料５－２－①－２ 

（平成21年度以降入学生） 

 

 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 

講義 ２ ５ １５ ２１ １５ 

演習 ０ ０ ０ ０ ０ 

実験・実習 ２ ２ ３ ５ １８ 

計 ４ ７ １８ ２６ ２６ 

  

（出典 平成23年度学生便覧・教育課程表より抽出 p.89～p.94） 

 

 「物質工学科 講義・演習・実験専門科目卖位数」         資料５－２－①－３ 

（平成21年度以降入学生） 

 

 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 

講義 ３ ４ ５ ８ １２ 

演習 ０ ０ ０ ０ ０４ 

実験・実習 １ ３ １３ １８ １４ 

計 ４ ７ １８ ２６ ２６ 

  

（出典 平成23年度学生便覧・教育課程表より抽出 p.95～p.98） 

 

 

 

 「建設情報工学科 講義・演習・実験専門科目卖位数」       資料５－２－①－４ 

（平成21年度以降入学生） 

 

 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 

講義 ３ ６ １４ ２２ １６ 

演習 １ １ ０ １ １ 

実験・実習 ０ ０ ４ ３ ９ 

計 ４ ７ １８ ２６ ２６ 

  

（出典 平成23年度学生便覧・教育課程表より抽出 p.99～p.104） 
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 「情報機器を利用した専門教育」                 資料５－２－①－５ 

 

「生体機能化学（Ｃ５）における化学物質の３次元表示」 

 

左図がクラウンエーテルのナトリウム錯体、右図がシクロデキストリンの３次元表示 

である。 

学生が分子構造を理解しやすいように、授業においてプロジェクターで拡大・縮小、 

回転等を行いながら表示、説明している。 

  

（出典 物質工学科資料） 
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 「情報機器を利用した英語教育」                 資料５－２－①－６ 

 

（出典 平成23年度 シラバス p.G56 抜粋） 

 

 

 「平成23年度セミナー科目や卒業研究の設定」（平成14年度入学生） 資料５－２－①－７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成23年度学生便覧・教育課程表より抽出 p.85～p.104） 

 

 

機械工学科   ：  ４年； 工学セミナー（１卖位） 

           ５年： 卒業研究（８卖位） 

電気情報工学科 ：  ４年： 工学セミナー（２卖位） 

           ５年： 卒業研究（８卖位） 

物質工学科   ：  ４年： 物質工学セミナーⅠ（１卖位） 

           ５年： 物質工学セミナーⅡ（２卖位） 

           ５年： 卒業研究（８卖位） 

建設環境工学科 ：  ４年： 建設環境工学セミナー（１卖位） 

           ５年： 卒業研究（８卖位）                          
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 「平成23年度 機械工学科４学年のシラバス」           資料５－２－①－８ 

 

「工学セミナー」             「卒業研究」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成23年度 シラバス p.M38，M49） 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 

(１) 授業形態のバランス： 講義・演習科目と実験・実習科目は，いわゆる「くさび型」の配置の

大枠の中で，量的面からも習熟度の面からもバランス良く配置されており，また講義で学ぶ理論につ

いても実体験を通じて修得できるようになっている。 

(２) 学習指導法： 教育内容に応じて，情報機器や視聴覚機器を用いるなど，様々な学習指導方法

の工夫を行っている。また，尐人数教育など，学生の個々のニーズに対応しやすい仕組みも考慮され

ている。 

このように，「創造力」「開発能力」を兼ね備えた実践的技術者の養成を目的として，適切な授業

形態のバランスと学習指導方法の工夫がされていると判断される。 
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観点５－２－②： 教育課程の編成の趣旨に沿って，シラバスが作成され，事前に行う準備学習，

教育方法や内容，達成目標と評価方法の明示等，内容が適切に整備され，活用さ

れているか。 

 

（観点に係る状況）  

 (１) シラバスの作成：  

前項で示した教育課程表に沿って，科目毎のシラバスが毎年作成され，学期初めの授業で学生に配

布されている（資料５－２－②－１）。科目毎のシラバスを集め，履修の手引きを盛り込んだシラバ

ス集を作成し各クラスに２冊ずつ配置し，学習の総合的な指針を提供している。教育課程表は学生便

覧に記載され，これも毎年作成され学生に配布されている。シラバスの活用を図るため，シラバスは

各学期の初めの授業時に必ず配布し，科目毎にシラバスを基にした説明を行っている。シラバスは，

各教員によって作成されるが，同時に各教員が自己チェックリストに従って精査を行い，さらに点検

評価委員会が同様のチェックを行い，より良いシラバスとなるようなシステムが整備されている（資

料５－２－②－１～２）。 

(２) シラバスの内容とその活用： 

 本校ではシラバスの明示内容は，「授業科目名」，「対象学科」，「学年」，「必修・選択」，

「卖位数」，「授業方法」，「授業形態」，「総時間数」，「担当教員名」，「授業の目標」，「授

業概要・方針」，「履修上の留意点」，「授業計画」，「学習・教育目標」，「到達目標」，「評価

方法」，「使用教科書・教材」，「参考図書等」，「関連科目」である。学習・教育目標への科目の

関与割合についても明示している（資料５－２－②－１）。また，シラバスの活用度については，学

生による授業アンケートによって把握している。例えば，平成20年度の場合は平均値3.65であり，ほ

ぼ活用されていると評価している（資料５－２－②－３～４）。 

(３) 事前に行う準備学習： 

 高等専門学校設置基準に規定されている45時間の学修を1卖位とする「学修卖位科目」については，

学生便覧にその趣旨と履修方法を明示し，どの科目が学修卖位科目に該当し，それらの科目が45時間

の学修を必要とすることが学生便覧に明記されている（資料５－２－②－５）。同時に，シラバスに

もその科目が学修卖位であることが明記され，その留意点が学生に伝えられ，適宜授業内容に関した

課題が設定されることにより，授業時間に対応する自学自習の時間を保証できるようにしている（５

－２－②－６）。なお，観点５－１－①の授業時間数の説明の項でも述べたように，行事日程表や時

間割表においても「学修卖位科目」の時間数の確保に配慮している（資料５－２－②－７）。 

このように，教育目的および目標を具体化するうえで最も重要なシラバスは，明確な指針と制度に

より整備され，活用されていると判断される。 
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 「シラバス」（例 平成23年度 電気情報工学科４年「応用物理Ⅴ」）資料５－２－②－１ 

 

 

（出典 平成23年度 シラバス p.Ｅ32） 
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 「シラバスチェックリスト」                   資料５－２－②－２ 

（例 平成23年度 電気情報工学科４年 応用物理Ⅴ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成22年度ＪＡＢＥＥ委員会資料） 
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 「学生による授業アンケート」                  資料５－２－②－３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成22年度学生による授業アンケート用紙） 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２２年度  前・後期  授 業 評 価 ア ン ケ － ト 用 紙 

  学科（専攻）  ・  学     年 混合学級名（該当者のみ記入） 

座学系                科（専攻）  第     学年         Ｌ－ 

 

        このアンケ－トは、八戸高専教務委員会が授業を改善するための参考資料とするものです。回答の結果は、あなたの成績等 

       に影響することは全くありません。今後の授業の方法や内容を改善し、より良い授業にするために、 皆さんの率直でまじめな 

       回答をお願いします。 

  

授業科目名  授業担当教員名 
 

 

《 この科目について、該当すると思われる項目番号を右側の回答欄（□欄）に記入してください。 》 

 

Ａ、学生自身の授業への取り組みについて  

  （あなたは、 ）                                                                                                         回答欄  

 質問１． 積極的に取り組みましたか。                                                                

５．よく取り組んだ      ４．ある程度取り組んだ       ３．普  通                  ２．あまり取り組まない     1．取り組まない             

 質問２． 予習や復習は、行いましたか。 

５．よく行った          ４．ある程度行った         ３．時々行った              ２．あまり行わない         1．行わない   

 質問３． 課題やレポ－トなどにきちんと取り組みましたか。 

           ５．よく取り組んだ      ４．ある程度取り組んだ       ３．どちらともいえない      ２．あまり取り組まない     1．取り組まない 

 質問４． シラバスなどからこの授業の到達目標と評価方法を理解していますか。 

           ５．よく理解している    ４．ある程度理解している     ３．どちらともいえない      ２．あまり理解していない   1．理解していない   

 質問５． 全体として授業の内容を理解できたと思いますか。 

５．思う                ４．ある程度思う              ３．どちらともいえない     ２．あまり思わない          1．思わない                  

 

Ｂ、教員の授業内容・方法について 

   

 質問６． 授業の内容は、「シラバス」と一致していますか。 

           ５．一致している         ４．ある程度一致している    ３．どちらともいえない      ２．あまり一致していない    1．一致していない 

 質問７． 先生は授業の準備や工夫を十分していますか。 

           ５．非常によくしている   ４．ある程度している        ３．普  通              ２．あまりしていない        1．不十分      

 質問８． 先生の講義の声は良く聞き取れますか。 

           ５．良く聞き取れる       ４．聞き取れる              ３．普  通                  ２．尐し聞き取りにくい      1．聞き取りにくい   

 質問９． 板書の文字等は読み取りやすいですか。 

           ５．読み取りやすい       ４．ある程度読み取りやすい  ３．普  通                  ２．尐し読み取りにくい      1．読み取りにくい 

 質問10.  説明はわかりやすいですか。 

           ５．わかりやすい         ４．ある程度わかりやすい    ３．どちらともいえない      ２．尐しわかりにくい        1．わかりにくい     

 質問11.  定期試験以外に授業の理解を深めるため小テスト・演習・宿題は何回ありましたか（個人的なものも含む）。 

５．半期 ６回以上        ４．半期 ４、５回          ３．半期 ２、３回           ２．半期 １回              1．一度もなかった      

 質問12.  授業中または時間外でも、質問したとき先生はていねいに説明してくれますか。 

           ５．説明してくれる       ４．ある程度してくれる      ３．どちらともいえない      ２．あまりしてくれない      1．してくれない    

 質問13.  先生は学生の理解度を把握して授業を進めていますか。                        

５．把握して進めている   ４．ある程度把握して進めている   ３．どちらともいえない   ２．尐し把握不足          1．把握不足    

質問14. 成績評価(方法)は適切であると思いますか。 

           ５．思う                 ４．ある程度思う            ３．どちらともいえない        ２．あまり思わない        1．思わない     

 質問15.                 質問16.                 質問17.                 質問18.                  

 質問19.  この授業には全体として満足できましたか。 

           ５．満足                 ４．ある程度満足           ３．どちらともいえない      ２．尐し不満足               1．不満足 

 

その他要望等 

（記載自由） 

欄不足の場合は 

裏面に記入 

 

 

 

－  以上です。ありがとうございました。 －  
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 「シラバスの活用状況」                     資料５－２－②－４ 

 

[平成２１年度学生によるアンケート調査] 

 

質問項目４：「シラバスなどからこの授業の到達目標と評価方法を理解していますか」 
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問４ 到達目標・到達方法を理解していたか

H18 （平均 3.51）

H19 （平均 3.57）

H20 （平均 3.65）

 

 

（出典 平成21年度学生による授業アンケート実施報告書 p.7） 
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 「学修卖位科目リスト」                      資料５－２－②－５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成23年度学生便覧教育課程より抜粋 p.108） 

 

 

 

 

 

【学修卖位科目】 

授業形態 ○Ａ： 15 時間の授業と 30 時間の自学自習。 

授業形態 ○Ｂ： 22.5～25 時間の授業と 22.5～25時間の自学自習 

 

学科名  授業科目 
授業 

形態 

卖位 

数 

配当 

学年 

一般科目  
英語演習Ⅱ ○Ｂ  ２ ５ 

計  ２  

機械工学科  

機械材料学Ⅱ 

材料力学Ⅱ 

水力学 

熱力学 

機械力学 

制御工学 

○Ｂ  １ ４ 

○Ｂ  ２ ４ 

○Ｂ  ２ ４ 

○Ｂ  ２ ４ 

○Ｂ  ２ ５ 

○Ｂ  ２ ５ 

計  １１  

電気情報工学科  

応用物理Ⅴ 

電磁気学Ⅱ 

電磁気学Ⅲ 

電気回路Ⅱ 

電子回路設計Ⅰ 

電子回路設計Ⅱ 

○Ｂ  １ ４ 

○Ｂ  １ ４ 

○Ｂ  １ ４ 

○Ｂ  １ ４ 

○Ｂ  １ ４ 

○Ｂ  １ ４ 

制御工学Ⅰ ○Ｂ  １ ４ 

制御工学Ⅱ ○Ｂ  １ ５ 

計  ８  

物質工学科 

 

有機工業化学 

工業物理化学 

環境生態学 

反応工学 

○Ｂ  ２ ４ 

○Ｂ  １ ５ 

○Ｂ  １ ５ 

○Ｂ  ２ ５ 

物質コース 

無機工業化学 

無機材料化学 

有機合成化学Ⅰ 

有機合成化学Ⅱ 

○Ｂ  １ ４ 

○Ｂ  １ ５ 

○Ｂ  １ ４ 

○Ｂ  １ ５ 

生物コース 
細胞工学 

分子生物学 

○Ｂ  ２ ４ 

○Ｂ  ２ ５ 

 計  １４  

建設環境工学科  

建築環境工学 

建築計画 

都市・地域計画 

○Ａ  ２ ５ 

○Ａ  ２ ４ 

○Ａ  ２ ５ 

計  ６  
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 「学修卖位科目シラバス」                    資料５－２－②－６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成23年度シラバス C32） 
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 「学修卖位科目を考慮した時間割」                資料５－２－②－７ 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8

英語演習Ⅱ 英語演習Ⅱ

〈菊池〉 〈Morris〉

英語演習Ⅱ 英語演習Ⅱ

〈Morris〉 〈菊池〉

英語演習Ⅱ 英語演習Ⅱ

〈Morris〉 〈髙橋〉

英語演習Ⅱ 英語演習Ⅱ

〈髙橋〉 〈Morris〉

学修単位

科目

Ⅳ

Ｃ
4

Ｚ
4

Ｅ
5

Ⅴ

Ｍ
5

Ｚ
5

金月 水 木

土屋

Ｃ
5

 火
区　　分

中村(重)

鎌田(長)

Ｍ
4

森

Ｅ
4

馬渡

齊藤(貴)

産業と経営

細川

清原

〈舘野〉

測量学・同実習Ⅳ

材料物性学

〈佐藤(純)〉

電磁気学Ⅱ

機械材料学Ⅱ

〈赤垣〉〈戸田山〉

〈細川・鎌田(貴)〉〈野中〉

英語演習Ⅰ

〈今野〉

英語演習Ⅰ

〈戸田山〉

応用数学Ⅳ

〈舘野〉

電気電子・情報工学実験Ⅰ

熱・物質移動論

〈松本〉

〈Z科教員〉

創造工学演習

物理化学Ⅱ

〈大久保〉

英語演習Ⅰ

〈菊池〉

体育

〈蝦名〉

応用物理Ⅲ

〈濱田〉

応用数学Ⅰ

〈栗原〉

創造設計製図

〈沢村〉

電気応用

英語演習Ⅰ

〈菊池〉

応用数学Ⅰ

〈栗原〉

応用数学Ⅳ

〈舘野〉

電気工学概論

〈吉田〉

産業と経営

〈佐藤(純)〉

応用数学Ⅲ

〈舘野〉

計画数理

〈今野〉

物理化学実験

〈大久保・中村〈重〉・齊藤(貴)〉

学修単位

科目

水理学Ⅱ

〈藤原〉

〈野中〉

ソフトウェア設計法

〈釜谷〉

〈太田〉

原子力工学概論

〈中村(重)・濱田 〉

〈中村(重)・濱田 〉

原子力工学概論

創成実験

〈太田・海野〉

〈中村(重)・濱田 〉

日本語コミュニケーション

〈太田・海野〉

体育

〈蝦名〉

日本語コミュニケーション

〈太田・海野〉〈丸岡〉

日本語コミュニケーション

日本語コミュニケーション

〈太田・海野〉

安全工学

〈佐々木・安宅〉

ｺﾝｸﾘｰﾄ構造学Ⅱ

〈E教員〉

学修単位

科目

〈中村(重)・濱田 〉 科目

原子力工学概論

【留】日本語

【留】日本語

〈太田〉

学修単位

原子力工学概論

材料演習 工学実験Ⅰ

〈釜谷・野中〉

機械設計法Ⅱ

〈村山〉 〈赤垣・森〉

〈久慈〉 科目

体育

体育

〈蝦名〉

ディジタル回路Ⅱ

〈工藤(隆)〉

学修単位

〈佐藤(久)〉

応用数学Ⅰ

〈栗原〉

有機工業化学

計測情報処理

微生物学

〈山本〉

建設環境工学実験Ⅱ

〈南・杉田・藤原・金子〉

〈蝦名〉

〈平川〉

応用物理Ⅲ

〈濱田〉

産業と経営

〈佐藤(純)〉

応用物理Ⅱ

材料力学Ⅱ

〈森〉

情報処理Ⅱ

〈黒沢〉

産業と経営

電子工学Ⅱ

物理化学実験

〈松橋〉 科目

電子回路設計Ⅰ

有機合成化学

〈菊地〉

(工藤(憲))

学修単位

〈舘野〉

〈舘野〉

応用数学Ⅲ

分子生物学

〈佐々木〉

応用数学Ⅰ

〈栗原〉

構造力学Ⅲ

〈杉田〉

〈大久保・中村(重)・齊藤(貴)〉

学修単位

科目

地盤工学Ⅱ

〈清原〉

卒業研究流体力学
機械力学/情報処理

Ⅲ/卒業研究

〈黒沢/黒沢/Ｍ教員〉

機力制御演習 情報処理Ⅲ3次元設計製図

(松本)

卒業研究

(E教員)

〈黒沢・郭〉

電気化学概論

卒業研究

(M教員)

システム情報工学 工学セミナーA

〈武尾・村山・郭〉

(羽生・澤本・猪股)

精密合成化学 卒業研究

（E教員)

文献講読物質工学セミナーⅡ

〈C教員〉 〈C教員〉〈C教員〉

都市・地域計画

〈後村・福本〉〈南〉

〈川口〉

景観工学

〈馬渡〉

海岸工学 プログラミングⅢ

〈杉田〉

電気法規・電気施設管理

〈杉山・松本・本間〉

〈黒沢〉

計測制御工学

〈浦西〉

制御工学

〈土屋〉

〈杉山〉 〈齊藤(貴)/大久保・大友〉

電気電子・情報工学実験Ⅱ

〈釜谷〉 〈工藤(憲)・鎌田(貴)〉

工業物理化学/量子化学 物質・生物工学実験Ⅱ

鋼構造設計製図

〈杉田〉

環境工学

〈矢口〉

【共通選択科目B】 【共通選択科目B】 【共通選択科目B】

文学 原子力基盤技術概論 人間科学

道路工学

〈今野〉

〈M教員〉

フランス語(E/C) 中国語

【合併教室】 【合併教室】 【第２ゼミ室】

環境論

【中講義室】 【中講義室】 【第３ゼミ室】

〈河村〉 〈陳〉〈Morris〉

世界経済史

〈佐藤(純)〉

(齋) 〈菅原・武尾・中村(重)・濱田・土屋〉〉

〈馬渡・鳴海(寛)・蝦名・小野・野沢〉

(陳)

品質・生産管理

〈浦西〉

〈平川〉

【C５教室】

【共通選択科目B】

【Ｅ５教室】 【合併教室】
〈井口・森・久慈・松橋・大久保・山本〉

医工・福祉

フランス語（M/Z）

【第２ゼミ室】

〈工藤(憲)〉

機械力学

〈黒沢〉

通信工学

高分子化学

〈佐藤(久)〉

卒業研究

【第４ゼミ室】

〈小林〉

反応工学

〈松本〉

中国語

〈久慈〉

工学実験Ⅱ

〈Ｍ教員〉

卒業研究
〈Ｅ教員〉

電力システム工学Ⅰ

流体力学/機力制御
演習/卒業研究

〈浦西/郭･黒沢/Ｍ教員〉

生命科学

〈鈴木・野田・土屋〉

3次元設計製図

〈武尾・村山・郭〉

電磁気学Ⅲ

物質・生物工学実験Ⅱ

卒業研究

知能ディジタル回路・設計

〈久慈・高際〉

建設環境施工法

〈佐々木・非常勤〉

〈E教員〉

〈杉山・松本・本間〉

卒業研究

〈C教員〉

卒業研究

(M教員)

〈長田〉

〈Z教員〉 〈福地〉

建設環境工学実験Ⅲ

〈矢口・丸岡・金子〉〈Z教員〉

河川工学

(藤原)

電子工学

〈野中〉

電子デバイス 工学セミナーB

 

 

（出典 入試・教務係資料より抜粋） 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 

本校の教育目的，「創造力」と「開発能力」を兼ね備えた実践的技術者の育成，および教育目標

「豊かな人間性の涵養」「工学知識・技術の修得」「地域社会への貢献」「コミュニケーション能力

の習得」は，学生便覧およびシラバスにより学生に周知されている。（1）教育課程表に沿ってシラ

バスが作成され，（2）そのシラバスの内容は第３者のチェックを受けて吟味され，また，（3）事前

に行う準備学習についても周知徹底が図られている。 

以上より，教育目的および目標を具体化するうえで最も重要なシラバスは，明確な指針と制度によ

り整備され，活用されていると判断される。 

 

 

 

観点５－２－③： 創造性を育む教育方法の工夫が図られているか。また，インターンシップの活

用が図られているか。 

 

（観点に係る状況）  

本校は「創造力」と「開発能力」を兼ね備えた実践的技術者の育成を教育目的として掲げている。 

(１) 創造性を育む教育方法： 創造性を育む教育としては，前項でも触れたように，平成21年度か

ら始動した全１学年と全２学年対象とし，他分野を含む工学全般に興味を持たせるための科目である

「工学基礎」があり（資料５－１－①－６），他に各学科で行われている創成系科目がある。各学科

で行われている創成系科目には「創造工作実習」，「創成実験」，「創成化学」，「創造工学演習」

などがあり，これらの科目はいずれも学生が自ら取組んで「ものづくり」の意識を育むことを目的と

した実践的な科目である（資料５－２－③－１～２）。 

(２) インターンシップ： キャリア教育の一環として，企業や公的研究機関，他大学でのインター
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ンシップ（校外実習）での学修に対して卖位認定を行っており，実習時間によって１卖位あるいは２

卖位の卖位を認めている。１卖位の修得には最低実習時間が30時間，２卖位の修得には最低実習時間

が60時間である（資料５－２－③－３）。「ものづくり」の意識を植え付けるためには，実社会に直

接に触れることが望ましく，第４学年の夏季休業を利用した「インターンシップ」がその良い機会と

なっている。インターンシップについては，社会情勢，特に経済情勢によって実習受入企業数に変動

があるものの，約70％以上の学生が経験して，その後の学業や進路決定の助けになっている（資料５

－２－③－４～５）。また，第４学年の11月に企業や公的機関等の「見学旅行」が企画されていて，

就職活動に向けた第一歩となっている（資料５－２－③－６）。 

 このように，学生を直接社会に送り出すことを使命としている高専として，社会での即戦力とな

る実践的技術者の育成が最も重要であり，それを具体化するための有効な仕組みが整備されている。 

 

 

 

 「創成系科目リスト」                       資料５－２－③－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成23年度学生便覧より抜粋 p.85～104） 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 21年度以降入学者） 

  全１年（混合）：「工学基礎Ａ」  １年 ２卖位 

  全２年（学科）：「工学基礎Ｂ」  ２年 ２卖位 

機械工学科  ：「創造工作実習」 ３年 ３卖位 

          「創造設計製図」 ４年 ３卖位 

電気情報工学科：「創成実験」   ４年 ２卖位 

物質工学科  ：「創成化学」   ４年 １卖位 

 

（平成 19、20年度入学者） 

  全１年（混合）：「創造科学」   １年 １卖位 

機械工学科  ：「創造工学」   ２年 １卖位 

「創造工作実習」 ３年 ３卖位 

          「創造設計製図」 ４年 ３卖位 

電気情報工学科：「創成実験」   ４年 ２卖位 

物質工学科  ：「創成化学」   ４年 １卖位 

建設環境工学科：「創造工学演習」 ４年 １卖位 
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 「創成系科目とシラバス例」                    資料５－２－③－２ 

 

（出典 平成23年度 シラバス E41，C38） 
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 「校外実習の卖位認定」（学生便覧より抜粋）            資料５－２－③－３ 

 

別表１－３（第１１条の２関係）  課題研究Ｂ 

科目 名         称 認定学年・条件 卖位 

専門 ロボット設計製作Ⅰ ４学年 １ 

専門 ロボット設計製作Ⅱ ５学年 １ 

専門 プログラム設計製作Ⅰ １～５学年 １ 

専門 プログラム設計製作Ⅱ １～５学年 １ 

専門 
生活環境設計製作Ⅰ １～５学年 １ 

生活環境設計製作Ⅱ １～５学年 １ 

専門 校外実習 
４・５学年   30 時間以上 60 時 未満 １ 

４・５学年  60 時間以上 ２ 

一般 
特別企画学習 １～５学年 １ 

専  

 

（出典 平成23年度学生便覧 p.122） 

 

 

 「校外実習（インターンシップ）による卖位修得学生数」      資料５－２－③－４ 

 

                      分子：参加学生数、分母：在籍者学生数 

 機械工学科 電気情報 

工学科 

物質工学

科 

建設環境 

工学科 

合計 実施率 

（％） 

H20 28/38 35/45 37/41 30/32 130/156 83.3 

H21 16/49 34/40 34/43 36/40 120/172 69.8 

H22 20/45 47/49 38/48 39/46 144/188 76.6 

合計 64/132 116/134 109/172 105/118 394/516 76.4 

 

（出典 教務委員会資料より抜粋） 
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 「インターンシップ実績」 （平成２２年度実績）         資料５－２－③－５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 教務委員会資料より抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「４年生見学旅行」 （平成22年度、電気情報工学科）       資料５－２－③－６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 教務委員会資料より抜粋） 

 

 

 

【平成 22年度電気情報工学科第４学年見学旅行日程表】 

 

   11/2（火）： （株）東芝 横浜事業所（エネルギー） 

11/3（水）： 東京電力（株）品川火力発電所（エネルギー） 

          国立博物館 

11/4（木）： エヌ・ティ・ティドコモ R&D（情報・通信） 

          日産自動車（株）追浜工場（エネルギー、情報通信） 

11/5（金）： ソニーEMCS（株）木更津テック（エレクトロニクス） 

 
 

 

 

【機械工学科】 

日本原燃、東北電力、アルバック東北、キヤノン、アトックス、富士通、 

住友化学、大阪ガス、東芝エレベータ、青森オリンパス、クレオ、その他 

 【電気情報工学科】 

    東北電力、ＮＴＴ東日本、日本原燃、アトックス、日本原子力発電 

    サントリー、富士通、花王、旭化成、サントリー、総合警備保障、その他 

 【物質工学科】 

    日本原燃、旭化成、住友化学、三菱ガス化学、日本ゼオン、ツムラ、東レ、 

カネカ、日東電工、資生堂、塩野義製薬、八戸圏域水道企業団、、その他 

【建設環境工学科】 

   八戸市環境部、青森市公園河川課、国土交通省東北地方整備局、清水建設、 

八戸圏域水道企業団、NEXCO東日本、前田道路、五洋建設、富士通、その他 
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（分析結果とその根拠理由）  

 

本校は「創造力」と「開発能力」を兼ね備えた実践的技術者の育成を教育目的として掲げている。 

(１) 創造性を育む教育方法： 「ものづくり」を意識した「工学基礎」や創成系科目が設定され，

「ものづくり」の重要性を認識させる教育活動が積極的に進められている。 

(２) インターンシップ： キャリア教育の一環として，企業や公的研究機関等でのインターンシッ

プでの学修に対して卖位認定を行っている。第４学年の夏季休業を利用した「インターンシップ」に

約70％以上の学生が履修し，実社会に直接触れて「ものづくり」の意識を高める機会となっている。 

 このように，創造性を育む教育方法やインターンシップの活用が積極的に行われていると判断され

る。 

 

 

観点５－３－①： 教育課程の編成において，一般教育の充実や特別活動の実施等，豊かな人間性

の涵養が図られるよう配慮されているか。また，教育の目的に照らして，課外活

動等において，豊かな人間性の涵養が図られるよう配慮されているか。 

 

（観点に係る状況）  

 

 (１) 教育課程の編成と特別活動： 

 豊かな人間性の涵養に関しては，一般教育の人文・社会系科目の授業と「特別活動」や各種行事，

各種講演会などを通じて行われている。「科学技術社会論」，「文学」，「世界経済史」，「環境

論」，「人間科学」等の科目は学生が倫理や環境の視点，人間の多様性を幅広く学ぶ機会となってい

る（一例として：資料５－３－①－１）。また「特別活動」については，「特別活動 指導上の手引

き」が作成されており，主に担任が学生指導のために活用している（資料５－３－①－２）。さらに，

「学級担任の手引き」が用意され，クラス運営のために活用されている（資料５－３－①－３）。１

～３学年では「特別活動」が授業時間割表（資料５－３－①－４）に設定され，週１卖位時間，年間

で30卖位時間の特別活動が実施されている。この特別活動の内容は，担任によって計画され，学期当

初に学年担任会議で調整され，計画書が作成されている（資料５－３－①－５）。さらに，授業開始

前にショートホームルームが毎日行われている。学校行事としては，１，２学年で学年交流を目的と

して遠足等が企画され（資料５－３－①－６），３学年ではスキー教室（資料５－３－①－７），４

学年で４泊５日の見学旅行が行われている（資料５－２－③－６）。全学的な行事としては，校内体

育大会，校内球技大会，高専祭が開催されている（資料５－３－①－８～10）。この他に，外部講師

による講演会等，学校主催の各種講演会が行われ，幅広い体験や豊かな人間性を育む工夫を行ってい

る（資料５－３－①－11）。 

(２) 教育目的と課外活動： 

 学生会活動や課外活動等への助成や，学校行事の適切な配置，また，その成果を適切に評価するこ

とにより学生表彰を実施し，学生の健全な成長を促している（資料５－３－①－12～13）。校訓や学

習・教育目標に則して人間性の涵養を図るために年間実践目標を厚生補導委員会が定め（資料５－３

－①－14），実践目標が実現できるように２ヶ月ごとの月間目標を設定して，学生に周知し学級担任

を中心に教職員で指導に当たっている（資料５－３－①－15～17）。設定された目標は，卖なる知識
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の修得に留まらず，自律心・向上心・協調性・コミュニケーションの促進など幅広い人間力を育てよ

うとしている。学生便覧に実践目標や学生が守るべき規則，準則を明示するとともに（資料５－３－

①－18～19），朝のショートホームルームや「特別活動」，外部講師による講演会，登校指導や校内

外巡回指導を実施している。 

このように，「豊かな人間性の涵養」「地域社会への貢献」を目標とした取り組みが行われている

と判断される。 
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資料５－３－①－１ 

人文・社会系科目のシラバス例 「科学技術社会論」 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成23年度本科シラバス Ｇ54） 

H23 
授業科目 

(0081) 
科学技術社会論 Science and Technology Studies 

対 象 学 科 
学年 必・選 単位数 授業方法 開講形態 授 業 時 間

数 

機械工学科・電気情報工学科・ 

物質工学科・建設環境工学科 
４年 必修 １ 講義 前期 週 ２ 時間 ３０時間 

担当教員 
平川 武彦  （常勤） 河村 信治 （常勤）  

   

【 授業の目標 】 

科学技術社会論（ＳＴＳ）とは、科学・技術と社会との関わりや、その境界領域の問題について考える学問分野で

ある。具体的には、科学技術が社会に及ぼす影響と技術者の社会的責任（工学倫理、技術者倫理）、専門家と

一般市民の間の情報循環（科学技術コミュニケーション／科学技術リテラシー）、人間と自然の関係や地球環境

問題にみられる科学と政策決定の規範（環境倫理）などのテーマをとりあげ、実際の事例から学んだり、受講者が

自ら調べ主体的に考えてみることで、課題の理解と、倫理観を深めていく。 

【 授業概要・方針 】 

今年度の授業は２名の教員が交代で担当し、平川（６回）は科学史・工学倫理・技術者倫理、河村（６回）は科学

技術リテラシー・環境倫理、の課題をおもにとりあげる。授業内容の順番はクラスによって変わることになるがロー

テーションは第１回目のガイダンス時に公表する。 

【 履修上の留意点 】 

授業形式は、自分で調べての発表や、グループ討議を交えるので、受け身で聴講するのではなく、積極的かつ

協調性を持った参加態度が求められる 

授      業      計      画   

 （前  期 ）    授        業        内        容 
時

間 

 

第 1 回 

第 2 回 

第 3 回 

第 4 回 

第 5 回 

第 6 回 

第 7 回 

第 8 回 

第 9 回 

第 10 回 

第 11 回 

第 12 回 

第 13 回 

第 14 回 

 

第 15 回 

ガイダンス「科学技術社会論とは」 

近代科学の成立（平川） 

大学と科学の発展（平川） 

現代社会と科学技術の発展（平川） 

科学技術と現代社会の関係（平川） 

科学技術と倫理(1)（平川） 

科学技術と倫理(2)（平川） 

中間試験＆答案返却とまとめ 

公害問題の科学技術社会論（河村） 

地球環境問題の科学技術者会論（河村） 

エネルギー問題の科学技術社会論（河村） 

科学技術リテラシー（河村） 

テーマ学習（河村） 

テーマ学習（河村） 

（期末試験） 
期末試験の答案返却とまとめ 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

2 

 計  30 

学 習 ・教 育 目 標 

八戸高専目標 (A) (B-1) (B-2) (C-1) (C-2) (D) 

同上関与割合 % １００      

JABEE 目標 ◎ (b) ○ (a) (g) 

到 達 目 標             

科学・技術と社会との関わりや、その境界領域の問題について深く考え、主体的な判断が

できるようになる。また自分の研究や専門的知見を、専門外の他者にわかりやすく伝える

ことができるようになる。 

評 価 方 法             
中間試験と期末試験によって評価を行う。総合評価は１００点満点として、60 点以上を合

格とする。 

使用教科書・教材             村上陽一郎「人間にとって科学とは何か」新潮選書． 

参 考 図 書 等             随時指示する． 

関  連  科  目             地理、現代社会、全ての技術／社会科目 
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 「特別活動 指導上の手引き」（表紙及び内容の抜粋）        資料５－３－①－２ 

 

  特別活動指導上の手引 

2004 

 

平成１６年４月１日 

八戸工業高等専門学校 

 

 

はじめに 

この「特別活動指導上の手引き」は、第 1 から 3 学年の担任が指導担当する特別活動につ

いて、その参考となるものが必要とされ作成されたものである。本校では、昭和 54 年 9 月

に同「手引き」が作成されて活用されていたが、その後、年数も経ち、時代も大きく変化

している。そこで最近の学生に対処すべく、また近年の本校の躍進（専攻科の新設、ＪＡ

ＢＥＥ対応の新カリキュラムなど）さらなる発展を見据えて、本手引きを教務委員会が中

心となり作成しなおしたものです。担任にとっては、朝のショートホームルームとこの「特

別活動」が学級経営の基盤になると思われます。尐しでも担任の手助けとなるように具体

的な内容のものにしました。学生にとっても実りのある特別活動の展開を今後も模索して

いきたいと思います。 

 

＜内容＞ 

Ⅰ 特別活動の目標と意義 

 

Ⅱ 特別活動の指導の基本事項 

 

Ⅲ 特別活動の年間指導計画のための事項と注意点 

 

Ⅳ 特別活動の年間指導計画作成例 

 

Ⅴ 特別活動の「ものづくり」教育への活用 

 

 

※ 参考文献・資料 

◎ 八戸高専 特別教育活動指導上の手引き 1979 年 9 月 

◎ 八戸高専 平成 12 年度厚生補導研究会報告書 2001 年 1 月 

◎ 文部省 高等学校学習指導要領 1999 年 1 月 

◎ 担任必携 高等学校ホームルーム読本 小学館 2001 年 4 月 

◎ 高等学校「総合的な学習」実践ガイド 小学館 2001 年 11 月 

◎ 高等学校ホームルーム担任「実践」の手引き 小学館 2002 年 4 月 

  

（出典 平成23年度 特別活動指導上の手引き 表紙及び「はじめに」） 
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 「学級担任の手引き」（平成23年度版 目次の部分を抜粋）     資料５－３－①－３ 

 

 

目 次 

 

 

  １．担任業務の要約………………………………………………………………１ 

 

  ２．学級担任の月別にみた主な仕事……………………………………………４ 

 

  ３．学級経営に関する主な仕事………………………………………………１０ 

 

（１） 教室の整備と管理………………………………………………………１１ 

（２） ショートホームルーム…………………………………………………１１ 

（３） クラス活動………………………………………………………………１１ 

 

        ① クラス委員の選定 …………………………………………………１１ 

        ② 学 級 日 誌…………………………………………………………１２ 

        ③ 掃 除 当 番…………………………………………………………１２ 

        ④ 特 別 活 動…………………………………………………………１２ 

        ⑤ 研修・遠足・夏季校外実習・見学旅行 …………………………１２ 

        ⑥ バス（営業車）借上げ・学校バス使用 …………………………１３ 

        ⑦ 保護者懇談会 ………………………………………………………１３ 

        ⑧ 家庭訪問・見舞等 …………………………………………………１３ 

        ⑨ 葬  儀  等 …………………………………………………………１４ 

         

  ４．学生指導に関する主な仕事………………………………………………１４ 

 

  （１）教 務 関 係 ……………………………………………………………１４ 

 

      ① 新入生が本校に提出する書類等 ……………………………………１４ 

      ② 新入生の出身中学校が本校に提出する書類 ………………………１４ 

      ③ 新入生に入学式当日交付する書類 …………………………………１４ 

      ④ 学 生 証 ………………………………………………………………１４ 

      ⑤ 出欠席状況の把握 ……………………………………………………１４ 

      ⑥ 行事等における出欠の取扱い ………………………………………１５ 

      ⑦ 試験、学業成績評価及び学年の課程修了並びに卒業認定等 ……１５ 

      ⑧ 学生指導要録 …………………………………………………………１５ 

      ⑨ 大学編入学・専攻科入学 

         及び３年修了見込者の大学等の進路指導 …………………………１５ 

      ⑩ 退学・休学・復学 ……………………………………………………１６ 

      ⑪ その他教務関係の願（届）等諸手続 ………………………………１６ 

 

 

  （２）厚生補導関係……………………………………………………………１６ 

 

      ① クラス写真 ……………………………………………………………１６ 

      ② 学 生 調 書……………………………………………………………１６ 

      ③ 自動車等運転免許取得・車両通学 …………………………………１７ 

      ④ 飲酒・喫煙・薬物乱用 ………………………………………………１７ 

      ⑤ 服装・下宿・アパート ………………………………………………１７ 

      ⑥ 福利厚生 ………………………………………………………………１８ 

 

        （ア）入学料・授業料・寄宿料免除制度……………………………１８ 

        （イ）奨学金制度………………………………………………………１８ 

        （ウ）学生旅客運賃割引証……………………………………………１８ 

        （エ）健康診断・病気…………………………………………………１８ 

        （オ）日本スポーツ振興センター……………………………………１９ 

        （カ）アルバイト………………………………………………………１９ 

    （キ）精神・発達障害学生の支援……………………………………２０ 

 

      ⑦ キャンプ・登山・旅行 ………………………………………………１９ 

      ⑧ その他厚生補導関係の願（届）等諸手続 …………………………２０ 

 

  （３）寮務関係…………………………………………………………………２０ 

 

  （４）そ の 他…………………………………………………………………２Ⅰ 

 

①  学校納付金 ……………………………………………………………２１ 

②  卒業生等に対する旧学級担任の作成する主な書類等 ……………２１ 

 

       （ア）大学入試関係書類 ………………………………………………２１ 

       （イ）就職関係書類等 …………………………………………………２１ 

 

注）本文中の※印の事項は、入学者研修会で例年学生に解説されている。 

 

 

（出典 学級担任の手引き 目次） 

 

 

 「平成23年度前期授業時間割表」（「特活」抜粋）         資料５－３－①－４ 

 

 

 

（出典 平成23年度 入試・教務係資料より抜粋） 

1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8

【Z１】

生物 英語ⅠA 地理 化学Ⅰ 国語 化学Ⅰ 地理 英語ⅠA 特活 国語

〈佐々木〉 〈阿部〉 〈髙橋〉 〈河村〉 〈村上〉 〈齋〉 〈Thomas〉 〈村上〉 〈河村〉 〈阿部〉 〈齋〉 〈齋〉

【M１】 【Ｍ１】

国語 英語ⅠA 生物 化学Ⅰ 地理 化学Ⅰ 機械設計製図Ⅰ 特活 地理 国語 英語ⅠA

〈髙橋〉 〈齋〉 〈阿部〉 〈佐々木〉 〈今住〉 〈河村〉 〈Thomas〉 〈今住〉 〈森〉 〈栗原〉 〈河村〉 〈齋〉 〈阿部〉

【Ｃ１】

国語 生物 英語ⅠA 化学Ⅰ 化学Ⅰ 地理 特活 英語ⅠA 国語 地理

〈齋〉 〈髙橋〉 〈佐々木〉 〈菊池〉 〈今住〉 〈Thomas〉 〈今住〉 〈河村〉 〈菊池〉 〈菊池〉 〈齋〉 〈河村〉

【Ｅ１】

国語 基礎数学ⅡA 化学Ⅰ 生物 基礎数学ⅡA 英語ⅠA 地理 国語 特活 化学Ⅰ 地理 英語ⅠA

〈齋〉 〈細越〉 〈村上〉 〈佐々木〉 〈細越〉 〈菊池〉 〈髙橋〉 〈Thomas〉 〈河村〉 〈齋〉 〈村上〉 〈村上〉 〈河村〉 〈菊池〉

歴史 特活 英語ⅡA 化学Ⅲ 化学Ⅲ 英語ⅡA 物理Ⅱ 物理Ⅱ 歴史

〈Morris〉 〈佐藤(純)〉 〈髙橋〉 〈戸田山〉 〈村上〉 〈阿部〉 〈村上〉 〈戸田山〉 〈丹羽〉 〈丹羽〉 〈佐藤(純)〉

英語ⅡA 英語ⅡA 特活 物理Ⅱ 歴史 歴史 物理Ⅱ

〈戸田山〉 〈戸田山〉 〈佐藤(純)〉 〈Morris〉 〈丹羽〉 〈佐藤(純)〉 〈阿部〉 〈佐藤(純)〉 〈丹羽〉

化学Ⅲ 分析化学Ⅰ 歴史 歴史 分析化学Ⅰ 微分積分学ⅠA 英語ⅡA 化学Ⅲ 特活 英語ⅡA 微分積分学ⅠA

〈齊藤(貴)〉 〈中村(重)〉 〈佐藤(純)〉 〈Morris〉 〈佐藤(純)〉 〈阿部〉 〈中村(重)〉 〈鳴海(哲)〉 〈齋藤(育)〉 〈齊藤(貴)〉 〈山本〉 〈齋藤(育)〉 〈鳴海(哲)〉

歴史 構造力学Ⅰ 歴史 化学Ⅲ 化学Ⅲ 英語ⅡA 微分積分学ⅠA 微分積分学ⅠA 英語ⅡA 特活
〈佐藤(純)〉 〈丸岡〉 〈佐藤(純)〉 〈村上〉 〈阿部〉 〈村上〉 〈Morris〉 〈齋藤(育)〉 〈鳴海(哲)〉 〈鳴海(哲)〉 〈齋藤(育)〉 〈濱田〉

特活

〈村山〉 〈戸田山〉 〈ジャクソン〉 【留】日本事情 【留】日本語

〈齋〉 〈太田〉

特活

〈吉田〉 〈ジャクソン〉 〈戸田山〉

特活
〈ジャクソン〉 〈戸田山〉 【留】日本事情 【留】日本語 〈佐藤(久)〉

〈齋〉 〈太田〉

特活

〈戸田山〉 〈ジャクソン〉 〈杉田〉

〈吉田〉

エネルギー変換工学

建設材料学Ⅱ

〈菅原〉

地盤工学Ⅰ

〈清原〉

電気回路Ⅰ

〈土屋〉

応用物理Ⅰ

〈丹羽〉

実験実習Ⅲ

微分積分学ⅡA

〈馬渕〉

物理化学Ⅰ

(大久保)

〈久慈・吉田〉

電気工学機械材料学Ⅰ

化学工学

〈杉山〉

化学Ⅲ

英語Ⅲ ディジタル回路Ⅰ

〈吉田〉 〈浦西〉

工作実習Ⅱ

〈森〉

〈赤垣〉

国語

〈野里〉

物理Ⅱ

〈濱田〉

〈赤垣〉

機構学

〈村山〉

機械工作法

〈村上〉

国語

国語

〈海野〉

国語

〈海野〉

化学Ⅲ

〈菊地〉〈野里〉

物理Ⅱ

〈田端〉

機械設計製図Ⅲ

工学基礎A

英語ⅠA

〈阿部〉

基礎数学ⅡA

〈馬場〉

基礎数学ⅡA

〈細越〉

情報リテラシー

〈細越〉

工学基礎A

工学基礎A

工学基礎A

基礎数学ⅡA

〈馬場〉

〈工藤(隆)〉

国語

〈海野〉〈南〉

CAAD

〈馬渡〉

応用物理Ⅰ

〈丹羽〉

水理学Ⅰ

【留】日本事情

〈齋〉

無機・有機化学実験

〈菊地・長谷川・佐藤(久)・川口〉

国語

〈海野〉 〈髙橋〉

保健体育

〈蝦名〉

現代社会
〈平川〉

英語Ⅲ
〈髙橋〉

【留】日本事情

〈齋〉

CAD

〈沢村・浦西・郭〉

構造力学Ⅰ

〈丸岡〉〈鳴海(寛)〉

保健体育

プログラミングⅠ

〈細越〉

線形代数Ⅰ

〈田中〉

〈田中〉

英語コミュニケー

ショ ンⅡ

線形代数Ⅰ

〈戸田山〉

微分積分学ⅠA

〈栗原〉

英語ⅠA

〈菊池〉

英語ⅡA

情報リテラシー

〈細越〉

英語ⅠA

〈阿部〉

保健体育

基礎数学ⅠA
〈蒔苗〉 書道〈M/C〉

【一般選択】

芸術

〈鳴海(寛)〉

〈田村〉

〈野里〉

書道〈E/Z〉

情報リテラシー

〈細越〉

美術

〈菊池〉

音楽

〈坂本〉

微分積分学ⅡA

〈馬渕〉

〈海野〉
英語ⅠA

〈鳴海(寛)〉

保健体育

〈戸田山〉

英語ⅡA

測量学・同実習Ⅲ 構造力学Ⅱ

〈丸岡〉

分析化学Ⅱ

〈中村(重)〉

英語コミュニケー

ショ ンⅢ

英語コミュニケー

ショ ンⅢ

英語コミュニケー

ショ ンⅢ

〈武尾〉

微分積分学ⅡA

〈馬場〉

英語コミュニケー

ショ ンⅢ

〈今野〉

英語コミュニケー

ショ ンⅢ

英語コミュニケー

ショ ンⅢ

測量学・同実習Ⅱ

〈今野・金子〉

英語コミュニケー

ショ ンⅢ

英語コミュニケー

ショ ンⅢ

現代社会 応用物理Ⅰ

〈丹羽〉〈平川〉

材料力学Ⅰ

英語コミュニケー

ショ ンⅡ物理Ⅱ

〈濱田〉

英語コミュニケー

ショ ンⅡ 保健体育

〈鳴海(寛)〉

物理Ⅱ

〈田端〉

〈郭〉

〈蒔苗〉

〈栗原〉

微分積分学ⅠA

〈栗原〉

英語コミュニケー

ショ ンⅡ

〈工藤(隆)〉

英語コミュニケー

ショ ンⅡ 微分積分学ⅠA

実験実習Ⅱ

物質工学序論

〈Ｃ教員〉

実験実習Ⅰ
英語コミュニケー

ショ ンⅠＢ 基礎数学ⅠA

基礎数学ⅠA

〈蒔苗〉

英語コミュニケー

ショ ンⅠＢ

英語コミュニケー

ショ ンⅠＢ

英語コミュニケー

ショ ンⅠＢ 基礎数学ⅡA

〈馬場〉

基礎数学ⅡA

〈馬場〉

〈平川〉

保健体育

〈蝦名〉

建設環境工学実験Ⅰ

〈菅原・清原・馬渡・金子〉

微分積分学ⅡＡ

〈馬渕〉〈髙橋〉

現代社会

英語Ⅲ

〈長谷川〉

無機化学Ⅱ

創造工作実習

〈村山〉

応用物理Ⅰ

〈黒沢〉

プログラミングⅡ

〈細越・細川〉 〈蝦名〉

構造力学Ⅰ

〈丸岡〉

微分積分学ⅡＡ

〈馬場〉

微分積分学ⅠＡ

〈鳴海(哲)〉

基礎数学ⅠA

〈蒔苗〉

英語コミュニケー

ショ ンⅠA

微分積分学ⅠA

物理Ⅱ

〈丹羽〉

基礎数学ⅠA

〈蒔苗〉

〈鳴海(寛)〉

保健体育

〈鳴海(寛)〉

英語コミュニケー

ショ ンⅠA

基礎数学ⅠA

〈蒔苗〉

保健体育

〈鳴海(哲)〉

機械設計製図Ⅱ

〈鎌田(長)〉

保健体育

基礎数学ⅡA

〈馬渕〉

〈矢口〉〈丸岡〉

無機・有機化学実験

〈菊地・長谷川・佐藤(久)・川口〉

水環境工学構造力学Ⅱ

有機化学Ⅱ

〈菊地〉

〈髙橋〉〈馬渕〉

英語Ⅲ

国語

【留】日本語

〈太田〉

ロボットエレクトロニクス

〈細川〉

微分積分学ⅡA

〈馬場〉

〈野里〉

英語コミュニケー

ショ ンⅡ

保健体育

〈鳴海(寛)〉

保健体育

〈蝦名〉

工学基礎B

工学基礎B

英語コミュニケー

ショ ンⅡ

線形代数Ⅰ

〈田中〉

測量学・同実習Ⅰ

〈藤原・清原〉

工作実習Ⅰ

〈沢村〉

情報リテラシー

【Ｅ１】

電気情報基礎Ⅰ

〈馬渕〉

基礎数学ⅠA

【Ｃ１】

化学製図

〈本間〉

〈細越〉 〈工藤(隆)〉

〈鳴海(寛)〉

〈蒔苗〉

基礎数学ⅡA

英語コミュニケーショ

ンⅠA

英語コミュニケーショ

ンⅠA

〈吉田〉

線形代数Ⅰ
工学基礎B

工学基礎B

〈野里〉

【留】日本語

微分積分学ⅡA

基礎数学ⅠA
〈蒔苗〉

〈齋藤(育)〉

英語ⅡA

電子工学Ⅰ

現代社会

髙橋

杉田

村山

〈田中〉

電気情報基礎Ⅲ

〈平川〉

〈太田〉

〈松橋〉

佐藤(久)

国語

Ｅ
1

Ｍ
2

佐藤(純)

村上

Ｍ
1

Ｌ
3

 火

Ｚ
1

Ｌ
2

Ｌ
4

Ｃ
1

区　　分

Ⅰ

水 木

〈栗原〉

物理Ⅱ

〈丹羽〉

齋
保健体育

栗原

菊池

金

Ｅ
3

Ｅ
2

Ｍ
3

月

Ｌ
1

山本

濱田

吉田

微分積分学ⅠA

Ⅱ

Ⅲ

Ｃ
2

Ｚ
2

Ｃ
3

Ｚ
3

英語ⅡA

〈齋藤(育)〉

無機化学Ⅰ

〈長谷川〉

英語コミュニケー

ショ ンⅡ

微分積分学ⅡＡ

〈馬場〉
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 「ホームルームの計画書」（第１学年例）             資料５－３－①－５ 

 

クラス      　　 Ｌ２

学級担任      栗原　博之

月 日 曜日 時限 事          項

4 14 木 7 クラス委員選出、アンケート

4 21 木 7 クラス内活動

4 28 木 7 学科別　入学者研修会

5 12 木 7 校内体育大会出場選手の選出

5 19 木 7 QU実施

5 28 土 7 ６・２３学生相談室講演会振り替えにより休講

6 2 木 7 中間試験に向けて　

6 16 木 7 席替え

6 23 木 7 学生相談室講演会　（合併教室）

7 7 木 7 卒業生による講話　（合併教室）

7 14 木 7 性に関する講演会　（合併教室）

7 21 木 7 夏休みの過ごし方について

9 1 木 7 クラス内活動

9 8 木 7 期末試験に向けて

9 22 木 7 席替え

平成23年度  前期  特別活動計画表

 

 

（出典 平成23年度 入試・教務係資料より抜粋） 
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 「第２学年の遠足実施要項（平成22年度）」             資料５－３－①－６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          （出典 平成22年度第２学年会議資料） 

 

 

 

 

 

 

八戸工業高等専門学校 

２０１０年度 第２学年 遠足計画 

 

目的 見逃されている風景をゆっくり歩き、友達との和を広げよう。 

日時 平成２２年９月２４日（金） ８時３５分～１５時１０分 

（晴れたときの日程） 

１ 日程  

朝集合   ８時３５分 

歩き始め  ８時５０分 

尻内橋   ９時２５分        トイレなし 

根城大橋越えのＴ字路 ９時４５分 

新八温泉  ９時５０分 

单部山公園着  １０時５０分 

单部山公園発  １４時 

八食センター着  １５時 

      解散 １５時１０分 

２ 仕事分担 

列の先頭を行く教員  Ｍ科 森大祐   、 Ｅ科 鎌田貴晴 

列の最後尾を行く教員 Ｃ科 佐藤久美子 、 Ｇ科 戸田山みどり 

救急対策（バス伴走） Ｇ科 太田徹   、 Ｇ科 鳴海哲雄 

３ 注意事項 

・のどの渇きに注意すること 

・ごみは持ち帰ること 

（雨が降ったときの日程） 

１ 日程 

朝集合      ８時３５分 

午前プログラム （バスケット、バレー ） ８時５０分 

昼休み      １２時２５分 

午後プログラム （サッカー、ドッジボール） １３時１０分 

解散      １５時３０分 

 

２ 仕事分担 

総指揮   太田徹 

会場別指揮 森大祐、鎌田貴晴、佐藤久美子、戸田山みどり 

会場運営  球技大会のときに従う。  
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 「第３学年のスキー教室実施要項（平成22年度）」          資料５－３－①－７ 

 

 

 

（出典 平成22年度 学生係資料より抜粋） 
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 「平成23年度校内体育大会要項」               資料５－３－①－８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課学生係資料） 

 

 

第 48回(平成 23年度)校内体育大会要項 

 

１、日時：平成 23年 5月 26日（木）8時 45分より(雨天時はドッジボール大会) 

 

２、競技内容・プログラム競技時のグラウンド見取り図は、別紙参照。 

 

３、表彰は、共通で１位と２位の学科。女子競技の１位のチーム。 

 

４、各科の色分け・総合学科教員の割り振り： 

機械工学科：赤(栗原先生、高橋先生、鳴海(哲)先生、阿部先生、丹羽先生） 

電気情報工学科：白(斎先生、菊池先生、佐藤(純)先生、戸田山先生、細越先生) 

物質工学科：黄(鳴海(寛)先生、平川先生、太田先生、河村先生、蝦名先生) 

建設環境工学科：青(村上先生、濱田先生、舘野先生、馬渕先生、馬場先生） 

 

５、注意事項： 

(1)参加できる競技数は綱引き、学科対抗リレーを除いて 1人 1 種目とする。た 

だし専攻科のみ複数種目のエントリーを認める。 

(2)専攻科は学科毎（1、2年合同）に 1クラスを結成する。 

(3)選手名簿は、各クラスの行事委員を通して期日までに必ず行事委員会に提出すること。 

(4)競技開始直前の選手交代は認めない。やむを得ず交代する場合には、事前(朝の出席確認直後ま

で)に本部に連絡し了承を得ること。 

(5)競技をスムーズに進行するために、競技 5 分前集合とし、競技開始までにこない場合は棄権と

みなす。 

(6)1年生は、会場の準備と後始末を手伝う。 

L1、L2･･････大会前日の 16時にグラウンドに集合し、準備を手伝う 

L3、L4･･････大会終了後の後始末を手伝う。 

(7)椅子は必要なら各自で持っていく。その場合、椅子を置く場所は各科応援席(フィールド奥，掲

揚台側)で統一すること。 

(8) 出席確認時に無断欠席の学生がいる場合は、1 人につき所属学科から５点ずつ減点していく。 

(9)進行の妨害をした場合は、所属学科の点数より減点する。 

 

６、クラス担任へのお願い： 

(1)選手名簿作成にご協力をお願いします。 

(2)1学年の担任は、大会の準備や後始末を手伝うようにご指導下さい。 

(3)体育大会当日、各クラスの出席確認を朝 8時 45分、午後の競技開始前の２回お願いします。出

欠確認が終わり次第本部に出欠確認の結果を報告に来てください。 

(4)クラス担任に選手名簿を配るので種目毎に選手に声をかけてください。  

 

 

 

 

第 48 回(平成 23 年度)校内体育大会要項 
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 「平成22年度校内球技大会要項」               資料５－３－①－９ 

 

 

 

- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課学生係資料） 

 

平成 22 年度校内球技大会要項 決定版 

1. 日時：平成22年 9月30日(木) 8時45分 

 

2. 種目：バスケットボール，バレーボール，卓球、ミニサッカー、硬式テニス、キックベース、  

♡愛のエプロンお弁当対決♡ 

 

3. 出場制限： 

当該種目の部活に在籍する男子学生の出場制限は，各競技方法参照のこと。なお，女子部員及び

教職員(顧問を含む)には出場制限はない 

 

4. 選手人員：バスケットボール：5名(交代1名まで) 

バレーボール：6名(交代1名まで) 

卓球：5名(途中交代なし) 

       ミニサッカー：5名(交代1名) 

       キックベース：10名（交代１名） 

       硬式テニス：10名（交代なし） 

             ♡愛のエプロンお弁当対決♡：制限なし（自由参加） 

 

5. 役員：球技大会開催中のルール変更や罰則などは下記の役員にて決定する。 

実行委員長：津田啓太 審判長：佐々木健逸 補佐：大山智之、田中駿 

 

6. 競技規約： 

(1) 競技方法は別紙参照のこと。なお，詳細なルールについては，各競技の審判に一任する。 

(2) クラス対抗(1学年は混合学級)のトーナメント方式で競技を行い，3位決定戦は決勝の前

に行う。 

(3) 専攻科は専攻科全体で１クラスとしてバスケットボールに出場可にする。 

(4) 前の試合終了後，5分以内に人員が揃わないチームは負けとする。 

(5) 試合前の整列時に登録選手の確認を行い，登録選手以外がいる場合，そのチームを失格

とする。 

 

7. 得点：勝ち抜き点、ベスト8以外：3点 

ベスト8：5点 

3位：10点 

2位：15点 

1位：20点 

 

8. 表彰：各種目1位，クラス総合上位3位までとする。 

 

9. スケジュール： 

~8：45 校庭集合，出席確認(各クラス担任) 

8：45 開会式(開式通告，学校長激励，選手宣誓，審判長諸注意，閉式通告) 

8：55 ラジオ体操  
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 「高専祭総合テーマ」                      資料５－３－①－10 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課学生係資料） 

 

 

 

 

 

 「各種講演会（平成16年度）」                  資料５－３－①－11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成23年度 年間行事表より抽出） 

 

 

 

【平成２２年度】 

テーマ： 「ＹＯＵ祭」 

      「友」～ 親しい友人と思い出を作れるように 

      「遊」～ 遊びを通して輪を広げられるように 

      「勇」～ イベント等を通して肉体的にも精神的にも強く 

なってもらうように 

 

【平成２１年度】 

   テーマ： 「ＧＯＬＤ ＥＸＰＥＲＩＥＮＣＥ」 

お客さんはもちろん、高専生も、実行委員のメンバーにとっても 

貴重な「黄金体験（造語）」となるように！！ 

 

 

第１学年 

前期 エイズに関する講演会 

後期 文化講演会 

第２学年 

前期 性に関する講演会 

後期 薬物乱用防止に関する講演会 

第３学年 

前期 消費者講座講演会 

後期 交通安全講話講習会 
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 「学生表彰規則」（抜粋）及び「学生表彰規則取扱要領」（抜粋）  資料５－３－①－12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成23年度学生便覧 p.148，p150） 
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 「平成22年度表彰者名簿」                資料５－３－①－13 

 

  個人情報保護のため削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生係資料より抜粋） 
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 「八戸工業高等専門学校厚生補導委員会規則」          資料５－３－①－14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 出典 厚生補導委員会資料より抜粋） 

 

 

 

 

 「校訓」                          資料５－３－①－15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      （ 出典 平成23年度学生便覧裏表紙） 

 

 

 

校訓  「 誠実・進取・協調 」 

 

豊かな教養を基盤として、高等の専門技術科学を体得せしめ、個人の

自由と責任を自覚して規律を遵守し、人類福祉の増進と社会の進展に積

極的に貢献する技術者を養成する。 

 

 

第一条 八戸工業高等専門学校に学生の厚生補導に関する事項を審議するため、 

厚生補導委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

第二条 委員会は、校長の諮問に応じ、以下の各号に掲げる事項を審議する。 

一 課外教育に関する事項 

二 集団指導に関する事項 

三 生活指導に関する事項 

四 集会催物及び出版掲示に関する事項 

五 保健衛生に関する事項 

六 学生の表彰及び懲戒に関する事項 

七 職業指導に関する事項 

八 入学料及び授業料の免除等に関する事項 

九 その他の厚生補導に関する事項 

第三条 委員会は、次の委員をもって組織する。 

一 学生主事 

二 学生主事補 

三 本校教官の中から校長が任命した者 

         四 学生課長 

第四条 以下 略 
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 「年間実践目標」                      資料５－３－①－16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成22年度・平成23年度学生便覧裏表紙） 

 

 

 

 

 「月間目標」（平成23年度4・5月）              資料５－３－①－17 

 

 
 

（出典 学生係資料） 

 

 

 

 

平成22年度年間実践目標 

１. 自立 ― 目標を立て、実現しよう 

２. 連携 ― 周りの人達とよい関係を作ろう 

３. 支援 ― 周りの人達のために気配りを持って行動しよう 

４. 「東北地区高専体育大会八戸大会」と「デザコン 2010in 八

戸」 

   を成功させよう 

 

平成23年度年間実践目標 

１. 目標を探そう、立てよう、実現しよう 

２. 前に向かって進もう 

３. 他者と語ろう 
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「施設使用関係規則の例 合宿センター管理運営規則と同使用心得」 資料５－３－①－18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     （出典 平成23年度学生便覧 p.163～p.164） 
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「学生会会則」（抜粋）                        資料５－３－①－１９ 

 

 

 「学生会会則」（抜粋）                     資料５－３－①－19 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      （出典 平成23年度学生便覧 p.165～p.170） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

「科学技術社会論」をはじめとする人文・社会系科目は環境の視点や倫理観，人間の多様性を学ぶ

機会となっている。また，行事日程や時間割の編成では「特別活動」や「課外活動」が尊重され，

必要な授業時間数を確保した上で，許す限りの時間がこれらの行事や企画に費やされている。課外

活動などの成果は表彰の対象とされ，このような活動を奨励している。 

このように，「豊かな人間性の涵養」に繋がる人文・社会系科目の教育が実施され，また「特

別活動」「課外活動」や「学校行事」のための時間が確保され，豊かな人間性の涵養が図られてい

ると判断される。 

 

 

 

 

観点５－４－①： 成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定が組織として策定され，学生に

周知されているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，進級認

定，卒業認定が適切に実施されているか。 

 

（観点に係る状況）  

 成績評価・卖位認定・進級認定・卒業認定などは，明確かつ厳格な規定に則り手続きが進められて

いる。 

（１）成績評価・卖位認定・進級認定・卒業認定規定の策定：  

成績評価方法と基準，卖位認定規定，進級規定，卒業認定規定は明確に定められ，その内容は学生

便覧およびシラバスに記載され，学生に周知されている（資料５－４－①－１～２）。学生の周知度
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合いを平成23年度のアンケート調査により確認したところ，進級基準は学年を問わず９割以上の学生

が理解し，卒業要件に関しては平均約７割の学生の理解であった。低学年において卒業要件の周知度

が高いという結果である。これは平成21年度から施行の新カリキュラムについて適用される現３年生

以下の学年に入学ガイダンス等で進級基準や卒業要件を含めて説明に努めた結果が顕著に表れている

（資料５－４－①－３～４）。 

（２） 成績評価・卖位認定・進級認定・卒業認定の方法：  

成績評価及び卖位認定は，全教員が出席する成績判定会議において規定に基づいてなされ，それに

より進級判定および卒業認定が行われている。会議では，学生の成績一覧および修得卖位数一覧が配

布されている（訪問時の資料）。なお，定期試験の答案は，試験終了直後に設定される特別指導期間

中に学生に返却され，評価の方法と結果の確認が行われ，疑義があれば学生の申告に基づき成績資料

の修正の手続きが行われている。また，同時に欠課時数の確認も行われ，疑義があれば学生の申告に

基づき教務資料の修正が行われる。 

病気その他やむを得ない事情があれば学生本人の申請により追試験の機会を与えている。追試験に

よる成績は減点することなく成績に反映される（資料５－４－①－５）。再試験は卖位未修得のまま

進級した場合に設けている制度である。平成21年度からは，教育課程の見直しに合わせて年度内の再

試験（特別再試験）を制度化した。学習進度が遅れていた学生に対して年度内に卖位修得できる機会

を与えている（資料５－４－①－６）。 

（３）エビデンスの保管： 

 成績判定の基となる定期試験の答案は，そのコピーを科目毎のファイルに綴じてエビデンス室に保

存し，必要に応じて再確認できる仕組みを整えている。それぞれのファイルには表紙，背表紙を付け，

答案の前部に以下のような関連資料を添付して，成績評価の内容をわかりやすく整理している（資料

５－４－①－７～11）。 

① シラバス 

② 授業実施状況点検結果 

③ 学生自身による目標達成度評価書式 

④ 成績評価一覧表 

⑤ 成績評価分布表 

⑥ 中間／期末毎の，（１／４期（半期）卖位で仕切紙挿入） 

⑥－１試験問題 

⑥－２模範解答（配点または採点基準） 

⑦ ３学生答案（コピー） 

なお，高等専門学校設置基準に規定されている45時間の学修を1卖位とする「学修卖位科目」の周

知については，観点５－２－②において説明している（資料５－１－①－19，資料５－２－②－５参

照）。 
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 資料５－４－①－１ 

「八戸工業高等専門学校学業成績評価及び学年の課程修了並びに卒業認定に関する規則」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八戸工業高等専門学校学業成績評価及び学年の課程修了並びに卒業認定に関する規則 

 

制  定 昭和４６年４月１日 

最終改正 平成１７年４月１日 

   第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 八戸工業高等専門学校における試験、学業成績の評価及び学年の課程修了並びに卒業認定

については、この規則の定めるところによる。 

   第２章 試験 

（定期試験） 

第２条 定期試験は、中間試験及び期末試験とする。 

２ 中間試験は、第１学年から第４学年に対して必要と認める授業科目（以下「科目」という。）につ

いて、各学期の中間の時期に１回行う。 

３ 期末試験は、各学期末に１回行う。 

第３条 平素の成績で評価できる科目については、定期試験を行わないことがある。 

（追試験） 

第４条 病気その他やむを得ない事情により定期試験を受けなかった者は、直ちに別記様式第１号によ

る追試験願（病気の場合は医師の診断書、事故等の場合はその理由書を添付）を学級担任を経て校長

に提出して、その許可を受けなければならない。 

２ 定期試験中に不正行為を行った者及び懲戒処分のため定期試験を受けられなかった者は、当該試験

科目の追試験を受けることができない。 

（再試験） 

第５条 進級した者で６０点未満の科目のある者は、その科目について再試験を受けることができる。

ただし、当該科目の欠課時数が年間総授業時数の３分の１を超えた場合は、その科目は原則として再

試験を受けることができない。 

２ 再試験を希望する者は、別記様式第２号による再試験願を学級担任を経て校長に提出して、その許

可を受けなければならない。 

   第３章 学業成績の評価方法及び卖位の認定 

 （学業成績の評価） 

第６条 履修科目の学業成績の評価は、試験の成績及び平素の学習状況等を総合して１００点法で行う。 

２ 履修科目の学年成績は、各学期成績を総合して評価する。 

３ 学業成績を評語で表す必要がある場合は、次の基準による。 

評   価 評   語 

１００点～８０点 A 優 

７９点～７０点 B 良 

６９点～６０点 C 可 

５９点～３０点 D 不可 

２９点以下 F 不可 

第７条 追試験による成績は、減点しない。 

第８条 再試験に合格した場合の評価は、６０点に改める。 
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（出典 平成23年度学生便覧 p.117～p.119） 

 

 

 

 

 

 
(他学科開設科目の履修及び修得単位の認定) 

第 11 条の３ 本校の他の学科で開設されている授業科目の履修を希望する第 4 学年及び第 5 学年の者は、

あらかじめ当該科目担当教員並びに学級担任の許可を得た上で、学期開始前に別記様式第 3 号による「他

学科開設科目受講届」を学級担任を経て校長に提出しなければならない。 

２ 他学科の開設授業科目を履修し単位を修得した者は、別記様式第 4 号による「他学科開設授業科目修得

単位認定願」に科目担当教員の承認印を受け、学級担任を経て校長に提出して、その許可を受けなければ

ならない。 

（学業成績の記録及び通知並びに証明） 

第１２条 学生指導要録に記載する学年成績は評価で記録し、必要がある場合は評語で記録することが

できる。 

２ 保護者に送る成績通知表には、評価を記入し、通知する。 

３ 校外に対して発行する証明書は、必要がある場合は評語で証明することができる。 

   第４章 学年の課程修了及び卒業認定 

 （学年の課程修了の認定） 

第１３条 学年の課程修了は、学則別表に規定する履修卖位数、特別学修並びに課題研究の卖位数及び

特別活動の履修状況等を総合して判定するものとし、成績判定会議を経て校長が認定する。 

２ 前項の認定に当たっては、原則として次の各号の基準に該当していなければならない。 

 一 第５学年においては、通算修得卖位数が１６７卖位以上（そのうち、一般科目については７５卖

位以上、専門科目については８２卖位以上とする。）であること及び卒業研究が６０点以上である

こと。 

 二 第１学年から第４学年においては、別表２に定める通算修得卖位数以上であること。 

３ 前項の通算修得卖位数には、第１１条の２及び第１１条の３の規定に基づいて認定された卖位数を

含むものとする。 

４ 第２項に該当している者であっても、別表３に掲げる科目が６０点未満の場合は、審議の対象とす

る。 

５ 第２項に該当している者であっても、別表 4 に掲げる授業科目(コア科目)の修得単位が同表で定める課程

修了要件を全て満たしていない場合は、第 3 学年又は第 5 学年の課程修了を認めない。 

 （留年） 

第１４条 学年の課程修了を認定されない者は、留年とする。 

２ 第１学年から第３学年において留年した場合は、当該学年の科目をすべて再履修しなければならな

らない。 

３ 第４学年又は第５学年において留年した場合は、当該学年における未修得科目に相当する科目を履

修しなければならない。また、当該学年で修得した科目についても再履修できるものとし、いずれの

場合についても、履修又は再履修しようとする年度の前年度末日までに別記様式第５号による 

 履修・再履修願を学級担任を経て校長に提出して、その許可を受けなければならない。 

４ 同一学年を成績不良により再度留年になった場合は、在学を認めない。ただし、病気等の理由によ

る場合は、その都度審議する。 

 （卒業の認定） 

第１５条 全学年の課程を修了した者の卒業の認定は、卒業判定会議を経て、校長がこれを行う。 

 （編入学） 
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資料５－４－①－２ 

 「平成23年度の各学年の課程修了認定に必要な通算習得卖位数」 

 

  （平成21年度以降入学者） 

学科名 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 

機械工学科 30 63 99 66 133 167 75 

電気情報工学科 30 63 99 66 133 167 75 

物質工学科 30 63 99 66 133 167 75 

建設環境工学科 30 63 99 66 133 167 75 

 
 

（第３学年および第５学年における右の欄は，学年の課程修了に必要な一般科目の通算習得卖位を示している。） 

 

（出典 平成23年度学生便覧 p.117～p.119） 

 

 「成績評価・卖位認定や進級・卒業認定に関するアンケート」      資料５－４－①－３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 認証評価委員会資料より抜粋） 
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資料５－４－①－４ 

 「アンケート結果」 

 

   【問３】 卒業に必要な卖位数は167卖位であることを知っていますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問４】 学年ごとに進級に必要な卖位数が定められていることを知っていますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 認証評価委員会資料より抜粋） 
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資料５－４－①－５ 

 追試験に関する規定 

第４条  試験の種類は、定期試験及び追試験とする。 

  ３ 追試験は、病気その他やむを得ない事由により，定期試験を受験できなかった場合に別記様式第１号による 

  「追試験願」を専攻主任を経て校長に提出して，その許可を受けたうえで受験することができる。  

＜中略＞  

第６条 追試験による成績は，減点しない。  

   （出典  平成 23年度学生便覧  p.132～133）  
 

料５－４－①－６ 

 再試験に関する規則 

 

 

八戸工業高等専門学校再試験実施細則 

  制  定 昭和 56 年 4 月 1 日 

 最終改正 平成 23 年 4 月 1 日 

（趣旨） 

第 １ 条 八戸工業高等専門学校学業成績評価及び学年の課程修了並びに卒業認定に関する規則第５条に基づき、再試

験の実施に関し、この細則を定める。 

 

（再試験の実施時期） 

第２条 第１学年から第５学年に履修した科目の特別再試験は、当該年度の再試験日に実施するもの

とする。特別再試験では、最大３科目まで受験することができる。 

２ 第１学年から第２学年において履修した科目の進級後再試験は、第３学年の９月末までに実施す

るものとする。第３学年から第４学年において履修した科目の進級後再試験は、第５学年の９月末ま

でに実施するものとする。 

3 進級後再試験において再試験願を提出した後、休学その他やむを得ない事情により前項の期間内に

再試験を受けることができない場合は、直ちに別記様式による再試験猶予願を学級担任を経て校長に

提出し、その許可を受けなければならない。 

4 前項の規定により再試験を猶予された者は、当該事由が消滅した場合は、直ちに再試験願を学級担

任を経て校長に提出し、その許可を受けなければならない。この場合の再試験は、当該事由の消滅し

た後速やかに実施するものとする。 

 

（再試験対象外）  

第３条 当該科目の欠課時数が年間授業時数の３分の１を超えたものには、原則として再試験を実施しないものとす

る。 

２ 次に掲げる科目については、再試験は実施しないものとする。 

 

＜後略＞ 

（出典 平成23年度 学生便覧 p.126） 
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資料５－４－①－７ 

 「試験答案等エビデンスの保管法」 

 

 

 

（出典 点検評価委員会資料より抜粋） 
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資料５－４－①－８ 

 「シラバス」（例 平成23年度 電気情報工学科４年「応用物理Ⅴ」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成23年度 シラバス p.Ｅ32） 
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資料５－４－①－９ 

 「授業実施状況点検結果」（応用物理Ⅴ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 点検評価委員会資料より抜粋） 
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資料５－４－①－10 

 「学生自身による目標達成度評価書式」（第４学年「応用物理Ⅴ」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 点検評価委員会資料より抜粋） 
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資料５－４－①－11 

 「成績分布表」（「成績分布作成ソフト」の利用例：「応用物理Ⅴ」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 点検評価委員会資料より抜粋） 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

成績評価方法，卖位認定規定，進級規定，卒業認定規定は厳密かつ明確に定められており，学生便

覧及びシラバスに明記され学生に周知されている。また成績評価資料の作成過程では，学生による意

見申立の機会や再確認の機会も設けられ，公正な結果が得られるような制度となっている。これらの

規定と資料に基づき，全教員が出席する教員会議において，成績評価や進級判定等の各認定が適切に

実施されている。また，追試験制度の他，平成21年度からは年度内に実施する特別再試験制度が設け

られるなど，特殊事情を抱えたり，学習進度の遅かった学生に対して目標達成のための可能な限りの

機会が用意されている。 

このように，教務関連事項で最も重要な，成績評価・卖位認定・進級認定・卒業認定などは，明確

かつ厳格な規定に則り，組織的に適切な手続きが進められていると判断される。 
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＜専攻科課程＞ 

 

観点５－５－①： 教育の目的に照らして，準学士課程の教育との連携，及び準学士課程の教育か

らの発展等を考慮した教育課程となっているか。 

 

（観点に係る状況）  

 

専攻科のカリキュラムは，準学士課程を考慮に入れて編成を行っている（資料５－５－①－１

～５）。 専攻科の教育は，以下のような点で準学士課程の教育と緊密な関係にある。 

  （１）専門分野については，準学士課程を基に，応用分野も学習する。原子力教育では，準学

士課程における原子力工学概論（４学年選択 1単位），原子力基盤技術概論（5 学年選択 1 単

位）による原子力技術の基礎事項を踏まえて，専攻科で原子力安全工学（１学年，選択 2 単位，

ただし平成 23 年までは原子力コア人材育成事業。平成 24 年度以降正式科目の予定。）を学習で

きる。 

（２）数学や自然科学分野では工学の理論的裏付けを固め，確実な基礎学力を養成している。 

（３）英語では，準学士課程で十分な英語基礎力が身に着くように単位数を 18 単位から 20単

位に増やすなど平成 21 年度のカリキュラム改正があり，専攻科の英語教育と整合性が増した。

TOEIC については少なくとも 400 点以上取得できるように，実践的なコミュニケーション能力の

養成を行っている。また，専攻科の入学試験の学力選抜の英語に関して，平成 23年度の入試か

ら学力試験に替えて TOEIC のスコアをもって評価する方法に改めた（資料５－５－①－６）。

準学士課程で実施している TOEIC IP テストが活かされる仕組みになっている。 

（４）卒業研究をさらに発展できるよう同系統の研究分野を継続できるように配慮している。

準学士課程の５年生と併せると３年間にわたる研究活動を可能にしている。 
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資料５－５－①－１ 

 「準学士課程―専攻科課程 カリキュラムの流れ図」 

 （平成23年度開講科目 機械工学科） 

機械工学科

本科１年 本科２年 本科３年 本科４年 本科５年 専攻科１年 専攻科２年

工学基礎A （○） 工学基礎B （○） 知的財産権（◎）
機械設計法Ⅰ（○） 医工・福祉（○）

防災・安全（○）
原子力工学概論（○） 原子力基盤技術概論（○）
特別講義（◎）

卒業研究 （○） 特別研究 （○） 特別研究 （○）

応用数学Ⅰ （◎）
応用数学Ⅱ （◎）
応用数学Ⅲ （◎）
応用数学Ⅳ （◎）

基礎力学（○） 応用物理Ⅰ（◎） 応用物理Ⅲ （○）
応用物理Ⅳ （◎）

情報処理Ⅰ（◎） 情報処理Ⅱ（◎） 情報処理Ⅲ （◎）

機械材料学Ⅰ（○） 機械材料学Ⅱ（○） 機能性材料（○）

水力学 （○） 流体力学 （○） 流体力学特論（○）

電気工学（○） 電子工学（◎） 計測力学（◎）

CAD (◎） 品質・生産管理（○）
原子力工学概論（○） 原子力基盤技術概論（○）

工作実習Ⅰ（○） 工学実験Ⅰ （◎） 工学実験Ⅱ （○） 専攻実験 （○）
工学セミナー（○） 卒業研究 （○） 特別研究 （○） 特別研究 （○）

基礎力学（◎） 応用物理Ⅲ （◎）
応用物理Ⅳ （○）

材料力学Ⅰ（◎） 材料力学Ⅱ（◎） 材料強度学（◎） 機能性材料（◎）
機械材料学Ⅰ（◎） 機械材料学Ⅱ（◎） トライボロジー（◎） トライボロジー特論（◎）

材料演習（◎） 工学演習Ⅰ （◎）

電気工学（◎） 電子工学（○） 機械力学（◎） 振動工学（◎）
機構学（◎） 制御工学（◎）

機力制御演習（◎） 工学演習Ⅱ （◎）
メカトロニクス（◎）

水力学 （◎） 流体力学 （◎） 流体力学特論（◎）
熱力学 （◎） 伝熱工学 （◎） 熱工学特論（○）
熱流体演習（◎） エネルギー変換機械（○）

機械設計製図Ⅱ （◎） 機械設計製図Ⅲ（◎） ３次元設計製図（◎）
機械設計法Ⅰ（◎） 機械設計法Ⅱ（◎） 自動車工学（◎）
機械工作法Ⅰ（◎） 機械加工学（◎）

工学材料 （◎）
知的財産権（○）

工学基礎A （◎） 工学基礎B （◎） 品質・生産管理（○）
医工・福祉（○）

原子力工学概論（○） 原子力基盤技術概論（○）

工作実習Ⅰ（○） 工学実験Ⅰ （○） 工学実験Ⅱ （○） 専攻実験 （○）
工学セミナー （○） 卒業研究 （○） 特別研究 （○） 特別研究 （○）

工学研修 （○）

機械材料学Ⅰ（○） 機械材料学Ⅱ（○） トライボロジー（○）
流体力学特論（○）

機械加工学（○）
機械設計製図Ⅰ （◎） 機械設計製図Ⅱ （○） 機械設計製図Ⅲ（○） 創造設計製図 （◎） ３次元設計製図（○）

品質・生産管理（◎）
特別講義（◎） 医工・福祉（○）
原子力工学概論（○） 原子力基盤技術概論（○）

工作実習Ⅰ（◎） 工作実習Ⅱ（◎） 工学実験Ⅰ （○） 工学実験Ⅱ （◎） 専攻実験 （◎）
工学セミナー（◎） 卒業研究 （◎） 特別研究 （◎） 特別研究 （◎）

エネルギー変換機械（◎） 熱工学特論（◎）
自動車工学（○）

トライボロジー特論（◎）
工学材料 （○）
医工・福祉（◎）

特別講義（◎） 防災・安全（○）
原子力工学概論（◎） 原子力基盤技術概論（◎）

工学実験Ⅰ （○） 工学実験Ⅱ （○）
卒業研究 （◎） 特別研究 （◎） 特別研究 （◎）

工学演習Ⅰ （○）
工学基礎A  （○） 工学基礎B  （○） 特別講義（○）

工作実習Ⅱ（○） 工学実験Ⅰ （○） 工学実験Ⅱ （○） 専攻実験 （○）
工学セミナー （○） 卒業研究 （○） 特別研究 （○） 特別研究 (○）

工学研修 （◎）

Ａ．豊かな人間性の涵養：国際的視野に立ち，地球環境や人類社会に及ぼす技術の影響を理解し，またその責任を自覚できる，誠実で健全な心身を養う。
Ｂ．工学知識・技術の修得
    （Ｂ－１）数学，自然科学の基礎知識と実験・測定技術および情報処理技術を修得し応用できる。
    （Ｂ－２）得意とする専門分野の知識と技術を修得し，「連峰型教育」を活かした複合的専門基礎知識も身につける。
Ｃ．地域社会への貢献
    （Ｃ－１）協調性を発揮し，技術を創造・開発またはシステム化できるデザイン能力とものづくり能力を修得する。
    （Ｃ－２）北東北の重点課題であるエネルギー，環境の問題に関心を持ち，それらの課題に積極的に取り組む，進取の姿勢を身につける。
Ｄ．コミュニケーション能力の習得：意思を明晰に相互伝達する日本語力と，国際社会に対応できる英語基礎力を身につける。

(B-2)

専攻科（１～2学年） 平成23年度開講科目の流れ図

B

A

(B-1)

本科（１～５学年） 平成23年度開講科目の流れ図

D

(C-1)

C

(C-2)

 

（出典 平成22年度教務委員会作成資料） 
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 「準学士課程―専攻科課程 カリキュラムの流れ図」          資料５－５－①－２ 

 （平成23年度開講科目 電気情報工学科） 

電気情報工学科

本科１年 本科２年 本科３年 本科４年 本科５年 専攻科１年 専攻科２年

工学基礎A （○） 工学基礎B （○） 医工・福祉（○）
防災・安全（○）

原子力工学概論  （〇） 原子力基盤技術概論（○）

卒業研究  （○） 特別研究 （○） 特別研究 （○）

原子力工学概論（○） 原子力基盤技術概論（○）
品質・生産管理（○）

応用数学Ⅰ  （◎） 電気化学概論  （◎）
応用数学Ⅱ  （◎）
応用数学Ⅲ  （◎）
応用数学Ⅳ  （◎）

応用物理Ⅰ  （○） 応用物理Ⅱ  （○）
応用物理Ⅴ  （○）

プログラミングⅠ  （◎） プログラミングⅡ  （◎） 情報ネットワーク論  （○） 通信工学  （○）
ソフトウェア設計法  （◎） ディジタル信号処理  （○） 信号処理  （○）

デジタル回路Ⅰ  （◎） 計算機アーキテクチャ  （○）

工学演習  （○） 制御工学  （○）
電気情報基礎Ⅰ  （○） 電気情報基礎Ⅳ  （◎） 電磁気学Ⅰ  （○） 電気磁気学特論  （○）
電気情報基礎Ⅱ  （◎） 電気情報基礎Ⅴ  （○） 工学演習Ⅱ  （○）

電子工学Ⅰ  （◎） 電子工学Ⅱ  （○） 電気電子材料  （○）

電気回路Ⅰ  （○） 回路工学  （○）
工学演習Ⅰ  （○）

ロボットエレクトロニクス  （◎） 計測情報処理  （◎）
コンピュータグラフィックス  （◎）

電気応用  （○） 高電界工学  （○）
ｴﾈﾙｷﾞｰ変換ｼｽﾃﾑ  （○） 電気法規・電気施設管理  （○）

実験実習Ⅰ  （◎） 実験実習Ⅱ  （◎） 実験実習Ⅲ  （◎） 電気電子工学実験Ⅰ  （◎） 専攻実験  （○）
情報工学実験Ⅰ  （◎）

卒業研究  （○） 特別研究 （○） 特別研究 （○）
工学セミナーＢ  （○）

機械工学概論Ⅰ  （◎） 機械工学概論Ⅱ  （◎）
原子力工学概論（○） 原子力基盤技術概論（○）

品質・生産管理（○）
工学基礎A （◎） 工学基礎B （◎） 医工・福祉（○）

電気化学概論  （○）
応用物理Ⅰ  （◎） 応用物理Ⅱ  （◎） 工学材料 （◎）

応用物理Ⅴ  （◎）
通信工学  （◎）

プログラミングⅡ  （○） 情報ネットワーク論  （◎） システム情報工学（◎） 知能システム工学 （◎）
ディジタル信号処理（◎） 信号処理  （◎）

デジタル回路Ⅰ  （○） ディジタル回路Ⅱ  （◎） 計算機アーキテクチャ（◎）
知能ディジタル回路・設計（◎）

工学演習  （◎） 制御工学  （◎）

電気情報基礎Ⅰ  （◎） 電気情報基礎Ⅲ  （◎） 電磁気学Ⅰ  （◎） 電磁気学Ⅱ  （◎） 電磁気学Ⅲ （◎） 電気磁気学特論  （◎）
電気情報基礎Ⅱ  （○） 電気情報基礎Ⅳ  （○） 工学演習Ⅱ  （◎）

電気情報基礎Ⅴ  （◎） 電子工学Ⅰ  （○） 電子工学Ⅱ  （◎） 電子デバイス  （◎）
電子物性基礎  （◎） 電子物性 （◎）

電子回路設計Ⅰ  （◎） 電気電子材料  （◎）
電子回路設計Ⅱ  （◎）

電気回路Ⅰ  （◎） 電気回路Ⅱ  （◎） 電気回路Ⅲ （◎） 回路工学  （◎）
工学演習Ⅰ  （◎）

ロボットエレクトロニクス  （○） 計測情報処理  （○）
設計・製図Ⅰ  （◎） コンピュータグラフィックス  （○）

ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ  （◎） 高電界工学  （◎）
エネルギー変換工学  （◎） ｴﾈﾙｷﾞｰ変換ｼｽﾃﾑ  （◎） 電力ｼｽﾃﾑ工学Ⅰ  （○） パワーエレクトロニクス特論（◎）

電気応用  （◎） 電力ｼｽﾃﾑ工学Ⅱ  （◎）
電気法規・電気施設管理（◎）

実験実習Ⅱ  （○） 実験実習Ⅲ  （○） 電気電子工学実験Ⅰ  （○） 電気電子工学実験Ⅱ  （○） 専攻実験  （○）
情報工学実験Ⅰ  （○） 情報工学実験Ⅱ  （○）

卒業研究  （○） 特別研究 （○） 特別研究 （○）
工学セミナーＡ  （○） 工学研修  （○）
工学セミナーＢ  （○）

原子力工学概論（○） 原子力基盤技術概論（○）
品質・生産管理（◎）
医工・福祉（○）

実験実習Ⅰ  （○） 電気電子工学実験Ⅰ  （○） 電気電子工学実験Ⅱ  （◎） 専攻実験 （◎）
情報工学実験Ⅰ  （○） 情報工学実験Ⅱ  （◎）

ロボットエレクトロニクス  （○） 創成実験  （◎） 卒業研究  （◎） 特別研究 （◎） 特別研究 （◎）
工学セミナーＡ  （○）
工学セミナーＢ （◎）

原子力工学概論（◎） 原子力基盤技術概論（◎）
医工・福祉（◎）
防災・安全（◎）
工学材料 （○）

電気電子工学実験Ⅰ  （○） 電力ｼｽﾃﾑ工学Ⅰ  （◎）
情報工学実験Ⅰ  （○）

卒業研究  （◎） 特別研究 （◎） 特別研究 （◎）
工学セミナーＡ  （○）
工学セミナーＢ  （○）

工学基礎A  （○） 工学基礎B  （○） 電気電子工学実験Ⅰ  （○） 専攻実験 （○）
情報工学実験Ⅰ  （○）

創成実験  （○） 卒業研究 （○） 特別研究 （○） 特別研究 (○）
工学セミナーＡ （◎） 工学研修 （◎）
工学セミナーＢ  （○）

Ａ．豊かな人間性の涵養：国際的視野に立ち，地球環境や人類社会に及ぼす技術の影響を理解し，またその責任を自覚できる，誠実で健全な心身を養う。
Ｂ．工学知識・技術の修得
    （Ｂ－１）数学，自然科学の基礎知識と実験・測定技術および情報処理技術を修得し応用できる。
    （Ｂ－２）得意とする専門分野の知識と技術を修得し，「連峰型教育」を活かした複合的専門基礎知識も身につける。
Ｃ．地域社会への貢献
    （Ｃ－１）協調性を発揮し，技術を創造・開発またはシステム化できるデザイン能力とものづくり能力を修得する。
    （Ｃ－２）北東北の重点課題であるエネルギー，環境の問題に関心を持ち，それらの課題に積極的に取り組む，進取の姿勢を身につける。
Ｄ．コミュニケーション能力の習得：意思を明晰に相互伝達する日本語力と，国際社会に対応できる英語基礎力を身につける。

C

(C-1)

(C-2)

D

本科（１～５学年） 平成23年度開講科目の流れ図 専攻科（１～2学年） 平成23年度開講科目の流れ図

A

B

(B-1)

(B-2)

 

（出典 平成 22 年度教務委員会作成資料） 
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 「準学士課程―専攻科課程 カリキュラムの流れ図」          資料５－５－①－３ 

 （平成 23 年度開講科目 物質工学科） 

 
物質工学科

本科１年 本科２年 本科３年 本科４年 本科５年 専攻科１年 専攻科２年

安全工学（○） 防災・安全（○）
原子力工学概論（○） 医工・福祉（○）

工学基礎A （○） 工学基礎B （○） 原子力基盤技術概論（○）

生物工学実験Ⅰ（生物コース）（○） 卒業研究（○） 特別研究(○) 特別研究(○)

応用数学Ⅰ（◎）
応用数学Ⅱ（◎） 品質・生産管理（○）
応用数学Ⅲ（◎）

原子力工学概論（○） 原子力基盤技術概論（○）

応用物理Ⅰ（○） 応用物理Ⅲ（○） 機械工学概論（○）
材料物性学（○）

物理化学Ⅱ（◎） 工業物理化学（○） 物理化学特論(○) 応用分析化学（○）

熱・物質移動論（◎） 反応工学（○） 化学工学特論（○） 化学工業論（○）
環境工学概論（○） 分離工学（○）

計測制御工学(○）

情報処理Ⅰ（◎） 情報処理Ⅲ（○）
基礎化学Ⅰ(◎） 分析化学Ⅰ（◎） 分析化学Ⅱ（◎） 物理化学実験（◎） 物質工学実験Ⅱ（化学工学）（○） 物質工学専攻実験（○）
基礎化学Ⅱ(◎） 分析化学実験（◎） 無機・有機化学実験（◎） 物質工学実験Ⅰ（◎） 高分子化学（○）
化学製図（○） 生物化学（◎） 無機材料化学（○） 生物工学実験Ⅱ（化学工学）（○）

物質工学序論（◎） 生物工学実験Ⅰ（生物コース）（◎） 生命科学（◎）

創成化学（○） 卒業研究（○） 特別研究(○) 特別研究(○)
物質工学研修（○）
物質工学演習Ⅰ(○)
物質工学演習Ⅱ(○)

無機化学Ⅰ （◎） 無機化学Ⅱ （◎） 無機材料化学（◎） 触媒工学（◎）

基礎化学Ⅱ(○） 有機化学Ⅰ（◎） 有機化学Ⅱ（◎） 有機合成化学（◎） 高分子化学（◎） 有機反応論（◎）
有機化学Ⅲ（◎） 有機工業化学（○） 精密合成化学（◎）

分析化学（○） 分析化学Ⅱ（○） 機器分析（◎）
物理化学Ⅰ（◎） 物理化学実験（○） 量子化学（◎） 物理化学特論(◎) 応用分析化学（◎）

工業物理化学（◎）

情報処理Ⅲ（◎） 反応工学（◎）
化学工学Ⅰ（◎） 熱・物質移動論（○） 分離工学（◎） 化学工学特論（◎） 化学工業論（◎）

環境工学概論（◎） 計測制御工学（◎）
品質・生産管理（○）

物質工学演習Ⅰ(◎)
無機・有機化学実験（○） 物質工学実験Ⅰ（○）

物質工学実験Ⅱ（化学工学）
（○） 物質工学演習Ⅱ(◎)

物質工学専攻実験（○）

生物化学（○） 分子生物学（◎）
生物工学実験Ⅱ（化学工学）
（○） 生化学（◎）

生物工学（◎）
微生物学（○）
生物工学実験Ⅰ（生物コース）（○）

応用物理Ⅰ（◎） 応用物理Ⅲ（◎） 機械工学概論（◎）
材料物性学（◎） 工学材料（◎）
電気工学概論（◎）

医工・福祉（○）
原子力工学概論（○） 原子力基盤技術概論（○）

物質工学序論(○） 文献講読（○） 物質工学研修（○）
工学基礎A （◎） 工学基礎B （◎） 創成化学（○） 物質工学セミナーⅡ（○） 特別研究(○) 特別研究(○)

卒業研究（○）

創製化学（◎） 卒業研究（○） 特別研究(○) 特別研究(○)
物質工学セミナーⅠ（○） 物質工学セミナーⅡ（◎）

文献講読（○）

微生物学（◎）
物質工学実験Ⅱ（化学工学）
（◎） 物質工学専攻実験（◎）

化学製図（◎） 分析化学実験（○）
生物工学実験Ⅱ（化学工学）
（○）

有機工業化学（◎） 精密構成化学（○） 有機反応論（○）
有機合成化学（○） 反応工学（○）

情報処理Ⅰ（○） 情報処理Ⅲ（○）

品質・生産管理（◎）
原子力工学概論（○） 原子力基盤技術概論（○）

医工・福祉（○）

安全工学（◎） 防災・安全（◎）
原子力工学概論（◎） 工学材料（○）

医工・福祉（◎）
原子力基盤技術概論（◎）

微生物学（○） 生化学（○）

有機工業化学（○） 卒業研究（◎） 特別研究(◎) 特別研究(○)
工業物理化学（○） 物質工学専攻実験（○）

卒業研究（○） 物質工学研修（◎）
工学基礎A  （○） 工学基礎B  （○） 情報処理Ⅰ（○） 物質工学セミナーⅠ（◎）

物質工学実験Ⅱ（化学工学）
（○） 特別研究(○) 特別研究(○)

分析化学実験（○） 物理化学実験（○）
生物工学実験Ⅱ（化学工学）
（○） 物質工学専攻実験（○）
文献講読（◎）
物質工学セミナーⅡ（○）

Ａ．豊かな人間性の涵養：国際的視野に立ち，地球環境や人類社会に及ぼす技術の影響を理解し，またその責任を自覚できる，誠実で健全な心身を養う。
Ｂ．工学知識・技術の修得
    （Ｂ－１）数学，自然科学の基礎知識と実験・測定技術および情報処理技術を修得し応用できる。
    （Ｂ－２）得意とする専門分野の知識と技術を修得し，「連峰型教育」を活かした複合的専門基礎知識も身につける。
Ｃ．地域社会への貢献
    （Ｃ－１）協調性を発揮し，技術を創造・開発またはシステム化できるデザイン能力とものづくり能力を修得する。
    （Ｃ－２）北東北の重点課題であるエネルギー，環境の問題に関心を持ち，それらの課題に積極的に取り組む，進取の姿勢を身につける。
Ｄ．コミュニケーション能力の習得：意思を明晰に相互伝達する日本語力と，国際社会に対応できる英語基礎力を身につける。

本科（１～５学年） 平成23年度開講科目の流れ図 専攻科（１～2学年） 平成23年度開講科目の流れ図

A

(B-1)

B

(B-2)

(C-1)

C

(C-2)

D

 

 （出典 平成22年度教務委員会作成資料） 
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 （平成 23 年度開講科目 建設環境工学科） 
建設環境工学科

本科１年 本科２年 本科３年 本科４年 本科５年 専攻科１年 専攻科２年

環境工学 （○）

工学基礎A （○） 工学基礎B （○） 景観工学 （○）

医工・福祉（○）
防災・安全（○）
原子力基盤技術概論（○）

原子力工学概論（○） 卒業研究 （○） 特別研究 （○） 特別研究 （○）

応用数学Ⅰ （◎） 品質・生産管理（○）
応用数学Ⅱ （◎） 原子力基盤技術概論（○）
応用数学Ⅲ （◎）

応用物理Ⅰ （○） 応用物理Ⅲ （◎）
応用物理Ⅳ （◎）

プログラミングⅠ （◎） プログラミングⅢ （◎）

測量学･同実習Ⅰ （◎） 測量学･同実習Ⅱ （◎） 測量学･同実習Ⅲ （◎） 測量学･同実習Ⅳ （◎） 工学演習Ⅰ （○）

計画数理 （◎） 数値流体力学 （◎）

CAAD (○） RC構造設計製図 （○） 河川工学 （○）

建設環境工学実験Ⅱ （○） 建設環境工学実験Ⅲ （◎） 専攻実験 （○）

原子力工学概論（○） 卒業研究 （○） 特別研究 （○） 特別研究 （○）

構造力学Ⅰ （◎） 構造力学Ⅱ （◎） 構造力学Ⅲ （◎）
建設材料学Ⅰ （◎） コンクリート構造学 （◎） 構造力学Ⅳ （◎） 耐震工学 （◎） 構造解析学特論 （◎）

建設材料学Ⅱ （◎） 鋼構造学 （◎） 工学材料 （◎）
コンクリート構造学Ⅱ （◎） 建設材料学特論 （◎）

建設環境施工法 （◎）
地盤工学Ⅰ （◎） 地盤工学Ⅱ （◎）

地盤工学Ⅲ （◎） 地盤工学特論 （◎）
道路工学 （◎）
都市・地域計画 （◎） 地域計画学特論 （◎）

建築基礎製図Ⅰ （○） 建築基礎製図Ⅱ （○） CAAD (◎） RC構造設計製図 （◎）

水理学Ⅰ （◎） 水理学Ⅱ （◎） 海岸工学 （◎） 水理学特論 （◎） 海岸港湾工学 （◎）
水理学Ⅲ （◎） 河川工学 （◎）

水環境工学 （◎） 環境衛生工学 （○） 工学演習Ⅰ （◎）

工学基礎A （◎） 工学基礎B （◎） 工学セミナー （○） 工学研修 （○）

建設環境工学実験Ⅲ （○） 専攻実験 （○）
応用物理Ⅰ （◎） 応用物理Ⅲ （○）

応用物理Ⅳ （○） 景観工学 （◎）

品質・生産管理（○）
医工・福祉（○）
原子力基盤技術概論（○）

原子力工学概論（○） 卒業研究 （○） 特別研究 （○） 特別研究 （○）

建設環境工学実験Ⅰ （◎） 建設環境工学実験Ⅱ （◎） 専攻実験 （◎）

RC構造設計製図 （○） 鋼構造設計製図 （◎） 地盤工学特論 （○）

都市・地域計画 （○） 地域計画学特論 （○）
建築基礎製図Ⅰ （◎） 建築基礎製図Ⅱ （◎）

創造工学演習 （◎） 防災工学 （◎） 工学演習Ⅱ （◎）

品質・生産管理（◎）
医工・福祉（○）
原子力基盤技術概論（○）

原子力工学概論（○） 卒業研究 （◎） 特別研究 （◎） 特別研究 （◎）

環境工学 （◎）
水環境工学 （○） 環境衛生工学 （◎）

エネルギー工学 （◎）

原子力工学概論（◎） 工学材料 （○） 専攻実験 （○）

医工・福祉（◎）
防災・安全（○）
原子力基盤技術概論（◎）

卒業研究 （◎） 特別研究 （◎） 特別研究 （◎）

工学演習Ⅱ （◎）

建設環境工学実験Ⅱ （○） 専攻実験 （○）

工学基礎A  （○） 工学基礎B  （○） 工学セミナー （◎） 工学研修 （◎）

卒業研究 （○） 特別研究 （○） 特別研究 (○）

Ａ．豊かな人間性の涵養：国際的視野に立ち，地球環境や人類社会に及ぼす技術の影響を理解し，またその責任を自覚できる，誠実で健全な心身を養う。
Ｂ．工学知識・技術の修得
    （Ｂ－１）数学，自然科学の基礎知識と実験・測定技術および情報処理技術を修得し応用できる。
    （Ｂ－２）得意とする専門分野の知識と技術を修得し，「連峰型教育」を活かした複合的専門基礎知識も身につける。
Ｃ．地域社会への貢献
    （Ｃ－１）協調性を発揮し，技術を創造・開発またはシステム化できるデザイン能力とものづくり能力を修得する。
    （Ｃ－２）北東北の重点課題であるエネルギー，環境の問題に関心を持ち，それらの課題に積極的に取り組む，進取の姿勢を身につける。
Ｄ．コミュニケーション能力の習得：意思を明晰に相互伝達する日本語力と，国際社会に対応できる英語基礎力を身につける。

D

(B-2)

(C-1)

C

(C-2)

本科（１～５学年） 平成23年度開講科目の流れ図 専攻科（１～2学年） 平成23年度開講科目の流れ図

A

(B-1)

B

 
（出典 平成 22 年度教務委員会作成資料） 
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  （平成 23 年度開講科目 一般科目―専攻共通科目 ） 
一般科目および共通専門科目

本科１年 本科２年 本科３年 本科４年 本科５年 専攻科１年 専攻科２年

英語ＩＡ （○） 英語IＩＡ （○） 英語IＩI （○） 英語演習I （○） 英語演習II(A) （○） 総合英語Ａ （○） 総合英語C （○）
英語ＩB （○） 英語IＩB （○） 英語演習II(B) （○） 総合英語B （○）

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝＩＡ （○）
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝＩB （○） 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝIＩ （○） 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝIIＩ （○）

数理演習B （○）

物理I （○） 物理II （○）
物理III （○）

国語 （◎） 国語 （◎） 国語 （◎）

地理 （◎） 歴史 （◎） 現代社会 （◎） 産業と経営 （◎） 工業経営学 （○）
科学技術社会論 （◎） 技術者倫理 （◎）

保健体育 （◎） 保健体育 （◎） 保健体育 （◎） 体育 （◎）

音楽 （◎） フランス語[共選] （○）
美術 （◎） 中国語[共選] （○）
書道 （◎） 文学[共選] （◎）

人間科学[共選] （◎）
環境論[共選] （◎）

世界経済史[共選] （◎）
知的財産権[共選] （◎）

保健体育特論[自選] （◎）
特別講義[自選] （◎）

日本語[留学生対象] （○） 日本語[留学生対象] （○）

基礎数学IA （◎） 微分積分学IA （◎） 微分積分学IIA （◎） 応用数学Ⅰ （◎） 応用数学A （◎） 応用数学B （◎）
基礎数学IB （◎） 微分積分学IB （◎） 微分積分学IIB （◎） 応用数学Ⅱ （◎） 応用数学演習 （◎）
基礎数学IIA （◎） 線形代数I （◎） 数理演習A （◎） 応用数学Ⅲ （◎）
基礎数学IIB （◎） 線形代数II （◎） 数理演習B （◎） 応用数学Ⅳ （◎）

情報リタラシー （◎）
応用物理Ⅱ （◎）

物理I （◎） 物理II （◎） 応用物理Ⅰ （◎） 応用物理Ⅲ （◎） 物理学要論 （○） 物性物理学 （○）
物理III （◎） 応用物理Ⅳ （◎）

応用物理Ⅴ （◎）
化学I （◎） 化学III （◎） 化学要論 （◎） 材料化学 （◎）
化学II （◎） 化学III(有機化学分野) （◎）

化学III(化学演習分野) （◎）

生物 （◎） 生物学概論 （◎）

人文社会学要論 （◎）

知的財産権[共選] （○） 情報工学 （○）

化学I （○） 化学III （○） 化学要論 （○）
化学II （○）

応用物理Ⅱ （○）
応用物理Ⅰ （○） 応用物理Ⅲ （○） 物理学要論 （◎） 物性物理学 （◎）

応用物理Ⅳ （○）
応用物理Ⅴ （○） 生物学概論 （○）

社会技術システム工学 （◎） 最適化手法 （◎）
情報工学 （◎）

音楽 （○）
美術 （○）
書道 （○）

表現法 （○）

工業経営学 （○）

特別講義[自選] （◎）

歴史 （○） 産業と経営 （○） 社会技術システム工学 （○） 環境エネルギー工学 （◎）
最適化手法 （○）

環境論[共選] （○）
世界経済史[共選] （○）

特別講義[自選] （◎） 学外研修Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ （◎）

英語ＩＡ （◎） 英語IＩＡ （◎） 英語IＩI （◎） 英語演習I （◎） 英語演習II(A) （◎） 総合英語Ａ （◎） 総合英語C （◎）
英語ＩB （◎） 英語IＩB （◎） 英語演習II(B) （◎） 総合英語B （◎）

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝＩＡ （◎）
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝＩB （◎） 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝIＩ （◎） 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝIIＩ （◎）

国語 （○） 国語 （○） 国語 （○） 日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ （◎） 日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ （◎） 表現法 （◎）

地理 （○） 人文社会学要論 （○）

日本語[留学生対象] （◎） 日本語[留学生対象] （◎）
日本事情[留学生対象] （◎）

フランス語[共選] （◎）
中国語[共選] （◎）
文学[共選] （○）

人間科学[共選] （○）
環境論[共選] （○）

特別講義[自選] （○） 学外研修Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ （○）

Ａ．豊かな人間性の涵養：国際的視野に立ち，地球環境や人類社会に及ぼす技術の影響を理解し，またその責任を自覚できる，誠実で健全な心身を養う。
Ｂ．工学知識・技術の修得
    （Ｂ－１）数学，自然科学の基礎知識と実験・測定技術および情報処理技術を修得し応用できる。
    （Ｂ－２）得意とする専門分野の知識と技術を修得し，「連峰型教育」を活かした複合的専門基礎知識も身につける。
Ｃ．地域社会への貢献
    （Ｃ－１）協調性を発揮し，技術を創造・開発またはシステム化できるデザイン能力とものづくり能力を修得する。
    （Ｃ－２）北東北の重点課題であるエネルギー，環境の問題に関心を持ち，それらの課題に積極的に取り組む，進取の姿勢を身につける。
Ｄ．コミュニケーション能力の習得：意思を明晰に相互伝達する日本語力と，国際社会に対応できる英語基礎力を身につける。

本科（１～５学年） 平成23年度開講科目の流れ図 専攻科（１～2学年） 平成23年度開講科目の流れ図

A

(B-1)

B

(B-2)

D

(C-1)

(C-2)

C

 

（出典 平成 22 年度教務委員会作成資料） 
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資料５－５－①－６ 

 専攻科英語入試の変更について 

 

H23.1.24 

専攻科入学者選抜方法の一部変更（英語）について 

専攻科委員会 

 

【趣旨】 

 専攻科設置当初より修了要件に TOEIC400 を課して、基礎的な英語力の定着を図っているところで

ある。常に英語力の向上が求められ、さらなる学生の学力養成が必要とされている。最近英語の入試

に TOEIC 等の公的な資格試験の結果を選抜の判定に採用することが全国的に広がってきている。 

TOEIC スコア選抜の移行について専攻科委員会は英語科の協力を得ながら検討を進めてきた。検討

の結果、英語に対して意識の高い学生が確保できること、修了要件を達成する学生が増えると見込ま

れること、入試方法の簡素化にもつながること等が期待でき、平成２３年度から TOEIC スコアによる

選考が至当であると考え、提案するものである。 

 

【内容】 

１）英語の配点 １００点を１５０点に変更。  

２）換算方法 

受検者から提出された TOEIC の公開テストまたは IP テストのスコアをもとに次の式（または表）で

換算する。 

  式（または表）；英語の点数＝60+0.6×（TOEICスコア－350） 

 

３）受検者には、過去２年間（検査日を基準に）で得られた TOEIC 公開テストの公式認定証、または

IPテストの個人成績表の写しを提出させる。 

４）成績の扱いについて、学力選抜に関しては英語１５０点満点とし総合点に繰り入れる。推薦選抜

に関しては入試委員会に委任する。 

５）平成２３年度から実施する。 

６）出願できる最低 TOEIC スコア「足切り」の扱いについては平成２４年度実施分以降の検討課題と

する。 

以上 

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校専攻科は，専門分野，数学・自然科学分野，英語など分野別にも準学士課程との十分な継続性，

整合性，発展性を図っている。特に英語は専攻科で活かせるよう準学士課程でしっかりした基礎力養

成に努めている。専攻科入試に TOEIC を導入し，準学士課程の成果が生かされる仕組みである。また，

特別研究と卒業研究を併せて３年間継続して取り組むことができる。近年取り組んでいる原子力人材

育成においても準学士課程の教育との連携を考慮した教育課程となっている。 
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観点５－５－②： 教育の目的に照らして，授業科目が適切に配置され，教育課程が体系的に編成

されているか。また，授業の内容が，全体として教育課程の編成の趣旨に沿って，

教育の目的を達成するために適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況）  

 

準学士課程を含めると７年一貫教育の特徴を生かして，科目の流れ図（資料５－５－①－１～５）

とそれに沿ったカリキュラム表を編成している（資料５－５－②－１～４）。授業科目は本校の学習

・教育目標毎に準学士課程の科目から専攻科の科目へと系統的に繋がっている。専攻科課程の学習・

教育目標に対する各科目の関与割合が明確に設定されている。したがって個々の科目の位置づけが明

確であり，カリキュラム全体が体系化されている。 

基準１の目的に記載した専攻科において身につけてほしい資質・能力は，Ａ．豊かな人間性，Ｂ．

工学知識・技術，Ｃ．地域社会への貢献，Ｄ．コミュニケーションの 4 つに大別され，それらは一般

・専攻共通科目および各専攻の学習・教育目標８項目程度と対応させている。これらの資質・能力は

資料５―５―①―１～５に色分けで分類された科目群の中で学習できるように担保されている。例え

ば，コミュニケーション能力の習得はＤに分類され，具体的な科目としては，１年次「総合英語Ａ」，

「同Ｂ」および「表現法」，２年次「総合英語Ｃ」で実施している（資料５－５－①－５）。工学・

知識技術の修得についても，工学基礎に相当するＢ－１は専門共通に分類している科目等基礎的科目

で，得意の専門知識に対応するＢ－２は専門科目群に位置づけられる専門科目でそれぞれ教育を実施

している。また，各授業科目は，シラバスの中で授業の目標を掲げて実施している（資料５－５－②

－５）。以上より，授業内容が教育の目的を達成するうえで適切と判断される。 

また，機械・電気システム工学専攻（機械系），同（電気系），物質工学専攻，建設環境工学専攻

の４つの専攻（系）は準学士課程の教育を前提として発展的な専門教育を実施している。専攻科の科

目分類は一般科目，専攻共通科目，専門科目に分かれ，それらの単位数の比は各専攻（系）とも

14：23：34 であり，必修科目と選択科目の比は 48：23 である。いずれも適切な配分になっている。 

また，学士の学位取得には，２年以上にわたって 62 単位の単位修得や指定された専門科目の修得

を満たすこと等，大学評価・学位授与機構が設定している要件を満たさなければならない。専攻科教

育課程はこの要件をすべて満足するように組まれている。 

このように専攻科の授業科目や教育課程は教育の目的を達成するために適切に編成されていると判

断される。 
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資料５－５－②－１ 

「平成 22年度以降専攻科カリキュラム表」（一般科目と専攻共通科目） 

                      （出典： 平成 23 年度 学生便覧 p.110） 

担当

前期 後期 前期 後期

1 Ｇ齋 1

2 Ｇ阿部 2

2 Ｇ戸田山 2

2 Ｇ濱田 2

2 Ｇ舘野 2

2 Ｃ山本 2

11 6 3 2 0

2 Ｇ河村 2

1 Ｇ戸田山 1

3 0 0 0 3

14 6 3 2 3

2 Ｇ佐藤 2

2 Ｇ馬場 2

2 Ｅ久慈 2

1 Ｇ平川，Ｃ佐々木，熊谷 1

1 世話人Ｍ沢村 1 �H23　環境テーマ

2 Ｍ郭，　Ｇ鳴海（H21） 2

1 Ｇ鳴海 1

2 Ｅ土屋, Ｚ矢口 2

2 Ｃ長谷川，川口 2

15 3 1 4 7

2 Ｇ舘野 2

2 Ｇ鳴海 2

1 ～ 4 1 ～ 4

8 0 4 2 2

23 3 5 6 9

修得単位数26単位以上
(一般科目11単位以上、専攻共通科目15単位以上)

専
攻
共
通
科
目

必
　
修
　
科
　
目

応 用 数 学 演 習

環 境 エ ネ ル ギ ー 工 学

材 料 化 学

選
択
科
目

物 性 物 理 学

開 設 単 位 計

開設単位合計

応 用 数 学 B

学 外 研 修 Ｉ ～ Ⅳ

応 用 数 学 A

工 業 経 営 学

情 報 工 学

技 術 者 倫 理

社 会 技 術 ｼ ｽ ﾃ ﾑ 工 学

最 適 化 手 法

物 理 学 要 論

化 学 要 論

生 物 学 概 論

開 設 単 位 計

人 文 社 会 科 学 要 論

総 合 英 語 C

開 設 単 位 計

開設単位合計

開 設 単 位 計

備考

一
般
科
目

必
修
科
目

表 現 法

総 合 英 語 B

総 合 英 語 A

選
択
科
目

一般科目・専門共通科目（各専攻共通）

区
分

必修
選択
の別

授 業 科 目 単位数
学年別配当

1年 ２年
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専攻専門科目 (機械・電気システム工学専攻)

前期 後期 前期 後期

機械・電気ｼｽﾃﾑ工学専攻実験 4 3 1

機 械 ・ 電 気 ｼ ｽ ﾃ ﾑ 工 学 研 修 1 1

機械・電気ｼｽﾃﾑ工学演習Ⅰ 1 1☆ ☆機械系のみH23開講せず

機械・電気ｼｽﾃﾑ工学演習Ⅱ 1 1

特 別 研 究 15 2 4 5 4

開 設 単 位 計 22 6 7 5 4

材 料 強 度 学 2 2

ト ラ イ ボ ロ ジ － 特 論 2 2

流 体 力 学 特 論 2 2

熱 工 学 特 論 2 2

振 動 工 学 2 2

機 能 性 材 料 2 2 H22実施済み

電 気 磁 気 学 特 論 2 2

回 路 工 学 2 2

電 子 物 性 2 2

知 能 ｼ ｽ ﾃ ﾑ 工 学 2 2

信 号 処 理 2 2

パ ワ ー エ レ ク ト ロ ニ ク ス 特 論 2 2

開 設 単 位 小 計 24 16 0 4 4

46 22 7 9 8

 専攻専門科目30単位以上)

必
修
科
目

選
　
　
択
　
　
科
　
　
目

   修得単位数62単位以上

開 設 単 位 合 計

 (一般科目11単位以上、

備考

平成23年度　専攻科授業科目一覧

 専攻共通科目15単位以上、

必修
選択
の別

1年

学  年  別  配  当

２年授 業 科 目
単位数

資料５－５－②－２ 

「平成 22 年度以降専攻科カリキュラム表」 

（専攻専門科目（機械・電気システム工学専攻）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典： 平成 23 年度 学生便覧 p.110）  
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  専攻専門科目 (物質工学専攻)

前期 後期 前期 後期

物 質 工 学 専 攻 実 験 4 3 1

物 質 工 学 研 修 1 1

物 質 工 学 演 習 Ⅰ 1 1

物 質 工 学 演 習 Ⅱ 1 1

特 別 研 究 15 2 4 4 5

開 設 単 位 計 22 7 6 4 5

物 理 化 学 特 論 2 2

錯 体 化 学 2 2

有 機 反 応 論 2 2

生 化 学 2 2

応 用 分 析 化 学 1 1

化 学 工 学 特 論 2 2

化 学 工 業 論 2 2

開 設 単 位 計 13 2 4 5 2

35 9 10 9 7

平成23年度　専攻科授業科目一覧

必修
選択
の別

授 業 科 目

学   年   別   配   当

備 考
平成22年度以降入学者

単位数
 1年 ２年

   　　　　　 (一般科目8単位以上、専攻共通科目16単位以上、

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 専攻専門科目30単位以上)

必
修
科
目

選
　
　
択
　
　
科
　
　
目

開 設 単 位 合 計

     修得単位数62単位以上

 

資料５－５－②－３ 

「平成 22 年度以降専攻科カリキュラム表」 

（専攻専門科目（物質工学専攻）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５－５－②－４ 
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「平成 22 年度以降専攻科カリキュラム表」                

（専攻専門科目（建設環境工学専攻）） 

 

前期 後期 前期 後期

建設 環境 工学 専攻 実験 4 3 1

建 設 環 境 工 学 研 修 1 1

建 設 環 境 工 学 演 習 Ⅰ 1 1

建 設 環 境 工 学 演 習 Ⅱ 1 1

特 別 研 究 15 2 4 5 4

開 設 単 位 計 22 6 7 5 4

構 造 解 析 学 特 論 2 2

海 岸 港 湾 工 学 2 2

水 理 学 特 論 2 2

地 域 計 画 学 特 論 2 2

建 設 材 料 学 特 論 2 2

地 盤 工 学 特 論 2 2

開 設 単 位 小 計 12 8 0 2 2

34 14 7 7 6

備考

学 年 別 配 当

平成23年度　専攻科授業科目一覧

  専攻専門科目　(建設環境工学専攻)

授    業    科    目
必修
選択
の別

平成22年度以降入学者

単位数
 1年 ２年

�

 専攻専門科目30単位以上)

開 設 単 位 合 計

必
修
科
目

選
　
択
　
科
　
目

   修得単位数62単位以上

 (一般科目11単位以上、

 専攻共通科目15単位以上、

 

（出典 平成２３年度学生便覧 p．112） 
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資料 ５－５－②－５ 

 環境エネルギー工学 シラバス 
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（分析結果とその根拠理由） 

準学士課程の教育を前提に，学習・教育目標に対応した科目群があり，カリキュラムが体系的に編

成されている。各学習・教育目標に対する各科目の関与割合が明確であり，教育目標と教育課程が良

く整理されている。カリキュラム体系が整い，個々の科目が達成目標を設定して実施していることか

ら，授業の内容は目的を達成するのに適切と判断される。また，一般科目と専攻共通科目と専門科目

の間，および必修科目と選択科目との間の単位数のバランスが保たれており，学士の学位取得を可能

にするカリキュラムとなっていると判断される。 

 

 

観点５－５－③： 教育課程の編成又は授業科目の内容において，学生の多様なニーズ，学術の発

展の動向，社会からの要請等に配慮しているか。 

（観点に係る状況）  

創造性にあふれた実践的技術者を育成することが目的である本専攻科では，進展する社会の動向に

目を向け，社会の期待に応えられるように教育課程や授業科目の内容を随時改善することで社会的な

存在意義を高めることが重要であると認識している。 

本校教育に対する要望を把握するため，平成 20 年度に「学生の要望・社会の要請等に関するアン

ケート調査」を実施している（資料５－５－③－１）。1 年生に専門科目が少なく一般科目が多いこ

とを上げる学生の要望については，平成 22 年度のカリキュラム改正により，専攻共通科目の統合を

行い，かつ専門科目をできるだけ早く履修できるような措置を実施した。随時，専攻科学生と校長や

専攻科委員会との懇談会を開催し，学習上の問題や学生が抱えている問題などについて率直な意見を

聴く機会を設けている（資料５－５－③－２）。 

具体例として，従来あった「経営工学」を Management of Technology（ＭＯＴ）に対応できるよ

うにと平成 21 年度から経営管理や経営戦略を重視した「工業経営学」に変更している。また，イン

ターンシップは多くの学生が履修するよう指導している（資料５－５－③－３～４）。平成 22 年度

の実績は，専攻科生 25 名中 17 名，81％が学外研修を受け，16 名が単位取得している。また，他専

攻の科目の履修については規則を制定し，途を開いている（資料５－５－③－５）。近隣の大学等と

の単位互換については弘前大学理工学部と平成 18 年に相互履修協定を締結し，制度を整えている

（資料 ５－５－③－６）。 

 

 

資料５－５－③－１ 

「平成 20年度学生の要望・社会の要請等に関するアンケート 

調査結果」（抜粋）              

１） アンケート調査の目的 

    平成１４年度に本校に専攻科が設置され，今年度で７年目を迎え，教育体制は一段と充実さ

れてきています．しかしながら，本校の教育研究活動や教育体制を更に充実したものにするために

は，継続的な教育改善が必要不可欠です．日本技術者教育認定機構（JABEE）の継続審査受審や大学

評価・学位授与機構による認証評価等では，社会（企業・保護者等）の要求や卒業生・在学生の要

望等は貴重なデータとなります． 
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このような観点から，平成１４年度及び１７年度にアンケート調査を実施しています．平成２１

年度の JABEE 継続審査を控え，教育改善がどの程度教育に反映しているかどうか，学生，保護者の

意見を探るとともに，卒業生，修了生や就職先を中心とする企業等の要望を把握し，今後のさらな

る教育改善に供するために，平成２０年度もアンケート調査を実施しました． 

今年度のアンケート調査の特徴は以下の通りです． 

（１）平成１７年度のデータと比較することを主目的に考え，質問内容はほぼ同じとしました． 

（２）本校で学んだ専門と異なる分野で活躍している卒業生，修了生がどの程度いるかを調査す

る質問事項を追加しました．また，専攻科修了生数が増えたことから，企業等への質問の文言を一

部修正しました． 

（３）本科・専攻科生全員を対象としました．保護者懇談会でアンケートを実施したので，アン

ケート参加者数が増えました． 

２） 調査方法 

  調査時期 学生、本科学生保護者：平成 20 年７月中旪 

       専攻科保護者、卒業生、企業・機関：平成 20 年 9 月 

  調査対象 在校生 本科１～5 年生の全学生 855 名 

           専攻科、1,2 年の全学生 46 名 

       保護者 本科課程：保護者懇談会参加者（287 名） 

           専攻科課程：全保護者(46 名) 

       卒業生 本科課程卒業生 各科 50 名  計 200 名 

          （ただし、郵送後転居等による未配達のため回答不能 10 名） 

             有効対象者 190 名 

           専攻科修了生   97 名 

          （ただし、郵送後転居等による未配達のため回答不能 2 名） 

有効対象者   95 名 

       企業・機関 100 社機関 

         

回収率  本科 1 学年 M:42, E:41, C:42, Z:44  合計 169 名（回収率 97.7%） 

                2 学年 M:36, E:43, C:43, Z:39  合計 161 名（回収率 92.0%） 

                3 学年 M:42, E:41, C:44, Z:39  合計 166 名（回収率 93.2%） 

   4 学年 M:35, E:41, C:37, Z:32  合計 145 名（回収率 92.9%） 

                5 学年 M:42, E:33, C:40, Z:40  合計 155 名（回収率 89.6%） 

専攻科 1 学年 ASM:6,ASE:6,AC:6,AZ:6  合計 24 名（回収率 96.0%） 

    2 学年 ASM:4,ASE:6,AC:3,AZ:6  合計 19 名（回収率 95.0%） 

             対象学生総数 900 名に対して回収数 839 名、回収率 93.2% 

    保護者 保護者懇談会参加者 M:44, E:65,C:47, Z:42  合計 198 名 

    専攻科全保護者 ASM:8,ASE:9,AC:6,AZ:10  合計 33 名 

卒業生 

 本科課程（転居等による配達不能 10 あり、有効調査数 190 名） 

      回答 77 名  （回収率 40.5%） 
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 専攻科課程（転居等による配達不能 2 あり、有効調査数 95 名） 

 回答 32 名 （回収率 33.7%） 

企業・機関：回答 54 社・機関 （回収率 54.0%） 

 

アンケート調査分析（在校生用） 

＜中略＞ 

b)  専攻科学生  （ｐ.1０参照） 

・本校に入学した動機は、「授業料が安い」、「専門の知識・技術を身に付けたい」、「就職が有

利」、「理数系が好き」の回答が多かった。H17 年度と比較して「理数系が好き」という回答が H17

年度で 18％であったものが 40％に増えており、理科や数学の得意な学生が入学、専攻科進学となっ

ているようである。 

・専攻科への進学理由では、「経済的に有利だから」が一番多く、「本科との一貫性が良いか

ら」、「大学と同等の学士が得られるから」が同割合であった。H17 年度でも同じ傾向であるが、

「高度な知識・技術が得られるから」も増え、単に経済的理由からだけではなく、八戸高専専攻科

が高度な教育機関であるという認識ができてきたものと考えられる。また、「JABEE 認定プログラ

ム修了生になれるから」は、H17 年度は 18％であったものが、23％と若干ではあるが増加してお

り、JABEE 認定プログラムの重要性が認識されてきていると見られる。 

・授業については、専攻科１年生は、昨年度は本科 5 年生の授業について、今年度は専攻科１年生

の授業についての回答である。満足度は昨年度 50％、今年度 35％、授業方法の適切度は 52％、

43％、評価方法は 68％、61％と、専攻科の方が低い値となっている。意見欄に、「専攻科なのに一

般科目ばかりで専門科目が少ない」「専門的な学習がしたい」等の意見があり、アンケートを前期

中に行ったこともあって各専門の授業がまだ少ないときであることも関係していると思われる。 

 専攻科２年生は、昨年度は専攻科 1 年生の授業について、今年度は専攻科２年生の授業について

の回答である。満足度は昨年度 21％、今年度 26％、授業方法の適切度は 21％、26％、評価方法は

47％、47％といくぶん今年度の方が上がっており、各専門の授業が増えたこと、特別研究時間が増

えたことによると考えられる。自由意見で、「修得できる単位数にもう少し余裕がほしい」「英語

はＴＯＥＩＣ対策のみの授業が欲しい」「就活のため、日本語関係は手紙の書き方、メールの書き

方を教えてほしい」等の要望がある。 

・学習施設・学習環境については、「整っている」という回答が 58％と多い。また、卒業後の進路

は、「大学院進学」17％、「就職」79％と就職希望が多い。これらは H17 年度とほとんど同じであ

る。 

 

（出典 平成 20 年度学生の要望・社会の要請等に関するアンケート調査結果） 
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資料５－５－③－２ 

 「平成 20 年度 校長と専攻科１年生との懇談会報告」   

 

第８回専攻科委員会記録（平成２０年度） 

 

日 時： 平成２０年１２月１０日(水) １５：３０～１６：３０ 

場 所： 大会議室 

出席者： 佐藤勝俊、大久保 恵、中村重人、舘野安夫、武尾文雄、土屋幸男、矢口淳一、 

工藤学生課長、石川入試・教務係長 

欠席者： なし 

 

議 題： 

１． 運営委員会・教員会議資料について【別紙資料１】 

＜中略＞ 

５．その他 

＜中略＞ 

４）校長と専攻科１年生との懇談会報告 

１年生全員が、禁煙、監視カメラ、教員採用基準、高専同士の交流について、専攻科

に体育を作ってほしいなど、それぞれ校長に質問や要望を伝え、それに校長が答えなが

ら懇談が進められた様子が舘野委員から報告された。 

 

（出典 平成 20 年度専攻科委員会記録） 

 

 

 

 



八戸工業高等専門学校 基準５ 

222 

 

 

 

資料５－５－③－３ 

 「八戸工業高等専門学校専攻科学外研修に関する要項」（抜粋） 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 八戸工業高等専門学校専攻科学外研修に関する要項 p.1） 

 

   

  （趣旨） 

１．この要項は、八戸工業高等専門学校専攻科授業科目「学外研修」に関し必要な事項を定める。 

  （目的） 

２．学外研修は、学外研修を履修する学生（以下「研修生」という。）の専攻分野に関連したテーマに

ついて研修する。特に、製品化・実用化を目指した技術開発を体験することにより、実践的技術力を

磨き、特別研究の遂行に生かすことを目的とする。 

  （実施時期） 

４．実施時期は、長期休業期間中とする。ただし、研修受入先機関の都合及び教育上必要と認められる

場合は、この限りでない。 

  （研修機関） 

５．研修機関は、八戸工業高等専門学校（以下「本校」という。）が定めた企業の生産・研究開発部門

等又は国若しくは地方公共団体の機関（以下「研修機関」という。）とする。 

 （学外研修責任者） 

10．研修機関は、研修生を受入れるに当たり、学外研修責任者を定め、学外研修責任者は研修の指導及

び研修終了後、その評価を行うものとする。学外研修責任者は、校長が委嘱する。   

  （研修報告） 

11．研修生は、研修終了後直ちに、次の書類を担当教員を経て実施責任者に提出するもの 

  とする。 

  （１）専攻科学外研修証明書（本校所定） 

  （２）専攻科学外研修報告書（本校所定） 

  （３）学外研修日誌（本校又は研修機関の指定する書類） 

12．研修生は、研修終了後、学外研修報告会において研修の成果を発表し、評価を受けるものとする。 

 

      附則 

  この要項は、平成 17年７月１１日から施行し、平成１７年４月 １ 日から適用する。 
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資料５－５－③－５ 

 「専攻科授業科目の履修等に関する規則」（抜粋） 

（他専攻開設科目の履修）          

第１１条  本校の他の専攻で開設されている選択科目の履修を希望する者は、あらかじめ担 

    当教員の許可を得た上で、別記様式第３号による「他専攻選択科目受講願」を専攻科 

   長を経て校長に提出しなければならない。   

                     

    

（出典 専攻科授業科目の履修等に関する規則）  
 

 

 

 

 

 

 

資料 ５－５－③－４ 

 インターンシップの履修指導 

 

Ⅳ．履修について 

 

 履修は，「八戸工業高等専門学校専攻科授業科目の履修等に関する規則」に基づくととも

に「産業システム工学」プログラムの修了要件を満たすように行われる必要があります。履修

に関しては，特に以下の点に留意して下さい。 

＜中略＞ 

④本科の校外実習、専攻科の学外研修のうち少なくともいずれかを修得しておくことが必要

です。本科で修得していない場合は専攻科で必ず履修、修得して下さい。学外における研修

（インターンシップ）は非常に得るところが大きく、本校専攻科では長期の研修を勧めていま

す。本科で修得していても、さらに、専攻科で学外研修を履修して下さい。 

＜後略＞ 

 

（出典 平成 23年度 シラバス（履修の手引付き） ｐ．22） 
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                        資料５－５－③－６  

弘前大学理工学部との相互履修に関する協定書 

 

（出典 総務課資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

学生の要望や，学術の発展動向，社会からの要請に対応し，他専攻の授業科目の履修，他高等教育

機関との単位互換，インターンシップによる単位認定に配慮した教育課程を編成していると判断され

る。 

 

 

 

観点５－６－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適

切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている

か。 

（観点に係る状況）  

授業形態別の開設単位数の内訳は，資料５－６－①－１に示す通りである。 

 

資料５－６－①－１  

「授業形態別単位数の比較」                 

        （平成 22 年度入学者（現在専攻科２年生）の場合） 

                             表中の数字は単位数 

 一般 専攻共通 Ｍ／Ｅ  Ｃ   Ｚ 計 

（単位数） 

計 

（時間数） 

講義（座学） 

演習(工学研修、 

工学演習) 

実験(専攻実験、 

特別研究) 

１２  １６  １２  １２ １２ 

２   ５   ３   ３  ３ 

 

０   ０  １９  １９ １９ 

４０ 

１０ 

 

１９ 

600 

300 

 

855 

（出典 平成 22年度学生便覧 ｐ.112，p.114，p.116，p.117 カリキュラム表から抽出）                           

         

   

各授業形態の平均的な時間数は，講義：600 時間，演習：300 時間，実験 855 時間（計 1755 時間）

である。知識の深化や理論解析能力の向上のために講義形式が数的には多くなっているが，演習や実

験形態の授業も十分実施しており，専攻科の教育目的を実現するために実験や研究に十分な時間数を

割いている。 

各専攻の「工学演習Ⅰ，Ⅱ」では，準学士課程の学習をベースにその応用項目を演習形式で復習で

きるようにして，知識の応用力を養成している（資料５－６－①－２）。「技術者倫理」は少人数教

育の利点を生かして対話・討議形式を取り入れた双方向性の授業である（資料５－６－①－３）。工

業経営学や人文社会科学要論では，事例研究を取り入れ，調査と発表を主体にした授業が行われてい

る（資料５－６－①－４～５）。また，専攻実験では自専攻の実験テーマに加えて他の３分野の基礎

的な実験テーマを組み入れ，幅のある工学実験教育を進めている（資料５－６－①－６）。 
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H23 
授業科目 

(8003) 
物質工学演習Ⅰ 

Advanced Exercises Ⅰ in Chemical and Biological 

Engineering 

対 象 学 科 学年 必・選 単位数 授業方法 開講形態 授業時間数 

(AC) 物質工学専攻 １年 必修 １ 演習 前期 週 ２時間 ３０時間 

（Ｃ）菊地 康昭（常勤） （Ｃ）山本 歩（常勤） （Ｃ）長谷川 章（常勤） 
担当教員 

   

【 授業の目標 】 

有機化学および無機化学、生物化学の分野に関する演習をゼミナール形式で行う。本科で学んだ専門分野に

関する演習と専攻科において必要とされる各専門分野の演習を行い、物質工学専攻における基礎学力を身につ

け、それらの応用力を養うことを目的とする。 

【 授業概要・方針 】 

有機化学分野では、有機化学の基本反応である、求電子付加、求電子置換、求核付加、求核付加－脱離の

各種反応に関する問題に対して、演習形式により取り組む（菊地）。 生物化学の分野では、生命反応の根幹を

担っている酵素反応について、演習形式により取り組む（山本）。 無機化学分野では、材料の機能設計に欠か

すことのできない結晶構造を中心とした固体化学について、演習形式により取り組む（長谷川）。 

【 履修上の留意点 】 

本演習では、本科で学んだ内容を基礎に専攻科でも必要とされる問題の設定がなされている。したがって、各

分野の基本的な内容をよく把握し、良く理解した上で応用的な問題を解決するよう心がけること。 

授      業      計      画   

 （ 前  期 ）    授        業        内        容 時間 

 

 

第 1 回 

第 2 回 

第 3 回 

第 4 回 

第 5 回 

第 6 回 

第 7 回 

第 8 回 

第 9 回 

第 10 回 

第 11 回 

第 12 回 

第 13 回 

第 14 回 

第 15 回 

 

有機化学分野の演習 （構造式推定） 

有機化学分野の演習 （求電子付加反応、求電子置換反応） 

有機化学分野の演習 （求核置換反応、脱離反応） 

有機化学分野の演習 （求核付加反応、求核付加－脱離反応） 

到達度試験（有機化学分野） 

生物化学分野の演習 （酵素の種類と特性） 

生物化学分野の演習 （酵素の反応速度） 

生物化学分野の演習 （酵素の反応速度） 

生物化学分野の演習 （酵素活性の調節） 

到達度試験（生物化学分野） 

無機化学分野の演習（固体化学 物質の対称性） 

無機化学分野の演習（固体化学 結晶の幾何学） 

無機化学分野の演習（固体化学 結晶の幾何学） 

無機化学分野の演習（固体化学 格子欠陥） 

到達度試験（無機化学分野） 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 計  ３０ 

八戸高専目標  (A) (B-1) (B-2) (C-1) (C-2) (D) 

同上関与割合 %  20 80    学 習 ・教 育 目 標 

JABEE 目標 ◎ (d2-a) ○  (d2-b) 

到 達 目 標             
１．各分野における基礎学力の修得 

２．各分野における応用力の修得 

評 価 方 法             

各分野で行う到達度試験により評価する。有機化学分野、無機化学分野、生物化学分野の

各分野を１／３ずつの割合で評価する。 

総合評価で１００点満点として６０点以上を合格とする。  

使用教科書・教材             

基礎有機化学／H. Hart 著／秋葉欢哉・奥彬共訳／培風館 

コーン・スタンプ生化学／E.E.Conn・P.K.Stump・G.Bruening・R.H.Doi 著／田宮信雄・ 

八木達彦訳／東京化学同人 

入門固体化学／L. Smart 著／河本邦仁訳／化学同人、および教員作成資料 

参 考 図 書 等             各分野担当教員による。 

関  連  科  目             本科専門科目および専攻科専門科目（有機系および無機系、生物系専門科目） 

 

 

資料５－６－①－２ 

 「物質工学演習Ⅰ シラバス」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成２３年度シラバス 専攻科 p.88） 
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H23 
授業科目 

(5210) 
技術者倫理 Engineering ethics 

対 象 学 科 学年 必・選 単位数 授業方法 開講形態 授業時間数 

全 専 攻 2 年 必修 １ 演習 後期 週 ２ 時間 ３０時間 
熊谷 浩二（非常勤）(第 1? 5 週) 佐々木 有 (常勤) (第 6? 10 週) 平川 武彦 (常勤) (第 11? 1５週) 

担当教員 
   

【 授業の目標 】 
[熊谷・平川] 技術者は、単に便利で品質のよいものを提供し、人々の生活の便益に貢献するだけでは、社会的な責任を果たした

ことにはならない。倫理学の一部に位置する技術者倫理は、「技術が社会や自然に及ぼす影響や効果、および技術者が社会に対し

て負っている責任に関する理解」の知識・能力を体得すること目指し、「地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養」

についても触れる。この科目は、これまでの個々の講義でも触れている内容ではあるが、集中化してより効率的な学習教育を目

指していく。さらに、異なる価値観を持ちながらも、議論により共通の課題の解決のための手法を身につける端緒としたい。 

 [佐々木] 生命科学の発展による遺伝子組み替え技術やクローン技術を応用した動植物による食物増産、生殖医療、難病治療など、

人類は様々な分野で恩恵を受けている。この傾向は今後も拡大すると考えられるが、生命工学は生命の根本システムを操作する

ものであるため、新たな技術の展開と実用化には生命倫理、安全性など、国民的な幅広いコンセンサスが必要である。ここでは

「生命とは何か？」を考え、いかに「生命の尊厳」を尊重しつつ研究者、技術者として生物を扱うことができるかについて考え

たい。 

【 授業概要・方針 】 
[熊谷・平川] 特定の価値観を教え込むことではなく、専門職として物事の選択や判断する個々の基準を形成してもらうように考

えて講義する。また、国内外あるいは地域による考え方や文化の違いを紹介する。この科目は、初めて遭遇した事象について、

複数の選択肢を考える能力やその中から判断理由を明確にして選び、それを説明する能力を身に付けるものである。このため、

各授業は、講義とともにレポートや討議により理解度を把握しながら進める。 

[佐々木] 生命倫理が絡むケーススタディーを通じて、生命倫理を考え、技術者として必要な倫理的側面を討議していく。授業は

すべて教員と学生、学生同士の討議によって進めていく。 

【 履修上の留意点 】 
[熊谷・平川] 毎回、授業時間中にレポート作成を行い、次回にいくつかのレポートをもとに討議する。 

[佐々木] 授業はすべて教員と学生、学生同士の討議によって進めていくので、事前に与えられたテーマについて、自分の考えを

まとめてレポートを作成しておくこと。その内容を基にお互いに批判・討論することと、人の意見を尊重していくことが重要で

ある。 

授      業      計      画   

 （ 後  期 ）    授        業        内        容 時間 

 

第 1 回 

第 2 回 

第 3 回 

第 4 回 

第 5 回 

第 6 回 

第 7 回 

第 8 回 

第 9 回 

第 10 回 

第 11 回 

第 12 回 

第 13 回 

第 14 回 

第 15 回 

 

 「何故、技術者は特別な責任を負うのか？」 

技術者の定義・役割の変遷、事例「スペースシャトルチャレンジャー事故」 

倫理と職業倫理・技術者倫理、国内外の倫理規定 

 関係する法令、社会分業論 

事例討議「県境不法投棄問題への技術者と市民の役割」 

生命倫理 

遺伝子工学と倫理のケーススタディー1（求む ノーベル賞受賞者の精子 etc） 

 同上 2    （凍結受精卵は誰のもの？、私は誰の子？ etc） 

 同上 3    （私の胎児は私が使う、私の臓器を売って何が悪い etc） 

生命操作はどこまで許されるか（討論） 

技術と社会の関係について 

働くことの意味と社会・技術の関係 

社会や職場における個人と集団との関係 

技術の進歩発展と人間性との調和について 

「技術者倫理」で何を身につけたか（討論） 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 計  30:00 

八戸高専目標  (A) (B-1) (B-2) (C-1) (C-2) (D) 

同上関与割合 % 100  （ ）    学 習 ・教 育 目 標 
JABEE 目標 ◎ (b) ○  

到 達 目 標             

[熊谷]「社会と技術の役割のかかわり」においては、多数の解決策があることを理解・認識し、自分および他人の

解決策に対しての見解を持ち選択できる」ための知識の習得(50％)、および事例討議やレポート等で自分の意見

を複数表現できること（５０％）について達成度を評価する。 

[佐々木・平川] それぞれのテーマについて自分に意見に基づいたレポートを作成し、それを基にプレゼ

ンテーション、他の学生とお互いに批判・討論できること 

評 価 方 法             

総合点 60 点以上を合格とする。 

[熊谷]事例討議やレポートによって、学習意欲および達成度を評価する。不合格の場合は追加課題を出す。 

[佐々木・平川] 授業ごとの課題(80％)、授業中の事例討論における発言(20％) 

使用教科書・教材             
 技術者の倫理——循環型社会に向けた技術者の責務と責任/熊谷浩二・高橋康造編/技術堂出版 

 プリントを配布するとともに、ビデオ等を用いる。   
参 考 図 書 等             必要な場合は、授業中に指示する。 
関  連  科  目             本校本科、専攻科の全科目と関連する。 

 

 「技術者倫理 シラバス」                      資料５－６－①－３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成２３年度シラバス 専攻科 p.45） 
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 「工業経営学 シラバス」                      資料５－６－①－４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成２３年度シラバス 専攻科 p.44 ） 

H23 
授業科目 

(5206) 
工業経営学 Industrial Management 

対 象 学 科 学年 必・選 単位数 授業方法 開講形態 授業時間数 

全 専 攻 2 年 必修 2 講義 後期 週 2 時間 32 時間 

佐藤 純 (常勤)   
担当教員 

   

【 授業の目標 】 

近年、我国を取り巻く経営環境は、経済のグローバル化によって激変している。本講義は、我国企業が現在置

かれている、あるいは今後直面するグローバル経済の本質を把握することが目的である。具体的には、一級の

経済誌である The Economist における欧州経済と日本経済の現状に関する記事を読むことにより、欧州経済

との比較の中で日本経済が置かれている現状や企業が置かれている状況に対する認識を深めていくことを目

的とする。 

【 授業概要・方針 】 

・教科書を用いて経済・経営英語の基本を学習する 

・毎週 20 行程度の英文和訳を課す 

・英訳を割り当て日本語訳を作成させ、それを基に全員で訳の修正やディベートを行っていく 

・授業中における発言や適格さを成績評価において重視する 

【 履修上の留意点 】 

・割り当てられた英文訳は必ず次の授業までにやってくること 

・英和辞典を必ず持参すること 

・教科書は必ず持参すること 

授      業      計      画   

 （ 後  期 ）    授        業        内        容 時間 

 

第 1 回 

第 2 回 

第 3 回 

第 4 回 

第 5 回 

第 6 回 

第 7 回 

第 8 回 

第 9 回 

第 10 回 

第 11 回 

第 12 回 

第 13 回 

第 14 回 

 

第 15 回 

ガイダンス 

The Economist の記事の読解。経済・経営英語の学習 

同上 

同上 

同上 

同上 

同上 

まとめ 

The Economist の記事の読解 

同上 

同上 

同上 

同上 

同上 

期末試験 

期末試験の答案返却とまとめ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

  ２ 

２ 

 計  ３２ 

八戸高専目標  (A) (B-1) (B-2) (C-1) (C-2) (D) 

同上関与割合 % 50    50  学 習 ・ 教 育 目 標  

JABEE 目標 ◎ (a) ○ (g)(h) 

到 達 目 標             

・経済・経営英語の基本を習得する 

・英字新聞・英文雑誌を辞書なしで読んでも大意を把握できるようになる 

・グローバル経済の中で日本の経済・経営環境が置かれている立場を認識する 

評 価 方 法             

成績評価は定期試験８０％、授業中の発言量やその質２０％の割合で行われる。答案は

採点後返却し、到達度を確認させる。総合評価は１００点満点とし、６０点以上を合格とす

る。 

使用教科書・教材             『The Economist の記事で学ぶ「国際経済」と「英語」』日本評論社 

参 考 図 書 等             授業中に適宜指示する。 

関  連  科  目             工学基礎Ａ 歴史 産業と経営 世界経済史 
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資料５－６－①－５ 

 「人文社会科学要論 シラバス」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成２３年度シラバス 専攻科 p.42 ） 

H23 
授業科目 

(5106) 
人文社会科学要論 Elements of Liberal Arts 

対 象 学 科 学年 必・選 単位数 授業方法 開講形態 授業時間数 

全 専 攻 ２年 選択 2 講義 後期 週 ２ 時間 32 時間 

河村 信治 (常勤)   
担当教員 

   

【 授業の目標 】 

当科目は人文・社会科学系教員が交代で担当し、技術者または一般社会人の知識・教養として相応し

いテーマをとりあげて講義を行なう。今年度は「メディアと社会」をテーマに河村が担当する。高度

情報化の中での人間の主体性の確立を目的として、情報を読み解き使いこなす力（メディア・リテラ

シー）を身につける。人間や社会と技術の複合的な関係のなかでメディア情報をクリティカルに捉え、

またメディアを活用して社会や私たち自身の価値観を意識化する。 

【 授業概要・方針 】 

・操作性の良いメディアを使用した簡単な表現活動やメディア分析のワークショップを行い、その過程を通してメ

ディアの特性を知るとともに、メディアに対するクリティカルな視点を養う。理論的学習も平行して進めていく。 

・授業のテーマ（課題）ごとにふりかえり、気づきの深さを評価する 

【 履修上の留意点 】 

本科目の場合、メディア表現活動はその制作スキルや作品の完成度を評価しようとするものではなく、制作プロ

セスの体験を通して自己とメディアの関係を意識化し、表現内容への分析的な視点を持つことが主題である。 

授      業      計      画   

 （後  期 ）    授        業        内        容 時間 

 

第 1 回 

第 2 回 

第 3 回 

第 4 回 

第 5 回 

第 6 回 

第 7 回 

第 8 回 

第 9 回 

第 10 回 

第 11 回 

第 12 回 

第 13 回 

第 14 回 

第 15 回 

第 16 回 

ガイダンス：メディア・リテラシーとは 

 クリティカルに見るということ 

メディア史とメディア論 

 メディアが構成する世界観 

ニュース報道（または映画）の分析（１） 

 ニュース報道（または映画）の分析（２） 

 イメージの構成とステレオタイプ 

 広告の提示する価値観とイシュー 

 ＣＭの分析（１） 

 ＣＭの分析（２） 

 私のメッセージ（１） 

 私のメッセージ（２） 

 プレゼンテーション 

 プレゼンテーション 

 メディア・リテラシーまとめ 

課題総括と解説 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 計  32 

八戸高専目標  (A) (B-1) (B-2) (C-1) (C-2) (D) 

同上関与割合 % ７０     30 学 習 ・教 育 目 標 

JABEE 目標 ◎ (a) ○ (f) (g) 

到 達 目 標             

・メディアの特性を理解し、メディアが構成する社会や価値観・規範の中にある課題に対

してクリティカルな思考、態度がとれる。 

・情報化、グローバル化の進む社会のなかで、個人と社会と技術（メディア）のよりよい関

係についてビジョンが持てる。 

評 価 方 法             
試験成績（課題ごと：理解度、コミュニケーション力、創意等の評価）を集計し、総合評価

１００点中、６０点以上を合格とする。 

使用教科書・教材             吉見俊哉『メディア文化論―メディアを学ぶ人のための 15 話』 (有斐閣アルマ) 

参 考 図 書 等             鈴木みどり編『Study Guide メディア・リテラシー【入門編】』リベルタ出版ほか随時紹介 

関  連  科  目             社会科目全般、国語 

 



八戸工業高等専門学校 基準５ 

230 

 

資料５－６－①－６ 

 「機械・電気システム工学専攻実験 シラバス」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成２３年度シラバス 専攻科 p.57） 

H23 
授業科目 

(6001) 
機械・電気システム工学専攻実験 

Advanced Experiments in Mechanical 

 and Electrical System Engineering 

対 象 学 科 
学年 必・選 単位数 授業 

方法 

開講形態 授業時間数 

（ＡＳＭ）機械・電気システム工学専攻 

（機械系） 
１年 必修 4 実験 

前期 週 ９ 時間 

後期 週 ６ 時間 
180 時間 

担当教員 
前期  （Ｍ）機械工学科教員（常勤）  

後期  （Ｅ，Ｃ，Ｚ）機械工学科以外の学科教員（常勤）  

【 授業の目標 】 

様々な分野が融合して新技術が生み出されている今日，エンジニアには幅広い工学基礎知識と深い専門知識

が求められている．その理解は，講義による習得だけでなく，問題点を把握して実際に試行錯誤しながら実験を進

めることで深くなる．本専攻実験は機械工学分野の専門的なテーマと，他分野の基礎的なテーマを小人数で実施

することにより，幅広い知識と技術の習得と理解をより確かなものにすることを目標とする． 

【 授業概要・方針 】 

前期は，機械工学の各分野の主要なテーマにおいて設計・製作・評価及び解析などを含んだ実験を１テーマ

当たり 3 時間×4 回の計 12 時間を基本として合計 42 回 126 時間行う．後期は，他専攻の基礎的なテーマを専

攻当たり 6 回（3 専攻で 18 回 54 時間）行う．実験テーマごとに担当教員の指示に従って自発的に進める． 

【 履修上の留意点 】 

各実験テーマの視点を把握し，各自が積極的に考え実験を行うこと．グループ内でよくディスカッションし，協力

して実験を進めるように心がけること．自分の考えを自分の言葉でレポートに書き，実験結果とその意味が正確に

伝わるレポートを作成すること．レポートはできるだけ実験時間内に作成し，指定された提出期限を厳守すること． 

授        業        計        画   

 （前  期）  授   業   内   容 時間  （後  期）  授   業   内   容 時間 

 

 

①  

② 

③ 

④

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

 

実験テーマ 

 

直流電位差法によるき裂の非破壊評価 

コンピュータによる流れの数値実験 

DC モータの制御実験 

高速水噴流の特性実験 

システム同定に関する実験 

すべり摩擦に関する実験 

粘性流れの中にある球の受ける抗力 

飽和プール沸騰の特性試験 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 

 

 

⑩ 

 

 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

 

 

[E 科テーマ] 

移動ロボットの知的制御に関する実験 

 

[C 科テーマ] 

蒸留に関する実験 

 

[Z 科テーマ] 

水位計測と波長算定 

建築デザインに関する実習 

測量器材の使い方 

 

時間割等の都合により，テーマの実施順序が

変更になる場合がある． 

 

 

 

１８ 

 

 

１８ 

 

 

６ 

６ 

６ 

計 126 計 54 

 

学 習 ・教 育 目 標 

 

八戸高専目標 (A) (B-1) (B-2) (C-1) (C-2) (D) 

同上関与割合 %  20 10 （ ） 60  10 

JABEE 目標 ◎ （ｄ2-b） ○ (c) (d2-a) (d2-c) (f) (g) (h) 

到 達 目 標             

各実験テーマの目的を理解し，その目的を達成するための実験の進め方を理解すると共
に，自ら考え実行に移せる能力を身に付ける．グループ内での各自の役割分担を決め，責
任を持って確実に遂行し実践する能力を習得する．自専攻だけでなく，他分野の基礎的な
知識と計測・実験技術を習得する． 

評 価 方 法             

機械系テーマ 75%（内 各テーマ，レポート等による理解度 80%，取り組み姿勢 20%）， 

他専攻テーマ 25%（内 各テーマ，レポート等による理解度 100%） 

総合評価は 100 点満点として、60 点以上を合格とする。 

使用教科書・教材             各実験テーマの担当教員からの配布プリント 

参 考 図 書 等             各実験テーマの担当教員からの配布資料 

関  連  科  目             全ての講義、演習に関連している。 
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（分析結果とその根拠理由）  

講義と演習，実験の各形態の授業が適切に配置されている。 

準学士課程の専門的授業科目を基礎に，各専攻の工学演習が演習形式で行われている。また，対話

・討議形式や事例研究，発表形式を取り入れ，学生が主体的に取り組める授業形態になっている。ま

た，専攻実験では自専攻の実験に留まらず他分野の実験テーマが設定されて，幅広い工学的知識が身

につくように配慮されていると判断される。 

 

 

観点５－６－②： 教育課程の編成の趣旨に沿って，シラバスが作成され，事前に行う準備学習，

教育方法や内容，達成目標と評価方法の明示等，など内容が適切に整備され，活

用されているか。 

（観点に係る状況）  

シラバスの内容は，カリキュラムの趣旨と教務委員会が作成するシラバス編成方針に基づいて各科

目担当教員が作成している。記載項目は準学士課程のものと同じ書式に統一している（資料５－６－

②－１）。この中で授業概要・方針，履修上の留意点，授業計画，到達目標，評価方法の各項目はい

ずれも重要な項目であり，学生の事前学習にとって十分な内容となっている。学期初めの各授業のガ

イダンスでシラバスを配布して教育方針と授業計画，評価方法等を学生に説明することが定着してい

る。学生は各科目担当教員から配布されたシラバスをファイリングし，ポートフォリオ作成や事前学

習などで活用している。活用状況については，学生授業による授業アンケート調査で「シラバス等か

ら授業の到達目標と評価方法を理解していますか」に対して学生の評価平均が 5 段階評価の 4.03 と

いう高い評価結果より十分に活用されていると判断できる（資料５－６－②－２）。 

１単位の履修時間については，シラバスの「専攻科履修の手引き」の説明の中で 45 時間の履修を

もって 1 単位とすると明示し，講義や演習など授業方法による時間の基準についても明記し，周知し

ている（資料５－６－②－３）。 
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資料５―６―②―１  

「平成２３年度専攻科シラバスの例」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成２３年度専攻科シラバス ｐ.94） 

H23 
授業科目 

(8907) 
化学工学特論 Advanced Chemical Engineering 

対  象  専  攻 学年 必・選 単位数 授業方法 開講形態 総時間数 

(AC)物 質 工 学 専 攻 １年 選択 ２ 講義 前期 週 ２ 時間 ３２時間 

杉山 和夫 （常勤）   
担当教員 

   

【 授業の目標 】 

化学工学は、各種の製品を工業的に生産する際の合理的な装置設計や操作等に関する学問であるため、技術

者にとって大事な分野である。特に最近は、工業製品のハイテク化やナノテク化が進み、これらを扱うプロセスは化

学工学の新たな学問分野となっている。本講義では、本科で履修した化学工学を基礎にしつつ、物質の機能性を

向上させるための技法を修得することを目的として表面プロセス工学について学ぶ。 

【 授業概要・方針 】 

本講では、次の 4 項目の内容を理解、学習することを骨子とする。①固体表面の構造や性質、評価法、②触媒、

吸着剤、化学センサなどの表面機能、③ダイヤモンドフィルムや太陽電池などのナノ構造、④各種表面プロセスの

仕組み。 

講義の中で可能な限り標本サンプルを紹介し、実際に手に取り目で見ることにより表面の性質を利用した工業製

品に対する理解度を深めたい。また、新聞記事などを用いて表面の関与した新素材に関する最新情報を提供す

る。 

【 履修上の留意点 】 

化学工学はものづくりの学問である。『もの(物質)』を見たら、どういう機能を持っているだろうか、どうやって作るの

だろうかという疑問をもって授業に臨んでほしい。理解の習熟度を確認するため小テストを行う。 

授      業      計      画   

 （ 前  期 ）    授        業        内        容 時 間 

 

第 1 週 

第 2 週  

第 3 週 

第 4 週 

第 5 週 

第 6 週 

第 7 週 

第 8 週 

第 9 週 

第 10 週 

第 11 週 

第 12 週 

第 13 週 

第 14 週 

第 15 週 

第 16 週 

 

表面プロセス工学とは：本講義の概要 

表面の構造と性質：各種材料の表面構造と機能 

表面の分析：各種表面分析法 

表面の分析：電子顕微鏡、プローブ顕微鏡 

表面機能性物質：触媒 

表面機能性物質：吸着剤 

表面機能性物質：化学センサ 

 (中間試験) 

成膜の基礎 

表面機能性薄膜：ダイヤモンド、ダイヤモンドライクカーボン、窒化チタン 

表面機能性薄膜：半導体ＩＣ、太陽電池 

成膜プロセス（１）：ウエットプロセス（めっき、化成処理） 

成膜プロセス（２）：ドライプロセス（真空技術、プラズマ技術）  

成膜プロセス（３）：ドライプロセス（成膜装置、成膜法、機能評価） 

（期末試験） 

期末試験の答案返却とまとめ 

2 

   2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

 計  32 

八戸高専目標 (A) (B-1) (B-2) (C-1) (C-2) (D) 

同上関与割合  20％ 80％    学 習 ・教 育 目 標  

JABEE 目標 ◎ (d2-a) ○ (c)  (d2-c) 

到 達 目 標             

1. 材料の表面機能や微細構造が理解できること。 

2. 各種表面プロセスの仕組みが理解できること。 

3. 表面やプラズマに関する技術・専門用語が理解できること。 

評 価 方 法             
定期試験 80％、チェックテスト等 20％の割合で評価し、総合評価は 100 点満点として 60 点

以上を合格とする。 

使用教科書・教材             教員作成プリント 

参 考 図 書 等             
吸着の科学と応用（小野他著、講談社）、薄膜作成の基礎（麻蒔著、日刊工業新聞）、低温

プラズマ材料化学(長田著、産業図書)、はじめてのプラズマ技術（飯島他著、工業調査会） 

関  連  科  目             化学工学・物理化学・物理・数学 
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資料５―６―②―３ 

 「単位について」（平成 23 年度版）  

 

３．単位について 

各授業科目の単位数は、１単位の授業科目を４５時間の学修を必要とする内容をもって構 

成することを標準とし、授業方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学 

修等を考慮して、次の基準により単位数を計算します。 

  ① 講義については、16 単位時間の授業をもって 1単位とします。 

  ② 演習については、30 単位時間の授業をもって 1単位とします。 

  ③ 実験及び実習については、45単位時間の授業をもって 1 単位とします。 

  

                      （出典  平成 23 年度シラバス p.21） 

 

資料 ５―６―②―２ 

 シラバスの活用状況 

 
 

（平成 21年度 学生による授業評価報告書 p.6） 
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（分析結果とその根拠理由）  

シラバスの項目は準学士課程の書式と統一したものとなっており，事前学習するうえで十分な内容

となっている。また，到達目標と評価方法の記載方法は毎年のように改善が繰り返されている。学期

初めの各授業のガイダンスでは，教育方針と授業計画，到達目標，評価方法をシラバスに基づいて学

生に説明することが定着している。学生もポートフォリオ作成や事前学習などに活用したり，評価方

法を確認するなど，授業アンケート調査結果から十分活用されていると判断される。なお，1 単位が

４５時間の履修時間であることを授業形態別の授業時間の基準をシラバスに明記し，実施している。 

 以上のようにシラバスの内容は適切に整備され活用されていると判断される。 

 

 

 

観点５－６－③： 創造性を育む教育方法の工夫が図られているか。また，インターンシップの活

用が図られているか。 

（観点に係る状況）  

「社会技術システム工学」は，年度ごとに「環境」，「安全」，「医療」のテーマについてそれぞ

れ関連する分野の複数教員で講師団をつくり，共生できるものづくり，システムづくりに関わる最新

事情や背景を紹介し，授業の後半では学生一人ずつ興味ある課題を設定して計画し，調査研究し，ま

とめ，発表を行う本校独自の授業である（資料５－６－③－１）。 

平成 22 年度からエンジニアリングデザイン（ＥＤ）教育を取り入れている。ＥＤ教育は，企業な

どの外部機関の資源を活用した産学共同（ＣＯＯＰ）教育と課題設定型学習（ＰＢＬ）を組み合わせ

た実践的教育方法である。新たに部分的クォーター制を導入したことにより，平成 22 年度から後期

の前半１／４期分をインターンシップやＥＤ教育など座学以外の学習に取り組める柔軟な仕組みにな

った（資料５－６－③－２）。平成 22 年度は試行的な取り組みとして専攻科１年生を対象に専門の

異なる学生が数名ずつ一つのチームを組み，希望するテーマに分かれて約２ケ月間取り組み，成果を

発表している（資料５－６－③－３）。これは本校の創造的なものづくり・システム作り教育に大き

な可能性を与えた点で有意義な取り組みであった。 

また，特別研究も計画から実践，発表まで学生の自主的活動を伸ばしながら進めている。この経験

は課題研究手法（ＰＢＬ）の要素を持つ科目として，学生の創造性の伸長に生かされている。 

インターンシップは主に夏期休業期間が中心であったが，クォーター制の導入により後期の前半も

実施が可能で，累計４週間以上も認めている。インターンシップは履修指導によってほとんどの学生

が国内または海外（今までのところフランス）で履修している（資料５－６－③－４）。学外研修報

告発表会で実際の「ものづくり」の現場を経験して「ものづくり」の意義や現場の意識の高さ，安全

の重要性を認識でき，有意義であったことを報告する学生が多い（資料５－６－③－５）。フランス

でのインターンシップ先は学術交流協定を締結しているリールＩＵＴＡ(2004～)とエクサンプロヴァ

ンスＩＵＴ（2010～）である。実施内容は約 10 週間の課題研究である。 
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資料５－６－③－１ 

 社会技術システム工学のシラバス 

 

（出典 平成２３年度 シラバス 専攻科 p.38） 
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  1年生の学期編成と授業の対応                資料５－６－③－２ 

 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 

区分 前期 後期 

編成

区分 

   

前期 

    

後期 

 

前半 

 

後期 

 

後半 

  

授業   

前期 

 

座学 

 

実験 

  

ｲﾝﾀｰ

ﾝ ｼ ｯ

ﾌﾟ 

 

ＥＤ 

  

後期 

 

座学 

実験 

  

（出典 新規作成資料） 

                               

 

 

 平成22年度エンジニアリングデザイン報告会             資料５－６－③－３ 

 

個人情報保護のため削除 
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 専攻科学外研修先一覧                        資料５－６－③－４ 

 

 個人情報保護のため削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成２２年度専攻科委員会９月資料） 
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 「平成２２年度 学外研修報告発表会概要集」             資料５－６－③－５ 

 

  個人情報保護のため削除 
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（出典 平成２２年度学外研修報告発表会資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

「社会技術システム工学」では学生が環境，安全などの大テーマの中から特別研究に関連する個別

のテーマを選んで調査発表を行うことが行われている。これは「特別研究」の背景の学習に活かされ

ている。新たに企業の協力を得てＣＯＯＰ教育とＰＢＬを組み合わせたエンジニアリングデザイン教

育を始め，学生の創造性の伸長の機会を増やしている。また，実際の「ものづくり」の現場を経験し

て「ものづくり」の意義を再認識することを学外研修報告会で述べる学生が多く，インターンシップ

が有効に活用されていると判断される。 

 

 

観点５－７－①： 教育の目的に照らして，教養教育や研究指導が適切に行われているか。 

（観点に係る状況）  

専攻科開設当初から，自分の専攻を高めつつ他分野の基礎知識を持てる連峰型創造性涵養教育を基

本方針としている。これに基づいてコミュニケーション系科目，自然科学，社会科学などの教養教育

を一般科目として計 14 単位実施し，専門教育に偏重しない工夫を行っている（資料５－５－②－

１）。また，専門科目においても「技術者倫理」や「社会技術システム工学」などの科目では安全や

環境等について深く考えることを求めるなど技術者としての幅広い教養が修得できるよう工夫してい

る（資料５－６－①－３，５－６－③－１）。 

 また，学生に教育・研究の良質な環境を提供するため，研究室配属に関しては多くの研究室が専攻

科生を指導できるように適度な分散と研究環境の保証が必要であると判断し，１研究室の配属人数に

ついて，基準３－１－③で記述の通り，教員を配置し，学生の希望も入れて研究テーマを設定してい

る（資料５－７－①－１）。各学生に研究指導の責任者である特別研究指導教員をつけて，２年間継

続して指導に当たっている。指導教員は大学評価・学位授与機構の審査に合格している教員としてい

る。ただし，近年採用の教員については機構の審査基準に沿って校長が適否を判断している。また，

論文査読などにおいて異なった視点からアドバイスを行う副指導教員を専門学科と総合科学科から一

人ずつ配置して多面的指導を行っており，専攻科で修学するにふさわしい研究指導が行われている。

ただし，近年採用の教員については機構の審査基準に沿って校長が適否を判断している。技術職員も

実験装置製作，試料作成，機器の操作など研究活動のサポートをしている。学生当たり研究費の配分

や学生の学会発表に対して旅費の一部を補助し，研究活動を支援している（資料５－７－①－２）。 

  以上より，学校教育法第 119条が求める目的および本校の目的を十分に満たしている。 
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 「専攻科テーマ一覧」                        資料５－７－①－１ 

 

  個人情報保護のため削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成２２年度専攻科委員会５月資料） 
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  「専攻科委員会申し合わせ事項」                資料５－７－①－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 17年度専攻科委員会第４回会議記録， 

平成 17 年度６月開催教員会議専攻科関係配布資料） 

 

 

専攻科関係 申し合わせ事項等 

平成 16年４月１日（確認） 

平成 17年６月７日（確認） 

１． 特別研究の研究室配属について 

１研究室に１学年あたり２名まで、１，２学年合わせて３名まで学生を配属できる。 

１人の学生について特別研究等を指導する指導教員の他に論文査読等の指導のため１人の副査教員を配置する。これらは各学

科（各専攻（系））で措置する。 

２． 特別研究発表最終発表のプログラム順 

１） プログラム順 

３年生の合宿研修の順に従う。（Ｍ→Ｚ→Ｃ→Ｅ→Ｍの順） 

平成１６年度はＺから開始。 

各系内の順序は各系に一任。 

２） 概要集 

1課題（１名）につきA4版４頁に纏める。各系毎に所定の期日までに冊子を用意する。 

３） 会場 

学外で開催する。 

３． 特別研究概要集 

１課題（１名）につきＡ４版４頁２段組とし、英文概要を課題名と本文の間に設ける。 

詳細は書式例参照。 

４．  特別研究の評価 

   特別研究指導教員評価   ６０点 

   副査教員評価       １０点 

   研究発表評価       ３０点（内中間発表５点×２回、最終発表２０点） 

   別途、評価基準有り。 

５． 学会発表への旅費の補助 

   本人が発表する場合、１人年間１回35,000円を限度に実費補助する。 

   本人が発表題目など記載された資料を添付して教務係に申請。 

６． 学外研修の進め方 

   学外研修要項に従って行う。研修後、発表会を実施する。 

   評価は、研修先評価６０点、報告書・日誌評価３０点、実施責任者評価５点、科目担当者評価５点。 

７． 入学式宣誓者の人選方法 

   本校出身で輪番に当たる該当学科出身者の中から本科４年、５年次の成績が最高点の者とする。輪番は平成１７年から始め、M

→E→C→Zとする。（平成１７年３月１７日決定） 

８． 専攻科寮生の学寮利用 

所定の手続きで認める。利用期間中、特別研究指導教員が責任者となる。 

以上 
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（分析結果とその根拠理由） 

連峰型創造性涵養教育の方針のもと専門性に幅広さを追求する教育が行われている。コミュニケー

ション系科目，社会科学などの科目で十分量の教養教育が実施され，専門教育に偏重しない工夫が見

られる。 

特別研究指導については，研究室の配属枠の決定，複数教員による研究指導体制，技術職員による

支援等，学校教育法第 119 条と本校の目的を十分に満たしている。以上のように教養教育や研究指導

が適切に行われていると判断される。 

 

 

観点５－８－①： 成績評価・単位認定規定や修了認定規定が組織として策定され，学生に周知さ

れているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，修了認定が適

切に実施されているか。 

（観点に係る状況）  

学則第 48 条及び八戸工業高等専門学校専攻科授業科目の履修等に関する規則によって単位認定及

び修了認定を規定している（資料５－８－①－１～３）。 

これらの規則は学生便覧に掲載し，全学生に配布し，周知している。また，年度初めの入学ガイダ

ンスや２年生に対する専攻科ガイダンスの場で副専攻科長や産業システム工学プログラム計画委員会

委員長がシラバスや資料を基に説明し確実に周知させており，個々の学生に対しては，担任を兼ねる

専攻主任・専攻副主任が指導ガイダンスを実施している（資料５－８－①－４）。平成 23 年度の学

生アンケートによると，学生は各科目の合格基準が 60 点であることを全員が知っており，修了要件

についても大多数の学生が認識しており，まったく知らないという学生はいなかった（資料５－８－

①－５）。 

1 単位の履修時間が 45 時間であることはシラバスに明記し，専攻科ガイダンス等で説明し周知し

ている（資料５―６―②―３）。授業では，授業内容を定着あるいは発展させるために宿題やレポー

トを課し，その取り組み結果も評価の対象に加えている。定期試験の答案は採点終了後答案が返却さ

れ，担当教員による解説が行われる。その際に学生側から意見があれば受けるシステムが整っている。

急病等特別な事情により定期試験を受けられなかった場合，本人の申請により追試験を受験できる。

その場合の評価は減点しない（資料５－４－①－５）。準学士課程で実施している再試験制度はなく，

もし単位未修得の場合は再履修になる。 

規定に従って，成績評価，単位認定及び修了認定が厳密になされている。修了認定に関して，平成

「専攻科修了＝ＪＡＢＥＥプログラム修了生」というＪＡＢＥＥ対応の方針に基づいて行っており，

平成 22 年度は 2名を除き 17 名が修了要件を満たしていることが確認されている（資料５－８－①－

６）。 
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 「専攻科授業科目の履修等に関する規則」（抜粋）     資料５－８－①－２ 

 

（修了の要件） 

第 ９条  専攻科の修了は、学則第４８条に規定するもののほか、次表に掲げる要件を満たさなければ 

ならない。 

一 次表に掲げる修了に必要な単位数を修得しなければならない。 

（平成 22 年度以降入学生） 

          

一般科目 

専  門  科  目 

合    計 
     科 目   

専  攻 

 
専攻共通科目 

専攻専門科

目      

   機械・電気システム工学 11 単位以上 15 単位以上 30 単位以上 62 単位以上 

   物質工学     11 単位以上 15 単位以上 30 単位以上 62 単位以上 

   建設環境工学     11 単位以上 15 単位以上 30 単位以上 62 単位以上 

 

（平成 19･20･21 年度入学生） 中略 

二 別に定める「産業システム工学」プログラムの修了要件のうち、前号に係わる事項を除く全ての

要件を満たすこと。 

（出典 平成 23年度学生便覧 p.133） 

 「専攻科授業科目の履修等に関する規則」（抜粋）     資料５－８－①－１ 

 

（学業成績の評価） 

第 ５ 条   履修科目の学業成績の評価は、試験の成績及び平素の学習状況を総合して１００

点法で行う。 

２     学業成績を評語で表す必要がある場合は、次の基準による。 

評          価   評          語 

   １００点 ～ ８０点   Ａ 優   

     ７９点 ～ 7０点   Ｂ 良   

     ６９点 ～ 6０点   Ｃ 可   

５９点以下     Ｄ 不可   

第 ６条  追試験による成績は、減点しない。 

（単位修得の認定） 

第 ７条   履修科目の単位の認定は、出席時数が当該科目の総授業時数の３分の２以上で、 

学業成績の評価が６０点以上の場合は、単位を修得したものとして認定する。 

 

（出典 平成 23年度学生便覧 p.132～133） 
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 資料５－８－①－３ 

「産業システム工学」プログラムの修了要件        

 

別表 3 

「産業システム工学」プログラムの修了要件 

「八戸工業高等専門学校産業システム工学プログラムの履修及び認定に関する規則」に基づき修了認

定を行います。 

１） 学位（学士）を取得すること。 

２） 専攻科において 62 単位以上修得すること。ただし、「八戸工業高等専門学校専攻科授業科目の

履修等に関する規則」第９条第１号の要件を満たすこと。 

３） 本プログラムにおいて、124 単位以上修得すること。 

４） 本プログラムにおいて、1，600 時間以上（１時間は正味６０分）の総学習保証時間を経験していること。ただ

し、このうち 250 時間以上の人文・社会科学等（語学含む）、250 時間以上の数学・自然科学・情報技術およ

び 900 時間以上の専門分野を含むものとする。 

５） 本プログラムにおけるプログラム構成を示す別表２－１（平成 22 年度専攻科入学者）、別表 2－2（平成 21

年度専攻科入学者）において、総合評価方法に基づく評価基準を満たすこと。 

 

注意 ４）の総学習保証時間とは、講義、演習、実験などで教員と接触している時間と研究室などで勉学、研究

等をしていることが証明できる時間の総計である。 

 

（出典 平成 22 年度シラバス p.5） 
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資料５－８－①－４ 

 平成 23 年度専攻科新入生ガイダンス実施要項               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 23 年度専攻科ガイダンス実施要項） 

 

 

 

 

 

平成２３年度 専攻科新入生ガイダンス実施要項  

 

  ○日 時：平成２３年 4 月７日（木）１３：００～１６：００  

  ○場 所：合併教室  

  ○受付時間：１２：４０～１２：５５ 於：合併教室前  

  ※受付時に学生に下記の資料配布  

   学生証、在学証明書、学生便覧、シラバス、単位修得確認簿、学習等達成度記録

簿、 

   大学評価・学位授与機構「新しい学士への途」、産業システム工学プログラム履修

確約書、 

   前期専攻科授業時間割表（使用教室割振表） 

  ○全体ガイダンス（１３：００～１４：１０頃）  

   出席者：校長、専攻科長、産業システム工学プログラム計画委員長、教務主事、 

       副専攻科長、専攻（副）主任、専攻科委員、学生課長  

 

 次 第（進行：学生課長） 

 １）校長挨拶  

 ２）専攻科長挨拶および専攻科説明  

 ３）副専攻科長、各専攻主任（副主任）、専攻科委員、プログラム計画委員長の紹介  

 ４）産業システム工学プログラム計画委員長概要説明  

－本校の学習・教育目標と産業システム工学プログラム等について－  

 ５）副専攻科長による専攻科についての概要説明  

 ６）事務連絡等  

 

 ○写真撮影（１４：１５～１４：３０） 

  撮影場所：専攻科棟玄関（全専攻集合写真） 

  ≪写真撮影参加教員≫ 

  校長、専攻科長、教務主事、副専攻科長、専攻主任（副主任）、専攻科委員  

 

 ○各専攻別ガイダンス（写真撮影終了後１４：４０～） 

専 攻 人数 場所 備考 

機械・電気システム工学専攻（機械系） ５  専攻演習室（４）   

機械・電気システム工学専攻（電気系） ８  専攻演習室（１）（２）  

物質工学専攻  ８  M フレックス   

建設環境工学専攻  ７  専攻講義室   

 

 

※単位修得確認簿、学習等達成度記録簿については、学生が記録し、専攻主任が責任を

持って保管するものとする。  
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 成績評価基準、修了要件に関する学生の認知状況（抜粋）   資料５－８－①－５ 

質問 科目の合格点は６０点であることを知っていますか？ 

(１)よく知っている。(２)ある程度知っている。(３)あまり知らない。(４)全く知らない。 

結果      

 

 

質問５ 専攻科修了条件は、専攻科において 62 単位以上習得すること、産業システム工学

プログラムにおいて 124 単位以上習得すること、1600 時間以上の授業時間数を経験してい

ること、学士の学位を取得すること、TOEIC スコアが 400 以上であること、シラバス別表 2-

1,別表 2-2 において、総合評価基準に基づく評価基準を満たすことなどの修了要件が定めら

れていることを知っていますか？ 

(１)よく知っている。(２)ある程度知っている。(３)あまり知らない。(４)全く知らない。 

結果 

 

（出典 平成 23年度 成績評価・単位認定や進級・卒業認定に関する学生アンケート調

査結果（抜粋） 
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 「「産業システム工学プログラム」修得単位等チェック総括表」    資料５－８－①－６ 

「産業システム工学」プログラム　修得単位・学習時間・学習時間到達度（プログラム修了認定）チェック表
平成21年度機械・電気ｼｽﾃﾑ工学専攻（電気系）入学者　プログラム構成

H23年３月ASE修了見込
4年 5年

1年 2年
1 1 ○ 22.5 0.90 0.10 1 30 22.5 1 22.5
1 1 ○ 22.5 0.90 0.10 1 30 22.5 1 22.5
1 1 ○ 22.5 1.00 1 30 22.5 1 22.5
1 1 ○ 22.5 1.00 1 30 22.5 1 22.5
2 2 ○ 45 0.10 0.90 2 54 40.5 2 40.5

学修演習 2 2 ○ 45 0.10 0.90 2 60 45.0 2 45.0
文学 学修講義 2 ○ 22.5 0.80 0.20 0.0 0 0.0 一般科目 8単位以上 10
哲学 学修講義 2 ○ 22.5 0.70 0.30 2 30 22.5 2 22.5 専攻共通 16単位以上 19
人間科学 学修講義 2 ○ 22.5 0.80 0.20 0.0 0 0.0 専攻専門 30単位以上 36
法学 学修講義 2 ○ 22.5 0.60 0.20 0.20 0.0 0 0.0 合計 62単位以上 65
経済学 学修講義 2 ○ 22.5 1.00 0.0 0 0.0
環境論 学修講義 2 ○ 22.5 0.80 0.20 2 30 22.5 2 22.5

2 ○ 45 0.25 0.75 0.0 0 0.0
2 ○ 45 0.25 0.75 0.0 0 0.0
2 ○ 45 0.30 0.70 2 60 45.0 2 45.0
2 ○ 45 0.30 0.70 2 60 45.0 2 45.0
2 ○ 45 0.30 0.70 0.0 0 0.0
2 ○ 45 0.30 0.70 0.0 0 0.0

体育体育学特論 1 ○ 22.5 1.00 0.0 0 0.0 人文・社会科学 250時間以上 427.6
外国語英語特論 1 ○ 22.5 0.10 0.90 0.0 0 0.0 数学・自然・情報 250時間以上 369.3

1 1 ○ 22.5 1.00 1 30 22.5 1 22.5 専攻分野 900時間以上 2,259.2
1 1 ○ 22.5 1.00 1 30 22.5 1 22.5 合計 1800時間以上 3,056.1
1 1 ○ 22.5 1.00 1 28 21.0 1 21.0
1 1 ○ 22.5 1.00 1 30 22.5 1 22.5
1 1 ○ ④ 22.5 0.30 0.70 1 30 22.5 1 22.5

学修講義 2 2 ○ ④ 30 0.30 0.70 2 40 30.0 2 30.0
学修講義 2 2 ○ 30 1.00 2 40 30.0 2 30.0
学修講義 2 2 ○ 30 1.00 2 38 28.5 2 28.5
学修講義 2 2 ○ 30 1.00 2 40 30.0 2 30.0

1 1 ○ 22.5 0.40 0.60 1 30 22.5 1 22.5
学修講義 2 2 ○ ② 30 1.00 2 40 30.0 2 30.0
学修講義 2 2 ○ ① 30 1.00 2 40 30.0 2 30.0

1 1 ○ ① 22.5 1.00 1 40 30.0 1 30.0
1 1 ○ 22.5 1.00 1 30 22.5 1 22.5
1 1 ○ 22.5 1.00 1 30 22.5 1 22.5
1 1 ○ 22.5 0.70 0.30 1 30 22.5 1 22.5
1 1 ○ ① 22.5 0.40 0.60 1 30 22.5 1 22.5

学修講義 2 2 ○ 30 1.00 2 30 22.5 2 22.5
1 1 ○ 22.5 0.70 0.30 1 30 22.5 1 22.5
1 1 ○ 22.5 0.20 0.80 1 30 22.5 1 22.5
2 2 ○ 45 0.60 0.10 0.05 0.05 0.20 2 60 45.0 2 45.0
1 1 ○ 22.5 0.40 0.60 1 30 22.5 1 22.5
3 3 ○ 67.5 0.60 0.10 0.05 0.05 0.20 3 90 67.5 3 67.5
2 2 ○ 45 0.40 0.60 2 60 45.0 2 45.0
8 8 ○ 180 0.10 0.10 0.20 0.25 0.25 0.10 8 240 180.0 8 180.0
1 1 ○ ③ 22.5 0.80 0.20 1 30 22.5 1 22.5
1 1 ○ 22.5 1.00 1 30 22.5 1 22.5
1 1 ○ ② 22.5 1.00 1 30 22.5 1 22.5 卒業研究 合格
1 1 ○ 22.5 0.40 0.60 0.0 0 0.0 特別研究 合格
1 1 ○ 22.5 0.35 0.65 0.0 0 0.0 学外発表(1年) 学会　0回
1 1 ○ 22.5 1.00 0.0 0 0.0 学外発表(2年) 学会　1回
1 1 ○ ③ 22.5 1.00 1 30 22.5 1 22.5 校外実習 1
1 1 ○ 22.5 1.00 1 26 19.5 1 19.5 学外研修 1
1 1 ○ ③ 22.5 0.20 0.80 0.0 0 0.0
1 1 ○ ① 22.5 0.40 0.60 1 24 18.0 1 18.0
1 1 ○ 22.5 0.20 0.70 0.10 1 30 22.5 1 22.5
1 1 ○ 22.5 0.20 0.60 0.20 0.0 0 0.0
1 1 ○ 22.5 0.20 0.80 0.0 0 0.0
1 1 ○ 22.5 0.20 0.80 1 30 22.5 1 22.5
1 1 ○ 22.5 0.30 0.70 0.0 0 0.0
1 1 ○ 22.5 1.00 0.0 0 0.0
1 1 ○ 22.5 0.20 0.80 0.0 0 0.0
2 2 ○ 30 0.10 0.10 0.20 0.40 0.20 2 0.0 2 0.0

14 384 288.0 9 218 163.5 46 1188 891.0 69 1342.5
日本語表現法 1 1 ○ 25 0.20 0.80 1 30 25.0 1 25.0
総合英語Ａ 2 2 ○ 30 0.10 0.90 2 33 30.0 2 30.0
総合英語Ｂ 2 2 ○ 30 0.10 0.90 2 33 30.0 2 30.0
物理学要論 1 1 ○ ④ 25 0.30 0.70 1 28 23.3 1 23.3
化学要論 1 1 ○ 25 0.70 0.30 1 30 25.0 1 25.0
生物学概論 1 1 ○ 26.25 1.00 1 26 22.92 1 22.9
人文社会科学要論 2 2 ○ 28 0.70 0.30 2 28 23.3 2 23.3
総合英語Ｃ 1 1 ○ 26.25 0.10 0.90 1.25 0 1.3

139.25 76.25 7 124 110 3 84 71 0 0 0 10 180.8
工業経営学 1 1 ○ 25 0.50 0.50 1 30 26.25 1 26.3
応用数学A 2 2 ○ 30 1.00 2 33 30.0 2 30.0
応用数学B 1 1 ○ 25 1.00 1 30 25.0 1 25.0
情報工学 2 2 ○ ② 30 0.30 0.70 2 33 30.0 2 30.0
技術者倫理 2 2 ○ 28 1.00 2 36 30.0 2 30.0
社会技術ｼｽﾃﾑ工学 1 1 ○ ⑤ 25 0.05 0.70 0.05 0.15 0.05 1 30 26.25 1 26.3
環境科学 2 2 ○ 30 0.20 0.80 2 30 25.0 2 25.0
ｼｽﾃﾑ制御工学 1 1 ○ 25 1.00 1 30 26.25 1 26.3
ｴﾈﾙｷﾞｰ工学特論 2 2 ○ 30 1.00 2 30 25.0 2 25.0
最適化手法 2 2 ○ ① 30 0.20 0.50 0.30 2 33 30.0 2 30.0
物性物理学 1 1 ○ 25 0.30 0.70 1 30 25.0 1 25.0
材料化学 1 1 ○ 26.25 1.00 1 28 24.6 1 24.6
学外研修I 1 1 ○ 45 0.10 0.10 0.10 0.50 0.20 1 45 45.0 1 45.0
学外研修II 2 2 ○ 90 0 0.0
学外研修III 3 3 ○ 135 0 0.0
学外研修IV 4 4 ○ 180 0 0.0

28 136.25 615 2 36 30 7 154 135 10 228 204 19 368.3
5 5 ○ 225 0.20 0.10 0.60 0.10 5 225 225.0 5 225.0
1 1 ○ 25 0.20 0.80 1 30 25.0 1 25.0
1 1 ○ 25 1.00 1 30 25.0 1 25.0
1 1 ○ 25 1.00 1 30 25.0 1 25.0
15 15 ○ ○ 675 0.10 0.05 0.20 0.25 0.25 0.15 15 675 675.0 15 675.0
2 2 ○ 30 0.30 0.70 2 33 30.0 2 30.0
2 2 ○ 30 0.40 0.60 2 33 30.0 2 30.0
1 1 ○ 26.25 0.40 0.60 1 30 26.25 1 26.3
2 2 ○ ③ 30 1.00 2 31 28.2 2 28.2
2 2 ○ 28 1.00 2 30 25.0 2 25.0
2 2 ○ 28 0.40 0.60 2 30 25.0 2 25.0
2 2 ○ 28 1.00 2 30 25.0 2 25.0

1175.3 0 0 0.0 0 0 0.0 36 1207 1,164.4 36 1164.4
167.25 212.5 1790.3 9 160 139.6 10 238 205.8 46 1435 1,368.2 65 1713.6

23 544 427.6 19 456 369.3 92 2623 2,259.2 134 3056.1

250時間
以上

250時間
以上

900時間以
上

177.6 119.3 1,359.2

�

学習･教育目標別関与割合

A B-1 B-2 C-1 C-2 D
JABEE
学習

時間数

JABEE
学習

時間数

履
修
可
能
単
位
数

人文社
会語学

数学自
然情報
技術

履修

履修

基礎
工学
分類

JABEE分野別(標準)
保証時間

専門

本科学年

専攻科 修得
単位

JABEE
学習

時間数

修得
単位

高専
単位

時間数

高専
単位

時間数

合計
人文・社会・語学分野 数学・自然・情報技術 専門分野

分野別修得単位数 及び 学習時間数

単位数
JABEE

学習時間
修得
単位

高専
単位

時間数

単
位
数

単位分類

履修

履修

履修

履修

履修

履修

履修

履修

履修

履修

履修

履修
履修

履修

履修

履修

履修

機械・電気システム工学専攻実験 実験

演習

演習

講義

機械･電気システム工学研修 演習
機械･電気システム工学演習Ⅰ 演習

知能システム工学 講義

集積回路設計

機械･電気システム工学演習Ⅱ 演習
特別研究 実験
電気磁気学特論 講義
回路工学

講義パワーエレクトロニクス特論

専攻科合計

産業システム工学プログラム総合計

修了見込 充足

履修
履修
履修

履修

プログラム修了要件

1）学位の取得

2）専攻科修了要件
　　(62単位以上修得)

取得

本
科
・
専
攻
科

科目名

履修

履修

履修

選
択
必
修
区
分

必修

履修

履修

応用数学Ⅰ

校外実習
本科合計

専
攻
科

必修

専攻科（一般科目）小計

演習

講義

専攻専門科目　小計

本
　
　
　
　
科

必
修

選
択

履修

演習

演習

必修

専攻共通科目　小計

電気法規・電気施設管理

信号処理

電子物性

3）124単位以上修得すること

134 単位修了見込

4）JABEE学習時間

充足

履修

5）総合評価方法に基づく評価基準

　（1）学習教育目標別達成度
　　　各々60％以上であること。

　（2）学習教育目標（A）

別紙：本科ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ 充足

充足

充足

充足

　（3）学習教育目標（B-2）

充足

技術者倫理合格

5群、6科目以上合格

履修

人文・社会
・語学分野

数学・自然科学
・情報技術分野

講義

演習

演習
演習

演習

演習

講義

講義
演習

演習

講義

演習
講義

講義
演習
講義

履修時間過不足 履修時間過不足 履修時間過不足

履修

履修
履修

講義

講義
講義

演習
演習

専門分野

選
択

選択

ｴﾈﾙｷﾞｰ変換ｼｽﾃﾑⅡ
高電界工学

電力ｼｽﾃﾑ工学Ⅰ
電力ｼｽﾃﾑ工学Ⅱ

データ構造

ｴﾈﾙｷﾞｰ変換ｼｽﾃﾑⅠ

情報工学特論

電子物性基礎

応用物理Ⅱ
応用物理Ⅴ

応用数学Ⅳ

選
択

卒業研究

電気電子材料

工学材料

電気回路Ⅲ

電子回路設計Ⅰ
電子回路設計Ⅱ

電磁気学Ⅱ

履修
電子デバイス 履修

電磁気学Ⅲ

実験実習Ⅱ

計算機工学
通信工学

実験実習Ⅲ

履修

電気回路Ⅱ
電子工学Ⅱ

ディジタル回路Ⅱ

ディジタル信号処理

ｴﾈﾙｷﾞｰ変換工学Ⅱ

電子計測
ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

制御工学Ⅰ
制御工学Ⅱ
創成実験

電気ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ

履修

履修

別紙：専攻科ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ

　（4）学習教育目標（C-1）

履修

工学セミナー

履修

履修
履修

社会科学概論

体育

充足

充足

　（5）学習教育目標（C-2）

充足

　（6）学習教育目標（D）
　　　（TOEIC400点以上）

点420

実験、ｾﾐﾅｰ、製図、合格

Ｄ
外
国
語

中国語

4

フランス語

ドイツ語

必修

人文科学概論

2

社
会

2

英語演習Ⅰ
英語演習Ⅱ

Ｃ

人
文

2
履修
履修
履修

履修

選
択

Ｅ

履修応用数学Ⅱ
応用数学Ⅲ 履修

 

 

（出典 平成２２年度産業システム工学プログラム修了認定委員会資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

成績評価・単位認定及び修了規定を組織として整備しており，入学式後のガイダンスにおいて，専

攻科授業科目の履修等に関する規則，学外研修実施要領のポイントをそれぞれ説明し，周知を図って

いる。周知状況については，成績評価基準を全員が，また修了要件についても大多数の学生が内容を

認識していたことから確認されている。また，成績評価・単位認定に関しても規定に基づいて適切に

実施されていると判断される。 

以上のことから，成績評価・単位認定規定や修了認定規定が組織として策定され，学生に周知され，

また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，修了認定が適切に実施されていると判断される。 

 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

準学士課程においては，学年が進むに従い専門科目の比重が増す「くさび型」配置で無理なく学習

できるカリキュラムが整備されている。英語，数学，物理，化学などの基礎学力と専門基礎力を重視

し，卒業要件単位数と同じ167単位数を開設単位とする精選されたカリキュラムで学生の学力養成に

徹している。また，「工学基礎Ａ」と「同Ｂ」は一般科目と専門科目を橋渡しする工学への導入を目

的にした科目であり，学科横断的な教員組織であるエネルギー系など８系が主体となって実施されて

いるところに特徴がある。高学年にも学科横断的な概論科目や「医工・福祉」など発展的な共通科目

が用意され，学生の幅広い関心に応えている。また，ショートホームルームと特別活動を活用した人

間性涵養教育と学級担任のコミュニケーションを容易にする仕組みや上級生が学習の遅れている下級

生を指導するメンター制度等が整っており，きめ細かい学生指導がなされている。 

専攻科課程においては，基礎工学を主とする専攻共通科目が豊富で基礎工学や異分野の学習が可能

であり，広い視点をもち創造性を育成している。特に，専攻実験では専攻以外の分野の内容を実験で

経験できる仕組みが整備されている。さらに企業等の協力で進めるエンジニアリングデザイン教育に

も取り組んでいる。特別研究においては配属方法，複数指導体制並びに研究環境の整備に工夫を凝ら

している。また，コミュニケーション系科目，自然科学，社会科学分野の科目が十分あり，専門科目

の一部を含めた教養教育を行っている。 

準学士課程及び専攻科課程の共通的事項としては，学習・教育目標との関連，他の科目との関連性

を明記するなど，シラバスの内容を整備している。成績評価方法，単位認定規定，進級・卒業・修了

認定規定は厳密かつ明確に規定され，確実に実施されていると判断される。 

 

（改善を要する点）  

特になし。 

 

 

 

（３）基準５の自己評価の概要 

（準学士課程） 



八戸工業高等専門学校 基準５ 

250 

 

「くさび型」のカリキュラム体系と「連峰型教育」体系を目指した「学科横断的教育」の組み合わ

せにより，「ものづくり」を担う実践的技術者教育が平成21年度のカリキュラム改正で一層整備充実

し，実施されている。カリキュラム改正では全体のスリム化を図りつつ，基礎学力の重視，英語力の

強化，他分野の概論の導入を図り，開設単位数を167単位に絞り込んで学生の知識能力を保証するシ

ステムが強化されている。主に教養を修得する一般科目と技術者の基盤となる専門科目や実験実習科

目をバランスよく配置されている。さらにインターンシップの単位化やボランテアを企画学習に組み

入れる等学生のニーズや社会の動向が取り入れられている。１，２年生には「工学基礎Ａ」，「工学

基礎Ｂ」，４年生は創成科目を中心にＰＢＬ型の教育が実施されている。各科目の授業方針や計画は

到達目標と評価方法を含めてシラバスに明記され，学生に周知され，授業の中で活用されている。成

績評価，単位認定，卒業認定は規則として規定され，学生便覧やシラバスに明記され学生に周知され

ている。これらの規定に基づいて年度末の単位認定・進級判定，卒業認定が行われている。また，学

級担任がショートホームルームや各種行事を通じて特別活動が推進され，全校的に生活指導や課外活

動も充実されており，多面的な人間の素養の涵養が図られていると判断される。 

（専攻科課程） 

専攻科のカリキュラムは，準学士課程との継続性を重視した７年一貫の技術者養成教育である。専

門分野をより高めるとともに，基礎工学と異分野の知識や技術も修得でき，ＪＡＢＥＥ対応の複合的

な「産業システム工学」プログラムと一体のカリキュラム体系となっている。授業の内容は技術士第

１次試験レベルと同等またはそれ以上に設定され，アンケート調査などで学生や社会のニーズが把握

され，ＩＴなど技術の発展に対応できる科目設定や実践の現場を知る学外研修が導入されている。さ

らに討論参加型の授業や学生自身による調査とプレゼンを行う授業など高密度の教育が行われている。

専攻実験では専攻以外の分野も経験できる仕組みが整備され，また外部機関と連携したＥＤ教育も導

入されはじめ，創造性を涵養する教育が積極的に推進されている。特別研究は，複数指導体制で研究

指導を積極的に推進されている。また，専攻科の修了認定はＪＡＢＥＥ認定されている産業システム

工学プログラムの修了認定と同一の基準で厳密に行われている。 
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基準６ 教育の成果 

（１）観点ごとの分析 

観点６－１－①： 高等専門学校として，その教育の目的に沿った形で，課程に応じて，学生が卒

業（修了）時に身に付ける学力や資質・能力，養成しようとする人材像等につい

て，その達成状況を把握・評価するための適切な取組が行われているか。 

（観点に係る状況）  

 本校では，目的に沿って，学生が卒業（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能力を学習・教育

目標として明確に定め（資料１－１－①－２），それぞれに対応させて授業科目を配置している（資

料５－１－①－1～5）。その達成状況の把握方法については，達成要件（準学士課程の卒業要件，及

び専攻科課程の修了要件）を，教務委員会及び専攻科委員会（資料６－１－①－１，２）における審

議に基づき運営委員会（資料６－１－①－３）で定め，それぞれ教員会議及びプログラム修了認定委

員会で把握・評価している。 

準学士課程では，学習・教育目標の各項目に対応して系統的に授業科目を配置した教育課程が編成

されており，必須科目に関する要件を満足しつつ卒業に必要な単位数の修得状況を確認することによ

って学習・教育目標の達成状況を把握・評価している。具体的な卒業要件（資料６－１－①－４）は，

通算修得単位数167単位以上（うち一般科目75単位以上，専門科目82単位以上）であること，卒業研

究が60点以上であること，指定された審議対象科目（資料６－１－①－５）が60点以上であること，

および指定されたコア科目（資料６－１－①－６）の修得単位が修了要件を満たすこと，の４項目で

ある。審議対象科目，およびコア科目の指定については教務委員会で審議し，運営委員会で決定して

いる（資料６－１－①－７）。準学士課程の卒業要件に基づき，教務係で成績判定資料を作成し，達

成要件を満たしているか確認した上で，全教員が出席する判定会議において卒業認定を行っている

（資料６－１－①－８）。また，翌年度当初の教員会議では，学生が卒業時に身に付けるべき学力や

資質・能力について，教務委員会が作成した資料に基づき，前年度末の達成状況について全教員に周

知しており，必要に応じて教務委員会が分析と対応策の計画を行っている（資料６－１－①－９）。

なお，準学士課程平成21年度以降入学生については，カリキュラム改正によって履修可能単位数を卒

業に必要な単位数と同数にしたため，コア科目の制度を廃止した（資料６－１－①－４）。 

専攻科課程では，学士の学位取得，修得総単位数，総合評価方法に基づく評価基準など，５項目の

修了要件によって達成状況を把握・評価している（資料６－１－①－１０）。このうち総合評価方法

に基づく評価基準では，学習・教育目標別達成度が各々60%以上であることを規定し，目標を達成し

た学生のみが専攻科を修了できるシステムとしている（資料６－１－①－１１）。学習・教育目標別

達成度とは「その科目の単位数，その科目の学習・教育目標への関与割合，その科目の点数」の積を，

学生が履修した全科目ついて学習・教育目標の項目別に合計した「学習・教育目標に関する修得ポイ

ント」と，標準的な科目履修状況で全科目が100点であった場合の「履修可能標準ポイント」との比

を100分率で表した数値であり，本校で独自に考案した指標である（資料６－１－①－１２）。同達

成度は，学生が専用のEXCELファイルの所定欄に自分の履修状況（点数）を入力することにより，学

習・教育目標の６つの項目についてレーダーチャート形式で表されるようにしており，修了判定のほ

か，自分自身の達成度を確認しながら選択科目の履修計画を立てる際にも利用している（資料６－１

－①－１３）。修了認定は教務係で作成した資料に基づきプログラム修了認定委員会で行い，すべて

の項目が達成された者のみの修了認定を行うとともに，全員の目標達成状況を確認・評価している

（資料６－１－①－１４）。 
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（資料６－１－①－１） 

 

八戸工業高等専門学校教務委員会規則 

制  定 昭和３８年１１月１日 

最終改正 平成１６年８月２４日 

 

（趣旨） 

第１条  この規則は、八戸工業高等専門学校組織運営規則第６条第２項に基づき、    

  教務委員会（以下「委員会」という。）に関し、必要な事項を定める。 

（審議事項） 

第２条  委員会は、校長の諮問に応じ、次の事項を審議する。 

一  教育課程の編成及び授業時間割に関する事項 

二  学校行事に関する事項 

三  学生の履修に関する事項 

四  入学・退学・転学及び転科の許可に関する事項 

五  その他教務に関する事項 

（組織） 

第３条  委員会は、次の委員をもって組織する。 

一  教務主事 

二  教務主事補 

三  本校教員のうちから校長が任命した者 

四  学生課長 

（任期） 

第４条  前条第３号の委員の任期は１年とし、再任を妨げない。ただし、欠員が生じた場合の後任

の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（委員長） 

第５条  委員会に委員長を置き、教務主事をもって充てる。ただし、委員長に事故 

  あるときは、教務主事補が代行する。 

第６条  委員長は、委員会を招集し、その議長となる。 

  （委員以外の者の出席） 

第７条  委員長が必要と認めたときは、委員以外の者を委員会に出席させることが 

  できる。 

  （事務） 

第８条  委員会の事務は、学生課において処理する。 

       

   附 則（略） 

 

      附  則 

  この規則は、平成１６年４月１日から施行する。 

 

附  則 

  この規則は、平成１６年８月２４日から施行する。 

出典 総務課資料 
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（資料６－１－①－２） 

 

八戸工業高等専門学校専攻科委員会規則 

制  定 平成１４年４月 １日 

最終改正 平成１７年１月１７日 

（趣旨） 

第１条  この規則は、八戸工業高等専門学校組織運営規則第６条第２項に基づき、専攻科委員会

（以下「委員会」という。）に関し、必要な事項を定める。 

 （審議事項） 

第２条  委員会は、校長の諮問に応じ、次の事項を審議する。 

一  教育課程の編成に関すること。 

二  教育計画及び授業時間の編成に関すること。 

三  入学、退学、転学、休学、復学及び修了に関すること。 

四  試験及び学業成績に関すること。 

五  その他専攻科の運営に関すること。 

 （組織） 

第３条  委員会は、次の委員をもって組織する。 

一  専攻科長 

二 副専攻科長 

三  教務主事 

四  各専攻主任 

五  専攻副主任 

六  総合科学科から校長が任命した教員  １名 

七  学生課長 

 （任期） 

第４条  前条第６号の委員の任期は１年とし、再任を妨げない。ただし、欠員が生じた場合は前任

者の残任期間とする。 

  (委員長)  

第５条  委員会に委員長を置き、専攻科長をもって充てる。ただし、専攻科長に事故あるときは副

専攻科長が代行する。 

第６条  委員長は、委員会を招集して議長となる。 

 （委員以外の者の出席） 

第７条  委員長が必要と認めたときは、委員以外の者を委員会に出席させることができる。 

 （審議事項の報告） 

第８条  委員長は、委員会において審議された事項を整理し、校長へ報告しなければならない。 

 （事務） 

第９条  委員会の事務は、学生課において処理する。 

     附  則 

この規則は、平成１６年４月１日から施行する。 

附  則 

この規則は、平成１６年８月２４日から施行する。 

附  則 

この規則は、平成１７年４月１日から施行する。 

 

出典 総務課資料 
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（資料６－１－①－３） 

 

八戸工業高等専門学校運営委員会規則 

 

制  定 昭和４４年３月 ７日 

最終改正 平成２０年３月１７日 

  （趣旨） 

第１条  この規則は、八戸工業高等専門学校組織運営規則第６条第２項に基づき、運営委員会（以

下「委員会」という。）に関し、必要な事項を定める。 

（審議事項） 

第２条  委員会は、校長の諮問に応じ、次の事項を審議する。 

一  学則その他重要な規則の制定改廃に関する事項 

二  予算の方針に関する事項 

三  施設、整備計画に関する重要事項 

四  教育研究等の効率的、かつ、円滑な遂行に関する事項 

五  地域社会における本校の役割に関する事項 

六  組織、管理運営の改善に関する事項 

七  教育研究活動等の点検及び評価に関する事項 

八 教育活動等の将来構想・計画に関する事項 

九  各種委員会において審議すべき重要事項 

十  各学科間の連絡調整に関する事項 

十一 共同研究、受託研究及び奨学寄附金の受入に関する事項 

十二 教員の資質向上を図るためのファカルテｲ・デｲベロップメントの計画・実施に関する事項 

十三  その他学校運営に関する重要事項 

（組織） 

第３条  委員会は、次の委員をもって組織する。 

一  校長 

二 副校長（第三号、第四号及び第六号に掲げる者を除く。） 

三  教務主事、学生主事及び寮務主事 

四 専攻科長 

五  総合情報センター長 

六  地域テクノセンター長 

七  各学科長（総合科学科長を含む。） 

八  事務部長 

（会議） 

第４条  委員会は、校長が必要に応じ随時招集し、議長となる。ただし、校長に事故あるときは、

企画担当副校長が代行する。 

（委員以外の者の出席） 

第５条  校長が必要と認めたときは、そのつど関係の教職員を委員会に出席させ、当該事項につい

て意見を述べさせることができる。 

（議題） 

第６条  委員会の議題は、開催日の５日前までに総務課総務係でとりまとめ、事前に周知する。た

だし、緊急の場合はこの限りでない。 

  （幹事） 

第７条  委員会に幹事を置き、総務課長及び学生課長をもって充てる。 

  （事務） 

第８条  委員会の事務は、総務課において処理する。 

 

      附  則 
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  この規則は、昭和４４年３月７日から施行する。 

      附  則 

  この規則は、昭和４６年８月１日から施行し、昭和４６年４月１日から適用する。 

      附  則 

  この規則は、昭和４７年４月１日から施行する。 

      附  則 

  この規則は、平成３年４月１日から施行する。 

      附  則 

  この規則は、平成７年４月１日から施行する。 

附  則 

  この規則は、平成１１年４月１日から施行する。 

附  則 

  この規則は、平成１２年４月１日から施行する。 

附  則 

  この規則は、平成１４年４月１日から施行する。 

附  則 

  この規則は、平成１４年５月１３日から施行する。 

附  則 

  この規則は、平成１５年４月１日から施行する。 

附  則 

  この規則は、平成１６年８月２４日から施行する。 

附  則 

この規則は、平成１９年４月４日から施行し、平成１９年４月１日から適用する。 

附  則 

１  この規則は、平成１９年９月２５日から施行する。 

２ 八戸工業高等専門学校組織及び運営方法に関する検討委員会規則（昭和４４年３月７日制定）

は廃止する。 

附  則 

１ この規則は、平成２０年４月１日から施行する。 

２ 八戸工業高等専門学校ファカルテｲ・デｲベロップメント委員会規則（平成１６年３月１５日制

定）は廃止する。 

 

出典 総務課資料 
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（資料６－１－①－４） 

八戸工業高等専門学校学業成績評価及び学年の課程修了並びに卒業認定に関する規則（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     中略 

出典 学生便覧（抜粋） 

 

（資料６－１－①－５） 

審議対象科目 

 

出典 学生便覧（抜粋） 
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（資料６－１－①－６） 

コア科目 
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出典 学生便覧（抜粋） 
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（資料６－１－①－７） 

審議対象科目・コア科目に関する教務委員会での検討エビデンス 

 

平成１８年度 教務委員会記録（第１９回）（抜粋） 

 

日 時：平成１８年１２月１８日(月) １６：４５ ～ １８:００ 

場 所：大会議室 

出席者：佐藤 勝俊、河村 信治、矢口 淳一、髙橋  要、沢村 利洋、松橋 信明、中村 重人、 

武内 学生課長、 石川教務主任(教務係長代理) 

欠席者：なし 

 

議 題： 

１．教育課程別表２－１（第１３条関係）学修単位科目の確認について 

提示された資料を基に各科の教務委員が再度確認し、結果について教務係長に報告することとし、

次回の委員会に再提出することとした。 

     

２．成績評価規則別表１－２（第１１条の２関係）課題研究（Ａ）及び別表３（第１３条関係）審

議対象科目の確認について 

別紙提出資料の内容であることを確認した。 

 

３．成績評価規則別表４（第１３条関係）コア科目について 

入学年度別の表が必要ではないかなどの意見もあり、そのような案も含め、提示された資料を基

に、各科の教務委員が再度確認し、教務係長が取りまとめ次回の委員会に再提出することとした。 

 

４．再試験実施細則について（再試験対象外科目） 

再試験を実施しない科目について、Ｍ科から提出された資料を例に、古い科目名も表に残す必要が

あるのではないかなど、再考が必要と思われるという意見がだされた。科目内容の確認も含め、各

科の教務委員が再確認し、次回教務委員会に再提出することとした。 

（以下，省略） 

出典 平成18年12月18日 教務委員会議事録 
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（資料６－１－①－８） 

卒業判定資料の例 

 

 個人情報保護のため削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典 平成23年3月14日 判定会議資料 
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（資料６－１－①－９） 

達成状況を周知するための資料例 

 

 個人情報保護のため削除 
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出典 平成23年4月26日 教員会議資料 
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（資料６－１－①－１０） 

専攻科の修了要件 

 

 

 

 

出典 学生便覧 八戸工業高等専門学校専攻科授業科目の履修等に関する規則（抜粋） 
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（資料６－１－①－１１） 

プログラム構成を示す別表２－１ 
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出典 シラバス 「産業システム工学」プログラムの修了要件（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



八戸工業高等専門学校 基準６ 

- 267 - 

 

（資料６－１－①－１２） 

各授業科目の学習・教育目標に対する関与割合の例 

 

 

 

出典 シラバス 「産業システム工学」プログラムの修了要件（抜粋） 

 

（資料６－１－①－１３） 

レーダーチャートの例 

 

 個人情報保護のため削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典  平成22年度 産業システム工学プログラム修了認定委員会資料（H23.3.4） 
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（資料６－１－①－１４） 

修了判定資料の例 

 

 個人情報保護のため削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典  平成22年度 産業システム工学プログラム修了認定委員会資料（H23.3.4） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 本校では，卒業要件として学習・教育目標を達成できるよう適切に配置された科目の単位修得（総

単位数，卒業研究，審議対象科目，コア科目），修了要件として学習・教育目標別達成度をはじめと

する達成要件を定め，卒業（修了）認定会議においてそれぞれ卒業（修了）認定を実施しており，目

的に沿った形で，課程に応じて，養成すべき人材像，学生が卒業（修了）時に身につけるべき学力や

資質・能力等について，その達成状況を把握・評価するための適切な取組が行われていると判断され

る。 

 

 

 

観点６－１－②： 各学年や卒業（修了）時等において学生が身に付ける学力や資質・能力につい

て，学校としてその達成状況を評価した結果から判断して，教育の成果や効果が

上がっているか。 

（観点に係る状況）  

 本校では，成績判定資料に基づいて卒業（修了）認定を行うことにより，観点１－１－①で述べた

具体的教育目標を満たす学生を育成している。 

 準学士課程については，進級・卒業判定時における成績不振による留年者数・退学者数の状況は，

変動を繰り返しながらも平成11年度以降，全体的に減少傾向を示しており，教育の成果が上がってい

る（資料６－１－①－９）。平成22年度はここ数年で最多となっており，教務委員会で原因の分析を

行っている。60点未満（不可）の単位を有する学生の延人数は減少傾向に，平均点は向上傾向にあり，

単位修得状況も良好である（資料６－１－①－９）。平成22年度末において，コア科目が課程修了の

要件となる３学年および５学年全員が同要件を満たしている。また卒業要件の一つである審議対象科

目については，総修得単位数が不足した２名が不可となった他は，全員が修得している（資料６－１

－①－８）。同じく卒業要件の一つである卒業研究については，卒業認定者全員が論文をまとめて校

内の卒業研究発表会で発表しており（資料６－１－②－１），このうちの何名かは各種学会等でその

成果を発表するなど（資料６－１－②－２），研究の水準が維持されている。一方，３年生を対象に

全国の高専で一斉に実施される数学，物理の学習到達度試験において，本校は常に全国平均以上の成

績を収めており，特に物理については平均点が高い（資料６－１－②－３）。また多くの学生が積極

的に資格試験や検定試験にチャレンジし合格している（資料６－１－②－４）。このほか，各種コン

テスト等での活躍は，本校学生の技術者としての能力が高いことを示している（資料６－１－②－

５）。 

 専攻科課程については，平成19年度から21年度の3年間で60名が入学し，進路変更により途中退学

した１名を除く59名中，54名が２年間で全ての修了要件を達成し修了を認定されている。２年後の修

了判定時に修了を認定されなかった５名のうち，１名は大学評価・学位授与機構による学士の学位審

査が不可であったこと，他の４名はTOEICスコア400点の要件を達成できなかったことによるものであ

り，それぞれ１名は，後日，要件を達成して専攻科を修了している。TOEICスコアの達成率は93.2％

とやや低いものの，学位の認定率は98.3％，必修科目を含む修得単位数の要件や，学習・教育目標別

達成度の要件についての達成率は100％であり，教育の成果が上がっている。専攻科の特別研究は，

地域企業等からも参加して学外で行われる特別研究発表会で発表するとともに，全員が各種学会等で

研究成果を発表しており，その水準が標準以上の高さであることを裏付けている（資料６－１－②－
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６）。このことからも教育の成果が上がっていると判断される。 

（資料６－１－②－１） 

卒業研究テーマの例 

 

 個人情報保護のため削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典 高専だより第135号（平成23年3月） 
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（資料６－１－②－２） 

５年生の学会での発表に伴う旅費支給記録（平成22年度） 

 

 個人情報保護のため削除 

 

 

 

 

 

 

出典 学生課資料 
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（資料６－１－②－３） 

平成22年度学習到達度試験（物理）の成績分析 
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出典 平成23年4月6日 教員会議資料 

 

 



八戸工業高等専門学校 基準６ 

- 274 - 

 

（資料６－１－②－４） 

学生の資格等取得状況 

 

 個人情報保護のため削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典 高専だより第135号（平成23年3月） 
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（資料６－１－②－５） 

各種コンテスト等での活躍状況 

 

出典 第10回評議員会説明資料（抜粋，H23.2.3） 

 

（資料６－１－②－６） 

専攻科学生の学会での発表に伴う旅費支給記録（平成22年度） 

 

 個人情報保護のため削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典 学生課資料 
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（分析結果とその根拠理由）  

 本校では，卒業（修了）要件に定めた単位の修得状況は良好であり，卒業研究や特別研究も標準以

上の水準を維持している。さらに各種資格の取得状況，各種コンテストにおける成績，大学評価・学

位授与機構による学位認定状況から判断して，各学年や卒業（修了）時において学生が身に付ける学

力や資質・能力について，教育の成果が上がっていると判断される。 
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観点６－１－③： 教育の目的において意図している養成しようとする人材像等について，就職や

進学といった卒業（修了）後の進路の状況等の実績や成果から判断して，教育の

成果や効果が上がっているか。 

（観点に係る状況）  

 本校の卒業（修了）生は，現場のものづくりに関する知識・技術を兼ね備えた実践的技術者として

企業等から高く評価されている。これを反映して，平成22年度卒業（修了）の就職希望者に対する求

人倍率は，準学士課程で平均20.7倍，専攻科課程で72.1倍であり，就職率は開校以来100％を維持し

ている（資料６－１－③－１）。産業別の就職状況については，準学士課程卒業者の場合，機械工学

科及び物質工学科は製造業を，電気情報工学科は製造・情報通信業を，建設環境工学科は建設業と公

務員関係の職業を中心に有力企業等の幅広い分野に就職しており，本校卒業（終了）生の能力が産業

界に高く評価されているといえる（資料６－１－③－１）。 

 準学士課程卒業時の大学・専攻科等への進学状況は資料のとおりであり，概ね35％程度の割合とな

っている（資料６－１－③－２）。専門的・実践的な知識・技術を身に付けた若い技術者の輩出を目

指す本校にとって，適切な割合であると判断される。専攻科については，平均20名程度の修了生のう

ち，3～4名程度が国公立大学院へ進学している（資料６－１－③－２）。 

（分析結果とその根拠理由）  

 就職状況や進学状況の実績から判断して，準学士課程および専攻科課程いずれについても，本校の

目的に沿った教育の成果が上がっていると判断される。 
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（資料６－１－③－１） 

就職状況 

 

出典 八戸工業高等専門学校要覧2010年版 p.46 
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（資料６－１－③－２） 

進学状況 

 

出典 八戸工業高等専門学校要覧2010年版 p.47 
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観点６－１－④： 学生が行う学習達成度評価等，学生からの意見聴取の結果から判断して，教育

の成果や効果が上がっているか。 

（観点に係る状況）  

 本校では，卒業時に身に付ける学力や資質・能力について学生自身が行う学習達成度評価は学習等

達成度記録簿で実施している（資料６－１－④－１）。同記録簿には，学習・教育目標を具体化した

21項目の行動基準に対して100点満点で自己評価する欄を設けており，準学士課程では，専門科目が

増える４学年進級時，５学年進級時，卒業時の計３回， 専攻科課程では入学時，2年進級時，修了時

の計３回，自己評価値を記入させている。 

 準学士課程では，学生の記入後に学級担任がその内容を確認しているが，卒業時には全員が概ね目

標を達成している。 

 専攻科課程については，プログラム修了認定委員会において，全員の入学時と修了時の評価値がグ

ラフ化された資料として配布され（資料６－１－④－２），全ての項目で60点以上であることを確認

している。全体として教育の成果が上がっているといえる。 

  

（分析結果とその根拠理由） 

 本校では，学習等達成記録簿によって学習・教育目標に対する達成度の自己評価を実施している。

準学士課程卒業時の達成度は学級担任が確認している。また専攻科修了時の達成度は，プログラム修

了認定委員会において全員の全項目について60点以上であることを確認している。これらの結果から

本校の意図する教育の成果や効果が上がっていると判断される。 
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（資料６－１－④－１） 

学習等達成度記録簿の例 

 

出典 平成22年度学生資料 
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（資料６－１－④－２） 

自己達成度評価結果の例 

 

 個人情報保護のため削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典  平成22年度 産業システム工学プログラム修了認定委員会資料（H23.3.4） 
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観点６－１－⑤： 卒業（修了）生や進路先等の関係者から，卒業（修了）生が在学時に身に付け

た学力や資質・能力や，卒業（修了）後の成果等に関する意見を聴取する等の取

組を実施しているか。また，その結果から判断して，教育の成果や効果が上がっ

ているか。 

（観点に係る状況）  

 本校では，平成14年度から概ね３年ごとに卒業生および企業等に対するアンケート調査を実施して

いる。最近では平成17年に「学生の要望・社会の要望等に関するアンケート」，平成20年夏に在校生，

在校生の保護者，卒業生および企業・機関に対するアンケート調査を行い，結果を全教員に配布して，

本校の現状を把握するとともに教育改善等に活用している。 

 平成20年度の卒業生に対するアンケート結果をみると，回答者のうちその他(22％)を除く78％が公

務員を含む工学系の職業に就いており，生産，設計，研究・開発，経営・管理等の職種が多い（資料

６－１－⑤－１）。全体の78％が八戸高専を卒業して「良かった」と回答しており，現在の仕事と高

専での学科との関係は，「深く関係」44％，「工学系だが他分野」22％，「工学系以外で多少関係」

21％であることから，高専で学んだ専門分野や工学分野など関連する分野で活躍していることがうか

がわれる。56％が高専での学習が仕事に役立っているとしており，具体的な科目としては数学と専門

基礎科目が多く挙げられている。一方，苦労している科目授業科目で56％が英語を挙げており，改善

が望まれる。学業とともに本校で重視している寮生活と部活動については，いずれも半数以上が「役

立っている」と回答している。専攻科修了生に対するアンケート結果についても同様の傾向がうかが

われる（資料６－１－⑤－２）。以上のことから，本校における教育の効果が上がっていると判断さ

れる。 

 企業に対するアンケート結果では，本科卒業生の資質・能力について，①協調性，②専門的知識技

術力，③情報処理能力，④コミュニケーション能力，⑤企画開発能力の５つの面から同年の４年制大

学卒業生と比較した結果，全項目で85％以上が「同等あるいはそれ以上」と回答しており，本校にお

ける教育の成果や効果が第三者的にも上がっていると判断される。（資料６－１－⑤－３） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 本校では，卒業（修了）生が在学時に身に付けた学力や資質・能力について，卒業生・修了生およ

び進路先からアンケートによる意見聴取の取り組みを行っており，その結果から，本校として期待す

る教育の成果や効果が上がっていると判断される。 
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（資料６－１－⑤－１） 

平成20年度 アンケート結果（本科卒業生） 

平成２０年度　学生の要望・社会の要請等に関するアンケート調査から

本科卒業生に関する調査結果

調査時期：　　平成２０年８月～９月

表示：　　　　　網掛けの質問に対する結果は右側にグラフで表示
　　　　　　　　 下線を引いた質問項目は平成１７年度調査にはなかった項目

質問事項

(a) 就職 64 82
(b) 大学編入就職 1 1
(c) 専攻進学就職 1 1
(d) 大学院進学就職 9 12
(e) 大学院進学 2 3
(f) その他 1 1
(a) 30年以上 33 43
(b) ２０～29年 18 23
(c) １０～19年 11 14
(d) 9年以下 15 20
(a) 一般機械器具 3 4
(b) 電気機械器具 9 12
(c) 輸送用機器 10 13
(d) 精密機械器具 1 1
(e) 繊維工業 0 0
(f) 化学工業 5 6
(g) 建設業 10 13
(h) 電気・ガス・水道 9 12
(i) 情報・サービス 5 6
(j) 公務員 8 10
(k) その他 17 22
(a) 生産 16 20
(b) 設計 12 15
(c) 研究・開発 10 12
(d) 調査・企画 1 1
(e) 資材 1 1
(f) 営業 6 7
(g) サービスエンジニア 5 6
(h) 経営・管理 10 12
（ｉ） 教育 5 6
（ｊ） その他 15 19
(a) 経営者・役員 9 12
(b) 部長・工場長 8 10
(c) 課長 16 21
(d) 係長・主任 12 16
(e) 専門職 12 16
(f) その他 20 26
(a) よかった 60 78
(b) 普通 15 19
(c) 良くなかった 2 3
(a) 深く関係 33 44
(b) 工学系だが他分野 17 22
(c) 工学系以外で多少関係 16 21
(d) 全く無関係 9 12
(e) その他 1 1
(a) 役に立っている 33 56
(b) 普通 21 36
(c) 役に立っていない 5 8
(a) 英語 10 9
(b) 数学 23 21
(c) 国語 4 4
(d) その他一般科目 5 5
(e) 専門基礎 29 26
(f) 専門応用 7 6
(g) 情報技術 12 11
(h) 実験能力 13 12
(i) その他 8 7
(a) 英語 34 56
(b) 数学 2 3
(c) 国語 5 8
(d) その他一般科目 2 3
(e) 専門基礎 5 8
(f) 専門応用 2 3
(g) 情報技術 8 13
(h) 実験能力 1 2
(i) その他 2 3
(a) 役に立っている 49 80
(b) 役立っていない 5 8
(c) 寮生活しなかった 7 12
(a) 役に立っている 40 64
(b) 役立っていない 7 11
(c) 部活動しなかった 16 25
(a) 差はある 24 37
(b) 差はない 28 44
（ｃ） わからない 12 19
(a) 知っている 56 88
(b) 知らない 8 12
(a) 良い 49 77
(b) 悪い 0 0
(c) わからない 15 23
(a) 知っている 19 30
(b) 聞いたことある 26 40
(c) 知らない 19 30
(a) 知っている 38 50
(b) 知らない 38 50

14．専攻科の認

知度

15．ものづくりの
技術者育成の教
育方針

16．JABEEの認
知度

17．ＪＡＢＥＥ認定

取得

9．役立っている
授業（複数回答

可）

7．現在の仕事と
高専での学科と

の関係

10．苦労している

教科（複数回答
可）

11．寮生活

12．部活動

13．大学との実
力差

2．卒業後何年

3．現在の業種

4．現在の職種

5．現在の職責

6．高専卒業して

8．高専での学習
が仕事に

調査対象：　　各学科５０名。合計２００名。
回答数：　　　 ７７名

本科卒業
（数）

本科卒業
（％）選択肢

1．卒業後の進路

78%

19%

3%

６．高専卒業して

よかった

普通

良くなかった

約８割の卒業生が

満足している。普通
まで含めると全員肯

定的。

44%

22%

21%

12%

1%
7．現在の仕事と高専での学科との関係

深く関係

工学系だが他分野

工学系以外で多少関係

全く無関係

その他

約4割が専門学科の分野

で仕事をしている。専門

学科と関係ない分野も4

割ほどいる。

0

10

20

30

40

英
語

数
学

国
語

そ
の

他
一

般
科

目

専
門

基
礎

専
門

応
用

情
報

技
術

実
験

能
力

そ
の

他

人
数

９．役立っている授業（人）

専門基礎力と数

学が役立ってい

る。H17年度も同

様の傾向が見ら

れた。

80%

8%

12%

１１．寮生活

役に立っている

役立っていない

寮生活しなかった

H17年度と同じ割合。

寮生活は「役に立って
いる」と高く評価され

ている。

56%
36%

8%

８．高専での学習が仕事に

役に立っている

普通

役に立っていない

高専での勉強は

役立っていると評
価している。

0

10

20

30

40

英
語

数
学

国
語

そ
の

他
一

般
科

目

専
門

基
礎

専
門

応
用

情
報

技
術

実
験

能
力

そ
の

他

人
数

１０．苦労している教科（人）

年齢を問わず英

語で苦労してい
る。H17年度も同

様の傾向が見ら

れた。

64%
11%

25%

12．部活動

役に立っている

役立っていない

部活動しなかった

H17年度より部活動

をしていない人の割

合が増加。部活動

は「役に立っている」

と評価されている。

88%

12%

１４．専攻科の認知度

知っている

知らない

H17年度とほぼ

同じ認知度。

37%

44%

19%

１３．大学との実力差

差はある

差はない

わからない

H17年度とほぼ同

じ割合。差を感じて

いる人といない人

がそれぞれ同じ程

度いる。

77%

0%

23%

１５．ものづくりの技術者育成の教育方針

良い

悪い

わからない

本校の教育方針

は良く理解されて
いる。

30%

40%

30%

１６．JABEEの認知度

知っている

聞いたことある

知らない

H17年度は、「知っ

ている」、「聞いたこ
とがある」あわせて

55％。認知度が上

がった。

50%50%

１７．JABEE認定取得

知っている

知らない

H17年度のJABEE

認定の認知度は
約40％。認知度が

上がった。

43%

23%

14%

20%

２．卒業後何年

30年以上

２０～29年

１０～19年

9年以下

卒業後、３０年

以上が多い。

H20年度は本科卒業後、
就職した人の割合が高
い。

H20年度の回答者は、
輸送用機器、建設業が
多い。

H20年度の回答者は、
生産、設計、研究・開
発、経営・管理が多い。

課長、係長・主任が多
い。H17年度も同様の傾
向が見られた。
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（資料６－１－⑤－２） 

平成20年度 アンケート結果（専攻科修了生） 
平成２０年度　学生の要望・社会の要請等に関するアンケート調査から

専攻科修了生に関する調査結果

調査時期：　平成２０年７月３１日、８月中旬～９月３０日

質問事項

(a) 準学士後すぐ就職 0 0

(b) 大学編入後・就職 0 0

(c) 専攻進学後・就職 24 75

(d) 大学院進学後・就職 2 6.3

(e) 大学院進学・在学 4 12.5

(f) その他 2 6.3

(a) 30年以上 0 0

(b) ２０～29年 0 0

(c) １０～19年 0 0

(d) 9年以下 32 100

(a) 一般機械器具 2 6.3

(b) 電気機械器具 7 21.9

(c) 輸送用機器 2 6.3

(d) 精密機械器具 1 3.1

(e) 繊維工業 0 0

(f) 化学工業 3 9.4

(g) 建設業 6 18.8

(h) 電気・ガス・水道 0 0

(i) 情報・サービス 1 3.1

(j) 公務員 2 6.3

(k) その他 4 12.5

(a) 生産 5 15.6

(b) 設計 11 34.4

(c) 研究・開発 5 15.6

(d) 調査・企画 0 0

(e) 資材 0 0

(f) 営業 1 3.1

(g) サービスエンジニア 2 6.3

(h) 経営・管理 0 0

（ｉ） 教育 0 0

（ｊ） その他 7 21.9

(a) 経営者・役員 0 0

(b) 部長・工場長 0 0

(c) 課長 1 3.1

(d) 係長・主任 1 3.1

(e) 専門職 9 28.1

(f) その他 16 50

(a) よかった 26 81.3

(b) 普通 5 15.6

(c) 良くなかった 1 3.1

(a) 深く関係している 21 65.6

(b) 他の分野に携わっている 3 9.4

(c) 多少関係している 1 3.1

(d) 全く関係していない 3 9.4

(e) その他 0 0

(a) 役に立っている 15 46.9

(b) 普通 6 18.8

(c) 役に立っていない 3 9.4

(a) 英語 1 3.1

(b) 数学 7 21.9

(c) 国語 1 3.1

(d) その他一般科目 1 3.1

(e) 専門基礎 16 50

(f) 専門応用 8 25

(g) 情報技術 3 9.4

(h) 実験能力 9 28.1

(i) その他 1 3.1

(a) 英語 11 34.4

(b) 数学 1 3.1

(c) 国語 2 6.3

(d) その他一般科目 2 6.3

(e) 専門基礎 2 6.3

(f) 専門応用 1 3.1

(g) 情報技術 0 0

(h) 実験能力 0 0

(i) その他 3 9.4

(a) 役に立っている 13 40.6

(b) 役立っていない 3 9.4

(c) 寮生活しなかった 7 21.9

(a) 役に立っている 16 50

(b) 役立っていない 2 6.3

(c) 部活動しなかった 5 15.6

(a) 差はある 10 41.7

(b) 差はない 7 29.2

（ｃ） わからない 7 29.2

(a) 知っている 20 100

(b) 知らない 0 0

(a) 良い 23 92

(b) 悪い 0 0

(c) わからない 2 8

(a) 知っている 23 95.8

(b) 聞いたことある 1 4.2

(c) 知らない 0 0.0

(a) 知っている 31 96.9

(b) 知らない 1 3.1

調査対象：　　専攻科修了生９７名
回答数：　　　 ３２名

専攻科修了

（人数）

専攻科修了

（％）選択肢

7．仕事と専

攻の関係

10．苦労し

ている教科

1１．寮生活

1２．部活動

1．卒業後の

進路

2．卒業後何

年

3．現在の業

種

4．現在の職

種

5．現在の職

責

6．高専卒業

して

1３．大学と

の実力差

1４．専攻科

の認知度

1５．ものづく

りの技術者

育成の教育

方針

1６．JABEE

の認知度

1７．ＪＡＢＥ

Ｅ認定取得

８．高専での

学習が仕事

に

９．役立って

いる授業

ＮＯ２． 卒業後の年数

３０年以上

２０年以上

１０年以上

９年以下

ＮＯ２． 卒業後の年数

３０年以上

２０年以上

１０年以上

９年以下

ＮＯ３． 現在の業種

一般機械

電気機器

輸送機械

精密機械

繊維

化学

建設

電気ガス水道

情報ｻｰﾋﾞｽ

公務

その他

ＮＯ４． 現在の職種

生産

設計

研究開発

調査企画

資材

営業

ｻｰﾋﾞｽｴﾝｼﾞﾆｱ

経営管理

教育

その他

ＮＯ５． 現在の職責

経営者・役員

部長工場長

課長

係長主任

専門職

その他

ＮＯ６． 八戸高専卒業の自己評価

良かった

普通

良くなかった

ＮＯ８． 高専の学習と仕事の関係

役立っている

普通

役立っていない

ＮＯ７． 高専の学習と仕事の関係

深く関係している

他の分野に携わって

いる

多少関係している

全く関係していない

その他

0

10

20

30

40

50

60

ＮＯ９． 役立っている授業科目（複数選択可）

0

5

10

15

20

25

30

35

40

ＮＯ１０． 苦労している教科（複数選択可） ＮＯ１１． 寮生活の評価

役立っている

役立っていない

寮生活しなかった

NO１２. 部活動の評価

役立っている

役立っていない

部活動しなかった

NO１３. ４大卒との実力差

差はある

差はない

分からない

NO１４. 専攻科の周知度

知っている

知らない

ＮＯ１５．教育方針に対する評価

良い

良くない

分からない

NO１６．ＪＡＢＥＥの周知度

知っている

聞いたことはある

知らない

NO１７. JABEE取得の周知度

知っている

知らない
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（資料６－１－⑤－３） 

平成20年度 アンケート結果（企業） 

Ｈ20アンケート調査（企業・機関関係）

質問NO 質問（適宜、短縮している） 選NO 選択肢の内容 回答数

a 一般機械 1

b 電気機器 10

c 輸送機械 5

d 精密機械 1

e 繊維 1

f 化学 11

g 建設 10

h 電気ガス水道 3

i 情報ｻｰﾋﾞｽ 4

j 公務 2

k その他 6

a 採用している 48

b 採用していない 6

a 採用する 45

b 採用しない

c 分からない 9

4.1 a 高い 26

b 同じ 24

c 低い 2

a 高い 16

b 同じ 24

c 低い 3

a 高い 11

b 同じ 31

c 低い 1

a 高い 11

b 同じ 27

c 低い 6

a 高い 8

b 同じ 29

c 低い 6

4.2 a 優れている科目無し 7

b 英語 1

c 数学 13

d 国語

e その他一般科目

f 専門基礎科目 9

g 専門応用科目 3

h 情報技術 9

i 実験能力 13

j その他 10

4.3 a 劣っている科目無し 19

b 英語 9

c 数学

d 国語 1

e その他一般科目

f 専門基礎科目

g 専門応用科目

h 情報技術

i 実験能力

j その他 4

a 知っている 41

b 知らない 5

a 期待する 37

b 期待しない

c 分からない 8

a 良い 42

b 良くない

c 分からない 5

a 知っている 22

b 知らない 22

a これでよい 10

b 少ない 8

c 分からない 26

a 長期Ｉに協力できる 1

b １ｹ月協力可 4

c ２週間協力可 25

ｄ 考えていない 14

ｅ その他 8

a 採用している 36

b 採用していない 43

a 採用する 40

b 採用しない 2

c 分からない 13

a 期待する 11

b 将来考える 14

ｃ 分からない 35

ｄ 活用しない

a 考えている 2

ｃ 将来考える 16

ｂ 考えていない 35

②専門的知識・技術力は

③情報処理能力は

④　コミュニケーション能力は

⑤企画・開発能力は

貴社・貴機関の業種についてお答え

下さい

八戸高専(本科)の卒業生を採用し

ていますか

今後、八戸高専（本科５年制）の卒

業生の採用予定はありますか

①協調性は

八戸高専の専攻科生の目的「専門

技術分野の基礎的素養をもった実

践的な技術者の養成」についてどの

ように思われますか。

八戸高専の専攻科の教育プログラ

ムはJABEE認定校となったことをご

存知ですか

八戸高専の専攻科の定員（本科の

１割（１６名））についてどのようにお

考えですか

専攻科では多くの企業・機関にご協

力を頂いて、2週間程度のインター

ンシップ（学外研修）を実施してきま

した。

今後、長期のインターンシップ（３ｹ

月程度）の実施について検討してお

ります

八戸高専卒業生の能力で優れてい

ると思われる教科は何ですか。（複

数回答可）

八戸高専卒業生の能力で劣ると思

われる教科は何ですか。　（複数回

答可）

八戸高専に学士課程の専攻科が設

置されていることをご存知ですか

八戸高専専攻科の教育・研究に期

待しますか

八戸高専専攻科の修了生を採用し

ていますか

八戸高専専攻科は社会人の教育の

場として門戸を広げています

貴社・貴機関は八戸高専との共同

研究・開発を考えていますか

八戸高専

（本科５年

制）の卒業

生は同年

代の４年制

大学卒業

生と比較し

て

5

6

7

8

今後、八戸高専専攻科の修了生の

採用予定はありますか

1

14

3

2

9

10

11

13

12

2%

18%

9%

2%

2%
20%

19%

6%

7%

4% 11%

１．業種は
一般機械

電気機器

輸送機械

精密機械

繊維

化学

建設

電気ガス水道

情報ｻｰﾋﾞｽ

公務

その他

電気機器、

化学、建設

が多い。

89%

11%

２．本科卒業生を採用しているか

採用している

採用していない

本科の卒業生を採用し

ている企業・機関が89

％で、圧倒的に多い。

83%

0%
17%

３．今後本科卒業生を採用する予定は

採用する

採用しない

分からない

採用予定が83％で、圧

倒的に多い。

50%
46%

4%

４．１① 協調性は（対大学卒）
高い

同じ

低い

協調性は、96％が大学卒

と同様あるいはそれ以上

と、非常に高く評価されて

いる。

37%

56%

7%

４．１②専門的知識・技術力は（対大学卒）
高い

同じ

低い

専門的知識・技術力は、

93％が大学卒と同様ある

いはそれ以上と、非常に

高く評価されている。

26%

72%

2%
４．１③情報処理能力は（耐大学卒）

高い

同じ

低い

情報処理能力は、大学

卒と同程度が3/4で、そ

れ以上の評価が1/4であ

る。

25%

61%

14%

４．１④コミュニケーション能力は（耐大学卒）

高い

同じ

低い

コミュニケーション能力

は、大学卒と同様ある

いはそれ以上が86％で

良い評価であるが、

14％が低いと評価され

ている。
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Ｈ20アンケート調査（企業・機関関係）　（つづき）

19%

67%

14%

４．１⑤企画開発力は（対大学卒）
高い

同じ

低い

企画開発力は、大学卒

と同様あるいはそれ以

上が86％で良い評価で

あるが、14％が低い評

価である。

11%
1%

20%

0%
0%14%

5%
14%

20%

15%

４．２ 優れている教科・能力 優れている科目無し

英語

数学

国語

その他一般科目

専門基礎科目

専門応用科目

情報技術

実験能力

その他

実験能力と数学を評価する企業が多い。続

58%27%

0%

3%
0%

0%

0%

0%

0%

12%

４．３ 劣っている教科・能力 劣っている科目無し
英語
数学
国語
その他一般科目
専門基礎科目
専門応用科目
情報技術
実験能力
その他

「劣っている科目無し」が約６割であるが、

英語が27％で、弱いと評価されている。

89%

11%

５．専攻科が設置されていることについて

知っている

知らない

約９割が専攻科の存在

を知っているが、まだ１

割が知らない。

82%

0%
18%

６．専攻科の教育研究について

期待する

期待しない

分からない

約８割が専攻科の教育研

究に期待している。
89%

0%
11%

７．専攻科の教育目的について 良い

良くない

分からない

約９割が専攻科の教育

目的は良いと評価して

いる。

50%50%

８．ＪＡＢＥＥ認定校になったことについて
知っている

知らない

ＪＡＢＥＥ認定を知って

いるのは、50％に留

まっている。

23%

18%59%

９．専攻科の定員（本科の１割）について
これでよい

少ない

分からない

「わからない」が約６割

もあり、定員について

は認識があまりない。

2%

8%

48%

27%

15%

１０ 長期インターンシップについて

長期Ｉに協力できる

１ｹ月協力可

２週間協力可

考えていない

その他

２週間程度が半分を占めて

いる。１割ではあるが、１ヶ

月以上協力可能なところも

ある。

46%

54%

１１．専攻科修了生の採用について

採用している

採用していない

約５割が採用しており、専

攻科生の存在が徐々に定

着しつつある。

18%

23%59%

0%

１３．専攻科を社会人教育の場として

期待する

将来考える

分からない

活用しない

「わからない」が約６割で、

「期待する」、「将来考える」

が４割である。

4%

30%

66%

１４．本校との共同研究・共同開発について

考えている

将来考える

考えていない

2/3が「考えていない」と回

答しているが、1/3は可能

性がある。

73%

3%

24%

１２．専攻科修了生の採用予定について
採用する

採用しない

分からない

７割以上が専攻科修了生

の採用を予定しており、拡

大傾向にある。
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

 専攻科課程では，各科目の単位数，学習教育目標への関与割合およびその成績を乗じて全科目につ

いて積算した独自の指標「学習・教育目標別達成度」を用いた評価を行うなど，卒業（修了）時に身

に付けるべき資質・能力の達成度評価が行われている。単位の修得状況や学位認定状況も良好に推移

しており，教育の成果が上がっている。21項目に細分化した行動基準に対する自己達成度評価や卒業

生・進路先企業等からのアンケート調査により，本校の目的の達成状況を把握する仕組みが整ってい

る。 

 

（改善を要する点） 

 専攻科修了要件の一つであるTOEICスコア400点以上を達成できない例が生じており，改善が必要で

ある。今後，専攻科修了要件として本校独自の英語修了要件を設定し，その一つとしてTOEICスコア

400点を加味する予定である。 

 

 

（３）基準６の自己評価の概要 

 

本校では，卒業要件として学習・教育目標を達成できるよう適切に配置された科目の単位修得（総

単位数，卒業研究，コア科目，審議対象科目），修了要件として学習・教育目標別達成度をはじめと

する達成要件が定められ，卒業（修了）認定会議において要件が満たされた学生のみの卒業（修了）

が認定されており，卒業（修了）時に身につけるべき学力や資質・能力等について，その達成状況を

把握・評価するための取組が行われている。 

 授業科目の単位の修得状況は良好であり，卒業研究や特別研究も外部の学会等での発表を行うなど

標準以上の水準が維持されている。さらに各種資格の取得状況，各種コンテストにおける成績，大学

評価・学位授与機構による学位認定状況は良好に推移しており，教育の成果が上がっている。 

 本校の卒業（修了）生は，現場のものづくりに関する知識・技術を兼ね備えた実践的技術者として

企業等から高く評価されており，就職希望者に対する求人倍率は準学士課程で20倍程度，専攻科課程

で70倍程度（平成22年度）と高く，就職率は開校以来100％が維持されている。また準学士課程卒業

生の約35％程度，専攻科課程修了生の15％程度が進学している。本校では，卒業生および進路先から

アンケートによる意見聴取の取り組みが行われており，その結果からも，本校として期待する教育の

成果が上がっていると判断される。 
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基準７ 学生支援等 

（１）観点ごとの分析 

観点７－１－①： 学習を進める上でのガイダンスが整備され，適切に実施されているか。また，

学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備され，機能してい

るか。 

（観点に係る状況） 

年度始めにすべての学年において，学習上の留意事項が，１年間のスケジュールとともに説明され

ている。この際，シラバスが活用されるが，シラバスには，ＪＡＢＥＥプログラム（産業システム工

学プログラム）の説明，各学科の履修要領，各学科の学習・教育目標と教育課程，カリキュラムの流

れ図が掲載されている（資料７－１－①－１）。シラバスは本校ホームページに掲載されており，パ

ソコン上でいつでも見ることができる（資料７－１－①－２）。１回目の授業において，科目担当教

員から授業シラバスが配布され，授業内容の留意点等について説明している（資料７－１－①－３）。

年度始めにシラバスを閉じるファイルが全員に配布され，授業で配布されたシラバスをファイリング

するように指導している。一方，単位修得確認簿（資料７－１－①－４）及び学習等達成度記録簿

（資料７－１－①－５）を配布，学生に記載させて学習を自主的に進めるための方策としている。特

に，第１学年では「入学者研修会」（資料７－１－①－６）が，第４学年では「第４学年進級式」

（資料７－１－①－７）が行われ，専攻科においても１年（資料７－１－①－８）と２年の学期始め

に，それぞれガイダンスが行われており，学習を進めるための解説を行っている。 

全教員がオフィスアワーを週１回以上（１～２単位時間）設定・開設し，学生の学習相談を受け，

助言を行っている（資料７－１－①－９，１０）。また，科目担当教員の電話番号，電子メールアド

レスをシラバスや本校ホームページ上で公開しており，電子メール等による学習相談も受け付けてい

る（資料７－１－①－１１，１２）。 

 

 

「平成23年度シラバス」（機械工学科の履修要領の一部を抜粋）      資料７－１－①－１ 

 

（出典 平成23年度シラバスp.28～p.29） 
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 「本校ホームページへのシラバスの掲載」              資料７－１－①－２ 

 

（出典 本校ホームページ） 
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「科目シラバス」（一例）                      資料７－１－①－３ 

 

（出典 平成23年度シラバスp.E38） 
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「単位修得確認簿表紙」（平成20年度物質工学科入学者用，現４学年）   資料７－１－①－４ 

 

学籍番号

氏名

学級担任
欄

学　生
欄

入学時 2年進級時 3年進級時 4年進級時 5年進級時

確　認　印

物質工学科

高
専

単 位 修 得 確 認 簿

　　（　平成20年度入学者　）

 

（出典 学生課入試・教務係 平成20年度入学者用単位修得確認簿 表紙） 
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「学習等達成度記録簿」（４年，５年生用の一部を抜粋）        資料７－１－①－５ 

 
（1）本科2年間(４,５年)における勉学目標

（2）本科2年間(４,５年)における勉学以外の目標

   で自己採点を行ってください。 （各学年の開始時期に行ってください。入学時における高専生の平均を60点と考えます。）

（合計） 平均

（合計） 平均

（合計） 平均

（合計） 平均

(B-1)数学、自然科学
の基礎知識と実験・測
定技術および情報処理
技術を修得し応用でき
る。

(B-2)得意とする専門
分野の知識と技術を修
得し、「連峰型教育」を
活かした複合的専門基
礎知識も身につける。

（Ｃ-1）協調性を発揮
し、技術を創造・開発ま
たはシステム化できる
デザイン能力とものづく
り能力を修得する。

責任と義務を共有し、状況に応じ異なる役割を担うことができるか

実現可能な複数のアイディアを客観的に分析できるか

問題解決のために、数学的、科学的、工学的な知識とスキルを応用できるか

課題解決に必要な材料、装置、システム等を与えられた制約の下で企画・設計し、作り、
活用することができるか

学習教育目標 自己評価項目（行動基準）
4年

進級時
(　　　)年 (　　　)年 (　　　)年

学習等達成度記録簿(その１)

(３)学校での勉学、読書や課外活動、資格取得、ボランティア活動等を通じて学んだことから、以下の項目について 100点満点

（Ａ）国際的視野に立
ち、地球環境や人類社
会に及ぼす技術の影
響を理解し、またその
責任を自覚できる、誠
実で健全な心身を養
う。

 数学、自然科学、情報処理に関する基礎知識を修得しているか

 計画的に実験を行い、データを測定・整理・図示し，説明することができるか

数理的手法やコンピュータを使ってデータの解析ができるか

世界には多様な文化が存在していることを理解し、それらの価値観が多様性であることを
理解できるか

地球上の人々の相互依存関係について理解し、説明できるか

関連する異分野の基本的な用語の理解ができ、専門分野との関連性や意義を理解し説
明できるか

自然現象の規則性を見出し，その重要性を説明できるか

各専門分野の基礎工学（5群6科目：制御システム、論理情報、材料バイオ、力学、社会技
術の各分野）の修得するか

当該学年で履修する専門分野の知識と技術を修得しているか

複合的な問題に対して専門分野以外にどのような知識や技術が必要であるかを理解でき
るか（詳細までは求めない）

誠実で健全な心身を保ち、自分で新しい知識や適切な情報を獲得して行くことの重要性を
理解し、基礎的な学習能力の修得に努力しているか

技術が地球環境や人類社会にもたらす影響に関して理解し説明できるか

卒業時

 

（出典 学生課入試・教務係 学習達成度記録簿） 
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「入学者研修会実施要項」                      資料７－１－①－６ 

 

（出典 平成 23年 3 月 14 日 教員会議資料） 
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「第４学年 進級式実施要項」                     資料７－１－①－７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 23年 3 月 14 日 教員会議資料） 

 

平成２３年度 第４学年 進級式実施要項 
 

 

 

日    時：  平成２３年 4 月８日（金）始業式(対面式)終了後 10：50～11：20 

 

場    所：  合  併  教  室 

 

 

出席教員：  校長、教務主事、産業システム工学プログラム計画委員長、専攻科長、 

５学科長、第４学年学級担任、３教務主事補、学生課長 

 

対象学生：  本科第４学年生全員（留年学生を含む。） 

 

    次  第            進行  教務主事補 

 

１）開 式 

 

２）校長講話 

 

３）産業システム工学プログラム計画委員長説明 

― 本校の学習・教育目標と産業システム工学プログラム 

及び JABEE 等について ― 

４）閉 式 

 

 

 

       終了後の日程 

1.  各ＨＲ教室で学生便覧・シラバスファイル配付 

2. 写真撮影・定期健康診断 

3. 教科書購入 
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「専攻科新入生ガイダンス実施要項」                  資料７－１－①－８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 23年 4 月 6 日 教員会議資料） 

 
平成２３年度 専攻科新入生ガイダンス実施要項 

 

  ○日 時：平成２３年 4 月７日（木）１３：００～１６：００ 

  ○場 所：合併教室 

  ○受付時間：１２：４０～１２：５５ 於：合併教室前 

  ※受付時に学生に下記の資料配布 

   学生証、在学証明書、学生便覧、シラバス、単位修得確認簿、学習等達成度記録簿、 

   大学評価・学位授与機構「新しい学士への途」、産業システム工学プログラム履修確約書、 

   前期専攻科授業時間割表（使用教室割振表） 

  ○全体ガイダンス（１３：００～１４：１０頃） 

   出席者：校長、専攻科長、産業システム工学プログラム計画委員長、教務主事、 

       副専攻科長、専攻（副）主任、専攻科委員、学生課長 

 

 次 第（進行：学生課長） 

 １）校長挨拶 

 ２）専攻科長挨拶および専攻科説明 

 ３）副専攻科長、各専攻主任（副主任）、専攻科委員、プログラム計画委員長の紹介 

 ４）産業システム工学プログラム計画委員長概要説明 

－本校の学習・教育目標と産業システム工学プログラム等について－ 

 ５）副専攻科長による専攻科についての概要説明 

 ６）事務連絡等 

 

 ○写真撮影（１４：１５～１４：３０） 

  撮影場所：専攻科棟玄関（全専攻集合写真） 

  ≪写真撮影参加教員≫ 

  校長、専攻科長、教務主事、副専攻科長、専攻主任（副主任）、専攻科委員 

 

 ○各専攻別ガイダンス（写真撮影終了後１４：４０～） 

 

専 攻 人数 場所 備考 

機械・電気システム工学専攻（機械系） ５ 専攻演習室（４）  

機械・電気システム工学専攻（電気系） ８ 専攻演習室（１）（２）  

物質工学専攻 ８ 専攻講義室  

建設環境工学専攻 ７ 専攻演習室（３）  
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オフィスアワーの設定時間割表                    資料７－１－①－９ 

 

（出典 学生課入試・教務係資料 教室掲示物） 
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「オフィスアワー等来訪学生記録簿」（一例）            資料７－１－①－１０ 

 

（出典 オフィスアワー等来訪学生記録簿） 
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科目担当教員の研究室、電話番号、電子メールアドレス        資料７－１－①－１１ 

 

（出典 平成23年度シラバスp.E3） 
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（分析結果とその根拠理由）  

学習を進める上でのガイダンスとして，各学科の履修要領，学習・教育目標と教育課程等の学習上

の留意事項が，年間スケジュールとともに年度始めにすべての学年において説明されている。単位修

得確認簿及び学習等達成度記録簿を学生に配付しているほか，「入学者研修会」，「第４学年進級

式」，「専攻科ガイダンス」が整備され，適切に実施されている。また，全教員がオフィスアワーを

週１回以上設定・開設し，電子メール等による相談も受け付けている。授業内容の確認や部活動に関

する相談等，学生に活用されており，学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備

され，十分に機能していると判断される。 

 

電子メールによる学習相談例（一例）                資料７－１－①－１２ 

 

（出典 校内メール） 
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観点７－１－②： 自主的学習環境及び厚生施設，コミュニケーションスペース等のキャンパス生

活環境等が整備され，効果的に利用されているか。 

（観点に係る状況） 

自主的学習環境としては，各クラスの教室の他に，講義棟各階の学生ホール，専門学科棟のリフレ

ッシュステーション及びコモンコーナー（資料７－１－②－１）並びに研究室，図書館が整備され利

用されている。各クラスの教室は，放課後，多い時で約60人の学生が試験勉強等に活用している（資

料７－１－②－２）。 

図書館には，資格試験コーナーも設けられ，平日21時までの夜間と土曜日，そして臨時に定期試験

期間中の休日にも開館している（資料７－１－②－３～４）。学内の入館者数は，平日の平常時間帯

で月平均約2,600人，17時以降の延長時間帯で月平均約1,000人，土曜日にも月平均約200人が利用し

ており，その大部分は学生である（資料７－１－②－５）。図書館には，パソコンコーナーも整備さ

れており，学生の自学自習に活用されている。平成22年度には延べ人数で月平均約270人の学生が活

用している（資料７－１－②－６～７）。 

学生が読んだ本を他の学生に紹介するという「読書マラソン」という取組が行われており，学生の

読書を奨励している（資料７－１－②－８～９）。 

厚生施設としては，食堂と売店の福利厚生会館が整備されており，学生の福利厚生に寄与している

（資料７－１－②－10）。 

コミュニケーションスペースとしては，図書館ホール，講義棟南側の広場（通称赤レンガ広場）や

庭園（資料７－１－②－11）が整備され，利用されている。 

 

 

 

「リフレッシュステーション及びコモンコーナー」   資料７－１－②－１  

    

電気情報工学科3階ﾘﾌﾚｯｼｭｽﾃｰｼｮﾝ（写真） 建設環境工学科3階コモンコーナー（写真） 
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「巡回指導日誌」（一例）                      資料７－１－②－２ 

 

（出典 学生課学生係 巡回指導日誌ファイル） 
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「八戸工業高等専門学校図書館利用細則」（抜粋）           資料７－１－②－３ 

 

（出典 平成23年度学生便覧p.171～p.174） 

「図書館利用案内」                         資料７－１－②－４ 

 

（出典 八戸工業高等専門学校図書館冊子） 
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「平成22年度月別図書館利用状況」                  資料７－１－②－５ 

 

（出典 図書館統計資料） 



八戸工業高等専門学校 基準7 

- 305 - 

 

 

 

「パソコン使用申込」（抜粋）                    資料７－１－②－６ 

 
（出典 図書館パソコン使用簿ファイル） 

「平成22年度図書館、第１、第２パソコン室利用者数」         資料７－１－②－７ 

（H22.4月からH23.3月まで） 

0
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延
べ
人
数

月

平成22年度 図書館、第１、第２パソコン室利用者数

図書館PC

第1パソコン室

第2パソコン室

 

（出典 総合情報センター統計資料） 
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「図書館読書マラソン実施のご案内」                 資料７－１－②－８ 

 

（出典 図書館委員会資料） 
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「平成22年度読書マラソン結果について」               資料７－１－②－９ 

 

（出典 平成23年2月16日教員会議資料） 

「厚生施設」                           資料７－１－②－１０ 

 

（出典 平成23年度学生便覧p.57） 
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（分析結果とその根拠理由）  

自主的学習環境としては，リフレッシュステーション，コモンコーナー，図書館等が整備されてお

り，効果的に利用されている。図書館には資格試験コーナーやパソコンコーナーも設けられ，平日だ

けでなく土曜日も，そして臨時に定期試験期間中の休日にも開館している。また，学生が読んだ本を

他の学生に紹介するという「読書マラソン」という取組が行われており，学生の読書を奨励している。

このほか厚生施設として食堂や売店を含む福利厚生会館，コミュニケーションスペースとして図書館

ホールや広場，庭園等が整備され，効果的に利用されている。 

「図書館ホール、赤レンガ広場及び庭園」              資料７－１－②－１１ 

    

図書館ホール（写真）          赤レンガ広場（写真） 

    

         庭園（写真） 
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観点７－１－③： 学習支援に関する学生のニーズが適切に把握されているか。また，資格試験や

検定試験の受講，外国留学のための支援体制が整備され，機能しているか。 

（観点に係る状況）  

学生による授業についてのアンケート調査（資料７－１－③－１～３），及び学生の勉学状況等に

ついてのアンケ－ト調査（資料７－１－③－４）を行い，学習支援のニーズを開拓している。また，

「学生の声」箱を設置し，学生の生の声が直接校長に届くシステムを整備している（資料７－１－③

－５～６）。本科学生に対しては，校長の参加のもとで，担任がかかえる問題を共有することや学級

担任がクラスの学生から得られたニーズを報告できる担任懇談会を行っている（資料２－２－③－

４）。専攻科学生に対しては，校長と専攻科１年生，専攻科２年生との懇談会をそれぞれ行い，積極

的にニーズの把握に努めている（資料７－１－③－７）。 

資格試験や検定試験に対しては，特別学修や課題研究として単位認定する制度が整備されている

（資料７－１－③－８～９）。教室へ資格試験日程一覧表を掲示し，資格取得を推奨している（資料

７－１－③－１０）。また，これら資格試験や検定試験等は社会情勢によって変化しているが，これ

に対応できるように特別学修や課題研究の項目を適宜見直ししている（資料７－１－③－１１（平成

20年度）を資料７－１－③－８～９に見直ししている）。平成22年度の特別学修や課題研究の単位取

得状況は資料６－１－②－４のとおりである。資格試験や検定試験によっては，事務処理の窓口とな

る担当教員を決めているほか，受験指導がなされ，図書館には，資格試験コーナーが設けられている。

また，観点５－１－②で既に述べているが，建設環境工学科では，就職先に公務員を希望する学生が

多いことから，公務員試験対策講座と模擬試験を行っている（資料５－１－②－９）。 

外国留学に対しては，それらを支援するための規則が整備されている（資料７－１－③－１２～１

３）。本科学生においては，平成18年度から平成22年度の間に2名の準学士課程の学生が留学してお

り，規則に基づき単位認定が行われている（資料７－１－③－１４～１５）。一方，専攻科１年の学

生に対しては，フランスリールＡ技術短期大学との学生国際交流を行っており，平成22年度には8名

の学生が短期留学している（資料７－１－③－１６）。この留学を本校のカリキュラムに支障なく実

施するため，平成22年度に派遣期間および授業スケジュールの見直しを行った（資料７－１－③－１

７）。 

 



八戸工業高等専門学校 基準7 

- 310 - 

 

 

「授業についてのアンケート調査用紙」               資料７－１－③－１  

 

（出典 平成22年度学生による授業評価報告書p.参考8） 
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「学生による授業評価実施（分析）報告書」（一例）          資料７－１－③－２ 

 

（出典 平成21年度学生による授業評価報告書p.350） 
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「学生による授業アンケート調査用紙におけるコメント欄記入例」    資料７－１－③－３  

 

（出典 平成22年度学生課入試・教務係資料） 
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「学生の勉学状況等についてのアンケ－ト調査用紙」          資料７－１－③－４ 

 

（出典 平成23年度学生による授業評価報告書p.参考7） 
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「学生の声」の設置案内                       資料７－１－③－５ 

 
（出典 学生課入試・教務係資料 掲示物） 

資料７－１－③－６  

「「学生の声」箱への投函意見・要望等に対する対応実施票（一例）及び，回答例」 

○ 対応実施票（一例） 

 
（出典 平成22年度学生課入試・教務係資料） 
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○ 「学生の声」への回答例 

 

 

 

（出典 平成22年度学生課入試・教務係資料 掲示物） 
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「校長と専攻科１年生との懇談会」                 資料７－１－③－７  

 

（出典 平成22年度専攻科委員会資料） 
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「資格試験や検定試験に対する課題研究としての単位認定」       資料７－１－③－９  

 

（出典 平成23年度学生便覧p.121～p.122） 

「資格試験や検定試験に対する特別学修としての単位認定」       資料７－１－③－８  

 

（出典 平成23年度学生便覧p.121） 
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「資格試験日程一覧表」                     資料７－１－③－１０  

 

（出典 平成22年度学生課入試・教務係資料 教室掲示物） 



八戸工業高等専門学校 基準7 

- 319 - 

 

 

 

「資格試験や検定試験に対する単位認定」              資料７－１－③－１１  

 

（出典 平成20年度学生便覧p.108） 
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「八戸工業高等専門学校学生留学規則」（抜粋）           資料７－１－③－１２  

 

（出典 平成23年度学生便覧 p.136～p.138） 
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「外国留学学生の一覧」                      資料７－１－③－１４  

 

学生氏名 
留学時の 

科・年 
留学先（国名） 期 間 備 考 

男子学生 Ｚ３ 
ブロードリップル高校 

（米国） 
18/8/8－19/6/22  

女子学生 Ｚ３ 
ウォータータウン高校 

（米国） 
21/8/2－22/8/2  

 

（出典 学生課入試・教務係資料） 

「八戸工業高等専門学校学生の外国留学に関する取扱要項」（抜粋）  資料７－１－③－１３ 

 

（出典 平成23年度学生便覧 p.139～p.140） 
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「留学生の単位認定に関して」                   資料７－１－③－１５ 

 

（出典 平成22年度学生課入試・教務係資料） 

「リール派遣学生一覧」                     資料７－１－③－１６ 

 
（出典 平成22年度総務課地域連携係資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

学習支援に関する学生のニーズを把握するための制度としては，学生による授業についてのアンケ

ート調査や学生の勉学状況等についてのアンケート調査が行われているほか，「学生の声」箱が設置

され，学生の意見が直接校長に届くシステムが整備されている。また，校長参加のもとで，本科生に

対しては，担任が抱える問題の共有やクラスの学生から得られたニーズの報告を目的とした担任懇談

会が行われ，また，専攻科生に対しては，校長と専攻科１・２学年との懇談会が行なわれ，学習支援

に関する学生のニーズが適切に把握されている。 

資格試験や検定試験受講のための支援体制として，実用英語や漢字検定，ディジタル技術等の資格

試験や検定試験を，特別学修や課題研究として単位認定する制度が整えられており，社会情勢の変化

に対応できるよう，特別学修や課題研究の項目が適宜見直されている。この他にも，資格試験日程一

覧表の掲示，資格試験コーナーの設置，公務員試験対策講座と模擬試験の実施等，支援体制が整備さ

れている。外国留学のための支援体制としては学生留学規則が整備され，実際に学生が留学している

など，これらの支援体制は機能していると判断される。 

 

 

「平成22年度 専攻科1年 授業予定」               資料７－１－③－１７  

 

（出典 平成21年度専攻科委員会資料） 
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観点７－１－④： 特別な支援が必要と考えられる学生への学習支援体制が整備されているか。ま

た，必要に応じて学習支援が行われているか。 

（観点に係る状況）  

外国人留学生についてはチューター制度を設け，学習支援・生活支援等を行っている（資料７－１

－④－１～３）。一方，教員の支援組織としては，「国際交流委員会」，「外国人留学生担当者連絡

会」が設置されている（資料７－１－④－４）。また，留学生には，「日本語」及び「日本事情」の

２科目が特別に教育課程に組み込まれており（資料７－１－④－５），必要に応じて補習が行われて

いる。 

工業高校からの４年次への編入学生（物質工学科では普通高校からの編入学も認めている）には，

編入学試験の合格が決まった後，編入学するまでの期間に，必要とされる科目の補習あるいは補充学

習のための資料を配付し学習指導を行っている（資料７－１－④－６）。 

障害のある学生に対する支援体制として，教員会議や社内メールを活用し，対応方法について全教

員に周知する形で進めている（資料７－１－④－７）。 

成績不振の学生の支援に対しては，高学年生がメンターとなって学習支援を行っている（資料７－

１－④－８）。学力の向上だけでなく，上級生と下級生との縦の繋がりを構築できたことから，人間

力の向上にもつながったと考えられる。 

 

 

「外国人留学生チューター等名簿」                  資料７－１－④－１  

 

（出典 平成23年度学生課入試・教務係資料） 
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「留学生チューター実施報告書等について」              資料７－１－④－２ 

 

（出典 学生課入試・教務係資料） 
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「チューター実施時間数」（抜粋）                 資料７－１－④－３  

 

留学生 Ｍ４ Ｅ４ Ｍ３ Ｅ３ 

チューター Ｍ５ Ｍ４ Ｚ４ Ｍ４ Ｍ３ Ｅ４ Ｅ３ 

４月 14  14  7  6  3  2  3  

５月 16  14  16  14  12  11  2  

６月 13  16  11  18  12  0  3  

７月 12  11  0  12  0  0  2  

８月 0  0  0  0  0  0  0  

９月 16  14  0  14  0  0  3  

１０月 14  12  0  14  0  0  5  

１１月 0  0  0  8  0  0  5  

１２月 0 0 0 0 0 0 0 

１月 0 0 0 0 0 0 0 

２月 0 0 0 0 0 0 0 

３月 0 0 0 0 0 0 0 

合計（時間） 85 81 34 86 27 13 23 

 

（出典 平成22年度学生課入試・教務係資料） 
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「国際交流委員会，外国人留学生担当者連絡会」            資料７－１－④－４  

 
 

（出典 平成23年度学生便覧p.190） 
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「留学生の日本語学習のために開設されている科目（平成22年度）」   資料７－１－④－５ 

 

３学年の留学生（「日本事情」３単位、「日本語」３単位） 

前期：木曜日５時限目，金曜日３～４時限目 日本事情 

   水曜日７時限目，木曜日３～４時限目 日本語 

後期：水曜日５時限目，金曜日３～４時限目 日本事情 

   木曜日８時限目，金曜日１～２時限目 日本語 

 

４学年の留学生（「日本語」２単位） 

前期：水曜日７時限目，金曜日８時限目 日本語 

後期：金曜日１～２時限目 日本語 

 

（出典 平成22年度・授業時間割表より抽出） 

「編入学者への補講内容について」（一例）              資料７－１－④－６ 

 

（出典 平成21年12月22日物質工学科会議資料） 
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「聴覚障害学生への支援」                      資料７－１－④－７ 

 

（出典 校内メール） 
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「学習メンター制度 実施要領」（抜粋）               資料７－１－④－８  

 

 

平成２２年度 学習メンター制度 実施要領 

 

Ｈ２２．５．１７ 

 

１．メンター制度の目的 

 

 学習メンター制度は、個人学習支援が必要な学生に確実に支援を届ける制度です。 

 高専は、高校～大学 7 年間の学習量を 5 年間に圧縮して行います。授業では多くの科目について新しい

ことを速いペースで学習します。特に理系科目や語学などの積み上げ式の科目では、ちょっとしたつまず

きがみるみる大きな遅れにつながることもあります。こうした事情から個々の学生の必要に即応できる支

援体制が必要でした。 

 本制度においては、サポートを必要とする側（メンティ）、サポートをする側（メンター）を適切な報

酬を介することで連結します。確かに同じ学校の学生同士だから無報酬で教えあうべきとの考え方も成り

立ちます。しかし、この方法では、必要な量の支援を確実に担保することが出来ません。むしろ報酬を介

することで、仕事としての責任感を持ってメンターが指導するほうが、確実な成果をもたらすものと考え

ます。 

 平成１９・２０年度の学生支援ＧＰの一環として、２年間延べ 2000 時間以上におよぶメンター制度の運

用では、「メンターは親切で、質問しやすく支援として有効であった」との意見がメンティから多く聞か

れています。 

 

２．制度の実施 

 

 （１）対象者 

   メンター（指導学生）：５年生および専攻科生 

   メンティ（受講学生）：１～３年生（ただし４年生については編入学生を対象とする） 

 

 （２）実施期間 

   平成２２年５月１７日（月）～平成２３年３月８日（火） 

   原則として長期休業期間中は実施しないこととします。また、予算の都合により早期終了すること

があります。 

 

 （３）実施場所・日時 

   原則として、学校内指定教室のみとします。なお実施は平日１９：００までです。 

 

３．受講料と指導料 

 

＜指導料＞ （八戸高専から支払） 

 メンターの時給は本科生の場合８００円／ｈ、専攻科生の場合で８６０円／ｈです。 

 指導料は指導月の翌月１７日に銀行振込みにて支払われます。 

＜受講料＞（メンティー保護者から支払） 

 メンティは本科生から指導を受ける場合４００円／ｈの受講料を、専攻科生から指導を受ける場合は、

４３０円／ｈの受講料を支払います。受講料は半期分（前期・後期）をまとめて、事前にメンターの銀行 

・・・ 

（出典 平成22年度学生課入試・教務係資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

外国人留学生に対しては，チューター制度が設けられ，学習支援が行われている。教員による支援

組織としては外国人留学生委員会，外国人留学生担当者連絡会が整備されている。教育課程には「日

本語」及び「日本事情」の２科目が留学生に対する科目として組み込まれており，通常の科目におい

ても必要に応じて補習が行われているなど学習支援体制が機能している。また，編入学生に対しては，

補習を行う体制が整備され，入学までの期間に必要に応じて補習が行われている。さらに，障害のあ

る学生に対しては，教員会議や社内メールを活用し，対応方法について全教員に周知する形で進めて

いる。成績不振の学生の支援に対しては，高学年生がメンターとなって学習支援を行なうなど機能し

ていると判断される。 

 

 

観点７－１－⑤： 学生の部活動，サークル活動，自治会活動等の課外活動に対する支援体制が整

備され，適切な責任体制の下に機能しているか。 

（観点に係る状況） 

全教員がクラブ活動の顧問か副顧問として指導にあたり（資料７－１－⑤－１），顧問会議が組織

されている（資料７－１－⑤－２）。必要なクラブには，活動臨時指導教員（資料７－１－⑤－３）

外部コーチ（資料７－１－⑤－４）を依頼し，各種大会への学生引率や競技力向上を目指して指導で

きる体制を用意している。活動実績の一例を（資料７－１－⑤－５～７）に示す。 

学生会の活動は，厚生補導委員会がその指導にあたっている（資料７－１－⑤－８）。ロボコン，

プロコンの指導・支援のための教員による委員会も特別に組織されている（資料７－１－⑤－９）。 

合宿所（錬成館），記念会館や部室なども整備され（資料７－１－⑤－１０），長期休業中も活動

が可能となり利用されている。顧問教員の負担軽減のため合宿宿直を全教員で輪番制にするなど，指

導面での充実も図っている（資料７－１－⑤－１１～１２）。プールもビニールハウス化することに

より寒冷地での使用期間の延長を図っている。 

また，財政的支援としては，学校後援会からのバックアップにより，地区高専大会や全国大会の参

加費用などの補助を行っている（資料７－１－⑤－１３）。 
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「平成23年度クラブ顧問一覧表」                   資料７－１－⑤－１  

 

（出典 平成23年度学生便覧p.191） 
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「顧問会議議事録」（一例）                     資料７－１－⑤－２  

 

（出典 学生課学生係資料） 

「平成22年度クラブ活動臨時指導教員一覧」             資料７－１－⑤－３  

 

番号 クラブ名 人数 

1 男子･女子バレーボール部 １ 

2 テニス部 １ 

3 サッカー部 １ 

4 陸上部 １ 

5 卓球部 １ 

 

（出典 学生課学生係資料） 
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「平成22度外部コーチ一覧表」                    資料７－１－⑤－４  

 

クラブ名 コーチ人数  クラブ名 コーチ人数 

吹奏楽 １  バドミントン １ 

華道手芸 １  バドミントン １ 

陸上競技 １  ラグビーフットボール １ 

男子バレーボール １  ソフトテニス １ 

女子バレーボール １  男子バスケットボール １ 

硬式野球 １  テニス １ 

剣道 １  弓道 １ 

 

（出典 学生課学生係資料） 

「課外活動等指導業務届」（一例）                  資料７－１－⑤－５  

 

 

（出典 学生課学生係資料ファイル） 
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外部コーチ業務内容確認表（一例）     資料７－１－⑤－７  

 

 個人情報保護のため削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成22年度学生課学生係資料） 

クラブ活動臨時指導教員業務内容確認表（一例）           資料７－１－⑤－６  

 

個人情報保護のため削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成22年度学生課学生係資料） 
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「ロボコン委員会」                        資料７－１－⑤－９  

 

名  称 委員長 機械工学科 
電気情報 

工学科 
物質工学科 

建設環境 

工学科 
事務部 

ロボコン委員会 蝦名 謙一 浦西 和夫 工藤 憲昌 菊地 康昭 金子仲一郎 学生課長 

（出典 平成23年度学生便覧p.190） 

 「厚生補導委員 業務分担表」                   資料７－１－⑤－８ 

 

（出典 平成22年度学生課学生係資料） 
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「合宿宿直の輪番制」                      資料７－１－⑤－１１  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成22年度学生課学生係資料） 

「施設の整備状況」                        資料７－１－⑤－１０ 

 

主な活動名 活動場所 

学生会 学生会室（ゼミ棟１Ｆ） 

ロボコン 福利厚生施設 

自動車工学部 福利厚生施設 

電子情報工学部 情報通信制御実験室（電気情報工学科棟２Ｆ） 

 

（出典 学生課学生係資料） 

教員各位 

 

                        学生主事 

 

    春季合宿における宿直者の割り当てについて 

 

 このことについて、下記のとおり合宿日程および宿直者が決 

定しましたのでお知らせいたします。 

 年度末でご多忙中の所、申し訳ありませんが、ご協力のほど 

よろしくお願いいたします。 

 

 

 留意事項：学寮の日・宿直業務において、日直担当になって 

      いる教員（男女）については、免除しております。 

      割り当ては上記教員を除いたうえで、５０音順に 

      なっております。 

      古谷先生・森沢先生は異動等の理由により免除し 

      ております。 

 

 ※割当日に都合が付かない場合は、各自で調整願います。 

  なお、変更があった場合は学生係へお知らせ願います。 

 

                

               記 

     ２月２５日 野中    ３月２７日 丸岡  

       ２６日 長谷川     ２８日 馬渡 

       ２７日 馬場      ２９日 单 

       ２８日 濱田      ３０日 村山 

     ３月 １日 平川      ３１日 森 

       １０日 藤原    ４月 １日 矢口 

       １１日 細川       ２日 山本 

       １２日 本間       ３日 吉田 

       １３日 松橋       ４日 赤垣 

       １４日 松本       ５日 浦西 

       １５日 馬渕       ６日 蝦名                      

                     ※ 敬称略 
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「合宿指導日誌」（一例）                    資料７－１－⑤－１２  

 

（出典 平成22年度学生課学生係 合宿指導日誌ファイル） 
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「平成22年度課外活動特別経費決算書」              資料７－１－⑤－１３  

 

（出典 平成23年度八戸工業高等専門学校後援会定期総会資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

学生の課外活動に対する支援としては，顧問，副顧問やクラブ活動臨時指導教員，外部コーチを配

置し指導が行われ，学生会に対しては，厚生補導委員会による指導助言が行われているほか，ロボッ

トコンテストやプログラミングコンテストの指導・支援のための委員会も特別に設置されている。ま

た，合宿所や部室等も整備され，長期休業中も利用されている。さらに，財政的支援として，学校後

援会から地区高専大会や全国大会の参加費用等の補助が行われており，学生のクラブ活動や学生会等

の課外活動に対する支援体制が整備され，機能していると判断される。 
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観点７－２－①： 学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制が整備され，機能し

ているか。 

（観点に係る状況） 

厚生補導委員業務分担表に基づき，学生生活を組織的に指導・相談・助言する体制を整備している

（資料７－２－①－１）。学級担任を全学年に設け，個々の学生に直接，支援・指導を行っている。

また，相談室を設置し，インテーカーや相談員，及びカウンセラーを配置して個人的な悩み事に対し

ての相談・助言を行っている。相談員は年１回程度，外部での相談室関連の研修会に参加している

（資料７－２－①－２～５）。さらに，健全で快適な学生生活を維持するために，セクシュアル・ハ

ラスメントの防止に関する相談員を設置し，対応している（資料７－２－①－６～７）。 

経済面に関する支援としては，入学料・授業料免除制度や日本学生支援機構の奨学金制度等の周知，

助言を行い，入学料・授業料の減免，奨学金の貸与等に関する支援をしている（資料７－２－①－８

～10）。また，平成20年11月から，有用な人材育成を目的として八戸工業高等専門学校奨学金規則を

施行している（資料７－２－①－11）。施行後の奨学金の支給件数は全23件，総額約600万円となっ

ている（資料７－２－①－12）。さらに，学校後援会が平成21年12月より，新入生保護者の負担軽減

の為に柔道着の再利用を実施している（資料７－２－①－13～14）。 

 



八戸工業高等専門学校 基準７ 

- 342 - 

 

 

 「厚生補導委員業務分担表」（平成23年度）           資料７－２－①－１ 

 

（出典 厚生補導委員会資料） 
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「相談室規則」（抜粋）                     資料７－２－①－２ 
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「相談室運営委員会記録」（抜粋）               資料７－２－①－３  

 

 

 

（出典 相談室運営委員会記録（平成 23 年） 
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「学生相談室報第 28号(平成 23 年 3 月)」         資料７－２－①－４  

 

 

（出典 相談室報（第 28 号）） 
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資料７－２－①－５  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 八戸工業高等専門学校 相談室） 

「平成23年度 相談室栞」（抜粋） 
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  資料７－２－①－６  

「八戸工業高等専門学校におけるセクシュアル・ハラスメント 

             の防止等に関する規則」（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八戸工業高等専門学校におけるセクシュアル・ハラスメントの防止等に関する規則 

 

  （趣旨） 

第１条  この規則は、独立行政法人国立高等専門学校機構セクシュアル・ハラスメント防止等に関する規則（平成１６年独立行政法人

国立高等専門学校機構規則第２６号）に基づき、八戸工業高等専門学校（以下「本校」という。）におけるセクシュアル・ハラスメ

ントの防止及び排除のための措置並びにセクシュアル・ハラスメントに起因する問題が生じた場合に適切に対応するための措置（以

下「セクシュアル・ハラスメントの防止等」という。）に関し、必要な事項を定めるものとする。 

  （定義） 

第２条  この規則において、次の各号に掲げる用語の定義は、当該各号に定めるところによる。 

  一  セクシュアル・ハラスメント   

     教職員が他の教職員、学生等及び関係者を不快にさせる性的な言動、学生等及び関係者が教職員を不快にさせる性的な言動並び

に学生等が他の学生等を不快にさせる性的な言動 

  二  セクシュアル・ハラスメントに起因する問題 

     セクシュアル・ハラスメントのため教職員の就労上又は学生等の修学上の環境が害されること及びセクシュアル・ハラスメント

への対応に起因して教職員が就労上の又は学生等が修学上の不利益を受けること。 

  （教職員、学生等の心得） 

第３条  本校に所属する教職員、学生等は、セクシュアル・ハラスメントのない、健全で快適な校内環境を醸成し維持することに努め

なければならない。 

  （セクシュアル・ハラスメント防止対策委員会） 

第４条  本校に、八戸工業高等専門学校セクシュアル・ハラスメント防止対策委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

  （委員会の所掌事項） 

第５条  委員会の所掌事項は、次の各号に掲げるとおりとする。 

  一  セクシュアル・ハラスメントの防止及び排除に関する対策について、企画立案すること。 

  二  セクシュアル・ハラスメントに起因する問題が生じた場合の対応に関し、重要な事項について審議すること。 

  三  その他セクシュアル・ハラスメントの防止等に関する重要な事項について審議すること。 

  （委員会の組織） 

  第６条  委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

    一  教務主事 

    二  学生主事 

    三  寮務主事 

  四  学生相談室長 

  五  事務部長 

    六  その他校長が必要と認めた者 

 

「以下略」 
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「セクシュアル・ハラスメント等の防止について」        資料７－２－①－７ 

 

                  （出典 平成23年度学生便覧 p.55） 

 

「福利厚生」（抜粋）                     資料７－２－①－８ 

 

                    （出典 平成23年度学生便覧 p.47） 
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「奨学生数」（抜粋）                     資料７－２－①－９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          （出典 学校要覧2010 p.44） 

 

 

 

「授業料免除申請・許可状況」                 資料７－２－①－10  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               （出典 学生課学生係資料） 
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「八戸工業高等専門学校奨学金規則」               資料７－２－①－11  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「八戸工業高等専門学校奨学金給付事例」              資料７－２－①－12  

 

                               （出典 学生課学生係資料）
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「柔道着寄付の依頼文（八戸工業高等専門学校後援会）」     資料７－２－①－13   
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「柔道着貸し出しの案内文（八戸工業高等専門学校後援会）」    資料７－２－①－14  

 

 

 



八戸工業高等専門学校 基準７ 

- 353 - 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

厚生補導委員業務分担表に基づき，学生生活を組織的に指導・相談・助言する体制を整備しており，

学級担任を中心として，個々の学生に支援・指導を行っている。また，学生相談室やセクシュアル・

ハラスメントの防止に関する規定が整備されており，インテーカーやカウンセラー，及び相談員を配

置して個人的な悩み事に対しての相談・助言を行っている。 

経済面に関する支援としては，入学料・授業料免除制度や日本学生支援機構や八戸工業高等専門学

校の奨学金制度等の周知，助言を行い，入学料・授業料の減免，奨学金の貸与等に関する支援をして

いる。また，柔道着を再利用する事で保護者の負担軽減を実施していると判断される。 

 

 

 

観点７－２－②： 特別な支援が必要と考えられる学生への生活支援等を適切に行うことのできる 

状況にあるか。また，必要に応じて生活支援等が行われているか。 

 

（観点に係る状況）  

外国人留学生の受け入れを平成４年度から実施し，平成22年度は８名が在籍しており，チューター

を配置している（資料７－１－④-１）。外国人留学生の受入及び指導体制等に関することを審議す

るため外国人留学生委員会が組織されており，その下に日常的な生活指導等を行うため外国人留学生

担当者連絡会を置き支援を行っている（資料７－１－④－４）。外国人留学生用の宿舎としては，学

寮内の１棟（Ｌ棟）を外国人留学生棟として使用しており男子７名，女子３名が入居可能である。ま

た，短期間の留学生用に個室を整備し，最大15名の宿舎として使用が可能である。 

障害を持つ学生のため，校舎内のほとんどの建物の玄関にはスロープ及び自動ドアが設置されてい

るとともに，エレベーターと各建物間を結ぶ連絡通路を使用することにより，校舎内を車椅子で自由

に移動することが可能である。また，障害者用トイレも３箇所に設置されているほか車椅子，担架な

どを設置している（資料７－２－②－１）。 

 

 

 「障害者用駐車場及びスロープ，障害者用トイレ」     資料７－２－②－１ 

     

     障害者用駐車場及びスロープ         障害者用トイレ 
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（分析結果とその根拠理由）  

外国人留学生を支援するための組織及び施設が整備されており活用されている。また，障害を持つ

学生に対する施設面での整備も十分になされていると判断される。 

 

 

 

観点７－２－③： 学生寮が整備されている場合には，学生の生活及び勉学の場として有効に機能

しているか。 

 

（観点に係る状況）  

校舎に隣接している学生寮は，管理棟のほか７棟あり，その中に留学生棟１棟，女子棟１棟を含み，

約 480 名が入寮している（資料７－２－③－１）。１・２年生男子は全寮制を原則とし，１年生フロ

アを設けているところに特徴がある。３年生以上男子と女子は一定の基準により選考し入寮を認めて

いる。寮生の指導にはフロア担当制をしき，フロアごとに配置された寮務委員が日常的に指導，助言

に当たる。また全教員が輪番で宿直・日直に当たる。また，４・５年生の模範的な寮生から選ばれた

指導寮生が低学年生の相談役として同じフロアに住み同じ日課で生活している。寮生数は全学生の約

半数であり，寮費は月額約 26,000 円である（資料７－２－③－２）。 

学生寮の運営のため，寮務委員会（資料７－２－③－３），学生課寮務係（資料７－２－③－４）

が組織されている。また，寮生会が組織され（資料７－２－③－５），諸活動を展開している。 

生活の場として，食堂，浴室のほか，各棟１階に洗濯室と自習室，各フロアに洗面所・トイレ，補

食室や談話室など基本的な施設・設備が整っている（資料７－２－③－６～７）。 

自習室は，24:00 以降の終夜の利用を認めている。また，談話室は，テレビ視聴など個別利用やフ

ロアの集会の場として利用されているほか，試行的に行われている寺子屋の場としても活用されてい

る。 

日課における学習時間は，低学年（１年～３年）・女子では 20:20 から 22:50 までに設定している。

低学年・女子棟においては，学習時間中に宿直教員が巡回し，不在者の点検を行っており（資料７－

２－③－８），その内容はフロア担当教員により把握され，寮生指導に役立てられている。高学年

（４年以上）は 20:20 から 23:00 までを自主的に学習する時間として設定している。また，５年生以

上の男子寮生が研究活動のために校舎へ外出を希望する場合，特別に許可している。 

登校時の体調不良者については休養願を提出させ（資料７－２－③－９），欠席や欠課を把握して

いる。また，寮務委員による朝の居室巡回では，防犯防災面の確認とあわせて残寮者の登校指導を行

っている。なお，欠席欠課の多い学生については，担任との連携のもと，生活指導を行っている。 
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「寮棟の配置」                         資料７－２－③－１ 

 

 

    （出典 学校要覧 2010 p.48） 

 

 

 

 

「学寮関係経費」                         資料７－２－③－２ 

 

 

                  （出典 平成 23 年度寮生活の手引き,p39） 
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「八戸工業高等専門学校寮務委員会規則」（抜粋）       資料７－２－③－３  
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「八戸工業高等専門学校事務分掌規則」            資料７－２－③－４ 

 

○ 八戸工業高等専門学校事務分掌規則（抜粋） 

第13条 学生課寮務係においては、次の事務をつかさどる。 

一 学生の入寮及び退寮に関すること。 

二 学寮における諸経費に関すること。 

三 寮生の給食に関すること。 

四 寮生の保健管理及び安全管理に関すること。 

五 寮生の福利厚生に関すること。 

六 寮生の集会、行事及び掲示に関すること。 

七 寮生会その他寮生の団体に関すること。 

八 寮務委員会等の会議に関すること。 

九 学寮における宿日直に関すること。 

十 所掌事務に係る調査統計その他諸報告に関すること。 

十一その他学寮に関すること。 
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「寮生会組織図」                        資料７－２－③－５  

 

 

                  （出典 平成 23 年度寮生活の手引,p32） 
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「学寮見取図」                          資料７－２－③－６  

 

 

 
 

                     （出典 平成 22 年度寮生活の手引,p56） 
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 「Ａ棟およびＢ棟平面図」                     資料７－２－③－７ 

 

 

 

（出典 学生課寮務係） 
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「学習時間帯の巡回簿」                      資料７－２－③－８ 

 

 

                （出典 平成 20 年度 前期 学習時間帯の状況記録用紙） 
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「休養願」                           資料７－２－③－９  

 

 

 

                              （出典 休養願の用紙） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

学生寮は，教育寮と位置づけられ，寮務委員会による指導や学生課寮務係による寮生の生活面全般

の支援が行われ，勉学の場としても学習時間の設定や自習室の設置などにより，有効に機能している

と判断される。 
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観点７－２－④： 就職や進学等の進路指導を行う体制が整備され，機能しているか。 

（観点に係る状況）  

準学士課程及び専攻科課程の学生に対する就職指導に関しては，各学科長が，それぞれ学級担任及

び専攻主任と連携し，学生課学生係の協力を得て指導している。 

準学士課程の学生の大学編入学や高専専攻科への進学指導に関しては，第５学年の担任が，専攻科

課程の学生の大学院への進学指導に関しては，専攻主任が学生課入試･教務係の協力を得て進めてい

る。 

準学士課程の４年生の11月と５年生の４月初旬に進路に関する保護者懇談会を実施し，面談を通し

て進学と就職の共通理解を深めている（資料７－２－④－１～２）。専攻科課程においては，専攻科

長は，専攻主任を通じて進路希望調査や啓発活動を実施している。 

就職・進学のための資料は，進路資料室において閲覧できるとともに，求人情報検索システムを用

意し校内LANを使っての随時閲覧が可能になっている。一方，学校のホームページには就職と進学

（資料７－２－④－３）の現状を紹介し，両者の動向を公開している。卒業時には全員の進路が決定

しており，就職が厳しい現状でも就職率100％を維持している（資料７－２－④－４）。また，ＯＢ

による就職に対しての講演や大学教員による進学に関する講演が随時行われている。 

さらに本校の学生の進路支援並びに卒業生を支援するため，進路支援等委員会（資料７－２－④－

５）を置き，在学生のみならず卒業生についても支援を行う体制を整えている。 
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「第４学年保護者懇談会開催通知（平成22年10月）」      資料７－２－④－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           （出典 学生課入試･教務係資料） 
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 「第５学年保護者懇談会開催通知(平成22年3月)」       資料７－２－④－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       （出典 学生課入試･教務係資料） 

 

 

 「八戸高専ページ，就職・進学状況で進学率を抜粋」    資料７－２－④－３ 
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「就職状況 学校要覧2010 p.46抜粋」                  資料７－２－④－４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「八戸工業高等専門学校進路支援等委員会規則」（抜粋）      資料７－２－④－５  

                            

 （趣旨） 

第１条 八戸工業高等専門学校（以下「本校」という。）に、本校の学生の進路支援並びに卒業生

を支援するため、八戸工業高等専門学校進路支援等委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

 （審議事項） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項を審議する。 

 一 学生の就職支援に関すること。 

 二 学生の就職先の開拓に関すること。 

 三 学生の進学支援に関すること。 

 四 卒業生に対する情報提供及び情報収集に関すること。 

 五 その他進路支援等に関すること。 

 （組織） 

第３条 委員会は、次に掲げる者をもって組織する。 

 一 各専門学科長 

 二 専攻科長 

 三 庶務課長、学生課長 

 



八戸工業高等専門学校 基準７ 

- 367 - 

 

（分析結果とその根拠理由） 

就職指導に関しては，各学科長が，担任（専攻主任）及び学生課学生係と協力して行っている。進

学指導に関しては，担任（専攻主任）が，学生課入試教務係と協力して進めている。 

円滑な進路指導を行うために，保護者懇談会を実施し，進学と就職の共通理解を深めている。 

就職・進学のための資料は，進路資料室において閲覧できるとともに，求人情報検索システムを用

意し校内LANを使っての随時閲覧が可能になっている。卒業時には全員の進路が決定しており，就職

が厳しい現状でも就職率100％を維持している。 

 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

施設面に関しては，図書館，リフレッシュステーション，コモンコーナー等，自主的学習環境が整

備されている。また，障害をもつ学生に対しては，駐車場，スロープ，トイレ等の設備が完備してい

る。 

学生支援に関しては，資格試験や検定試験のための支援体制や，留学生，編入学生，成績不振学生

への学習支援体制，部活動の教員指導体制，学生相談室，求人情報検索システムが機能している。 

学寮においては，教育寮と位置づけられ，全寮制，フロア担当制，指導寮生の配置等，学習環境の

整備がなされている。 

 

 

（改善を要する点） 

 特になし。 
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（３）基準７の自己評価の概要 

 

自主学習を促すため，年度当初のガイダンスにおいて，学生に単位修得確認簿及び学習等達成度記

録簿の記載をさせている。また，学習相談や助言のため，全教員のオフィスアワーが設定されている。 

教室の他，学生ホール，リフレッシュステーション及びコモンコーナー並びに研究室，図書館など

の自主的学習環境や，福利厚生会館，合宿所，記念会館などの厚生施設が整備されている。 

学生対象の授業や勉学についてのアンケート調査，「学生の声」箱の設置等，学生のニーズが適切

に把握されている。 

資格・検定試験については，単位認定制度が整備されている。公務員試験受験のための補習等が実

施され効果があげられている。 

外国人留学生の支援体制については，日本人学生によるチューター制度，教員組織，施設が整備さ

れ，生活や学習の支援が機能している。４年次への編入学生には，編入学までの期間に補充学習のた

めの演習資料の配付や，必要な補習がなされている。成績不振学生に対しては学習メンター制度が導

入され，必要に応じた学習支援が行われている。 

部活動やロボコン，プロコンの活動，学生会の活動に対して顧問の配置，臨時指導教員や外部コー

チの委嘱，厚生補導委員会の活動を通して，学校とし支援されている。また，必要な施設の整備や財

政的支援も行われ，機能している。 

学生生活を組織的に指導・相談・助言する体制が整備され，学級担任を中心として，個々の学生に

支援・指導が行われている。また，学生相談室やハラスメントの防止に関する規程が整備され，イン

テーカーやカウンセラー，及び相談員が配置され個人的な相談・助言が行われている。 

経済面に関する支援として，入学料・授業料免除制度や日本学生支援機構や八戸工業高等専門学校

の奨学金制度等の周知，助言が行われ，入学料・授業料の減免，奨学金の貸与等に関する支援が行わ

れている。 

障害を持つ学生に対する施設面での整備もなされている。 

学生寮は，教育寮と位置づけられ，寮務委員会や学生課寮務係による寮生の生活面全般の支援が行

われ，勉学の場としても，学習時間の設定や自習室の設置などにより，自学自習の面で有効に機能し

ている。 

進路指導に関しては，各学科長，担任（専攻主任），及び事務部が協力して進められている。就職

・進学のための資料は，進路資料室において閲覧できるとともに，校内LANを使っての閲覧も可能に

なっている。卒業時には全員の進路が決定しており，就職率100％が維持されている。 
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基準８ 施設・設備 

（１）観点ごとの分析 

観点８－１－①： 学校において編成された教育研究組織の運営及び教育課程の実現にふさわしい

施設・設備が整備され，適切な安全管理の下に有効に活用されているか。また，

施設・設備のバリアフリー化や環境面への配慮がなされているか。 

（観点に係る状況）  

本校の施設の概要を資料８－１－①－１に示す。本校の施設は三陸はるか沖の大震災で，大きな損

傷を受けた。校舎新築の理念として一般教育を含む工学基礎教育に重点を置いた専門学科間連携教育

を志向した「連峰型教育」を掲げ，各棟を２階の廊下でつなぐことにした。平成８年に災害復旧とし

て管理棟及び現講義棟の改築が行われ，次いで物質・電気・機械の各専門学科棟が順次改築され，平

成13年３月に建設環境工学科棟の改修工事が終了，平成16年３月に専攻科棟が完成したことで，連峰

型教育を志向した校舎環境が整備され，また，ほぼすべての校舎が新基準に基づいて建築されたもの

になった。 

老朽施設改修として平成18年度に屋外運動場及び野球場の改修，平成20年度に実習工場改修，寄宿

舎Ａ・Ｂ・Ｎ棟のトイレ等改修，寄宿舎Ｗ棟居室塗装改修を行っている。安全対策としては，平成17

年度～平成18年度にかけて吹き付けアスベスト除去（廃水処理施設，福利厚生会館，寄宿舎（Ｗ棟他

４棟）），平成19年度に第一体育館改修（耐震改修），平成20年度に寄宿舎Ｅ棟耐震改修，平成22年

度に寄宿舎Ｓ棟耐震改修を行い教育研究及び居住環境の改善を図っている。 

教育・研究施設と学習・教育目標の関係を資料８－１－①－２に示す。本校では，全ての学習・教

育目標が達成できるように施設を整備している。 

教室，実験室，演習室，図書館，情報関連設備等の面積，主要設備及びバリアフリー対応施設の概

要を資料８－１－①－３に示す。 

教室： 各教室には視聴覚機器として，吊架方式の大型テレビが２台，ビデオデッキ，OHP用スク

リーンが備えられ，床には配電用コンセント，情報コンセントが設置され，WEBを用いたマルチメデ

ィア授業，液晶プロジェクタを用いた授業ができるように整備されている。また，200名収容の視聴

覚設備を備えた合併教室があり，授業，講演会，卒業研究発表会などで使用している。その他ゼミ室

（準学士課程）を４つ備えており，選択科目や尐人数教育に利用している。 

実験室・実習工場： 準学士課程１－２年生用の実験室，各専門学科の実験室および各専攻科の実

験室などを多数備えており，実験実習，卒業研究に活用されている。また，実習工場は５名の専任技

術職員により運営され，工作実習や卒業研究・特別研究等で活用されている。 

演習室： 機械設計，建築設計，卒業研究及びゼミナール形式の授業のために各種演習室を備えて

いる。また，情報関連の演習施設として二つのパソコン室があり，合計100台のパソコンを備えてい

る。パソコン室は語学演習室も兼ねており，アルク社のe-learningシステムを使用した授業を行って

いる。 

図書館： 90名収容の閲覧室，開架書庫，閉架書庫を備えている。そのほか，資格試験コーナー，

参考図書コーナー，文献検索コーナー，端末コーナーなどが設置されている。 

バリアフリー対応施設： 校内各所に車椅子対応の多目的トイレ，エレベーター，スロープを設置

している。 

施設・設備の将来計画・整備・利用に関しては，施設整備計画委員会が中長期的に計画を立案し，

運営委員会で決定している。教室の使用状況は使用教室一覧表に示すとおり，ほぼ全ての教室が有効
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に利用されている（資料８－１－①－４）。学内共同利用教室として，専門学科棟に学科横断フレッ

クスが設けられ，教室のより柔軟な利用が可能になっている。また，実習工場は，機械工学科のみな

らず，電気情報工学科の実験実習にも活用されている。 

実験室，教室，実習工場，演習室，図書館の管理は，施設管理規定に従ってそれぞれ管理者を定め，

日常的な管理を行っている。安全管理のために，安全衛生専門委員会を設置し，各部局から提出され

る安全衛生の調査結果を月一回チェックしている（資料８－１－①－５）。更に安全管理を確実なも

のにするために，危機管理マニュアルを作成し，実験室・教室・各部局・教員室の全てに配置してい

る（資料８－１－①－６）。これにより，事故時の救急措置方法，毒劇物の取り扱い方法などの基礎

知識を普及させ，安全に対する自覚を促している。 

資源の有効利用や二酸化炭素排出対策といった環境面への取組として，校舎窓ガラスに複層ガラス

を採用しているほか，光熱水量の推移などを示した省エネポスターの掲示による省エネルギーの啓蒙

活動とともに，照明器具を低消費電力であるＬＥＤ器具に更新している（資料８－１－①－７）。ま

た，不用になった備品類の再利用を教職員に促すことで廃棄物の削減を図っている。 
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「施設の概要」（抜粋）                       資料８－１－①－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学校要覧2010 p.48） 
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「教育・研究施設と学習・教育目標との対応」             資料８－１－①－２ 

 

施設設備 実験室名 
学習・教育目標 

Ａ Ｂ-1 Ｂ-2 Ｃ-1 Ｃ-2 Ｄ 

専攻科棟  ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

講義棟  ○ ○    ○ 

ゼミナール棟  ○ ○    ○ 

学科横断フレックス  ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

実習工場   ○ ○ ○ ○  

地域テクノセンター  ○  ○ ○ ○ ○ 

図書館  ○   ○ ○  

第1パソコン室   ○ ○   ○ 

第２パソコン室   ○ ○   ○ 

寄宿舎（学生寮）  ○    ○ ○ 

体育施設（体育館、武道

館、プール、グランド、

テニスコート） 

 ○     ○ 

機械工学科棟 

教室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

研究室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

実験室（特別研究用）  ○ ○ ○ ○  

実験室（学生実験用）  ○ ○ ○   

卒研室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

恒温高湿室  ○ ○ ○   

創造設計室（CAD室）  ○ ○ ○ ○  

創造工房  ○  ○   

インフォメーション 

サロン 

○  ○ ○ ○ ○ 

電気情報工学科棟 

教室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

研究室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

実験室（特別研究用）  ○ ○ ○ ○  

実験室（学生実験用）  ○ ○ ○   

卒研室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

創造工房 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

恒温高湿室  ○ ○ ○   

インフォメーション 

サロン 

○  ○ ○ ○ ○ 

物質工学科棟 

教室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

研究室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

実験室（特別研究用）  ○ ○ ○ ○  

実験室（学生実験用）  ○ ○ ○   

卒研室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

恒温高湿室  ○ ○ ○   

インフォメーション 

サロン 

○  ○ ○ ○ ○ 

建設環境工学科棟 

教室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

研究室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

卒研室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

実験室  ○ ○ ○ ○  
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製図室  ○ ○ ○   

インフォメーション 

サロン 

○  ○ ○ ○ ○ 

コモンコーナー ○    ○ ○ 

（出典 専門職員（施設）作成資料）   

 

資料８－１－①－３ 

「教室，実験室，演習室，図書館，情報関連設備等の面積，主要設備及びバリアフリー対応施設の

概要」  

○ 教室 

教室 

名 称 
面積

（㎡） 
室数 場 所 備  考 

教室（講義室） 49 

～ 

83 

21 講義棟 

各専門学科棟 

専攻科棟 

本科１～5 年用、専攻科 1～2 年用 

視聴覚機器（吊架方式の大型テレビ（1～2 台）、

ビデオデッキ、OHP 用スクリーン） 

床に配電用コンセントと情報コンセント 

空調設備（ロスナイ） 

合併教室 202  講義棟 200 名収容可能 

視聴覚機器の設置 

授業、講演会、卒業研究発表会などで 用 

第 1 ゼミ室 32 1 

ゼミナール棟 

選択教科や小人数授業で使用 第 2 ゼミ室 65 1 

第 3 ゼミ室 34 1 

第 4 ゼミ室 128 1 選択教科で使用（音楽室を兼ねる） 

中講義室 138 1 選択教科で使用 

共同利用教室 

(学科横断フレックス) 

93 2 機械工学科棟 

電気情報工学

科棟 

OHP 用スクリーン 

床に配電用コンセントと情報コンセント 

空調設備（ロスナイ） 

 

 

○ 実験室 

実験室 

名 称 面積（㎡） 室数 備  考 

化学実験室 27 1 講義棟、本科１、２年生 

物理実験室 133 1 講義棟、本科１、２年生 

体育学実験室 27 1 第一体育館 

機械工学科棟実験室 

知能機械実験室 233 1  

流体工学実験室 117 1  

創造設計室（ＣＡＤ室） 149 1  

材料評価実験室 141 1  

材料加工実験室 109 1  

熱工学実験室 67 1  

合 計 816   

電気情報工学科棟実験室 

電気・電子実験室 152 1  

創造工房 74 1  

情報通信制御実験室 11 1  

環境エネルギー実験室 10 1  

高電界実験  40 1  

電磁波計測実験室 39 1  

エルギー変換実験室 39 1  

バイオエレクトロニクス実験室 39 1  



八戸工業高等専門学校 基準８ 

374 

システム制御実験室 41 1  

アーキテクチャー実験室 71 1  

合 計 723   

物質工学科棟実験室 

化学反応工学実験室 60 1  

分離工学実験室 75 1  

材料化学工学実験室 63 1  

物質工学基礎実験室 144 1  

物質工学実験室 57 1  

有機合成化学実験室 64 1  

物理化学実 室 68 1  

高分子化学実験室 7 1  

無機化学実験室 76 1  

物質工学（コース）実験室 132 1  

物質工学科第２棟実験室 

生物系学生実験室 147 1  

生物化学実験室 62 1  

培養工学実験室 85 1  

合 計 1,112   

建設環境工学科棟実験室 

水環境実験室 120 1  

水理実験室 150 1  

地盤実験室 114 1  

建設材料実験室 202 1  

構造実験室 45 1  

水資源実験室 24 1  

合 計 655   

専攻科  

 木解析室 105 1  

 トライボロジ 実験室 75 1  

 機械システム実験室 30 1  

 ネットワーク実験室 105 1  

 材料化学実験室 63 1  

 素材開発実験室 27 1  

 精密測定室 15 1  

合 計 420   

地域テクノセンター 

廃物化学処理実験室 48 1  

廃棄物光学測定室 48 1  

廃棄物分析室 16 1  

核磁気共鳴測定室 16 1  

スパッタ装置室 36 1  

物性測定室 15 1  

走査電子顕微鏡室 24 1  

合 計 203   

 

実習工場 

内燃機関実験室 機械実習工場、 接工場、鋳

造工場、木型工場 プログラム室 

667 1  

総 計 4,883   

 

 

○ 演習室 

演習室 

名 称 面積（㎡） 室数 備  考 

創造設計室 149 1 機械工学科棟、24 時間使用可能 

製図室 108 1 建設環境工 科棟 
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CAD 室 21 1 建設環境工学科棟 

卒研室（各専門学科棟） 22～93 1～3 卒業研究の文献調査、データ処理、 

ゼミナール形式の授業 

演習室 17～20 4 専攻科棟 

 

 

○ 図書館 

図書室 

名 称 面積（㎡） 備  考 

図書館(2建のうち 1 階部分  1,059 ・閲覧室(90 名収容) 

・開架書庫及び閉架書庫、ビデオテーク室（ビデオ

テープ、DVD 等視聴） 

・資格試験コーナー、参考図書コーナー、文献複写

コーナー、新聞閲覧コーナー、端末コーナーなどの

設置 

 

 

○ 情報関連設備 

情報関連設  

名 称 面積（㎡） 室数 備  考 

第一パソコン室 117 1 図書館 2 階、パソコン 50 台 

（OS Windows Vista） 

第二パソコン室 

語学演習室（e ラーニング）を兼ねる。 

123 1 図書館 2 階、パソコン 50 台 

（OS WindowsVista） 

 

 

○ 体育施設 

その他の設備 

名 称 面積（㎡） 室数 備  考 

第一体育館 1,153 1 体育の授業、部活動、学校行事等で使用 

第二体育館 924 1 

武道館 566 1  

体育トレーニングセンター 171 1  

 陸上競技場（300m トラック）、野球場、プール（25m×7 コース）、テニスコート（5 面）。 

 

 

○ バリアフリー対応施設 

多目的トイレ 

名   称 室数 備  考 

講義棟 1  

物質工学科棟 1  

建設環境工学科棟 4  

専攻科棟 1  

第一体育館 1  

 

エレベーター 

名   称 台数 備  考 

講義棟 1  

物質工学科棟 1  

建設環境工学科棟 1  

 

スロープ 

名   称 箇所数 備  考 

管理棟 1 玄関 

講義棟 1 学生昇降口 
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機械工学科棟 2 西側および北側出入口 

建設環境工学科棟 1 玄関 

専攻科棟 2 玄関 

地域テクノセンター 1 玄関 

図書館 1 玄関 

第一体育館 1 玄関 

武道館 1 玄関 

福利厚生会館 1 玄関 

（出典 専門職員（施設）作成資料）   
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「使用教室一覧表」                         資料８－１－①－４ 

 

平成23年度 前期基本

1-2ｈ　フランス語（E5,C5）

合併教室 3-4h　工学基礎Ｂ(全2) 3-4ｈ　環境論（全5） 3-4ｈ　工学基礎Ａ(全1)

（200名） 5-6ｈ　化学製図（Ｃ1） 5-6ｈ　医工・福祉（全5）

1-2h 日本語（留３）

第１ゼミ室 3-4ｈ 日本事情（留３）

（15名） 7h 日本事情（留３）

1h　生物（L1）

第２ゼミ室 2h　生物（L2）

（45名） 3h　生物（L3) 5-6h　中国語（全５）

4h　生物（L4) 7-8h　中国語（全５）

第３ゼミ室

（24名） 5-6ｈ　人間科学（全5）

7-8ｈ　日本語（留3・4）3年は8ｈのみ

第４ゼミ室 3-4ｈ　音楽（全1）

（50名） 5-7ｈ　機械設計製図Ⅱ（Ｍ２） 6ｈ　機械設計製図Ⅰ（M1) 5-6ｈ　機械設計製図Ⅲ（M3)

7-8ｈ　フランス語（M5,Z5)

1-2ｈ　文学(全5)

中講義室 3-4ｈ　原子力基盤技術概論(全5) 3-4ｈ　美術（全1）

5-7ｈ　測量学・同実習Ⅰ（Ｚ1） 5-6ｈ　原子力工学概論(全4)

（84名） 7ｈ　　測量学・同実習Ⅱ（Z2）

1-2ｈ　情報リテラシー（Ｌ4） 1-2h プログラミングⅡ(E3) 1-2ｈ　日本語コミュニケーション（ＭE4） 1-2ｈ　情報リテラシー（Ｌ2） 1-2ｈ　情報リテラシー（Ｌ3）

第１ﾊﾟｿｺﾝ室 3-4h 制御工学(E5) 3-4ｈ　日本語コミュニケーション（CZ4） 3-4h プログラミングⅠ(E2)

 7-8ｈ　プログラミングⅢ（Ｚ5） 5-6ｈ　情報リテラシー（Ｌ1）

（50名） 7-8ｈ　ＣＡＡＤ（Ｚ3）

1-2ｈ　英語演習Ⅰ（Ｍ4) 1-2ｈ　英語演習Ⅰ（E4) 1-2ｈ　安全工学（C4) 1-2ｈ　生命科学（C5)

第２ﾊﾟｿｺﾝ室 3-4ｈ　英語演習Ⅰ（Ｃ4） 3-4ｈ　分子生物学（Ｃ4）　　　

5-6ｈ　英語演習Ⅰ（Z4）

（50名）

　　Ｍ 1-2ｈ　材料化学（A2） 1-2ｈ　応用数学B（A2） 1-2ｈ　生物学概論（A2）

学科横断 3-4ｈ　情報工学（A2） 3-4h　信号処理（ASE2)

ﾌﾚｯｸｽ室 5-6ｈ　トライボロジー特論（ASM2)

（30名）

　　Ｅ 1-2ｈ　電気磁気学特論（ASE1) 1-2ｈ　回路工学（ASE1) 1-2ｈ　化学要論（A1) 1-2ｈ　総合英語A(A1)

学科横断 3-4ｈ　応用数学A（A1) 3-4ｈ　社会技術システム工学（A1) 3-4ｈ　工学演習Ⅰ（ASE1) 3-4ｈ　知能システム工学（ASE1)

ﾌﾚｯｸｽ室 5-6ｈ　物理学要論（Ａ1）

（35名） 7-8ｈ　ソフトウェア設計法（Ｅ4）

1-2ｈ　生化学（AC1) 1-2ｈ　物理化学特論（AC1)

専攻科 3-4ｈ　応用分析化学（AC2) 3-4ｈ　工学演習Ⅰ（AC1) 3-4ｈ　有機反応論（AC1) 3-4ｈ　化学工学特論（AC1)

講義室 5-7ｈ　専攻実験（AC1) 5-7ｈ　専攻実験（AC1) 5-7ｈ　専攻実験（AC1)

(29名)
1-2ｈ　建設材料学特論（AZ1) 1-2ｈ　構造解析学特論（AZ1)

専攻科 3-4ｈ　地盤工学特論（AZ1) 3-4ｈ　地域計画学特論（AZ1・2) 3-4ｈ　水理学特論（AZ1)

演習室(1・2) 5-7ｈ　専攻実験（ASE1) 5-7ｈ　専攻実験（ASE1) 5-7ｈ　専攻実験（ASE1)

(12名)

専攻科

演習室(3) 5-7ｈ　専攻実験（AZ1) 5-7ｈ　専攻実験（AZ1) 5-7ｈ　専攻実験（AZ1)

(7名)
1-2ｈ　材料強度学（ASM1) 1-2ｈ　流体力学特論（ASM1)

専攻科 3-4ｈ　振動工学（ASM1) 3-4ｈ　熱工学特論（ASM1)

演習室(4) 5-7h 専攻実験 （ASM1) 5-7h 専攻実験 （ASM1) 5-7h 専攻実験 （ASM1)

(6名)

（金） （土） （日）（月） （火） （水） （木）

（出典 入試・教務係作成資料） 



八戸工業高等専門学校 基準８ 

378 

 

「安全衛生の調査結果のチェック例－安全衛生委員会記録」（抜粋）   資料８－１－①－５ 

 

 

 

 

 

 

 

「危機管理マニュアル」（抜粋：表紙及び目次）           資料８－１－①－６ 
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「環境面への取組事例」                      資料８－１－①－７ 

 

 

 

（出典  独立行政法人国立高等専門学校機構 環境報告書２０１０ p.34） 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

「連峰型教育」のコンセプトと新基準に基づいて建築された準学士課程及び専攻科課程の校舎（施

設・設備）を有し，視聴覚機器や情報コンセントを備えた教室，２つの共通パソコン室（語学演習室

含む），多数の実験室，演習室，バリアフリー対応施設等が学習・教育目標達成のために整備され活

用されている。また，省エネルギーの啓蒙活動や省エネルギー機器の導入など環境に配慮した取組を

行っていると判断される。 
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観点８－１－②： 教育内容，方法や学生のニーズを満たすICT環境が十分なセキュリティ管理の

下に適切に整備され，有効に活用されているか。 

（観点に係る状況）  

教育内容，方法の面からの情報ネットワークに関するニーズは，総合情報センターの情報処理教育

専門委員会により，現状の把握がなされている（資料８－１－②－１）。 

平成20年４月から運用している現教育用計算機システムでは，従来に比べ，特に以下の2点につい

て改善が図られている。 

 学生の利用時間の大幅な拡大 

従来は平日の19時までパソコン室の開放を行っていたが，現在はパソコン室の開放を取りやめ，

その代わりに図書館カウンター前に10台のPCを設置して，図書館の開館時間中（月曜から土曜，

（一部日曜も開館）8:45～21:00）利用可能としている。 

 語学教育システムALC利用拡充への対応 

e-learningによる英語教育が拡充して，パソコン室を使用する授業が増えた。そのため１教室

だけでは不足で時間割編成が困難になっていた。その対策として２つのパソコン室とも語学教

育システムALCが利用できる構成とした。 

情報資産のセキュリティについては，包括的な規定として「八戸工業高等専門学校セキュリティポ

リシー」を平成17年４月に制定した（資料８－１－②－２）。さらに情報セキュリティの維持向上の

ために平成22年12月には「八戸工業高等専門学校情報セキュリティ管理規程」（資料８－１－②－

３），「八戸工業高等専門学校情報セキュリティ推進規程」（資料８－１－②－４）「八戸工業高等

専門学校情報セキュリティ教職員規程」（資料８－１－②－５）を制定し，具体的な行動指針を示し

ている。 

情報ネットワークを管理するために，総合情報センターにネットワーク管理室が設けられ，専任の

技術職員を配置し，コンピュータウィルス情報の周知，ファイアウォール管理，メールサーバの保守

などを日常的に行っている。各学科・各事務係には，グループウェア委員会のメンバーを配置し，ウ

ィルス対策や情報ネットワークの利用法や禁止事項の徹底などをきめ細かく行っている。 

本校は，学術情報ネットワーク(Sinet)の弘前NOCと10Mbpsの通信速度でインターネット接続をして

いる（資料８－１－②－６）。徐々に通信速度を向上させてきてはいるが，地理的条件により低速回

線を選択せざるを得ない状況で，利用者からは増速の要望がある。平成24年度にはキャンパスLANの

全面更新が予定されているので，これを機会に低負担でのスピードアップの方策を探る計画である。 

本校のLAN構成図を資料８－１－②－７に示す。本校でキャンパスLANに接続しているPCはおよそ

1000台弱で年々増加傾向にある。ネットワーク管理室では，これらを正確に管理するためおよび無届

のLAN接続防止のため，IPアドレス配布方式からMACアドレス登録方式に改め，セキュリティの向上を

図っている。 

学内グループウェアとしてガルーンが稼働しており，全教職員にIDを発行し，一般のメール以外に

校内掲示板，スケジュール管理，校内連絡，文書管理などに利用されている。各教室をはじめとする

校内のほぼ全ての部屋に情報コンセントが設置され，どこからでも校内LANを使用することができる。 

学生のネットワークトラブル防止の取組みとして，ネットワーク利用心得（資料８－１－②－８）

の利用規則を整備している。さらに1年生に対しては，「情報リテラシー」の授業のなかで情報倫理
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教育を実施して，現代人にふさわしいモラル・マナーの習得に努めている。 

 

 

 

 

「八戸工業高等専門学校総合情報センター規則」（抜粋）   資料８－１－②－１  

    （業務） 

第２条 情報センターは、次の業務を行う。 

 一 図書館に関すること。 

  二 第１パソコン室、第２パソコン室の管理運営に関すること。 

三 情報処理教育に関すること。 

四 マルチメディア教育に関すること 

五 語学訓練教育に関すること。 

六 グループウェアの利用に関すること。 

七 ネットワークの管理に関すること。 

八 全国共同利用大型計算機センター八戸工業高等専門学校連絡所に関すること。 

九 その他情報センターに関すること。  

 

 

 

 

 

「八戸工業高等専門学校セキュリティポリシー」（抜粋）       資料８－１－②－２ 

  

八戸工業高等専門学校情報セキュリティポリシー 

 

制 定  平成１７年４月１日 

Ⅰ．情報セキュリティ基本方針 

  (1) 情報セキュリティの基本方針 

   八戸工業高等専門学校（以下「本校」という。）における情報資産について、「情報セキュリティポリシー

に関するガイドライン（平成 12 年 7 月 18 日情報セキュリティ対策推進会議決定）」における「政府の情報セ

キュリティの基本的な考え方」を踏まえ、本校における継続的かつ安定的な教育・研究及び行政事務の実施を

確保するとともに、高度な安全性を確保し、利用者の信頼を得るためにふさわしいセキュリティ水準を達成す

るよう適切な情報セキュリティ対策を実施することが必要不可欠である。 

            （後略） 
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   八戸工業高等専門学校情報セキュリティ管理規程     資料８－１－②－３  

制定 平成２２年１２月１０日 

 

目次 

第1章 総則（第１条－第７条）  

第2章 情報システムの利用（第８条－第１２条）  

第3章 情報の取扱い（第１３条－第１６条）  

第4章 物理的及び環境的セキュリティ対策（第１７条－第２３条）  

第5章 教育（第２４条・第２５条）   

第6章 情報セキュリティインシデント対応及び非常時行動計画（第２６条－第３０条）  

第7章 調達、ソフトウェア開発及び外部委託（第３１条－第４２条）  

第8章 違反と例外措置（第４３条・第４４条）  

第9章 評価、見直し及び監査協力（第４５条－第５０条） 

第10章 その他（第５１条－第５３条）  

 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この規程は、情報セキュリティポリシーに基づき、独立行政法人国立高等専門学校機構八戸工業

高等専門学校（以下「本校」という。）における情報セキュリティ 

                 ： 

 

  八戸工業高等専門学校情報セキュリティ推進規程    資料８－１－②－４    

制定 平成２２年１２月１０日 

 

目次 

第１章 総則（第１条・第２条）  

第２章 情報システムのライフサイクル 

 第１節 設置時（第３条－第１６条） 

 第２節 運用時（第１７条－第２８条） 

第３節 運用終了時（第２９条） 

第４節 PDCAサイクル（第３０条－第３３条） 

第３章 要保護情報及びそれを取扱う情報システム（第３４条－第３８条） 

第４章 アクセス制御（第３９条－第４１条） 

第５章 アカウント管理（第４２条－第５２条） 

第６章 証跡管理と通信の監視（第５３条－第５７条） 

 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この規程は、独立行政法人国立高等専門学校機構八戸工業高等専門学校（以下「本校」とい

う。）における情報セキュリティ対策に関する専門的及び技術的 ・・・ 
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   八戸工業高等専門学校情報セキュリティ教職員規程     資料８－１－②－５  

    制定 平成２２年１２月１０日 

 

目次 

第１章 総則（第１条－第８条） 

第２章 情報システムの利用（第９条－第１９条）  

第３章 情報の取扱い（第２０条－第２９条） 

第４章 物理的及び環境的セキュリティ対策（第３０条－第３３条） 

第５章 教育（第３４条） 

第６章 情報セキュリティインシデント対応（第３５条） 

第７章 調達、ソフトウェア開発及び外部委託（第３６条） 

第８章 違反と例外措置（第３７条・第３８条） 

第９章 自己点検及び見直し（第３９条） 

第１０章 管理的業務（第４０条－第４４条） 

 

 

第１章 総則 

 

（目的） 

第１条 この規程は、独立行政法人国立高等専門学校機構八戸工業高等専門学校（以下「本校」とい

う。）における情報セキュリティの維持向上のために本校の教職員が遵守すべき事項を定めるものであ

る。 

： 
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   ｢本校のネットワーク構成図｣                   資料８－１－②－６ 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 ネットワーク管理室作成資料）   
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「校内LAN構成図」                       資料８－１－②－７  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 ネットワーク管理室作成資料）   
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「八戸工業高等専門学校学生用ネットワーク利用心得」       資料８－１－②－８  

 

１． 憲法，法律及びネットワークエチケット（以下｢ネチケット｣という。）の遵守 

（１） 利用者はネチケットを遵守し，本校学生としての品位を倉庫なうことのないよう心がけなければ

ならない。 

（２） ネットワークで他人を誹謗中傷したり，さげすむような発言をしてはならない。また，発言する

内容については，国内に留まらず全世界に伝送される可能性があることに留意し，自ら責任を持

てる内容に限るものとする。 

（３） 他人に著作権を侵害するような行為をしてはならない。 

（４） ｢以下略｣ 

（出典 平成22年度学生便覧 p.182） 

 

 

「パソコン室（第１，第２パソコン室）および，図書館ＰＣ利用者数」  資料８－１－②－９  

（H21.４月からH22.３月まで） 

 

（出典 総合情報センター作成資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

総合情報センターの体制が整備され，情報処理教育専門委員会などの調査により，新しいニーズが

適切に把握されている。教室を含む校内のほぼ全ての部屋に情報コンセントが設置され，どこからで

も校内LANが使用できるよう情報ネットワークが整備されている。また，セキュリティポリシー，セ

キュリティ推進規程などが定められ，グループウェア委員会やネットワーク管理室が情報ネットワー

クの日常的な管理を適切に行っている。教育用計算機システムは放課後も図書館で利用可能で，利用

者の便宜が図られている。パソコン室の利用者数は月平均1,300名を超える。（資料８－１－②－

９） 

以上のことから，情報ネットワークが適切に整備され，有効に活用されていると判断される。 

 

 

 

観点８－２－①： 図書，学術雑誌，視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料が系統的に収集，

整備されており，有効に活用されているか。 

（観点に係る状況）  

資料８－２－①－１に図書館マップを示す。図書館は，閲覧室，開架書庫，閉架書庫，参考図書コ

ーナー，文献複写コーナー，新聞閲覧コーナー，端末コーナー等を備え，学生及び教職員はもとより，

学外の方にも利用できる施設として整備されている。図書，学術雑誌，視聴覚資料等は，各々分野別

に分類され，管理されている。 

平成23年3月現在の蔵書数は，和書62,607冊，洋書7,903冊の合計70,510冊である。雑誌は，和雑誌

96種類，洋雑誌30種類の合計126種類である。視聴覚資料としては，CD-ROM12枚，LD133枚，DVD53枚，

ビデオテープ41本である。分野別の蔵書数を（資料８－２－①－２）に示す。 

学内で所蔵している資料は，インターネットに接続するパソコンなら，どこからでも検索すること

ができる。高等専門学校統合図書館システムの蔵書検索 E-Conan，また，JDreamⅡ，CiNiiなどのデ

ータベース，Science Direct,Scienceなどの電子ジャーナル，文献コピーの各サービスが利用できる。 

図書館の利用者数は年による変動があるが，月平均約4,000名が図書閲覧や学習に利用しており，

平成22年度は入館者数が47,327名，図書の貸出数が8,570冊であった（資料８－２－①－３）。 

平成21年度は長い夏休みや，インフルエンザによる休校の影響で利用者数，貸出冊数とも減尐した

が，平成22年度は元の行事日程に戻ったこと，休校などのアクシデントがなかったことで利用状況は

回復している。月別の利用を見ると定期試験前の利用が多く，学生の勉学のために図書館が有効に利

用されていることがわかる。 

カウンタ前のパソコン利用者は月平均300名弱であり（資料８－１－②－９），インターネットの

検索機能を利用したり，書架にある実物の文献に触れたりと多様な方法で図書館を利用している人数

である。 

図書購入希望の受入については，各学科からの教育方針に沿った要望に基づいて，図書館委員会で

決定している。例えば，英語力育成のために英語多読コーナーを設けている。カウンタでは，学生の

希望図書の申込も受け付けており，学生の要望も反映させている。また，学生の希望図書を速やかに

購入するために，学生会図書委員が書店に直接出向いて購入（ブックハンティング）を行っている。

平成22年度のブックハンティングでは，68冊にのぼる希望図書を購入している。平成22年度には465

冊の図書を購入した（資料８－２－①－２）。 
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図書館の利用促進のため，夜間も開館し利用時間の延長を図っている。平日は8:45から21:00まで，

土曜日も10:00から17:00まで開館している。また，定期試験直前一週間前と試験期間中には，日曜祝

祭日も開館し学習の支援を行っている。図書館は学外の方も利用でき，地域への貢献にも役立ってい

る。年に一回書評コンクールと読書マラソンを実施したり，不定期ではあるが図書館ニュースレター

を発行して，読書の動機付けをする側面からも利用促進を図っている（資料８－２－①－４～５）。 

資格取得をめざす学生のために，資格試験コーナーを設けている。このコーナーでは，情報技術関

連の試験，技術士，電気工事士，英語検定，数学検定など，幅広い分野の資格試験に関する書籍150

冊以上を揃えている。 

 

 

「図書館マップ」                         資料８－２－①－１  

 

（出典 Web サイトhttp://www.hachinohe-ct.ac.jp/~tos_home/map2.htm 

八戸高専ホームページ 図書館） 
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「分野別の蔵書数－平成22年度図書館関係報告」           資料８－２－①－２

 

（出典 平成22年度図書館統計資料）   

 

資料８－２－①－３ 

 

 

（出典 平成22年度図書館統計資料） 
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資料８－２－①－４  

平成２２年度 書評コンクール募集要項 

 

平成２２年度書評コンクールを以下のように実施します。希望者は下記の要項に従って、応募し

てください。 

 

募集期間    平成２２年９月 １日（水）～９月 ３０日（木） 

 

募集分野     １）文芸書部門（携帯小説含む。） 

２）コミック部門（単行本として完結されているものに限る。雑誌連載中           

のものは除く。） 

３）研究書・教科書部門 

            ： 

            ： 

 

 

 

資料８－２－①－５  

 

 

 

（出典 図書委員会ニュースレター部会発行 ニュースレター）  
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（分析結果とその根拠理由） 

図書，学術雑誌，視聴覚資料等は，各々分野別に分類され，有効に活用されている。蔵書数は，和

書62,607冊，洋書7,903冊の合計70,516冊で，１年間の入館者数は４万7千人を超え，図書貸出数も

8,500冊を超える。図書委員会を中心に図書の充実に積極的に取り組み，学生の要望を反映させるた

めに，ブックハンティング等を実施している。図書館の利用促進に向けた取り組みとして，利用時間

の延長，資格試験コーナーの設置や読書マラソン等を行っている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

学科棟，講義棟，専攻科棟，管理棟等の諸施設が，新基準に基づいて整備されている。 

教室を含む校内のほぼ全ての部屋に情報コンセントが設置され，どこからでも校内LANが使用でき

るよう情報ネットワークが整備され活用されていると判断される。 

 

（改善を要する点）  

 特になし。 

 

（３）基準８の自己評価の概要 

本校の学習教育目標を実現するため，学科棟，講義棟，専攻科棟，管理棟等の諸施設が，全て新基

準に基づいて整備されている。そしてバリアフリー化についても積極的に推進し，ほとんどの建物の

入り口にスロープが設置されている。また「ものづくりやシステムづくりに強い実践的な技術者の育

成」に寄与することを目的に，各専門学科では実験室が多数整備され，実習教育のための実習工場が

設置され，二つのパソコン室の他に学生の自由な利用が可能なパソコンが図書館カウンタ前に備えら

れるなど，充実した設備が適切な安全管理の下で有効に活用されている。また，校内の全ての部屋に

情報コンセントが設置され，どこからでも校内LANを使用できるよう情報ネットワークが整備されて

いる。情報ネットワークの管理運営のために総合情報センターが設置され，教育内容・方法や学生の

ニーズの適切な把握，教育用コンピュータと校内の効率的な管理運用が行われ，情報ネットワークは

情報処理の実習やプログラミング教育に有効に活用されている。図書館には，図書，学術雑誌，視聴

覚資料その他の教育研究上必要な資料等が整備され，学生や教職員に有効に活用されている。さらに，

書評コンクール，ブックハンティングなどの諸施策が積極的に行われ，図書館の利用者の維持拡大に

努めている。 
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基準９ 教育の質の向上及び改善のためのシステム 

（１）観点ごとの分析 

観点９－１－①： 教育の状況について，教育活動の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄積

され，評価を適切に実施できる体制が整備されているか。 

（観点に係る状況）  

本校で発行している学校要覧，専門分野・研究課題一覧などの印刷物，教育活動を示す各種のデー

タや資料は総務課地域連携係で一括管理している。ただし，教育活動データのうち個々の学生の成績

資料に関しては教務委員会での審議を経た後，成績会議を開き，その後学生課入試・教務係が管理し

ている。各授業科目の成績評価データ・学生答案について準学士課程と専攻科課程について過去５年

分を資料室に収集蓄積している。これらの収集したデータや資料は，教育点検・評価委員会が次年度

の初めに点検表に基づいてチェックし，内容の評価を行っている（資料９－１－①－１）。 

教員の教育活動の実態を示すデータの提出が，個々の教員に対して毎年求められ(資料９－１－①－

２)，総務課職員係に蓄積されている。このデータの設問は，独立行政法人国立高等専門学校機構の国

立高等専門学校教員表彰実施要項（資料９－１－①－３）における「教員の教育業績等評価」に基づ

いている。教員の自己評価データと，教員による相互評価及び学生による教員の評価の総合評価がな

され，優れている教員は，機構の教員表彰候補者として推薦されるとともに，教員会議の席上で教育

業績賞として校長から表彰され（資料９－１－①－４），さらに特別に研究費が与えられる。また，

授業アンケートの評価が高い上位５名の教員は，授業評価優秀教員として表彰される(資料３－１－④

－８)。 

 また，授業参観日に保護者のみで開催される「保護者のつどい」において収集した改善要求につい

ては，後援会役員で取りまとめて学校に提示する。 
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「点検書式２」                         資料９－１－①－１  

 

授業実施状況点検 平成２２年度 前・後期  最終点検 （点検書式２） 

学科・学年名     授業科目名                  科目コード        区分:必修・必修選択・選択必修・選択 

                担当教員による自己点検  平成  年  月  日  署名            

      点検・評価委員会の確認  平成  年  月  日  署名          

 点検項目と採点基準（下記基準を目安に１０点満点で自己点検欄に点数を記入。） 自己点検 委員会点検 要改善 

 １．全体的にシラバス通りの内容で授業を実施したか。       

    不十分＝０点 大体十分＝５点 完全に実施＝１０点    

 ２．全体的にシラバス通りの日程で授業を実施したか。       

    不十分＝０点 大体十分＝５点 完全に実施＝１０点    

 ３．授業の教材、準備、進め方などについて反省点があるか。    

     かなりある＝０点 若干ある＝５点 ほとんどない（ほぼ完璧）＝１０点    

 ４．オフィスアワーやその他の時間に学生の来室があったか。    

    全く来室がない＝０点   週に平均１～２名程度は来室した＝５点    

    週に平均３名以上来室した＝１０点    

 ５．試験やレポート等の内容とレベルは妥当だったか。    

    出題範囲・内容・レベルに問題がある＝０  シラバスに即しており、ほぼ

妥当＝５点  技術士１次試験レベル等や英語の問題を出題した＝１０点 

   

 ６．シラバス通りに成績評価を実施したか。    

   不十分＝０点 大体十分＝５点 完全に実施＝１０点    

 ７．学習教育目標を十分達成したか。    

    不十分＝０点  大体十分＝５点  完全に達成＝１０点    

 ８．学生自身に達成度を評価させるための方策を採ったか。（試験）    

  試験の成績開示のみ＝０点   試験の正解掲示＝４、答案の返却＝６，答案の添削返却＝８、 

答案の添削返却に加えて解説や個別指導等もした＝１０点 

   

 ９．学生自身に達成度を評価させるための方策をとったか（演習宿題、ﾚﾎﾟｰﾄ等）    

      成績開示のみ＝０点  正解掲示＝４、ただの返却＝６，正解の添削返却＝８、 

添削返却に加えて解説や個別指導等もした＝１０点 

   

 １０．目標未達成の学生に対して何らかの指導をしたか。    

      指導しなかった＝０点    補充試験をした＝５点    

      補習、補充試験をした＝８点、全員達成した＝１０    

             合計 （目標 ６０点以上／満点１００点）    

上記の点検結果を証明する資料等の有無  （提示可能なもの、または該当するものを■で塗りつぶす） 

 授業･成績評価 ：□シラバス  □教科書  □プリント □講義ノート  □ＯＨＰ等  □他の教材（       ） 

□レポート等の課題   □同左の正解実物      □その他（                ） 

□定期試験・模範解答・成績評価資料提出済み（以下の４点含む場合） 

□定期試験問題   □定期試験の模範解答   □成績評価等の資料   □出欠データ  

 合格者数   ：合格     名（うち補充試験 合格     名）／受講者     名 

 定期試験不合格者（未受験者含む）への対応： □補充試験  □補習  □レポート □その他 

 学生への支援策：□（定期試験で評価する科目） □問題正解の提示  □正解の説明・解説   □答案の返却 

□（定期試験外で評価する科目）□レポートの返却 □学生への個別的対応（       ） 

□その他（                      ） 

改善計画（自己点検結果を判断して記入）                                                                       

                                                                                                     

                                                                 

                                                                                                   

点検・評価委員会所見（委員名             ） 

                                                                                                     

                                                                                                            
 

（出典 ガルーン文書管理ファイル） 
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「教員の教育業績等評価の自己評価依頼」             資料９－１－①－２  

 

 

平成２２年１０月２６日 

 

教 員 各 位 

 

                          校  長 

 

      国立高等専門学校教員顕彰の実施について（依頼） 

 

 

 標記のことについて、添付ファイル「平成２１年度実施要領」のとおり教 

員顕彰を実施いたします。 

 実施要項にあるとおり校内の候補者選考にあたっては、 

１．教員の自己採点による自己評価 

（設問は添付ファイル「教員の教育業績等評価」にあります） 

２．教員による相互評価 

（教育活動，学生生活指導，地域社会への貢献等に積極的に取り組んで 

いる、本人以外の３名までを記入） 

３．学生による教員の評価 

により行いますので、上記１、２について添付ファイル「評価集計表」に入 

力のうえ、１０月１６日（金）までに以下のアドレスへ送信くださるようお 

願いいたします。 

 

（添付ファイル） 

  １．平成２１年度実施要項 

  ２．教員の業績等評価 

  ３．評価集計表 

 

【送信先アドレス】 

    jinji-o@hachinohe-ct.ac.jp 

 

 

 

（出典 ガルーン文書管理ファイル） 
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「国立高等専門学校教員表彰実施要項」              資料９－１－①－３  

 

 

（出典 ガルーン文書管理ファイル） 
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「教育業績賞表彰規定」                      資料９－１－①－４  

 

（出典 総務課資料） 

八戸工業高等専門学校教員特別顕彰実施要領 

 

平成１５年１月２４日 

校  長  裁  定 

 

１．趣旨 

  学生教育や管理運営にかかる業績を適正に評価し、この分野において顕著な業績を上

げている教員を顕彰することによって、八戸工業高等専門学校における教育の充実・向

上を目指すものである。 

 

２．顕彰の基準及び対象者 

高等専門学校における教育活動、学生生活指導、地域社会への貢献等において顕著な

功績があったと認められ、各年度の国立高等専門学校教員顕彰の候補者として推薦され

た者 

ただし、国立高等専門学校教員顕彰の各賞を受賞した者は対象としない。 

 

３．賞の名称 

賞の名称は、「八戸工業高等専門学校教育業績賞」とする。 

 

４．表彰状の授与 

表彰は、校長が別記様式による表彰状を授与することにより行う。 

なお、別途副賞として教育研究費３０万円を支給する 

 

  ５．実施時期 

この要領は、平成１５年１月２４日から実施する。 

 

 

附則（平成２１年１１月９日一部改正） 

この要領は、平成２１年１１月９日から実施する。 

  

   

   

 

（出典 総務課職員係資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

総務課地域連携係と学生課入試・教務係が本校の教育研究活動に関連するあらゆるデータや資料を

収集し，蓄積している。発行印刷物，会議記録，会議や講演関係の資料，高専機構や他大学・他高専

の資料などを収集して資料室に保管している。また，会議記録や広報性のある資料はガルーン（学内

グループウェア）に登録して学内関係者が閲覧できるようになっている。各授業科目の成績評価デー

タ・学生答案は資料室に収集蓄積している。 

これらのことから，教育の状況について，活動の実態を示すデータや資料を適切に収集し，蓄積し，

評価を適切に実施する体制が整備されていると判断される。 

 

 

観点９－１－②： 学校の構成員及び学外関係者の意見の聴取が行われており，それらの結果をも

とに教育の状況に関する自己点検・評価が，学校として策定した基準に基づいて，

適切に行われているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校では，学校の構成員及び学外関係者からの要望はいくつかの方法で収集されている。（ア）学

級担任等を通じた要望，（イ）授業アンケート調査（資料３－１－④－７，資料７－１－③－１），

（ウ）在校生，卒業生及び保護者の要望・社会の要請に関するアンケート調査（資料５－５－③－１，

資料９－１－②－１），（エ）「学生の声」箱，「八戸高専意見箱」，（オ）学生と校長及び教員の

懇談会（資料５－５－③－２），（カ）学習等達成度記録簿(資料９－１－②－２)，（キ）後援会役

員との懇談会などである。 

（ア）は従来から実施されてきているシステムであるが，学生が所属する学級担任や専攻主任に相

談し，取り上げる必要があると学級担任などが判断した場合，学科会議や各種委員会，学級担任懇談

会などへ反映される。（イ）は平成 12 年から始めている。学生の立場から授業に関するいくつかの観

点から５段階で評価する方法であるが，コメント欄では科目担当教員に要望できる。学生からの評価

結果に対して担当教員が授業内容や進め方，評価法などを分析し，改善策を学生に提示しなければな

らない。授業担当教員による分析と改善方策はアンケート調査結果に対する回答という形をとって授

業評価実施報告書にまとめ（資料３－２－①－７），学内外に公開している。（ウ）平成 14 年，平成

17 年に「学生の要望・社会の要望等に関するアンケート」を実施し，結果を冊子体にして教育に反映

させてきた，平成 20 年夏に「在校生（専攻科生を含む）」，「在校生の保護者」，「卒業生（専攻科

生を含む）」，および「企業・機関」に対してアンケート調査を行った。結果は，全教員に配布され

改善等に活用された。企業から協調性や専門的知識・技術力は高評価されたが，「英語力が弱い」と

評価され，改善策として平成 20 年度本科１，２生に対する（毎日）英語 50 分授業実施，平成 21 年度

は本科１年より尐人数ゼミ形式の「英語コミュニケーションＩＡ，ＩＢ」を導入し「英語力ＵＰ」に

力を入れている。（エ）は直接話しにくい内容や匿名希望で要望したい場合に活用してもらう方法で

ある。「学生の声」箱は平成 15 年度から設置しており，授業方法に具体的要望が出された場合には，

教務主事が確認後校長から担当教員に改善の指示がなされている。また，平成 22 年度からは教職員を

対象に「八戸高専意見箱」を設置した。（オ）は，専攻科において学年ごとに専攻科委員会の委員と

学生との懇談や校長と学生との懇談などを実施している。懇談会で学生側から英語力の強化や課題の

頻度に対する要望が出されて専攻科委員会で早速調査を行い迅速に対応したという例もあった。
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（カ）は平成 16 年度から行っている。平成 18 年度には，具体的に達成度を自己評価できる様式に改

善を行った。（キ）は平成 21 年度より行っている。後援会役員が取り纏めた保護者からの要望に対し

て学校側が回答するという形をとっている。後援会との共同作業として平成 22 年度新入生への柔道着

リユースを進め 60 着を超える提供があった。 

 
「平成20年度学生の要望・社会の要請等に関するアンケート調査結果」（抜粋） 資料９－１－②－１ 

 

アンケート調査の目的と方法 

  アンケート調査の目的 

 昨年、本校の教育研究について学生が必要としていることや保護者の要望を把握し、また卒業生の意見や企業等の

要請を探り、今後の本校の教育研究の改善に役立てることを目的としてアンケート調査を実施した。本年はこの目的

を推進するために、昨年アンケートの追跡を兼ねて、本科在校生と 1、２年がそろった専攻科在校生の調査と、さら

に、本科在校生の保護者の抜き取り調査と専攻科在校生の全保護者の調査を実施することとなった。 

 本年は、在校生にたいして進学や就職の準備や情報提供の体制やどのような情報を必要としているかの質問項目と

学習支援のための施設や環境についてのより質問項目を付け加え、より詳細に学生の要望を聞くこととした。 

 

  調査時期 学生、本科学生保護者：平成 20年７月中旪 

       専攻科保護者、卒業生、企業・機関：平成 20年 9月 

  調査対象 在校生 本科１～5年生の全学生 855名／専攻科、1,2年の全学生 46名 

       保護者 本科課程：保護者懇談会参加者（287名）／専攻科課程：全保護者(46名) 

       卒業生 本科課程卒業生 各科 50名  計 200名 ／ 有効対象者 190名 

          （ただし、郵送後転居等による未配達のため回答不能 10名） 

           専攻科修了生   97名 ／ 有効対象者   95名 

          （ただし、郵送後転居等による未配達のため回答不能 2名） 

       企業・機関 100社機関 

回収率 対象学生総数 900名に対して回収数 839名、回収率 93.2% 

保護者 保護者懇談会参加者 M:44, E:65,C:47, Z:42  合計 198名 

専攻科全保護者 ASM:8,ASE:9,AC:6,AZ:10  合計 33名 

卒業生 本科課程（転居等による配達不能 10あり、有効調査数 190名） 

      回答 77名  （回収率 40.5%） 

    専攻科課程（転居等による配達不能 2あり、有効調査数 95名） 

      回答 32名 （回収率 33.7%） 

企業・機関 回答 54社・機関 （回収率 54.0%） 

 

 

（出典 平成 20年度学生の要望・社会の要請等に関するアンケート調査結果） 
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  資料９－１－②－２

１．目標

(1) 第１学年の学習目標

(2) 第１学年の学習以外の活動目標

２．成果

(1) 学習成果（定期試験ごとに各科目の点数を記入し、A〜Dの各教育目標ごとに平均点を計算して、レーダーチャートを作成しなさい。どの目標でも60点以上になるよう努力しましょう。）

科目
中間
得点

期末
得点

科目
中間
得点

期末
得点

科目
中間
得点

期末
得点

科目
中間
得点

期末
得点

科目
中間
得点

期末
得点

科目
中間
得点

国語 基礎数学IA 工学基礎A
(M)機械設計製
図I

英語IA

地理 基礎数学ⅡA
(E)電気情報基
礎I

(M)工作実習I
英語コミュニ
ケーションⅠA

保健体育 化学I (C)化学製図
英語コミュニ
ケーションⅠB

音楽 情報リテラシー
美術 生物

書道 (E)実験実習I

(C)物質工学序
論
(Z)測量学・実
習I

合計点 合計点 合計点 合計点 合計点 合計点

平均点 平均点 平均点 平均点 平均点 平均点

国語 基礎数学IB 工学基礎A
(M)機械設計製
図I

英語IB

地理 基礎数学ⅡB (E)設計・製図I (M)工作実習I
英語コミュニ
ケーションⅠA

保健体育 物理I
(Z)建築基礎製
図Ⅰ

英語コミュニ
ケーションⅠB

音楽 化学Ⅱ

美術 生物

書道
(E)電気情報基
礎Ⅱ

(C)基礎化学Ⅰ

(C)基礎化学Ⅱ

(Z)測量学・実
習I

合計点 合計点 合計点 合計点 合計点 合計点

平均点 平均点 平均点 平均点 平均点 平均点

(2) その他の活動成果（この一年間の学習以外の活動でどのような成果が得られたか、具体的に記述しなさい。）

３．評価

(1) 学習目標達成度自己評価（年度当初に立てた目標はどの程度達成できたかを、その原因と今後の方針を考えに入れながら、記述しなさい。）

(2) その他の活動目標達成度自己評価（年度当初に立てた目標はどの程度達成できたかを、その原因と今後の方針を考えに入れながら、記述しなさい。）

(3) 学級担任等教員による評価（学習およびその他の活動全般に関して、個人面談での状況なども考慮しながら、記入して下さい。）

記入日 署名
A B1 B2 C1 C2 D60 60 60 60 60 60100 0 0 0 0 0

1年
前期

1年
後期

学　習　等　達　成　度　記　録　簿　（平成22年度第1学年）

A 豊かな人間性の涵養 B1 数学・自然科学・情報処理 B2 専門分野・複合的専門知識 C1 デザイン能力 C2 地域の課題への取り組み D コミュニケーション

�

1年前期末成績

0

20

40

60

80

100
A

B1

B2

C1

C2

D

1年後期中間成績

0

20

40

60

80

100
A

B1

B2

C1

C2

D

1年後期末成績

0

20

40

60

80

100
A

B1

B2

C1

C2

D

1年前期中間成績

0

20

40

60

80

100
A

B1

B2

C1

C2

D

 

（出典 平成２２年度 学習等達成度記録簿） 
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（分析結果とその根拠理由）  

学校の構成員及び学外関係者の要望は，学級担任等経由，授業アンケート調査，在校生，卒業生及

び保護者の要望・社会の要請に関するアンケート調査，「学生の声」箱，学生と教員の懇談会，学習

等達成度記録簿など多方面から収集されており，実際の運用に生かされている。 

このように，学校の構成員及び学外関係者の意見が多面的に聴取されており，教育の状況に関する

自己点検・評価に適切に反映していると判断される。 

 

 

観点９－１－③：各種の評価の結果を教育の質の向上，改善に結び付けられるような組織としての

システムが整備され，教育課程の見直し等の具体的かつ継続的な方策が講じられ

ているか。 

（観点に係る状況） 

 

本校の教育研究活動等に対する自己点検・評価及び，本校の教職員以外の者による評価並びに本校

の自己点検・評価及び学外者による評価の結果に係る検証については，点検評価規則を定め，各種の

評価の結果を教育の質の向上に結び付けるシステムを整備している（資料９－１－③－１）。 

教育課程の見直し等本校の教育改善のスパイラルアップシステムは，ＰＤＣＡの各委員会等の連関

から構成されている。教育改善システムについては，平成16年にＪＡＢＥＥ審査チームから，ＪＡＢ

ＥＥプログラムと学校全体のＰＤＣＡ委員会組織の整合性を改善するように指摘を受け，プログラム

対象と学校全体のシステムを分離独立して機能できる委員会構成にした。その結果，教育改善システ

ムはP（Plan）→Ｄ(Do)→Ｃ(Check)→Ａ(Action)→Ｐと順次作用してスパイラル的に向上する仕組み

となっている（資料９－１－③－２）。計画立案，改善計画策定などプログラムの実施を司る産業シ

ステム工学プログラム計画委員会，実際の教育活動を担う教員，活動状況を点検評価する産業システ

ム工学プログラム点検・評価委員会，そして学習・教育目標の改訂，教育方法など改善策の検討を担

う産業システム工学プログラム改善委員会があり，プログラムを継続的に改善するシステムを構成し，

それぞれPlan(P),Do(D),Check(C),Action(A)の役割を担っている。なお，平成22年度から組織の簡素

化のために両委員会を統合し産業システム工学プログラム点検評価・改善委員会とした。準学士課程

から専攻科課程までを対象に授業の実施状況や成績評価資料の保管状況の点検などを実施している。

このPDCAシステムにより，過密授業の解消を目指したカリキュラム改正，英語教育の改善，他学科の

基礎科目を学べるカリキュラム導入（学科横断的な系の導入）等を教務委員会，専攻科委員会に提言

し，早期の改善を実現している。さらにこのプログラム改善システムが順調に機能するように調整を

行う産業システム工学プログラム委員会がある（資料９－１－③－３）。これらの委員会の会議結果

は，教員会議，各学科会議を通じて全教員に公開している。   
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 「八戸工業高等専門学校点検・評価規則」（抜粋）            資料９－１－③－1  

 

八戸工業高等専門学校点検・評価規則 

 

全部改正 平成１７年１月１７日 

最終改正 平成１９年９月２５日 

（趣旨） 

第１条 八戸工業高等専門学校（以下「本校」という。）の教育研究活動等に対する自己点検・評価及び本校の教職員

以外の者（以下「学外者」という。）による評価並びに本校の自己点検・評価及び学外者による評価の結果に係る検

証（以下「検証」という。）については、この規則の定めるところによる。 

（目的） 

第２条 自己点検・評価及び学外者による評価並びに検証（以下「本校評価」と総称する。）は、本校の教育研究活動

等の質的向上を図り、本校の管理運営等の改善・改革に資するとともに、本校の諸活動を個性化・活性化・高度化さ

せ、もって本校の目的及び社会的使命並びに目標・計画を達成し、社会からの負託に応えることを目的とする。 

（定義） 

第３条 この規則において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

一 目標・計画 本校の中期目標・中期計画及び年度計画をいう。 

二 自己点検・評価 本校が自ら行う点検及び評価（中期目標・中期計画及び年度計画の評価を含む。）をいう。 

三 学外者による評価 

① 外部評価 本校が主体となって自己点検・評価の一環として行う学外者による評価及び検証をいう。 

② 第三者評価 大学評価・学位授与機構（以下「学位授与機構」という。）、日本技術者教育認定機構（以下

「ＪＡＢＥＥ」という。）その他の機関が行う学外者による評価及び検証をいう。 

（委員会） 

第４条  本校に、第２条に定める目的を達成するため、必要な事項を審議する次の各号に掲げる委員会を置く。 

一 自己点検・評価に関しては、本校運営委員会がこれに当たる。 

二 外部評価に関しては、本校評議員会を置く。 

三 第三者評価に関する委員会としては、学位授与機構が実施する高等専門学校機関別認証評価（以下「認証評価」

という。）に関しては本校認証評価対応委員会を、ＪＡＢＥＥに関しては産業システム工学プログラム委員会を置

く。 

四 その他必要に応じて、点検及び評価に関する委員会を置くことができるものとし、運営委員会が審議する。 

  

以下、略。 

 

 

（出典 ガルーンファイル管理） 
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「産業システム工学プログラムの教育改善組織図」            資料９－１－③－2  

          （ＰＤＣＡの各種委員会関連図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産業システム工学
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産業システム工学プログラム
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―対応検討） 
2007.9 JABEE― 

中間審査受審 
2007.3 大学評価・学位授

与機構―認定評価認定 
     （2006.7 受審） 
2005.5 ＪＡＢＥＥ―認
定 
    （2004.10 受審） 

Ｆ 

Ｄ 

活 

動 

図６－２ 継続的改善システム 

 
（出典 自己点検書２００９年版 p.151） 
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「産業システム工学プログラム委員会規則」              資料９－１－③－３  

八戸工業高等専門学校産業システム工学プログラム委員会規則 

制  定 平成１７年２月１４日 

最終改正 平成２２年１月１８日 

（趣旨） 

第１条 この規則は、八戸工業高等専門学校組織運営規則第６条第２項に基づき、産業システム工学プ

ログラム委員会（以下「プログラム委員会」という。）に関し、必要な事項を定める。 

（目的） 

第２条 プログラム委員会は、校長の諮問に応じ、八戸工業高等専門学校の産業システム工学プログラ

ム（以下「本プログラム」という。）が日本技術者教育認定機構（以下「JABEE」という。）の認定す

る基準を維持するために、教育点検システムを統括、調整する。 

（教育点検システム） 

第３条 教育点検システムとして、本プログラムに関する委員会を次のとおり置く。 

 一 本プログラムの設計及び教育課程に関すること並びに JABEE による認定審査に関することを審

議するため、八戸工業高等専門学校産業システム工学プログラム計画委員会（以下「計画委員会」

という。）を置く。 

 二 本プログラムの点検評価・改善に関することを審議するため、八戸工業高等専門学校産業システ

ム工学プログラム点検評価・改善委員会（以下「点検評価・改善委員会」という。）を置く。 

 三 その他必要に応じて、本プログラムの教育改善に関する委員会を置くことができるものとし、そ

の設置に関してはプログラム委員会が審議する。 

２ 前項第１号及び第２号の委員会について必要な事項は、別に定める。 

（組織） 

第４条 プログラム委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

 一 専攻科長 

 二 計画委員会委員長 

 三 点検評価・改善委員会委員長 

 四 教務主事 

 五 各学科長（総合学科長を含む） 

（委員長等） 

第５条 プログラム委員会に委員長を置き、前条第１号の委員をもって充てる。 

２ 委員長は、プログラム委員会を招集し、会議の議長となる。 

３ プログラム委員会に副委員長を置き、前条第２号及び第４号の委員をもって充てる。 

４ 委員長に事故あるときは、前条第２号の委員がその職務を代行する。 

（委員以外の者の出席） 

第６条 委員長が必要と認めたときは、プログラム委員会に委員以外の者を出席させることができる。 

（幹事） 

第７条 プログラム委員会に幹事を置き、総務課長及び学生課長をもって充てる。 

（事務） 

第８条 プログラム委員会の事務は、総務課及び学生課において処理する。 

 

   附 則 

１．この規則は、平成１７年３月１日から施行する。 

２．八戸工業高等専門学校 JABEE 委員会規則は、廃止する。 

 

附 則 

この規則は、平成２２年４月１日から施行する。  

（出典 ガルーンファイルファイル） 
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（分析結果とその根拠理由）  

点検評価規則に沿って各種委員会が連関してスパイラルアップ的に活動し，例えば，過密授業の解

消を目指したカリキュラム改正，英語教育の改善，他学科の基礎科目を学べるカリキュラム導入（学

科横断的な系の導入）等を教務委員会，専攻科委員会に提言し，早期の改善を実現している。さらに

このプログラム改善システムが順調に機能するように調整を行う産業システム工学プログラム委員会

がある。これらの委員会の会議結果は，教員会議，各学科会議を通じて全教員に公開している。以上

のことから，各種の評価の結果を教育の質の向上，改善に結び付けられるような組織としてのシステ

ムが整備され，教育課程の見直し等の具体的かつ継続的な方策が講じられていると判断される。 

 

観点９－１－④： 個々の教員は，評価結果に基づいて，それぞれの質の向上を図るとともに，授

業内容，教材，教授技術等の継続的改善を行っているか。また，個々の教員の改

善活動状況を，学校として把握しているか。 

 

（観点に係る状況）  

シラバスやオープン授業(資料９－１－④－１)などで教育内容を公開する仕組みが存在し，個々の

教員は他者の率直な意見や提案(資料９－１－④－２)を取り入れて改善しており，また，観点５－２

－①でも述べたように教材開発にも取組んでいる。毎年実施している学生による授業アンケート調査

結果に対する「担当教員による分析と課題等」にコメントするのが個々の教員にとっての継続的改善

の一つであり，非常勤講師を含むすべての教員は授業の内容や方法，取り組み結果を比較して良否や

問題点を分析し，前年度より良くする方策を示さなければならない。授業アンケート結果報告書（冊

子）では，科目毎の評価点と全教員の評価平均点が比較され，それに対する教科担当教員の分析と対

応を記述した内容まで含めて公表している(資料９－１－④－３)。授業アンケートの評価が優れてい

る上位10名の教員の名前が教員会議で報告されている(資料は訪問時に提示)。そのうち上位５名の教

員の通常の授業が，期間を決めて模範授業として公開され，全員の教員が聴講を促される(資料９－１

－④－４)。 

また，教員の教育方法改善を促す仕組みとして学内教育研究プロジェクトを応募し，研究費を支給

している。研究成果については発表会を開催し全教員で共有している（資料９－１－⑤－３）。 

 

（分析とその根拠理由） 

学生の授業評価に基づく改善や校内プロジェクト経費を受けての教育方法改善研究などの事例から，

教員それぞれが，評価結果をふまえつつ，教育の質の向上と，授業の改善に向けて，努力工夫を行っ

ていると判断される。日常の教育活動について点検し，改善すべき事項については関係する委員会に

報告し教員に直接改善を促し，有効に機能していると判断される。 
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「オープン授業」                      資料９－１－④－１  

平成２２年度 前・後期 オープン授業推進週間 実施要領 

 

 

目  的：平常の授業を「見る」「見せる」ことにより授業の質の向上を図る。 

時  期：平成２３年１月１１日（火）～１月２１日（金） 

実施方法：推進週間内に、必ず１回以上全教員が授業参観を行うこと。 

     なお、非常勤講師による授業は原則として対象から除くものとする。ただし、事

前に了解が得られた場合はこの限りでない。 

参観メモ：授業参観後「オープン授業参観メモ」に記入しその写しを １月２８日（金）ま

でに所属学科の教務委員に提出すること。 

（注）書式はガルーンのファイル管理→入試・教務→オープン授業に登録済み。 

実施報告：各科の教務委員は、提出された上記参観メモに基づき「オープン授業推進週間実

施報告書」を作成し、教務委員会に提出すること。 

 

◇留意事項 

 １．授業を参観する際は、原則として当該授業担当教員の了解を要しないものとする。 

   また授業途中の入退室は自由とする。ただし、事前に参観者の申し出を必要とする場

合、および授業途中での入退室を望まない場合は、 １月７日（金）までにその旨を入

試・教務係まで連絡すること。（連絡を受けた入試・教務係は速やかにその内容を社内メ

ールにて全教員に周知するものとする） 

 

 ２．授業参観後、授業担当者と意見交換を持つことが望ましい。 

 

☆参観のポイント 

  ①学習の動機付け   ②授業の組み立て   ③授業の運び方 

  ④授業の方法     ⑤学生の掌握の仕方  ⑥その他 

 

 

 

 

（出典 ガルーンファイル管理） 
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「平成 22 年度 前期 オ－プン授業推進週間 授業参観報告（集計）」資料９－１－④－２  

  

平成22年度 前期 オ－プン授業推進週間実施報告書 

平成 ２２年 ８月 ２日 

 

                     教務委員    釜谷 博行     

  電気情報工学科   

 

       １．推進週間中の参加教員（授業参観者）数        ８  名 

区          分 科目数 

所属学科内の授業を参観した延べ科目数 6 

所属学科外の授業を参観した延べ科目数 5 

           

       ２．メモの内容 

             （授業参観を終えて、今後の自教科の授業の在り方について参考になった点又は反省点がありま 

                    したら記入願います。） 

           （参考になった点） 

区   分 延べ件数 

１．学習への動機づけ 2 

２．授業の組み立て方 4 

３．授業の運び方 4 
４．授業の技法 ＊ 

      板書 2 

      声  

      視聴覚器材等各種機器の使用 1 

      その他（ マイコンボードを用いた演習 ） 1 

５．学生の掌握の仕方 4 

６．その他（                               ）  

    その他（                               ）  

その他（                               ）  

 

       ３．メモのまとめ（参加者から預かったメモのまとめ   １０～１５行程度） 

 

・尐人数で実験を実施し、遊んでいる学生がおらずみんな熱心に取り組み、活気があった。 

・パソコンを用いて効率的かつ効果的なデータ処理を行い、実験においてパソコンを有効活用していた。 

・黒板に図を左側1/3 ～ 1/4くらいに作図し、適宜追加修正しながら、残りの場所に板書をしていくことで、

図を使ってわかりやすく説明をしていた。 

・導入部分のスライドの構成、実演と体験の組合せ方が大変参考になった。 

・演習をただやらせるのではなく、机間巡視中に学習事項の確認をさせながら行なわせることの有用性を感じ

た。 

・教員の板書はきれいでも、学生はかならずしもきれいに書いていない。宿題の大切さがよくわかる。 

・マイコンを用いた計測プログラミングの演習を行っていた．2人で１つを共有していたが，プログラミング

は個人でつまると先に進めないので，共同で作業するのが楽しそうだった． 

 

 

（出典 平成22年10月20日教員会議報告添付資料） 
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「学生による授業評価実施（分析）報告書」             資料９－１－④－３  

２ 座学系

４４

回
答
数

比率
回
答
数

比率
回
答
数

比率
回
答
数

比率
回
答
数

比率
回
答
数

比率

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 点 点

１ 18 40.9 18 40.9 7 15.9 1 2.3 0 0.0 0 0.0 4.20 －－－

２ 15 34.1 18 40.9 10 22.7 1 2.3 0 0.0 0 0.0 4.07 －－－

３ 17 38.6 21 47.7 5 11.4 0 0.0 1 2.3 0 0.0 4.20 －－－

４ 10 22.7 18 40.9 15 34.1 1 2.3 0 0.0 0 0.0 3.84 －－－

５ 11 25.0 28 63.6 4 9.1 1 2.3 0 0.0 0 0.0 4.11 －－－

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 点 点

６ 22 50.0 12 27.3 10 22.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0 4.27 4.01

７ 11 25.0 20 45.5 13 29.6 0 0.0 0 0.0 0 0.0 3.95 3.85

８ 9 20.5 18 40.9 10 22.7 2 4.6 5 11.4 0 0.0 3.55 4.00

９ 15 34.1 21 47.7 7 15.9 1 2.3 0 0.0 0 0.0 4.14 3.78

１０ 10 22.7 26 59.1 8 18.2 0 0.0 0 0.0 0 0.0 4.05 3.77

１１ 34 77.3 8 18.2 2 4.6 0 0.0 0 0.0 0 0.0 4.73 3.87

１２ 12 27.3 23 52.3 9 20.5 0 0.0 0 0.0 0 0.0 4.07 4.02

１３ 6 13.6 24 54.6 14 31.8 0 0.0 0 0.0 0 0.0 3.82 3.76

１４ 11 25.0 24 54.6 8 18.2 0 0.0 1 2.3 0 0.0 4.00 3.94

１９ 12 27.3 23 52.3 6 13.6 0 0.0 3 6.8 0 0.0 3.93 3.91

4.05 3.89

未記入

全体として授業の内容を理解できたと思います
か。

座学系
全科目

�

評価
平均

質問項目

各項目

評 価

平 均

５ ４ ３ ２

定期試験以外に授業の理解を深めるため小テス
ト・演習・宿題は何回ありましたか。

積極的に取り組みしたか。

成績評価（方法）は適切であると思いますか。

先生は授業の準備や工夫を十分していますか。

先生の講義の声は良く聞き取れますか。

板書の文字等は読み取りやすいですか。

説明はわかりやすいですか。

予習や復習は、行いましたか。

課題やレポ－トなどにきちんと取り組みました
か。

授業の内容は、「シラバス」と一致しています
か。

英語ＩＡでは文法の基礎と長文読解を中心とした授業である。1年生の家庭での英語学習の習慣をつけさせるた
め、学生に毎回予習・復習を中心とした課題をだして、家庭学習確認を行った。学生の読解力と語彙力を伸ばす
ため、長文読解の教材を取り入れ、頻繁に小テストを行った。学生も頑張って英語学習に取り組んだと感じている。
今後も授業改善に努力したい。

Ｂ　評　価　平　均　

評  価（選 択） 項 目

開講区分 科目分類前期

回答人数４４

１

担当単位数

担　当　教　員　に　よ　る　分　析　と　課　題　等

この授業には全体として満足できましたか。

授業中または時間外でも、質問したとき先生はて
いねいに説明してくれますか。

先生は学生の理解度を把握して授業を進めていま
すか。

シラバスなどからこの授業の到達目標と評価方法
を理解していますか。

　Ａ．学生自身の授業への取り組みについて

　Ｂ．教員の授業内容・方法について

区　　分

 平成21年度   学生による授業評価実施(分析）報告書 

対象人数Ｌ１担当教員 対象クラス

科目名 英語ⅠＡ

1

2

3

4

5

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １９

質　問　番　号

平
均

値

各項目平均 座学系全科目平均

（出典 平成 21年度学生による授業評価報告書 P22） 
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（分析結果とその根拠理由）  

毎年実施している学生による授業評価調査結果に対して、科目担当教員が授業内容や実施方法など

の取り組みと評価結果を比較検討して授業の良否や問題点を分析し、より良くする方策を「担当教員

による分析と課題等」欄に提示し、継続的に促している。これらを「学生による授業アンケート実施

報告書」としてまとめ、毎年公開している。これは本校における継続的改善の重要な証拠資料である。

また、個々の教員は教育改善委員会に所属し、教育改善活動に積極的に参画している。 

このように、教員の改善活動は学校全体の継続的改善の一環として把握されている。 

 

 

 

 

「優秀教員による公開授業」                      資料９－１－④－４  

 

 

学生による授業評価優秀教員授業日程 

 

教員氏名 クラス 授業科目 日時 

Ｌ１ 物理Ⅰ １月２１日（金）１時限目 
濱田栄作 

Ｌ２ 物理Ⅰ １月２１日（金）２時限目 

Ｃ２ 有機化学Ⅰ １月１７日（月）１－２時限目 
菊地康昭 

Ｃ３ 有機化学Ⅱ １月２１日（金）１－２時限目 

Ｃ２ 線形代数Ⅱ １月１１日（火）１時限目 
馬場秋雄 

Ｅ２ 微分積分学ⅠB １月１１日（火）５時限目 

Ｃ３ 有機化学Ⅲ 
１月１１日（火）５－６時限目 

１月１８日（火）５－６時限目 佐藤久美子 

Ｃ４ 有機工業化学 １月１７日（月）３－４時限目 

鳴海 寛  体育実技のため設定なし 

ASE１ 専攻実験 １月１２日（水）５－７時限目 
武尾文雄 

Ｍ４ 工学実験Ⅰ １月１３日（木）５－８時限目 

 

 

 
 

（出典 平成 22年 12月教員会議資料） 
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観点９－１－⑤： 研究活動が教育の質の改善に寄与しているか。 

（観点に係る状況） 

本校教員の研究活動は調査・研究を主たる目的とする研究のみならず，教育方法の改善等を主たる

目的とする研究活動にも積極的に取り組んでいる。 

各教員の専門分野における研究成果の一部は，本科５年生の卒業研究や専攻科生の特別研究として

実施されているほか，関連分野の講義に生かされている。なお，教員の研究活動については「選択的

評価基準」で詳しく述べる。学生は研究を通じて，専門知識の総合化や深化を図るとともに，論文と

してまとめる文書作成能力やプレゼンテーション能力を高める訓練を受ける（資料９－１－⑤－１～

２）。また，研究を通じて深い専門知識と周辺知識を持ち，問題解決能力を有する技術者の資質を身

につけていく。このように，教員の研究活動や企業等との受託研究や共同研究に関連して行われる卒

業研究や特別研究は，学生を交えて研究を行うことにより，各教員の専門分野における研究過程を体

験，技術者教育に反映させている。 

また，教育方法の改善を主たる目的とした研究は，八戸高専教育研究プロジェクト研究成果発表会

（資料９－１－⑤－3）に示したとおり，ショートホームルームを活用したクラス経営，講義内容の改

善や読書活動の動機づけ等，教育改善を主たる目的とする研究活動を行い，その成果を教育改活動に

反映している。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

研究で得られた知見は，授業や卒業研究，特別研究を通じて学生の教育に還元されており，研究活

動は教育の質的向上に寄与していると判断される。 
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「シラバス 卒業研究」                       資料９－１－⑤－１  

 

H22 
授業科目 

(4444) 
卒業研究 Thesisi ReaeStudy 

対 象 学 科 学年 必・選 単位数 授業方法 開講形態 授業時間数 

( Ｚ ) 建 設 環 境 工 学 科 ５年 必修 ９ その他 
前期 週 ４ 時間 

後期 週１４時間 
270 時間 

担当教員 
(Ｚ)建設環境工学科教員 

 （常勤） 
  

【 授業の目標 】建設環境工学科全教員の研究室に各学生が配属され、担当教員による指導のもと特定の研究

課題について 1 年間を通じて研究を行い、研究成果を卒業論文として提出する。また、卒業研究概論を作成し、

卒業研究発表会で発表を行う。専門知識の総合化と深化を図りつつ課題解決に向けて実践的に取り組み、解決

する能力を養成する。 

【 授業概要・方針 】 本学科教員は 7 つの専門分野が分かれており、各分野を専門とする指導教員が提示した

研究テーマなどから各自が研究対象を選び、各専門分野の研究を行う。指導教員などと議論しながら、文献調

査、実験・実測、数値シミュレーションなどの適切な手法を用い、論文としてまとめて提出し、その発表を行う。 

 

【 履修上の留意点 】 

卒業研究の時間（前期 4 時間、後期 14 時間）およびその他の空き時間を充分活用する必要がある。非常勤によ

る集中講義の関係で、授業時間割の変更がある。このことについては改めて掲示・連絡があるので注意すること。 

 

授      業      計      画   

 （ 通 年 ）    授        業        内        容 時間 

 

指導教員の決定後、各指導教員の下で進める。 本学科における各教員の専門分野とキーワードは以下の通り

である。具体的な研究テーマは 4 月に提示される。 
 

【杉田尚男、丸岡晃】 

応用力学、構造力学、鋼構造、耐震工学、風工学等 

【南 將人、藤原広和】 

        水理学、水文学、河川工学、水資源工学、港湾工学、海岸工学等 

【清原雄康】 
        地盤工学、基礎工学、岩盤工学、土木地質等 

【今野恵喜】 

        道路計画、鉄道計画、土木計画、都市計画、測量等 

【菅原隆】 

        土木材料、コンクリートおよび鉄筋コンクリート工学等 

【矢口淳一、金子仲一郎】 

        環境保全、環境管理、環境システム、用排水システム、廃棄物等 

【馬渡龍】 

        建築系    

  

 

 計  270 

八戸高専目標 (A) (B-1) (B-2) (C-1) (C-2) (D) 

同上関与割合 % 10 10 20 （ ） 25 25 10 学 習 ・ 教 育 目 標 

JABEE 目標 ◎ (d2-c) ○ (a) (b) (c) (d1) (d2-a) (d2-b) (d2-d) (e) (f) (g) (h) 

到 達 目 標             

選択した研究テーマに対して、自らが調査・実験計画を立てることができるようになること。

研究計画に基づく実験、実測、計算を通して何らかの結論を明らかにできること。 

問題解決の成果を口頭発表および報告書を通して報告できること。 

評 価 方 法             

 研究状況（計画性、自主性、積極性、工夫など）、卒業研究発表（概要集、発表技術、理

解度）、卒業論文（構成、内容、理解度）を総合判定して評価する。平素の研究状況につ

いては指導教員のみ評価する。指導教官 50％、その他の教員 50％で評価して総合評価

は 

１００点満点とし、60 点以上を合格とする。 

使用教科書・教材             
指導教員の指示がある。 

参 考 図 書 等             
過去の卒業論文等、指導教員の指示がある。 

関  連  科  目             
専門科目全般が関連するが、特に各部門のキーワードと関連する科目 

 

（出典 平成22年度シラバス機械工学科の例 ｐ.Z53） 
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「シラバス 特別研究」                       資料９－１－⑤－２  

H22 
授業科目 

(8888) 
特 別 研 究    Graduation Thesis Research 

対  象  専  攻 学年 必・選 単位数 授業方法 開講形態 授業時間数 

１年 6 
前期 週 6 時間 

後期 週 12 時間 
270 時間 

（AC）物質工学専攻 

２年 

必修 

9 

15 その他 
前期 週 12 時間 

後期 週 15 時間 
405 時間 

675 時間 

特別研究を担当する物質工学科教員 （常勤）  
担当教員 

   

【 授業の目標 】 

物質工学の専攻分野（有機化学・無機化学・分析化学・物理化学・化学工学・生物工学等）における特定の研

究課題について指導教員の下で研究し、専門知識の総合化と深化を図りつつ、課題解決に向けて広い視野か

ら理論的、かつ、実践的に取り組み解決する能力と独創性を育成する。研究論文の作製や発表を行うことにより、

文章作成能力及びプレゼンテーション能力を高める。 

【 授業概要・方針 】 

配属された研究室において、指導教員の指導・助言を受けながら、物質工学専攻に関する研究課題について

自主的に調査・計画・実験・考察を繰り返し行い、得られた研究成果を特別研究論文としてまとめ、その内容を特

別研究発表会にて報告する。 

【 履修上の留意点 】 

 特別研究は、２年間を通じて行われる。その間に中間発表２回、最終発表１回の、合計３回の発表会を行う。 

 これまで学んだ専門科目のみならず、物理・数学系科目の基本的な考え方も研究遂行に、語学系科目も研究

調査や文章作成能力に必要である。 

授        業        計        画   

 （ 通  年 ）    授     業     内     容 時間 

各担当教員の研究テーマ は以下の通りである。 

 

【杉   山】  炭素系材料プロセス及び電磁波の化学応用に関する研究 

【大 久 保】  生体膜並びに人工膜に対する機能性物質の集積化に関する研究 

【佐 々 木】  遺伝毒性と癌原性の特異臓器における関連 

【松   本】  銅微細回路製造プロセスにおける固-液系反応に関する研究 

【菊    地】  生体系有機分子を認識する機能性ホスト分子の合成とその応用 

【長 谷 川】  新規耐熱膜触媒を用いた水蒸気改質反応に関する研究 

【齊   藤】  光合成の人工利用、超臨界流体の高度利用に関する研究 

【佐   藤】  ポリオキサゾリン鎖を有する機能性材料の合成と機能性に関する研究 

【本   間】  超臨界流体の高度利用に関する研究 

【山   本】  遺伝情報維持機構とその破綻の分子病態に関する研究 

 

 

 

 

                                  計 675  

八戸高専目標 (A) (B-1) (B-2) (C-1) (C-2) (D) 

同上関与割合 % 10 5 20 25 25 15 学 習 ・ 教 育 目 標 

JABEE 目標 ◎ (e) ○ (a) (b) (c) (d1) (d2-a) (d2-b)(d2-c)(d2-d)(f) (g) (h) 

到 達 目 標             

自主的・継続的な学習能力の修得。 

問題を的確にとらえ、研究を計画的に遂行し、結果を解析し、考察する能力の修得。 

研究成果をまとめ、論文として記述、それを発表する能力の修得。 

評 価 方 法             

平素の研究状況｛計画性、継続性、理解度、創意工夫、学会発表など｝と特別研究論文

｛構成、内容・分量、英文概要、完成度など｝（計 70％）と研究発表｛発表資料、発表技術、

わかり易さ、理解度など｝（計 30％）に基づき評価する。平素の研究状況については担当

教員が評価する。特別研究論文については担当教員と副査教員が評価する。研究発表

については所属する専攻の教員が評価する。以上を総合して、100点満点で 60点以上を

合格とする｡ 

使用教科書・教材             各指導教員の指示による 

参 考 図 書 等             各指導教員の指示による 

関  連  科  目             すべての講義、演習に関連 
 

 

（出典 平成22年度専攻科シラバス物質工学専攻の例 ｐ.96） 
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「八戸高専教育研究プロジェクト研究成果報告会（平成 22 年度）」要項   資料９－１－⑤－3  

 
「八戸高専プロジェクト研究成果報告会（平成２２年度）」  

 

平成２２年度「八戸高専プロジェクト研究成果報告会」 

 

Ａ．調査・研究を主たる目的とする研究 

  

１．日 時 ： 平成２２年６月１日（火）１４時００分～１７時００分 

２. 会 場 ： 合併教室 

３. 発表者・研究課題 

順番 発 表 者 課        題 

１ 
電気情報工学科 

教授  久慈 憲夫 
地域の保健体育・医療機関との連携による医療支援機器の開発 

２ 
機械工学科 

准教授  沢村 利洋 
水中高速水噴流による流動状態のＰＩＶ計測 

３ 
機械工学科 

准教授  末永 陽介 
超小型燃焼器の高負荷化と完全燃焼性に関する研究 

４ 
物質工学科 

助教  本間 哲雄 
マイクロ混合・加熱デバイスを用いた医薬品中間原料の製造研究 

５ 
物質工学科 

助教  山本 歩 
八戸高専産の酒酵母を用いた八戸高専ブランド酒の開発 

６ 
総合科学科 

准教授  栗原 博之 
複素空間型内の実超曲面と等質空間の幾何学の研究 

７ 
電気情報工学科 

助教  吉田 雅昭 
Mathieu 方程式による磁気応用機器の安定性に関する研究 

８ 
建設環境工学科 

准教授  馬渡 龍 
地域空間ストックの有効活用の為の基礎的研究 

 

 

Ｂ．教育方法の改善等を主たる目的とする研究 

 

 １．日 時 ： 平成２２年７月１４日（水）１６時１０分～ 

２. 会 場 ： 大会議室 

３. 発表者・研究課題 

順番 発 表 者 課        題 

１ 
物質工学科 

助教 本間 哲雄 
専門学級づくりにおけるショートホームルームでの実践研究 

２ 
総合科学科 

教授  鳴海 哲雄 
「多変量解析」講義のための内容の検討と資料収集 

３ 
総合科学科 

准教授 戸田山みどり 
授業と図書館の連携による学生の読書活動の動機づけ 

 

 
（出典 総務課地域連携係資料） 
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観点９－２－①： ファカルティ・ディベロップメントが，適切な方法で実施され，組織として教

育の質の向上や授業の改善に結び付いているか。 

（観点に係る状況）  

教育上の任務と工夫，授業の工夫・改善，さらには教員の資質向上等に資するファカルティ・ディ

ベロップメント（ＦＤ活動）については，運営委員会が担当し組織として推進している（資料９－２

－①-１）。平成22年度のＦＤ活動は，外部講師を招いての講演会，学内教育研究プロジェクトの研究

成果を共有する発表会，外部資金獲得のためのＪＳＴや科研費の申請に関する説明会，各種研修会の

参加報告などを，随時開催しており，組織として改善を推進するため，教員の出席確認を行っている

（資料９－２－①―２）。また，ＦＤの一環として実施されている学内教育研究プロジェクトの１つ

の目的は，教育方法につながる研究を助成することであり，教材研究や授業と図書館を連携した指導

方法などがあり，その成果は平成22年7月のＦＤ報告会で報告されている（資料９－２－①―２）。そ

の他のＦＤ活動としては，授業参観や授業アンケートなど以下のようなものがある。 

（１）授業参観の実施 

教育点検・評価委員会による授業参観と評価・・・板書の仕方やシラバスどおりに授業が進められ

ているかなどを，点検・評価委員が参観，評価し，その結果を授業担当教員に提示している（資料９

－２－①－３）。また，授業改善のためにオープン授業を行っている（資料９－１－④－１）。 

（２）学生による授業アンケートの実施 

学生による授業アンケートについては，平成12年度から毎年実施し，「学生による授業アンケート

実施報告書」（資料３－２－①－７）を刊行し公表及び各教員に配布している。この報告書は図書館

で閲覧できる。アンケート上位５名の教員は優秀教員として，教員会議の席上で校長から表彰される。

優秀教員の公開授業を行い，各教員が自分の授業の改善に活用している（資料９－１－④－4）。また，

授業評価アンケートのコメント欄や学生の声箱を通じて学生自身が学校や教員に要望等を伝えること

もでき，これを受けて随時，授業や環境の改善を進めている。 

（３）新任教員への研修実施 

新任教員に対しては，毎年着任早々の４月に新任教職員研修会（資料９－２－①－４）を開催して

いる。 

（５）長期研修への派遣 

内地研究員，在外研究員（海外先進教育研究実践支援プログラム派遣）等，長期間の研究員も計画

的に派遣している（資料９－２－①－５）。また，高専間教員交流を行い，平成18年度から延べ７名

の教員を派遣し，２名の教員を受け入れている（資料９－２－①－６）。 

（６）国際会議発表等支援 

本校の教育研究支援団体である八戸工業高等専門学校産業技術振興会寄付の委任経理金から，国際

会議参加経費（旅費及び参加経費），学位取得研究及び共同研究，受託研究，科学研究費申請に繋が

る研究経費の援助を，校長裁量により毎年計画的に実施している（資料９－２－①－７）。 
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「八戸工業高等専門学校運営委員会規則」（抜粋）    資料９－２－①－１  

 

制  定 昭和４４年３月 ７日 

最終改正 平成２０年３月１７日 

  （趣旨） 

第１条  この規則は、八戸工業高等専門学校組織運営規則第６条第２項に基づき、運営委員会（以下「委員会」と

いう。）に関し、必要な事項を定める。 

（審議事項） 

第２条  委員会は、校長の諮問に応じ、次の事項を審議する。 

一  学則その他重要な規則の制定改廃に関する事項 

二  予算の方針に関する事項 

三  施設、整備計画に関する重要事項 

四  教育研究等の効率的、かつ、円滑な遂行に関する事項 

五  地域社会における本校の役割に関する事項 

六  組織、管理運営の改善に関する事項 

七  教育研究活動等の点検及び評価に関する事項 

八 教育活動等の将来構想・計画に関する事項 

九  各種委員会において審議すべき重要事項 

十  各学科間の連絡調整に関する事項 

十一 共同研究、受託研究及び奨学寄附金の受入に関する事項 

十二 教員の資質向上を図るためのファカルテｲ・デｲベロップメントの計画・実施に関する事項 

 

以下略 

 

 

 

（出典 ガルーンファイル管理） 
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      平成22年度 FD 実施一覧        資料９－２－①－2   

 

発表日 テーマ 発表者 

H22. 5.14 創薬への貢献が期待される国家基幹技術の現況と展望 
東北大学 客員教授 

西島 和三 

Ｈ22．6．1 

 

八戸高専プロジェクト研究成果報告会（調査・研究） 

１．地域の保健体育・医療機関との連携による医療支援機

器の開発 

２．水中高速水噴流による流動状態のＰＩＶ計測 

３．超小型燃焼器の高負荷化と完全燃焼性に関する研究 

４．マイクロ混合・加熱デバイスを用いた医薬品中間原料

の製造研究 

５. 八戸高専産の酒酵母を用いた八戸高専ブランド酒の開

発 

６. 複素空間型内の実超曲面と等質空間の幾何学の研究 

７. Mathieu 方程式による磁気応用機器の安定性に関する研

究 

８. 地域空間ストックの有効活用の為の基礎的研究 

 

 

 

Ｅ科教 授 久慈 憲夫 

 

Ｍ科准教授 沢村 利洋 

Ｍ科准教授 末永 陽介 

Ｃ科助 教 本間 哲雄 

 

Ｃ科助 教 山本  歩 

Ｇ科准教授 栗原 博之 

Ｅ科助 教 吉田 雅昭 

Ｚ科准教授 馬渡  龍 

Ｈ22．6．7 ＪＳＴ事業平成２２年度「Ａ－ＳＴＥＰ」にかかる説明会 
JST ｲﾉﾍﾞ-ｼｮﾝｻﾃﾗｲﾄ岩手 

 貫洞ｺｰﾃﾞィﾈｰﾀｰ 

H22. 6.16 相談室関連研修会の報告 Ｇ科教 授 平川 武彦 

Ｈ22. 7.14 

 

八戸高専プロジェクト研究成果報告会（教育方法改善） 

１． 専門学級づくりにおけるショートホームルームでの実践 

研究 

２．「多変量解析」講義のための内容の検討と資料収集 

３．授業と図書館の連携による学生の読書活動の動機づけ 

 

 

 

Ｃ科助 教 本間 哲雄 

 

Ｇ科教 授 鳴海 哲雄 

E科准教授 戸田山みどり 

Ｈ22. 9. 6 

知的財産関係説明会 

１． 地域企業の知財戦略―なぜ特許が必要か 

２． 日本企業の中国ビジネスの問題点と対応策 

 

倉成特許事務所 

弁理士 佐藤 辰彦 

中国弁護士 千  春生 

Ｈ22.10.13 科学研究費補助金申請関係説明会 

岩手大学 大学院工学研究

科 

教 授 吉澤 正人 

Ｈ22.11.17 高等専門学校教員研修（クラス経営・生活指導研修会）報告 Ｍ科准教授 末永 陽介 
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高等専門学校教員研修（管理職研修）報告 Ｅ科教 授 松橋 信明 

H23. 1.19 

１． 平成２２年度学習メンター制度現状報告 

２． 平成２３年度実施高専機関別認証評価について 

３． 東北地区高専教員研究集会報告 

Ｇ科准教授 戸田山みどり 

Ｅ科教 授 工藤 隆男 

Ｚ科准教授 杉田 尚男 

H23. 1.28 
知的財産関係説明会 

 高専における営業秘密（秘密情報）管理と、知財契約の基礎 

東北地区知財本部、仙台高

専地域イノベーションセン

ター 

知財ＣＤ 佐々木 伸

一 

H23. 3. 3 ＪＳＴ事業「Ａ－ＳＴＥＰ」にかかる説明会 
JST ｲﾉﾍﾞ-ｼｮﾝｻﾃﾗｲﾄ岩手 

 貫洞ｺｰﾃﾞィﾈｰﾀｰ 

 

（出典 運営委員会平成23年５月９日資料） 
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「点検・評価委員会による授業参観と評価シート」（抜粋）          資料９－２－①－３  

授業実施状況点検 平成 22 年度 前・後期 中間点検（点検書式１） 

 学科・学年（クラス）名                       科目コード      

授業科目名・担当教員名                                区分:: 必修・選択必修・選択 

     点検・評価委員会確認   平成  年  月  日   署名         ，            

担当教員による自己点検  平成  年  月  日  署名            

        点検項目と採点基準 （自己採点欄に点数を記入） 点検評価採点 自己点検  要改善 

 １．授業のスタート前に教材やその他の準備をしたか    

   十分には準備しなかった＝０点、準備したが途中で追加修正している＝５点   

    ほぼ完全に準備した＝１０点   

 ２．授業のスタート時にシラバスの内容を説明したか   

      説明しなかった＝０点      大体は説明した＝５点   

      シラバスに基づいて具体的かつ十分にした＝１０点   

 ３．シラバスに記載した内容で授業を行っているか   

    かなり異なった内容となっている＝０点  一部異なっているが今後修正

可能である＝５点  シラバス通りに行っている＝１０点 

  

 ４．シラバスに記載した日程通りに授業を展開しているか   

    異なった日程になっており、補講によっても修正困難＝０   

    今後の補講も含めてほぼ予定通り実施できる＝５点   

    予定通り実施している＝１０点   

 ５．オフィスアワーや他の時間における学生の来室は（授業後の質問含む）   

    全く来室がない＝０点  週に平均１～２名程度は来室する＝５点   

    週に平均３名以上来室する＝１０点   

             合計 （目標 ３０点以上／満点５０点）    

 

授業参観があった場合（実施日：平成  年 月  日（  ） ：  ～  ：  参観者         ＋          ） 

 ６．教員として外観・身だしなみ・健康状態は良いか    

    悪い＝０点  大体良い＝５点  良い＝１０点    

 ７．声の質や明瞭度、話す速度は適当か    

    悪い＝０点  大体良い＝５点  良い＝１０点    

 ８．板書や資料の説明の仕方は良いか    

    悪い＝０点  大体良い＝５点  良い＝１０点    

 ９．授業の内容（質,量,分かり易さ,学生の興味や集中度）はどうか    

    悪い＝０点  大体良い＝５点  良い＝１０点    

 １０．シラバス通りに授業が行われているか    

  行われていない＝０点、大体行われている＝５点、完全に行われている＝１０

点 

   

                 合計 （目標 ３０点以上／満点５０点）    

点検・評価委員会 所見（委員名        ） 

                                                                                                       

  以下、略 

 

（出典 授業実施状況点検 平成22年度 中間点検表） 
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「新任教職員研修会実施要項」                  資料９－２－①－４  

 

平成２２年度新任教職員研修会実施要項 

 

 

１．研修の目的 

      新任の教職員に対し、高専の教職員としての職務遂行に必要な基礎的知識を授け、教育関係

法規等を理解させ、もって高専教職員としての資質の向上を図ることを目的とする。 

 

２．研修日時 

      平成２２年４月１日（木）１５：００～１７：００ 

 

３．研修会場 

      本校中会議室 

 

４．研修内容、講師及び日程 

                                   （司会：総務課長） 
  時間 

月 日 
15:00 15:05～15:35 15:35～16:05 16:05～16:35 16:35～17:00  

４月１日 
開 

講 

式 

高専教職員に 

望まれるもの 

 

（校 長） 

学生の教育 

について 

 

（教務主事） 

学生の厚生補 

導について 

 

（学生主事） 

学寮での指 

導について 

 

（寮務主事） 

閉 

講 

式 

 

   

５．研修受講対象者 

○教員 

押手 茂克 

川口 恵未 

   

 

○職員 

  小笠原 英俊 

 

 

（出典 総務課職員係資料） 
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「長期研修への派遣」                       資料９－２－①－５  

 

在外研究員の派遣状況（平成 17年～平成 22 年） 

年度 所属学科等 職名 氏名 研究題目 期 間 主たる研究期間 

１７ 総合科学科 助教授 阿部 恵 

言語コミュニケーショ

ン構成能力に重点を置

いたカリキュラム編成 

18.1.5 

～

18.3.21 

ジョージア  

大学他８機関 

１８ 物質工学科 助手 本間哲雄 

留学生受入れ制度の再

評価と教育改善プログ

ラム 

19.2.1 

～

19.3.30 

華南理工大学  

精華大学  

２１ 総合科学科 准教授 佐藤 純 

ビジネス感覚を備えた
技術者の育成を目指す
経済・経営教育環境の
確立 

21.9.1 

～

22.8.30 

London  School  
of Economics  
and Political  

Science 

２２ 機械工学科 准教授 古谷一幸 

原子力技術者の育成に

向けた教育研究プログ

ラムの強化 

23.3.7 

～24.3.6 

国立インサ工科

大学リヨン校 

※平成 19,20 年度在外研究員なし 

 

 

内地研究員の派遣状況（平成 18年～平成 22 年） 

年度 所属学科等 職名 氏名 研究題目 期 間 主たる研究期間 

１８ 物質工学科 講師 齊藤貴之 
超臨界流体の高度利用

に関する研究 

18.5.15 

～19.2.9 

東北大学大学院
工学研究科化学
バイオ系超臨界
溶媒工学研究 

センター 

１９ 総合科学科 講師 石川秀明 
ゼータ関数、L 関数の

解析的性質の研究 

19.4.30 

～20.3.1 

新潟大学 

理学部数学科 

２０ 機械工学科 准教授 沢村利洋 
乱流の大規模構造に関

する研究 

20.9.22 

～

21.3.19 

静岡大学 

機械工学科 

２１ 
電気情報 

工学科 
准教授 野中 崇 

感温磁性体を用いた生

体及び医療機器用温度

計測システムの開発 

21.6.1 

～

21.3.26 

東北大学 

医工学研究科 

※平成 22 年度内地研究員なし 

 

 

 

（出典 総務課地域連携係資料） 
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 「高専間教員交流」                         資料９－２－①－６ 

 

年度 
派   遣   者 

所  属 職 名 氏  名 派 遣 先 

H18 機械工学科 教授 赤垣 友治 宮城工業高等専門学校 

H19 電気情報工学科 助教授 松橋 信昭 函館工業高等専門学校 

H20 な し    

H21 機械工学科 教授 鎌田 長幸 一関工業高等専門学校 

 総合科学科 准教授 菊池 秋夫 徳山工業高等専門学校 

H22 総合科学科 助教 山形 紗恵子 明石工業高等専門学校 

 物質工学科 教授 中村 重人 福島工業高等専門学校 

H23 総合科学科 助教 山形 紗恵子 明石工業高等専門学校 

 

（出典 総務課資料） 
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「国際会議発表、学位取得等支援状況」                資料９－２－①－７ 

 

「国際会議発表、学位取得等支援状況」 

 

八戸工業高等専門学校産業技術振興会寄附の委任経理金学内配分要項 

（平成１５年５月１４日校長裁定） 

 

 

八戸工業高等専門学校産業技術振興会寄附の委任経理金の学内配分は、次のとおりとする。 

 

１．各年度の寄附金を「教育研究助成金」と「学校運営助成金」に大別し、各々の按分は校長の

裁量による。 

また、各年度の残額は、翌年度の「学校運営助成金」に繰り入れるものとする。 

 

２．「教育研究助成金」は次のとおりとし、校長が決定し、運営委員会に報告する。 

①国際会議参加経費の補助 

②教育研究経費の補助 

 

（1） 国際会議参加経費の補助は、次のとおりとする。 

① 国際会議参加旅費（発表等を行う場合に限る）の補助 

・参加登録料を含み、１件当り３０万円を限度とする。 

・補助申請額の算定は、参加登録料、日本国空港から開催国までの航空賃（往復）、開催

国における開催地までの運賃（往復）、日本国出発から帰国までの滞在費用 

 （宿泊料、移動運賃など）の合計とし、参加登録料が記載された書面及び旅行代理店等

の見積書を添付すること。 

 

② 国内開催の国際会議に参加する場合（発表等を行う場合に限る）の補助 

・原則として参加登録料のみを補助する。 

・参加登録料が記載された書面を添付すること。 

 

（2） 教育研究経費の補助は、次のとおりとする。 

① 産学連携に関する研究費及び旅費の補助 

    ・学位取得研究及び共同研究・受託研究・科研費申請につながる経費の補助とする。 

    ・備品の購入は、補助金の１/２以内とする。 

 

（3）「教育研究助成金」は原則として交付を受けた年度内に使用しなければならない。 

   校長の許可を受けて翌年度に繰越使用する場合は、翌年度までとする。 

 

３．「学校運営助成金」は次のとおりとし、校長が決定する。 

 ①全国規模の産学連携に関する会議等への出席旅費 

  ②ＪＡＢＥＥ受審に係る講習会、報告会等への出席旅費 

 ③その他校長が認めた学校運営に係る経費 
 

 

配分実績   

 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 

件数 金額 千円 件数 金額 千円 件数 金額 千円 

国際会議出席旅費 0 0 1 300 0 0 

国際会議参加登録料 1 45 1 60 0 0 

学位取得研究補助 0 0 1 338 1 330 

その他産学連携研究補助 1 180 0 0 0 0 

合  計 2 225 3 698 1 330 

 

 
 

（出典 総務課地域連携係資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

教育の質の向上や授業改善にとって必要な評価や研修等がＦＤ委員会により計画され実施されてい

る。教員同士，学生そして外部等の様々な角度からの教育に関する評価を定期的に受けている。外部

研修会等参加の成果については，その成果を共有するため定期的にＦＤ報告会を開催している。また、

課題に応じた外部講師による特別講演会等も適宜開催し，常に教員としての意識の高揚と啓発，そし

てスキルアップのための活動が適切に行われていると判断される。 

 

 

観点９－２－②： 教育支援者等に対して，研修会，その資質の向上を図るための取組が適切に行

われているか。 

 （観点に係る状況）  

 事務職員や技術職員の職務遂行能力向上を図るため，年度当初の新任教職員に対する研修会をはじ

め高専機構，国立大学協会，日本学生支援機構などが主催する各種研修会に積極的に参加させている。

平成22年度は19種の研修会に延べ21名を参加させている。次年度以降も積極的に参加させる予定であ

る（資料９－２－②-１）。 

 平成20年12月，教育研究支援職員の能力及び資質の向上を図ることを目的に地域テクノセンター技

術室をテクノセンターより独立させ教育研究支援センターとして新たに発足させた。教育研究支援セ

ンターでは，技術職員の活動成果を紹介する場として年一回の発表会を開催している（資料９－２－

②－２）。また，東北地区国立高等専門学校技術職員研修会，東北地区国立大学法人等技術職員研修

及び東北地区他高専の技術職員発表会にも積極的に参加させ，技術成果の発表を行わせている（資料

９－２－②－１）。また，科学研究費補助金の申請も行い，活性化を図っている。なお，助手につい

ては，校内ＦＤ研修に参加させ能力及び資質の向上を図っている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

それぞれの職務内容に応じた研修を積極的に行っている。これらのことから，教育支援者等に対す

る研修等を適切に行っており，資質の向上を図るための取組が適切に行われていると判断される。 
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  「各種研修会への参加状況」                   資料９－２－②－１ 

 

国立高等専門学校機
構初任職員研修会 

（独）国立高等
専門学校機構 

平成２２年６月９日～１１
日 

教育研究支援センター 技術
職員 

小屋畑 勝太 

東北地区国立大学法
人等係長研修 

（社）国立大学
協会東北地区
支部 

平成２２年６月２３日～２
５日 

総務課財務係長 高橋 利枝 

全国大学保健管理研
究集会東北地方研究
集会 

（社）全国大学
保健管理協会
東北地方部会 

平成２２年７月２２日～２
３日 

学生課看護師 下館 秀子 

東日本地域高等専門
学校技術職員特別研
修会（情報系） 

（独）国立高等
専門学校機構 

平成２２年８月１８日～２
０日 

教育研究支援センター技術職
員 

小笠原 英俊 

東北地区学生指導研
修会 

東北地区学生
指導研究会 

平成２２年８月２５日～２
７日 

学生課寮務係主任 橋場 真紀 

東北地区国立高等専
門学校技術職員研修 

東北地区高等
専門学校 

平成２２年８月３０日～３
１日 

教育研究支援センター技術長 川守田 和雄 

      
教育研究支援センター技術専
門職員 

伊藤 光博 

      
教育研究支援センター技術専
門職員 

赤坂 徹 

東北地区国立大学法
人等技術職員研修 

（社）国立大学
協会東北地区
支部 

平成２２年８月３１日～９
月３日 

教育研究支援センター技術専
門職員 

遠田 達也 

国立高等専門学校機
構新任部課長研修会 

（独）国立高等
専門学校機構 

平成２２年９月２日～３
日 

総務課長 中野 公雄 

国立高等専門学校機
構新任課長補佐・係長
研修会 

（独）国立高等
専門学校機構 

平成２２年１０月１２日～
１４日 

学生課学生係長 佐藤 克彦 

東北地区国立大学法
人等会計事務研修 

（社）国立大学
協会東北地区
支部 

平成２２年１０月２０日～
２２日 

総務課調達・施設係主任 永長 訓史 

本給決定担当者説明
会 

（独）国立高等
専門学校機構 

平成２２年１０月２１日～
２２日 

総務課職員係長 福島 妙子 

留学生担当職員研修
会 

（独）日本学生
支援機構 

平成２２年１０月２７日～
２９日 

学生課入試・教務係一般職員 小野寺 泰久 

東北地区国立大学法
人等若手職員研修 

（社）国立大学
協会東北地区
支部 

平成２２年１０月２７日～
２９日 

学生課入試・教務係一般職員 佐々木 亜美 

国立高等専門学校機
構中堅職員研修会 

（独）国立高等
専門学校機構 

平成２２年１１月１８日～
１９日 

総務課財務係一般職員 佐々木 絵巳子 

監督者研修（ＪＳＴ基本
コース） 

（国）弘前大学 
平成２２年１１月２４日～
２６日 

総務課学術情報係長 石川 正子 

学務関係職員研修会 
（独）国立高等
専門学校機構 

平成２２年１２月９日～１
０日 

学生課学生係一般職員 澤野 太地 

東北地区国立大学法
人等施設系技術職員
研修会 

（国）山形大学
（当番学校） 

平成２２年１２月９日～１
０日 

総務課調達・施設係技術職員 小泉 悠樹 

学生相談インテーカー
セミナー 

（独）日本学生
支援機構 

平成２２年１２月１７日 学生課学生係一般職員 澤野 太地 

学生等の薬物乱用防
止のための教職員研修
会 

（独）日本学生
支援機構 

平成２３年２月１０日 学生課寮務係長 伊藤 光雄 

 
 

（出典 総務課資料） 
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  「教育研究支援センター発表会 要項」（抜粋）        資料９－２－②－２ 

  

１：期 日  平成 22 年 12 月 6 日（月） 13:00～16:00 

２：会 場  八戸工業高等専門学校 中会議室 

３：日 程 

13:00 受付 

13:30 挨拶  校長   井口 泰孝 

13:40 挨拶と講師紹介  教育研究支援センター長   佐藤 勝俊 

13:50 基調講演 

演題：「分子認識能を有する機能性化合物とその応用」 

講師：八戸工業高等専門学校 准教授（物質工学科） 菊地 康昭 

《 休憩 》 

14:40  技術発表及び研修会報告（前半の部） 

① 「中小企業人材育成事業への取り組み」 

実習工場担当 技術専門職員 赤坂 徹 

② 「工作実習への射出成型機導入」 

一関工業高等専門学校 技術室 技術職員 高橋 龍也 

③ 「組み込みマイコンを用いた実験の評価」 

電気情報工学科担当 技術専門職員 遠田 達也 

④ 「CAD・ワークステーション環境改善事例の紹介」 

機械工学科担当 技術職員 小笠原 英俊 

⑤ 「CMS・BLOG の情報公開・資料整理への利用 - 今後の展開 -」 

ネットワーク管理室担当 技術専門職員 伊藤 光博 

15:55 謝辞  技術長  川守田 和雄 

 

 

 

 

 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

学級担任等を通じた要望，授業アンケート調査，学生の要望アンケート調査，「学生の声」箱，学

生と校長及び教員の懇談会など学生の要望を取り入れる仕組みが多面的に整備されている。また，卒

業生や就職先企業など社会の要請に関するアンケート調査が適度な間隔で実施され，改善に活用され

ている。授業アンケートは，科目毎になされており，各科目の授業評価及び教員自身による点検状況

が明瞭になされている。またアンケートは冊子にまとめられ，学生も含めて自由に閲覧できるように

なっている。 



八戸工業高等専門学校 基準９ 

425 

授業改善への校長のリーダーシップが発揮され，自己点検・評価活動が盛んである。各科目の成績

状況，授業実施状況の教員による自己評価，授業参観結果，学生による達成度評価，試験問題と答案

実物資料，教職員面談などによる実地審査など教職員の教育活動について自己点検・評価委員会（平

成16年度まではＪＡＢＥＥ委員会）が総合的にチェックし，点検・評価結果をまとめ，改善を促して

いる。これらの活動は，学校全体の組織的活動の一環で進められており，教員会議の後などを利用し

て組織的，継続的にＦＤ活動が行われていると判断される。 

  

（改善を要する点）  

特になし。 

 

（３）基準９の自己評価の概要 

学生の答案，発行印刷物，会議記録など教育活動の実態を示す証拠資料を収集保管し，学内関係者

が閲覧できるように整備されている。 

学生の要望は，学級担任等経由，授業アンケート調査，学生の要望・社会の要請に関するアンケー

ト調査，「学生の声」箱，学生と校長及び教員の懇談会，など多方面から教育改善に反映できる仕組

みがあり，「学生の声」箱など内容によって即応する体制もあり，有効に運用されている。卒業生，

就職先企業などの意見反映はアンケート調査や八戸工業高等専門学校産業技術振興会との共催で開か

れる地域技術交流会での意見交換が活用されている。 

ＰＤＣＡのスパイラルアップシステムが構築されており，特に教育点検・評価委員会（Ｃ）と教育

改善委員会（Ａ）の活動が活発になり，前者の点検評価とそれを受けた後者の改善見直しが機能して

いる。教員の教育改善活動は，継続的な改善活動の一環で学生による授業アンケート調査や学習等達

成度記録簿など学校全体で組織的に進められている。 

各教員の専門分野における研究成果の一部は，卒業研究や特別研究として実施されているほか，関

連分野の講義に生かされている。 

FD 活動が推進され，授業参観の実施，学生による授業アンケートの実施，外部研修会等報告会や

八戸高専プロジェクト研究成果発表会の実施など，毎年組織的に進められている。これらのＦＤ活動

は，教員同士あるいは教育点検評価委員会による授業の参観と評価など，常に他者の目から見た客観

的評価を伴うようにして教育の質の向上や授業改善に繋げられている。 

また，教育支援者等に対しては，学校全体としての研修のほか，それぞれの職務内容に応じた研修

が適切に行われていると判断される。 
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基準10 財務 

（１）観点ごとの分析 

観点10－１－①： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行できる資産を有しているか。

また，債務が過大ではないか。 

（観点に係る状況）  

本校の目的に沿った教育研究活動を将来的に適切かつ安定して遂行するために必要な校地・校舎・

設備等の資産を有している（資料10－１－①－１）。また，本校には債務はない（資料10－１－①－

２）。 

 

資料10－１－①－１ 

 

施設の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学校要覧 2010 P.48） 
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資料10－１－①－２ 
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（出典 総務課保管決算資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

本校の資産は，平成16年４月１日の独立行政法人化に伴い，政府から独立行政法人国立高等専門学

校機構に出資され，本校が使用している。 

また，起債は高専機構が一括して行うため，本校独自の債務はない。 

 

観点10－１－②： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行するための，経常的収入が継

続的に確保されているか。 

（観点に係る状況） 

本校の経常的自己収入は，授業料・入学料・検定料・職員宿舎貸付料・寄宿料のほか，財産貸付料

等の雑収入であり（資料 10－１－②－１），事業遂行に必要な経費から自己収入額を差し引いたも

のが高専機構から「運営費交付金」として措置され，配分されている。運営費交付金については，国

から高専機構を通じて，今後も継続的に交付されるものであり，経常的収入は安定的に確保されてい

る。 

 

資料 10－１－②－１ 

経常的収入受入状況 

 

                                   （単位：千円） 

区   分 
17年度 

決算額 

18年度 

決算額 

19年度 

決算額 

20 年度 

決算額 

21年度 

決算額 

運営費交付金 1,151,192 1,109,695 1,240,991 1,258,007 954,055 

授業料 191,750 193,623 193,575 193,486 191,258 

入学料 18,020 16,920 17,681 15,651 17,791 

検定料 6,980 6,831 7,013 6,402 6,242 

職員宿舎貸付料 3,815 3,103 3,466 3,474 3,192 

寄宿料 3,634 3,687 3,730 3,738 3,761 

その他 1,873 1,625 1,169 1,206 2,207 

合  計 1,377,264 1,335,484 1,467,625 1,481,964 1,178,536 

 

（出典 総務課保管決算資料） 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校の主な経常的自己収入は，学生からの諸納付金（授業料，入学料等）であるが，入学志願倍率

は２倍以上を維持しており，継続的収入を確保している。 

また，運営費交付金については，国から高専機構を通じて，継続的に交付されており，安定的に確

保されている。 
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観点10－１－③： 学校の目的を達成するために，外部の財務資源の活用策を策定し，実行してい

るか。 

（観点に係る状況） 

外部の財務資源としては，科学研究費補助金，企業等からの受託研究費，共同研究費，受託事業，

受託試験，寄附金等であるが，これらについては，定時開催の教員会議において，直近の外部資金受

入決定状況を全教員に報告し，更なる受入について協力依頼している（資料 10－１－③－１）。中

でも科学研究費補助金については，講習会「科研費をとるには」を開催し，獲得に向けて共通理解を

図っている（資料 10－１－③－２）。また，学内グループウェアの掲示板に各種外部資金の公募情

報を随時掲載するなど（資料 10－１－③－３），外部資金の受入に努力しており，ここ数年間の受

入額は増加傾向にある（資料 10－１－③－４）。受け入れた外部資金は，主に教育研究活動及び管

理運営のために有効活用している。 
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資料 10－１－③－１ 
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（出典 平成 21年度第９回教員会議資料） 
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資料 10－１－③－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 総務課保管謝金支出関係資料） 
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資料 10－１－③－３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     （出典 学内グループウェア掲示板公募情報） 
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資料10－１－③－４ 

外部資金受入状況 

 

                                     （単位：千円） 

区 分 
平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 

科学研究費

補助金 
13 9,330 16 15,100 15 21,730 14 11,680 9 12,585 

受託研究費 1 1,000 4 4,881 7 9,879 7 7,925 7 11,225 

共同研究費 9 4,300 9 3,300 9 6,797 7 2,570 6 8,381 

受託事業 0 0 1 2,010 3 2,210 3 1,651 1 578 

受託試験 2 409 2 40 2 26 4 111 0 0 

寄付金 23 17,038 17 13,662 20 12,949 57 26,689 46 27,268 

合計 48 32,077 49 38,993 56 53,591 92 50,626 69 60,037 

 

（出典 総務課保管決算資料） 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

外部の財務資源については，全教員への受入決定状況の報告と更なる受入についての協力依頼，獲

得のための講習会の開催，公募情報の提供などを行ない収入増に努めている。これにより，ここ数年

間の受入金額は増加傾向にあり，平成19年度から平成21年度の３年間は，５千万円以上を受け入れて

いる。受け入れた外部資金は，主に教育研究活動及び管理運営のために有効活用している。 

 

観点10－２－①： 学校の目的を達成するための活動の財務上の基礎として，適切な収支に係る計

画等が策定され，関係者に明示されているか。 

（観点に係る状況） 

予算に係る計画については，企画室会議＆運営委員会において学内予算配分方針（資料10－２－①

－１）を審議のうえ決定し（資料10－２－①－２），その方針により適正に配分しており，教職員に

学内予算配分書を配付し，周知している。 
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資料 10－２－①－１ 

 

平成 22 年度 学 内 予 算 配 分 方 針 （案） 

 

１．機構本部から本校への予算配分 

(1) 支出予算及び収入予算は、本資料第１頁の「平成 22 年度予算配分表」に基づき配分される。 

(2) 支出予算のうち常勤教職員人件費、退職手当及び赴任旅費は、所要額（必要額）が配分される。 

(3) 本校の入学料及び授業料等の収入が収入予算額を超える場合は、超えた額を自己収入として執行でき

る。 

 

２．学内予算配分方針 

(1) 教育研究費を除き、平成 21 年度の決算額を基に本年度の執行計画（節約）等を勘案のうえ計上す

る。 

(2) 教育研究費は、従来の教育研究費及び教育研究旅費を合算して配分する。なお、執行にあたっては、

教育研究費及び教育研究旅費の区分（執行限度額）は設けない。 

 

(3) 教育研究費は、学生数配分単価及び教員数配分単価とも平成 15 年度配分単価の 42％減（昨年と同

率）とし、学生数配分単価の本科生分は平成 22 年４月１日現在の学生定員、専攻科生分は平成 22 年

４月１日現在の学生現員、教員数配分は平成 22 年４月１日現在の教員現数（職名）により配分す

る。 

(4) 教育研究費に係る年度途中における教員の欠員補充については、上半期採用者は４月１日在職者と同

額とし、下半期採用者は４月１日在職者の２分の１の額として、校長裁量経費をもって充てる。 

(5) 教育研究設備維持運営費（特殊装置維持費）は従来と同様に下記により積算する。なお、留学生経

費、学生実地指導旅費及び実習工場経費の配分額（単価）は、昨年度と同額とする。 

教育研究設備維持運営費の積算方法 

      ① 1 年目（平成 21 年度購入）は 12 分の６ 

      ② 2 年目（平成 20 年度購入）は 12 分の９ 

      ③ 3 年目（平成 19 年度購入）から 10 年目（平成 11 年度購入）までは 12 分の 12 

④ 11 年目（平成 11 年度購入）から 15 年目（平成 6 年度購入）までは 12 分の 6 

⑤ 16 年目（平成 6 年度購入）からは配分なし 

(6) 校長裁量経費として 33,500 千円（昨年度比 7,500 千円増）を計上する。 

校長裁量経費           33,500 千円 

     ① 高専教育充実設備費     12,870 千円 

     ② 学内教育研究ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ経費     5,000 千円 

     ③ 教育研究（補填）経費     1,188 千円 （教育業績賞・在外研究員旅費） 

     ④ 予備費             14,442 千円 

 

（出典 企画室＆運営委員会（平成２２年度第４回）会議資料） 
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資料10－２－①－２ 

 

予算の審議 

【審議事項】 

１．平成２２年度学内予算配分について（資料１） 

   総務課長から、平成２２年度学内予算配分（案）について、別紙資料１により説明

があり、審議の結果、原案どおり了承された。（概要は次のとおり） 

  ○運営費交付金配分額表（資料１のＰ２） 

  事項指定経費のうち、連合行事地区大会経費として 3,059 千円及び学生寮生活環

境整備費としてとして 10,000 千円が今年度特別に配分されている。学生寮生活環境

整備費については、執行残高がある場合は１２月未を目途に本部で引き上げられる

ことになる経費である。 

○平成２１年度運営費交付金決算書（Ｐ３） 

○平成２１年度校長裁量経費に関する調（Ｐ４） 

○平成２２年度学内予算配分方針（Ｐ５） 

・校長裁量経費として 33,500 千円（昨年度比＋7,500 千円)計上している。 

○平成２２年度運営費交付金予算書（Ｐ６） 

①ＮＨＫ放送受信料は、高専機構で支払うこととなったため予算科目から削除。 

②本校主管の全国高専デザコン経費を予算科目に追加。 

③技術職員研修旅費については、旅費の外に発表会の経費なども必要であること

から、教育研究支援センター経費として科目名を変更している。 

④昨年度まで１本であったパート・再雇用職員経費については、今年度から再雇

用職員経費については高専機構から別途配分することとなったため２本立てで

計上している。 

 

（出典 企画室会議＆運営委員会（平成２２年度第４回）記録 抜粋） 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

各年度の予算に係る計画については，企画室会議＆運営委員会で審議し承認された学内予算配分方

針に基づき適正に配分しており，教職員に学内予算配分書を配付し周知している。 

 

観点10－２－②： 収支の状況において，過大な支出超過となっていないか。 

（観点に係る状況） 

高専機構会計規則第17条により，高専機構理事長は，毎事業年度開始前に独立行政法人通則法第31

条第１項に定める年度計画に基づいて予算実施計画を作成し，これに基づいて収入及び支出を管理し

なければならないとされている。 

また，同規則第18条により第17条で作成した予算実施計画に基づく予算額を各高専契約担当役（八

戸高専事務部長）及び出納役（八戸高専総務課長）に通知するものとされている（資料10－２－②－
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１）。 

 本校では，高専機構から通知される事業年度ごとの収支予算額に基づき執行計画を策定し，予算額

の範囲内での支出に努めており，過大な支出超過とはなっていない（資料10－２－②－２）。 

 

 

資料 10－２－②－１ 

                高専機構会計規則 

（予算実施計画の作成） 

第１７条 理事長は，毎事業年度開始前に通則法第３１条第１項に定める年度計画に基づい

て，予算実施計画を作成し，これに基づいて収入及び支出を管理しなければならない。   

２ 理事長は，機構の効率的，効果的な運営に常に配慮するものとする。 

（予算実施計画の通知） 

第１８条 理事長は，前条で作成した予算実施計画に基づく予算額を契約担当役及び出納命

令役に通知するものとする。 

 

（出典 独立行政法人国立高等専門学校機構規則第34号 抜粋） 
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資料10－２－②－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



八戸工業高等専門学校 基準10 

- 441 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



八戸工業高等専門学校 基準10 

- 442 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



八戸工業高等専門学校 基準10 

- 443 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 総務課保管決算資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

高専機構会計規則第18条により通知された予算額をもって執行計画を策定し，収支はバランスのと

れたものとなっており，過大な支出超過とはなっていない。 

ただし，平成17年度以降，効率化係数△１％が適用され，運営費交付金は毎事業年度減額されてき

ていることから，更なる効率的予算執行を図る必要がある。 

 

観点10－２－③： 学校の目的を達成するため，教育研究活動（必要な施設・設備の整備を含む）

に対し，適切な資源配分がなされているか。 

（観点に係る状況） 

予算の配分方針は，企画室会議＆運営委員会で審議・承認を得る（資料10－２－①－２）こととし

ており，その際本校の中期目標・中期計画を達成するための事項を考慮しつつ配分方針の検討を行っ

ている（資料10－２－①－１）｡ 

なお，校長裁量経費（資料10－２－①－１）を設けることにより，柔軟な予算執行を図るとともに，

教育研究上特に必要とされる経費については，教育研究活動の活性化のため各学科，教員等からの申

請により予算を重点的に配分する学内教育研究プロジェクト経費を設け，重点的に配分している。 

また，施設・設備については，施設整備計画委員会において全学的な見地から検討し，資源の効率

的な配分を行っている（資料10－２－③－１）。 
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資料10－２－③－１ 
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（出典 企画室＆運営委員会（平成22年度第４回会議資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

予算配分は，方針の明示が行われ，議論がなされた上で決定されている。学内教育研究プロジェク

ト経費は，十分に検討した上で決定している。 

また，施設・設備の整備については，施設整備計画委員会において全学的な見地から検討し，経費

の効率的な配分を行っている。 

  

観点10－３－①： 学校を設置する法人の財務諸表等が適切な形で公表されているか。 

（観点に係る状況） 

高専機構として，ひとつの財務会計システムを構築しており，全国51高専はこのシステムにアクセ

スし，統一された勘定科目・仕訳等により財務会計処理を行っている。 

高専機構理事長は，翌事業年度５月末日までに財務諸表を作成することとなっている（資料10－３

－①－１）ため，年度末決算後，このシステムにより財務諸表等を作成し，高専機構ホームページで

公開している（資料10－３－①－２）。 

 

 

資料 10－３－①－１ 

                高専機構会計規則 

（年度末決算） 

第４４条 年度末決算に際しては，当該年度末における資産・負債の残高並びに当該期間にお

ける損益に関し真正な数値を把握するための各帳簿の締め切りを行い，資産の評価，債権・

債務の整理，その他決算整理を的確に行って，所定の手続きに従って決算数値を確定しなけ

ればならない。 

２ 理事長は，前項の整理を行った後，翌事業年度５月末日までに次の各号に掲げる書類を作

成しなければならない。 

一 貸借対照表 

二 損益計算書 

三 キャッシユ・フロー計算書 

四 利益の処分又は損失の処理に関する書類  

五 行政サービス実施コスト計算書 

六 附属明細書 

３ 前項各号の書類の様式は，別に定めるものとする。 

 

（出典 独立行政法人国立高等専門学校機構規則第 34号 抜粋） 
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資料 10－３－①－２ 

 

   独立行政法人国立高等専門学校機構ホームページ 

 

財務に関する情報 

 

 財務諸表 

  平成２１年度 

  平成２０年度 

  平成１９年度 

  平成１８年度 

  平成１７年度 

  平成１６年度 

 

 決算報告書 

  平成２１年度 

  平成２０年度 

  平成１９年度 

  平成１８年度 

  平成１７年度 

  平成１６年度 

 

（出典 独立行政法人国立高等専門学校機構ウェブサイト 

機構の事業 情報公開ご案内） 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

高専機構会計規則第44条により，当該年度における資産・負債の残高並びに当該期間における損益

に関し真正な数値を把握するため各帳簿の締切りを行い，資産の評価，債権・債務の整理，その他決

算整理を的確に行って，所定の手続きに従って決算数値を確定している。 

また，高専機構理事長は，翌事業年度５月末日までに財務諸表を作成し，公表している。 
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観点 10－３－②： 財務に対して，会計監査等が適正に行われているか。 

（観点に係る状況） 

近年における外部監査としては，平成 19 年度に会計検査院による会計実地検査（資料 10－３－②

－１），平成 21 年度には，独立行政法人通則法第 39 条（資料 10－３－②－２）による会計監査人

の監査（資料 10－３－②－３）及び監事の監査（資料 10－３－②－４）が行われている。 

また，内部監査として年度毎に行っていた本校職員による監査を，他高専の職員による高専相互会

計内部監査（資料 10－３－②－５）として平成 20 年度から行っている。 

さらに，「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）」（平成 19 年

２月 15 日文部科学大臣決定）に基づく科学研究費補助金に係る内部監査（資料 10－３－②－６）及

び高専機構物品管理規則第 35 条による物品検査（資料 10－３－②－７）についても毎年度行ってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



八戸工業高等専門学校 基準10 

- 450 - 

資料 10－３－②－１ 
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 （出典 総務課保管監査資料） 
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資料 10－３－②－２ 

             独立行政法人通則法 

 

（会計監査人の監査） 

第三十九条 独立行政法人（その資本の額その他の経営の規模が政令で定める基準に達

しない独立行政法人を除く。）は、財務諸表、事業報告書（会計に関する部分に限

る。）及び決算報告書について、監事の監査のほか、会計監査人の監査を受けなけれ

ばならない。 

（会計監査人の選任） 

第四十条 会計監査人は、主務大臣が選任する。 

 （会計監査人の資格） 

第四十一条 株式会社の監査等に関する商法の特例に関する法律（昭和四十九年法律第

二十二号）第四条（第二項第二号を除く。）の規定は、第三十九条の会計監査人につ

いて準用する。この場合において、同法第四条第二項第一号中「第二条」とあるの

は、「独立行政法人通則法第三十九条」と読み替えるものとする。 

（会計監査人の任期） 

第四十二条 会計監査人の任期は、その選任の日以後最初に終了する事業年度の財務諸

表についての主務大臣の第三十八条第一項の承認の時までとする。 

（会計監査人の解任） 

第四十三条 主務大臣は、会計監査人が次の各号の一に該当するときは、その会計監査

人を解任することができる。 

 一 職務上の義務に違反し、又は職務を怠ったとき。 

 二 会計監査人たるにふさわしくない非行があったとき。 

 三 心身の故障のため、職務の遂行に支障があり、又はこれに堪えないとき。 

 

（出典 独立行政法人通則法 抜粋） 
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資料 10－３－②－３ 
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                     （出典 総務課保管監査資料） 
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資料 10－３－②－４ 

 

“この高専のここがすごい！”（H19～H21 年度 国立高等専門学校監査より） 

 

非常勤監事 都河 明子 

 平成 19 年度より 21 年度の 3 年間教育担当の監事として、次の 24 校の高専を訪問し、主に教育に

関する項目について監査を行いました。監査項目ごとに、独創的、素晴らしかった点に絞ってまと

めましたので、報告いたします。 

 

《監査訪問校》 

H19 年度：富山商船・詫間電波・木更津・ 松江・東京・沖縄・福島・佐世保 

H20 年度：鈴鹿・弓削商船・岐阜・広島商船・熊本・都城・一関・小山 

H21 年度：秋田・徳山・八戸・津山・鳥羽商船・鹿児島 の各高専 

 

《担当監査項目》 

１．ミッション又は教育カリキュラムについて 

  (1) 独創的なカリキュラムについて 

    (2) 一般教養科目の位置づけ 

    (3) 国際性を育む  

    (4) 専攻科の位置づけ 

２．尐子化対策（受験者数確保等）について 

３．学生のメンタルケア/セクハラ等の対応策について 

４．寮について 

５．卒業後のフォロー（OB/OG の活用等） 

６．その他（職位別教員及び学生の男女の割合等） 

 

《独創的な取り組み「この高専のここがすごい！」》 

１．ミッション又は教育カリキュラムについて 

  各高専はそれぞれの中期目標に従って、教育・研究の他、様々な活動を行っている。ここでは、

特に独創的と思われる教育を行っているところを紹介する。 

(1) 独創的なカリキュラムについて 

 魅力ある高専作り例 

   ・国際流通科（地域に特化しロシア語、中国語、韓国語を第 2 外国語）：富山商船 

    コミュニケーション情報学科(技術のわかる経営者・経営のできる技術者養成)：福島 

   ・“連峰型創造性涵養教育”の構築（ハード面：渡り廊下で学科連結、ソフト面：カリキュラ 

ム改訂、教員を 8 系グループ化、学外連携教育体制）：八戸 
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実践的技術者育成を目指している例 

    各高専は、実践的な技術者育成のため教育しているが、特に目立った例を紹介する。  

・経済産業省の助成を受け、企業退職者のスキルと感性を導入し「創造工学」プログラム開設： 

鈴鹿高専 

・「鹿児島技術士の会」と連携し、共同教育を行っている。博士号取得の教員が多くなった中、 

実践的な活動をしている技術士との連携で、理論と実践の教育が出来、質の向上に繋がる：鹿児島 

 

学生のための取り組み例 

・1 年次の混合クラス（学生間の交流）：東京、秋田 

・大学化せず 1 年次より専門教育で実践を身につけ、専攻科で各学科間の垣根をはずす：佐世保 

・｢キャリア教育支援室｣を設置し、活用した学生にマイレージを与えている：徳山 

・メンター・メンティー制度(上級生が下級生を指導。上級生の学力 upの成果あり：八戸 

 

教員養成のための取り組み例 

   ・「授業力向上研修」「教育研究発表会」の開催：広島商船  

  ・教員の学科横断（授業や実験で複数教員で兼担）：一関 

・朝の連絡会開催(毎朝 5－10 分、教員間の繋がりと事故未然に防ぐため)：松江 

・教員のための｢４つの研究プロジェクト｣立ち上げ(グループ化)：一関 

 

その他 

◎「津山高専の年度計画・実行計画」を高専の中期計画表に併記し、さらに各月の進捗状況明記 

していた：津山 

・教育達成目標・達成基準の設定：詫間電波 

・e-learningによる自主学習システム構築(数学・英語)：熊本電波 

   ・｢コンソーシアムとちぎ(18 大学加盟)｣間で単位交換制度を設け、経営、マネージメントの 

講義を受けている：小山 

   ・専攻科で、社会に出て必要な｢産業論｣｢経営管理｣｢経営工学｣｢安全工学論｣等の講義や長期 

インターンシップでどう経営するか教育：徳山 

 

(2) 一般教養科目の位置づけ（ものづくり高専＋人づくり高専であるために） 

英語・他の外国語教育に力を入れている高専例 

・図書館で英語の多読用本が沢山置いてある：東京 

・多読・多聴のための本購入(校長裁量費)：沖縄 

・e-learning導入及び文部科学大臣賞 3 年受賞：岐阜 

 ・米軍基地の授業に参加する(地の利を生かす)：八戸 

・地域のニーズにより、第 2 外国語教育：ロシア語・中国語・韓国語等：富山商船、佐世保 
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その他 

・「導入教育・基礎教育推進室」設置：一関 

   ・一般教養の教師と専門教師の連携が素晴らしい（専門での必要事項を一般教養でカバーして 

もらっている。通常は本科教師の方がリクルート、実験教室等で忙しい）：秋田 

 

(3) 国際性を育む 

   JABEE 制度導入後、国際化にどの高専も力を入れている。しかし、国際的に活躍している卒業生の例

を尋ねても、現状では実例が尐ない。 

 

国際的に活躍している技術者輩出例 

 ・海外のトヨタ、ホンダ工場で活躍：鈴鹿 

 ・韓国サムソン電子の常務取締役：八戸 

 ・外国航路で活躍する卒業生がいる：鳥羽商船  

 

海外との交流 

協定締結、海外研修・実習、インターンシップ等が盛んなところと交流していないところの差が大

きい。 

  

留学生の活用例 

 ・留学生を 45人受け入れている：弓削商船 

 ・“法学”授業で｢各国の法体制や異文化理解｣で講義：岐阜 

 ・卒業したモンゴル留学生が来日し講演：八戸 

 

地域の国際化に貢献 

   ・一般教養の教師が毎週一般人対象に英語塾を開催している(5 年間)：徳山 

 

(4) 専攻科の位置づけ（専攻科の存在意義に関する校長見解） 

・企業現場で粘り強く働け、トラブル対応に強いとの企業の弁：木更津 

・技術の高度化で本科だけでは足りない。完結させて社会に送り出す：松江 

・専攻科で学ぶ者、大学で学ぶ者等多様な人材が補い合って科学技術創造立国を担う必要：松江 

・大卒と高専卒では給与体系が違う。大卒の同じ資格の専攻科は必須。また、高専 5年は教育を 

受け、考える期間、専攻科は自分で工夫する期間：沖縄 

・専攻科設置で、教員が第 1 級の研究をせねばという良い効果をもたらす。また、17～21 歳の 

時期は一番学力・精神面が成長する時期で、大学受験なしに一貫教育ができる：福島 

   ・研究開発型の実践的技術者養成となっており、JABEE 完成のコースである：都城、徳山 

   ・本科 5年から専攻科 2 年間、同じ指導教員の下で長期に一貫して教育を受ける点が、半年間の 

大学卒業研究に比べて充実している：秋田 
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・専攻科でも一般教養科目を学べることで、人間性の幅がでる：鳥羽商船 

・“学士号”取得ためには、専攻科が最安コース(親の負担軽減）：木更津 

 

２．尐子化対策（受験者数確保等）について 

志願率が 2 倍を切っている高専が多く、量の低下が質の低下を起こし、習熟度別、尐人数クラス

制を設置するなど苦労している。その中で特徴的な尐子化対策を行っている高専を紹介する。 

 

独創的なリクルート対策 

・推薦基準を下げない、内申より学力選抜試験の学力点にウェイトをおく等、質の高い入学者の 

確保に努めている(志願率 2 倍を確保)：一関 

◎中学理科教育と共同し｢体験型実験講座｣実施。中学校教員対象に「理科実験スキルアップ」 

講座を開設：八戸 

◎中学校の元校長に“アドミッション・アドバイザー」を依頼。「入試倍率向上検討委員会」 

設置（塾の校長にも依頼）：津山 

・地域の高専との協働 

◎5 商船が合同で「合同進学ガイダンス」を行っている：５商船 

・長岡・茨城等の他高専と合同説明会：小山 

◎「一日体験入学」の参加中学生 420 名の内 176 名受験し、129 名が合格したとのフォローが 

なされている：鹿児島 

・鹿児島市立科学館で「鹿児島高専の日」を設け、小中学生対象のイベント開催（小学生は 

狙い目）：鹿児島 

 

広報の必要性 

  ・HP が素晴らしい高専：熊本電波、小山、鹿児島、秋田(QRサイト) 

 

３．学生のメンタルケア/セクハラ等の対応策について 

 相談件数が高専によって大きな差がある（40 件～900件）。 

 ◎年間 903件の相談件数があり、学年別・相談内容別・男女別に月毎に分けてデータベース化し、 

事前の対応を行っている：鈴鹿 

 ◎“発達障害プログラム”(学生 GP)を立ち上げ、専門家・精神科病院・長崎大学・ハローワーク 

等と協働し、発達障害学生を卒業就職までさせた：佐世保 

◎「苦情相談処理の流れ図」を作成し、相談体制のシステム構築に努めている：都城 

・入学時のアンケート調査（勉学意欲や精神面の事前把握）：詫間電波 

  ◎保健室の半分を｢サロン｣を設け、”ぬいぐるみ”やお茶の用意をし、緊張をほぐす場を提供： 

熊本電波 
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・入学時にアンケート調査（学業面・精神面での事前チェックが可能）：徳山 

・自殺者を出した後の学生に対するフォローが素晴らしい(臨床心理士の対応、偲ぶ会等)：八戸 

・編入学希望者に対して校長が個別面談している：都城 

 

４．寮について 

 ・寮生・寮外生・教職員の生活振り分け表を作成。また、寮生・寮外生では、寮生の方が成績が 

良く、社会性を身につけているというデータ分析をし、親に入寮をすすめている：八戸 

 ◎津山・一関・舞鶴・阿南・有明の 5 高専が｢交換寮生会｣を設置。毎年他の高専に行き、授業や 

寮生活を・交流している：津山 

 

５．卒業後のフォロー（OB/OG の活用等） 

  各高専では、ロボコン参加等のための支援、ワゴン車の寄附などいろいろ OB/OG に恩恵を受けてい

る。また、高専は、OB/OG に高専のロールモデルとして授業等をお願いしている。同窓会も設置さ

れ、密接な関係を保っている。その他、高専の教職員の同窓会も設置されている。また、高専は卒業

生のためのメーリング・リストを立ち上げ高専情報を流すところもある。 

 

６．その他 

 1) 職位別教員及び学生の男女の割合等 

   まだまだ、女性教員比率、女子学生比率は低い。 

  ・H19 年度に一挙に女性教員を採用した(それでも 5 名 6.0%)：鈴鹿 

    ・H22 年 4 月採用に｢女性助教 1 名｣を公募した。女性に特化した初めての公募ではないか？：八戸 

 

2) 校長のリーダーシップ 

   ・校長と事務長の連携プレーの素晴らしさがめだった：津山 

 ・外部資金獲得によって教育にゆとりが感じる：佐世保、岐阜 

・５商船をまとめて種々の事業を行う：富山商船 

・科研費申請書を全て校長がチェックする：岐阜 

  

3) 校長裁量経費の使い方 

  ・教員の共同研究や学会参加を奨励するための費用支給：松江高専 

  ・校長賞、校長クリーン賞：東京  

  ・科研費採択されなかった教員へ研究経費助成：岐阜 

  ・大きな部屋にトレーニング・ジムを設け、教員の健康増進を図る：熊本電波 
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4) 地域連携 

   ・「西日本テクノコンソーシアム」設置[産(90社)、学(4 大学・高専)、民(個人・NPO)]：佐世保 

・研究面（地域に特化した研究・特に沖縄の泡盛の香りの研究）：沖縄 

   ・地域に特化したジャンガラロボットを土産として売る：福島 

  ・今治市との「海事都市構想」・「弓削商船技術振興会」がある」：弓削商船 

◎阪神淡路大地震の教訓より、鳥羽市・志摩市と防災協定を結び、地震の際の海路輸送及び船上の 

病院になる：鳥羽商船 

5) 校舎・敷地の整備のきれいさ等 

   木更津・詫間電波・沖縄(特に夢工場)・鈴鹿、弓削商船、都城、一関、秋田(デザイン賞受賞)、徳

山、 

  

6) その他 

・校舎のあちこちに「コミュニティーサイト」を設置(女子学生がくつろいでいた)：秋田 

・体育祭の学科対抗応援合戦のビデオで、学生同士の連携プレーの素晴らしさ、夢中になって 

いる様子を見て、これが学業・実習等に繋がる活動であると期待された：鹿児島 

 

以  上 

 

                            （出典 総務課保管監査資料） 
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資料 10－３－②－５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             （出典 総務課保管監査資料） 
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資料 10－３－②－６ 

 
内 部 監 査 の 実 施 状 況 報 告 書 

平成２１年１０月２７日 

監 査 員 所属：総務課総務係長 氏名：田頭 幸恵  

監査実施期間 平成２１年１０月２３日 ・ 平成２１年１０月２７日 

 

通 常 監 査 特 別 監 査 

監査実施 

研究課題数 
監査の内容・結果 

監査実施 

研究課題数 
監査の内容・結果 

 11 件 

 

※監査実施

研究課題一

覧は別紙の

とおり 

（監査の内容） 

 ・交付申請書に記載の物品と現品の適否 

 ・購入物品の納品確認及び備品の寄附受入手続の適否 

 ・謝金及び旅費に係る実施確認並びに支給方法の適否 

 ・費目間の流用の適否 

 ・収支簿及び証拠書類の確認 

 ・収支決算報告書提出の有無及び収支簿との照査 

 ・科学研究費補助金経理事務に係る内部牽制体制の適否 

 11 件 

 

※監査実施研

究課題一覧は

別紙のとおり 

（監査の内容） 

 通常監査に加え 

 ・購入物品の設

置状況 

・適正使用の

適否 

 

 

 

（監査の結果） 

 ・交付申請書に記載の物品と現品について、適正な購入がさ

れている。 

 ・購入物品は、すべて総務課調達・施設係または総務課学術

情報係で発注しており、検収（納品確認）についても同係

で実施している。研究者の発注・納品確認は認められな

い。また、備品の寄附受入手続も適正に行われている。 

 ・謝金については、謝金支給に係る出勤表に必ず従事者本人

に記名・押印させている。また、銀行振込依頼書は従事者

本人に総務課職員係へ持参させている。 

 ・旅費については、旅行命令の際に出張目的の詳細な資料を

提出させることとしており、それを出張報告書により確認

している。 

 ・費目間の流用は適正に行われている。 

・適正な収支管理及び証拠書類・物品の適正な管理がなされ

ている。 

 ・科学研究費補助金に係る事務を、それぞれの所掌担当係長

に分掌させるとともに支払決議書は複数の者による決裁・

監査としている。 

 

（監査の結果） 

 ・消耗品は、当

該研究に適正

に使用されて

おり、流用等

は認められな

い。 

・備品は当該

研 究 実 施 研

究 室 等 に 設

置 さ れ て お

り 適 正 に 整

備 ・ 使 用 さ

れている。 

 

※ 内部監査を実施する年度の前年度に補助金の交付を受けていた研究課題数：  11 件 

 
（出典 総務課保管監査資料） 
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資料10－３－②－７ 
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（出典 総務課保管監査資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

財務に対する会計監査は，独立行政法人通則法及び高専機構会計規則に明確に定められている。高

専機構における内部監査は，第２期中期計画期間中に高専機構が順番を指定し，監査法人による監査

を受けることになっており,本校は平成21年度に受けている。次回は平成25年度に受ける予定である。

また，高専相互会計内部監査を毎年度行っていることから，会計監査は適正に行われていると判断さ

れる。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

校長裁量経費を設けることにより，柔軟な予算執行を図るとともに，教育研究上特に必要とされる

経費については，教育研究活動の活性化のため各学科，教員等からの申請により予算を重点的に配分

する学内教育研究プロジェクト経費を設け，重点的に配分している。 

 

（改善を要する点）  

運営費交付金が効率化係数を基に算定され，年々減尐していることを考慮すると，今後ますます外

部の財務資源が必要になると思われる。そこで，外部資金獲得のための更なる工夫とより一層の努力

が必要である。 

 

（３）基準10の自己評価の概要 

財務基礎については，本校の目的に沿った教育活動等を将来にわたって適切かつ安定して遂行す

るために必要な校地・校舎・設備等の資産を有するとともに，授業料，入学料等の諸収入の状況，高

専機構からの運営費交付金の予算配分の状況から，経常的な収入が確保されている。 

また，科学研究費補助金，企業等からの受託研究費，共同研究費，寄附金等外部資金の受け入れ

にも努力しており，ここ数年間の受入金額は増加傾向にある。 

財務に関する項目を含めた八戸工業高等専門学校第２期中期計画が運営委員会で決定され，教員

会議等で広く周知するとともに，その内容は学内ウェブサイトで明示されている。 

予算配分については，上記中期計画に基づき運営委員会で策定された予算配分方針に従い適切に

配分されている。特に教育研究活動の活性化のため各学科，教員等からの申請により予算が重点的に

配分される学内教育研究プロジェクト経費が設けられ，予算が有効に配分されている。 

財務諸表については，当該年度における資産・負債の残高並びに当該期間における損益に関し真

正な数値を把握するため各帳簿の締切りが行われ，資産の評価，債権・債務の整理，その他決算整理

が的確に行われ，所定の手続きに従って決算数値が確定され，機構本部に報告されている。その報告

に基づき，高専機構理事長は，翌事業年度５月末日までに財務諸表を作成し公表している。 

財務に対する会計監査は，独立行政法人通則法及び高専機構会計規則に明確に定められ，高専機

構における内部監査は，高専機構の順番により第２期中期計画期間中に受ける予定であり，高専相互

会計内部監査は毎年度行われている。 
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基準11 管理運営 

（１）観点ごとの分析 

観点11－１－①： 学校の目的を達成するために，校長，各主事，委員会等の役割が明確になって

おり，校長のリーダーシップの下で，効果的な意思決定が行える態勢となってい

るか。 

（観点に係る状況）  

本校の教育目的を達成するため，教務，学生，寮務の各主事が置かれ，それぞれの役割が八戸工業

高等専門学校学則第９条に規定されている（資料11－１－①－１）。それぞれの主事の所掌をはじめ，

学内の各分野に係る課題に応じた事項を審議・検討し，校長のリーダーシップのもと，校務の円滑な

運営を図るため，八戸工業高等専門学校組織運営規則（資料11－１－①－２）が制定され，これを基

に各種委員会等内部組織が設置（資料２－２－①－５）されている。また，それぞれの委員会等規程

の中にその役割が明確に規定されている。 

各種委員会等内部組織からの提案事項等は，事前に事務連絡会において事務的立場からの検討が加

えられた後，企画室会議・運営委員会提出議案の整理・調整が行われる。整理された学校運営の全て

の案件は，運営委員会での審議を経て，校長が最終決断を行い，教員会議で周知徹底する意思決定プ

ロセスとなっている。また，校長から特に諮問された事項については，副校長会議，将来構想WGにお

いて検討し，答申している（資料11－１－①－３）。 

運営委員会は毎月定例で開催されるが，緊急の課題等に対応し臨時に開催されることもある。事務

連絡会，企画室会議，運営委員会の構成メンバーは，以下のとおりとなっている。 

・事務連絡会：事務部長，２課長，４課長補佐，技術長及び総務課筆頭係長 

・企画室会議：校長，副校長７名（教務主事，学生主事，寮務主事，専攻科長，地域テクノセンタ

ー長，総合情報センター長及び国際交流委員会委員長），事務部長及び２課長 

・運営委員会：校長，３主事，専攻科長，各学科長，地域テクノセンター長，総合情報センター長，

国際交流委員会委員長，系長，事務部長，２課長（幹事） 

なお，このほかに，特別の課題を処理するため，必要に応じて副校長会議や将来構想WGを置き，そ

の課題を迅速に企画・実行する体制も整えている。 

 

 

「八戸工業高等専門学校学則」（第９条抜粋）             資料 11－１－①－１  

第９条 本校に、教務主事、学生主事及び寮務主事を置く。 

 ２ 教務主事は、校長の命を受け、教育計画の立案その他教務に関することを掌理する。 

 ３ 学生主事は、校長の命を受け、学生の厚生補導に関すること（寮務主事の所掌に属するものを除く。）を掌理

する。 

 ４ 寮務主事は、校長の命を受け、学寮における学生の厚生補導に関することを掌理する。 

 

                         （出典 平成 23 年度学生便覧 P.65） 
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 「八戸工業高等専門学校組織運営規則」            資料 11－１－①－２ 

 

 

八戸工業高等専門学校組織運営規則 

 

                    制  定 平成 ７年 ３月３日 

最終改正 平成２０年１２月１日 

 

      第１章 総則 

（目的） 

第１条  この規則は、独立行政法人国立高等専門学校機構の組織に関する規則第５条第３項及び第６項並び

に八戸工業高等専門学校学則第１１条の規定に基づき、八戸工業高等専門学校（以下「本校」という。）

の内部組織に関する事項を定め、校務の円滑な運営を図ることを目的とする。 

      第２章 内部組織 

 （副校長・校長補佐） 

第２条 本校に、副校長を置き、教務主事、学生主事、寮務主事、専攻科長及び地域テクノセンター長をも

って充てる。ただし、地域テクノセンター長が准教授の場合は、校長補佐とする。 

２ 本校に、企画担当の副校長を置くことができる。 

３ 前２項に定める場合のほか、本校に、特定の職務を担当する副校長を置くことができる。 

第３条（削除） 

（内部組織） 

第４条 本校に、次の施設を置く。 

一  地域テクノセンター 

二  総合情報センター 

三 教育研究支援センター 

四  地域文化研究センター 

五  相談室 

六  廃水処理施設 

２ 前項の施設に関し、必要な事項は別に定める。 

（校長特別補佐） 

第５条 本校に、校長特別補佐を置くことができる。 

２ 校長特別補佐に関し必要な事項は、別に定める。 

（委員会等の設置） 

第６条  本校に、次の各号に掲げる委員会を置く。なお、必要に応じ他の委員会等を置くことができる。 

一 運営委員会 

二 教員会議 

２ 委員会等に関し必要な事項は、この規則に定めるもののほか、別に定めるところによる。 

    第３章  校務分掌 
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(図書館長) 

第７条  本校に、図書館に関する管理運営事項を掌理させるため、図書館長を置き、教授又は准教授をもっ

て充てる。 

２ 図書館長の任期は２年とし、校長が命ずる。ただし、再任を妨げない。 

(施設の長) 

第８条 本校に、第４条第１項第１号から第６号までに定める施設に、当該施設の管理運営を掌理させるた

め、施設の長を置き、教授又は准教授をもって充てる。 

２ 施設の長の任期は２年とし、校長が命ずる。ただし、再任を妨げない。 

（専攻科長） 

第９条 本校に､専攻科長及び副専攻科長を置き、専攻科長は教授をもって充て、副専攻科長は教授又は准

教授をもって充てる。 

２ 専攻科長は、専攻科の管理運営を統括するとともに、各専攻の連絡調整に当たる。 

３ 副専攻科長は、専攻科長の業務を補佐する。 

３ 専攻科長及び副専攻科長の任期は２年とし、校長が命ずる。ただし、再任を妨げない。 

  （学科長） 

第１０条  本校に、機械工学科長、電気情報工学科長、物質工学科長、建設環境工学科長及び総合科学科長

（以下｢学科長｣という。）を置き、当該学科・総合科学科の教授又は准教授をもって充てる。 

２ 学科長は、当該学科・総合科学科の管理運営を総括するとともに、他の学科・総合科学科及び施設等相

互の連絡調整に当たる。 

３ 学科長の任期は２年とし、校長が命ずる。ただし、再任を妨げない。  

（専攻主任） 

第１１条  本校に、機械・電気システム工学専攻主任、物質工学専攻主任及び建設環境工学専攻主任(以下

「専攻主任」という。)を置き、当該専攻の教授又は准教授をもって充てる。 

２ 専攻主任は、当該専攻の運営及び所属学生の修学指導を担当する。 

３ 専攻主任の任期は２年とし、校長が命ずる。ただし、再任を妨げない。 

（専攻副主任） 

第１２条 機械・電気システム工学専攻に専攻副主任を置き、当該専攻の講師以上の専任教員をもって充て

る。 

２ 専攻副主任は、専攻主任を補佐する。 

３ 専攻副主任の任期は２年とし、校長が命ずる。ただし、再任を妨げない。 

（主事補） 

第１３条 学則第９条に規定する主事を補佐するため、教務主事補、学生主事補及び寮務主事補若干名を置

き、講師以上の専任教員をもって充てる。 

２ 主事補の任期は２年とし、校長が命ずる。ただし、再任を妨げない。 

(学級担任) 

第１４条 学級ごとに学級担任を置き、講師以上の専任教員をもって充てる。 

２ 学級担任は、学級の運営及び学習指導並びに生活指導に当たる。 

３ 学級担任の任期は１年とし、校長が命ずる。ただし、再任を妨げない。 

(学年主任) 
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第１５条 学年ごとに学年主任を置き、講師以上の専任教員をもって充てる。 

２ 学年主任は、主事及び学科長等と連絡調整のうえ、学年の運営に関することを掌理するとともに、担当

する学年の学級担任の連絡調整に当たる。 

３ 学年主任は、学級担任を兼ねることができるものとする。 

４ 学年主任の任期は１年とし、校長が命ずる。ただし、再任を妨げない。 

(顧問教員) 

第１６条 学生の課外活動を指導するため顧問教員を置き、専任教員をもって当てる。 

２ 顧問教員の任期は１年とし、校長が命ずる。ただし、再任を妨げない。 

 

附  則 

この規則は、平成 ７年４月１日から施行する。 

 

（途中略） 

 

附  則 

 この規則は、平成２０年１２月１日から施行する。 

（出典 ガルーン・ファイル管理：総務係・規則制定改廃・組織運営規則） 

 

 

 

 「抜本的カリキュラム改定に関する将来構想ＷＧからの答申」（抜粋）  資料11－１－①－３   

 

 

平成19年7月 

校長先生 

 

抜本的カリキュラム改定について 

 

１．はじめに 

この中間まとめは、WGメンバーが学科代表としてではなく八戸高専の１教員として、抜本的カリキュラム改定に関連

する事項ついて討論したことをとりまとめている。    

本WGは、昨年の高専機構理事長要請（平成18年11月30日「学科減を含む学科再編」）を受けて設けられた。要請にお

いては、15歳人口が今後減尐し続けることや在校生の学力低下傾向、さらには運営交付金カットや教員の定員削減な

どの諸問題への抜本的な対応の必要性が述べられている。そこで、WGにおいては、計9回の会議やメール会議を通じ

てこれらの解決策について議論した。教員定数の減や15歳人口減などへの対応を考えるとき、長期的展望としては学

科再編も視野に入れる必要があるとの結論を得、その場合には「物理」、「化学」、「数理」を土台とする3学科へ

の再編案をとりまとめた。 

一方、中・長期的な視点に立つとき、中教審の中に高専部門特別委が設けられ審議中であり、その内容は高専を高く

評価するものであり、新学科増の必要性さえ感じさせるほどの内容である。よって、学科再編などを含む大幅な見直
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しについての議論は高専全体としての方向性が見えてから、工学の枠を取り払うなどの大きな視点で、改めて議論す

べきであろう。 

本とりまとめにおいては、教員の定員減への対応や在学生の学力向上策、ひいては入試倍率向上につながる魅力ある

八戸高専とするための抜本的カリキュラム改定について提言を行っている。その要点は、工学基礎力の徹底した育成

を行うために、教育内容の精選と演習を重視したカリキュラムとすることである。演習を充実させるための宿題や補

習の時間を確保すべく開講単位数を167単位とする。167単位開講とすることで、学力向上のみならず、部活動や学生

会活動などの時間を物理的に確保できる可能性も向上することから、課外活動を通じた人間教育を充実させられると

いうメリットもある。このような徹底した学力育成と課外活動の活性化は、中学生とその保護者に対するPR効果が大

きいものと期待できる。 

 

以下、略 

（出典 将来構想WG中間まとめ） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

各種委員会組織及び副校長体制等が整備され，学内の各部門における多岐にわたる課題が迅速に

企画・実行される体制となっており，その役割と意思決定のプロセスが明瞭である。特に，校長の

強いリーダーシップのもと，近年の独立行政法人化に伴う中期計画の作成，ＪＡＢＥＥによる教育

プログラムの継続認定，ＪＡＢＥＥ対応や過密授業解消のためのカリキュラムの改正，校舎・学寮

の安全管理のための防犯カメラ設置など，重要案件の処理に関しては，それぞれ所管の組織が効率

的に機能し，短期間で実現されている。このように，校長，各主事，各委員会等の役割が明確にな

っており，効果的な意思決定が行える体制となっていると判断される。 

 

 

 

観点11－１－②： 管理運営の諸規程が整備され，各種委員会及び事務組織が適切に役割を分担し，

効果的に活動しているか。また，危機管理に係る体制が整備されているか。 

（観点に係る状況）  

管理運営の諸規定は，八戸工業高等専門学校組織運営規則を基本に，各種委員会等規則を制定し，

継続的に改善を加えている。 

なお，制定又は改正が必要となった規則は，運営委員会で審議し，校長決裁を経て，教員会議で報

告され，ガルーンのファイル管理を通じて随時全教職員に周知している（資料 11－１－②－１）。 

本校では，複雑多岐にわたる校務を迅速・的確に処理するため，より高度な組織づくりをめざして

継続的に改善を行い，適切に対応してきた。 

企画室会議・運営委員会，教務委員会，厚生補導委員会，寮務委員会，専攻科委員会は月１回の定

例会議を開催（必要に応じて数回の開催に及ぶ場合もある。）しており，その他の委員会は必要に応

じて開催し，課題解決に臨機に対応している。 

各委員会の主な所掌内容は，（資料11－１－②－2）のとおりである。また，各委員会の構成メン

バーは，平成23年度校務分担表のとおりであり，業務内容に適切に対応しており，各委員会とも必ず

事務職員が委員又は幹事として参画している（資料11－１－②－3）。 
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事務組織の構成図は，（資料3－3－①-1）のとおりであり，度重なる定員削減に対応していくため，

常に各課，各係の業務分担の見直しを行い，事務の効率化を図りながら，本校の教育研究の環境作り

を支援してきた。特に平成17年度からは，庶務課に地域連携情報室を設置し，庶務係と連携し地域連

携業務を集約する体制を整え，更なる効率化を追求し平成20年12月からは，２課体制に集約など，事

務組織の見直し（資料11－１－②－4）を行った。 

なお，事務部運営のための会議として，事務連絡会がおかれ，毎月１回定例で開催し，事務部間の

連絡調整を行いながら諸問題の解決に当たり，また，各委員会等からの運営委員会提出議案及び報告

案件等について，事務的立場から検討を加え，企画室会議に意見を反映させている。 

また，平成23年には高専機構からのリスク管理に関する要請を受け，平成19年に制定していた八戸

工業高等専門学校危機管理委員会規則を廃止し，八戸工業高等専門学校危機管理規則を制定し，危機

管理に係る体制を整備し，機能している（資料11－１－②－5）。 

 

 

 

 

「組織・運営関係規則」                       資料 11－１－②－１  

 

 

（出典 ガルーン・ファイル管理：総務係・規則制定改廃・組織運営関係規則） 
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「各委員会の所掌内容」                        資料 11－１－②－2 

  

○企画室会議：各種委員会等から検討を要請された事項及び運営委員会の議案整理、並びに校長から特に諮問され

た事項の検討等 

○運営委員会：学校運営全般にわたる重要事項の審議 

○入学者選抜委員会：学生の募集、入学者の選抜に関すること。 

○教務委員会：教育課程の編成、学生の履修、その他教務に関すること。 

○厚生補導委員会：学生の生活指導、その他福利厚生に関すること 

○寮務委員会：学寮における生活指導全般に関すること。 

○専攻科委員会：専攻科の教育課程の編成、授業計画、履修指導等全般に関すること 

○総合情報センター委員会：本校の情報教育及びネットワーク関連、パソコン室の管理運営等に関すること 

○図書館委員会：図書館の管理運営及び図書の選択に関すること。 

○情報処理教育専門委員会：パソコン室の管理運営及び情報処理教育システムに関すること 

○メディア教育専門委員会：視聴覚室及び語学演習室の管理並びに視聴覚教育及びマルチメディア教育システムに

関すること。 

○グループウエア専門委員会：グループウエア利用の推進及びグループウエアシステムに関すること。 

○地域テクノセンター委員会：学内共同教育研究及び地域との技術交流の窓口であるセンターの運営に関するこ

と。 

○地域文化研究センター委員会：地域に根ざした人間環境及び文化に関する総合的研究を行うためのセンターの研

究活動及び運営に関すること。 

○施設整備計画委員会：本校の施設・設備の長期計画、利用計画等に関すること。 

○環境マネジメント委員会：本校における環境方針、環境目的・目標の達成状況の確認及びその是正に関するこ

と。 

○広報委員会：本校のＰＲ、学生募集及び公開講座の広報並びにホームページの掲載に関すること。 

○紀要編集委員会：本校の研究紀要の編集・発行（年１回）に関すること。 

○国際交流委員会：教育研究及び学生の国際交流に関すること 

○知的財産委員会：教職員から発明の届け出があった場合の新規性及び出願の価値等に関する事項、知的財産権及

び技術経営等に関する人材の育成、その他知的財産権に関すること。 

○ロボコン委員会：ロボコン製作に係る指導及び運営に関すること 

○廃水処理施設管理運営委員会：本校の実験廃水及び生活排水の適正処理に関すること。 

○相談室運営委員会：学生及び教職員の一身上の相談に応じ、適切な助言、援助を行う学生相談室の運営に関する

こと。 

○進路支援等委員会：本校学生の進路（進学及び就職）支援並びに卒業生への情報提供等支援に関すること。 

○教育点検評価・改善委員会：シラバスの評価、授業評価、目標達成度評価等学校全体の教育実施結果に基づく点

検評価及び改善に関すること。 

○産業システム工学プログラム委員会：ＪＡＢＥＥプログラムシステムの統括。 

○産業システム工学プログラム計画委員会：学習・教育目標の設定、プログラムの設計・実施、達成度評価方法作

成等ＪＡＢＥＥの各基準への取り組み、並びにＪＡＢＥＥ受審に関すること。 

○産業システム工学プログラム点検評価・改善委員会：シラバスの評価、授業評価、目標達成度評価等プログラム
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の自己点検評価に関すること。 

○産業システム工学プログラム修了認定委員会：産業システム工学プログラムの修了認定評価、及び修了判定等に

関すること。 

○認証評価対応委員会：高等専門学校機関別認証評価の受審に関するスケジュール、受審資料作成並びに受審体制

等に関すること。 

○危機管理委員会：危機管理体制、危機発生時の緊急対策・連絡体制・報道機関への対応、保護者・地域社会及び

関係機関との連携、危機管理の現状と課題の把握に関すること。 

○ハラスメント専門委員会：ハラスメントの防止対策及び学生、教職員からの当該問題の訴えに対応すること。 

○安全衛生専門委員会：厚生及び教職員の安全衛生の維持向上に関すること。 

○防火対策専門委員会：災害による被害の防止対策及び軽減に関すること。 
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「平成 23年度校務分担表」                      資料 11－１－②－3  
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（出典 ガルーン・ファイル管理：職員係・校務分担表） 
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「八戸工業高等専門学校事務組織規則」               資料 11－１－②－４  

 
八戸工業高等専門学校事務組織規則  

 
制    定  昭和 41 年  4 月１日  
最終改正  平成 20 年 12 月 1 日  

 
 第１章  総則  

 （目的）  
第１条  この規則は，独立行政法人国立高等専門学校機構の本部事務局の組織に関する規則第９

条並びに八戸工業高等専門学校学則第１０条及び第１１条の規定に基づき，八戸工業高等専門
学校（以下「本校」という。）の事務組織等について定めることを目的とする。  

 
   第２章  事務組織  
 （課等）  
第２条  事務部に，総務課及び学生課を置く。  
 （係等）  
第３条  総務課に次の６係を置く。  
  総務係，地域連携係，職員係，学術情報係，財務係，調達・施設係  
２  学生課に次の３係を置く。  
  入試・教務係，学生係，寮務係  
 （事務部長）  
第４条  事務部に事務部長を置く。  
２  事務部長は，事務職員をもって充てる。  
３  事務部長は，校長の命を受け，事務部の事務を総括する。  
 （課長）  
第５条  総務課及び学生課にそれぞれ課長を置く。  
２  課長は，事務職員をもって充てる。  
３  課長は，上司の命を受け，課の事務を処理する。  
 （課長補佐）  
第６条  課に課長補佐を置く。  
２  課長補佐は，事務職員をもって充てる。  
３  課長補佐は，上司の命を受け，高度の専門的知識又は経験を必要とする特定の分野の事務を

処理する。  
 （専門職員）  
第７条  課に専門職員を置くことができる。  
２  専門職員は，事務職員又は技術職員をもって充てる。  
３  専門職員は，上司の命を受け，専門的知識又は経験を必要とする特定の分野の事務を処理す
る。  

 （係長）  
第８条  係に係長を置く。  
２  係長は，事務職員又は技術職員をもって充てる。  
３  係長は，上司の命を受け，係の事務を処理する。  
 （主任）  
第９条  係に主任を置くことができる。  
２  主任は，事務職員又は技術職員をもって充てる。  
３  主任は，上司の命を受け，係の事務を処理する。  
  
  第３章  所掌事務  
 （総務課）  
第１０条  総務課においては，次の事務をつかさどる。  
 一  学校の事務の総括及び連絡調整に関すること。  
 二  高専改革及び評価に関すること。  
 三  機密に関すること。  
 四  儀式その他行事に関すること。  
 五  企画室会議，運営委員会及び教員会議に関すること。  
 六  学則その他諸規則の制定及び改廃に関すること。  
 七  公印の制定，改刻及び廃止並びに保管に関すること。  
 八  公文書の接受及び発送に関すること。  

九  渉外に関すること。  
 十  外部評価に関すること。  
 十一  広報に関すること（他の課の所掌に属するものを除く。）。  
 十二  地域社会との連携・協力に関すること。  
 十三  研究協力に関すること。  
 十四  学術関係の連絡調整に関すること。  
 十五  学校開放事業（公開講座）に関すること。  
 十六  科学研究費補助金及び外部資金に関すること。  
 十七  知的財産に関すること。  
 十八  事務情報化に関すること。  
 十九  情報公開に関すること。  
 二十  個人情報保護に関すること。  

二十一  教職員の任免，懲戒及び服務等に関すること。  
 二十二  教職員の給与に関すること。  
 二十三  教職員の研修及び勤務評定に関すること。  
 二十四  教職員の健康管理その他福利厚生に関すること。  
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 二十五  教職員の災害補償に関すること。  
 二十六  教職員の出張及び海外渡航に関すること。  
 二十七  旅費及び謝金に関すること。  
 二十八  栄典及び表彰に関すること。  
 二十九  退職手当に関すること。  
 三十  共済組合に関すること。  
 三十一  職員団体に関すること。  
 三十二  人事記録に関すること。  
 三十三  教職員のハラスメントに関すること。  
 三十四  相談室に関すること（学生に関することを除く。）。  
 三十五  図書資料の受入れ，整理及び保存等に関すること。  
 三十六  図書資料の閲覧及び貸出し等利用に関すること。  
 三十七  図書館における参考奉仕（検索指導，読書相談等）に関すること。  
 三十八  調査統計，その他諸報告に関すること。  
 三十九  予算及び決算に関すること。  
 四十  債権の管理に関すること。  
 四十一  資産及び資金の管理に関すること。  
 四十二  会計監査に関すること。  
 四十三  収入及び支出に関すること  
 四十四  現金等及び有価証券に関すること。  
 四十五  特定調達契約に関すること。  
 四十六  物品調達契約に関すること。  
 四十七  役務契約に関すること。  
 四十八  工事請負契約に関すること。  
 四十九  施設の立地計画及び環境整備計画に関すること。  
 五十  宿舎に関すること。  
 五十一  学校環境の整備保全に関すること。  
 五十二  労働安全，環境安全及び環境マネジメントに関すること。  
 五十三  実験用廃液及び廃棄物処理に関すること。  
 五十四  営繕に関する事務を処理すること。  
 五十五  その他，他の課の所掌に属さない事務を処理すること。  
 （学生課）  
第１１条  学生課においては，次の事務をつかさどる。  
 一  学生の募集及び入学者選抜に関すること。  
 二  教育課程の編成，授業及び試験に関すること。  
 三  産業システム工学プログラムに関すること。  
 四  外国人留学生に関すること。  
 五  学生の学業成績等の記録及び証明に関すること。  
 六  学生の学籍に関すること。  
 七  指導要録に関すること。  
 八  授業評価に関すること  
 九  学生課に係る公印の管守に関すること。  
 十  学生の校外実習及び工場見学に関すること。  
 十一  学生の表彰及び懲戒に関すること。  
 十二  学生の課外活動及び課外活動施設に関すること。  
 十三  学生会，その他学生の団体に関すること。  
 十四  入学料，授業料及び寄宿料の減免及び徴収猶予に関すること。  
 十五  学生に対する奨学金に関すること。  
 十六  学生の福利厚生及び福利厚生施設に関すること。  
 十七  学生の保健管理及び安全管理に関すること。  

十八  相談室に関すること（教職員に関することを除く。）。  
 十九  学生旅客運賃割引証に関すること  

二十  学生の就職支援に関すること。  
 二十一  学生の入寮及び退寮に関すること。  
 二十一  学寮における諸経費に関すること。  
 二十二  寮生会，その他寮生の団体に関すること。  
 二十三  寮生の福利厚生に関すること。  
 二十四  寮生の保健管理及び安全管理に関すること。  
 二十五  その他教務，厚生補導及び寮務に関する事務を処理すること。  
  
 （課長補佐，専門職員及び係の事務分掌）  
第１４条  課長補佐，専門職員及び係の事務分掌については，別に定めるところによる。  

 
附  則  

この規則は，平成１６年４月１日から施行する。  
附  則  

この規則は，平成１７年４月１日から施行する。  
附  則  

この規則は，平成２０年４月１日から施行する。  
附  則  

この規則は，平成２０年４月１日から施行する。  
附  則  

この規則は，平成２０年１２月１日から施行する。  

（出典 ガルーン・ファイル管理：総務係・規則制定改廃・組織・運営関係規則） 
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 「八戸工業高等専門学校危機管理規則」（抜粋）             資料11－1－②-5  

 

八戸工業高等専門学校危機管理規則 

 

         制定 平成２３年５月１６日 

 

（目的） 

第１条 この規則は、 八戸工業高等専門学校（以下「本校」という。）において発生す 

 ることが予想される様々な事象に伴う危機に組織的に迅速かつ的確に対処するため、本 校における危機管理体制

及び危機事象発生時の基本的な対処方法等に関し、必要な事項 を定めることにより、本校の学生、教職員（非常勤

職員を含む。以下同じ）及び近隣住 民（以下「学生等」という。）の安全並びに本校教育研究活動の確保を図ると

ともに、 本校が社会的な責任を果たすことを目的とする。 

 

（定義） 

第２条 この規則において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定める ところによる。 

 一 危機管理 次条に定める危機事象の原因と状況を把握、予知又は分析し、その事象によってもたらされる事態

を想定することにより、被害や影響を回避又は軽減し、最小限に抑制するための適切な対応を行うことをいう。 

 二 学科等 各学科（総合科学科を含む。）、専攻科、図書館、各センター及び事務部をいう。 

 三 学科長等 前号に定める学科等の長をいう。 

 

（対象とする事象） 

第３条 この規則において対象とする事象（以下「危機事象」という。）は、次の各号の いずれかに該当するもの

とする。 

 一 教育研究活動の遂行に重大な支障のある事態 

 二 学生等の安全に係わる重大な事態 

 三 施設管理上の重大な事態 

 四 社会的影響の大きな事態 

 五 本校に対する社会的信頼を損なう事態 

 六 前各号と同等以上の重要な事態 

 

以下，略 

 

（分析結果とその根拠理由）  

管理運営の諸規定は，状況の変化に速やかに対応して改善が図られ，よく整備されている。 

各種委員会及び事務組織の役割が適切に分担されており，企画室会議，運営委員会はじめ，各種委

員会も含めて連携・協力して学校の目的を達成するために活発に活動し，よく機能している。 

また，事務部においても，企画室会議や運営委員会等をはじめ，各種委員会への支援体制が有効に

機能し，効果的に活動していると判断される。 



八戸工業高等専門学校 基準11 

- 480 - 

 

観点11－２－①： 自己点検・評価が学校として策定した基準に基づいて高等専門学校の活動の総

合的な状況に対して行われ，かつ，その結果が公表されているか。 

（観点に係る状況）  

本校の活動の総合的な状況に対する自己点検・評価体制は，八戸工業高等専門学校点検・評価規則

（資料１１－２－①－１）に規定されており，自己点検・評価，外部評価及び第三者評価ごとにそれ

ぞれの対応委員会を設置して対応している。 

自己点検・評価は，実施組織ごとにその点検・評価項目により，毎年又は３年ごとに実施している。

毎年の点検・評価は，年度初めに組織毎に「懸案事項」として取りまとめ，その実施状況を翌年度初

めに「懸案事項とその取組み結果報告書」として公表している（資料１１－２－①－２）。３年ごと

の評価は，これまで，平成６，９，12，15年度の４回にわたり「八戸高専の現状と課題―八戸高専自

己点検・評価報告書―」として報告書にまとめている。平成16年度以降の自己点検・評価は，毎年行

う「懸案事項」に一本化している。 

外部評価については，評議員会を毎年継続して開催し，平成22年度末には第10回評議員会を開催し

ている。評議員会では，本校の現状説明及び「懸案事項」の報告と，毎回２つのテーマについて懇談

し，提言を受けている。評議員会の内容は報告書としてまとめ，公表している（資料１１－２－①－

３）。 

第三者評価については，平成16年度にＪＡＢＥＥ審査を受審し，認定（資料３－２－①－３）を受

けた。平成18年度には中間審査を受審した後，平成21年度には認定継続審査を受審し，６年間の認定

を受けている（資料１１－２－①－４）。審査に関わる自己点検書はそれぞれまとめて公表している。

また，その審査結果はＪＡＢＥＥホームページに公表されている。 
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「八戸工業高等専門学校点検・評価規則」              資料１１－２－①－１ 

 

八戸工業高等専門学校点検・評価規則 

 

全部改正 平成１７年１月１７日 

最終改正 平成１９年９月２５日 

（趣旨） 

第１条 八戸工業高等専門学校（以下「本校」という。）の教育研究活動等に対する自己点検・評価

及び本校の教職員以外の者（以下「学外者」という。）による評価並びに本校の自己点検・評価及

び学外者による評価の結果に係る検証（以下「検証」という。）については、この規則の定めると

ころによる。 

（目的） 

第２条 自己点検・評価及び学外者による評価並びに検証（以下「本校評価」と総称する。）は、本

校の教育研究活動等の質的向上を図り、本校の管理運営等の改善・改革に資するとともに、本校の

諸活動を個性化・活性化・高度化させ、もって本校の目的及び社会的使命並びに目標・計画を達成

し、社会からの負託に応えることを目的とする。 

（定義） 

第３条 この規則において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

一 目標・計画 本校の中期目標・中期計画及び年度計画をいう。 

二 自己点検・評価 本校が自ら行う点検及び評価（中期目標・中期計画及び年度計画の評価を含

む。）をいう。 

三 学外者による評価 

① 外部評価 本校が主体となって自己点検・評価の一環として行う学外者による評価及び検証

をいう。 

② 第三者評価 大学評価・学位授与機構（以下「学位授与機構」という。）、日本技術者教育

認定機構（以下「ＪＡＢＥＥ」という。）その他の機関が行う学外者による評価及び検証をい

う。 

（委員会） 

第４条  本校に、第２条に定める目的を達成するため、必要な事項を審議する次の各号に掲げる委

員会を置く。 

一 自己点検・評価に関しては、本校運営委員会がこれに当たる。 

二 外部評価に関しては、本校評議員会を置く。 

三 第三者評価に関する委員会としては、学位授与機構が実施する高等専門学校機関別認証評価

（以下「認証評価」という。）に関しては本校認証評価対応委員会を、ＪＡＢＥＥに関しては産

業システム工学プログラム委員会を置く。 

四 その他必要に応じて、点検及び評価に関する委員会を置くことができるものとし、運営委員会

が審議する。 

２ 運営委員会は、次の各号に掲げる事項を審議する。 

一 自己点検・評価及び外部評価の基本方針並びに実施基準等の策定に関すること。 

二 自己点検・評価及び外部評価の実施に関すること。（次条に定める実施組織が行うものを除

く。） 

三 自己点検・評価及び外部評価に関する報告書の作成及び公表に関すること。 

（実施組織） 

第５条 自己点検・評価を行う組織（以下「実施組織」という。）は、次のとおりとする。 

一 専攻科 

二 各学科（総合科学科を含む。） 

三 総合情報センター 

四 地域テクノセンター 
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五 運営委員会が指定する各種委員会 
六 事務部 
（自己点検・評価項目） 

第６条 運営委員会は、次の各号に掲げる事項について自己点検・評価を行う。 
一 本校の教育理念及び目標・計画に関すること。 
二 教育活動に関すること。 
三 研究活動に関すること。 
四 施設設備に関すること。 
五 国際交流に関すること。 
六 生涯学習に関すること。 
七 社会との連携に関すること。 
八 自己評価体制に関すること。 
九 その他運営委員会が必要と認めた事項に関すること。 

２ 前項各号に係る具体的な点検項目は、運営委員会が別に定める。 
（自己点検・評価及び外部評価の実施） 

第７条 自己点検・評価は、運営委員会及び実施組織が、点検項目により、毎年又は３年毎に実施す
るものとする。 

２ 外部評価に関する委員会は、それぞれ毎年１回以上実施するものとし、その実施に関して必要な
事項は、運営委員会がその都度別に定める。 
（検証の結果の報告） 

第８条 運営委員会は、実施組織からの報告に基づき、自己点検・評価の検証を行い、改善すべき事
項を付して、校長に報告するものとする。 

２ 運営委員会は、外部評価に関する委員会からの外部評価に基づき検証を行い、改善すべき事項を
付して、校長に報告するものとする。 

３ 第三者評価に関する委員会は、第三者評価の結果に基づき検証を行い、改善すべき事項を付し
て、校長に報告するものとする。 

 （本校評価の結果の活用） 
第９条 校長は、前条の検証結果に基づき、改善が必要と認められるものについては、運営委員会及
び関連する本校の各種委員会にその改善策の検討を付託する。 

２ 校長は、前項の改善方策及び改善計画を受け、実施組織に改善の実施を要請する。 
３ 校長は、前条の検証結果を基に目標・計画の見直しを行うとともに、次期目標・計画の策定に反
映させる。 
（本校評価の公表）  

第１０条  運営委員会は、本校評価の結果を、学内外に刊行物その他広く周知を図ることができる方
法によって公表するものとする。 
（雑則） 

第１１条 この規則に定めるもののほか、点検及び評価に関し必要な事項は、運営委員会を経て校長
が別に定める。 

 
   附 則 
１ この規則は、平成１７年１月１７日から施行する。 
２ この規則の施行により、八戸工業高等専門学校外部評価委員会設置要項は廃止する。 
   附 則 
この規則は、平成１９年４月１日から施行する。 

附 則 
この規則は、平成１９年９月２５日から施行する。 

 

（出典 八戸工業高等専門学校点検・評価規則） 
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 平成２２年度 懸案事項とその取組み結果報告書 抜粋       資料１１－２－①－２ 

 

－平成２２年度 懸案事項の取組結果報告書－ 

委員会等名称 運営委員会 筆耕者 工藤隆男 

懸 案 事 項       

1.H23年度受審認証評価への対応 

2.組織の見直しとスリム化（継続） 

3.継続的なＦＤ活動とその推進(継続) 

4.第二期中期計画と年度計画の策定 

 

１． H23 年度受審認証評価への対応 

自己評価書提出締切が 23 年 6 月末日であることを踏まえ、認証評価対応委員会で自己評価の全

体方針と基準ごとの方針や執筆分担を決め、基準ごとの原稿案を 22 年度末までに書上げる予定

で進めていたが、東日本大地震等の影響により、4 月末までに延期した。なお、学科ごとの添付

資料の作成については、学科代表委員が対応するなどして、対応している。 

  

２． 組織の見直しとスリム化（継続） 

  21 年度は行事予定を大幅に変え、8 月初めに前期末試験を実施するようにしたことから、土曜日

に出勤するときもあり、過重労働意識を持つ教職員もあった。また、前期中間試験が終わりそのま

ま前期末試験に入るので、期末試験対策の時間確保が十分でないという指摘があった。そこで、22

年度は 20 年度以前のパターンに戻すことにより、極力土曜出勤を尐なくし、夏休みを利用した前

期末試験対策を可能とした。 

 委員会組織の見直しについては行っていない。 

 

３． 継続的なＦＤ活動とその推進(継続) 

 21 年度は教員会議終了後に FD 報告会として、学外の会議参加報告などが行われたが、勤務時間を

越えてしまう場合があり、時間確保が課題となった。このことを受け、FD 報告会を開催する日の勤務

時間を延長する措置を講じた。数回に及ぶ勤務時間延長分については、変形労働制に基づく休暇取得

で対応した。 

 

４． 第二期中期計画と年度計画の策定 

 機構本部の中期計画に基づき、これに応じた本校独自の中期計画・目標を策定した。 

 

（出典 平成２２年度 懸案事項とその取組み結果報告書 p.1）
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第９回 －「評議員会」報告書－ 抜粋              資料１１－２－①－３  

 

（出典 第９回 ―「評議員会」報告書― 表紙及び目次） 
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（分析結果とその根拠理由）  

自己点検・評価が学校として策定した基準に基づいて，教育・研究，組織・運営，並びに施設・設

備等の総合的な状況に対し定期的に適切に行われている。自己点検・評価結果は，「懸案事項とその

取り組み結果報告書」，「評議員会報告書」，「ＪＡＢＥＥ 自己点検書」として印刷物にまとめら

れ公表されている。 

 以上のことから，自己点検・評価が学校として策定した基準に基づいて，高等専門学校の活動の総

合的な状況に対して行われていると判断され，かつ，その結果が公表されている。 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＡＢＥＥ認定継続審査 プログラム点検書（その２） 抜粋     資料１１－２－①－４ 

 

 

（出典 ＪＡＢＥＥ認定継続審査 プログラム点検書（その２） p.1） 
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観点11－２－②： 自己点検・評価の結果について，外部有識者等による検証が実施されているか。 

（観点に係る状況）  

自己点検・評価の結果は，毎年開催の評議員会の開催及びＪＡＢＥＥ審査の受審において外部有識

者による検証が実施されている。 

評議員会では，本校の現状説明及び「懸案事項」の報告と，毎回２つのテーマについて懇談し，意

見を頂いている（資料１１－２－②－１）。また，評議員からの意見は改善に役立て，その結果を次

回に報告している（資料１１－２－②－２）。 

ＪＡＢＥＥ審査は，平成16年度，平成18年度，平成21年度に受審し，それぞれ自己点検書の検証を

受けている（資料１１－２－①－４）。 
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第９回評議員会における主な意見及び提言 抜粋        資料１１－２－②－１  

 

 

（出典 第９回 ―「評議員会」報告書― p.33） 
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第８回評議員会での主な提言に対するその後の対応状況 抜粋   資料１１－２－②－２  

 

 

（出典 第９回 ―「評議員会」報告書― p.45） 
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（分析結果とその根拠理由） 

自己点検・評価の結果は，毎年開催の評議員会において，「懸案事項」を報告し，提言を受けてい

る。また，ＪＡＢＥＥ審査において，それぞれ自己点検書の検証を受けている。 

以上のことから，自己点検・評価の結果について，外部有識者等による検証が実施されていると判

断される。 

 

 

観点11－２－③： 評価結果がフィードバックされ，高等専門学校の目的の達成のための改善に結

び付けられるようなシステムが整備され，有効に運営されているか。 

（観点に係る状況）  

本校では，八戸工業高等専門学校点検・評価規則（資料１１－２－①－１）において，自己点検・

評価結果を対象組織や個人にフィードバックし，当該組織や個人の改善に結びつけるよう規定した自

己点検・評価及び検証・改善のシステムを整備している。 

具体的には，校長は，検証結果に基づき改善が必要と認められる事項について，関連の各組織・個

人にフィードバックし，改善策の検討を要請している。 

実際に管理運営上の改善に結びついた取組みとして，次のことが挙げられる。 

第３回評議員会（平成19年７月）の「高専運営と危機管理について」に関して，災害や情報セキュ

リティなどに対する危機管理のマニュアルの作成と教職員に対する講習会の実施が必要であるとの提

言があった（資料１１－２－③－１）。平成20年４月から，危機管理委員会を立ち上げ，平成２０年

９月には「危機管理マニュアル」を作成し，教職員への周知を図っている（資料１１－２－③－２）。 

また，平成21年度のＪＡＢＥＥ認定継続審査では，「教育環境の施設・設備」に関して自習スペー

スの拡充が望まれるとの評価を受けたため，平成２２年度に図書館ホールに自習スペースを設置して

いる（資料１１－２－③－３）。 
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第３回評議員会における主な意見及び提言 抜粋          資料１１－２－③－１  

 

 
（出典 第３回評議員会 「報告書」 p.35） 
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危機管理マニュアル                      資料１１－２－③－２  

 

 

（出典 危機管理マニュアル 表紙及び目次 抜粋） 

 



八戸工業高等専門学校 基準11 

- 492 - 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

八戸工業高等専門学校点検・評価規則において，自己点検・評価結果を対象組織や個人にフィード

バックし，当該組織や個人の改善に結びつけるよう規定した自己点検・評価及び検証・改善のシステ

ムを整備している。評議員会及びＪＡＢＥＥ審査において，自己点検・評価の検証を行い，危機管理

対策及び教育環境の整備など実際に管理運営上の改善に結びつけた取組みを行っている。 

以上のことから，自己点検・評価結果が対象組織や個人にフィードバックされ，高等専門学校の目

的の達成のための改善に結び付けられるようなシステムが整備され，有効に運営されていると判断さ

れる。 

 

 JABEE 審査結果                        資料１１－２－③－３ 

 

 

（出典 ＪＡＢＥＥ認定継続審査 プログラム点検書（その２） p.3） 
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観点11－３－①： 外部有識者等の意見や第三者評価の結果が適切な形で管理運営に反映されてい

るか。 

（観点に係る状況）  

本校における学外者による点検評価，改善のシステムについては「八戸工業高等専門学校点検・評

価規則」（資料11－２－①－１）に明確に規定されており，(a)外部評価，および(b)第三者評価に区

分される。前者は八戸工業高等専門学校評議員会（以下，評議員会）（資料11－３－①－１）による

評価，後者は大学評価・学位授与機構による高等専門学校機関別認証評価（以下，認証評価），日本

技術者認定機構（以下，JABEE）による評価，およびその他の機関が行う学外者による評価である。

評価の実施体制は資料（資料11－３－①－２）のとおりであり，評議員会による評価には運営委員会

（資料11－３－①－３），認証評価には認証評価対応委員会（資料11－３－①－４），JABEE審査に

は産業システム工学プログラム委員会（資料11－３－①－５）がそれぞれ対応する。これらの評価を

通じて得られた管理運営に関する意見・提言は，運営委員会を中心として改善・改革に反映させてい

る。 

評議員会は，平成16年度の法人化を機に，それまで教育・研究中心の評価を行っていた「外部評価

委員会（３年毎開催）」やそれを発展的に引き継いだ「教育懇談会」とは別に，組織管理運営を含め

た学校運営全般についての評価を行う組織として平成17年度に設置されたもので，大学，中学校，行

政，企業，卒業生などの学外有識者で構成（資料11－３－①－６）されている。スピード感ある対応

を可能にするため年１回以上の開催としており，平成17年７月の第１回評議員会以降，これまで計10

回開催されている（資料11－３－①－７）。評議員会の内容は，毎回，報告書にまとめて全教員に配

布される。 

認証評価については，本校は平成17年度に１回目の評価を受けており，大学評価学位授与機構が定

める高等専門学校評価基準を満たしていると評価され，管理運営面を含めて改善点は特に指摘されな

かった。技術職員の高度な資質，インターンシップ制度の整備，きわめて高い就職率，特許実施権収

入を得ている研究成果などが優れていると評価された。本校ホームページの「情報公開」－「自己評

価書」に自己評価書と評価報告書（平成18年３月）が掲載されている（資料11－３－①－８）。 

本校では，４学科３専攻を一体にした複合的教育プログラム「産業システム工学プログラム」を設

定し，平成16年度にJABEEの認定を受けている。平成18年度に中間審査，平成21年度に継続審査を受

審しており，いずれも認定基準を満たしているものと認定された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



八戸工業高等専門学校 基準11 

- 494 - 

 

（資料11－３－①－１） 

八戸工業高等専門学校評議員会規則 

平成１６年８月２４日制定 

平成２３年２月 ９日改正 

（設置） 

第１条 八戸工業高等専門学校組織運営規則第６条第１項の規定に基づき、八戸工業高等専門学校評議員

会（以下「評議員会」という。）を置く。 

（審議事項） 

第２条 評議員会は、校長の諮問に応じ、次に掲げる事項について審議し、校長に対して提言及び助言を

行う。 

 一 八戸工業高等専門学校（以下「本校」という。）の教育研究上の質の向上に関する目標を達成する

ための基本的な計画に関する重要事項 

 二 本校の教育研究活動の実施に関する重要事項 

 三 本校の教育研究活動の評価・改善に関する重要事項 

 四 本校の地域連携による教育研究活動に関する重要事項 

 五 本校の業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための基本的な計画に関する重要事項 

 六 その他本校の教育研究並びに業務運営に関する重要事項 

（評議員会の開催） 

第３条 評議員会は、毎年１回以上開催する。 

（組織） 

第４条 評議員会は、評議員若干名をもって組織する。 

２ 評議員は、本校の教職員以外の者で、高等専門学校に関し、広くかつ高い識見を有する者のうちか

ら、校長が委嘱する。 

（任期） 

第５条 評議員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

（評議員長） 

第６条 評議員会に評議員長を置き、評議員の互選により選出する。 

２ 評議員長は、評議員会の議長となる。 

３ 評議員長に事故あるときは、評議員長があらかじめ指名した評議員がその職務を代行する。 

（意見の聴取） 

第７条 評議員長が必要と認めたときは、評議員会に評議員以外の者を出席させ、意見を聴くことができ

る。 

（事務） 

第８条 評議員会の事務は、総務課において処理する。 

 

   附 則 

１ この規則は、平成１６年８月２４日から施行する。 

２ この規則により、初めて委嘱される委員の任期は、第４条第１項の規定にかかわらず、委嘱の日から

平成１９年３月３１日までとする。 

   附 則 

１ この規則は、平成１９年１月１５日から施行する。 

２ 八戸工業高等専門学校教育懇談会規則（平成１６年２月１６日制定）は廃止する。 

 附 則 

この規則は、平成１９年９月２５日から施行する。 

附 則 

 この規則は、平成２０年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規則は、平成２３年４月１日から施行する。 

 

出典 総務課資料 
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（資料11－３－①－２） 

八戸工業高等専門学校外部評価実施体制 

 

 

 

 

出典 認証評価対応委員会作成 
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国立高等専門学校機構 

運営委員会 

学生 
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教育点検評価・ 

改善委員会 

教務委員会・専攻科委員会 

各種委員会 

大学評価・ 

学位授与機構 

日本技術者 

認定機構 

評議員会 

外部評価組織 

第三者評価機関 

地域社会 

保護者 

（後援会） 

企業 
(産業技術振興会) 
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授業計画 

授業アンケート 
授業 

成績評価 

指導 要望 

授業参観・評価 

シラバスチェック 

点検報告 

アンケート 

調査 要望・要請 

改善提案 

方針 

評価・認証 

報告 

調査 
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（資料11－３－①－３） 

八戸工業高等専門学校運営委員会規則 

 

制  定 昭和４４年３月 ７日 

最終改正 平成２０年３月１７日 

  （趣旨） 

第１条  この規則は、八戸工業高等専門学校組織運営規則第６条第２項に基づき、運営委員会（以下「委

員会」という。）に関し、必要な事項を定める。 

（審議事項） 

第２条  委員会は、校長の諮問に応じ、次の事項を審議する。 

一  学則その他重要な規則の制定改廃に関する事項 

二  予算の方針に関する事項 

三  施設、整備計画に関する重要事項 

四  教育研究等の効率的、かつ、円滑な遂行に関する事項 

五  地域社会における本校の役割に関する事項 

六  組織、管理運営の改善に関する事項 

七  教育研究活動等の点検及び評価に関する事項 

八 教育活動等の将来構想・計画に関する事項 

九  各種委員会において審議すべき重要事項 

十  各学科間の連絡調整に関する事項 

十一 共同研究、受託研究及び奨学寄附金の受入に関する事項 

十二 教員の資質向上を図るためのファカルテｲ・デｲベロップメントの計画・実施に関する事項 

十三  その他学校運営に関する重要事項 

（組織） 

第３条  委員会は、次の委員をもって組織する。 

一  校長 

二 副校長（第三号、第四号及び第六号に掲げる者を除く。） 

三  教務主事、学生主事及び寮務主事 

四 専攻科長 

五  総合情報センター長 

六  地域テクノセンター長 

七  各学科長（総合科学科長を含む。） 

八  事務部長 

（会議） 

第４条  委員会は、校長が必要に応じ随時招集し、議長となる。ただし、校長に事故あるときは、企画担

当副校長が代行する。 

（委員以外の者の出席） 

第５条  校長が必要と認めたときは、そのつど関係の教職員を委員会に出席させ、当該事項について意見

を述べさせることができる。 

（議題） 

第６条  委員会の議題は、開催日の５日前までに総務課総務係でとりまとめ、事前に周知する。ただし、

緊急の場合はこの限りでない。 

  （幹事） 

第７条  委員会に幹事を置き、総務課長及び学生課長をもって充てる。 

  （事務） 

第８条  委員会の事務は、総務課において処理する。 

 

      附  則 

  この規則は、昭和４４年３月７日から施行する。 

      附  則 

  この規則は、昭和４６年８月１日から施行し、昭和４６年４月１日から適用する。 

      附  則 

  この規則は、昭和４７年４月１日から施行する。 



八戸工業高等専門学校 基準11 

- 497 - 

 

      附  則 

  この規則は、平成３年４月１日から施行する。 

      附  則 

  この規則は、平成７年４月１日から施行する。 

附  則 

  この規則は、平成１１年４月１日から施行する。 

附  則 

  この規則は、平成１２年４月１日から施行する。 

附  則 

  この規則は、平成１４年４月１日から施行する。 

附  則 

  この規則は、平成１４年５月１３日から施行する。 

附  則 

  この規則は、平成１５年４月１日から施行する。 

附  則 

  この規則は、平成１６年８月２４日から施行する。 

附  則 

この規則は、平成１９年４月４日から施行し、平成１９年４月１日から適用する。 

附  則 

１  この規則は、平成１９年９月２５日から施行する。 

２ 八戸工業高等専門学校組織及び運営方法に関する検討委員会規則（昭和４４年３月７日制定）は廃止

する。 

附  則 

１ この規則は、平成２０年４月１日から施行する。 

２ 八戸工業高等専門学校ファカルテｲ・デｲベロップメント委員会規則（平成１６年３月１５日制定）は

廃止する。 

 

出典 総務課資料 

 

 

 

（資料11－３－①－４） 

 

八戸工業高等専門学校認証評価対応委員会規則 

制  定 平成１７年１月１７日 

最終改正 平成２０年４月 １日 

（趣旨） 

第１条 八戸工業高等専門学校（以下「本校」という。）に、大学評価・学位授与機構が実施する高等専

門学校機関別認証評価（以下「認証評価」という。）に対応するため、八戸工業高等専門学校認証評価対

応委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

 

（審議事項） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項について審議及び企画調整する。 

 (1) 認証評価の具体的なスケジュールに関すること。 

 (2) 認証評価に必要な資料の作成に関すること。 

 (3) 認証評価の受審体制に関すること。 

 (4) その他認証評価に必要な事項に関すること。 

  

（組織） 

第３条 委員会は、次の委員をもって組織する。 

 (1) 副校長（教務主事） 
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 (2) 学生主事及び寮務主事 

 (3) 専攻科長 

 (4) 各学科（総合科学科を含む）から選出された教員 各１名 

 (5) 総合情報センター委員会委員１名 

 (6) 地域テクノセンター委員会委員１名 

 (7) 各課長 

 

（任期） 

第４条 委員の任期は、１年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 委員に欠員が生じた場合の補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

（委員長） 

第５条 委員会に委員長を置き、副校長（教務主事）をもって充てる。 

２ 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。 

３ 委員長に事故あるときは、委員長があらかじめ指名した委員がその職務を代行する。 

 

（委員以外の者の出席） 

第６条 委員長が必要と認めたときは、委員会に委員以外の者を出席させることができる。 

 

（審議事項の報告） 

第７条 委員長は、委員会において審議された事項を整理し、校長へ報告しなければならない。 

 

（事務） 

第８条 委員会の事務は、総務課において処理する。 

 

   附 則 

１ この規則は、平成１７年１月１７日から施行する。 

２ 平成１６年度中に委嘱される委員の任期は、第４条第１項の規定にかかわらず、平成１７年３月３１

日までとする。 

 

 附 則 

この規則は、平成１９年４月４日から施行し、平成１９年４月１日から適用する。 

 

附 則 

 この規則は、平成２０年４月１日から施行する。 

 

出典 総務課資料 
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（資料11－３－①－５） 

 

八戸工業高等専門学校産業システム工学プログラム委員会規則 

制  定 平成１７年２月１４日 

最終改正 平成２２年１月１８日 

（趣旨） 

第１条 この規則は、八戸工業高等専門学校組織運営規則第６条第２項に基づき、産業システム工学プロ

グラム委員会（以下「プログラム委員会」という。）に関し、必要な事項を定める。 

（目的） 

第２条 プログラム委員会は、校長の諮問に応じ、八戸工業高等専門学校の産業システム工学プログラム

（以下「本プログラム」という。）が日本技術者教育認定機構（以下「JABEE」という。）の認定する基

準を維持するために、教育点検システムを統括、調整する。 

（教育点検システム） 

第３条 教育点検システムとして、本プログラムに関する委員会を次のとおり置く。 

 一 本プログラムの設計及び教育課程に関すること並びにJABEEによる認定審査に関することを審議す

るため、八戸工業高等専門学校産業システム工学プログラム計画委員会（以下「計画委員会」という。）

を置く。 

 二 本プログラムの点検評価・改善に関することを審議するため、八戸工業高等専門学校産業システム

工学プログラム点検評価・改善委員会（以下「点検評価・改善委員会」という。）を置く。 

 三 その他必要に応じて、本プログラムの教育改善に関する委員会を置くことができるものとし、その

設置に関してはプログラム委員会が審議する。 

２ 前項第１号及び第２号の委員会について必要な事項は、別に定める。 

（組織） 

第４条 プログラム委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

 一 専攻科長 

 二 計画委員会委員長 

 三 点検評価・改善委員会委員長 

 四 教務主事 

 五 各学科長（総合学科長を含む） 

（委員長等） 

第５条 プログラム委員会に委員長を置き、前条第１号の委員をもって充てる。 

２ 委員長は、プログラム委員会を招集し、会議の議長となる。 

３ プログラム委員会に副委員長を置き、前条第２号及び第４号の委員をもって充てる。 

４ 委員長に事故あるときは、前条第２号の委員がその職務を代行する。 

（委員以外の者の出席） 

第６条 委員長が必要と認めたときは、プログラム委員会に委員以外の者を出席させることができる。 

（幹事） 

第７条 プログラム委員会に幹事を置き、総務課長及び学生課長をもって充てる。 

（事務） 

第８条 プログラム委員会の事務は、総務課及び学生課において処理する。 

 

   附 則 

１．この規則は、平成１７年３月１日から施行する。 

２．八戸工業高等専門学校JABEE委員会規則は、廃止する。 

 

附 則 

この規則は、平成２２年４月１日から施行する。 

 

出典 総務課資料 
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（資料11－３－①－６） 

八戸工業高等専門学校平成22年度評議員 

 

 

 

出典 第9回「評議員会」報告書 
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（資料11－３－①－７） 

評議員会懇談テーマ 

 
〔評議員会懇談テーマ〕（ ）内は担当者 

○第１回（平成１７年度） 

・「高度産業社会における高等教育機関としての八戸高専の存在意義について」（大久保惠） 

・「八戸高専の知名度アップの諸方策について」（佐藤義夫） 

 

    ○第２回（平成１８年度） 

・「八戸高専の国際化への対応状況と課題」（佐藤勝俊） 

・「八戸高専と地域産業界との連携―ものづくり教育と環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ教育の効果的実施及び地域との連携方策―」 

 （大久保惠） 

 

 ○第３回（平成１９年度 第１回） 

    ・「高専運営と危機管理について」（佐藤勝俊） 

・「八戸高専の果たすべき役割と育成すべき人材について」（大久保惠） 

 

○第４回（平成１９年度 第２回） 

  ・「学生支援ＧＰ「地域資源と学寮を活用した人間力の育成」について」（菅原 隆） 

・「地域と共生する学校運営」第２期中期計画に向けて（大久保惠） 

 

○第５回（平成２０年度 第１回） 

    ・「地域との連携により高専がめざすべき人材育成とは」（久慈憲夫） 

    ・「学習意欲向上のための課外活動支援について」（浦西和夫） 

 

 ○第６回（平成２０年度 第２回） 

・「現在の教育研究資源を活かしたカリキュラムの抜本的改善と系の編成」（工藤隆男） 

・「「地元に人材を集める、留める」という観点からみた地域共同活動・学生支援活動」（浦西和夫） 

 

   ○第７回（平成２１年度第１回） 

    ・「専攻科充実の方策について」（佐藤勝俊） 

    ・「インターンシップについて」（大久保恵） 

 

○第８回（平成２１年度第２回） 

    ・「国際交流及び教育・研究の充実を目指す学寮」（菅原 隆） 

    ・「職場におけるコミュニケーションの向上策－メール社会における教職員間の情報や交流の活性化で「あずましい」職

場を実現するための方策－」（平川武彦） 

 

   ○第９回（平成２２年度第 1 回） 

    ・「専攻科のエンジニアリングデザイン教育の方針について」（大久保惠） 

・「高専におけるキャリア教育について」（佐藤勝俊） 

 

   ○第１０回（平成２２年度第２回） 

  ・学生支援―厚生補導委員会の役割と課題―」（鳴海哲雄）  

    ・八戸高専のプレゼンス―国際的視野を持つエネルギー・環境人材の育成拠点を目指す―」（赤垣友治） 

 

出典 総務課資料 
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（資料11－３－①－８） 

ホームページでの認証評価結果公開 

 

 

出典 八戸工業高等専門学校ホームページ 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 学外者による点検評価，改善のシステムが規則として明確に定められており，評価を実施し，評価

結果を管理運営に反映させるための組織が整備されている。(a)外部評価としての評議員会，(b)第三

者評価としての認証評価，およびJABEEによる評価が継続的に行われており，その評価結果が管理運

営に反映されていると判断される。 
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観点11－３－②： 学校の目的を達成するために，外部の教育資源を積極的に活用しているか。 

（観点に係る状況） 

 本校では，学校の目的を達成するために，国内外の高等教育機関や高等学校，地域企業，同窓生

など，多くの外部教育資源を積極的に活用している。 

 他の高等教育機関等との協力・交流協定（資料11－３－②－１）としては，平成17年に東北大学

と学術交流協定を締結したのを皮切りに，平成19年に岩手大学と学術交流協定，20年に弘前大学と

教育研究協力協定を締結した。弘前大学との間では，毎年，学生も参加したシーズ提案会（資料11

－３－②－２）などの交流を行っているほか，平成18年に授業科目の相互履修協定を締結しており，

夏季休業等を利用して本校の学生が弘前大学の講義を受講し単位を修得している（資料11－３－②

－３）。地元八戸市内の高等教育機関である八戸工業大学，八戸大学との間では，平成19年に学術

交流協定を締結し，平成20年には記念フォーラムを開催した（資料11－３－②－４）。 

 函館高専との間では，平成20年度から３年間，地域企業との連携を函館地区，八戸地区の共同で

推進する函八連携事業（資料11－３－②－５）を行った。学生，教職員が相互に訪問してそれぞれ

の地域企業と研究シーズや企業ニーズに関する情報を交換し，いくつかの課題について卒業研究や

特別研究のテーマとして取り組んでいる。 

 高等学校との交流では，平成19年に隣接する八戸聖ウルスラ学院高校と教育交流に帰還する協定

を締結し，本校の学生がウルスラ学院高校の英語の授業を受講したり，ウルスラ学院高校の生徒が

本校の図書館やパソコン室でWBTによる英語教材を利用するなど，英語教育を中心とした交流を図

っている。また，近隣の三沢米軍基地内にあるエドグレン高等学校と平成21年に姉妹校の締結を行

い（資料11－３－②－６），一日体験入学や文化祭の相互訪問などの交流を続けている。 

 海外の高等教育機関との連携として，平成17年にフランス共和国リールＡ技術短期大学と学術交

流協定を締結し，毎年，相互に数名ずつの学生が３ケ月間程度の短期留学を行っている。この交流

については，他高専からの要望に基づき，平成22年から東北地区７高専での交流事業に発展してい

る。さらに平成22年には，フランス共和国エックサンプロバンス技術短期大学との学術交流協定も

締結し，同様の交換留学が行われている。現在では，専攻科に進学する学生の多くが，学外研修と

して３ケ月間のフランス留学を経験できるようになっている（資料11－３－②－７）。 

 一方，地域の産業界等との連携としては，地域企業との共同研究・受託研究（資料11－３－②－

８）が活発に行われているほか，平成18年からは八戸市民病院との医工連携の試みがなされている

（資料11－３－②－９）。本校教員が同病院を訪問し，医療活動等における改善要望からニーズを

把握し，関連する本校教員のもとで卒業研究や特別研究のテーマとして取り組んでいる。また専攻

科では，平成22年度からエンジニアリング・デザイン科目の立ち上げに取り組んでおり，地域企業

における身近なニーズをテーマとして，本校と企業との共同教育の試みがスタートしている（資料

11－３－②－10）。 

 地域企業や自治体，卒業生等の人材を活用した教育の例として，田面木塾と原子力コア人材育成

事業がある。田面木塾（資料11－３－②－５）は，企業技術者活用プログラムの一環として平成20

年度から３年間行われたもので，４・５学年の全学科共通の自由選択科目として開講した。平成20

年度は特別企画学習として，平成21年度からは正規の授業科目として１単位を認定している。八戸

市長や市議，近隣町村長などの政治家から，企業で活躍する卒業生，芸術家，医師など，毎回，異

なる講師をお招きして15回の授業を行い，本校学生のほか，教職員，地域住民にも自由に聴講して

もらった。また原子力コア人材育成事業は，青森県下北半島を中心に集積する原子力発電所や原子
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燃料サイクル施設など地域資源を原子力人材育成に活用しようとするものであり，平成20年度から

実施している。見学研修やインターンシップでこれらの施設を訪問するほか，講演会や授業科目

「原子力工学概論」の講師として電力事業者，日本原燃等の地元企業から協力を得ている（資料11

－３－②－11）。 

地域で行われる各種イベントやコミュニティとの交流としては，例えば準学士課程５年生の「環

境論」の授業の一環として，八戸市の中心市街地活性化市民ワークショップに参加するなどの活動

を行っている（資料11－３－②－12）。 
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（資料11－３－②－１） 

高等教育機関等との協定締結状況 
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出典 総務課資料 
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（資料11－３－②－２） 

弘前大学と八戸高専のシーズ提案会 

 

 

出典 地域テクノセンター報 第19号（平成22年6月） 
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（資料11－３－②－３） 

「弘前大学理工学部と八戸工業高等専門学校との間における相互履修に関する協定」に基づく単位

修得例 

 

 個人情報保護のため削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典 学生課資料 
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（資料11－３－②－４） 

八戸大学・八戸工業大学との学術交流協定締結 

 

 個人情報保護のため削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典 デーリー東北紙（平成20年11月5日） 

 

（資料11－３－②－５） 

函八連携事業・田面木塾 

 

 

出典 第８回評議員会資料（抜粋 平成22年7月） 
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（資料11－３－②－６） 

エドグレン・ハイスクールとの姉妹校締結 

 

 個人情報保護のため削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典 東奥日報紙（平成21年2月13日） 
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（資料11－３－②－７） 

専攻科１学年の学外研修先一覧 

 

 個人情報保護のため削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典 教員会議資料 

 

 

（資料11－３－②－８） 

共同研究・受託研究 

 

出典 教員会議資料 
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（資料11－３－②－９） 

八戸市民病院との医工連携の取り組み 

 

個人情報保護のため削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典 デーリー東北紙（平成22年1月26日） 
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（資料11－３－②－10） 

地域企業との連携によるエンジニアリング・デザイン科目テーマ例 

 

 個人情報保護のため削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典 専攻科委員会資料 
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（資料11－３－②－11） 

原子力工学概論の内容と講師 

H21 
授業科目 

(0951) 
原子力工学概論 Introduction to Nuclear Engineering 

対 象 学 科 学年 必・選 単位数 授業方法 開講形態 授業時間数 

全学科 ４年 選択 １ 講義 前期 週 ２ 時間 ３０時間 

担当教員 

中村 重人（常勤） 

（第 1,2 回） 

阿部 勝憲（非常勤） 

（第 3～5 回） 

古川 榮一（非常勤） 

（第 6,7 回） 

大森 勝良（非常勤） 

（第 8～10 回） 

中村 裕二（非常勤） 

（第 11,12 回） 

濱田 栄作（常勤） 

（第 13～15 回） 

【 授業の目標 】 

 原子力発電・原子燃料サイクルの原理，放射線の特徴，安全について学習し，原子力・原子燃料サイクル技術の基礎となる知識を身に付ける。 

【 授業概要・方針 】 

 原子と原子核、放射線等の基礎的事項を学んだ後、原子力発電、原子燃料サイクル、放射線に関わる事項について、各分野の専門家より講義を受ける。

放射線計測の実習を行い、放射能や放射線について理解を深める。 

【 履修上の留意点 】 

 本科目は、原子力コア人材育成事業の一環として行われる。選択者は、原子力に関心を持ち、将来、自分の専門を活かしつつ、原子力に携わることを希望

する学生が望ましい。また、原子力に関わる卒業研究につなげることが望ましい。 

授      業      計      画   

 （ 前  期 ）    授        業        内        容 時間 

 

第 1 回 

第 2 回 

第 3 回 

第 4 回 

第 5 回 

第 6 回 

第 7 回 

第 8 回 

第 9 回 

第 10 回 

第 11 回 

第 12 回 

第 13 回 

第 14 回 

第 15 回 

原子と原子核 

放射線と放射能 

原子力工学の概要（原子力発電の意義，原子力発電の展望） 

核分裂・核融合 

原子炉の原理 

原子力発電①（原子炉の種類と原子力発電システム） 

原子力発電②（原子炉の制御，安全対策） 

原子燃料サイクル①（原子燃料サイクル，ウラン資源） 

原子燃料サイクル②（濃縮・加工，再処理） 

原子燃料サイクル③（廃棄物処理処分，施設の安全対策） 

安全対策と規制①（放射能と放射線の単位，自然放射線と人工放射線）  

安全対策と規制②（放射線の影響，安全管理と規制） 

放射線の計測（放射線測定器の種類と原理） 

放射線計測実習①（放射線（α，β，γ）の測定と Ge 半導体検出器を用いた測定） 

放射線計測実習②（Ge 半導体検出器を用いた放射性核種の同定） 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 計  30 

学 習 ・ 教 育 目 標 

八戸高専目標 (A) (B-1) (B-2) (C-1) (C-2) (D) 

同上関与割合 % 10 25 25 10 30  

JABEE 目標 ◎ (e) ○ (ｃ) (d2-b)  

到 達 目 標             

１．原子と原子核、放射線について理解し、放射線の計測およびその解析ができること。 

２．核分裂と核融合、原子炉の原理について理解すること。 

３．原子力発電と原子炉の制御、安全対策について理解すること。 

４．原子燃料サイクルとその技術的特徴を理解すること。 

５．放射線の影響、およびその安全対策について理解すること。 

評 価 方 法             
各教員による試験、またはレポートにより評価する。 

総合評価は 100 点満点として 60 点以上を合格とする。 

使用教科書・教材             原子力－自然に学び、自然を真似る－／藤家洋一／ＥＲＣ出版、 教員作成プリント 

参 考 図 書 等             原子力がひらく世紀／日本原子力学会編／2004 改訂版 

 
物理、化学、各学科の専門科目、原子力に関わる卒業研究 

 

出典 シラバス 
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（資料11－３－②－12） 

八戸市中心市街地活性化市民ワークショップへの参加 

 

 個人情報保護のため削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典 東奥日報紙（平成23年3月10日） 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 本校では，国内外の多くの大学，高専，高校と協力・交流協定を締結して学生・教員の交流を図っ

ている。また地域の企業，病院との共同研究や共同教育を推進するとともに，地域企業人材や同窓生

などによる授業を取り入れるなど，学校の目的を達成するために，多くの外部教育資源を積極的に活

用していると判断される。 
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観点11－４－①： 高等専門学校における教育研究活動等の状況や，その活動の成果に関する情報

を広くわかりやすく社会に発信しているか。 

（観点に係る状況）  

 本校における教育研究活動等の状況に関する情報発信手段は，ホームページのほか，刊行物とし

て学校要覧，学校案内，シラバス，募集要項，学生便覧，高専だよりなどがあり（資料11－４－①

－１），高専だよりは年４回，それ以外については年１回発行している。このほか，本校の状況を

まとめた資料として認証評価報告書，JABEEの自己点検書があり，それぞれ６年および５年に１度

の頻度で取りまとめられる。JABEE自己点検書を除く刊行物等に掲載されている情報を，学校教育

施行法規則第172条の２に示された主な項目についてまとめると，概ね資料11－４－①－２のとお

りとなる。教員組織や学生支援に関する項目で掲載箇所が少ない項目がみられるものの，全ての項

目が網羅されている。刊行物等はそれぞれ配布対象が異なるが，学生便覧および高専だよりを除い

てホームページ上に公開されており，広く一般社会に対して情報発信を行っている。 
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（資料11－４－①－１） 

ホームページ・各種刊行物 

←ホームページ・トップ画面 

 

 

出典 総務課・学生課資料 
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（資料11－４－①－２） 

八戸工業高等専門学校における情報公開状況 

学校教育法施行規則 第172条の２　に基づく情報の公表状況

公表手段 HP
認証評価
報告書

学校要覧 学校案内 シラバス 募集要項 学生便覧 高専だより

ホームページ掲載 ○ ○ ○ ○ ○ ○
企業等 ○
中学生（保護者） ○ ○
中学校 ○ ○ ○
在学生（保護者） ○ ○ ○

【1】 目的 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
【2】 基本組織 ○ ○ ○ ○ ○ ○

教員数 ○ ○ ○ ○
職別人数 ○ ○ ○ ○
役割分担 ○ ○ ○ ○
年齢構成 ○
男女別 ○
研究業績 ○ ○ ○
その他の業績 ○ ○
教育内容 ○ ○ ○ ○ ○
受入方針 ○ ○ ○ ○ ○
入学者数 ○ ○ ○ ○ ○
卒業者数 ○ ○ ○ ○
進学・就職状況 ○ ○ ○ ○ ○ ○
編入学者数 ○ ○
方法，内容 ○ ○ ○ ○ ○
計画 ○ ○
卒業認定基準 ○ ○ ○
取得可能な学位 ○ ○ ○ ○ ○
キャンパス概要 ○ ○ ○ ○
運動施設 ○ ○ ○ ○
課外活動 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
学習環境 ○ ○ ○ ○ ○
主な交通手段 ○ ○ ○ ○
授業料 ○ ○ ○ ○
学生寮費 ○ ○ ○
教材購入費等 ○ ○ ○
修学支援 ○
進路指導 ○
保健，相談室 ○ ○ ○ ○
留学生支援 ○
障がい者支援 ○
進路状況 ○
課外活動状況 ○ ○
各種行事 ○ ○
教育関連情報 ○ ○
人事異動 ○

【9】 学生支援

その他の教
育研究活動

等

【6】 成績評価

【7】 施設・設備

【8】 経費

公表先
（配布先）

【3】 教員組織

【4】 入学・卒業

【5】 授業

 
出典 認証評価対応委員会 作成 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 本校における教育研究活動等の状況は，ホームページのほか，認証評価報告書，学校要覧，学校

案内，シラバス，募集要項，学生便覧，高専だより等の刊行物や，同刊行物のホームページへの掲

載により，学校教育施行法規則第172条の２に示された全ての項目について，広く一般社会に対し

て情報を発信していると判断される。 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

学校の管理運営について，校長の強いリーダーシップのもと，過密授業解消のためのカリキュラム

の改正，校舎・学寮の安全管理のための防犯カメラ設置，学内育英基金の設置と改善など，重要案件

について所管の組織が効率的に機能し，短期間で実現されるなど，効果的な意思決定が行える体制と

なっている。 

自己点検・評価が，毎年「懸案事項」として実施されるとともに，その結果が毎年回開催される

「評議員会」等で検証されており，速やかに改善に結び付けられるシステムとなっている。 

フランスの技術短期大学との学術交流協定締結や，米軍基地内の高校との姉妹校締結などにより，

学生の相互交流を積極的に進めている。さらに地域の病院との連携，地域人材や卒業生を活用した

「田面木塾」の取り組みなど，校外の教育資源を積極的に活用し成果を上げている。 

 

 

 

（改善を要する点）  

特になし 

 

 

（３）基準11の自己評価の概要 

 

各種委員会組織及び副校長体制等が整備され，校長，各主事，各委員会等の役割も明確になってお

り，校長のリーダーシップのもとで効果的な意思決定が行える体制が整備されている。管理運営の諸

規定は整備されており，また各種委員会及び事務組織の役割が適切に分担され効率的に機能している

と判断される。学校として策定した基準に基づき，教育・研究，組織・運営，並びに施設・設備等の

総合的な状況に対して自己点検・評価が定期的に行われている。その結果は印刷物にまとめられ公表

されるとともに，毎年，開催される評議員会やJABEE審査を通じて検証が実施されている。学外者に

よる点検評価，改善のシステムが規則として明確に定められており，外部評価としての評議員会，第

三者評価としての認証評価，およびJABEEによる評価が継続的に行われ，その評価結果が管理運営に

反映されていると判断される。また学校の目的を達成するために，国内外の高等教育機関，地域の企

業や病院，地域企業や卒業生など，多くの外部教育資源を積極的に活用していると判断される。本校

における教育研究活動等の状況は，ホームページのほか各種刊行物を通じて，広く一般社会に対して

情報を発信していると判断される。 

 

 

 




